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て 就に 「fii|i 諧诽」 


「俳 諧 師」 に 就 て 


拜啓。 昨日 暇 を 得て 一 俳諧師」 を通讀 致し 候. - 近頃 長篇の もの はちつ とも 讀んだ 事な く、 たま 

たま 手に しても ぢ きに 厭やに なり 候處、 「俳諧師」 は讀み 出したら 面白くな つて 一 氣に讀 み 終り 候 0 

半 頃から は 特別に 面白い やうに 思 はれ 候。 お 常さん や 水 月 君な どが 出 だしてから は 何 かしら 一 種 

の フレッシュ な氣が 紙面に 活 きて 居て 自分の 赤裸々 の 心臓へ 觸れる 様な 心 持が 致し 候。 三 il^ は 固 

より 小 光で も蓬亭 でも、 どんな 端役で も 皆ん な 生きて 其處 等に 居る 様に 思 ひ 候。 十, 5^ や 水 ョの死 

んだ 後に なつてから、 小生の 友人に て 上海で 病死した 男 や、 今、 朝鮮の 奥へ は ひって 居る 男の 事 

など を考 へて 非常にな つかしく なり 候。 著者が 自分の 知った 人 だと、 どうしても 讀む 時の 心 寺が 

違 ふから 公平 を 失 ふ 恐れ は あるか も 知れす 候へ 共 「俳諧師」 は 近年 私の 讀ん だもの &內で 最も 面 

白かった もの、 一 つに 御座 候。 或る 新聞 か 何 かの 評で は 痛切の 度が 足りない やうな 事が 書いて あ 

りました が、 あれ は 全然 反對に 御座 候。 わざ. （- これで も かくと 痛切が つて るのより は K-c:  3 


事 はなしに 單刀直 人に 人の 胸へ 飛び込む やうな ものが あれば 痦 しく 候。 大部分に 於て 作者が 書い 

て 居 るんだ なと いふ やうな 感じがなくて 作 中の 人物と 手 を 握る 事が 出來 るの が 犬に 嬉しく 候。 

(明治 II 十二 年 二  =J 九：：：、 國民 新聞〕 
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左 千 夫 歌集 を讀む 

詹 


先日 は 左 千 夫 歌集 を 御 送り 下さいまして 有難う 御座いました。 か へ すく 御 禮を中 上げます。 

其 後 心 持の 靜 かな 時に 少 しづ k 拜見、 昨夜 鬼 も 角 も 一 度 だけ は讀み 了り ましたので、 取り 敢 へす 

の 印象 だけ を 申 上げます。 私に は 歌の 批評な ど は 到底 出来ません ので、 唯 何 かしら 思った 事 を. 5, 

上げる だけで 御座います。 

書物 を 手に した 時に、 第一 に 表紙の 白地に 染め出された 合歡 花が 眼に つきました。 白い 布地と 

薄墨の 葉と 薄紅の 花と、 そして 本の 上端の 金色と が、 明るい、 上品な、 い \ 感じ を與へ ると 思 ひ 

ました。 本. を あける とすぐ に 故人の 寫眞が ある。 此れ を 見て 居る 內に 一 つの 記憶が よみが へ つて 

来ました。 

それ は 多分 明治 卅 三年 か 四 年の 秋であった かと 思 ひます が、 或日拫 岸の 正 岡さん を 訪ねた 歸り 
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に、 たしか 高濱 さんと 一緒に、 根 岸の 街 を 上野の 方へ 來る 途中で 偶然 左 千 夫 氏に 逢 ひました。 私 

は 其 時 始めて 會 つたので 話 も 何もし なかった。 高濱 さんと 少しば かり 立 話 をして すぐに 別れて し 

まった。 其 時に 紹介され たの か 別れた 後で、 あれが 左 千 夫 氏 だと 敎 はった のか 覺 えて 居ません。 

併し 左 千 夫 氏の 名前 は 正 岡さん から 聞いて ゐ たのみなら す、 同氏が 乳牛 を 飼つ て 歌 を やって 居る 

とい ふ 事に つい て 正 岡さん が賴 母し さと 誇りの 心 持 を もって 居られた 事 をよ く 知つ て 居ました。 

その 爲か どうか 分りません が、 其 時の 印象が 一 一十 年後の 今日で も 割合に はっきり 殘 つて 居ます。 

なんでも ぼた/ \ した 綿 服の 着流しで、 同じ やうな 質素な 羽織 も 着て 居られた かと 思 ひます。 帽 

子 は 鳥 打であった やうに も 思 はれる し、 又 無帽であった やうな 氣も する。 鬼に 角 非常に 質素な 服 

装で ありました。 そして 多分 掛軸ら しい 長い 箱 を 風呂敷で 卷 いたの を無雜 作に 脇に 抱へ 込んで 居 

られ た。 年譜に よって 昆 ると 其 時には 价七歳 か 八 歳であった 譯 だが、 今の 私の 記憶で はどうして 

も、 もっと 年取った 人であった 樣な氣 がします。 そして 其 時分に 私の 頭の 中に あった 歌人と 云 ふ 

もの、 型と は 丸で 違った、 さつば りした、 男らしい、 質樸な 感じの する 人 だと 思 はれた。 其 時の 

記憶が 今 此の 寫眞を 見て 浮んで 來 ると 同時に 此の 寫眞の 像と 一 つに 重なって しま ひました。 眼鏡 

やひげ は あの 時に もあった かどう だか、 もうどうしても 分ら なくなり ましたが、 唯 此の 寫眞 全體 

から 浮み 出る 感じと、 二十 年 前の 感じと がび つたり 重なり合 ふので、 何となくな つかしい やうな 
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氣 がして、 それから 色々 昔の 根 岸の 鶯 横町の 事を考 へたり しました。 私が 左 千 夫 氏に 會 つたの は 

此時 一度 切りで ありまし たが、 其 後に 同氏の 「野菊の 墓」 を ホト、 ギスで 讀んだ 時には、 讀 みな 

がら 絕 えす 印象に 殘 つた 同氏の 姿 を 思 ひ 浮べて 居た に 相違ありません。 今でも 「野菊の 墓」 の 四 

字 を 見る とすぐ に 其の 姿が 頭に 浮んで 來 ます。 此の 小 說には 私 も 可な り强く 動かされました。 私 

の 胸の 底に あって、 しかも 一種の 怯懦の 爲に 押し隠されて 居る 或 物 を 思 ひ 切って 現 はされ、 其れ 

が 氏の 眞摯な 熱情で 美しく 淨 化されて 居る のに 動かされ たので ありました。 

此の やうな 斷片 的の 印象が、 此の 歌集 を讀む 間に 何時でも 私の 頭の 中に 背景と なって 居て、 讀 

んで 行く 歌 を 其 前に 並べ て 見ようと する 自然の 傾向 を 防ぐ 譯には ゆかない ので ありました。 

さう いふ 譯で卷 頭の 年譜 も 特別な 興味 を もって 讀 みました。 歌 を 得ん が爲 にわ ざく 旅行 を さ 

れ たりした 事 を 知って、 氏の 歌に 對 する 態度の 眞劍さ を 思 はされ ました。 それから 氏が 四十 二 歳 

の 俗に 云 ふ 厄年から 信仰の 道に 入られた とい ふ 事が 非常に 意味の ある 事の やうに 思 はれたり しま 

した 。「野菊の 墓」 が 其の 翌年に 出來 たの も 偶然で ない とい ふ氣 もしました。 亡くなられ たのが 五 

十 歳で、 夏 目先 生と 同じで あつたの も 不思議な 氣 がしました。 

歌に つ いて は 申し上げる こと は 却つ て 少ない やうであります が、 唯 思った ま、 を 少しば かり 書 

いて 見ます。  7 


第一 に氣 のつ く 事 は、 古雅で 朗らかに 明るい 音調であります。 讀んで 行く 內に 此の 朗々 とした 

五十音の 交響 樂が 耳に 聞こえて 來て、 殆んど 意味 や 內容は 何であって もよ いやうな 心 持が して 來 

ます。 聲を 出して 咏んで 見る と猶更 さう 思 はれます。 つまり 音樂 的な 要素が 最も 强く現 はれて 居 

る やうに 思 はれます。 初期の 作で も 內容に 於ても い、 と 思 ふの は 勿論 澤 山あります が、 中には 又 

寧ろ 稍 ミ 概念的に 過ぎ はしない かと 思 はれる の もあります。 併し その やうな 種類ので も 皆 一 樣に 

此 の 音樂 の 力で 生き，/ \ し た 力 を 得 て 居る ので、 矢張り 其處に 言外 の 與趣を 浮ば せる やうに 思 は 

れ ます。 それで 作者の 胸の 中には 斷ぇ すかう いふ 音樂が 鳴って 居て、 それが 何 かの 機緣で 引き出 

された ので はない かと いふ 想像 も 起り ました。 さう 思つ て 見る と 初期の 歌に 現 はれて 居る 自然界 

の 題材 の 範圍は 割合に 廣 くな い。 そし て 櫻 や 藤 や 牡丹 の や うな 種類 の ものが 目立って 居る やうな 

氣 がします。 そして 自然 を 細かく 觀た 後に 得られる やうな ものが 直接に 文字の 上に 現 はれて 居る 

事が 少ない やうな 氣 がします。 近頃の 人の 歌に は感覺 的な 要素が 一般に 豐 富で、 色彩 や 音 や 香 や 

皮膚の 觸 感に關 係した 文字が 多く 使 はれ、 或は さう した 感覺 が强く 暗示され て 居る のが 多い と 思 

ひます が、 左 千 夫 氏の 歌に はさう いふ 分子が 少なく、 又 あるに はあって も 其れが 奥に かくれて 居 

て、 其 上に 動いて 居る 情操 や 緒が、 此れ も 直接より は 寧ろ 多く 間接に 音 樂のカ を かりて 現 はれ 

て 居る やうに 思 はれます。 それで 讀んで 行って 如何にも 品よ く 美しく、 意味 を 分析 的に 考 へ. ると 
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平凡な やうで あるのに、 全體の 感じが 必. すし も 平凡で なく、 強い 幻像 を與 へる ので はない かと 思 

ひました。 さう だとす ると 此 等の 歌 は 全部が 「作れる 歌に 非す して， おめる 歌」 であらう と 思 ひま 

す。 

併し さう いふ 傾向 は 段々 に變っ て、 次第に 近代的な 敏感が 現 はれて 來て 居る やうに も 思 はれま 

す。 例へ. ば 初めの 方の 櫻の 歌と、 中頃の 槐の 若葉 を咏ん だもの を 比べて 見ても、 また 最初の 水害 

の 時の 歌と 二度目の 時のと を 比べ て 見る も、 可也に さう した 變 化が 認め 得られる やうに 思 ひます。 

長歌に つ いても さう いふ 變化 がいくら か 見える かと 思 ひます。 叉 人間の 心理に 關 係した 事に 就て 

も晚 年に 近くな つて は隨分 突っ込んだ 處の 出て 居る 歌が ある やうに 思 はれます。 

^しさう いふ 細かい 事 は、 もう 少しよ く 叮嚀に 讀み 返して 見た 上で なければ 分りません。 唯 前 

に 申 上げた やうな 私の 頭の 中の 背景の 前に 此の 歌集の 內容の 全體を 並べ て 見る と、 其 處に又 新し 

い 左 千 夫 氏の 面影が 浮んで 來 ます。 質樸な 外貌の 中に 包まれた あらゆる 美しい ものが 此 等の 歌 か 

ら 滲み出して 來る樣 に 思 はれます。 例へば 樂燒ゃ 勾玉 ゃ签の 音を樂 しんだ やうな 事 だけで も、 其 

れが 歌に 現 はれて 居る ところに よって 氏の 全 體が視 はれる やうに 思 ひます。 皇室 ゃ國 家に 對 する 

情緒 も、 氏の 養 はれて 來た 時代 を 反映す る 或 物が 多くの 長歌の 中に 原動力と なって 働いて 居る や 

うに 思 はれます。 友愛 や 慈愛 や 信仰 やが 其 間に 美しく 織り 交ぜられて、 幾分 感傷的な 悲哀が ある 
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場合で も 其れが 東國 人的な 健全な 堅實 さの 爲に驟 味に おちる やうな 處が 少しもありません。 

一 つくの 歌の 價値は 其の 作者の 全生涯に 對 して 見た 時に 始めて 分る とい ふ 事 は、 誰に ついて 

も 云へ る 事で あらう と 思 ひます が、 左 千 夫 氏の 歌集 を讀み 了った 時に、 さう いふ 感じが 特に 強く 

自覺 されました。 さう 思って 見る と 一 つくの 歌が 悉く 私の 頭の 中の 左 千 夫 氏の 全體の 表現で あ 

る toi つに 思 はれます。 そして 此 等の 歌が こしら へた 歌でなくて、 眞劍な 魂 を 打ち込ん だもの だと 

いふ 事 を 思 はされ ます。 それだけ でも 此の 歌集が 立派な 尊い もので あらう と 思 ひます。 

今 私の 頭の 中に 出来た 左 千 夫 氏の 像 は 或は 間違った もの かも 知れません が、 私 は 大事に 其れ を 

保存して 置きた いと 思 ひます。 そして 時々 此の 歌集 を繊 いて 此の 心像 を 呼び出し 度くなる 事が あ 

る だら うと 思って 居ます。 

つまらない 事 を 臆面もなく 中 上げました。 失 禮の段 は 御 許し を 願 ひます。 改めて 御禮 旁-、 右 迄 

草々 申 上げます。 不盡 0  (十一 二十 四 E 古泉 千控宛 書簡) (大！ キー n ；、 ァ ララ ギ) 
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「氷 魚」 を讀 み て 


歌と いふ ものに 就て、 特に その 形式 や 技巧に ついて 何等の 研究 をした 事 もな く、 又 色々 の 歌 入 

の 集を讀 みくらべた 事 もない 私に は、 歌 を 歌と して 批評す る 事 は 出来さう もない。 唯 歌 を 愛し、 

歌人の 內部 生活に 親しみ を 感じて 居る 素人の 讀者 として、 「氷 魚」 について その 所感 を 述べ させて 

いた き 度い と 思 ふ。 

對 象の 上に 作者の 自己 を 投げ掛け、 對 象の 鏡に 自己 を 映 するとい ふ 事 は、 凡ての 藝術 について 

同樣 では あらう が、 中で も 詩歌 程 さう いふ 作用 を 直接に 發現 する もの はない やうに 思 はれる。 そ 

して 其 等の 作物の 價値を 定める 標準 も、 作物が 作者 を 反映す る强さ 深さ 眞實 さに ある やうに 思 は 

れる。 それで 此處に 一 つの 歌集が あると して、 讀 者が 其れ を讀 み、 味 は ひ、 嚙 みしめ て 行く 事に 

よって、 作者の 生活 を さながらに 經驗し 體驗し 得る ものであった ならば、 其の 歌集 は讀 者に とつ 

て は 尊い 一部の 經典 であり、 生きた 擧說 であるに 相違ない。 
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始めて 「氷 魚」 を通讀 した 時に 感じた 事 は、 卷を 通じて 地味な 物靜 かな さ氣の 含まれて 居る 事 

であった。 此れ迄に 見た 少數な 歌集の 中で 出會 つた やうな 奇警な 才の 閃き や、 強く 親い 感情の 暴 

發ゃ、 眼 鼻に 迫る 感覺 的の 刺戟はなかった。 強烈な 刺戟に 馴れて 麻瘁 した 頭に すぐに 燒き 付く や 

うな もの は 感ぜられなかった。 其れに も拘ら す、 その物 靜 かな 空氣の 奥から にじみ 出して 來る作 

者の 生きた 生活の 影像と 云った やうな もの に 何となく 心 を 引かれる の を 感ぜない 譯には ゆかな か 

つた。 

此の 歌集の 表紙 は 地味な 鼠色 をして 居る。 Mi い 活字で 刷った 書名の 下に は 唯 一 本の 樹が 冬枯れ 

の 枝 を 灰色の { 仝に 擴げて 居る。 ロ繪を あけて 見ても、 枯 蘆の 汀に ほうけ 立った 枯木が 寒さうな 影 

を 水に 落して 居る。 卷 中の 插繪 にも、 霜枯れの 草原に 沼 を 渡って 來た 風が 戰 いで 居る C 此 等の 一 

見 枯淡な 繕から にじみ 出して 來る 情味が 決してつ めたい ひからびた ものでなくて、 潤 ひとな つか 

しみの 深い ものであると 同様に、 此の 集の 內容も 落着いて 味 はへば 味 はふ 程、 親しみと なつかし 

み を增す ものであった。 

信 州の 山里と 都會 との 間に 絶えす 往復して、 都に あって は 家を懷 ひ、 里に あって は 都の 仕事 を 

想 ふ、 辛 勞疲勞 の 多い 生活の 中 を 寛げて 其處に 安住の 廐 を 結んで 居る 一 人の 人の 心像 を 描く 事な 

しに 此の 歌集 を 味 はふと いふ 事 は 私に とって 不可能な 事であった。 さう する 事に よって 全 卷の歌 
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てみ 讀を r 魚 氷」 


の 一 つくが 強い 現 實味を 持って 活動して 來た。 さう いふ 譯で、 鄕 里の 家 や 東京の 假寓に 於け る 

家庭生活と 都の 塵埃の 中での 仕事と に關 係した 歌が 特に 切實な 感じ を 起させる のみなら す、 插話 

的に はさまれた 旅 中の 小景 や 街頭の 所見 も、 それぐ 此の 人の 心像の 前に 生きて 動いて 來 るので 

あった。 

例へば 卷 頭の 「山國 の 春」 でも 「貰 はるる 小犬」 でも 亦 「小石 川 植物園」 でも、 次に 來る 「妻 

と 子」 を 讀んで 後に 更に 讀み 返して 見る と、 始め 讀んだ 時には 氣 のっかなかった 一脈の 生命の 貫 

いて 居る の を 認める 事が 出來 る。 さう して 前の 數篇が 後の もの 、前奏曲で ある やうに も 感ぜられ 

る。 仔犬に 對 する 憐れみ は、 更に 深いより 大きな もの、 餘瀝 である やうに も 思 はれ、 植⑩阖 の 春 

寒 は 山國の 雪に 心 持 を 通 はせ る やうに 思 はれる。 

同じ やうな 事 は 全卷を 通じて 云 はれる。 r 龜 原の 家」 「高木の 家」 r 番 町の 家」、 それから 「家に 

歸 りて」 「轉居 前」 r 歸國」 とい ふやうな 數篇 が、 絲に 貰き 連ねた 珠の 中の、 數 取りの 珠の やうな 

特殊な 地位 を 占めて ゐる。 此れと 交錯し 並行して 都會の 塵勞の 生活の 小景が 叉 違った 色彩 を もつ 

て 編み 込まれて 居る。 又 山國の 自然の 総卷が 誇張の ない 眞實さ を もって 展開され て 居る。 其 等が 

皆 前に 云った 一人の 人の 心像に よって 統一 され 融和され て、 讀んで 行く 私に 其の 心像の 人 自身の 

生活 を經驗 させ 體驗 させる。 そして さう する 事に よって 此 世の 生き甲斐の ある 事 を 想 はせられ る。 ぷ 


一 つくの 篇ゃ 歌に ついても 特に 心に 浸み た 事 は 少なくない。 併し それ を玆に 自分の 氣の濟 む 

程度に でも、 拔き 出して 感想 を 述べる とい ふ 事 は 容易な 仕事で ない のみなら す、 それが どれ だけ 

の 價航が あるかに ついても 自信が ないから、 寧ろ 差し 控 へた 方が い、 と 思 ひながら も、 矢張り 何 

か 述べ なくて は 居られな いやうな 氣も する。 

私に は 作者の 家居の さま を 歌った もの k いづれ にも 強く 心 を 動かされる、 そして 例 へ ば 夜遲く 

歸 つて 緣 側で 手 を 洗つ て 居る と 胡桃の 花が 句って 來 たり、 或は 井戶 端の 桑の 蔭で 子供と 顏を 洗つ 

て 居たり する やうな 歌が、 何處か 私の 中に ある 不燃物に 點火 する やうな 作用 をす る。 そして 私に 

「生」 の樂 しさ を 思 はせ る。 

「逝く 子」 の ー篇は 恐らく 誰の 心に も、 强く訴 へる もので あらう。 しかし 其れ は必 すし も 題材 

がさう いふ もので あ る爲ば か り と は 思 はれな い。 例へ ば田舍 W 子 を かぶつ て 居た 子供 の 姿に よつ 

て 起された やうな 機微な 眞 情の 表現が 基調と なって 居なかったら、 恐らく これ だけの 力 はな かつ 

たで あらう。 死 を 題材と した 作物 を 讀んだ 時に、 讀 者が 「死」 の 美し さ を 想 はされ、 「死」 の爲の 

「生」 である 事を考 へさせられる とすれば、 其の 作物 はい、 ものに 相逮 ない。 

自然の 描寫 にも 私の 好きな もの は數 多くあった。 例へば 「氷 湖」 の ー篇 でも、 私が まだ 一度 も 

見た 事の ない 水 湖の 嵐の 光景 を あり-^ 見せ て 貰 ふ 事が 出來 た。 そして 其の 物す ごい やう な 嵐 の 


14 


てみ 讀を 「魚 水」 


中で、 土間に 並んだ 巢 箱の 離し 鶴が  一 口 靜 まりかへ つて 居る とい ふやうな、 一見 何でもない 描寫 

が、 如何に 全篇 を 生かす ものである かとい ふ 事 を 想 ふと 同時に、 その 鷄ゃ卷 頭の 小犬に 對 する 作 

者の 心 持 を 思 ひ 浮べ る 事が 出来る やうな 氣 がした。 

ft の 中には、 眼に 觸れる 限り、 手の 届く 限りの 凡ての もの を、 黑く 汚ない 色で 塗り 遣さないで 

はおかない 人が ある。 中には さう する 事に よって 自己の 白 さ を擧揚 する の も ある。 さう いふ 人々 

の 世界 を 見て 居る と、 此 世が 黑 くきた なく 見えて くる。 なさけなく、 淋しく、 住み 甲斐の ないや 

うた 一心 持に なって 來る。 さう いふ 一方に 叉 此の 歌集の やうな 世界が あると いふ 事 は、 どれ 程に 心 

强 く又賴 もしい 事 だら う。 

以 ヒは 此の 歌集 を 繰返し 讀んで 居る 間に 想つ た 事 を其傣 に *1 いて 見た に過ぎない。 それで 自然 • 

著者に 對 して は禮を 失し、 讀 者から は 妄語の 咎を 受ける 點も 少なくない かも 知れない が、 それ は 

幾重に も 著者 並に 讀 者の 寛容 を 仰ぐ 外 はない。 

最後に 私 は、 ァ ララ ギ 同人 諸氏が 鑌々 かう いふ 歌集 を 公に して、 それ/^ にちがった美しさの 

世界 を 見せて 下さる 事 を 切望す る。 さう いふ もの に饑 ゑて 居る 人 は 今の やうな 世の中に 決して 少 

なく はなから うと 田 5+1 れる。 (大正 十 年 一一 1H:、 ァ ララ ギ) 
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「地 懷」 を讀み て 


私 は 近頃 離れ-^、 の 單獨な 歌 や 俳句に 對 する 與 味が なくなつ たが、 H 、代り 侗 人の 歌集 や 句集に 

は 特別な 與味を 持つ やうに なった。 

, 私 はめった に 近頃の 小說 など は讀 まない。 適に 讀ん でうまい と 思 ふの はあって も、 なんだか 物 

足りない やうな ものが 多い。 其の物 足りな さは 丁度 美しい 花 か 結構な 御馳^ を， M ぉ眞で 見せられる 

やうな 物足りな さで ある。 巧妙な 器械 を 設計 書で 見る 物足りな さで ある。 うま さ、 面白さが 餘り 

に 明瞭で ある、 有限で ある。 

歌集 を 讀んで 居る とまるで 違った 感じが する。 此れ はほん もの だとい ふ氣 がする。 

丸で 知らない 人の 歌集 を 始めて 讀む 時には、 始めの 內 はなんだ かちっと も 見當 がっかない。 併 

し 十 首 二十 首と 讀んで 行く 內に、 霧の 中から 森 や 家 や 川 や 山が 浮き出して 來る やうに、 何 かに 浮 

き 出して 來る。 其の 何 か は 早 わかりの 俗 小説な ど k ちがって 直接な 言葉 や 術語で は 決して 表 はせ 


てみ 讀を 「懷 地」 


ないやうな ものである。 無理に 云へば 「物 自身」 とか 「人 自身」 とで も 云ったら い、 力と 田 化 ふや 

うな ものである。 鬼に 角 有限. でない 或 物で ある。 カテゴリ ー に はまらない ものである。 

讀み 初めに は獨 りで、 廣ぃ 野原に 立って 居る やうな 氣 がする。 讀んで 行く 內に 何時の間にか 二 

人 連れになる。 そして その 連れの 人 は、 不思議な シム ボルの やうな 一 百 葉で 道連れに ある 物の 表面 

の 奥底に 隱れ た、 私の 未だ 知らないせ 界を敎 へて くれる、 そして 全篇 を讀み 終る 頃に は、 私 は 其 

の 道連れと すっかり 友達に なって 居る、 つまり 友達が 一 人 ふえた 事になる。 

ー體 凡ての 藝 術と いふ ものが、 かう あるべき 害の もので は あるまい か。 さう でなくて はつ まら 

な いだら うと 思 ふ。 

私が 近頃 讀んだ 少數の 歌集に つ いて 特に かう いふ 心 持が する の はどう いふ わけ だら う。 或は 偶 

然の事 かも 知れない。 私の 近頃 見た 他の 藝術ゃ 文學の 大部分が 偶然 劣等な こしら へ ものば かりで 

あつたのに 反して 適 、、 目 を 通した 少數の 歌集が 偶然い 、本 もの 許りであった 爲に、 こんな 氣 がす 

るの かも 知れない。 

「地 廣」 もた しかに い、 歌集 だと 思 ふ。 少なくも 私に は 前に 云った やうな 意味で さう である。 

私 は 此の 歌集 を 讀んで 矢張り 一 つの 纏まった、 生きた せ界を 得た。 その 獲物 は 可也に 美しい 尊い 

ものである。 私 は それ を此處 で說 明したい やうな 氣 がする。 しかし それ は 不可能な 事で ある。 
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それで 「地 懷」 に 就て 以下に 何 か HI 曰くと すれば、 それ は 唯 極めて 外面 的な 事 だけにな つてし ま 

ふ 0 

「地 懷」 を 讀んで 居る 內に、 私 は 何處か 此の 著者と 自分と コ ンヂェ 二 アルな 處が あるので はな 

いかと いふ 氣 がした。 まさか 鄕國を 同じく して 居る からと いふ 譯 でも あるまい が、 一 っ氣の 付い 

た 事 は、 作者の 世界が 所謂 俳句の 世界と 可也 深く 迄接觸 して 居る と 思 ふ 事が ある。 其の 爲に、 矢 

張り 俳句の 世界に 隻脚を 踏んで 居る 自分が、 さう いふ 心 持 を 起す ので は あるまい かと 考へ て 見た。 

少なくも 私が 此れ迄に 熟讀 した 四つの 歌集に 比較して 見る とたし かに 此の 集に はさう いふ 特徵が 

あると 思 はれる。 

こ 、で 俳句の 天地と いふの は、 何も 季題な ど 上 K つた やうな、 材料 其 物に ついてい ふので はな 

くて、 作者の 此 等に 對 する 態度に ついて 云 ふので ある。 尤も 近頃の 俳句の 天地 は隨分 色々 な 向き 

に擴 がって 居る 樣 だから、 寧ろ 此處 では 芭蕉に よって 代表され た 世界と 云った 方が い、 かも 知れ 

ない。  - 

一地 懷」 の 歌に は 電光 は 閃いて 居ない かもしれ ない。 天 を 焦す やうな 炎 も 燃えて 居ない かもし 

れ ない。 鋭い 官能的の もの を 顔の 前に 突き付ける やうな 處 もない と 思 ふ。 嵐の 前に 聳え 立つ 巖の . 

やうな あら はな 强 さもない かと 思 ふが、 其 代りに 淸ら かに 澄み切った 月夜の 靜 寂が ある。 私 は 比 一 
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てみ 讀を 「懷 地」 


の 歌集に 割合に 月 を 歌った もの \ 多 いのが 偶然で ないやうな 氣 がする。 

私の 頭の 中に 描かれた 「地 懷」 の 歌人 は、 歌 を 作る 前に 多く 泣いた 人で ある。 さう して 泣き 盡 

して 淚の 乾いた あとのす が./,. \ しくな つた 眼で 此世を 見て 居る やうな 氣 がする。 そこに 澄み切つ 

たやうな 涼し さの 奥に 隠れた 溫か 味が ある。 見捨て 、居る 世の中と 切つ て も 切れないな つかしみ 

の 執着が ある。 其處 から 生れた ものが 此 等の 歌で あると かう 云った やうな 氣 がする。 此れ は 自分 

の 勝手な ひとりぎめに 過ぎない が、 兎も角も 「地 懷」 の 作者 も、 どうしても 歌 をよ まなくて は 居 

られ ない 人で ある やうな 氣 がする。 さう いふ 本當の 歌人の 歌の 中には 單獨に 切り はなして 見る と 

往々 平凡に 見える やうな もの.^ ある 場合が 少なくな いと 思 はれる が、 歌集と して 見る 時には、 さ 

うした 歌の ある 事が、 却って 作者の 眞劍 さと 眞 面目 さを證 明す る やうな 場合が 甚だ 多い。 さう い 

ふ 意味で 私 は、 色々 の 作者のう まい 歌ば かり を雜 然となら ベた ものよりも きまった 一 人の 歌人の 

集 を讀む 事に 興味 を 感じる ので ある。 又 同じ 理由から、 私 は 歌人が 自分の 歌集 を 選す る 時に、 自 

分で は 形式の 調 はない と 思 ふので も、 其れが 純粹な ものである 限り、 遠慮し ないで 集に 加へ て 貰 

ひ 度い やうな 氣 がする。 無理な 希望 かも 知れない が。 

「地 懷」 の 歌の 內 でも 讀んで 居て、 一番 肉迫して 來 るの は 矢張り 鄕 里の 家に 關 する ものである。 

此れ は 恐らく 多くの 他の 讀 者に も同樣 であらう と 思 ふ。 其 外に、 此れ は 或は 自分 だけ かも 知れな 
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いが、 海に 關 する 歌、 航海に 關 する 歌で 共鳴 させられる のが 多い。 此れ は 九十 九 洋の國 で 育った 

作者と 私との 簡 につな がる 絲に觸 れる爲 かもしれ ない。 

歌 の 批評 は 私 に は 出来ない。 本當 の 歌と いふ もの は元來 批評す ベ きもので はない 樣な氣 もす る。 

い と 感じた の を 味 はって 歌って 見れば い 、し、 感じな いのは 其れ 切り 忘れて しま ふのに 任せて 

置く だけ だと 思 ふ。 同じ やうな 譯で 歌人 も 人の 批評な ど は 聞かないで、" 內 部から 出て 來る 儘の も 

の を 出す 方が い 、ではない かとい ふ氣 もす る。 

「地 懷」 を 讀んで 思った 儘 を 書いて 見た。 著者から も讀 者から も 妄語の 咎を 受ける かも 知れな 

い。 偏に 寛容 を 祈り 度い。 (大正 十 年 七月、 觀王樹 ) 
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感雜 「またら あ」 


「あ ら たま」 雜感 


數年前 遠方の 友人から 歌集 「赤 光」 を 送って 貰った 事が ある。 特色が あって 面白い から 是非 讀 

んで みる やうに とい ふ 好意から わざく 送って くれたの である。 讀ん でみ て 成程と 思 つ た。 

同じ 友人 の 好意 で 其 頃から ァ ララ ギの歌 に 親しむ 機會を 得た。 

すっと 前に 「明星」 時代の 歌 を 讀んで 見た 事が あつたが、 其れ 以来 歌と いふ ものに 緣が 切れた 

やうに なって 居た 自分が、 急に 叉 歌の 世界 を覼き はじめた の は 其れ 以来の 事 だと 云っても い "。 

そして 僅かの 年月の 間に 親しみが 重なるに つれて 段々 に大膽 になって 来て、 何時の間にか 歌集の 

批評の やうな もの を 書く 事の 常習犯に なって しまった。 

さう いふ 歷史が あるので、 「あらたま」 が 出版され た 事 を 知って、 此れ は 是非 讀んで 見 度い と 思 

つて 居た。 併しつ い 其 儘に なって 居た のが、 今度 ァ ララ ギの 方から 御す \ め を 受け、 叉 歌集 を 送 

つて 頂いた ので 漸く 其の 望み を果す 機會を 得た ので ある。 さう いふ 次第で ある 力ら 此の 蜀集を 
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讀む 前から、 自ハ 刀の 頭の 中に 何 かしら ぼんやりした 形 をした ものが あった。 それが 以下に 書かう ^ 

とする 事に どれ だけ かの 影響 を 及さない 譯に はいかな いと 思 ふ。 此れ だけ を 豫め斷 つて 置きたい。 

齋 藤氏の 歌が 形式の 上で も 構想の 上で も オリ ヂナル な 成分に 富んで 居る 事 は 定評で あるら しい。 

實際 私が 始めて 「赤 光」 を 讀んだ 時に もさう 思った。 そして 此れ は 他人が 眞似 をす る 事の 困難な 

種類の もの だと 思った。 尤も 變 つた 特徵が ある だけに 皮相 的な 眞似は 却って やさしい かも 知れな 

いが、 生れつ いた 人で ない 限り 其の 眞似は 支離滅裂 になって とても 一 貫させる 譯には ゆかない。 

勿論 誰ので も 眞似は 駄目に きまって は 居る が、 と 思った。 

今度の 「あらたま」 を ゆっくり 前の 「赤 光」 と讀み 較べる 事 は 出来なかった が、 今度の 方が 一 

體に 奇警な 用語 や 「强く 跳ね返る やうな 言葉」 の 目に 立つ 度が 少なくな つて 居る と 思 ふ。 中には 

形式 特に アクセントの 上で 殆ど 別人 かと 思 はれる やうな、 さら./^ とした、 なだらかな ものが 可 

也 ある。 此れ は 著者に とって 必然な そして 充分に 意識され て 居る 推移で ある 事は卷 尾の 編輯 手記 

から 推測され る。 適に 氣 まぐれに 歌集 を 取上げて 見る やうな 通り 一 べんの 讀 者に とって は、 なる 

ベ く 刺戟の 强ぃ、 すぐに 飛びつ いて 來る やうな 外形の ものが 與味を ひき 易い 譯 であるが 作者に と 

つて は それが やがて 厭になる の は 自然な 事で ある o 又 さう いふ 推 多がなければ 「赤 光」 と 「あら 

たま」 とが 獨 立の 存在 を 保たない 譯 になる かも 知れない。 どちらが い、 とか 惡 いと かいふ 事 は 全 


感雜 「またら あ」 


く 問題に ならない 無意味な 事で なければ ならない。 私 は 凡ての 藝 術の たどる 途は始 も 終 もない 無 

限の 軌道であって、 完成と か終點 とかい ふ もの はない もの だと 思って 居る。 何處迄 進んだ かとい 

ふ 事よりも 其の 進行の 運動量 か ヱ ネル ギ ー とで もい つた やうな ものが 大切な もの だと 思つ て 居る。 

個人の 作品の 形式 ゃ具體 的の 內容は 作者の 環境に より、 年齢に より、 叉 過去の 自分の 作品からの 

反射的 作用の 爲に 種々 の 相 を經 過す るの は 自然な 事で ある。 併し さ 間の 中で 進む 退く とい ふ 言 

葉が 絕對 的の 意味 を 持たない と 同様に、 各"、 の 相 自身に 附帶 した 價 値の 標準 はあり さう もない、 

唯 其の 相 を 通過し つ & ある 藝 術が 如何に 强き 衝動の 下に 動いて 居る か 2^ 主要な 問題で あると 思 ふ。 

さう いふ 意味で 「赤 光」 も 立派な ものであった。 作者の 感じて ゐる强 い 衝動 は、 其の 作品 を 通 

じて 讀 者に 作用し 讀者を 引きす つて 行く。 

かう いふ 點 から 見て 今度の 「あらたま」 はどうで あるかと 思って 見た。 卷の 中程 迄 は 私が 前の 

歌集で 受けた と 同じ やうな 種類の 刺戟に 到 處出遇 ふやう に 思って 讀んで 居た。 しかし 讀んで 居る 

內に 段々 心 持が 變っ て來る やうに 思 はれた。 それ は 例 へ ば溪 谷の 急湍を 下って 次第に 廣く緩 かな 

流に 移る やうな 心 持であった。 

此れ は 唯 自分に 偶然な 其 時の ム ー. ド からさう 思 はれた のか も 知れない が、 兎も角も 刺戟の 强ぃ 

一 百 葉 や ァクセ ントに 出 遇 ふ 度數が 少なくなる 事 を 感じて 少し 意外な やうな 心 持 もした。 それで 今 
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迄の 調子で 讀んで 行く の を やめて、 更に 新しい 心 持に なって、 囚 はれない 頭で 讀 みかへ す やうに 

勉めて 見た。 それ は 存外 六つ かしい 事で あつたが 或 程度 迄 は成效 したと 思 ふ。 さう して 變 つた 形 

式の 中に 變らぬ 作者 を 認める 事が 出來 たの を 快く も 感じた。 

谷川の 運動量 や H ネル ギ ー が必 すし も 速度の 小さい 河の それに 勝らない やうに、 刺戟の 程度 だ 

けで は必 すし も 藝術的 衝動の 多寡 を 測る もので はない の であらう。 質量と いった やうな もの を 勘 

定に 人れ なければ 物 は 云 はれない。 

此の 集 を 讀んで 居る 內に氣 のつ いた 事 は、 太陽の 光 を 詠 じた ものが 著しく 多い 事で ある。 強烈 

な 光の 支配の 下に 澄み切った 靜 寂と 澄明な 悲哀 は 此の 歌人に 盡 きざる 詩想の 源泉 を 供給す る やう 

に 見える。 唯 日光 だけでなく 眞 夏の 濱の 日光の 下に 焚火 をして 居る 光景 や 白日 下に 點 つた 電燈な 

ども 詠まれて 居る。 

近頃 讀んだ 橋 田 東聲氏 の 集 に は 月光 を 詠 じた もの が 多かった やうに 思った。 そ し て 集全體 に 月 

光の やうな 情趣が 浮んで 居る やうに 感じた が、 今度 「あらたま」 を 讀んで 日光の 歌が 多く 月光の 

歌の 稀な 事に 氣 がっくと 共に 此の 二つの 集が 色々 の點 での 著明な 對照を 示して 居る のに 氣が つい 

た。 併し それ を 蚩 曰き 出す と餘り 脇道に は ひるから 兹 では 述べ まいと 思 ふ。 
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も 角も齋 藤氏の 歌の 全體 から 受ける 感じ は 極めて イン テ ン スな ものである。 例へ ば 色彩て 云 

へば 「赤 光」 の 表紙の 朱 赤色 や 「あらたま」 の 表紙の 黑 白の コ ン トラストの やうな 感じで ある。 

例 へ ば 日光に 隱れ惑 ふ黑ぃ 蝉の 歌で も、 私の 感 する もの は 小さな 動物に 對 する 可憐の 情で はなく 

て、 寧ろ 强ぃ 不可抗力に 對 する 人間の 恐怖の やうな ものである。 「滿 つる 光に 生れ 居る」 蝌蚪の 歌 

から 受ける 感じと 同種の ものである。 そして 凡て 不思議な 强ぃ 力が 籠って 居る やうな 氣 がする。 

すみ 切って 廻つ て 居る 獨樂の やうな 感じが する 事 も ある。 

歌集 を 離れて ぼんやり 考へ ると、 强ぃ 官能的の 刺戟が 隨所 にあった やうな 氣 がする。 しかし 一 

首 一 首當っ て 見る と 存外 直接に 官能的な 材料 や 言葉 を 使った の は 稀で ある。 此れ は 或は 自分の 錯 

覺の やうな もの かも 知れない。 併し 或は 官能的な もの 、官能的な 外殼を 突き通して 其 下に ある も 

のがつ かま へられて 居る 爲 ではない かと 思 ふ。 例へば 傘に ひそむ 虻 や、 す ぼり と引拔 かれる 药 

草 や、 病室に 味 嗜汁を はこぶ 男な どが さう である。 

色々 の 材料が 象徵 的に 使 はれて 居る やうな 歌 も 可也 多い やうに 思 はれる。 さう 思 はない と 私に 

は 意味の 分り かねる やうな もの も ある。 例 へ ば 銑聲ゃ 雉子の 聲 やすかん ぼの 花や 河豚の 子な どの 

e うな もの もさう 思 はれる。 叉象徵 としなくて もい 、がさう 思つ て 見る とぐ つと 生きて 來る歌 力 

多い。 例へば. 暉ゃ蝌 ゆ もさう であるが、 深夜の 蠅 ゃ油蟲 などが 特に さう であるかの やうな 氣 がす 
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る。 陣羽織 を 着た 味 儒で も 普通の 實用 的の 意味 を 傅へ る 一一 目 葉と してより 以外の 役目 をして 居る や 

うな 氣 がする。 此れ も 此の 歌人の 歌に 限られた 事で はない かも 知れない が、 特に さう いふ 氣 のす 

る の は 何 かしら 思 はせ る 或 ものが あるの だら う。 

擬聲 的の 形容の 詞 にも 面白い のが ある。 かんかんと 立つ 橡の 大樹 や、 こんこんとして かたまる 

斛科等 も 私に は 珍しかった。 ざっくばらんに 飛ぶ 蜻蛉 も オリ ヂナル だと 思った。 同時に 此れ は 下 

手に 眞似 する 初心の 人の 乘 りかけ 易い 暗碟 であり さう に 思 はれた。 

以上 は 一 首 一 首 取り離した 歌に つ いて 作者に ュ 一一 —ク なと 思 ふやうな 點を 任意に 取り出して 見 

ただけ である。 さう いふ 特異な 點 がなくて、 そしてい、 歌 だと 思 ふの も 勿論 少なく はない。 或は 

さう いふ 歌が かなり 多數を 占めて 居る かも 知れない。 併し それ は 多く は 連作と して 見なければ な 

ら ない 性質の もので 一 つづ 、取 離して 見る のは惡 いやう に 思 ふ。 

連作と して 見た 各篇 の 批評 は、 も つ とよく 熟讀し てからで ない と 出来な い 。 

此の 歌集の 底 を 流れて 居る 氣 分の 中には 何 かしら 悲劇的な 要素が ある。 それ は必 十し も 直接 さ 

うい ふ 題目 を 取扱った 歌の 效果が 周圍の 歌に 瀰散 する 爲 ばかりと は思 はれな い。 却つ て 極めて 無 

事な 生活 を 詠 じた もの ， ^中に そんな 氣の する ものが ある。 此の 事 は 自分が 今迄に 見た 他の 人の 集 
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と 思 ひ 比べ て 見ても 顯著 である。 例へば 左 千 夫 歌集なら ば 一 體に何 處か樂 天 的な 穴ェ氣 があって、 

悲哀が あっても それ は 何となく ィ ディル リツ クの もので、 そして 吾々 より 一 つ 前の世の もの 、や 

うに 私に は 思 はれる。 『水 魚」 からに じみで る 人世の 悲しみ は 地味な 現實の 人倫 其の ものに 附隨 

した 悲しみで、 歌人 は それ を嚙 みしめ ながらつ、 ましく 自已を 制して 居る やうな 氣 がする。 併し 

「あらたま」 に は 何 かしら 特別な 重い 悲劇的な モ ー メント の 暗示が あって、 どうかす ると、 突然 

吾が 門 をた \く 運命のお とづれ の やうな もの を 思 はせ る。 此の やうな 心 持の する 原因 は、 一 つ は 

狂人と いった やうな もの を 材料に した 歌の 比較的に 多い 事 や、 又 其 等の 表現に 使 はれた 特種な 1 百 

葉 や 音調に も あるら しいが、 それ を 多少で も 分析 的に つきとめて 見る 事 は 困難で ある。 

「左 千 夫 歌集」 が 桃 や 菜の 花、 「氷 魚」 が 梅 や 栗の 花、 「地 懷」 が 野菊 や 蓼の 花の やうな 心 持が す 

ると すれば 「あらたま」 は 例へば 佛相 花の やうな 熱帶 植物の 氣分も あり 叉 蘭 や 蓮の 感じ も ある。 

こんな 比較 は 畢竟 皮相 的な 兒戲 に過ぎないと 思 ふが、 人に よって 隨分 色々 ちが ふ もの だら うと 思 

ふから 試みに 書いて 見た。  . 

齋 藤氏の 歌 はどう かする と、 ゴ ー ガン ゃゴ ー ホの檎 の やうな 心 持が する 事 も ある。 さう 云へば、 

島 木 氏の 歌に は 何 處かセ ザ ン ヌ 虱の 處が あり、 橋 田 氏に はミ レ ー の やうな が あるか も 知れない。 
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こんな 氣 紛れな 見立て や 比較 をす るの は 惡ぃ事 だと 思 ふ。 唯 ひとりでに そんな 氣 がした もの だ 

から、 かま はす 有の 儘 を 書いて 見た 迄で ある。 

自然の 花に 美しくな いもの はない やうに、 眞實 な藝術 家の 作った ものに 美しくな いもの はない 

の だと 田 5 ふ。 (大正 十 年 十 n 、ァ ララ ギ) 
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「集 謠童彥 赤」 


「赤 豪 童 謠 集 」 


童 謠集御 惠投被 下 有難う 御座いました。 早速 一 と 通り 拜見 致しました がな ほ 精 讀を樂 しんで 居 

ります。 是 れ迄餘 り童謠 につ いて 特別に 考へ て 見た 事 もな く 叉 近頃の 童 讅を餘 り讀ん でも 居り ま 

せんが、 ^し、 昔から ある 童談を 面白い もの 貴い ものと は 思って 居りました。 今度 貴 作を拜 見し 

て も 大變に 面白い もの だと 感じました。 どうも 童謠 とい ふ もの に は 何 處かミ スチッ ク とで も 云 ひ 

度い やうな 要素が ある 樣に思 ひます が 如何で 御座いませう。 實際 子供の 世界 は ミス チッ クな 世界 

と 自由に 交通が あるのに、 段々 年を取って 種々 の智惠 のつ くに 從 つて、 此の世界との 間に 垣根が 

出來、 霧が 立ち ふさがりして、 何時の間にやら、 それ を 見失って しま ふやうな 氣 がします。 童謠 

など を 見て 居る と、 此の 垣根 や 霧が 少し 破れて 向 側の 世界が ちら./ (^見える やうな 氣 がする やう 

で 御座います。 

さう いふ 意味で 面白い と 思 ふ もの も 集中に 澤山 ある やうに 思 ひました。 例へば 「鍋のお 尻」 で 
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もさう です が、 もっと 普通な 題材で も 「雀」 や 「厥 木 鳥」 やみん な 私に は 一種の ミス チッ クと云 

つた やうな 氣 分が 感ぜられる やうです。 

なほよ く拜 見して 味 はって 見 度い と 存じて 居ります。 右御禮 旁、、 一寸 感じた ま. -を 失嬗を 顧み 

す 申 上げます。 不盡 (四月 十八 日 鳥 木 赤彥宛 書簡) (大正 十一 年 七月、 ァ ララ ギ〕 
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「雲」 の 士博原 藤 


藤 原 博士の 「雲」 


科學は 普遍的な ものであって、 國境を 無視し、 人間の 個性 を 超越し なければ ならない とい ふの 

は科學 者の 理想で ある。 もし 此の 理想の 實 現される 日が 來る とすれば 其 時には、 科學の 各部 門に 

關 する 書物 は 唯一 つづ、 あれば よい ことになる。 例へば 雲に 關 する 書物で も 世界中で 定本が 一 つ 

あれば よい 譯 である。 併し さう いふ 理想 は 基礎的な 物理 擧 でさへ も 中々 實 現されない。 まして 應 

用 物理 學の 分派で 現在 未だ 進歩の 初期に ある 學 問に 關 して は猶更 のこと である。 そこで 氣象學 の 

やうな もので も、 自ら 英國 風、 獨逸 風、 ス カン ヂナ ヴィァ 風の 攀 派が あり、 各擧 派で も 各個 藥者 

の 個性が 其 人の 著書 や 論文に 强く 印象され て 居り、 偉い 擧者程 其の 個性の 香が 强 いやう にも 思 は 

れる。 物理 學の やうな もので さへ も 可な りに さう いふ 傾向が あるの は 見逃す ことの 出来ない 現象 

である。 

西洋の 科 學を輸 人して から 未だ 餘り 永く もない 日本で は 極く 少數の 人々 を 除いて は 大抵 西洋の 
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いづれ かの 擧 派の 徒弟と して 彼 地の E 匠の 通った 道 を忠實 に追從 して 其の 遣した もの を 拾 ひ、 造 

つた ものに 磨き を かけて 光彩 を 加へ る 事に 努力す るの が 普通で ある。 此れ も 結構な ことで ある。 

併し 日本で も、 もし 一流の 學問國 として 歐米諸 國と肩 をなら ベる と 云 ふ爲に は、 矢張り 自ら 日本 

風の 學 派が あっても 別に 現在の ところでは 惡 いこと はない 譯 である。 寧ろ さう しなければ、 日本 

は 何時 迄も學 問の 上で 外國の 植民地の やうに 化ら れ るので ある。 

日本 は 書物 國 である。 毎朝 顔 を 洗って 一番に 眼に 觸れる もの は 何かと 云へば、 新聞の 第一 面 を 

埋める 書物の 廣吿 である。 外國の 如何なる 國 にかう いふ 現象が あるか 私 は 知らない。 日本人 は 書 

物 を 喰って 生きて 居る かと 思 ふ 程で ある。 此 等の 書物の 幾プ P セント か は科擧 書で ある。 近年 は 

各方 面に 中々 良い 本が 澤山 出来る やうで ある。 ^しその 中で、 其の 著者に して 始めて 著 はし 得る 

と い ふ 種類の 本が どの位の 割合 をド ：！ めて 居る か、 此れ は 存外 少數 であるか も 知れない。 

藤 原 士の 「雲」 の 如き は 正に 少數 なさう いふ 獨自の 特長 を 有った 書物の 中の 一 つで なければ 

ならない。 それ は 確かに 藤 原 博士で なければ 書け ない 本で あり、 さう して 又 確かに 日本人の 氣象 

學者 でなければ 書け ない 本で ある。 

開卷 第一 に 速 須佐之 男 命 や 伊須 氣依 E 賫の御 歌が 出て 居る、 それが 恰も 日本の 國と 入へ のデ 

ティ ケ ー ショ ンと して 弓 用  された やうに 私に は 思 はれる。 さう して 又卷 中に まだら 雲の 如く 分布 
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「雲」 の 士博原 藤 


して 居る 各種の 雲の 名稱の 「大和 名」 が 此の 書物の 個性 を 最も 濃厚なら しめ、 又 最も 强く讀 者の 

興味 を 刺戟す る。 「晴 しらすの 中絲玉 雲」 「まだら 雲の 中 あばた 雲」 等の 如く、 東西 雅俗の 言葉 を 

自由 に驅 使して、 分り 易く 覺ぇ 易い ものにした 點 だけで も 此の 著者 の 特長 を發 揮した もので あら 

解說中 の 科學 的な る 部分 の 確かな こと は 云 ふ 迄 もない が、 それが 單に 西洋 學者 の 所說を Si 介す 

る だけではなくて、 著者 多年の 獨創的 研究の 結果が 多分に 包容され て 居る。 殊に 著者 年来の 硏究 

題目た る渦卷 運動 の 見地から 雲の 形 を解釋 した も の など は 最も 專門學 者 の 注意す ベ き 箇條で あ る。 

何と 云っても 此の 書の 價値を 定める もの は 一 一十一 一版から 成る 各種の 雲の 寫眞 である。 此れ は 如 

何なる 點 でも 立派な ものである。 單 に從來 ある もの \ 複製ではなくて 大部分 は 著者 自身が 撮影し、 

獨自の 解 說を附 した オリ ヂナル な もので、 此れ は 世界中 の 學 者から 歡迎 されて 然る ベ きも ので あ 

る。 私 は 此の 書の 歐文譯 の 刊行 を 希望したい。 

十餘 年の 昔、 私 は 毎週 一 囘づ 、此の 「雲」 の 著者と 一 緒に 深 川 越 中島の 或る 道 を あるく 機會を 

もって 居た。 歩きながら 話して 居 る 途中 で 此の 著者 は 突然 天{ 仝 を 指 ざ して あの 雲 はどう 思 ふとい 

ふやうな 問題 を 提出した ことが 厦 ある。 著者が 雲に 對 する 研究 熱 は 恐らく、 其 頃よりも まだ ま 

だすつ と 昔からの ことであった らうと 思 はれる。 それで、 先に 旣に 「雲 を搁む 話， 一 を 書いた 著者 お- 


ン とう 此 度の 著に 於て いよ-, しっかりと 「雲」 を 攫む 事に 成效 された ので あらう と 信す る 

ので ある 0  (昭和 四 年 六月 二十四日、. 新 愛知) 
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て 就に 「說解 本极の 句連蕉 色」 


「芭蕉 連句の 根本 解說」 に 就て 


十四 世紀 の 後半に 日本で 新しい 珍しい 藝 術が 創造 された。 形式に おいても 內容 においても 全く 

世界に 類のない ものが 生れ 出た。 それ は 連歌と 稱 する 土偶に 生命の 火 を 吹き込む ことによって 生 

れた俳 かい 連句と 稱 する ものである。 その 創造者 は 伊賀の 國の さむら ひで あつたが、 家業 をす て 

て、 流動す るせ 間と 人間と 自然 を 見る ために 放浪の 旅を續 けた。 さう して 少數の 心の 合った 特色 

ある 藝術家 を 膝 許に 集めて 不思議な 共同 製作に か k つた。 それ はい は 一種の 音樂の やうな もの 

であった。 樂音を 積 重ねて 旋律 を 作り 和 げん を 構成す る やうに、 詩句 を 重 疊し速 結した 風情と 象 

徵の 旋律と 和 けん を 動かして 行く のであった。 一 曲 は 三十 六 音から 成り それが 自 から 四 樂 章に 分 

れ、 それが 各、、 ちがった テム ボゃ エキスプレッション を もって、 あるひ は アンダンテ、 アバ シォ 

ナト、 あるひ は スケルツォと 色々 な 色彩に 色 どられ るので あった。 色々 の 音色 を もった 諸樂 器の 

交響 樂の やうな 效果は 又 共同 製作者の 互に 異なる 性格と 體驗 との 生み出す 特色の 交錯に よって 織 お 


り だされた o 

この 藝術は 又 ある 意味で 近代の 活動 映畫 の先驅 者で あり、 殊にい は ゆる モ ンタ I ジ ュ 映 畫ゃ前 

衞 映畫、 さう して 恐らく 未来に 屬 する 色々 の 映畫藝 術の 豫 想の やうな もの でも ある。. 

それ だのに この 「俳諧」 とい ふ 名が 多くの 人に は 現代の 日本人と は 何の 交涉 もない 過去の いう 

靈の 名の やうに 響く の は 何故か。 その 少なくも； つの 理由 は、 これが 從來 唯い は ゆる 宗匠 達の か 

び 臭 いづ だ 袋の 奥に 祕 めら れて、 生きて 歩いて 居る 人々 の、 うかに ひ 見る の を 許しても、 手に 取 

り はだに 觸れる こと を 許されなかった せゐ であらう。 俳 かい 自身 はかび 臭い もので はない。 いは 

ゆる 「さび」 や 「しをり」 は 枯骨の やうな ものではなくて、 中には 生々 しい 肉 も 血 も あり、 近頃 

のい は ゆる エロ も グロ も 凡ての もの を 含有して 居る。  . 

この ュニ  —クな 永久に 新鮮で あり 得べき 藝 術は總 ての 日本人に 自由に 解放され 享有され なけれ 

ばなら ない。 さう して 總 ての 人 は 自由に 各自の 解釋、 各自の 演奏 を 試みても 差 支へ ない もので あ 

る。 俳 かい も 音樂と 同様に 言葉 や 理窟で は 到底 說 明し 難い もの だからで ある。 併し 我々 が 昔樂に 

關 する 色々 な 先輩の 解 說を讀 むこと によって 敎へ らる、 と 同様に 俳 かいの 場合に も 先進の 手引に 

よって 次第に 自分の 目と 耳と を 養 ふこと が 出来る。 この！ n 的に は 旣に露 伴 氏の 「杪」 の 連 著が あ 

り、 諸學者 共著の 「研究 J が あるが 今 又 太 田水穗 氏の r 极本 解說」 が 同氏 前著 ri 巴蕉 俳諧の 根本 
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問題」 の 姊妹篇 として 刊行され た。 

、 、 

これ： S まだ 俳 力い に對 する 槪念を 有たない 人々 に 取つ て も 有益な 案內 者と なり、 旣に その 道に 

入る 人に は 幾多の 問題 を 示さす るで あらう。 想 ふに 連句の 一句 一句 は複 雜な絲 筋の 集合す る 結節 

の やうな ものである。 讀者 はこの 書の 手引に よって 一 卷の 歌仙 をた どり 全幅の 鳥かん 圖 を^った 

後に、 更に 自らの 道 を 取って 獨自の 解釋を 求め、 自らの 演奏、 自らの ヴ アリア チ オン、 ，0, がて は 

又 自らの 作曲 を 試みる 事 も出來 るで あらう。 (昭和 六 年 一月 三十日、 東京 朝日 新聞) 


地震と 光り物 

武者 金吉著 「地震に 伴 ふ發光 現象の 研究 及び 資料」 紹介 

古い 昔から、 大地震の 時に、 空中 或は 地上に 色々 の 不思議な 光が 現 はれた とい ふ 記 錄が日 木地 

震 史料の みならす 外國 の文獻 中に も澤 山に ある。 イク リ I の學 者で さう いふ 記 錄を澤 山に 集めて 

現象の 種類 を 分類した 人 もあった。 面白い ことに は それ 等の 外國 の記錄 にあら はれた 現象の 記述 

で 我 邦の 古文 II 曰 中に 見出される 記述の 或る ものと ほとんど 符節 を 合せた やうに 一 致す るの が多數 

にある。 

勿論、 高壓 送電線な ど、 いふ もの は 夢にも 知られなかった 昔の 話で あるから、 電線の 切斷 或は 

接觸 による スパ —ク など は 問題に ならない。 义 これ 等の 現象の 中には 雷雨の 時の 電光と 紛ら はし 

いのも かなりに あり はする が、 然し 义 どうして もさう いふ 電光と は 思 はれない やうな、 地上から 

發 する 光 や、 長く 持續 する 光な ども ある、 それで これが 單に 流言で あり 噓言 だとす ると、 昔の 曰 

本人が 昔の イタ リ ー 人と 申し 合せて 同じ うそをつ いた ことになる 譯 である。 又もし これが 幻覺だ 
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物り 光と 震 地 


とすると 古今東西 を 通じて 多くの 人に 共通な 幻覺 だとし なければ ならない。 しかも さう いふ 幻覺 

は、 生理 學 上で 知られて ゐる 普通の 錯覺的 現象と して は 容易に 說明 する ことが 出來 ない ので ある。 一 

それで この 「地震の 光り」 は、 少なくも ー應 は、 科學 者の 手に よって 眞 面目に 研究 さるべき 性質 

の ものであった。  一 

それに も拘ら す、 從來の 地震 舉者 地球 物理 擧者 は、 ほとんど この 問題 を 問題と して 取极 はな か 一 

つた やうで ある。 これに は 色々 の 理由が ある。 中で も 主な 理由と して は、 多くの 學 者に 取っても  一 

つと 明白で 普通で、 アカデミックで、 板に ついた 問題が 他に 澤山 あるので、 かう いふ 毛色の 變っ • 一 

た 問題にまで 觸れる 暇がなかった 爲も あらう。 併し、 叉、 攀 者の 中には、 この 現象に 關 する 文 獻 - 

を 一 見す る ことす らもし ないで、 はじめから 「そんな 事が ある はすがない」 とい ふ、 甚だ 非科學 一 

的な 判斷を 下して しまった 人 もあった やうで ある。 しかし、 叉 一方で は、 この 問題に 與味を 感じ - 

て、 多少 眞 面目な 研究 を 志した 人 も いくらか はあった やうで は あるが、 何分に もこの 現象に 關す 

る 信賴 すべき 材料 記 錄が缺 乏して 居る ために、 どうに も 手の 下し やうの ないやうな 有様であった。 I 

武者 金 吉氏は 可な り 早くから 餘り 人の 注意し ない この 問題に 注目して ゐ たので あつたが、 昭和 一 

五 年の 伊豆の 大地震の 際に 諸 所で 發光 現象の 認められ たの を 機と して 徹底的な 材料 收集を 始めた。 

さう して、 その後の 非常な 努力と 苦心の 結果が 集積して 此の 四百 餘 頁の 書物 「地震に 伴 ふ 發光現 お 一 


象の 研究 及び その 資料」 となった 譯 である。 本邦の 材料と して は 三代 實錄の 昔から 近年の 各地の 

大地震に 關 する ものまで、 凡そ 手の 屆く 限りの 記錄が 丹念に 集めて あり、 又 最近の 地震に 關 して 

は 武者 氏 自身で 或は 囘章 書信に より、 あるひ は實地 探査に よって 得られた 豐 富な 材料が 他の 材料 

と共に 多 數に滿 載され てゐ る。 外國の 例に つ いても 普通 我々 の 手の 届く 限りの 材料 は ほとんど も 

れ なく 牧 集され てゐる やうで ある。 

單に 材料 を 寄せた だけでなく、 近年の 地震の 場合に ついては、 これ 等の 材料に ついて、 現象の 

分類 や、 その 地理 的 分布に 關 する 統計的 研究の 結果 も 載せて ある。 誰に も 最も 面白 いのは この 現 

象の 目撃者の 思 ひくな スケッ チの 複製の 採錄 された もので あらう。 卷 末に は 外 國の讀 者の ため 

に 英文の 行 届いた 抄錄も 加 へられて 居る ので ある。  . 

武者 氏の 研究に よって、 「地震の 光り」 なる ものが、 少なくも 一 つの 科學 的の 事實 として、 いや 

でも 認められなければ ならない ことにな つたと 思 はれる。 さうな つた 以上、 この 不思議な 現象の 

本性が 明かになる 迄 は、 われく は 地震 現象に 關 する 凡て を 知った とい ふこと は出來 ないで あら 

う。 さう して、 この 現象の 本性 を 研究しょう とする 人に 取って は、 この •！ は 全く 唯一な 參考 資料 

を 提供す る ものである。 

この 書物 は 日本の みならす 外國 のど こを搜 しても 全く 類のない 書物で ある。 さう いふ 點で、 も 
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つと も オリ ヂナ ルでュ 一一 ー クな 書物で ある。 さう いふ 意味で、 又もつ とも 書物と しての 壽 命の-水 

かるべき 本で あり、 百年の 後に 有益な 參 考文獻 として 役立つべき 本で ある。 さう いふ 書物が 現在 

の 日本に 果して どれ だけ あるか は、 遣憾 ながら 甚だ 心許ない 問題で ある。 

我々 は 武者 氏の 苦心と その 功績 を 多と しなければ ならない が、 同時に 叉 同氏に 有益な 資料 を提 

供した 多 數の特 志 者に 感謝し、 又 一 方で はこの 有益な 書物の 刊行 を 可能なら しめた 肘鬧 法人 啓 明 

會と 岩波 11 曰 店主 人の 貢獻を 忘れて はならない と 思 ふの である。 

(昭和 八 年 三 H 十七：：；、 東京 朝 =! 新聞) 
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岡 田 博士の 「測 候 a 談 


世界中で 氣象觀 測豫報 施設の 最も 完備した 國を 舉げる 場合に は、 我 邦が 少なくも 其の 一 つに 數 

へられる とい ふの は 周知の 事で ある。 又 日本の 科 學界の 色々 な 部門の 中で、 西洋と 對 等の 太刀 打 

の 出来る もの は 何かと 聞かれる 場合に、 先づ數 へらる、 もの、 一 つ は 氣象學 である。 其の 日本の 

氣象學 が 之れ 程 迄に 發 達する やうに なった の は 決して 一 人 や 二人の 力に よる もので ない こと は 勿 

論で あるが、 併し さう いふ 功勞 者の 中で も 最も 功勞 のあった 少數の 人 を擧げ ると いふ 場合に 一 番 

に 目 ざ、 れ るべき 人 は、 此の 「測 候 琪談」 の 著者 岡 田武松 博士で あらう。 此の 岡 田 博士 自身が 過 

去 三十 年の 氣象學 者と しての 科畢 生活の 體驗 記錄の 中から 筆の す さびに 選ばれた 插話的 隨筆百 八 

十 項 を集錄 し、 其 上に 博士が 歐洲 备國の 氣象臺 を歷訪 したと きの 綿密な 記錄 で、 云 はぐ 「氣 象學 

的 西遊記」 とで も名づ くべき もの を 加へ たのが 此の 一書で ある。 

隨 筆の 內容は 極めて 多種多様 である。 我 邦に 於け る 色々 な觀测 事業の 沿革 や 裏面史の やうな も 
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「談璃 候 溯」 の 士博田 岡 


の も多數 にある が、 之 等 は 我 邦 文化史の 資料と しても 甚だ 貴重な もので あらう。 又 我邦氣 象學界 

に功勞 のあった 人達の 仕事の みならす、 人間と しての 面目 を 紹介した ものが 多數 にあって、 それ 

に は 又 特別の 興味が ある。 殊に 世間 的に 知られて 居ない 隠れた 功勞 者に 關 する 記事に 著者の 人柄 

の 發露を 見る ことが 出来る やうで ある。 氣象 事業に 關 する 世人の 無理解から 生じた 色々 の 插話も 

澤 山あって、 其 中には 滑稽の 上乘 なる ものが 少なくない。 百葉箱に お 赛錢が 上がり、 蒸發 計が 便 

器と 誤らる、 如きが それで ある。 

色々 な學 者の 面目 を 躍如たら しむる やうな 逸話 も 甚だ 多い。 此の 書の 著者 は 自然の 觀察 者で あ 

ると 同時に 叉錄敏 なる 人間の 觀察 者で ある。 科學者 的な 客觀 によって 人の 長所と 短所 を 解剖 分析 

する 能力 を もって 居る から、 其の 解剖. 臺 にの せられる 人 は 明白に 臓腑 を 露出 させられる。 併し 此 

の 解剖 者 は 叉 同時に 人間の 深い 理解 者 同情者で あるので 此 人の メ ス にか、 つ て腹を立てる人は^^ 

ど 一 人 もない から 妙で ある。 著者と 登場人物と 讀 者と 此の 三人 は顏を 見合 はせ て 愉快に 笑 ふこと 

が出來 るので ある。 

著者 は 有名な 讀 書家で ある。 從っ て 和漢 洋の雜 II 曰に 現 はれた 氣象關 係の 色々 の 事項が 題材と な 

つ て 居る の は 怪しむ に 足りない。 例 へ ば 木 曾 節 や 安政 年間に 行 はれた チ ョ ボクレ の 文句まで が氣 

象學 上の、. テ ー タ となり 得る の は 面白い。 碑銘の 文章から 過去 の 暴風 を 論じた の も ある。 「颱風」 の 
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語源に 關 して は 一 百語學 者の 向 ふ を 張って ゐる。  ^ 

測候所 員の 心得に 關 する 忠言 や 若い 舉 徒へ の 警告と いった 種類の ものに は 又 一 般學 者へ の 諷刺 

と 見ら る & もの を 含んで 居る の も ある。 多くの 學 者の 中で も 此の 著者の 如く 畢 問と い ふ ものに 對 

して 廣ぃ 見解 を もつ て ゐる人 は 割合に 少ない と 思 はる k から、 之 等の 忠言 は 多くの 舉 徒の 玩味し 

て 然るべ きもので あらう。 

之 等の 眞 面目な 內容の 中に 著者 獨特の ュ ー モ ァ— が瀰漫 して 居る 爲に 讀んで 居て 肩が 凝らす、 

知らす 識らす 笑 ひ を 催す。 著者 は 幼時 を 京 橋 區の眞 中に 過ごした さう であるが、 此の 書の ス タイ 

ルには 何 處か江 戶文學 の 句が ある。 卷 中に 三 馬の 「浮世 風呂」 の ；節を 引用され て 居る の も 偶然 

ではない ので ある。 地震 學と禿 頭 の 相關を 問題 にしたり する の は奇嬌 なや うで あ るが 極東 氣象相 

關の 研究者と しての 此の 著者の 筆に 成る ものと して 見れば 決して 唯の 戲ー 百と は 聞かれない であら 

ラ 0 

學問 を大禮 服の やうに 着飾る 人、 鎧 兜の やうに 着 固める 人、 寄 居 蟲の殼 の やうに 引す り 歩く 人 

も あるが、 著者の 如き は 學問を 身 體髮膚 五臓六腑に 焚きし めた 人の やうに 見える。 さう して 浴衣 

掛けで 涼み 臺の 一 夕 話 をして 居る やうな 趣が 自ら 此の 書 を 通じて 感ぜられる やうで ある。 

著者 は 此の 書中に 學問は 「柄 c」 の やうに 修めよ と 云って 居る が、 此の 書 は 正に 其の 柄杓の 點 


滴で あるかと 思 はれる。 著者の 柄杓の 柄 は 氣象學 であるが 柄杓の 洞に 盛られた もの は 萬 般の學 で 

あり 人生 觀 世界 觀 である。 學者 であると 同時に 勝れた 爲政 者で あり 事業家で あると ころの 著者の 

柄构 から 溢れた 點滴は 單に氣 象學者 或は 一 般科學 者の みならす あらゆる 讀 者に も必す 何等かの 與 

味と 實益 を與 へる であらう と 思 はれる。 さう いふ 點 でも 此の *1 は 矢張り 一 寸 類の 少ない 變 つた 興 

味の ある 書物で あらう と 思 はれる ので ある。 r 昭和 八 年 irtc 卜 六日、 ^事 新報) 


« 「世界 映畫 藝術發 達史」 


映畫 とい ふ もの を 唯 その 曰くの その 時限り の 享樂の 具と しか 考へ ない 人に は 鬼に 角、 こ の 新 

しい 文化の 利器と 自分の 周圍の 人間 社會 との 關 係に つ い て 多少で も 何 かしら 考 へ て毘 ようと い ふ 

人に とって は、 その 爲の 豫備 知識と して 映畫 藝術發 達の 歷史の 一般 を 知る ことが 第一 の 要求で あ 

らうと 思 はれる。 現在の 映畫を 理解し 未来の 映 畫を豫 想し 得る 爲には 過去の 映畫を 知らなければ 

ならない。 換言すれば 映 畫史に 反映した 人間の 歴史、 界 思潮と 國民 性との 歷史を 知らなければ 

ならない。 

同じ 物で も 使 ふ 人で 別物になる。 水飴 を 聖人が 使へば 養老の マンナと なり、 盜 人の 親方が 用ゐ 

れば絕 好の 忍び 道具になる ので ある。 國民 がちが へ ば 映 畫の應 史的な 意義 も 自然にち がふので あ 

る 0 

今度 映畫 評論 社で 出版され た 表題 所褐の 書物 は、 我國 の映畫 評論 界で 著名な 人達の 共同 勞 力の 
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r 史達發 術藝畫 映界 世. I 


結果. で出來 上った ものであって、 日本 を はじめと して 米、 獨、 佛、 露 各國を 备篇に 刖ち训 に北歐 

南歐を 一 括して 最後の 一 篇 とし、 叉 その上に 各國の 代表的 映畫 作品の 目錄を 一 九 五べ ー ジ にわた 

つて 卷 末に 加へ て ある。 恐らく 日本で は 未だ どこに も 類のない 最初の 書物で あらう。 さう して 日 

本 篇を牧 めて ある 點 では 世界に も 類のない 本で あらう と 思 ふ。 吾々 の やうな 素人の 映畫 愛好者に 

取って 最も 便利で 有益な 參考 n 曰が 提供され た譯 である。 

自分 は 本書の 內容 について 批評 や 評價を 試み 得る やうな 専門的の 知識 も 體驗も 持 合 はせ ない も 

ので あるが、 唯 この 書 を 讀んで 色々 に敎 へられ 啓發 された 所が 少なくな いので、 左に 唯讀後 所感 

の  一 二 を斷化 的に 誌して 批評と 紹介に 代へ たいと 思 ふ。 

日本に 關 して は、 日本 固有の 歌舞伎と 映畫 との 間の 交 涉に關 する 史實に 色々 面白く 意義の 深い 

ものが ある。 この間の 推移の 奥底に は 近代 日本の あらゆる 文化の 歷史に 共通な 一 見 互に 矛盾す る 

1 一つの 潮流の 鬪爭 とそれ の 不可思議な 融和と が 認められ るので ある。 

アメリカで 何故に 映畫 事業が あれ 程 迄に 榮ぇ たか、 アメリカ 映畫が 何故に 世界の 市場 を壓 倒し 

て その 結果が 風俗 人情の 末に 迄 世界の アメリカ 化に 貢獻 し、 貢獻 しつ 、あるかと いふ やうな こと 

を考 へて 見る と、 一方で は アメリカと いふ 怪物 スフィンクスの 謎 を 解くべき 鍵が 見つかり、 又 一 

方で は 映畫藝 術と いふ もの 、本質と使命とに關する色々 な^^；：示を受けることが出來るでぁらぅ。 4 


金が あると いふ だけで はァ メリ 力の 映畫は 出来ない ので ある。 

ドイツが 科學的 技術で は先驅 しながら、 や、 も すれば アメリカ や フランスの 糟粕を 嘗めて、 さ 

う した 理窟 詰めの 憂 IS を、 光 と 影の 交錯に よって 織 出して 行く 歷史も 面白い ものである。 

同様に 叉 フランスが フォ —ヴの 群の やうな 前衞 的な 試みに よって、 隱れた 影響 を 全世界に 波及 

させながら、 最後の ir い 汁 はいつ も 他 國に吸 はれて、 本家本元 は 小さく くすぶって 居る の も 妙で 

ある。 

「赤い 人」 にも 「白い 人」 にも それん \.这 つた 方面から 多大の » 味の あるの は ロシアの 映畫史 

である。 ロシアの 近代史 を 比較的 一番 正確に 追跡す る 一つの 便利な 道 は、 却って かう いふ 映畫史 

によるべ きで はない かとい ふ氣 がする 位で ある。 國 家の 重要 機關 として 映畫が 意識的に 採用され 

て ゐる點 でも ロシアが 第一で ある。 これ を 採用した レ ー 二 ンは 矢張り 頭が よかった ので ある。 

ドイツで も 大戰當 時 は 映畫を カイ ザ— 軍國 主義の 宣 傳機關 として 盛に 使用した が、 ド 手な 一 映 

畫 のために 結果が 却って 反對 になった とい ふやうな 例 もこの 書中に 傳 へられて ゐる。 

餘談 では あるが 日本の 政府の 映 畫に對 する 態度 は 極めて 消極的で ある。 日本に 不利な 或は 不利 

なと 思 ふ 映 畫に狭 を 入れる ことに 精根 を 疲らせる だけで、 積極的に 有利な 映畫を 作り だす ことに 

は 一向に 力 を いれて 居ない。 それ も その はすで ある。 映畫 館と いふ 處は 不良 男女の ランデ ヴ— で 
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あると い ふ 位に しか 思 はない 人が 有識者の 間に さ へ 少なくない 今 n、 政府 要路の 大宫 の屮に フ ィ 

ルム のファ ンも 研究者 も 批評 者 もな い の は 寧ろ 當然 である。 レ ー 一一 ン に 有用な 利器 はヒト ラ— に 

持たせれば ヒ トラ— に 有用で あると い ふ 明白な事 實が 認識され るのに は 年月 を 要する と 見える。 

思想 善導と いふ 言葉が 何 を 意味す るか は^ 問題と して、 大衆の 思想 を 先導し 誘致す るのに これ 

程 有力な 機關は 他に はない とい ふ事實 が、 まだ どうも 我 邦で は爲政 者の 間に 認識され て 居ない や 

うに 思 はれる。  . 

こ の 書 を 讀んで 感じた こと はこれ には盡 きないが、 以上 を もって こ の 有益な 參考 書の 紹介に 代 

へる 次第で ある。 (昭和 八 年 九月 二十 二日、 東京 朝日 新聞」 


佐 藤 春 夫 氏纂述 「維納の 殺人 容疑者」 を 護んだ。 最も 濃厚なる 嫌疑 を かけられた 紳商 被告が、 

二十 ーケ 月の 間 頌强に 自己の 無罪 を 主張し つ けた 最後の 瞬間に おいて、 十二 人の 陪{ さ {R 中の 七 

人 だけが 殺人 を 認め、 殘 りの 五 人が これ を 否認した ために、 綺麗 さつば りと 無罪と なる ので ある。 

その 最後に 到る 迄の 顚末 を、 生眞 面目な 公判廷の 筆記に 基いて 纂述 した ものである。 筆者 はこの 

間 に 全然 批判的な 態度 を 避け て單に 忠實 なる 記錄 の 編輯 者と してし か顏を 出して 居ない。 この 書 

の 深い 暖ハ味 はこの 點 にか、 つて 居る ので ある。 

讀者 はこの 一 卷を讀 み 終って 何やら 物足りな いやうな 感じが する。 誰が 眼に も 確かに 無罪と は 

斷ー 百し 難い、 寧ろ 多分の 嫌疑の 殘 された 被告が 綺麗に 放免され るからで ある。 併し 又 一 方で それ 

なら 確かに 有罪 だと 斷定 する かと 聞かれて それ を證明 するとな ると、 撿事か 軍人 か、 もしくは 吞 

氣 な果斷 家で ない 一般 讀者は 矢張り 躊躇し ない 譯には 行かない であらう と 思 はれる。 そこに この 
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書物の 最も 深き 與 味が あると 思 はれる。 

要するに この 書物 は 一 般 刑事裁判と いふ もの、 叉 特に 陪審 裁判と いふ 制度に 對 する 最も 根本的 

な 疑義 を 吾 々 讀者 の 面前に 近く ひた 押し に 提供す る もの である。 

一 方で は 又、 人間と いふい は ゆる 理智 的な 存在の 中に 存 する あらゆる 非理 智 的な 錯誤 や 矛盾 や、 

要するに 人間の 愚か さを證 明す る やうな 資料が 澤山 にこの 書中に 盛り込まれて ゐ るので ある。 見 

方に よれば、 被告より は 寧ろ 撿事辯 護 士諸證 人 を 主人公と した 複雜 なる 錯誤の 悲喜劇と も 見られ 

る。 しかも、 實を いふと、 それ 等の 登場人物 は 又 凡ての 讀 者の 中に それぐ 現在す る 「人員」 な 

ので ある。 さう して、 それ 等の 弱い 人間の 中の 誰よりも 一番 强く 利口であった 被告が 最後に 完全 

な る 勝利 の 凱歌 を 奏し てゐ るので ある。 ライネ ケ 狐の 寓話 を現實 に 演出した と いっても い、 であ 

らうと 田 i-.H_ れる。 

かう いふ 現象 は 何も 遠い 異國の 維納に は 限らす、 例へば 吾々 の 親愛なる 東京に でも、 旣 にしば 

しば 起り、 叉將來 もしば 起り 得る であらう と 思 はれる。 

それが 笑 ふべき ことか、 慨歎すべき ことか、 到底 どうに もなら ない ことなの か、 それ 共 何とか 

より 善き 途 によって より 多く 合理的な 方向に 移つ て 行ける もの か。 

かう いふ 切實な 問題 を この ー篇の 「記 錄 文學」 が讀 者の 頭上に 投げ かける。 かう いふ 意味に お M 


いて この 書 は 自分の 考 へて ゐる 「科學 的 文學」 の 一 つの 分派の 代表者と して 推獎 すべき ものと 思 

はれる ので ある" (こ、 にい は ゆる 「科學 的 文學」 に關 する 私見に ついては、 岩波 世界 文學 講座 

昭和 八 年 九月 送 本の 分 並に 隨筆集 「觸 媒」 に 載せた 拙稿に 述べ ておいた から 一 讀 され 卜 は 仕 合 は 

せで ある"」 無理に 辻 棲 を 合 はせ るた めのう そ を 並べ たやうな 過去の 文學に 取って 代る ベ き未來 

の文學 の、 少なくも 一 つの 相 を この 書が 豫 想させる からで ある。 

陪審 官の 投票の 結果が 唯 一 票の 差で 終身 禁銅 か、 卽時 放免 か •  の どちら かにき まる、) All  or  none 

の 一 例で ある。 併し 此の 被告の 場合な どに は 何も さう 一 概に 不連績 的に しないでも、 例へば まづ 

大體 終身刑 期の 年數を 目算して、 それの 十二分の 七 だけの 期間 を、 禁銅 でない 迄 も 例へば 公民 權 

を剝 奪す るか どうかしても 必す しも 不合理で はない やうな 氣も する。 そんなの は大岡 政談に も 櫻 

陰 比 事に もない やうで あるが、 併し、 さう いふ 立場から 出發 した 新しい 刑法 を 案 化して 見る の も 

面白く はない かとい ふ氣 がする。 そんな 事 を考へ させる の も 亦 この 書の 中に 隱れた 極めて シリア 

スな 人間 社會の 謎の 示唆に よる ものと 思 はれる。 

この 被告が 放免の 翌 夜に は、 もう 一流の ホテルの 舞踏 場に 姿 を 現 はし、 それからの ブム メル ラ 

ィゼで 到る 處の ロカ ー ル の 女達の 引っぱり だ こで あったり、 その後に は 又 或る ト— キ ー の 主役に 

凝せられ たり. したと いふ、 さう いふ 意外な 事實 の報吿 にも 亦 無限の 興趣が あり 不盡の 疑問の 泉が 
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ある。 さう して 著者と して は 一 一 百の 批判が ましい 記述の ない 所に この種の 文 學の深 妙なる 「纂 述」 

の拔 巧が 存 すると い ふこと がよく 分る ので ある。 

もしも この 被告が 死刑に なる か 終身 懲役 になった のであった ら、 この 本の 面白味 は 半分 位は滅 

殺される であらう。 しかし それが 無罪 放免に なった の は 何も 筆者 佐 藤 春 夫 氏の せゐ ではなく 旣往 

の事實 なので ある。 そこ 迄に 話の 筋 を 持つ て來た 道行 も 亦 夢にも 筆者の こしら へ たもので はなく 

て 唯 ありの ま、 の事實 なので ある。 それならば 一 體 筆者の 「藝 術」 は どこに あるかと 聞く 人が あ 

るか も 知れない。 その 藝術 は、 撿 事の いは ゆる 「バベルの塔の 如く 堆積せ る 審理 事實」 を 整理し 

分解し 綜合して この 一 小冊子の 中に 壓 縮し、 明瞭なる 正確なる 從 つて 興味 ある 視像を 構成して 讀 

者の 前に 提出した 手際に あるで あらう。 この 手續 では 藝術 であると 同時に 叉 一 面で は 正しく 科學 

者が 自然界の 事 實のバ ベ ル の 塔 を處理 する 手繽 である。 さう いふ 手繽 によって こそ 事實の 記錄が 

やがて 「方 則」 となり r 豫ー 一目」 ともなり 得る であらう。 叉、 さう いふ ものであって こそ はじめて- 

文學は 人間に 取って 科擧と 同様に 實 際の 役に立つ ものに なり 得る ので はない か。 これ は 唯 自分の 

夢の やうな 空想で あるが、 しかし この 書籍 は 少なくも 自分の さう いふ 夢の 實 現へ の 第 一 歩 を 示し 

て くれる やうな 氣 がする ので ある。 自分が 賴 まれ もせぬ のに この li 曰の 紹介 を敢 へて する の は、 さ 

うい ふ 我が ま」 身勝手な 動機に よる もので、 この 點 につ いて は 著者 並に 讀 者の 寛容 を 祈る 次第で 
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ある。 (昭和 八 年 卜 H: 一 —一一 一日、 東京 朝日 新 間) 
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「ャヸ ナイ デン カスと ヤシ リギ」 


「ギ リシ ャとス カン ディナ ギヤ 「 


人生 旅行記に 色々 の 種類が ある やうに 海外旅行 記に も 色々 の 種類が ある。 例へば、 べデ 力と、 

博物館の 目錄 と、 インス チチュ ー ト ゃビュ 口  —の バム フレット、 或は 會 社の 型錄 だけ を 通して E 

た 西洋風 景寫眞 帳と いった やうな 記錄も ある。 それ は 丁度 永い 生涯 を 人生 案內 記の 喑誦 と、 知識 

の 型 錄の直 集と に 消費した 人の 一代記の やうな ものである。 さう いふ もの も 有益 かもしれ ない。 

併し 安倍 君の 希臘 並に 北歐の 旅行記 は 此れと は 全く 對腌 的な もの、 一例で ある。 此れ は 自分の 

生活 を 生活す る 人の 生活 紀行の 一章で ある。 此の 著者 も 勿論べ デカは 使って ゐる。 使って はゐる 

がそれ は 唯 ほんの 道 傍の 道標と してに ある。 著者 は その 巡歷 した 限りの 國土を 自分の 眼で 見 耳で 

聞く だけで は滿 足しない。 その 土と 草の 香 を 喚ぎ 溪流 ゃフィ ョ T ル の 水 を くんで 自分の 舌で 味 は 

ひその 國の 野の 人達と 自分の 血の 通って ゐる 手で しっかりと 握手し なければ 足 出来ない ので あ 

る。 さう して 獨 逸人の 所謂 ゲミュ ー ト、 日本人に は 割合に 乏しい と 云 はれる ゲミュ ー トの 中から 
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粗暴な もの を 取 除いた、 つ ^ ましい ゲミ ュ ー トを もった それ 等の 國々 の 田夫野人と 彼等の 女子供 

に 接して 居る 著者の 風貌 を、 此の 全卷の 到る 處に 見出す ので ある。 ナウ ブリア 附近の 尼寺で 年取 

つた 尼 僭と 別れる シ— ン。 ウプサラで 子供の 群に 取圍 まれて 當 惑して ゐる 姿。 ホテルの 不親切に 

對 する 不平が 枯草を 集める 太古の 老人に 御辭儀 をした ので 綺麗に 消散す る くだりな ど は、 最もよ 

くさう いふ 著者の 風貌 を 窺 はしめ る もの，^ 數例 であらう。 さう して、 えらい 學者ゃ 文人との 自慢 

臭い 會見談 など は 一 つもない ので ある。 

自然の 觀察も 甚だ 精緻で ある。 その 土地 土地の 植物界の 記載が 特に この 紀行の 現 實性を 高める 

效果を もつ やうで ある。 汽車の 窓から ちら， と 見た 水面の 藻草、 森の 木蔭の 小さな 菌ま でも 決して 

見落さな いのは、 本當に 自然 を 愛する もので なければ、 つとめて は出來 ない ことで あらう。 

著者が 天然の 色彩に つ い て 著しく 敏感で ある こと は、 どの 頁 を あけて 見ても 色の 名の 出て 來な 

い 頁 は 殆どない 位で、 頁に よって は (例へば 一七 〇 頁) 一 頁の 中に それが 卜 も 見付かる ことで も 

分る であらう。 世の中に は はじめから おしま ひまで 色彩の 缺 如した 色盲 紀行 も 可能な ので ある。 

一 體 此の 著者が ギリシャと スカ ン ディ ナ ギヤに 遊んで、 さう して その 紀行 を 書いた とい ふこと 

が.. 決して 偶然の 出来事でなくて、 殆ど 必然であった とい ふこと は、 著者 を 知らぬ 讀者 でも 此の 

一 卷を讀 めば 分る 事で あらう、 著者 は 自分の 中の ヱ レメ ントの 叫ぶ 聲に 不可 抗 的に 引きつ けられ 
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「ャ ヰ' ナイ デン カスと ヤシ リギ」 


てこれ 等の 國を たづね て 行った ので ある。 さう 思 はれる 程に 此の 著者 はこの 二つの 國 土の 訪問者 

として また その 紹介者と して ぴったり はまった 或る もの を はじめから 生れながら にもって ゐるゃ 

うに 見える 0 

スカ ン ディ ナヰャ の 素 扑で溫 情な 民族性へ の 讚美と 憧憬の やうな ものが 到る 處に 浸潤して 居る 

が、 此れ は 裏から 見れば 我が 日本の 國民 性の 中に 往々 にして 見出される 妙に こせく とこす つ 辛 

い id 買/ の 苦々 しい 抗議で あり 警吿 であると も 見られる。 かう いふ 意味から だけで も 此の 紀行 は 

唯の あり ふれの 案內 記で はない ので ある。 

著者の 隨筆は 面白い が 紀行 はラ ング ワイ リヒ だとい ふ 人 も ある さう である。 或は さう かも 知れ 

ない。 しかし 旅 は元來 ラング ワイ リヒ なと ころに 旅の 味が あるので はない か、 その 退屈の 中に し 

み じみと 身に 沁む 逆旅の さび しをりが あるので はない かと 思 ふ。 眼 まぐ るし い 興奮に 充 たされた 

ジャズ 的 レビ ュ ー 的 紀行 も 不可能 不可 存 ではない かも 知れない が、 それ は 他の 適當 なる 著者に 求 

むべき であらう。 少 なく も， 評者 はこの 著者の 紀行に よって はじめて 著者と 共 に本當 の 旅の 味 を 味 

はふ ことが 出來る やうな 氣 がする ので ある。 

この 正月の 晴れぐ とした 日和 つ^きの 三ケ 日に ゆっくり この 紀行 を讀み 返して 見た が、 繰 返 

して 讀めズ 讀む程 、架い 味が にじみ 出て くる やうで ある。 これ は、 畢竟、 この 著者の 觀察は 少しも 
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街 はすして 獨創 的で あり、 その 行文 は 少しも ェ ますして 流麗 だからで あらう。 

卷 中に 插 人され た 多数の 寫眞は 著しく 本文の 與趣を 助ける やうで ある。 著者の 撮影に か.， る も 

の も 中々 面白い。 失 f がら カメラの レンズ を 自分の チョッキに 向けた ことの ある 人の 作品と は 

思 はれない やうで ある。 色々 の 子供 等 の 群像 寫眞は 記事と 相 待 つて 著者の 面目 を勢髯 させ この 紀 

行の 特徵を 霧す る ものであるが、 唯一つ 惜しい こと は、 この 著者と 共に 評者 も 匿す る 健全に 

し て 淸淨な ス カン ディナ ギヤ 美人の 面影 を 傅 へ る ベ き 寫眞の 一枚 もない ことで ある。 

装幀 も 面白く、 外函 など も 外 函には 少し 惜しい やうで ある。 妄評 多 罪。 寛容 を 祈る。 

(昭和 九 年 二月 十二 日、 帝 國大學 新聞し 
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でん 讀を 「見 拜洋 西」 


「西洋 拜見」 を 讀んで 


ェ學 博士 辻 一 一郎 君の 短篇 並に 隨筆集 「西洋 拜見」 を 讀んで 第 一 に 感じる こと は、 科學 者の 中に 

も かう いふ 輕妙 自在な 文聿の 書け る 人が あるの かとい ふこと である。 擧 者の 文章に は 內容は 別と 

して 鬼 角 ごつ くしたり、 ねち/, \- したり あかの 拔 けない のが 多く、 又 一見 甚だ 流麗な やうで よ 

く 見る と 空疎な 虚飾が 鼻に ついて 困る の も 少なくない。 然るに 辻君の 文章 は齒 切れが よくて 氣が 

利いて ゐて 厭味がなくて、 つい 知らす， （- 釣り込まれて 讀ん でし まふと いふ 種類の ものである。 

これ はこの 著者が、 頭の い \ 科學 者で あると 同時に 風流の タク トを 心得た 生 粹の江 戶っ子 だから 

であらう と 思 はれる。 

著者が 江戶っ 子の 科擧 者で あると いふ 事實を 鍵と して こ の 書の 扉 を 開けて 見る のでなければ こ 

の 書の 內容を 正 當に秤 量す る ことが 出来ない かも 知れない。 「西洋 拜見」 は 一 見 I 一十 世紀の 西洋 膝 

栗毛の やうで も あるが、 この 膝 栗毛の 主人公 は實は 世界中の 科學 者の 國際 的會 合に 出席し、 叉 萬 お 


國博 覽會に 臨んで 本邦の 科學を 紹介す る爲の 重大 任務 を帶 びて 渡歐 し、 さう して、 各 國の學 者の 

前で 自分の 獨特 の光彈 性に 關 する 研究の 結果 を 講演して 廻った ので ある。 ところが、 この 膝 栗毛 

の 中には そんな 氣色 はおくび にも 出て ゐ ないで どこ 迄 も 昭和の 彌次喜 多に なりすまして ゐ るので 

ある。 併し、 よく 見る と やっぱり どこか 普通の 留學 生な ど i は 少しち がった 江 戶っ子 科學者 特有 

の 眼光で 「光 彈性」 的の 解析 を 西洋文明の 內容に 加へ てゐる やうな 箇所が 見つかる。 それよりも 

こ の 膝 栗毛 を 讀んで 痛切に 想 ひ 出させられ 皮肉られる やうに 思 ふの は 西洋に 行つ て 歩き 廻つ てゐ 

る 多くの 日本人の あの みじめな、 恥 かしく、 情ない 姿で ある。 

「或る 研究者の 死」 「理 化學 馬鹿」 の ニ篇に は科學 者の 世界に も 御多分に もれぬ 滑稽で 悲しい 人 

間 味の 鋭利な 解剖と 辛辣な 諷刺が ある。 これ は科學 者の 世界 を 知らない ものに は *1 けない と 同時 

に、 叉科學 者の 世界 だけし か 知らない ものに も 書け ない もので あらう。 

「來 客禮遇 法」 は 油蟲の やうな うるさい 鐵 面皮な 訪客 を 高 壓電氣 の 實驗窒 に 招 じいれ てスパ I 

クの 威力で 撃 返す る 方法 を 講じた もので、 少なくも 氣むづ かしい 學者 仲間 を 破顔 一 笑せ しむる に 

足る ものが ある。 

卷 末の 「エベ レスト 一 一 萬 九 千 尺 一 は Sir.  F.  Younghusbautl ： The  Hpic  of  Mt.  Everest,  1926 

の 內容の 紹介で あるが、 實に 頭の い、、 さう して 鋭い 活 きくと した 感覺 に充 ちた 記述で ある。 
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でん 讀を r 見拜洋 西」 


この 一 篇の敍 事 文に おいて 著者の 文章 もまた 其の 最高峰に 近づいて ゐ るの を 感じる。 

科學 ほど 世間から 誤解され て ゐる擧 問 はなく、 科學者 ほど 正當に 認識され ない 人種 はないで あ 

らう。 櫻の いた も 芋の 煮えた も 知らない のが 尊敬す ベ き學 者ら し ぃ學 者と 思 はれたり する こと 

も ある やうで あるが、 しかし さう い ふの に 案外な 俗人 以上の 俗人 も あるので ある 。「西洋 拜見」 の 

膝 栗毛 を讀ん で、 長唄の 太夫 辻 一 一郎 氏の 風貌 を 想像す るで も あらう 讀者を つれて 試みに 此 人の 光 

彈性 實驗窒 に案內 して、 その 十年一日の 如き 勤勉なる 研究 生活の 成果 を 見せたならば、 その 讀者 

は どんな 感想 を 抱く であらう か、 とい ふの が 筆者の 止み難い 好奇心の 一 つで ある。 

著者 は その 昔 柳 里恭が 風流の 人で あつたと 同じ 意味で 風流の 人で ある。 こ の 書に 插 入され た 油 

繪 一葉、 スケッ チ數葉 並に 了 ー ト寫眞 等 も 何れも 著者 風流の 餘瀝と 見るべき であらう。 

装幀に も 亦 著者の 風流が 働いて ゐる やうで ある。 淸新 にして. ス マ —トな 昭和の 江 戶っ子 を 想 は 

せる。 包紙の セ ロファ ン にェ學 者ら しい 所の 一 寸 出て ゐ るの を 何とな しに 面白く 眺めた 次第で あ 

る。 妄評 多 罪。 (. 昭和 九 年 四： =： 二十 三 曰、 東京 朝日 新聞) 
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小 泉 八 雲 祕稿畫 本 「 妖魔 詩 話」 


十餘年 前に 小 泉 八 雲の 小品集 「心」 を 讀んだ ことがある。 その 中で 今日 迄 一 番 深い 印象の 殘っ 

て 居る の はこの 書の 附錄 として 卷 末に 加 へられた 「三つの 民謠」 のうちの 「小 栗 判官の バ ラ ー ド J 

であった。 日本人の 中の 特殊な 一 群の 民族に よってい つからと も 知れす 謠ひ 傅へ られ たこの 物語 

に は、 それ 自身に 旣 に何處 となく ェキゾ ティ ック な雰圍 氣が附 纏って ゐ るので あるが、 それが こ 

の 一 風變 つた 西歐 詩人の 筆に 寫し 出された の を 讀んで 見る と實に 不思議な 夢の 國の 幻像 を 呼び出 

す 文 で も ある やうに 思 はれて 來る。 物語の 背景 は 現に 吾々 の 住む この 日本の やうで ある 

が、 叉何處 かしら 日本 を 遠く 離れた、 併し 日本と は 切っても 切れない 深い 因緣 でつな がれた 未知 

の國 土で ある やうな 氣も する。 さう かと 思 ふと 何 處か又 英吉利の ノ ー ザ ンバ ー ランド 邊の偏 僻な 

片田舍 の 森 や 沼の 間に 生れた 夢物語で ある やうな 氣 もす るので ある。 

それからす つと 後に 同じ 著者の 「怪談」 を讀ん だとき もこれ と 全く 同じ やうな 印象 を 受けた の 
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「話 詩 魔妖」 本 畫稿祕 雲べ 泉 小 


であった。 

今度 小山 IA 曰 店から 出版され た 「妖魔 詩 話」 の 紹介 を賴 まれて、 さて 何 か 書かう とすると きに、 

第一 に 想 出す の はこの 前述の 不思議な 印象で ある。 從 つて 眼前の 「妖魔 詩 話」 が 私に 呼びかける 

呼 聲も亦 矢張り こ の 漠然と した 不思議な 印象 の 霧の 中から 響いて くるの は 自然 の 宿命で ある。 

八 雲 氏の 夫人が 古本屋から 掘 出して 來 たとい ふ 「狂歌 百 物語」 の 中から 氣に 人った 四十 八 首 を 

英譯 したの が 「ゴブリン .ボヱトリー」 とい ふ 題で 旣刊の 著書 中に 採錄 されて ゐる。 それの 草稿 

が 遣 族の 手許に その ま、 に 保存され てゐ たの を 同氏 歿後 滿 三十 年の 今日 記念の ためにと 云 ふ 心 持 

で そっくり それ を 複製して、 これに 原文の テキストと 並行した 小 泉 一 雄 氏の 邦文 解說を 加へ 更に 

装幀の 意匠 を 凝らして 極めて 異彩 ある 限定版と して 刊行した もの ださう である。 

何とい つても この 本で 一 番 面白い もの は 矢張り この 原稿の 複製 寫眞 である。 オリ ヂナル は兒童 

用の 粗末な 藁紙 ノ 1 トブ ッ ク に 當時丸 善で 賣 つて ゐた 舶来の 靑黑ィ ンキで lim いた もの ださう であ 

るが、 それが 變 色して セピアが 、つた 墨色に なって ゐる。 その 原稿と 色 や 感じの よく 似た 雁 皮 鳥 

の 子 紙に 印刷した もの を 一 枚 一 枚 左側 頁に 貼付して その 下に 邦文 解說が あり、 反對の 右側 頁に は 

英文 テキ ストが 印刷して ある。 

書物の 大きさ は 三 二  X 四 三 • 五 極で、 用紙 は 一枚 漉き の 純白の 鳥の 子ら しい。 表紙 は 八 雲 氏が 
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愛用して ゐ た蒲圑 地から 取った もの ださう で、 紺地に 白く 石燈 籠と 萩と 飛 雁の を 飛白 染で 散ら 

した 中に、 大形の 井の 字 飛白が 白く 際立って 織り出されて ゐる。 

これ も 如何にも 八 雲 氏の 熱愛した 固有 日本の 夢 を象徵 する もの 、やうに 見えて 面白い。 この や 

うな 蒲圑地 は、 今日で はもう 多分 デバ ー トは 勿論 何處の 吳服屋 にも 見付からない であらう。 それ 

を わざく 調製した の ださう である。 小山 書店 主人の なみく ならぬ 熟 心な 努力が、 これ 等の 裝 

幀 にも 現 はれて ゐる やうで ある。. 此の 異彩 ある 珍書 は 著者、 解說 者、 装幢 意匠 者、 製紙 ェ、 染織 

ェ、 印刷工、 製本 ェの 共同 制作に よって 出來 上った 一 つの 綜合 藝術 品と しても 愛書家の 祕藏に 値 

ひする もので あらう。 唯 英文 活字に 若干 遣 憾の點 が あるが、 此れ も 或 意味で はかう した 限定版の 

歷 史的な 目印に なって 却って 面白い かも 知れない ので ある。 

複製 原稿で 最も 面白い と 思 ふの は、 詩稿の 傍に 畫き添 へられた 色々 の 化物の スケッ チ であらう 一 

それが 實 にうまい 繪 である。 さう して、 それ は 矢張り 日本の 化物の やうで も あるが、 その 中の 或 

物 例へば 「古格」 や 「雪女」 や 「離魂病」 の输に は何處 かに 西歐の 妖精ら しい 面影が 餺と 浮ん 

でゐる 。著者の 小品集 「怪談」 の 中に も 出て 來る 「轆轤 首」 とい ふ もの は餘程 特別に 八 雲 氏の 幻 

想に 訴 へる ものが 多かった と 見えて、 この 集中に も、 それの 素描の 一一-つの ヴェ リエ- 1 シ ヨンが 載 

せられて ゐる。 その 一 つ は 夫人、 もう 一 っは當 時の 下婢の 顔を寫 した もの ださう である。 前者の 


r 話 詩 魔妖」 本 畫稿秘 '真 八 泉 小 


ロカら 片 假名で r ケ タケク」 とい ふ 妖魔の 笑 ひ聲が 飛び出した 形に 書き 添へ て あるの が 特別の 與 

味 を 引く。 

その他に も 例へば 「雪女郎」 の鎗の ある 頁の 片隅に 「マツ ォ オリ ヒ シグ」 と 記したり、 又 「平 

家 蟹」 の鎗の 横に 「力 ゲノゴ トク ツキ マ タウ」 と 書いて、 あとで 「マ タウ」 のタを 消して トに訂 

正して あったり する の をし み/^ 見て ゐ ると、 當時 における 八 雲 氏の 家庭生活 とか 日常の 心境と 

かいふ もの 、 一 面が あり と 想像され る やうな 氣 がして くるので ある。 恐らく 夕飯 後の 靜 かな 

時間な どに 夫人 を 相手に 色々 のこと を 質問した りして、 その 覺ぇ 書きの やうな つもりで 紙片の 端 

に *1 きとめた ので はない かとい ふ 想像が 起って くる。 

「船 幽靈」 の 歌の 上に 黑 猫が 描いて あったり 、「離魂病」 の處に 奇妙な 蛾の 槍が 添へ てあつたり 

する の もこの 詩人の 西歐 的な さ 想と 聯想の 動きの 幅員 を观 はせ る もの \ やうで ある。 

一雄 氏の 解說も 職業 文人 臭くない 一種の 自由 さがあって 中々 面白く 讀 まれる。 八 雲 氏 令孫の 筆 

を 染めた と い ふ 書名 題字 も 極めて 有效に 本書の 異彩 を 添 へる ものである。 

小 泉 八 雲と いふ 極めて 獨自な 詩人と 彼の 愛した 我が 日本の 國 土と を 結び付けた 不可思議な 連鎖 

のうちに は、 恐らく 吾々 日本人に は 容易に 理解し にくい やうな、 或は 到底 思 ひも 付かない やうな、 

併し この 人に とって は 極めて 必然であった やう な 特殊な 觀點 から 來る深 い 認識が あ つたので はな 


65 


い 力と 想像され る。 それ を 追跡し 分析し 研究す る こと は 吾々 並に 未来の 日本人に とって 極めて 與 

味 あり 有意義で あるの は 勿論で あるが、 その やうな 研究に 意外な 光明 を 投げる やうな 發 見の 絲ロ 

が 或は 却って かう した 草稿の 斷片の 中に 見出されない とも 限らない であらう。 

例へば 「怪談」 の 中に も 現 はれ 又 この 百 物語の 數々 の 化物の 中から 特に 選び出される 光榮 を.，^ 

つた やうな 化物 どもが、 どうい ふ 種類の 化物であって、 その 如何なる 點が この 人に アツ ピ ー ルし 

たか、 叉 それが どうい ふ點で 過去 數 千年の 日本 K 族の 精神 生活と 密接に 繁 がって ゐ るか。 こんな 

事 を考へ て 見る だけで も そこに 色々 な眞 面目な 與味 ある 問題 を 示 咬され るので あるが、 その 示唆 

の 呪 法の 靈驗が この 肉筆の 草稿から 吾々 の 受ける 生ま/^ し ぃ實感 によつ て 一 層 著しく 强 めら 

るで あらう と 思 はれる ので ある。 (昭和 九 年 十月 二十 九：；；、 帝^ 大學 新聞) 
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窵描茱 蔬實果 の楓音 


靑楓 の果實 蔬菜 描寫 


近頃の 帝展 ゃ院展 やに 出 ni されて 居る 夥しく 多數の 日本 畫を 見て 廻って ゐる 際に い つ でも 起る 一 

漠然たる 疑問が ある。 それ は、 ー體此 等の 大勢の 出品 畫家 達と 自分と では 綺畫 とい ふ もの \ 定義 一 

に 根本的の 相違が あるので はない かとい ふこと である。 有名な 大家の、 新聞な どで は大 評判の 績 . 

の 前に 立って その 総の 中から 讚美の 對象 となる ベ き 何物 かを發 見し 修得し ようと 思って 餘程骨 を 

折って 見ても 大抵 は 失敗で ある。 友 ft の 模様 か 芝居 や キネ マの 看板 繪と 比べ て 一 體 どれ だけの 本 

質的の 相違が あるか 自分に はどう も 分らない。 美術館 內 何千 何百 平方 米の 壁面 は 自分に 取って は 

全く 慰めな き 線條と 色彩の 沙漠で ある。 

さう いふ 沙漠の 傍の 一 つの オアシス にた ま- (- 自分 を 導いて くれる もの は 津田靑 楓の蔬 茱ゃ果 

實の繪 である。 多くの 展覽 會繪が 自分に は 云 は 2^ 「槍の 干物」 の やうに 思 はれる とすれば、 靑楓 „ 

の 此れ等の 繪は 採り 立ての 水々 しさ を 失 はない 新鮮な 果實 蔬菜の やうな ものである。 前者に はも ：：^ 


うとくに 無くなって ゐる ビタミンが 後者 に は 豐富 に 含有 されて ゐる。 さう して それ を 玩味し 享樂 

する 自身の 生活 機能 を 引き立て 充 進させる やうな 作用 をす るので ある。 

どうして さう いふ 差別が 生じる かと 考 へて 見る。 理由 は 恐らく 割に 簡單 ではない かと 思 ふ。 例 

へば、 こ& に 今 切った ばかりの 刺身に すり 立て の 山葵 を 入れた 醬油を 一 寸 浸して すぐに 舌の 上に 

連ぶ 場合と、 デパ ー ト 食堂の 陳列棚に 半日 爆して あった 同じ 魚 肉片 を 一 時間 も醬 油に つけて おい 

たの を 味 はふ 場合と を 比較して 見る。 序にもう 一 つ、 肉と 山 薬と 醤油 を 擂鉢です り 交ぜた 揺り 餌 

の やうな も の を 嘗める 場合 を 想像して 見る。 

靑楓が 蔬菜 や 果實を 描く 場合 は 自分で 選りに 選つ て 買 出して 來た會 心の 實物を 眼前に 据 ゑて 置 

いて、 その 實 物の 美し さに 對 する 與 奮と 陶醉を 彼の 筆の 先で 一筆 一筆に 掘 出しながら 描いて 行く 

のであって、 输を 描いて 居る の は 意識され た津 田靑楓 より はより 多く、 意識 以下の 靑 楓と實 物の 

自然 其 物との 接觸 によって 生れた 靑楓 の藝術 それ 自身で ある。 

鐘と 撞木が 出合 つ て 音 を發す る やうに、 靑楓と 自然と が 相 接する 瞬間 に此 等の 鎗が 生れる ので 

ある。 

展覽會输の^^ど凡てはこれとは餘程ちがった過程にょって制作されたものでぁらぅと思はれる_ 

勿論 それぐ の 総に は、 それぐ の畫 因が あり、 最初の 感興 も それ は あるに 相逮 ない が、 下緣が 
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寫描茱 蔬實果 の挺靑 


, 出来る 頃に は陶醉 はさめ、 仕上げの 途中で 感興が 逃げ出し、 殘る もの は 審査員への 氣 兼ねと 大衆 

觀 客への いぢら しい 心 遣 ひで ある。 こね 廻した 色彩 はすり 餌に なって ビタミン を 失 ひ、 畫 家と 綺 

と はもう 鐘に 添へ た 撞木の やうに 何等の 響 をも發 しない。 

靑枫の 蔬菜の 鎗は田 能 村 竹 田の それと 一 脈 相 通す る ものが ある こと は 疑 ひもない 事實 である。 

併し 竹 田に 對 する 靑楓の 特徵に は 叉 可な りに 顯 著な ものが あるので ある。 線 や 色彩の テク-一 ー ク 

の 特徵は 別と しても、 何よりも 靑枫が 洋畫の 畑で 育った 近代 人で あると いふ ことが 二人の 檎を比 

ベ て 見た ときに 可な りはつき り 認められる であらう と 思 ふ。 さう して 竹 田の は 現代人に とつ て 

は餘 りに のびやかで 飽 足りない 自足 安堵の 心が あるのに 反して、 靑楓の に は 矢張り 何處 かに 現代 

人らしい 懷 疑と 焦燥の 痕跡が あって、 それが 現代の 我等の 中に カ强ぃ 共鳴 を 喚び 起す ので はない 

かと 思 はれる。 

靑楓の 洋畫が 出 なくなって、 自分に は 二 科 會の展 覽會が 急に 淋しくな つた 樣に 感ぜられる。 併 

しこの 淋し さ を 償つ て餘り あるの は 昨年 以來今 囘で旣 にニ囘 開かれる 靑楓の 個人展 覽會 である。 

去年の 展覽會 に 見に 行った 時 は 丁度よ く 晴れた 小春 日の 暮れ方であった。 一 とわたり 繪を 見て し 

まって 後に ふと 高 島屋八 階の 窓から 眺めた 新 東京の 夕 空の 色彩 は實に 美しかった。 併し それより 

も猶 より 多く 美し いもの を、 辟^；面に並ん だ 蔬菜 果實 の 素描の 線條の 間に 搖 鬼す る 色彩 のかげ ろ ひ 
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の 中に 認めた のであった。 (昭和 九 年 十一 =:、 律 田靑楓 「線描 蔬菜 花卉 第二 畫 集」) 
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ていつ に 「記襍 石漱」 


「漱 石襍 記」 につ いて 


この *1 の 著者 小 宮豐隆 が 昔 大學へ 這 人り たての 學生 として 初めて 千駄 木の 夏 目 漱石を 訪問した 

とき 餘り 畏まって 坐つ て 居た のでし びれ を 切らして 困った 揚句た うとう 思 ひ 切って、 「あぐら を 

かいち まった」 とい ふ 逸話の 顚 末が この 「樣 記」 の 中の ー篇の 題材と して 取扱 はれて ゐる。 多く 

の讀 者に はこ れが單 なる 笑話の やうに 受 取られる かも 知れない が、 著者 を 知り 漱石を 知り 又 W 

者の 交涉を 熟知す る 者に とつで は、 この 一 篇の思 出 話の 中に 後日 豐隆が この 本の 中に 收 めら れた 

やうな 色々 な もの を 書かなければ ならない、 書かなければ ゐられ ないやう になった 運命の 最初の 

絲ロを はっきり 認める こと が 出 來るゃ うな 氣が して 深い 興味と 感慨 を 刺戟され な い 譯には ゆかな 

いで あらう と 思 はれる。 漱石は 後日 この 「初對 面の あぐら」 に 就て 非難の 一一 一一 n 葉 を 洩らした と 書い 

て あるが、 iff 者の 見る 所では、 漱 石の 咎めた の は 恐らく 抽象的な 一般の 場合の それであった ので、 

この 特例に おいて 豐隆に あぐらをか、 せた 原動力の 持主 は、 實は 無意識の 漱石 自身であった らう ハ 


と 思 はれる。 この 同じ 漱石 は單 に豐隆 のみなら す、 その他の 多くの 弟子 達に みんな 色々 な 意味で 

の 「あぐら」 を か、 せ 「赤ん坊の やうに 得手勝手」 をい はせ、 毎日の やうに 「今日 も 先生のう ち 

にゐ る」 と 日記 をつ けさせた ので ある。 

さう いふ 風に 先生に 親しみな ついた 人々 の 中で も 特に 「分析 的 批評家」 として 生 ひ 立って 來た 

この 書の 著者が この 「先生」 の藝 術に 就て 詳細な 分析 的な 研究に 基く 評釋 註解 を するとい ふこと 

は、 云 は この 「あぐら J を 徹底させる 事と して 殆ど 必然な 運命の 指示す る 所で あり 叉 恐らく 萬 

人の 期待す る 所で あつたに 相 遠ない。 今日 その 研究の 一端が 此の 書に 纏められて 上梓され たこと 

に對 して 愉悅 を感 する もの は 決して 少數 では あるまい と 思 はれる。 

豐隆の (「木屑 錄」 解說) や (「猫」 が 出現す るまで) や (「吾輩 は 猫で ある」 に 就て) など を 順 

順に 讀んで 行く と 恰も 歉 石と いふ 作者の 生成に 關 する r 發生學 的」 解 說を讀 んでゐ る やうな 氣が 

する。 例へば 動物の 發生學 の 書物で 最初の 胚 から 如何なる 徑路 を經て 成熟した 形態にまで 導か 

れ るか を 敎へ られる やうに、 實に 整然とした 有機的 發展の 機構が 掌 を 指す やうに 明示され てゐて 

愉快で ある。 注意深い 讀者 はまた、 これらの 發展 に必耍 であった 色々 の ホルモンが 果して 如何な 

る ものであった かとい ふこと に 就ても 重 耍なヒ ン トを 到る 處に讀 み 取る ことが 出来る であらう。 

「猫」 の 諧謔が 世の 光 を 見て 居た 頃に 其の 蔭に 旣に 「道草」 の 悲痛が その 芽 を 延ばしつ k あつ 
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ていつ に 「記襍 石漱」 


たとい ふ 事實の 解說も 甚だ 面白い。 又 「猫」 や 「草枕」 を その 發生學 的の 意義 を考 へる ことなし 

に 批評し 單に それだけ によって 或は それだけ を 切 離して それで 漱 石の 藝術を 評價 する ことが 如何 

に 不合理で あり 認識不足で あるかと いふ やうな ことな ども、 此 等の 豐隆の 所說 によって 極めて 明 

晰に 指摘され て 居る。 

かう いふ 發生學 的 研究方法 を 精選しながら 著者 は 進んで 「行人」 から 「心」 それから 「明暗」 

へ の 有機的な 段階 を 上って 行き、 最後に 未完成の ま， - に中斷 され 失 はれた その上 部 を 架 構 設計に 

關 する 極めて 的確な 推論 を 試みて ゐる。 此 等の 研究 は 一 方に 於て は 作品の 研究で あると 同時に 又 

一方で は 作者の 人 そのもの、 解剖で あり、 惱 みの 人漱石 がその 最後の モット ー 「則天去私」 に 達 

する 迄の 血のに じむやうな 難行苦行の 記錄 である。 讀 者は此 等の 解說 によって 始めて 漱 石の 作品 

を 正當に 認識す ると 同時に、 此の 著者の 此の 舊師 に對 する 熱愛 を 通じて 漱 石の 人に 親しむ 機會を 

得る であらう と 思 はれる。 

序ながら 豐隆の 「批 評」 が 世の 多くの ジャ ー ナ リスト 批評家と 撰 を 異にする 點は、 それが い 

つも 科學 的と でもい ひたい やうに 分析 的實證 的な ことで ある。 

彼が 何 か をい \ とい ふ 場合に は、 其の 所 說の當 否 は 別と しても 鬼に 角必 す、 何處 が、 如何なる 

理由で、 どうい、 か、 とい ふ 事 を はっきり いふので あり、 いけない とい ふ 場合で も 同様で ある。 ？ 


近年 流行る 新閜雜 誌の 短評な どの やうに、 その 時の 氣分 次第で 漠然と 頭 ごな しにけ なしたり 賞め 

たりす るのと はこの 點で たしかにち がふ やうで ある。 その 證據を 讀者は 著者の 他の 著書と 同じく 

こ の 書から も隨 所に 拾 ひ 出す ことが 出來 るで あらう と 思 ふ。 

豐隆 の漱石 研究 はこの II 曰の 中で 漸く 始まった ばかりで あると 思 はれる。 こ の 際 筆者 は 著者が 徹 

底 的に その 昔の 「あぐら」 を 延長し 擴 張して 事情の 許す 限り その 研究 を 持續し 追究す る こと を 切 

望す る ものである。 (昭和 十 年 六月 十 H、 帝^ 大學 新聞) 
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序自 「集彥 冬」 


「冬 彥 集」 自 序 


大正 九 年の 春 以来、 方々 の 雜誌ゃ 新聞に 寄稿した 小品 感想 錄の類 を 集めた のが 此の 小冊子で あ 

る 0 

いづれ も 病 間 病 餘の隨 筆の やうな ものである。 今にな つて 讀み 返して 見る と、 色々 の 意味から 

取り除きた いのが 大分に ある。 倂 しさう すると 却って 此の 集 を 作る 本來の 意義が なくなる と 思 ふ 

ので、 結局 殆ど 殘ら す採錄 する 事に した。 

此の 集中の 主な もの は、 それ を 公に する 前に、 一度 小 宮豐隆 君に 見て 貰って 批評 を 乞うた。 小 

宮君 はいつ でも 綿密で、 そして 鋭利な、 併し 深い 同情の ある 批評 をして くれた。 此れが 爲に 有益 

な 啓示と 獎勵を 受けた 事 は 一 と 通りで はない。 若し 小宮 君と いふ 後 桐がなかったら、 私 は 恐らく 

此れ だけの もの を すら *1 き 了せ、 又 それ を發 表する だけの 勇氣 はなかった らうと 思 ふ。 私 は 此の 

事 を 此の 凝會 に何處 かで 述べ てお かなければ 氣が濟 まない。 今度 此め 冊子 を 上梓す るに 際して 特 
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に 同 君に 賴んで ェ ピ 。 —グを 書いて 貰った の も 矢張り 同じ 心 持からで ある C 

小 宮君は 又 私が 昔 書いた 小品 を 集めて、 此の 集と 同時に 出す 事 をす、 めて くれる ので、 それ も 

さう する 事に した。 此の 集の 讀 者に とって は、 同じ 著者の 舊作集 も 何等かの 興味が あるか も 知れ 

ない と 思った ので ある。 

集中の 插畫は 矢張り 病餘の 仕事の 一 つと して 描いた もので、 私に とって は、 此れ を 此の 集中に 

收め ると いふ 事 は 極めて 自然な 事の やうな 氣 がする。 繪 としての 巧拙 は 問題に ならない。 同じ 期 

間の 生活の 記錄 として は 集中の 文字と 同じ やうに 私の 眼に 映る からで ある。 此の 插畫を 見て 唐突 

或は 滑稽に 感 する 讀 者に は 唯 寛容 を 祈る 外 はない。 

插繪 のみなら す、 装 幅 一般に 關 して 私の 我儘な 希望 を 容れ、 色々 と 骨 を 折って 下さった 岩波 君 

の 好意に 對 しても 此處で 改めて 御 禮を申 上げて 置き 度い。 

*  *  * 

*  * 

弱い 蘆の 葉が、 强ぃ 嵐に 吹かれて 戰ぐ、 さう して かすかな 音を立てる。 それ を 書き止め たもの 

が 此の 集で ある。 

かすかな 葉 擦れの 音 は、 聞く 人 さま， にち がった 響を傳 へる かも 知れない。 併し 此處 にある 

もの は 唯 蘆の 葉 すれの 昔で ある。 
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序自 「集彥 冬 J 


大正 十 一 年 十一 一月 廿 一 日 
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「藪柑 子 集」 自序 


十餘年 前の 舊作を 集めて、 此の 小冊子 を 出す 事に なった。 r 團栗」 から 「花 物語」 迄の 十 一 篇は、 

いづれ も、 嘗て 雜誌 「ホ トト ギス」 に揭 載され たもので ある。 

「圑 栗」 の 出た のが 明治 卅八年 四月で 、「花 物語」 の 出た のが 四十 一 年 十月であった。 卽ち 私が 

1 一十 八 歳から 三十 一 歳 迄の 三年 間に 書いた ものである。 「花 物語」 を 書いた 翌年の 春、 私 は 西洋へ 

行った。 其 時の 旅行 日記に、 少しば かり 手 を 人れ て、 近頃、 松极 東洋 械 君の 雑誌 「跪 柿」 に 連載 

した ものが 「旅日記」 である。 西洋に 居る 間に、 一 恩 目漱石 先生に 宛て、 書いた 私信の 一部が、 先 

生の 紹介で 東京 朝日 新聞に 揭 載され た。 それ を 今度 岩波 君 を 煩 はして、 探し出して 貰って、 それ 

に 多少の 筆 を 加へ たもの が卷 末の 「先生への 通信」 である。 

其 後、 私 は 十 年 以上、 かう いふ 種類の ものに は、 全く 筆 を 絶って 居た が、 大正 八 年の 暮か. ら、 

胃潰瘍に 罹って、 しばらく 休養し なければ ならない 事に なった。 其の 病 間の 無聊 を 紛らす つもり 
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序自 「集 子 柑鼓」 


で、 昔 親しんだ ペンと 原稿紙に 再び 親しむ やうに なった。 

それで 今度、 此の 一 ニニ 年間に 書いた もの を 集めて 一 冊の 本に して 見たい やうな 氣 がした ので、 

此の 事 を 小 宮豐隆 君に 相談した。 小 宫君は その 企てに 贊 成して くれたと 同時に、 私が 昔 11 曰いた も 

の も、 此 際に 集めて 一 緖に 出す 事を勸 めて くれた。 

明治 四十 三年 頃であった かと 思 ふ。 高 濱虚子 氏が、 私の 舊作を 纏めて 見たら どうか、 と 云って、 

わざく 雜 誌の 切拔を 集めて、 送って くれた 事お あった。 それが、 其 儘 保存して あつたの を 取 出 

して、 久し振りで 讀み 返して 見た。 讀んで 見る と、 自分ながら 氣恥 かしくて、 とても 今更ら しく 

出せない もの、 やうな 氣 がする。 併し 同時に 此んな もの を 書いた 當 時の 追憶の 種と して、 自分に 

は 捨て 難い やうな 氣も する。  ， 

當時私 は 可也 忙 がしい からだであった。 其の 忙 がしい 間の 僅かな 暇 を偷ん では、 よく 千 駄木町 

の 夏 目先 生の 家へ 遊びに 行って 居た。 明治 三十 八 年 正月に、 先生の 「我輩 は 猫で ある」 が 現 はれ 

て、 「ホ トト ギス」 が 新しい 活 氣を帶 びて 來 ると 同時に、 先生の 周圍も 急に 賑やかに なった。 時々 

先生の 家で 寫生文 や 短篇 小 說の持 寄り 會が 催された りした。 さう いふ さ氣に 刺戟され て、 自分 も 

何 かしら 書いて 見た くな つたので あった。 「圑 栗」 の 出た の は、 先生の 「猫」 の 第三 囘と、 「幻の 

盾」 の 現 はれた、 第百號 の增刊 であった。 「花 物語」 の 出た の も、 矢張り 何時かの 增大號 で、 先生 2j 


の 「文鳥」 を 始めと して、 碧 梧桐、 鼠 骨、 彌生 子、 左 千 夫の 創作が 並んで 居た。 

さう いふ もの を 今 取 出して 見て 居る と、 當 時の 先生 を 中心とした 一 つの 世界、 ぞれに 立 交じつ 

て 居た 自分の 生活が ありく 思 ひ 出されて、 又な く 懐かしい。 

併し、 さう いふ 大きな 背景が あつたと いふ 事 は、 此の 集の 讀 者に とって は、 恐らく 何のた より 

にもなら ない 譯 であらう。 若し 何 かになる とすれば、 それ は 例へば 大きな 河の 流れの 傍の 小さな 

水 溜 を 見る 程の 興味 を與 へる だけの 事 かも 知れない。 讀 者の 眼の 前に は、 恐らく 唯一 人の 感傷的 

な 弱々 しい 青年が、 少し 短 か 過ぎて ま はりの 惡ぃ 古で、 何 かしら 物 を 云って 居る 姿が、 ぼんやり 

映る だけ かも 知れない。 

十餘 年の 歲月 を距て \ 見 ると、 今の 此の 私自身の 眼に も、 さう いふ 姿し か 浮んで 來 ない。 此の 

やうな もの を 書いた 靑 年の 私 は、 今の 私に とっても もう 全く 過去の 人で ある。 それで その 青年の 

後 身で ある 今の 私が、 今日 かう した 冊子 を 出版しょう とする 心 持 は、 云 は V 死んだ 親 か 兄弟 かの 

墓石 を 建てよう として 居る と 同じ 心 持で ある。 

さう はいふ もの、、 此の 本 を 纏める 傍で、 近頃 書いた もの を 整理しながら 較べて 見て 居る と、 

爭 はれない もので、 今の 私の 中から、 時々 思 ひがけな く、 昔の 私が 顏を 出す 事が ある。 

さう して、 どうかす ると 私 は、 今の 私の 方が、 却って 本當の 私ではなくて、 此の 集に 出て 居る 
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序自 「集 子薩」 


靑 年の 私の 方が、 純粹の 私で はない かと 思 ふ 事 も ある。 

いづれ にしても、 かう いふ 集 を 公に するとい ふ 事 は、 つまり 自分 を 俎板の 上に のせて、 世間に 

矚 すと いふ 事で ある。 さう して 恥 を 曝して 居る 自分 を、 はたで 冷 かに 見て 居る 第三者の 立場に 自 

分 をお いて 見た 時に、 始めて 私 は 此の 集 を 出す だけの 申譯を 見出す 事が 出来る やうに 思 ふ。 

つまり は、 唯 此れが 一 つの 「記 錄」 になれば よい、 と 思 ふ 迄で ある。 

此の 集の 爲に何 か H ピ 口 ー グの やうな もの を 書いて くれる やうに と小宮 君に 頓ん だ。 今 書いて 

くれたの を 讀んで 見る と、 私の 爲に は餘 りに 結構 過ぎて、 少し 困る やうな 氣 がする。 併し これ は、 

此の 「墓」 の 前に は此上 もない 有難い 手 向 草で なければ ならない。 

此の 集の 装釘 は 自分でした。 矢張り 何 か 插畫の やうな ものが 人れ たかった ので、 此れ も 結局 自 

分で 描いた もの、 內 から、 小宮 君に 選んでも らふ 事に した。 かう いふ 緣 を、 手數 のか、 る 木版 刷 

などに するとい ふの は、 實は餘 りに 思 ひ 上がった ことの やうな 氣も する。 併し、 此れ も 矢張り 同 

じ 「記 錄」 の 一 面と して 見れば、 此の 集に 加へ て も、 甚だしい 不都合 はない やうに も 思 ふ。 

最後に 此の 書 を 出す 事に ついて、 叉 其の 装釘 插畫 等に ついて、 私の 思 ふ 儘 を 容れて 下さった 岩 ぬ * 


波 氏の 好意に 對 して、 此處で 改めて 御禮の 言葉 を 述べ て 置き 度い と 思 ふ 

大正 十二 年 一月 十七 日夜 
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序自 「鏡 華 萬」 


「萬 華 鏡」 自 序 


十 餘年來 色々 の雜 誌に 出して 來 たもの.. 中で、 科學の 畢生 或は 科學に 興味 を もつ 一般 讀 者に 讀 

んで 貰っても い 、と 思 ふ もの を 集めて 此の 一 卷 とする。 古い 方の もの は 自分で も 存在 を 忘れて し 

まって 居た の を 小 林 君が 丹念に 拾 ひ 集めて くれたの である。 さう いふ 古い もの を 今讀み 返して 見 

ると、 第一 文章が まづ く、 內容も 幼稚 だと 思 ふ ものが 少なくない。 此れ は 止む を 得ない 事で ある- 

尤も、 近頃 書いた もの を 今から 十 年後に 見れば 恐らく 矢張り 同様な 感が あるに 相違ない。 かう い 

ふ もの を 上梓して 世に 示す の は 結局 自分の 恥 を 爆す ことで ある。 併し 十 年 前に 書いた もの は 自分 

より 十 年若い 學 生に は 何 かの 參考 になる かも 知れない。 今 書いた もの は 今の 自分と 同じ やうな 道 

を 歩いて 居る 人に は 多少の 共鳴 を 生じる かも 知れない。 叉 多くの 先覺 者に 取っても、 大人が 子供 

の， 文から 時として 或る 示唆 を 得る と 同じ やうな 役目 をつ とめる 可能性が ある 力 も 知わない。 さ 

う 思って 小 林 君の 勸 めに 從 ふこと にす る。 
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其の 時々 に 蚩曰 いた もの を 集めた ので あるから、 同じ やうな 事が 他の 場所で 何度も 繰 返されたり 

して、 通讀の 際に は 煩 はしく 感ぜられる 處が あるが、 此れ も 其 儘に する 外 はない。 

古い 方の 諸篇 では 特に マ ッ ハ や ボア ン カレ ー の 書物から 受けた 影響の 可也 著しい ことに 氣 がつ 

く。 恐らく 厳密な 意味での 自分の 創見な ど は 甚だ 稀薄な もので あらう と 思 はれる。 此れ は 改めて 

斷 つてお く 必要が ある。 

唯 昔 書いた もの 、中に 現 はれて 居る 著者の 夢の やうな 空想のう ちの 或 物で、 其 後の 科學の 進歩 

の 中に いくらか 確め られ 或は 開拓され たと 思 はれる ものが ある。 此れ は 勿論 身勝手な 解釋 から、 

唯 自分 だけに さう 思 はれる だけ かも 知れない。 併し 少なくも さう 思 ふこと が、 敢 へて 恥 を 曝して 

此の 集 を 出す に 就ての 一 つの 機緣 となった ので ある。 

要するに 唯 一 人の 老學 生の 覺 束ない 思索の 日記 斷片 として 見て 賞へば 一 番 間違 ひ はない。 

玩具の 萬 華 鏡 をぐ るく 廻しながら 观 いて 見る と 色々 の 美しい 形 像が 現 はれる。 此の 書の 內 

容の 實體は 畢竟 此の 玩具の 中に 人れ て ある 硝子の 破片と 同様な ものに 過ぎない かも 知れない。 ^ 

し 若し 讀 者の 腦裡に 存在す る 微妙な 反射鏡の 作用に よって、 そこに 何等かの 對照的 系統的な 立派 

な 映像が 出現 すれば 仕 合 はせ である。 さう 思って 書物の 名 を 「萬 華 鏡」 とする。 

昭和 四 年 1 一月 十九 日 
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〔再刊 添へ 書〕 

鐵塔 書院 主人が 元の 古巢の 岩波 書店に 歸る ことにな つたので、 自今 本書の 刊行に 關 する 一 切の 

こと を 岩波 書店に 委ねる ことにした。 內容 は舊の 儘で ある 0 

昭和 十 年 五月 


「現代 日 本文 學 全集」 吉村 冬彦篇 の 序詞 


私 に は 書く 事卽考 へる 事で ある 頭の 中で 考へ た 事 を 紙 へ 書きなら ベ て 見る と つじつまの 合 はぬ 

點ゃ、 穴の 明 いた 箇所が よく 見えて 来る それ を 直して 居る うちに 又 次の 考が 呼び出されて 來る。 

(昭和 六 年 八月) 


序自 「集 彥冬續 J 


「續 冬彥 集」 自 序 


大正 十二 年 以後 約 十 年間に 色々 の 雜誌ゃ 新聞の 爲に 書いた 隨筆を 集めて 「鑌 冬彥 集」 とする こ 

とに した 0 

大正 八 年の 幕に 病氣 になって、 それから 二 年ば かり 靜 養した。 其の 病 間 病餘の 閑に まかせて 書 

いた もの を 大正 十一 年の 末に 纏めた のが 前 集 「冬彥 集」 の內容 である。 大正 十二 年に は 漸く 健康 

を 恢復して、 そろそろ 自分の 專 門の 仕事に 手 を 付け 始めた ところへ、 あの 關東 大震災が 襲って 來 

て、 さう して 折 柄眼覺 めか、 つた 自分の 活力に 新しい 刺戟 を與へ たのであった。 

それで 前 集の 大部分 は靜 寂な 隱遁 生活の 間の 産物であった のに 反して、 今度の 集の 大部分 殊に 

後半 は 可也に 心忙しい 日常の 研究所 生活の 餘 暇に 筆 を 執った ものである。 さう いふ 意味で 前 集の 

著者と 此の 集の 著者と は、 其の 內部 外部の 生活に 於て 可也ち がった 人間で ある。 著者の 年齢から 

云っても 前 集と 此の 集と では 十 年の 差が ある。 さう いふ 差違が どうい ふ 風な 形 をと つて 此 等の 隨 8 


筆に 現 はれて 居る か、 それ は讀 者の 批 刺に 待つ 外 はない。 

校正 をして 居て 氣の 付いた こと は、 前に 一 度 書いた こと をす つかり 忘れて 居て、 後の 他の 表題 

の 下に 繰返して 書いて 居る ことで ある。 若い 時分に 年寄から 同じ 事 を 何遍も 聞かされて 可笑しが 

つた ものであるが、 此頃 では 自分が もう 其の 年寄の 役割に 廻って 若い 人達 を 可笑し がらせて 居る 0 

併し *1 いた ものにまで も、 それが あらう と は 思 ひ 及ばなかった ので ある 0 

前 集に は插畫 として 自分の 油 鎗の色 刷 寫眞を 人れ た。 其 後 健康が 恢復して 忙 がしくなる につれ 

て 鎗筆は 自然に 捨て k しまった。 それで 今度の 集に は寫眞 でも 人れ ようかと 思 立って カメラ を提 

げて 歩いて 見た が、 百 枚に 一 枚も寫 眞 らしい 寫眞 はとれ なかった。 併し 折角 思 立った ことで ある 

し、 寧ろ 失 耽の 記錄 のつ もりで 數枚を 添へ る ことにし たので ある。 併し 考へ て 見る と元來 此の 集 

の 內容の 全部が 結局 は 著者の 失敗の 記錄 に過ぎない かも 知れない ので ある。 

昭和 七 年 五月 二十 火 R 

曙 町に て 
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序自 「禾 t の 怖」 


「； W の 種 1 自序 


大正 九 年頃から、 友人 松极 東洋 城の 主宰す る 俳句 雜誌 ri! 柿」 の卷頭 第一 頁に 、「無題」 とい ふ 

題で、 時々 に 短 かい 卽興的 漫筆 を 載せて 來た。 中頃から 小 宮豐隆 が 仲間 人り をして、 大正 十四 五 

年頃 は豐隆 が專ら 此の 攔を受 持った。 昭和 二 年から は、 豐隆と 自分と が 一 と 月代りに 書く ことに 

なった。 昭和 六 年から は 「曙 町より」 とい ふ 見出しで、 豐隆の 「仙 臺 より」 と、 矢張り 大體 一 と 

月代りに 書いて 來た。 それが だんく に 蓄積して 可な りの 分量に なった。 

今度、 もと 岩波 書店で おなじみの 小山 二 郎君が、 新に 出版業 を はじめる とい ふので、 此の 機會 

に此 等の 短文 を 集めて 小冊子 を、 同 君の 店から 上梓す る やうに しない かとす.^ めら れた。 

元来が、 殆ど 同人雑誌の や、 つな 俳句 雜 誌の 爲に、 極めて 氣 樂に氣 儘に 書き流した ものである。 

原稿の/切に 迫った 催促の 端 書 を 受取って から、 全く 不用意に 机の 前へ 坐って、 それから 大急ぎ 

で 何 か 書く 種を搜 すと いふ やうな 場合 も 多かった。 雜 誌の 讀 者に 讀 ませる とい ふより は、 東洋 狨 
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ゃ豐 隆に讀 ませる つもりで 書いた ものに 過ぎない。 從 つて、 身邊の 些事に 關 する 他愛 もない フィ 8^ 

ロソフ ィ ー レン や、 吾ながら 幼稚な、 或は 厭味な 感傷な どが 主なる 基調 をな して 居る。 一 百 は^ 蚩 曰 

信 集 か、 或は 日記の 斷片の やうな ものに 過ぎない ので ある。 併し、 此れ だけ 集めて 見て、 さう し 

て それ を、 さう いふ 一つの 全體 として 客觀 して 見る と、 其 間に 一人の 人間 を 通して 見た 現代 世相 

の 推移の K 映の やうな もの も 見られる やうで ある。 さう いふ 意味で 讀んで 貰へ る ものなら ば 此 

れを 上梓す るの も 全く 無用で は あるまい と 思った 次第で ある。 

此 等の 短文の 中の 或る もの は、 其 後に 自分の 書いた 「他所 行き」 の隨筆 中に、 少しば かりち 力 

つた 着物 をき て 現 はれて 居る の も ある。 併し、 重複 を 避ける 爲に 此れ を 取 除く とすると、 此の 集 

の 內容の 自然な 推移の 連鎖 を 勝手に 中斷 する ことにな つて、 從 つて 一 つの 忠實 な記錄 としての 此 

の 集の 意味 を 成さぬ ことになるから、 矢張り、 さう いふの も かま はす 殘ら す採錄 して、 實 際の 年 

月 順に 並べる ことにした。 

中には、 ほんの 二三で は あるが、 「無題」 「曙 町より」 と は 別の 攔に 載せた 短文 や II 曰 信が ある。 

比れ も實 質的に は 全く 同じ ものであるから、 他の ものと 一 緒に して 年月の 順に 插人 する ことにし 

た 0  .  . 

大正 十三 年頃の 「無題」 に、 頁の 空白 を 埋める ために 自畫の カット を 人れ たのが ある。 其 中の 


序自 r 種の 柿」 


數葉 を 選んで 此の 集の 景物と する。 此れ も 大正の ジャ， -ナ リズムの 世界の 片隅に 起った、 さ、 や 

かな 一つの 現象の 記錄 とい ふ 外に は 意味 はない。  、 .ー 

此の 書の 讀 者へ sf 願 は、 なるべく 心の 忙しくない、 ゆっくりした 餘裕の ある 時に i 

づ、 間 をお いて 讀んで 貰 ひたいと いふ 事で ある。 (昭和 八 年 六 H) 


93 


棄 てた 一 粒の 柿の 種 

生える も 生えぬ も 

甘い も^い も 

畑の 土の よしあし 

(昭和 ぺ年 


序自 「葉 言と 質 物 J 


「物質と 言葉」 自序 


此の 集 も 前に 同じ 鐵塔 書院から 出した 科 學的隨 筆 集 「萬 華 鏡」 の 繼鑌の やうな ものである。 前 

集が、 少なくも 自分と して は、 意外に 多くの 讀者を 得た のに 勇氣を 得て、 再び 此の 蕪雑なる 漫筆 

を輯錄 して 世間に 途 出す ことにな つた 次第で ある。 厚顔の 誹り は 固より 免れない であらう が、 唯 

若き 科 學の學 徒 並に 一 般の 科學の 友達の 爲に 何等かの 參考 ともなれば 大幸 である。 

卷 中に 一一 一 III 語に 關 する 雜筆を 採錄 したわけ は、 前 集 「萬 華 鏡」 に 載せた 「比較 言語 學に 於け る統 

計 的 研究 法の 可能性に 就て」 と 題す る 小論 文を讀 まれた 讀 者に は 自ら 明かで あらう と 思 はれる。 

附錄に 掲げた 英文の 小論 は 嘗て 雜誌 「思想」 に 出した 「映畫 の 世界 像」 と 題す る ものと 大同 小 

異 であるが、 以太 利の 通俗 科 學雜誌 Seientia  (一九 三 三年 一月 號) に 載せる 爲に、 いくらか 前よ 

り も 科學者 向きに 書き改めた ものである。 英文 は 間違 ひだらけ であらう と 思 ふが、 此の 記事が 英 

誌 Nature に 紹介され たりした ので、 或は 此れ も 此處に 合 はせ て 採錄し ておい た 方が 一 部の 讀 W 


者に 便 {nj であらう と 思って さう したので ある。 

科學の 本質と 其の 使命に 對 する 解釋は 科學者 自身の 中で も區々 である。 さう して 其 等の 一見 相 

容れ ないやうな 色々 の考へ 方！ 4 は、 それ^- 一  面の眞理を含んで居ると思はれる。 併し 餘 りに 狹 

い 一面 的な 考へ方 は往々 却って 科學の 進歩 を 阻害す る やうな 結果になる 恐れが ある。 自分の 此の 

書の 中に 含まれた 色々 の 半面 觀が、 さう いふ 害 ^It を 流す 恐れ も あるか も 知れない が、 併し 又 一方、 

此れと 違った 種類の 偏見の 生す る 害ぶ 母 を 緩和す る爲の 解毒 劑 として 役立つ かも 知れない。 配劑の 

運用に 就て は 一 に 賢明なる 讀 者の！： 斷に期 する 次第で ある。 

昭和 八 年 十月 


〔再刊 添へ ま 

自今 本書 刊行 のこと を 岩波 書店 に 委ねる ことにした。 

昭和 十 年 五月 
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序自 「皿發 蒸」 


「蒸 發皿」 自序 


昨年 「鑌 冬彥 集」 を 出した 頃から 急に 目立って 色々 な 隨筆を II 曰く， 機會が 頻繁に なった やうな 氣 

ォ— ト. B*. リシ -、 

がする。 化學の 方で いふ 自己 觸媒の やうな 作用に よる もの かも 知れない。 さう いふ わけで、 此の 

僅か 一 年ば かりの 間に 書いた ものが 可也の 分量に なって しまった。 敢へ て 自ら 求めた わけで もな 

く 唯" 自然の 成 行に 服從 したので は あるが、 柳 か 調子に 乘り 過ぎた やうで 我れ ながらう しろめい 

た氣 がする。 併し 鬼 も 角 も 從來の 慣例に 從っ て 凡て を 一 と 纏めに して 上梓す る ことにした。 

いつもの やうな 種類の 隨 筆の 外に、 嘗て 岩波 講座 並 に 改造 社 の 俳句 講座に 揭 載した 小論 文 風 の 

もの や、 雜誌 「漉 怖」 に 連載した 「連句 雜俎」 を も 便宜上 合 はせ て 此の 書に 採錄 した。 此 等の 未 

熟な 所見 をなる ベ く 多數の 人に 讀んで 貰つ て、 さう して 批評し 指導して 貰 ひ 度い と 思った からで 

ある。 

泥 溝の 水 を 皿に 一杯 汲み取って それ を蒸發 させる と あとに 僅かな 殘摔 がの こる。 それ を 顯微镜 W 


で囅 いて 見る と、 色々 な もの \ 屑が 現 はれる。 鑛物 植物 動物 それから あらゆる 人間に 親しい もの 

の 微細な 斷片が 見える。 自分が 平生 琪 末な 物事に 就て 隨筆を 書いて 居る の は、 丁度 此の 泥 溝の. K 

を蒸發 皿で 煮つめた その 殘滓 を蟲 眼鏡で 視 いて、 さう して 見えた ものに 就て 傍に ゐる 親しい友達 

に 話して ゐ るのと 何處 かしら 似た ところの ある 仕事の やうに 思 はれる ので、 さう いふ 意味で 此の 

集に 「蒸發 皿」 とい ふ 名前 をつ けて 見た まで ある。 さう いふ 殘 棒の 中の 世界に 就て 更に 多くの 

未見の 友と 談 りたい とい ふの が 此の 蕪 雜な隨 筆 集 を 公に する 動機の 主なる ものである。 誠に？ 顔 

の 謗 を 受け て も 致し かたのない 所業で 單に讀 者の 寬容を 祈 る 次第で ある。 

昭和 八 年 十一月 二十日 
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昨年 「蒸發 皿」 を 上梓して から T 度 殆ど 一 年 目に 次の この 隨筆集 を 纏める ことにな つた。 一 體 

この やうに 澤 山の 隨筆を 書いても い、 もの だか どうかと 疑って 見る こと も ある。 ^し、 自分で 書 

いて 見 度い と 思 ふこと が 自然に 發 生して 來て、 少しの 無理な しに 筆が 執れて、 さう して それ を 書 

くこと を勸 めて くれる 人の ある 間 は、 その 書く ことが 自分の 本来の 仕事の 邪魔に ならす 叉 却つ て 

その 適度な 刺戟と なり 得る 限り、 矢張り くこと を績 けても い 、ではない かと 思ったり してつ い 

うかくと 今日 迄た どって 來た譯 である。 

書名 を 「觸 媒」 としたの は 次の やうな 理由に よるので ある。 

例へば、 水素と 酸素の 混合物 は 常 溫常壓 では 殆ど 全く 化合 しないと 云って よい。 然るに 白金 か 

パ ラ ディウ ム かの 極めて 微細な 粉末 狀 になった もの を この 混合 瓦斯 中に 人れ ると、 それが 媒介と 

なって 所謂 接觸 作用 catalytic  action によつ て 酸素と 水素が 化合し 水 を 生す る。 併し この 金屬 


細 粉 自身 は單に 媒介 者と なる だけで 化合の 結果に は 人 込んで 來 ない。 それで 唯 若干 量の 金屬さ へ 

あれば それだけで 無制限に 酸素 水素の 化合 を 進行させる ことが 出来る。 この場合に はこの 「白金 

黑」 叉 は 「パ ラ ディウ ム黑」 が 所謂 「觸 媒」 となる ので ある。 此れ は單に 一 例で あるが、 この 外 

に 色々 の化學 作用が 色々 の觸媒 によって 誘導され る、 それ を 利用した 色々 の化學 工業が 次第に 進 

展 して 來る やうで ある。 

觸媒は 何も 白金の やうな 贵金屬 と は 限らない。 ニッケルの 粉が 使 はれる こと も あり、 場合によ 

つて は ガラス や 炭の 粉 や 土壤の やうな もので も 觸媒の 用 をつ とめる ことがある。 

自分の 書いて ゐる隨 筆 は 大抵 瑰 末な 日常の 雜 事の 記 錄か 感想であって、 それ 自身に は 云 は ビガ 

ラスの 碎片の やうな もので あらう。 併し、 もし 此 等の 隨 筆の 讀 者の 頭の 中に 二つ 叉 三つの 互に 化 

合すべき もの、 或は 一 つの 分解すべき ものが あって、 それが たまく 手近に 媒介物の ない 爲に化 

合せす、 或は 分解せ すに ゐ ると 云 ふやうな 場合に、 この ガラス 屑が いくらか でも 觸媒の 用に 立つ 

て その 化合な り 分解な り を誘發 する 機緣 になる かも 知れない と 思 はれる ので ある。 さう でな かつ 

たと したら、 この 隨筆 集の 著者 は 此の 書の 存在理由 を 他に 求める 爲に 一 方なら ぬ 困難 を 感じな け 

れ ばなら ないで あらう と 思 はれる。 

昭和 九 年 十 一 月 一 日 秋霖の 夜 
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序自 「板 光螢 J 


「螢 光 板」 自序 


笠 光 板と いふの は 通例 木 板 や 厚紙な どに シァ ン化 白金 バリ アム 或は 硫化 亞紛 などの 粉 を 塗 付け 

たもので、 これに 紫外線 や X 線な どが 當 ると 所謂 螢光 を發 して 光る。 つまり それ 自身で は 眼に 感 

じられ ないやうな 轎射線 を 受けた 時に、 眼に 見える やうな 光を發 するとい ふ 作用 をす るので、 此 

等の 不可視 輻射線の 驗 出に 使 はれる ので ある。 醫 者が X 線で 肺結核 や 胃癌な どの 診斷 をす る 時に 

暗室で 患部 を 透視す る 道具に 使って ゐる あの 四角な 板が それで ある。 

吾 々 が 隨筆を 書いたり する の は 畢竟 何 かしら 吾 々 の 環境の 中に 吾 々を 刺戟して さう い ふ 隨筆を 

か- - せる 原動力の やうな ものが ある、 そのせ ゐ であらう と 思 はれる。 倂 しその 原動力が 何だか は 

隨 筆の 筆者 自身に は 恐らく 實 ははつ きり 意識され てゐ ない 場合が 多いで あら >. つ。 唯 その 不可思議 

な 原動力の 刺戟 を 受け た 結果と し て、 その 筆者 自身 に 固有な 可視 的な 言語 文章が 出現す るので あ 

らう 


同じ X 線が 當 つて も 埜光板 の 物質が 違 へば それの 發す る 可 視 光線 の 色 も 光度 も いろくに 違 ふ。 

それと 同じ やうに、 同じ 環境の 放射す る 同じ 原動力で も それ を 受ける 人の 性情と 經歷 とに よつ 

て みんな 違った 作用 を 生じ、 從っ て 違った 感情 や 思考 を 誘起され るで あらう。 

それで、 隨 筆の 讀者 は、 その 筆者の 所說 そのもの を 考究す るよりも、 その 所說を 通して その 筆 

者の 背後 を 照らした 不可視 射 線が 何で あつたか を驗出 する 事に、 より 多くの 興味 を 見出す こと 

が出來 るで あらう。 さう して 更 に 又 その 同じ 射 線 を 受けた とき に 自分自身 の 發 する 固有 の 埜光 

が 如何なる 色彩と 光度 を呈 する であらう か を實驗 する ことによ つ て、 始めて さう い ふ 種類の 讀 fc 

の 眞の 意義 を 認め る こ とが 出來 るの ではない かと 思 はれる。 

以上が この 隨筆集 を 試みに 「蝥光 板」 と 名 づけて 見た 所以で ある。 恐らく 附會の 謗 を 免 かれ 難 

いで あらう と 思 はれる。 

前の 隨筆集 「蒸 發皿」 並に 「觸 媒」 共に その 装幀に 關 する 著者の 意匠の 一 切を實 現させる 面倒 

な 仕事の 遂行に 藤 原 千尋 君 を 煩 はし、 同 君の 熱心で 周到な 助力に よって 自分の 希望 通り の もの を 

作り上げる こと が 出来た、 それで 今度 も 矢張り 同じ 藤 Ig 君に 御 願 ひして 萬 端 の 手順 を搬ん で 頂く 

ことにし たので ある。 玆に同 君の 好意 を 深謝す る 次第で ある。 

昭和 十 年 六月 中旬 
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文 序 「かづ しりと ひ」 志尙 谷祌 


神 谷尙志 「ひとり しづ か」 序文 


世捨 人の 歌 も 面白くな い. こと はない。 また 專門 的に 歌 を 作って 居る 所謂 歌人の 歌 も 決してつ ま 

らな いと 思 はない。 ^し忙 がしい 世の中の 責務に 携 はって 活動して 居る 人の 歌に は 自らち がった 

味が ある。 

此の 歌集の 著者 は國 家の 官吏で ある。 魚の 卵 を 研究して 居る 動物 學者 である。 併し 官吏で あり 

畢者 で ある 事は此 人の 歌人で あ る 事. を 妨げな い。 のみなら す 却って 此 人の 歌の 境地， に 獨特な 領域 

を 嵐ハへ て 居る。 

汲み上げた 海水の 數滴 を顯微 鏡で 撿査 し、 其 中に 浮游す る 生命の 胚子の 數 をが ぞへ ると いふ や 

うな 仕事 其れ 自身が 旣に 詩で あり 歌で ある。 しかも 其の 小さな 卵の 生命の 不可思議な 展開 を 追究 

する 人の 眼前に は、 常人の 眼に 見えな い 宇宙と 自然の 驚異と 歎美 の 世界が 開かれなければ ならな 

い。 さう いふ 人の 歌に は それだけの 反映がない 譯 はない。 
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此の 作者の 職務 は 此人を さまぐな 自然の 境地に 導く。 離れ 小島の 實驗窒 に 起き伏して 晴雨計 

寒暖計の 讀み 取り をす る 時 も ある。 漁船に 乘 つて 陸地 も 見えぬ 沖の 唯 中に 一夜 を 明かす 事 も ある 

だら う。 時には 叉 深い 山奥の 湖畔に 沈 默の幾 月 か を 達る 事 も ある だら う。 さう して 其れ は 多くの 

歌よ む 人の やうに、 歌よ む 爲ゃ單 なる 遊 樂の爲 ではなくて 露 劍な此 人の 仕事で あり 生活で ある。 

かう いふ 「環境」 と、 多感な 「心」 とが 接觸 した 時に そこに 「歌」 が 生れ 出る のに 不思議 はな 

い。 さう して 生れた 其の 歌に r 眞實」 が 含まれて 居ない 答がない。 

歌の 詞ゃ 技巧 は 私に は 分らない。 併し 此の ー篇の 歌集 を 讀んだ 時に、 私 は 此の 作者の 生活の 一 

部 を r 體驗」 する 事が 出来た。 作者の 閲歷ゃ 日常生活 について 殆ど 何等の 豫備 知識 を 持た なかつ 

た 私 は、 此の ー篇を 讀んで 居る 內に 何とい ふ 事な しに 永い 前から 知り合った 友達の 自敍傳 を讀ん 

で 居る やうな 氣 がした。 さう いふ ものが 本當の 歌で 有り得ないならば、 歌と. いふ もの は 私に は 何 

の交涉 もない 遊戲に 過ぎな い。 

歌の 表面に あら はれた 處 から 見る と 作者 は 一 面に 於て 不幸な 人の やうに 見える。 併し 私 はさう 

思 はない。 寧ろ 最も 幸福な 人々 の 一 人で あると 思 ふ。 此れ だけの 「歌の 世界」 を 有って 其 中に 活 

きて 行く とい ふ 事 は、 矢張り 一 つの 天惠 でない だら うか。 

大正 十二 年 八月 六 E  . 
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文 序 版 再 「嶽 母駔 J 郞太 祿溪百 


百溪 祿太郞 「祖母 嶽」 再阪 序文 


百 溪君は 東京 帝 國大學 で實驗 物理 學を 修め 卒業後 は 世界的に 信用の ある 獨 逸の 電氣 器械 製作 會 

社シ ー メンス . シュ ッ ゲルト 社の 東京 支店 員と なり、 今日で はもう 可な りに 古參の 方で あらう と 一 

思 はれる。 

物理 學者 であり 同時に 會 社員で あると ころの 百溪 君が 又 同時に 「祖母 嶽」 の 著者で あると いふ 

こと は 一 寸考へ ると 不思議な ことの やうに も 思 はれる。 理解の ない 世間から 概念的に 想像せられ 

る 物理 學 者なる もの は、 恐らく 唯 生命の ない 物質と 其の H ネル ギ ー の數 理的關 係に のみ 沒頭 する " 

仙人の やうな ものである かもしれ ない。 一方で 又、 獨逸 電機 會 社の 店員と 云/ば、 ハイカラで 如 

才力なくて、 さう して 營 利に 拔 目の ない 世間 人で あるら しう 思 はれる かもしれ ない。 此の 甚だし 

く對 ffi 的に 見える 二つの 肩 *1 が 一 人の 百溪 君に 於て 完全に 融和して 居る と 云 ふ 事 實は同 君が 「祖 

母德」 の 著者で あると いふ ことによって 十分に 說 明され る やうに 私に は S はに る。  2 一 


自然 化學に 志す 人々 にも 色々 の 種類が ある。 併し 科學の 研究へ 吾々 を 導く 本當の 至純な 動機 は 

母なる 自然に 對 する 敬虔なる 愛情で なければ ならない と 私 は 思 ふ ものである。 此の 純粹な 動機 以 

外の 動機で 科學を 修める ので は 本當の 意味で の科學 者に なり 得る かどう か 私に は 疑 はしい" 

此の 百溪 君の 著書 を繙く ほどの 人 は 此の 著者の 故山の 山川に 對 する 愛着の 情と 溫 かさ を、 繰り 

開ける 頁と 頁との 間から 讀み 取る ことが 出来る であらう。 さう して 此の 著者が 其の 若き 日に 於て 

志 を 自然 科學 の 研究に 打ち 樹 てた ことの 自然 さ を 容易に 諒解す る こ とが 出来る であらう と 思 ふ。 

^し 又 其れと 同時に、 此の やうに 故國の 山に 對 して さへ も 恰も 慈 eS: に對 する 如き 愛着 を感， f る ほ 

どの 人が、 唯 徒らに 研究室の 一 隅に 立籠り、 人 を 忘れ 世 を 忘れて 枯木の 如き 一 生涯 を 達る であら 

うとい ふこと は 想像し難い ことの やうに 私に は 思 はれる ので ある。 かう いふ 風に 考へ て來 ると 此 

の 著者の 現在の 地位 は眞に 所謂 適材の 適所であって、 さう して 此の 「鼠 母嶽」 は その 事 實を證 明 

する 證據 物件と も 見られる やうな 氣 がする ので ある。 

併し 此れ は 著者と 同學の 一老 學究 たる 私の 非常識なる 世迷言に 過ぎない かも 知れない。 それ は 

鬼 も 角 も、 此の 西 海の 靈 山に 關 する 眞 面目な 周到な 研究の 成果が 山岳 研究家に も鄕土 研究家に も 

叉 一 般の讀 者に とっても 有益に して 興味 ある 侶伴と なる であらう とい ふ 事 は 疑ふ餘 地の ない こと 

であらう。 
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十數 年の 昔 大學の 物理 敎窒で 物理 學實驗 法の 手 ほどきに 御 相手をして 以來 馴染の 深い 此の 著者 

の爲に 4- 此の 甚だ 拙ない 紹介の 言葉 を 綴る こと は 私の 大きなる 喜びで あるが、 併し 叉 此の 書の 讀 

者に 對 して は 徒らに 無用の 蕪詞を 列ね て 淸鑑を 汚した こと を 陳謝し なければ ならない やうに 思 ふ 

ので ある。 

昭和 七 年 一 一月  一 n; 


土 井 八 枝 「土 佐の 方言 一 序文 


方言 とい ふ ものが 成立す るに は 特異な 民族の 永い 歷史と 特異な 自然の 廣ぃ 背景と が 必要で ある。 

さう して 出来上がった 方言の 體 系の 中には それ 等の 歷史ゃ 自然の 耍 素が 細かく 織り込まれ 藏 され 

て 居る。 從 つて 一 つの 地方の 方言 を 詳しく 分析 的に 研究 すれば その 中から その 地方の 過去の 歷史 ， 

と 自然に 關 して 人間の 書いた 記錄 などに は 誌して ないやうな 色々 な 事 實を發 見し 得られる 可能性 

が ある。 もとより さう いふ 研究 は 中々 容易な ことで はない ので、 一朝一夕に は 出来る 箸の もので 

はない が、 併し さう した 研究の 資料と なる ベ き 方言 そのもの を 忠實に 鬼 集し 整理して おきさ へ す 

れば、 いっか はさう いふ 研究の 進められる 日が 來る であらう と 期待す る ことが 出来る。 

かう いふ 意味から でも 土 佐の 方言 は 極めて 獨 自な價 做が ある もので はない かと 思 はれる。 土 佐 

の國は 昔から 都と は 勿論 他 地方との 交通が 不便であった 爲に 地理 的從 つて 歷 史的に 一 種の 離れ島 

の やうな 獨 立な 單 位と しての 存在 を持續 して 來た。 さう した 封鎖の 鐵 型の 中へ 時々 稀に 中央 都市 
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文 序 「言 方の 佐 土」 枝/人 井土 


から 派遣され た 行政官 や 或は 配流の 爲に途 られた 高貴の 人達が 訪れて、 さう して その 當 時の 日本 

の 最高 文化の 片鱗 を 輸入した こと もあった やうに 思 はれる。 さう いふ 譯で あるから 土 佐 方言の 巾- 

に は 極めて 古い 昔から 保存され た 原始 民族の 言葉 や、  各 時代に 於け る 中央 都市の 支配階級の 言語 

や、 さう した 色々 の 系統 を 異にする 要素が 人 亂れて 居て、 しかも 交通の 流れに 攪き亂 される こと 

なしに 持ち 傅 へられて ゐ ると いふ 可能性が 多分に あるので はない かと 思 はれる。 

併し、 この 特異な 土 佐 方言の 中で も、 明治 以来 次第に 使用の 頻度の 減じて 行く もの k あるのに 

氣 がっく、 吾々 の 少年 時代に 旣に 老人 だけし か 使はなかった やうな 言葉 はもう 今の 土 佐の 少年に 

は 殆ど 不可能な 古典語に なって しまつ てゐ るので あらう と 想像され る。 

今年の 秋に は 土 佐から 德島ゃ 高 松へ 鐵 道が 開通す る さう である。 かう して 地理 的 封鎖の 關 門が 

開放され \ ぱ、 方言の 記錄 保存 は此際 一層の 急務と なる であらう。 恰度 この 時機に 土 井 失 人の， 

「土 佐の 方言」 の 上梓され るの は 喜ばしい 次第で ある。 著者 は 自分と 同 鄕の土 佐に 生れ 土 佐で 育 

ち、 明治 以前に 生れた 老人 達が 未だ 活躍して ゐた 時代の 南國の 空氣に はぐ、 まれて 來た 人で ある。 

さう して、 後に は 永く 他鄕の 人となり、 他國の 言葉と 比較す る ことによって 土 佐 方言の 特異性 を 

確實に 認識す る ことの 出来る 地位に 立って ゐる。 さう いふ 點か らも 土 佐 方言 i 集に は 最も 適した 

資格 を 具へ てゐ ると 思 はれる。 
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自分 も 土 佐 方言の 宽 集に 與味を もって 多少の 資料 を 集めて はゐ たが、 今度 土 井 夫人の 草稿 を 一 

覽 して 見る と 自分 等 到底 思 ひ 出せなかった やうな 言葉が 澤 山に 集められて ゐ るので、 その 記憶の 

よさと 集輯の 綿密 さとに 驚いた 次第で ある。 これ はつ まり 夫人が これ 等の 方言の 中に 織り込まれ 

た鄕 土の 歷史と 自然の 背景へ の 深い 愛着 を もって 居られる からで あらう と 思 はれる ので ある。 

かう 云って は 非 禮に當 るか も 知れない が、 方言の 蒐集 整理に は 或は 男子より 婦人の 方が より 多 

く 適任で はない かとい ふこと を、 この 眼前の 方 一一 illl 集 を 見て ゐる うちに 考へ させられた のであった。 

一 つに は 婦人の 綿密 さとい ふこと も あるが、 もう 一 つ 重要な こと は 言語の 語感と でも 云った やう 

な 感覺が 一 般に 特に 婦人に 於て 鋭敏ら しく 思 はれる ことで ある。 

こ の 方言 集の 價値を 著しく 增す ものと 思 はれる 各 語の 用例 を 讀んで 行く と、 土 佐 言葉の 生ま 生 

ましい 語感と 云った やうな ものが 耳元に 高く 鳴り響く やうな 氣 がする の であるが、 かう した 語感 

の 鋭敏 さが 著者の 記憶 を 保持す る 原動力と なり、 叉 その 記憶 を 呼び 起す 警鈴 として 役立った ので 

はない かとい ふ氣 がする ので ある。 

自分 は 方 曾の 舉 問に 關 して は元來 何等の 知識 もない の で、 本書に 序文な ど 、 いふ もの を 書く 資 

格 は 全然ない ので あるが、 著者の 令兄が 自分の 同 鄕同學 の先辈 であり、 令姊は 少年 時代の 唱歌の 

先生であった とい ふことの 外に、 近頃 信 州の 避暑地で 御 近付に なった とい ふそれ だけの 緣 故から、 
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文 序 「言 方の 佐 土」 枝 八 井土 


更に 叉 最初の 纏まった 土 佐 方言 集の 上梓に 對 する 土 佐 人と しての 喜びから、 潜 越と は 思 ひながら 

需 めら る、 ま，^ に 無用の 文字 を 並べた 次第で ある。 

昭和 十 年 三月 末日 
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推 


I 


「普及版 漱石 全集」 


優れた 作品で あれば 誰でも 先づ其 中に 自分の 世界の 反映 を 見出す、 さう して その 世界に 隣る 今 

迄. ら なかった 世界 を敎 へられ、 いっか 自分の 世界が その 方へ 擴 がって 行く のに 氣 がっく。 場合 

によると その 新しい 世界が 存外 醜く きたない 事 も ある。 併し 先生の 作品の 示現す る 世界に は、 如 

何なる 他の 作者 もが、 如何なる 讀 者に でも 嘗て 示さなかった 異常な 美し さが 輝いて 居る。 そして 

その美し さは 疲れ 朽ちた 人々 の 心に 光と 力 を與へ るで あらう と 思 ふ。 (昭和 三年 二月) 


「子 規 全 集」 


子規と 言へば、 あの 情 熟 的な 併し 鋭い 大きな 眼 玉と、 あの 頃の ホトト ギスを 中心とした 俳壇が 

生氣に 溢れて ゐ たこと を 思 ひ 出します。 子規 は 半分 腐れた からだ を 引きす りながら、 俳壇の みな 

ら す 詩歌 壇 の 上で 鬪 ひました。 

子規 は 俳人と して は 非常に 頭の い、 人で あつたと 思 はれます" - 次に 來 るべ きもの を ちゃんと 摑 

んでゐ たと ころが 偉い と 思 ひます。 當時 和歌で は來 るべき 萬 葉 時代、 俳句で は來 るべき 燕 村 時代 

の 先導者であった 子規が、 若し 現存して ゐる ものと しましたら、 燕 村の 次に 来るべき ものと して 

芭蕉 を 捕へ たに 相 遠ない とい ふ氣 がします。 

子規 その 人に 就て は、 ：复 目先 生に 紹介され て 以来 度々 病 依を％ "ねた こと も あり、 いろ/ \> 忘れ 

，い 印象 もあります が、 鬼 も も 私の 今迄 食った 人の 中で も 最も 偉い と 思 ふ 人の 一 人であります- 

(昭和 四 年) 
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矢 島 祐利著 「科學 者と 利 學」 


現代 文化の 先頭に 立つ 自然 科學を 其の 眞實の 姿に 於て 正確に 把握し 得る 爲に は、 其の 成立の 歴 

史を 知る ことが 必要で ある。 それに は 此の 建設に 參 加した 主要な 科學 者の 科學 的 業績 のみなら す 

其の 生きた 人間と しての 生活と 其の 背景 を 知る ことが 重要で ある。 此の 書 はギ ルバ ー ト ガリ レ — 

の 昔から ケルヴ イン、 マックス エルの 現代に 到る 迄、 科學 史上に 辉 いた 十五の 明星の、 其の 人間 

としての 生活と 其の 業績との 交流 を實證 的な 立場から 如實に 描かん とした ものである。 從來此 種 

の 書籍 も數多 あるが、 かう いふ 立場から 書かれた もの は 類例に 乏しい。 從來の 書の 或る もの は 科 

學的 業績の 型錄 であり、 叉 或る もの は M 人崇拜 の 色眼鏡から 靦 いた 鍍金の 偶像の 描寫 である。 併 

し、 物理 學者 であり 同時に 哲擧 者で あり 思想家で ある 著者の 此の 書 は その いづれ でもない。 此處 

では 一人 一 人の 學 者の 普通の 人間と しての 生活と それに 絢 交ぜられた 業績との 交流が 人間界の 現 

象と して スクリ ー ンの 上に 映寫 され、 批評と 讚美と は それ は 主として 讀 者に 任 かせられて ある。 " 


しかも、 新時代の 签 氣の 中に 生きて 居る 著者の 映 寫の樣 式に は 自ら 現代的な 新鮮 味を帶 びて、 此 

點 でも 在来の 列 傳體の ものと は 選 を 異にする やうで ある。 科 擧の學 徒の みならす、 廣く 現代の 文 

化と 思想に 興味 を 有する 一 般讀 者に 敢へ て 此の 書 を 薦める 所以で ある。 引用され た 多數の 文献 は 

多くの 讀 者に *1 貝 重な 资料 となる であらう。 (昭和 五 年 六 tc) 
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「ギ リシ ァ. ラテ ン 講座」 


希臘 人の 書いた もの を 讀んで 居る ときに 時々 考へ させられる ことがある。 それ は 人間と いふ も 

の は 僅か 一 一千 年 位た つたので は 一 向 利口に ならない もの だとい ふ 感じで ある。 實際 昔の ギリ シ ァ 

人 は 凡そ 人間の 考へ る だけの 事 は みんな 考へ てし まひ、 する 事 は みんなして しまったの ではない 

かとい ふ氣 がする。 今の 吾々 が 一大 創見の やうな つもりで 云ったり 書いたり する 事 も、 二 千年 前 

の ギリシアの 誰か、 e、 少しち がった 言葉で は あるが もう 疾 にちやん と 云って あると いふ 氣 がする- 

尤も ギリシアの 昔に ラヂォ や 飛行機 は 確かになかった。 しかし 吾々 が ラヂォ や 飛行機 に對 して 感 

じたり 考 へたり、 述べたり、 論じたり する 事 は、 少しち がった 言葉で、 もう 疾に ギリシア 人が 云 

つ て 居る ので あらう とい ふ氣 がする。 それから 例 へ ば 私の 關 係して 居る 地震 學ゃ 地球 物理 學の方 

推 などで 一寸 斬新な 舉說と 思 はれる やうな もので も、 よく. （- 見る とそれ はァ リスト テレス 或は 其 

0 以前の 誰かの 述べた 說が、 少しば かり モグ ー ンな 流行の ォ— バ ー を 羽織って 現 はれた の だとい ふ 
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風に 感ぜられる 事 も ある。 

それから 又、 昔の ギリシア 人の 間に 流行して 居た 人間の 色々 の 痴愚 性の 表現と 寸分ち が はぬ 痴 

愚 性の 表現 を、 一 一十 世紀の 自分 等が そっくり 其の ま 、 に 表現して 居る こと を發 見して 奇妙に 滑稽 

に 叉 情なく も 感じる ことがある。 

かう いふ 意味 だ けからで も希躐 古典 の 研究 は 强く 吾 々 を 1^1 惑す る。 

其 他に も 希 職の 文化と 東洋の 文化との 交涉 とい ふやうな 問題の 彼岸に 想像され る 未知の 沃土が 

吾々 を 手招ぎ する。 

いっか 西洋の 子供の 讀む c 1 マ 史の鎗 本 を 見て 居た ときに、 當 時の 主 都の 堂々 たる 建築 群の 想 

定畫を 見ながら、 此れと 同時代の 東洋 日本 國の狀 態が どんなであった かと 考へ て 見た ときに 愕然 

として 驚いて しまった ことがある。 さう して 此れ程の 大きな 文化の 「傾 度」 が 存在して 居る 處 

に、 どうして 此れに 應 する 一流 動」 が 行 はれなかった かとい ふ 疑問 を 抱かない 譯には ゆかな かつ 

た。 此れ も。 ー マ 文化に 對 する 私の 興味 を 喚起した 一 つの 經驗 であった。 

新しい ものが 古くな つた 時に 別の 新しい もの 、種子 を 供給す る もの は、 いつでも 最も 古い もの 

の. 內 のどれ かで ある。 かう いふ 意味で 古典の 研究 は 何時の 時代で も 新鮮で あり 尖端 的で あり 得る 

と 思 ふので ある。 最新の 思想の 學說を 忠實に 丸 に邀 奉す る だけの 人々 に は 古典 は 不必要で ある 
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が、 次に 來 るべ き 新 學說の 新 思想の 创始 者に は 古典 は 常に 盡 きざる 啓示の 源泉で ある。 例 へ ば最 

近 物理 學の 前衞に 立つ ド . ブ & 1 ィ ー が 或 時 は心靜 かに ル クレ チウ スを繊 いて 此の 泉 を 飲んで 居 

るら しい 形跡 を 彼 の 著 II 曰 の 中に 認め る 事が 出來 るので ある。  . 

此んな 事 を 常々 考へ て 居た だけに 私 は 今度の 古典 講座の 企てに 封して 特別の 甚 びを感 する。 私 

は 此れに よって 日本人が 從來の やうに 西洋人の 眼鏡 を 通して 1- なく 日本人 自身の 活 きた 服 を 通し 

て 希 臘羅馬 を 窺 ひ 見て、 さう して 日本人 自身 の 新しい 思想 學說を 生み出す 爲の 最初 の 機 緣が與 へ 

られ るで あらう こと を 希望して 止まない もの である。 (： 昭和 六 年 1:=-:.) 


奧 村鶴吉 編-野 ロ英 世」 


「野 ロ英 世」 を 讀んで 此の 非凡な 舉 者の 非凡な 精力、 強固な 意志、 何物 を も犧牲 にして 惜しま 

ない 火焰の 如き 向上心に 驚嘆し ない 人 はないで あらう が、 一 つに は 又隨分 運の 好い人で あつたと 

思 はれる。 云ひ換 へる と、 機會を 躍む に敏 であると 同時に、 一度 搁ま へた 運 を 決して 取り逃がさ 

ない 粘り 强さを 兼ね 備へ て 居た ので ある。 もう 一 つ 驚かされる こと は、 普通の 人が すれば 一 遍で 

人から 愛想 を つかされる であらう と 思 はれる やうな こ と を 何遍 繰 返 へして も 何時 迄 も見捨 て. f に 

後援 を 惜しまない 良師 友 を 有って 居た ことで ある。 恐らく 傳 記に 現 はれた 表面の 事 實を讀 んだだ 

けで は 分らない やうな 人 を ひきつける 美點を もった 人であった らうと 想像され る。 

兎も角も 近頃 讀んだ 本の 中で も 最も 面白い 本で あり、 大抵の 面白い 小説よりも もっと 面白い 小 

說 的な もの を も 多分に 提供す る 書物で ある。 (昭和 八 年 九月」 
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安倍 能 成 著 - ギリシャと ス カン ディナ ヴ ィァ」 


紀行文に も 色々 ある。 べデカ ー や 新聞 雜 誌の 切 拔 きを 綴 合 はせ たやうな もので、 それで ゐて或 

意味で は 有益な 紀行 も あり 得る であらう。 併し 此の 著者の 紀行 は 其れと は 全然 種類の ちがった も 

ので ある。 著者 は その 親しくお とづれ た國々 の 風土と 人間と を 自分の 眼で 見、 自分の 耳で 聽 くの 

みならす、 鼻で g< ぎ、 舌で 味 は ひ、 兩 手で 愛撫した 生ま/ \ しい 感覺 の體驗 を 偽る ところ なく 物 

語って 居る ので ある。 其 故に 讀者も 亦、 自ら 其 等の 國 土の 匂 を 嗅ぎ 其國の 老幼 男女と 手 を 握る や 

うな 心 持が する であらう。 著者の 行文 は 何等 奇を 弄する ことなくして 流麗で あり 其の 觀察は 街 ふ 

ことなくして 獨創 的で ある。 冷靜 なる 哲學と 至醇な る 情熱 を 併 せ 得た 此の 著者 の 旅行記 を 此の 秋 

の靜 夜の 讀物 として 我が 讀書界 に 送出す こと を 得た の は 吾々 の 喜びで ある。 (昭和 九 年 二  H0 


藤 E 太郎 個人展 覽會 


藤 田太郞 君の 綺は 明るい 繪 である。 南國の 明るい 空の 光に 照らされた 風物の 色彩が 色彩 畫家藤 

田 君の 畫 家の 眼 を 通過す ると それが 一 旦 スペクトルの 無 51^ で 純粹な 色に 籂ひ 分けられる。 それが 

藤 田 君の ブラシの 失 端から 迸し つて 畫 布の 上に 投射され て さう して 藤 田 君の 綺が 生れる。 さう し 

て 生れた 畫 布の 上の 色彩 は觀賞 者の 眼 を 通過 するとき に 再び 混交して そこに 活 きた 南 國の 風物 を 

活動 させ その 雰圍氣 を搖. S{ させる。 そこに 藤 田 君の 输の テク 一一 —クの 祕密が ある。 尤も 此 種の テ 

ク 二 ー クは それ 自身 全く 新し いもので はないで あらう が、 その テク 一一 —ク がその 畫 家の 獨特の 風 

格と 抱きして 一 つの オリ ヂナル な 世界 を 創造 するとき に はじめて その 債 値を發 揮す るので ある。 

藤 田 君の 繪は 强烈な 色彩 を驅 使して ゐ ながら 少しも 輕 浮の 相 を 現 はさない、 寧ろ 一 種 重厚に して 

沈思 的な 氣持を 漂 はせ てゐる やうな 氣 がする。 さう して 畫 布の 上に 現 はされ た 物象の 奥に 動いて 

ゐる 不思議な 南 W の. nin 夢と でも 云った やうな もの を 想像させる 或る ものが ある。 
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薦推 


私 は 平素から 藤 田 君の 繪を 理解し 親愛す る 人が もう 少し 多數 にあつ て もよ く はない かと 思って 

ゐる ものである。 敢へ て 柄に もない 推薦の 辭を辍 つた 听以 である。 (昭和 十： ゃヒ HO 
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普及 講座 「防災 科學」 


昔の 人 は 色々 な 天災 を 免 かれる 爲に 天神地祇 を 祭った。 不可 抗な 自然の 力 を 超自然の 力で 制御 

しょうと したので ある。 現代で は 自然 そのもの を 研究す る 自然 科學の 知識に よって さう した 災害 

を豫 報し 或は 輕減 する 方法 を講 する 道が 段々 開けて 來 た。 謂 は 2- 昔の 祭官ゃ 巫術 師の 仕事が 今の 

科學 者の 手に 渡った 譯 である。 併し 一 般 的な 自然の 災害 を輕 減す るに は 防災 科學の 知識が 國民 一 

般の 間に 普及して 居なければ 折角の 科學が 何の 役に も 立たない。 さう した 見地から 私 は 今度 刊行 

される 「防災 科學」 がなる ベく 廣く 多くの 人に 讀 まれ 利用され る こと を 希望す る 次第で ある。 

(昭和 十 年 三月) 
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薦 


「ゲ ，1 テ 全集」 


現代 は 人間の 智惠の 分化 時代 分裂 時代で ある。 哲學科學藝術等それ-^ の分野に働く人々 は、 

バべ ルの 塔の 工人 達の やうに お 互の 言葉が 通じ なくなって しまって ゐる。 併し 離れぐ の 智惠が 

一 つに 綜合され る 時代 もい つか は來 るで あらう。 さう した 未來の 建設に 志す 人々 は 前世紀の 綜合 

者ゲ ー テの 全貌 を さう した 見地から 再吟味す る ことに 深い 興味と 意義 を 見出す であらう。 私 はこ 

の 意味で ゲ —テ 全集の 刊行 を 喜ぶ ものである。 (： 昭和 十 年へ =:) 
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「決定版 漱石 全集」 


著者 の 死後 餘り 年月 を經た ない うちに 纏められた 全集に は、 どうしても 色々 な點で 遺漏が あ る 

の はやむ を 得ない 事で ある。 意外な 場所に 隱れた 遺稿が 發 見され る 確率 は 時間の 函數 である。 書 

簡 などの 中に も それが 發 表される 爲には 一 定の時 效の經 過 を 要する ものが あるので ある。 また そ 

れ かと 言って 餘り 長い 年月が 經 つてし まった 後で は 或る 種類の 资料は 最早 や 永遠に 失 はれて しま 

ふで あらう。 かう いふ 點 から 考 へて 今度の 漱石 全集 は 編輯 者 の 最善の 努力に よって 最も 完璧 に 近 

いものになる であらう と い ふ 事 を 私 は llIE じて うたが はない ものである。 へ 昭和 十： 牛 十 ほ：) 


128 


應 

問 


I 


「自分の 環 境」 


小生 は 所謂べ シ ミ ス トと いふ 者です か、 自分の 環境に ついて 不平 不滿 はいくら でもあります が 

何 一 つ 人に 自慢す る氣 になれ る 者はありません。 西洋に 居た 時で も 西洋人に 對 して 國 自慢 をす る 

日本人に は 閉口し ました。 現在で も、 人が 自分の 鄕 里の 自慢 をす るの を 聞いて ゐ ると、 どうも 不 

愉快です。 强 ひて 何かない かと 云 はれ k ば 高等 學校 時代から 夏 目先 生の 門に 出 人して 先生から 色 

色の 御 かげ を 蒙った とい ふ 事 だけ はなんだ か 自慢した くなる 事がないで はありません、 尤も これ 

は 御 尋ねの 範圍外 かも 知れません。 (大正 八 年 三月、 澀柿) 


「名士の 書 架， 


W.  N.  P.  13arbel】lon.  "The  Jouinal  of  a  ciseij/siuted  JVIan. 

<  、、  -  -、  Enjoy  Ills-  1^  i な ^IJ)：  Other  IJiteral-y  Remains. 

(大正 十一 年 十一 H:、 解放) 
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「最近 の 讀 書感」 


近頃 は餘り 落着いて 讀書 する やうな 餘裕 がない ので、 從っ て 何も 申 上げる 程の 感想 も ありませ 

ん。 讀み 度い 本なら いくらでも あるが、 何時に なったら それが 讀 める のか 全く 見當 がっきません。 

ざ わくして 居る 時に 比較的 落着いた 氣 持で 本のよ める の は 電車の 中位の もの かも 知れません。 

電車の 中に 居る 間 だけ は 他の 用事 は 持上がら ないし、 來 客の 訪問ない から。 I '尤も それに は 可 

也 廻り 道 をしたり 乘り 越し をしたり して、 い つ でも 終點 から 乘り 込んで 腰 を かける 算段 をし なけ 

れば 駄目の やうです。 —— ■ 「 圓太 郞」 はどう も あんまり 震動が ひど 過ぎて 本は讀 めない。 無 浬に 

讀んで 居る と 頭の 中 迄 ゆりこ はされ さうな 氣 がする ので 困ります。 

(大正 十三 年 四 H: 四日、 帝 國大學 新聞) 

間 
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「旅 • 讀 書」 


夏の 旅行 は 思 ひ 切り 暑い 目に 逢 ふ 事が 本質的で ある。 涼しい 夏ば かり 追つ て あるく ので は 夏の 

旅の 味 は 分り さう もない。 

夏の 讀書は 概して 能率が 惡ぃ。 夏は讀 書より は 書き もの、 調べ もの、 方が 工合が い、。 興味の 

ある 調べ もの は 暑さ を 忘れさせる 效が ある。 

夏の 讀 物と 稱 して、 新聞 ゃ雜 誌に 毎年 毎年、 判で おした やうに 同じ やうな 記事が、 きまった や 

うに 出る。 表題 を 見る だけで も 暑苦しい。 少し は 新しい 考 があって もよ ささうな ものである。 

(大正 十三 年 八月 十日、 東京 朝日 新聞) 
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「最近 讀んだ 日本の 良書 愚 書 一 


「西 鶴 諸 國咄」 を 讀んで 居たら 「八 疊 敷の 蓮の 葉」 の 話が ある. - 嗟 峨の和 尙が信 長に 此の 蓮の 

話 をして r 此 葉の 上に 晝寢 して 涼む 人が ある」 と 云ったら 信 長が 笑って しまった。 そこで 和尙が 

信 長 は 天下 をし る 器で ない と 云って 泪を 流した と ある。 此れ は ヴィク ト リア . レヂァ の 浮 葉の 事 

を さした ものと 思 はれる。 併し 信 長と して は 此れ は 無理の ない ことで ある。 現代で も 何 か 意外な 

事實 が報吿 されたり、 獨創 的な 學說 が發 表された ときに 所謂 學界の 權威達 も 初めは 一 笑に 付して 

しま ふ 場合がない と は 云 はれない ので ある。 それは^^に角、 武將信 長が 時々 僧侶 を 相手に して 天 

竺の話 を させたり、 宜敎 帥に 理化學 の 實驗を やらせて 見たり して 樂 しんで 居たら しいと いふ こと 

は 面白い こと だと 思 ふ。 此外 にも 「諸 國咄」 に關 して 色々 面白い ことがあ るが 端 書に は 書き 盡せ 

應 ないから 略す る。 (昭和 八 年 八月、 鐵塔) 

間 
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「記 • 紀 • 萬 葉に 於け る わが 愛誦 歌 I 


尾 張に、 直に 向へ る、 尾津の 峰なる、 一 つ 松、 吾 兄 を、 一 つ 松、 人に ありせば、 大刀 佩け まし を、 

衣 着せ まし を、 一 つ 松、 吾 兄 を。 (古事， 記) 

はじめて 古事記 を讀ん で 此の 歌に 到着し、 それから 以下 四 首の 歌 を 讀んだ ときに 受けた 深 い 感 

動 は 忘れ 難い ものである。 併し 其の 感じ は 到底 簡單に は 分析し にくい ものである。 此の 歌 をよ ま 

れた 御子の 生涯の 記錄に は、 非凡な 英雄に 通有な 孤獨の 影が 附 纏って 居る。 さう して 此の 無言の 

一 つ 松に 呼びかけて 歌 はれた 此の 歌の 背後に は、 其の 尊く も 痛ましい 生涯の 孤獨の 淋し さが、 實 

に强 くにじみ 出て 居る。 相手が 人で もな く、 動物で もな く、 それが 植物で あるが 爲 にさう いふ i 

じが 十倍 も 百倍 も 強められて ゐる やうな 氣 がする。 此の 淋し さの 暗流が 「命の、 全け む 人 は、」 の 

七 字で 頂點に 達し、 爆發 的に 表面に 噴出した の だとい ふ氣 もす る。 私 は、 誰か 後世の 作曲家が、 
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眞に此 等の 歌に 相應し い 曲譜 を 創作す る ことが 出来たら、 それ こそ 有意義な もので あらう と考へ 

たこと があった。 それ 程に、 私に は、 此の 歌が 音樂 的に 鳴り響く の を 感じる。 

(昭和 八 年 九月、 文學) 


「ドイツ 藝 術の 獨自 性に ついて」 


一 、 ドイツの 文學 その他 藝術 一般にお いて、 最も われく の 心 を ひく 藝術家 及び その 作品。 

二、 ドイツの 優れた 藝術 作品が 持つ 獨自 性の なかで、 特に われく の 心 を 打つ 點、 或は われ- 

親しみ 難いと する 點。 III  I 


獨 逸の 藝 術に は 一 般に 「俳諧」 がない と 思 ひます。 甚だ 漠然として ゐ ますが、 右 貴 答 迄 ( 

(昭和 九 年 二月， 京都 帝國 大學獨 逸文 學 研究 會 編輯 「カスター ーェン I) 


陶應 


「ほんと ほん」 


1 靑年 時代 愛 讀の書 

2 目下 探求 中の 書 

3 暇つ ぶしに 讀む本 

4 書 齋 以外で 本を讀 むと ころ 

1 問題が 餘り 漠然として ゐて御 答 出来ません 

2 此頃 生物 學の 書物に 與味を 感じて 居ます、 蝶 ゃ膜翅 類の 羽根の 發 生に 關 する 詳しい 事 を か 

いた 本 を 探して ゐ ます  ， 

3 暇つ ぶしに 本 を讀ん だと 云 ふこと は餘 りない やうな 氣 がします 

4 電車、 就 寢前寢 床の 上で 

(昭和 九 年 十 一 月 二十 八日、 帝 國大學 新聞) 
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「古事記 全 歌謠の 註釋と 鑑賞， 


宇陀の 高 城に 鳴羅 張る 我が 待つ や 嶋は 障らず いすく はし 應ら 障る 前 妻が 菜 乞 は 

さば 立-ゆ- 稜の實 の 無け く を こきし ひ ゑね 後妻 か 茱乞 はさば 赏の大 けく を こき だ 

ひ ゑね。 神武 天皇 

この 神武 天皇の 御 歌 を中擧 校で はじめて 敎 はった 時に 特別な 印象 を 受けた、 その 印象が 今日 迄 

淺 つて ゐる。 從來の 日本の 歌謠 とい ふ もの」 概念の 範圍を 一歩ぬ けだした 何物 か.. この 御 歌の 中 

にある やうな 氣 がして 非常に 珍ら しく 思った ので ある。 つ い 近頃に なって ギリシャの サ ティリ 力 

メ  . ラヒ グラムと 稱 する もの を 若干 讀ん でゐ るう ちに 何とな しに この 古事記の 歌 謠を想 出して、 

さう して 兩 者の 間に 何 かしら 一 脈の 相 通す る ものが ある やうな 氣 がして ゐる。 何處 がどう 似て ゐ 

るか は 未だよ く 考究して 見ない。 或は 同感の 人 も あるかと 思って 此の 機會に 感じた ま、 を 誌して 

おく  0  (昭和 十 年 四月、 文學) 
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間應 


「口 ー マ 字 綴 方に 關 する 諸家の 意見」 


日本式。， I マ 字の 綴り方が 一 番 合理的で あり、 實用 的で あると 考へ て 居ります。 

(昭和 十 年 九月、 一 百！？ S 問題) 
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雜 


雜 


旋風 研究の 爲 


昨年 九月 一日 二日の 火災に 伴うて 起った 旋風の 現象と、 其の 生 因 を 調べる 爲に、 なるべく 多く 

の 参考資料 を 集め 度い と 思って 居ます。 それで 若し 讀 者のう ちで、 自身に 旋風に 出會 ふか 目撃す 

るかした 方で、 さう いふ 資料 を 供給して 下さる 方が あらば、 大 幸であります。 旋風の あった 場所、 

自分の 見て 居た 場所 時刻、 旋風の 動いた 方向、 其 他 旋風の 現象、 一般に 關 する 觀察、 さう いふ や 

うな ものに 就て、 一 つで も 多くの 材料 を 得たい と 思って 居ます。 但し 人から 傳 聞した 話 は 材料に 

ならない から、 只 直接の 經驗 だけに 限り 度い と 思 ひます。 當 時の 詳しい話 をして 下さる 方が あら 

ば、 何時でもお 尋ねして 親しく 承り 度い と 思って 居ます。 (大正 十三 年 十月 十三 曰、 東京 朝日 新聞) 
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日記 K の餘白 へ (昭和 三年) 


F§cv  is  the  father,  meditation  the  mother. 

And  festered  by  the  faithful  nurses 

lis  Reason  and  Kxl.lel-lellce 

Is  bight  up  the  Science,  the  Tsth  of  Nature 
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英國ヱ セック ス州タ —リング プ レ ー ス の莊 園を領 する レ ー リ— 男爵 家の 長子で ケ ムブリ ヂに擧 

び マ クスゥ エル の 後 を 受けて 同大 學の キア ヴ H ン ディ ッ シ敎授 となった が 在職 五 年で 退いた。 

主なる 研究 は 田舍の 自邸の 實驗窒 と 書 齋で行 はれた ものである。 昔 樂に關 する 古典的 研究、 電 

氣單 位の 精密 測定 アル ゴ ンの發 見、 其 他 色彩、 水力 擧等 種々 の 方面の 研究が 多い。 晚年國 民科學 

硏究 所長、 航{ 仝 研究 顧問 委員長 等の 重職 をつ とめ、 ケム プリ ヂ大學 名 譽總長 を も 勤めた。 同時に 

ロンドン に 牛乳 販賣店 數軒を もって 居た。 (昭和 五 年 十月) 


研究者の 對立 


六日の 當 欄で 其 水道 人が 「地震の 研究」 について 述べられた 意見 は、 至極 もっともな 事で ある 

と 思 ふ。 しかし あれ だけで は、 世人の 誤解 を 生す る 心配が あると 思 ふから、 一言 蛇足 を 添へ る こ 

と を 許されたい。 

行政 上 また 經濟 上の 事務の 遂行、 卽ち 役所 や 銀行 會 社の 仕事、 それから また 生産 工業 會 社の 仕 

事の やうな もので は、 分業に よって 能率 を 高め、 無駄 を 省く ことが 出來 るので あるが、 科 學の硏 

究 となると 少し 趣が ちが ふ。 同じ 題目 をい ろ な 人が いろ- \ な 服で いろ.^ の 方面から 眺め 

た異 說を戰 はすこと によって、 初めて 問題の 全體 がその 眞相を 暴露す る。 ある 問題が ある 權威者 

の モノポリ— になった が 最後 その 方面の 研究 は 沈澱し 膠着して カビが はえて しま ふ。 

それが 殊に 地震の やうな、 本當 はま だ ほとんど 何も 分って ゐ ないやうな 題目で ある 場合に は、 

一 層い ろくの 研究者の 對 立が 望ましい。 さう して 同じ 斷 層なら 斷層を 出來る だけ 多くの 學 者が 
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見て、 出来るだけ 多くの 變 つた 見方 をす る ことが 一 番 大切で あると 思 はれる。  I- 

少し 下手な たと へで あるが、 霧の 方で も ソナタ は， マト， -. ヴェ ン、 歌 はシュ 1 ベルトと 限 

え ご はセザ ンヌ、 トマト はル ノア 1 ルに 描かせる と 極まって しまって は、 少し 困る かと 兒ノ、 

き I 道 人 S ベ られた 半面の 意見に I すると 同時に また こ、 に 私の 述べ た 半面 の眞實カ 

譽に 世人に 認められる こと を 祈る ものである。 (昭 S 年 十二月 五 曰、 東京 朝 曰 新聞) 


明治 十， 一年 

十一月 二十 八日 東京！！ 町 區平河 町 三 丁目で 生れた。 父 利 正、 母龜。 父 は 高知縣 士族で 陸軍 會計 

監督、 河 村雨 谷に 敎 はった 文人 畫を かき、 茶の湯な ど を やった。 西南 戰役從 軍 後 此處に 假寓し 

て 居た。 

明治 十一 一年 

父の 轉 任で 名 古屋に 移る。 

明治 十四 年 

父は單 身で 熊本鎭 臺に轉 任。 祖母、 母、 姊と鄕 里 高知大 川筋の 家に 歸る。 四 年の 間 父に 逢 はす。 

明治 十六 年 

土 佐 郡江ノ  口 小學校 人學。 


明治 十八 年  - 

父が 東京へ 轉 任した ので 一 同上 京、 趣町區 中六番 町に 住む。 番 町小學 校に 通 ふ。 

明治 十九 年 

父 退役。 東海道 を、 人力車に 乘 つて 高 知に 歸る。 言語が ちが ふので 村童に いぢめ られ る。 

明治 二十 五 年 

高 知縣立 尋常 中舉 人學。 「佳人の 奇遇」 「經國 美談」 r 歸省」 など を讀 み、 叉 ミゼラブル や リン 

力 ー ン傅 などに 印象 を 受けた。 

明治 一 一十 九 年 

熊 本 第五 高等 學校 入學。 夏 目浓石 先生に 英語と 俳句 を敎 はる。 長 崎に 遊ぶ。 

明治 三十 年 

結婚。 

明治 三十 1 一年 

東京 帝 國大舉 理科 大學 物理 擧 科へ 人學。 谷 中の 寺に 下宿。 正 岡 子規に 會ふ。 後に 西片 町に 家 を 

もつ 0 

雜 明治 三十 四 年— 三十 五 年 
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病氣で 休學、 高 知縣須 崎の 海岸で 療養。 妻 夏 子 死去。 

明治 三十 六 年 

大舉 卒業。 漱石 先生の 家に 出 人、 先生が r ホトト ギス」 に 筆 を 執る やうに なつてから 小品 文の 

やうな もの を 書いて 同誌に 出す。 理科 大學 で實驗 物理 學を 研究。 音響 學、 磁氣 等に 關 する 論文 

を ii いた。 

明治 四十 一年 

大擧院 卒業。 

明治 四十 二 年 I 四十 四 年 

獨 逸へ 留學。 諸國 遊歷。 歸朝後 理科 大學に 奉職。 

大正 六 年  < 

妻 寛 子 死す。 

大正 七 年 

冬、 胃 溃瘍に 罹り 二 年間 靜養。 其 頃より 隨筆 風の もの を かく。 又 油繪を 描く。 . 

其 後大學 航空 研究所、 同地 震 研究所、 理化學 研究所 等で 物理 學、 地震 學 等の 研究に 從 事し 今日 

に 到る。 
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近来 松 根 東洋 城、 小 宮豐隆 と 俳諧 連句の 作 あり、 雜誌 「^柿」 に揭 載す。 

著書 「地球 物理 擧」 「海の 物理 學」 ( 1 マ 字書き) 「蒙 柑子 集， 一 「冬 彥 集」 「萬 華 鏡」、 他に 學術 

論文、 報告 等が ある。 (昭和 六 年 八月、 現代曰本文學，4^集) 


「ァ ィ ン シ ュ タイン」^ 则童曰 


この 一 篇 はもう 大分 昔の 「科學 知識」 に揭 載され たもので あるが、 全く 偶然の 手 落から 從來の 

隨筆 集中に 加 へらる ベ き 箸の を 加 へられないで ゐた。 今度 舊 稿の 整理 中に 見付かつ たので 附錄と 

して 本 集の 終に 編 人す る ことにした。 これ を 書いた のはァ イン シ ュ タイ ン の 名が 漸く 俗世間に.^ 

られ 始めた 待の ことで ある。 どうか そのつ もりで 讀んで 頂き 度い。 (昭和 九 年 十一 n 、「觸 媒」) 
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地震 研究所の パ ネルへ S 立 十 周年の 記念 5 


明治 廿四年 濃 尾 地震の 災害に 鑑みて 震災 豫防 調査 會 が-設立され、 我 邦に 於け る 地震 學の 研究が 

漸く 其緖に 就いた 大正 十一 一年 帝都 並に 關東 地方 を 脅かした 大地震の 災禍 は 更に 痛切に 日本に 於け 

る 地震 學の 基礎的 研究 の 必要 を 啓示す る もの であった。 この 天啓に 促が されて 設置され たのが 當 

東京 帝國大 擧附屬 地震 研究所で あ る。 創立 の 際專ら そ の 事に 盡瘁 した 者 は 後に 本 所 最初 の 所長 事 

務 取扱の 職に 當 つた ェ學 博士 末廣恭 二であった。 その 熱誠 は 時の 當大 學總長 古在 由 直 を 動かし、 

その 有力なる 後援と 文部省 當 局の 支持と によって 遂に 本 所の 設立 を 見る に 至った のが 大正 十四 年 

十 一 月 十三 日であった。 本 所 永遠の 使命と する 所 は 地震に 關 する 諸 現象の 科學的 研究と 直接 又は 

間接に 地震に 起因す る 災害の 豫防 並に 輕減 方策の 探究と である。 この 使命 こそ は 本 所の 門に 出 人 

する 者の 日夜 心肝に 銘 じて 忘る ベ からざる ものである。 

昭和 十 年 十 一 月 十三 日 
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寫 0 へ (小 宮豐隆 、松 根 東洋 城 二 氏と 共に 寫し たもの) 


大正 十二 年 三月 八日、 三人で 風月の 晝飯 をく つて 春雨の 巷 を 歩いて 鳩 居 堂で 畫帖 など 買 ひ、 そ 

れ から 白木屋 へ 行つ て 此の 寫眞 をと る。 寫眞師 が 止める の にわ ざと 注文. して ソ フ ト に 撮らせた。 

其 結果が 此れで ある。 

此夜濱 町 錦 水で 小宫 君の 送別 會 


雜 


寫 眞 


昭和 九 年 春 曙 町 住居の 茶の間で 夕飯 後 次男 正 二の 撮影した ものであります 

九 年 十 一 月 七日 

寺 田寅彥 

內田 宗義樣 
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自己の 感情 を客觀 する こと を 練習す る ことが 必要で ある、 さぅすれば感情の爲に身を誤る^^れ 

が 少ない 

精神の 苦痛 は 人に 語る ことによって 輕 減し、 愉悅は 人に 語る ことによって 增す、 

餘り 多く 自分の 喜び を 人に 語るな 

本當に 自分 を 侮辱す る やうな 人に は復饕 の耍 はない、 さう いふ 人 は 屹度い つか 何處 かで その 報 

ひ を 受ける から 


雜 


「i 石 全集 第一 卷」 初 K 本へ (五島 寛 平氏 藏) 


先生と 話して 居れば 小春^ 


寅 彥 

〔第 七卷ー 一 七頁參 sn 
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「冬 彦 集」 へ (杉 村 一 勝 氏き 


三 〇 四 頁に 面する 油 画が 神 田祌保 町の 岩波 書店の 楣間 にかけ てあつた のが あの 關東 大震災の 火 

事で 燒け てし まひました 

吉 村 冬彥 

杉村樣  . . 


雜 


「冬 彥 集」 へ S 一一郎 氏 藏) 


連翹ゃ 垣のう しろに 殘る闇 

寅 日子 

〔第 七卷 一 四 〇 頁 參照〕 
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「I 數 报子 集」 へ (杉 村 一勝 氏藏リ 


此の II 曰が 出た 時から もう 十 年 以上 經っ てし まひました、 明ける と 數へ年 五十八 才 になります ハ 

「團 栗」 を 書いた 時から 三十 年になる 譯 であります 

寺 田 寅 日子 

杉村樣 


166 


雜 


「地球 物理 學」 へ (石 本 巳 四 雄 氏藏) 


地球 は 吾等の 愛人で ある、 吾等 は 

地球の 心 を 完全に 把握 せんとして  • 

努力して 居る、 併し …… 

昭和 四 年 十月 廿 一 日 

地震 研究所 南 窓 の 下 小春 日の さした 机の 上で 

寺 田寅彥 

石 本擧兄 
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「萬 華 镜 - へ (末 廣恭 雄氏藏 } 


末廣 大兄 

此の 蚩曰 物の 中に 查曰 い ある やうな 事 は 結局 著者の 馬鹿で ある こと を 天下に 吿白 する もの だ 

とい ふ氣 がします、 併し 馬鹿の 宣傳文 も 時には 利口な 人々 の 思索 を剌戟 する 事が あるかと 思 

はれます、 此れが 此の 本の 存在理由であります 

此本を 献上し ないで 買 はせ たの は 併し 一 寸 愉快で ありました 

忘 言 多 罪 

0  0  0  0 

昭和 六 年 四月 一 日 

寅 彥 
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「萬 華 鏡」 へ (黑田 正 夫 氏藏リ 


黑田 正夫樣 

私に は 書く 事、 即ち 考 へる 事で、 考へ るに 一番い & 方法 は 書いて 見る 事であります、 此の 

一 卷の 中に ある 事 はつ まり 「かう いふ 事 を考へ て 見ました」 とい ふ 記錄に 過ぎません、 此れ 

を 讀んで くれる 人ぶ が 「併し おれ はかう 考 へる」 と 云って くれ- -ば難 有い と 思 ひます 

理 研の 窓外の 銀杏の 黄葉が 朝日に 輝く 或 朝 

寺 田寅彥 


「萬 華 镜」 へ (杉 村 一 勝 氏藏) 


この 本の 表紙 は 自分で 文字 も 模樣も かいて 見ました が 失敗で コ リく しました。 

寺 田寅彦 

杉 村樣 
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雜 


「萬 華 鏡」 へ S 一一郎 氏藏) . 

此 本の 初版の 表紙 は 自分で デザインして 大分 得意だった が見慣 てく ると、 どうも 少し， むさ 

いやうな 氣 がして いやにな りました、 此の方 は さっぱりして 居る が あんまり 淋しす ぎます 

寅 彥 

钍  君 


「II、  彥集」 へ (五島 寛 平氏 藏) 


五島 寬平樣 

擧海堂 書店から 此 本が 屆 いた 日に 私 は 帝劇で 映畫 r 大平洋 爆擊」 とい ふの を 一 見し ました、 從 

来の さ 中戰 映画に 比べ て 一 番目 新ら しい 場面 は、 三叟の 飛行船が 並んで 航行す るの を 上空から 一 

隊の 飛行機が 舞 ひ 下りて 襲撃す る 光景が ありました。. 其の 飛行機の 中から 見た 光景 も 上映され ま 

す。 此の やうな 光景 は 二十 年 前の 人間の 夢想す る こと も 出来ない もので あつたと 思 はれます。 今 

日の 吾々 は 僅少な 入場料 を拂 つた け で 此の 最高な 科 擧的藝 術 を 味 ふ ことが 出来る の だと 思 ふと 

一 寸 愉快であります。 此 映画 は 是非 一 度御覽 になる 事 を 御す、 め 致します 

昭和 七 年 八月 廿 七日 

寺 田寅彥 
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雜 


「續、 彥 集」 へ (石 本 巳 四 雄 氏藏) 


昭和 八 年 一月 十二 日 午前  寺 田寅彥 

石 本 君 

僕 は 妻な どから 「よくも こんな ことが 恥 かし くもなく II 曰け る もの だ」 ，<J 云 はれる 事が. あり 

ます、 自分で もさう 思 ふ 事 もあります、 併し 僕が 下らぬ 隨筆を 書く の は 例へば 水： 冰 家が 水： 冰 

の 練習 をす るのと 同じ や ラに矢 張 自分と いふ もの、 トレ ー 一一 ン グの爲 だと 思って 居ます、 さ 

うして 其 トレ— 二 ングの 記錄を 人に 見せる 事 は恥づ べき 事ではなくて、 地震の 研究論文 を發 

表する の も 同じ やうな 譯 だと 思って 居ります、 震 研 彙報に 出す 論文で も 矢 張 自分の トレ ー 一一 

ン. グ の記錄 である だけで、 千古の 眞理を 述べる やうな つもり は 毛頭ありません、 かう いふ 意 

味で は 僕の 漫筆 は 論文で あり 僕の 論文 は皆隨 筆であります、 

何か卷 頭へ 書け との 事で 此んな 事 を 書いて しま ひました、 どうか 惡 しからす 
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冬 彥 集」 へ S ニ郞 氏藏) 


まざく と 夢の 遁げ 行く 若葉 哉 


寅 日子 

〔第 七卷 一 四 〇 頁參 照〕 
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「fi り 種」 へ (钍 一一郎 氏 S 


九 人頁 に §5 る 裸体 f 見て 友人 小 大分 リ I だが 誰れ か 5 ルを 一^ i 

た； で t"lo 云った。 實は ボン ナ 1 ルの I にある 油 画の II て 自由摸寫 した ものて あ 

ります、 こっそり この 內証を 御知らせ 致します  r  了： ミ 

寺 田寅彥 


「物質と 言 葉」 へ (平 出和惠 氏藏レ 


吾え 身.^ の 物質 は 日常 吾ら に 話しかけて ゐ るが 悲しい 事に は 吾. -の 耳に は 彼等の 言葉が 通じな 

い その 一一 百 葉 を 学び 度い とい ふ 人間の 希望が 今日の 科学 を 生み出した、 今日. の 科学者 は 併し 未だ 

ゥマ くが やっと わかり 出した 位の 程度 かも 知れない 

昭和 九 年 八月 廿 七日 

理硏 にて 

寺 田寅彥 

平 出 和惠樣 
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「物質と 言葉」 へ (杉 村 一勝 氏藏) 


够. SI!  寺 田寅彥 

この n 曰の 装釘に も 色々 苦心し ましたが 思 ふやう に 出来なくて 失敗の 方であります 何よりも 印 

别弔ィ ン キ の 色が 中え 注文通りに 行かない もの だとい ふ 事 を この 時の 經驗 で覺へ さ』 せられ まし 


8 

物質と 言葉」 へ S ニ郞 氏藏)  1 


此の 本の 裝藏は 最初 は 紙表紙に する つもりで 近頃の フ ラ ン ス假緣 本の やうな 味 を 出さう とした 

の です がどうしても 績 具な どか 思 ふやう に 行かす に 困って 居た。 或 日 鉄塔 查曰 院へ 行ったら 万華鏡 

の 賫れ殘 りが 積 上げて あつたの を 見て、 やつば りかうな つて 見る と 紙表紙 は 如 J ^にも 安つ？ W いな 

あと 思って 急に いやにな つた、 それで 急に 趣向 を 変へ た 結果が 御覽の 通りであります 

寅 彥 

辻  君 


「蒸 發皿」 へ (藤 原 千尋 氏藏ゾ 


此本は 装釘 や 校正 迄 貴兄の 多大な 御盡 力で 豫期 以上の 出來榮 になり ました 特別な 御 厚情に よる 

事と 感謝 致して 居ります 

昭和 九 年 三月 一 日 

寺 田寅彥 

藤 原 千尋 樣 


雜 
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「蜀 ^」 へ (藤 原 千尋 氏藏) 


前の 隨華集 「蒸 發皿ー の裝藏 について 多大の 御 盡カを 御 願して 其 結局 思 ひの 儘の ものが 出来た 

ので 今度 も 無理に 御 願して 万端の 御世 話 を 願った 譯 でありました お蔭様で 豫期 以上の 好結果 を 得 

まして 喜んで 居る 次第であります、 

紀 念に 一 部 差 上げます 御 笑覽願 はれ &ば大 幸と 存じます 

昭和 九 年 十二月 . 

寺 田寅亲 

藤 原 千尋 樣 
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雜 


「蒸 發 皿」 へ (佐々 木次郞 氏藏リ 


物理 學 者の 「蒸 發皿」 は 少し 可笑しい と化學 者の 君 は 云 ふか も 知れない、 併し 此 本の 內容 全部 

"正しい 「ゆ 理學 者の 蒸^皿」 であるの だから 致 方が ありません 

物理の 

寺 田寅彦 

化學の  -  ：  -.. . 

佐々 木樣  ， 
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g 一  へ (杉 村 一 勝 氏藏) 


此の 表紙の 久留 米緋も 見本 帖 から 選出して 注文した のです が 織り 上がりに たしか 1 一ヶ月 位 か、 

つた かと 思 ひます 

吉 村冬彥 

杉 村 様 


「蒸 發 皿」 へ S ニ郞 氏藏) 

此 書名 を はじめ r 試驗 管」 にしゃう かと 考 へたが 「蒸發 皿」 の 方が 印刷した ときの 「字 づら」 

が 落着きが 宜さ 〔さ〕 うと 思つ てこつ ちに しました 


rg  ^」 へ (佐々 木次郞 氏藏) 


き理の 人間の 癖に 觸媒 など 、いふ 名 をつ けて 化舉 者に 叱られ はしない かとい ふ 心配が ありまし 

たが 一 種の. 觸媒 作用で かう いふ 名前 をつ ける 事に なった と 思って 頂き 度い と 思 ひます 

昭和 十 年 一 月 十六 日 

寺 田寅彥 

佐. -木君 
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r 觸 紫」 /  (杉 村 一勝 氏藏リ 


此 本の 表紙 は眞岡 木綿の 見本 帖の 中から 選出し ました 

見返しの 紙 はしけ 唐紙と いふの ださう であります 

吉 村 冬 彥 

杉村樣 
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「整た 板」 へ (石 森延男 氏藏リ 


石 森 延男樣  吉 村 冬 彥 

折角 御 来訪 下さい ましたのに 不在で 失禮 致しました 

J  _ 一部 御 惠與難 有う 御 坐い ました 純粹な 日本人の 子供の 生活が 描かれて ゐ るの を拜見 しま 

して 愉快であります 眼の 中にはい つた 塵 をと る爲 にお 母さんが 乳 をし ぼり 込む と いふ 短い 話 

が 何故か 少 生に は 最も 强ぃ 印象 を與 へました 最も 直截 的で 官能的で ある 爲 かも 知れません 

御所 望に より 甚だ 鉄面皮に つまらぬ 事 を 誌し ました 御 海容 を 祈ります 

十 年 八月 廿 六日 
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「蟹 光 扳 一へ S ニ郞 氏藏) 


「螢光 板」 の宣傳 を大學 新聞に 御 書き下さって どうも 難 有う 御 坐い ました、 吉村 冬彥も 富士前 

硏ー 一に 遭って はすつ かりお 里 を 知られて ゐ るので かな ひません 

寺 田寅彦 

辻ニ郞 先生 玉 案下 


「螢 光 一へ (藤 原 千尋 氏藏リ 


謹呈 

藤 原 千尋 君 

今度 も御盡 力のお かげで 思った 通りの 装釘が 出来まして 難 有う 御 坐い ました、 御所 望に よ 

り 拙 句 を 誌し ます 

通されて 二階 眩し や 五月 晴 

愚 #1 を 公刊す る もの 、、レ 境であります、 
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維 
記 
帳 


I 


帳記雜 


雜 記 帳 (明治 三十 年頃) 


〇 いっか^ 役へ 行た 時。 順が 「叔父さん。 ラン カイと はどう 走 曰く」 と 聞く から。 ラン カイと は 

何の 叟 だと 云へ は。 展覽會 の ラン カイな りと 答 ふ。 石盤 を 見る と 天の 字 を 書いて おった 

〇尋 中に 居た 頃。 須 崎へ 軍艦が 来て。 全校 觀覽に 行た。 行きに は 大変に 船 痛 を やった が歸 りに 

は疲勞 でよ く寐 人った。 誰れ かに ゆり 起されて 目 を さます と 船 は 早 や 孕に 著いて いる。 夕方で 日 

は 西 孕へ かくれて 船內が 薄暗い。 晝寐に 慣れぬ 自分に はなんだ か 朝の 樣に 思った と 見へ 傍に 居た 

下 元 先生に 「御早う コザ イマ ス」 と 御辞義 して あとて 氣が 付て 極り か惡 かった が。 しかし。 矢 張 

須 崎て 軍艦 を 見た の は 昨日であった としか 思 はれなかった 
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お ま え 帳 (明： 一十 一 年 S 


貧乏 暇な き 破れ 書生の 身の 固より 日 暮し砚 に 向 ひて 寢言幷 ふる 程の 余暇 もな く。 よしや 暇 あり 

とも 本來 曇り 勝なる 心 鏡に 映り 行く よしな し叟の そこ はかと なく 書き付けたり とて 我れ ながら 馬 

鹿け たる 程 なれば 固より 兼 好が 地下の 笑 ひの 種と もなら さるべし。 猿 も人眞 似のう つけ 心に 華と 

れば紙 を 汚さん と 思 ふ 共 さ 迄に 咎 むべ き叟 にも あら じと 自ら 慰 むれば 人の 謗 も 憂から さらん。 誤 

つて 此 徒ら 書き を 見ん 人此を 以て S の 日の 長. - しき 晝寢の 夢の 世迷言と 思 ふ も 賢な り。 た し は 

褒 むる も 冷笑す る も 何も彼も 賢な り。 あな かしこ 世 は 盲 千 人目 明 千 人なら で 盲目 千 人 盲目 千 人 

の 世と こそ 申し 候へ 

衣食 足って 禮を 知る と は 何人も 知る 所。 恒產 無くして 恒の心 ある 者只士 之れ を 能くす と は 云へ 

ど 之れ も 容易に は あらざる ベ し  . 
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帳記雜 


£：： 岡 健 吉氏は 我等の 敬慕す る 廉潔の 君子なる にな ほ此 事の 難き を 歎ぜり 此我 父に 語れる に は 氏 

甞て叟 に 坐して 囚獄 にあり し 時 一 粒の 飯 一 滴の 汁を惜 むの 情 を 制する 能 はす 飯粒 落 つれば 拾て 食 

しま、 汁 こ ほ るれば 纸め もした き 劣情 忍 ひ 難 かりし とか。 自惚强 き 似非 豪傑の 徒 這般の 消息 を 知る 

や 否や 

美味 を 見 て は 食 はん 叟を思 ひ 美 色 を 見 て 之れ を 愛せん とする は 人性の 自然 のみ 之れ を 除きて 人 

間 あり や 否や 人間と 生れて 超人 間たら ん叟を 期す る 難しと や 云 はん 迷と や 云 はん。 烦惱即 i き提。 

人獸の 境界 誠に 髮を 容れ ざるなる べし 

或， 夕 散歩 にと て 本 町な る 新聞社 の 前 を 過ぎぬ。 社の 受附 係と 覺 しきが 軒端に 椅子 持 出 して 黄昏 

近き 空の 光に 其 日の 新聞 讀み 居たり しはい かに 味 ある 叟 ならす や 

骨董 類な と 行商す る 竹 村と 云 ふ 男 一 種の 眼光に 富めり。 

主婦の 坊附 きたる 八 丈の 衣 着た る。 桶盥 なとの 雨洒 しとなる 儘に すておけ る。 まな 板に 澤 ii- の 

切れ 轉 がり 居る。 此れ等の 家 久しから すして 衰亡せ さる はなしと 云 へ り 亦 味 多き 言なる ベ し 
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熊 本に ての 吏な り 一 夕 散歩に とて 建 町 逯りを 過き りし 折 あやしげなる 家の 門口に 筋骨 逞敷 六十 

余の 男 一 人顏 は赤黑 くこれ はと 思 ふ 程 醜き が 立ちて 熟. -打 まもれる 者 を 何ぞと 見れば 隣家の 子と 

見へ て 七 八 歳の 女子な り 夢見る 如き 眉目の あは ひ 引し まりて 紅なる J^: など 喰 ひも 付き 度き 程 愛く 

るし く あどけな きが 夕方の 叟 とて 家 i の 軒端 报除 する 中に 交りて^ 持てるな りけ りおの が 身の 丈 

の 倍 も あるべ き よろめきながら 振り 動かす 様の 可笑しく も 愛らしき に 見る 人 不覺打 ほ 、ゑむ 其 

か 中に 彼の 男 も 交りて 目 も 放た す 打 まもり 子の 笑 ふに つれて 一 種 云 ふべ からさる 光輝の 醜き 滿面 

に 輝き渡る ようなる 微笑 をた. - へ ぬ 其顏我 胸に 彫り付けられて 今に 忘れす。 子供の 顏は疾 し 忘れ 

t る ： 

大 なる は溫き 愛の 力 か。 恐ろしき 迄 醜き 荒 くれ 男の 顔 を 神.^ 敷 迄 美 はし ふす る 迄 冷 かなる 鉄 腸 

を 和ぐ る もの は 只 美 か 

美なる もの は 個 體に存 せす 個 體と個 休との 間の 權衡 調和に よって 成立す る ものなる ベ し。 之れ 

なければ 花必 しも 美なら す 之れ あれ は 獎汁必 しも 醜なら す 

神と 云 ふ 者の 存在 を 疑 ふべ く 又 疑 ふに 足らぬ 叟 なるべき か。 存 すと 思 ふ も 心。 存せ すと 思 ふ も 
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帳記雜 


我 か 心なれば。 心 を 外にして 何物 か あらん 神 は 之れ を存 せりと 信す る 者の 心に 存す。 心 以外に 祌 

を 索む る は 吾 其 所以 を 知らす 

人相 食む は禽獸 の 所行な りと て 惡む叟 万人が 万人なる ベ し然れ 共禽獸 の 所行 必 しも 惡と 云 ふに 

至りて は 吾 其 所以 を鮮 せす 又 親戚 朋友 相陷し 入れて 顧みさる が 如きに 比すれば。 人相 食む が 如き 

は 寧ろ 不可な きに 近 かるべ きか 

禽獸惡 むべ からす 憫れ むべ し。 彼等 心なし 何ぞ 好んで 相呑噬 せんや 只 相吞噬 すべ き理 あって 吞 

噬す 之れ を惡 まんより は 寧ろ 汝 等の 所謂 造 物 者を惡 め。 此理と 此理の 行 はる、 舞 臺とを 作りし 者 

を』 

社 會に行 はる， - 万般の 罪 惡を惡 む 者 は 翻て 此罪惡 を 生せ しむる 社 會を惡 め。 否 寧ろ 人. -社會 の 

一 員た る 己 を 憎め 

人 誰れ か 好ん て 罪惡を 犯す 者 あらん や 皆 犯さ" るべ からさる 理 あって 犯す のみ。 犯す 者 憎む 者 

一 度 其 位置 を轉 すれば 何の 差 か あらん。 此憫 むべ き 罪人 を 憎まん より は 各人 罪人と ならさる ベ か 

ら ざるが 如き 悲運に 遭遇せ ざる 樣。 神 にても 1^ るべき なり 呵々 大笑 
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鉄 禁蜻艇 と 名は艷 しけれ ど。 早く 空 蟬の 世を觀 してお & さきる さに 心 襟 休む 暇な き 蟥の營 み を 

いと ひ。 心の ま、 に 行 ひす ませる 才德髙 き 比丘尼に も 似た るかな。 身 は 墨染の 衣に 包め ど。 包み 

難き 膚の 色香。 心 ある 人 はめで たしと や 見ん。 淸く 麗しき 眼に は 塵の 世の 果敢なき うつし 叟 いか 

にと や 見る。 花疾 けど も密 貪る 夕 か は ほりの 淺猿 しげなる にも 似ねば。 固より 夕 川の 水に ー醉を 

買 はんする 蟒蜓の 欲 もな し。 求む る 所 は 葉末の 露。 つれな き 風に 吹き 落されて は 苔む す 石の 上の 

冷き 夢に 寂减爲 樂と觀 する や 否や。 心なき ilt のつ ひばみ。 つれな きうな ひ 子の しもと 危 くも 遁れ 

て 秋の 近き を 知る や 知らす や。 庭の 小笹 さら-/^ と 秋風 音 つれぬ と 思 ふ 間 も あらせす 野 川に 落る 

桐の 葉 を も 待た で いづこ ともなく 消へ 行く 身の 果 知る 人 もな しあ はれ- -\ 知る 人な きぞ 悲しき や 

弊衣破帽 身 の 廻りな どに は 更に 頓着な し と 自信 せる 人の 瓦ら す戶 入りた る 店先 通る 折晋 に 我 

姿う つし 見る 叟十 人が 十 人な りけ る。 

東都に 出で V 本鄕 あたりに 住 ひし 男 熊 本に 至りて 城 近き 所に.！ 取りた る叟 あり。 後人に 語りて 

「熊 本の ドン は 格別に 高し  . 
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帳 記 雑 


淸徹 なる 水 を 玻璃に 盛れば 玲瓏と して 人 水の 存在 を 認め 難し 無疵 なる 鏡面 も 亦 其 存在 を 認め 難 

し 只 其 中に 一 点の 埃 一 抹の疵 あるに よって 人 其 存在 を 認識す る を得而 して 眼 明なら さるの 徒 は 其 

埃 其疵を 以て 水の 本体 鏡の 本性と なし 玲瓏 透徹の 本性 を 見る 事 能 はす。 滔々 たる 天下の 輩 古来の 

英雄 を估價 する 之れ に 類す る 者な からん ゃ此 輩の 見る 所 は 只其疵 のみ 欠点の み h: 滿無 1}§ なる 本 休 

の 如き は 彼等の 夢想せ さる 所なる ベ し 噫 

外方 邊に蛭 を 賣る家 あり 其 看板に ひる ありと 書きて 其 上に Suitsuku  mushi と 書きたり 可笑し 

き 看板と 云 ふべ し 

柳 里 恭画神 君 豊君之 図と 云へ る あり 豊公 束帶 して 统を顎 杖と しす やくと 眠れる 後に 家康 甲胄 

に 身 を 堅め 軍配 扇に 面を蔽 ふて 坐せ る 図な り 後年 山陽 外史 ノ賛 あり 肥 州之黉 なり 寓意 深き 画な り 

と は sf_l^ へ ぬ 

某 裁判 1  吖朝貌 を 愛 ス人其 所以 を 問へば 答へ て 云 ふよう 

法 庭に あって 耳に する もの は 万般の 罪惡 目に する 者 は 現世の 亡者 如何に 職分な りと て 余りの 忌 ^ 


はし さ 煩 はし さに 堪 へて 掛冠を 思ふ叟 厦. - なれ ど 只 罪 惡を懲 す は 善德を 勸 むる 所以と 思へ は 胸中 

聊かす が. （- しく も覺 ゆるな り。 朝 白への 花 を 巧に 麗しう 作る に は 惜しく も 不正の 花 を 摘み取らね 

ば 善き 花 は 出て 來ぬ叟 誠に 我 職分に 似 たれば なり 

人の 物 を 愛する 之れ を 愛せ さるべ からざる 理を 知つ て 愛する 者 少なし 只 可愛い わけもなく 好ま 

しいな ど 思ふ昝 之れ なり 而 して 智 ある 人 は 之れ に 愛する 理由 (惡 しく 云へ は ロ實) を附し 愚者 は 

附せ さるの 差 あるの みならん か。 愛すべき 理 ある 者 必 しも 可憐なら す。 愛すべき 理を 知ら さる 者 

存外に 愛らし、 

友なる 人 某 嬢と 結婚 の 約 調 ひ 日なら す 式 を擧け んと云 ふ 時 始め は 仝 窓 に て 物言 ひ 交しな とせし 

新 夫婦の 弟 等 俄に 耻 かしくな り 行 逢 ふ も 知らす 額す る 様になり たりと 云 ふ 之れ は 一 時の 事なる ベ 

し 

極端なる 運命 說を稱 へ て 曰く 立身出世 名 を 舉け家 を 起さん との 奢 發心を 起さし むる 者 命な り。 

人生 五十 假令 善人と 云 はれたり とも 極惡 人と 云 はれん とも 三 魂六魄 一 度 ひ 去って は 釋耶も 凡夫 も 
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帳記雜 


一 片の 土塊せ ち 辛き 世の 義理 人情にから まれて いやな 苦し ひ 思 ひ をす るよりも 酒飮 むべ し 女 抱く 

ベ し。 した ひと 思 ふ 存分して のけて 死ん て 仕舞へ は 結句 氣樂と 我れ から 惡 道に 落つ る 心機の 一 轉 

何者の 仕業 かと 云へば 矢 張 命な り。 聖人と 云 はる、 様になる も 命大惡 黨と惡 まる \樣 になる も 命。 

何も彼も 命の 業と すれば。 聖人 必 しも 凡夫より ヱ ラシと は 云へ す。 此 命と 云 ふ 者に 驅られ て は 豪 

傑 も 匹夫 もあった 物に あらす。 神 を 祈り 佛に ねだっても 儘に ならぬ が即 命な りと 

人の 噂 も 七十 五日と は 至言な り。 いつ 迄も譽 めて くれぬ は 勿論い つ 迄 も 攻撃して くれる 程 我に 

親切なる 人 あり ゃ覺 束な し 

眞に吾 か 欠点 を 知っていつ 迄 も 之れ を 謗る 程の 人 は 唯一 の 知己と 思 ひて 可なる べき か。 情なき 

軽薄の 世の中なる 哉 

熊 本の 市街 程の ごみ 多き 所は少 かるべ し。 風の 日 は 分けても 堪へ 難き 迄砂烟 立ち迷 ひて 面 も 向 

け 難き 心地 せらる 又 往来の 人の 履物 はもと より 肩 帽子 さて は 鼻孔 迄 も 人 込む を 晝間は 袖 手 布な と 

にて 口の あたり 蔽ひ 行く に 夜 は 其れ程に なしと 思へ るに 哉 又は 忘れて か 大口 あきて 下駄 引す り 

つ \ 行 くめり  . 
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去る 夏歸 省の 途次 山陽 鐵 道の 下等 客車の 一 隅に 我 は 道 連 もな き 旅の 詫し さ を こぼして 居た 其 時 

向 ふの 腰掛に 坐って 居た は 四十 位の 商人 風の 男と 其 娘ら しい 十一 ニニの 可愛らしい 女の子て 今 一 入 

は 近辺の 小學 校の 敎 員ら しひ 男て あった。 敎員は 頻りに 小 供に 何 か 問 ひかけ る けれ 共 淋敷笑 ふ は 

かりで 『どうも まだ 赤ん坊で』 と は 父親の 言葉て あった。 商人 は大 坂の 者で 昨日 宮嶋へ 遊び 〔に〕 

行つ て 今 歸る處 との 事で ある。 『御母さん は 御 留守番で すか」 と 問 ふた 時 商人 は 「妻 は此 春な くな 

りまして』 と 云 ふて 小 供の 頭を撫 てな から 微笑した。 が 自分 はこん な 悲しい 微笑 を 見た の は 只 一 

度で ある。 敎員は 「それ は 嘸」 と 云 ふたぎ り 急に はげしく 卷焖草 を ふかして 無言に なった。 商人 

は 却て 氣の 毒そう に敎 員に 何 か 話しかける。 無心の 小 女 は 窓から 首 を 出して 電柱 を數へ て 居た。 

唐に 謝 安と て謠の 上手 ありされ 共 鼻に 疾 ありて 聲音 濁れり 其 弟子 等謠の 堪能 は 學へ共 不及皆 鼻 

を 覆て 聲の 燭れる をのみ 學 みたり と 1 曰に 見へ たり. 

慾 克く愁 を 制す 
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帳 記 雑 


人間 眞 善美な と 云 ふ 觀念は 四十 歲頃 になれ は 消 ゆるな りと 或 人語り ぬ 

佛の四 幼と 霞 雲說。 儒の 五行と 歐 州の 元素 說 

子 不慮 见不威 學則不 因 (學 を植 ふる 田地) 

主 忠信 (種子) 

無 友 不如已 者 (己より 才德 高き 者 は 肥料)  . 

過 則 莫憚改 (草 取) 

之れ 生 駒 先生の 學 問の 心得な り 

氣慨ぁ りと 稱す る 者 多く 無謀。 忍耐 あ りと 云 ふ 者往ぇ 卑屈な りと 

情 は 物に 屬す r 樂 しきと 思 ふか 樂 しきな り」 と は 白河樂 翁の 言な りし か 

謠 ひの 時 用 ゆる 机の 側面に 瓢と 月の 模様 あり 之れ を 見 かじりた る 人の 之れ に模 するとて ，と！^  ^ 


を 付け、 る (謠 曲の 秘訣に 月に 嘀く瓢 覃の聲 と 云 ふ 事 ある 由な り)  m 

洋犬 を カメと 一 般に云 ふ 事 Come  cose より 來 りたるな りと ぞ 

或 家の 簾に 鬼面と 福 女の 面 を 一到き 上に 遠 仁者 疎 道 不苦者 有智と 誌せ り 鬼 は 外 福 は 內と讀 むな り 

とぞ 

雲形定規 は 曲り てし かも 直し 偉人の 所行 変幻 無窮 か 如くに してし かも 貫く に 唯 一 の 誠 あり 

性 善 か性惡 か。 性是 天命。 天命 は絕對 なり 何 ぞ善惡 あらむ。 性 何 ぞ善惡 あらむ や 

榮 華の 極 は 厭世な り 悲慘の 極は樂 天な り  一 

白百合の 花に 眞黑な 蝶の 眠って 居る の を 見る と美し い 尼の 事 を 思 ひ 出す  • 


帳記雜 


消夏 漫錄 

一 双の 玉 瓶 盛る に 香水 を 以てし 一 喝 大理石 盤 上に 拋て 風鐸 自ら 聲を生 せん 

中 宵 衾 を 蹴て 起ち IE 底を搜 る。 忽ち 一 劎を提 て 庭 上に 下り 空 を 仰て 長 嘯す 月 天心に あり 草 露 厭 

浥處啷 々の 聲頻 りなり。 雜を 揮て 電 一 閃 窓外の 芭蕉 を 切る 

古人 句 あり 

碎 けて は 三千 丈 や 瀧の 月 

妻 か 操り 開く る雨戶 一 枚より 吹き込む 朝風に 蚊屋の 裾 ゆらくと してね か へ れば 護謨 枕 耳に つ 

めた し。 垣の 根と 軒下に なく 蝻. の 呼 ひ 交す 聲 涼しき に殘夢 漸く さめて 寢衣 のま X 攔 によれば 小 庭 

の获 のみ だれな ほ淺 けれと ちか やの 露 偵に はや 秋なる も 哀れ。 槍 扇 浦嶋草 さて は葉鷄 頭の 思 ひの 

儘なる に靑 きな からの 神の 落葉のと ころく 

I 获芒草 さまく に 秋 立ちぬ t  ,  .  ,i 
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雜記 K はしがき (明治 三士 一年) 


明治 卅ー 一年 九月 五日 此 冊子 を 銀 坐 街 某の 勸 工場に 求む 賨 出しの 昔 は 知らす 殘り物 となりて 塵の 

中に 埋れて は 電燈の 光 届かぬ 棚の 隅に いつ 迄耻を 曝す 事 そ 我 今 廿錢に 代へ て汝を 速れ 歸る假 令 破 

れ疊の 上に 投け 散らされて 時に 晝寢の 枕と なり 時に 本箱の 抽斗の 闇に 古雜 誌と 共に 幽囚の 身と な 

る 共 名 も 知らぬ 万人の 前に 生耻 さらさん より 增れ りと 思 は \ 構へ て 吾を怨 むべ からす。 面白き 事 

可笑しき 事 悲しき 事 腹 立し く 口惜しき 事 凡そ 吾心に 浮 はん 程の 事汝に 語れ は汝亦 あり 丈け の 頁 を 

開て 之れ を 聞け。 頁の 盡く るか 早き か 我 世の 盡く るか 早き かた、 し は 頁 も 命 もつ きさる に 不虞の 

^れ にあ ふや は 知らす。 唯 我 傍に あらん 程 は 我れ を 主と 頓まは 我 又 汝を捨 つる 事な けん 


帳記雜 


詩歌 艸稿 (明治 三十 五 年) 


嵐 

須 崎へ 轉地 療養に 行て 彼是 半年の 間。 罪なくて 見る 配所の 月。 雪花の 眺 はない が 沖の 白帆に 照 

り 添 ふ 夕 雲の 色 まば ゆく。 紫染 むる 遠くの 崎. -に^ 緣 つくる 白波の 見へ っ隱 れつす る を 無心に 見 一 

人って 眞 砂の 上に 横 はりながら 取り 止 もない 空想に 耽る のが 日.. の 勤めの 樣 になって 居た。 歸り 一 

に はいつ もく 波 際の ほうの 木 原 を 越して 砂 はかりの 麥 畑の 中の 小道 をブ ラリく 歩きながら 東 一 

の 濱邊の 漁村から 立 昇る タ 炊の 烟を 見たり 西の 松原の 網 置 小屋の 屋根に 群る 穩を數 へたり。 堤へ 一 

上った 所 は 丁度 松原の は づれで 大きな 黑 松が 數本。 幾年 か 前の 暴風に 吹 折られた 枝の 跡 を 見せて 一 

聳へ て 居る 其 下に 藁屋 がー 一三 軒。 塩 風に され 朽た ^屋根に は 幾年の 松の 落葉が 堆く。 屋根に かぶ 一 

せた 破れ 漁網の 目 も 見へ ぬ 迄に 降り つんで 居る。 此樣な 屋根の 下に 生れて 叉 比 松の 下に 死ぬ る 人 ^ 


も あるで あらう。 時として は 子供の 泣聲が 聞へ 口き たなく 篤る 女の 聲も 折- -す るので あるが 未た 

一 度も樂 しい 笑聲の もれた の を 聞かぬ。 此 様な 陰 氣な小 家 原を蔽 ふた 黑松は 叉 堤の 上に 龍の 樣な 

技 をのべ て 濱の塩 風に 天然の 音樂を 奏して 居る 其 下に 小さな 竹の 柱に 苫葺の 露店 かあつて 一 寸画 

の樣な 趣が ある。 此 店が 頗る 奇妙な 店で 賣 つて 居る 品物 は 時に よって 変って 居る。 或 時 は 馬の 飼 

ばの ような 芋の ふかした の と 煎 豆 とがう す 汚い^の 上に 並べて あつ たり 或 時 は 鉋屑 で 作った 笛が 

烟 管の 羅苧 竹と 一 處に 置て あったり 其 傍に は藥ゃ 洋酒の 空瓶が 屑屋の 庭の 様に 置 並へ であったり。 

そして 月 も 雨 も 松葉 も 漏る ベ き苫 の 軒から 無闇に 短冊の ような 紙 を ぶら 下け たり。 ビ ー ル のさ 

瓶に 時の 花を揷 して あったり。 洒落と も 風雅 ともあきない 共 付かぬ 此 小屋の 主人 はと 云へ は 年の 

頃 は 五十で も あらう か。 頭 は 或 時 はくる くと 剃り 落して 延びれ は 延びる 儘に 逆立って 土手の 小 

砂の ほこりに 汚れ 塩 風の 爲か 酒の 爲か顏 はいつ も 銅色の 光り 鈍く 洋服と も シャツ 共つ かぬ 跪 色の 

衣に 股引の 裾 は 切れて 脛 を かくさす 或 時 は 堤の 下の 砂 畑に 獨り敏 を 揮 ふて 大きな 眞砂を 堤に 投け 

上け て 居る。 或 時 は 松の 极に腰 を かけて あやしげな 烟草人 を 握って 烟を 吹きながら 折. - 往来の 漁 

師 等と 意味の 分からぬ 言葉 を 交して 居る。 之れ は 極めて 平和な 時の 叟で。 どうかす ると 通り か k 

り の 漁師 ゃ曆 買な と 、恐し い 髙聲 で爭 ふて 居る 叟を 見受け る の も 稀 ではない。 いっか 冬の 木枯 が 

吹きつ いた 時 町の 小 供の 揚げて 居た 風が 此 爺の 畑へ 落ちた と 云って 取りに 來た 折。 麥の芽 を 荒 
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らした とかで 腹 を 立てた けんまく など は 殆んど 本 氕とは 思 はれなかった。 それ も 其 害 宿の 女に 聞 

けば 彼れ は 熊 公と 云って 此頃 迄氕が 狂れ て 居た のが やっと 落 付て 居る との 叟 自分の 家 は 人に 貸し 

て 己 は此苫 屋根の 下に 霜夜の 頃 も 破れ 蒲圑 にくる まって 冷い 夢を見て 居る と 云 ふ 廣ぃ此 世に 樂し 

みとい ふの は 酒ば かり。 慰めて くる、 人 もなければ 足手纏いの 枷 もな しに。 氣樂と 云へ は 氕樂で 

も あらう。 否 彼れ 自身 は氣樂 とも 苦しい とも 思って 居ぬ かも 知れぬ 唯 朝 は 東の 山 を 離る、 日輪 を 

見て 僅に 今日と 昨日の 別ち を 知り。 門 谷の 岬に 沒 する 夕陽に 銅色の 面 を 照 させて 其 日の 終り を覺 

へる 位の 者で は あるまい か。 笑顔 を 見せぬ か はりに は 悲し さうな 色 も 露程 もない。 凡そ 生け 〔る〕 

亡骸と 云 ふ 者が あれ は 熊 爺 は 其 標本で あらう 唯 僅かに 酒と 云 ふ 者が 此 生ける 亡骸 を滿 して 丁度 電 

氣が 蛙の 死屍に 働く 様な 作用 をして 居る では あるまい か。 余は濱 からの 歸途 いつもく 熊 爺 を 見 

て はこん な考に 耽つ て 居た そして 此人 にも 一 度 は 余 等と 同し 様な 靑 春の 時代の 必す 有った 叟を思 

い。 希望と 生命と に 充ち滿 ちた 過去と 失意と 零落と に蔽 はれた 現在 を對 照して 其 二つの 間に 何 か 

大きな 秘密の 伏在して 居る ではない かと それとなく 宿の 老人な とに 尋ねて 見た が これ ぞと思 はる 

る 節 も 聞き 得なかった 紅顔の 少年と して 彼 を 知って 居た 幾多の 人 はよ もや 此のよう な悲慘 な將來 

が 彼 を 待て 居ようと は氣 付かなん だて あらう し。 叉 今日 彼のみ を 見る 人に は 現在と しかく 相 遠 

した 過去の あった 叟を 想像す るの は 容易で ないか も 知れぬ。 此 間の 秘密 は 彼れ 自分す らも 或は 知 §i 


らぬ かもしれ ぬ。 かくて 彼 は 唯 僅に 得た 金 を 酒と 煙草に かへ て。 アル コ— ルの樣 な 烟の樣 な 生活 

を 送って 居る  - 

一 夜 劇しい 嵐が あった。 地軸に ひ、 V く 波の音 は 濱邊の 嵐に 特別な 妻み を 添へ て 夜す がら 唯 暴れ 

に 暴れた 翌朝 小 止みの 間に 大波 を 見ようと 堤へ 出た 時の 心 持 は 忘られぬ。 熊 爺の 小屋 は 無 殘に吹 

倒されて 雨に 洗 はれた 破れ 蒲圑 がそ こらに 飛で 居た。 熊 公 はと 見る と此 倒れた 住家 を 起し もせす 

何處へ 行た か 影が 見へ ぬ。 余 は 例の 麥 畑から 濱邊へ 出た 狂いに 狂 ふ 大波の 磯に 碎 けて は 散る 汐霧 

を 浴びながら 西 を 見る と 波打 際に 屈んで 昨夕の 1^ に 吹き 寄せられた 木片 竹片を 拾い集めて 居る 人 

影が ある。 それ は此 憐れなる 熊 爺であった。  - 

殆んと 無心に 拾って は 積み 上け 積み上げて は 束ねて 居る。 大方 風呂屋へ でも 賣 つて 叉 酒に かへ 

るので あらう が。 彼 は 今夜 何處 に 眠る 積り であらう 自分 は此時 程此喧 ^好の 熊 公 を 可憐に 感 した 

時 はない。 何處 の浦邊 から とも 知れす 風と， 波に 達ら れて來 て 今此處 に 打 上げられて 居る 木：^ 竹 1^ 

が此 不思議な 熊 公の 歷史を 語って 居る かの 様に 思 はれた。 宿に 歸 つて 女中に 「オイ 熊 公の 御殿が 

漬れ てし まった ね」 と 云ったら 「オヤ まあ」 と疊 みかけた 着物 をお いて 「ほんと にあの 人 も 可愛 

相です はねえ。 あれで おかみ さんの 生きて る 中 は あんなで も 無 かったん すけ ども。 …… 人間 も あ 

あなって はおし まいです ねえ」 としみ-^,\\ー百った。 何 か 身に つまされ でもした 様に 云って 叉 そろ 
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そろ 疊み 始めた。 余 も 茫然と 半ば 開いた. g 戶に もたれた 儘 空に 乱る ト M の 雲の 名 殘を兑 ながら 

身の上に 考へ 及んだ ので ある 
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ノ 1 ト から (ァ ドルフ： ンュ ミット 教授の 海洋 學) 


IS.  5, き 

始めて 敎 場へ 人る と 誰れ も 居ぬ。 黑 板に は 前の 時間の 講義 GescMchte  d:  Schiftfahrt の名殘 

が殘っ て 居る 古代の 船の 船が 下手に 書て ある。 後の 壁に は瑞 西の 模型が 一 杯に ある。 湖水の 處 

は 鏡で 出來て 居る が 大分 破損して 居る。 其內 一 人 一 一人 づ 、聽講 者が 集る。 女 も 一 人 居る。 其內立 

派な 人が はいって 來て繪 図 を かける から 先生 かと 思ったら 助手であった。 其內 先生が 來て 早口て 

講義 を 始める。 殆んど 何の 事 かわから ぬが 

h  Isobath の 話 

9^ 大陸の 平地 (schelf) より 海， に 移る 事の 傾斜 急なる 事 

a  Tuscaroca 等が 陸に 近き 處 急に 深く 大洋に て は 却て 淺き事 

4  Tuscarorti に對 して 南米 知 利の 沿岸に 深き 處 ある 事 
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^ 深海 测 量に 用 ゆる 種よ の 重 錘 を 見せる。 いづれ も 大同小異で つまり 直りが 下へ 落つ くと 同 

時に 錘 を 吊した 針金が は づれて 落ちる 装置で ある。 

〔以 F 講義 筆記、 翁 略〕 
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實 測の 結果 を 仰 線に て 現 はす 事 (大正 三年) 


1、 函數の 話" 変化 シ得ル I ッノ量 E 'ノ 変化 スル 一一 當リ其 各 >A の 價に對 シテ他 ノ量乙 一一 一 定の 

： つ 又 二つ 以上の 價ガ 相當 スル i ハぉハ 4 ーノ 函數ナ リト 云フ。 《;  ノ價 ガュ ノ價ノ ミニ ヨリ テ定マ 

ルキハ B ハュノ ミノ 函數 ナリ ト云フ J ず， fUf  乂  R1 ノ價 ガ，， {ん- ::: 等に より 定 マル キハ 

/(に 7,1" …… .13)。 此 ノんん …… ガ獨 立ナレ ハ獨 立変數 ト云フ 此 場合 一一 ハ 17 …… ュ" 迄ノ 凡テガ 

定 マラ サレ ハ ノ 價ハ定 マラ ズ。 又ん …… ム 一一 各 M 一  定ノ 價ヲ與 フル ita^  ノ價ガ 唯 一 ツナ ル： t ハ 

B ハ ん …… ムノ 一  價函數 ナリト 云ヒ、 シ カラ ザル 場合 ハ 多價； S 數ナリ ト云フ 

例。 定 マリ タル 長サ溫 度等ノ 針金 ノ 延長 ハ其レ 二 力 、ル 量 ノ函數 ナリ。 叉 力 、 レ ル望量 同 

シ キキハ 針金 ノ長サ ハ溫度 ノ函數 ナリ而 シテ此 等ハ告 一 價购數 ナリ。 シカシ 一 般 一一 針金 ノ 延長 

ト 稱スル モノ ヲ 抽象 シテ考 フレハ 之レハ S 全休ノ 長サ、 g 張力 g 溫度 . ゆ』 バ壓 问濕度 

ゆ 加速度 〔£. 荷電 ゆ 天 休 引力 …… ノ函數 ト考へ ザルべ カラ ズ。 自然界 一一 於ケル 種. -ノ 量ハ實 


際 ハ無數 ノ変數 ノ函數 一一 シテ此 等ハ又 相互 ノ 影響 ヲ 有ス、 故 二 針金 ノ長サ 一一 テモ 此レガ 直量ト 

溫度 トノ兩 數ト考 フル 如キ ハ 非常 ノ 抽象 一一 シテ 吾人 ノ便 〈几 ノ爲 一一 此ノ 如ク考 フル 一一 過 ギズ。 實 

際ハ溫 度変レ ハ彈 性変ル 此ノ爲 ノ延ハ 湿度 ノ爲 ノ延ト 彈性ノ 変化 ノ爲ノ 延トノ 和 ナリ又 重量 ヲ 

.1^= 加 フルト 徐 M  二 加 フルト 一一 ヨリ 溫度ノ 変リヲ 生ス。 况ンャ 履膀ノ 影響 アルガ 故 一一 詳シク 云 

へ ハ 從來ノ 歴史 ノ函數 ナリ。 此ハ如 ク始メ ヨリ 凡テノ 「ヲ考 フル キ ハ 混雜ス ルノミ 一一 テ 要領 ヲ 

得難 シ。 素人 ハ 物理学者 ノ 抽象 ノ 仕方 ヲ鮮セ ス シ テ往ょ 二 シ テ此 ノ如キ 議論 ヲ ナス モノ ナリ。 

故 自然界 一一 函數ノ 考ヲ應 用 ス ルキハ 抽象 ヲ ナス ヲ 要ス、 此 レニ ハ 近似 (第二 一次 …… -) ヲ期ス 

近似 ヲ行 フー 一 ハ 種よ ノ 作用ガ 結果 一一 及 ボス 効果 ノ 大小 ヲ考へ 判断 スルヲ 要ス。 此レヲ 行 ハザレ 

ハ 物理的 問题 一一 數学 ヲ應用 スル 「ハ 對的 不可能 ナリ。 Mathematical-  fol.llslatioll サ へ 出來 

レ ハ跡ハ 純 論理 ノ 問题ナ リ鮮柝 一一 ヨリ テハ 其 出發点 一一 含 マレ ザル 何者 ヲ モ 示 ス 「ヲ 得ズ 。 物理 

学者 ノ 任務 ハ此 ノ如ク 耗驗 / 結果 ヲ 合成 シ テ 此レヲ formulate スルー ーァリ 自然界 一一 ハ 多價 

函數ハ 少シ。 例へば 一定 ノ  sine ヲ有ス ル 角度 等 ノ如シ シカ. ン此レ ハ 360。 以上 ノ角 ヲ考へ 

ザ レ バ 無限 一一 ハナ シ。 3§。 以上 ノ 角ヲ考 フル r ハ 一 ッノ考 へ 方 ニテ Anschaus お- ノ 問題 ナ リ- 

此考ノ 中 一一 ハ 運動 ノ 槪念ヲ 含有 ス ルガ 如シ。 {贝 ノ歲 ノ人ハ 三十 七歲カ ニト五 才力 …… ナリト 云 

フキ ハ年 II ハ 干支 ノ 一  種 ノ多價 函數ナ ルガ 如キ モ此レ ハ數 学的ノ  formulate 困難 ナリ。 假リ 
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一一 子 丑 寅 一一- …… ナ ル數ヲ 連應セ シ ム レバ 年齢 ノ數 ハ此ノ 番号 數ノ 函數ト ナル。 即チ 一 種 

ノ 約束 二 ヨリ テ生ジ タル r ナリ。 結果 ヲ 原因 ノ函數 ト考 フル 場合 ニ於テ ハ 吾人 ノ 理性 ハ 常ニ單 

價 函數ヲ 要求 ス。 又  一 ra 一  丙 等ノ金 一一 テ買 ヒ得ル 品物 ト云 フガ 如キモ 種. -ノ答 ヲ與フ レ ドモ、 

原  ^ 

此 レモ 數学的 二  formulate スル r ハ 困難 ナリ、 此 レヲナ サン トス レ 凡百 ノ 品物 一一 適當ヲ 番号 

ヲ附ス レバ 可ナ ルガ 如キモ 此ノ番 號ハ量 一一 ァ ラズ。 又 一円 一一 テ買ヒ 得ル米 ノ舛目 ト云フ モ此レ 

ハ 代價ノ ミ ナ ラズ其 品： ig ノ 函數ナ リ。 故 一一 金高 ノ ミヲ與 へ テ舛目 ヲ問フ ノ ミ 一一 テ ハ 單  一 ノ答ヲ 

得 サルハ 明 一一 テ。 答 ハーツ ノ  Kontinuum 叉 は 系ヲ表 はす  • 

次 ニ変數 ガ速續 変化 ヲ ナス キハ此 レヲ連 續変數 ト云フ 。時 穴ェ 間等ハ 連鑌ト 考フ。 叉 函数-一 モ連 

鑌ト 不連鑌 函數ト ァリ。 干支 ヲ 番号 一一 表ハシ クル 數ノ 如キハ 不連 績変數 一一 テ 中間 ノ モノ ハナ シ。 

又 時空 間ヲ獨 立変數 トス ル函數 一一 テ モ不 連績ノ モノ ァリ。 例へ バ米 相場 ノ如 シ。 物理的現象 一一 テ 

ハ ガ ス 分子 ノ 運動。 ブラウン 運動 ノ如キ イツ レモ 不連續 運動 ナリ。 

連 續トハ 如何 ナル r ヲ 意味 ス ル 力 數学的 速續ト 物理的 連績 ハ 異れり 物理的 連鑌 ハ 吾人 ノ知覺 

ノ 精粗 一一 ヨリ テ定 マル 相 隣レル ニッノ  H レメ ントヲ 區刖シ 難キキ ハ此レ ハ 物理的 連繽ヲ 形成 ス。 

例へ ハ五 グラム ト 六グ ラ ム ハ 弁別 シ 難キ モ五 グラム ト七 グラム ト ハ 區^ シ 得 ラル ト云 フガ 如シ此 

ノ事ヲ 式 一一 テ 示セバ 甚シキ 矛盾 ヲ生 ズ即 ^Ha  B=c  J. せ c ト ナル。 多 タノ 物 休 ハ 吾人 ノ知覺 
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一一 對シテ ハ 連續ナ ルガ 分子 原子 說ハ 此レガ 不連績 ナルヲ 示ス。 叉發 光体 ノ發 散スル H 子ルギ —  ノ 

如キモ 近來ノ 素量說 一一 ョレ ハー 種ノ不 連績ヲ 示スモ ノ  、如 シ。 

要スル 一一 自然界 ノ 實在ト 吾人 ノ主 觀的ノ 實在ト ハ経驗 ノ連續 一一 ョ ッ テ 結合 サル 、 ノ ミ。 而シテ 

凡テノ 経驗ト 矛盾 セザ ルガ 如キ 自然 ノ云 ヒ現ハ シヲ 総合 シ タル モノ ハ即チ 自然 科學 ノ方刖 ナリ。 

故ュ方 則ナル モノ ハ决シ テ本來 ノ眞理 一一 ハァ ラズ又 永世 不変 ノ モノ  二 モア ラズ。 例へ ハ 現代 ハ古 

來ノ 物理学 上 根本 方則ノ 危機 一丁 ンテ、 カル ノ ー ノ 原理、 勢力 不减ノ 原理 等スラ 其根抵 一一 於 テ動搖 

スルニ 至 レリ。 然レ ト乇此 レニ ヨリ テ 物理的 原理 無用 ヲ稱 フル 人ハ ァラ ザルべ シ。 自然 ハ 吾人 ノ 

知識 如何 一一 關セ ス 存在 ス レドモ 吾人 ノ耗驗 の 範圍ハ 年と 共に 擴張 サル。 舊來ノ 原理 ノ破 壞ハ更 一一 

ヨリ 多ク 普遍的 ナル 原理 ヲ知 ル楷梯 一一 過 ギザ ル r ハ 物理学 發達 ノ歷史 一一 徵シテ 明 ナルべ シ。 面ノ 

世界一 一 住へ ル人 ハ高サ アル r ヲ知 ラズ。 穴ェ間 一一 住 シテ時 ヲ知ラ ザル人 ハ囚獄 一一 アツ テ此レ ヲ脫ス 

ル r  ノ 可能 ヲ認ム ルヲ得 ザ ルガ 如ク。 從來 ノ経驗 一一 テ了 鮮シ難 キ事實 を見セ ハ其ハ 新シキ 世界 ノ 

最初 ノ 一  赞 ト考 フべキ モノ ナリ 

余談 ハ措 テ。 本題-一 移 ラン。 實用 上-一起 ル多 タノ 問題-一 於テ ハ 唯連績 変數ノ 一  價 的連績 函數ノ 

ミ起ル 。其 尤モ簡 單ナル 場合 ハ ij,f ま 二 シテ、 此レハ 垂直 坐標軸 一一 ヨリーつ の 曲線-一 テ現ハ 

サル 。即 チズ ノーつ の價ニ 對シテ ガノ價 ハーツ 唯一つな り 
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例、 ぶ ヲ 溫度ト シ "ヲ 水ノ比 ffi ト ス レバ 此ノ 曲線 ハ 第一 一！： ノ 如クナ 

ル べシ。 此 場合 一一 ハ 比重 ハ 常-一正 号ナル べキ故 曲線 ハ凡テ ぶ軸ノ 上側 

ユア リ。 此レ  一一 -M シテ H ヲ比 11^; トシ、 "ヲ 溫度ト ス レバ。 ハ正 ヨリ 

負 I  一  K ル 

拉テ此 ノ^ 線ノ IT 式 表示 ヲナ ス際 問題 トナル ハニッ ノ 坐！；！ 軸ノ位 S 

並 一一 化 〔尺度 ナ リ、 例へ バ上ノ 問題 一一 於テ 比重 ハ 一 一一 近ク 普通 溫度 一一 テ 

ハ 唯小ノ シ 、 力 変 ラヌ故 P  =0 を！！ 上 二 ォ キ シ 力 モ p ノ溫度 変化 一一 ョ ル 

変リヲ 一 ほ 瞭然 タラ シ ム ル 一一 ハ 非常-一 大ナル 紙幅 ヲ 

要 ス ベ シ。 シ 力 シ カク スル 必要 ハ ナ キ故軸 ヲ適當 二 

移シ 尺度 ヲ適當 一一 撰へ バ可 ナリ。 諸^ ガ 物理 實 驗ノ. 

際ガ ラ ス管ノ 直径 ヲ 管長 一一 沿 フ テ 洲リ此 レ ヲ 図示 ス 

ル 場合 乇 同樣ノ  r ヲナセ シナル ベ シ 

此等ノ 速 續函數 ハ 微分 係數ヲ 有 ス 。 然 シ テ 第一 係 

數 ガ連繽 的ナル 場合 モア リ不速 績ナル 場合 モア リ。 第二 係數 ガ不述 繽ナル 場合 等 種 > 、ァリ . 
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普通 ノ  5； 勿 合 二 ハ 勿ー，！  fl:! …… 皆 速繽的 チリ 

今 ^-^ ヲ知ル 方 如何、 此レ 二 ハ 直線 ヲ引 キク. ルガ ラ ス板又 ハセ ルロ 

イド 板 ヲォキ 此レガ 直線 一一 切 スル樣 二 シ 此線ノ  H 軸 トナ， ス角ノ 正切 ヲ求 

ム レバ ヨシ。 唯此際 注意 スべキ r ハ。 ^線ガ 少 シ 一一 テ モ 不規則 ナ ル キ ハ 

一" ハ 著シキ 高低 ヲ生ス 例へ ハ雨ノ 量 ノ如シ (次回-一 

メ  理論 上 此の 如キ 不規則 ナル 高低 ナキ モノ ト考へ ラル 、場合 一一 ハ 此レヲ 

平滑 ニス レバ 可 ナリ。 ，l.l,g ヨリめ 一，^ ヲ求ム ルモ全 ク同樣 チリ 

微分 係數ヲ 求ムル 必要 アル 實例 ハ。 乾燥 ノ 問題 一一 於テ 重量 ト時 トノ 曲線 ヨリ、 一時間 链 ノ蒸發 

量 ヲ求ム ルガ 如シ。 實際上 一一 ハ概 W 作ノ  E 的 ナル故 一 時間 毎ノ差 ヲ直チ 一一 取 リテモ 不可 ナキ モ。 変 
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化 不規則 ナ ル 場合 一一 ハ此ク スレハ 眞相ハ 全ク失 ハル。 

(例 雨ノ 場合) 

吾人 は 事柄 一一 ヨリ テハ唯 ナ ル 変化 ノ ミ ヲ知ル 

場合 多 シ。 例へ ハ 鼠 車中 一一 ァ リ テ外ヲ 見 ザ ル 場合 一一 速 

度 ハ 感ゼ ス 其 変化 ノミヲ 知 覺ス。 地 f«  ノ 運動 ヲ自 覺セ 

ザ ルガ 如 キ其著 シキ例 ナリ。 ，1,-1,1  ノミヲ 知リテ "ヲ 

求ム ル 二 ハ即 積分 ヲ耍ス 

積分 ノ 場合 ハ 微分 ノ 場合 ト  一 M 對 一一 シ テ 曲線 / 小 不規則 ハ八. -リ大 ナル影 

響ヲ 生セズ y=r ま a ハ上ノ 線条 アル 面積 ナリ 此レ ヲ計ル 一一 ハ或ハ 

J  S き 

方眼紙 ノ： H ヲ拾フ モヨ ク、 或 ハシム プ ソン ノ式ヲ 用 ュルモ 可。 又 ブラー 一 

メ ー トル ヲ用ュ ルモ可 チリ。 凹凸 甚 シキキ 二 テモ。 此レヲ 目分量 一一 テ 矩 

形 二分 テハ 相當ノ 近似 ヲ得、 叉 糸 ヲ張ッ テ：： ： 測スル 方法 モア リ。 目的 一一 應シテ 

適當ノ 方法 ヲ撰ブ 「最 肝要 ナリ。 

極 坐標も 場合 一一 ヨリ テ ハ 便利 ナリ。 殊  一一 V. ガ 方向 ヲ 示スキ ハ最モ 便ナリ •。 風 

ノ 分布 等ノ如 シ。 シカシ 此等ノ 場合 一一 於 テモ。 吾人 ハ 直線 ヨリ ノ 齜齬ハ 容易 一一 
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認メ 得べ キ モ H ヨリ ノ齟 11 ハ認 メ難キ 故、 垂直 坐檩 ヲ便ト スル 「モア リ。 乂 一般  一一 ガ H  ノ 週期 

的函 數ナル キー 一 モ極坐 標ヲ便 トス ル 「了 リ 

扨 テ實測 ヨリ 得 クル 曲線 ヲ數式 一一 現ハ サン トス ル 場合 二 ハ 如何 一一 スべ キカ此 レー 一 ハ豫メ 種よ ノ 

曲線 ノ 性質 ヲ知リ 得ル 「必要 一一 シテ。 此ノ種 i ノ曲線 一一 ツキ テ ハ 他敎官 ヨリ 講義 アルべ シ。 唯此 

處ニ ハ 此レヲ 運用 スル ニッキ テ  一二 ニノ 注意 ヲ ナ ス ベ シ 

H 曲線 軸ノ 移動。 實测 曲線 ヲ ぶ 叉 ノ 方向 一一 ズ ラセ バ 旣知ノ 曲線 トナル 場合。 此レ ハ 

=  。  =  /  二 相 〈口田 ス 

「一 曲線 ノ 廻轉。 > 


9 

三 曲線 ノ逆 轉。 ly=H3  I  . 


—— ち 

、凡 


§ 曲線 ノ 合成 


帳 記 雑 


尺度 ノ 変化。 一 見異ル如キニっ の：^線ガ尺度ヲ说っー ス レ ハ全ク相^^-ル5|合モァリ。 

以上 は 凡テ獨 立変數 唯一 個ノ 場合^ チ ？ /  =  ノ 場合 一一 限 ラレ タル ガ次 一一 ハ z  =  f{x!: 即チ 

獨 立変數 二つ ノ 場合 一一 移 ラン 

此ノ 場合 二 ハ數学 ヨリ 知 ル如ク 上 ノ式ハ 一 ッ ノ面ヲ 與フ。 此レヲ 形 一一 現ハ ス 二 ハ 空中 一一 一 つの 

面ヲ 構成 スルヲ 要ス。 シカシ カク スル r ハ 不便 ナ ルガ 故  一一 丁度 地図 ノ 上に 山 ノ 高低、 海ノ 深淺ヲ 

現ハ スト 同樣ニ シテ 所謂 Contour  line ヲ 記ス。 即.： -  =  ：：： 等ト オケ パ f  {x ち 

ナル 曲線 ヲ 得べ シ  ， 

今實 測ノ價 ， -ヲ H 及 V ン種 立ノ價 一一 對シ テ 知リ此 レ ヨリ 2  =  J  (x  S ナル式 ヲ求ム ル 方法 如何." 

^  先づ ち 面 上 一一 種-^  ノ  (X 1J) 一一  相應 スル Z  ノ價ヲ 記 人 シ此レ に ヨリ 

テ 等高線 ヲ W ク、 此れに は適當 一一 內挿 法ヲ 行ぶべし、 カク シテ 等高線 ヲ 

得 レバ 次 二  x  =  ，，  HM^U  y  =  m 一,  y  =  f  ナル ノ  "MJ 《71, s 

"一"， hs …： ヲ求 メテ此 レヲ因 示シ。 其 レヲ表 ハスべ キ 數式ヲ 求ム。 

^  此レ ガ或ル 種類 ノ 曲線 ナルヲ 知レ ハ其 曲線 ヲ 確定 スべ キパ ラ メタ—：：' 求 

メ此 レガ， -叉ハ I ノ 如何 ナル函 數ナル ヤヲ 求ムべ シ。 シカ シ此レ ハ必シ モ常ニ 可能 ナリト ハ限ラ 
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ズ 。 H  Const  ノ キト 2/  =  Const  ノ  &r ト 兩方 ョ リ出發 シ テ同樣 ノ  Z 儿 (S ち 一一 到達 セザル ベ 力 ラ 

ザルハ 勿論 ナリ 

以上 ノ如 クシ テ數学 式ヲ得 レバ 次 一一 ハ 最小 自乘法 一一 ヨリ テ其 ノ式ノ 定數ヲ 確定 スル モノ トス 
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雜 記 帳 (大正 四 年頃) 

着 

歷 史家と 科学者 

物理学者 で あ る 伯父 の T と、 若い 文学士 の 甥の N との 間に 或 夜 こん な 談話が 取り 交された 

T、 文明と 氕 候との 關係は どの位の 程度 迄 研究され て 居る だろう。 世界の 年 平均 等 溫線を 見て 

色 M 當 つて 見た が 兎に角 文化の 擴 がりと 等溫 線の 排 置と は 隨分 面白い 程よ く 一  致して 居る と 思つ 

たよ 

N、 そうです か、 僕 はま だ あんまり その 方の リ テラ チュ ァは 知りません が、 兎に角 研究の 餘地 

は あるでしょう 

T、 一体 古代の 文明が 大抵 熱蒂に 源を發 して 居る の は 何故だろう、 支那 は 別と して . 
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N, 衣食の 關係ぢ やありません か、 餘裕の 問題でしょう 

T、 そんなら 阿 米 利 加 や 南 阿弗利加で 同し 位な j!:: 候の 處で 同様に 發達 しなかった の は なぜ だろ 

う 

X, 阿 米 利 加で は 多少 古代 文化の 形跡が あるそう です が、 鬼に 角溫 度ば かりで も說 明され ない 

でしよう、 交通の便 とか 物産の 關係も あるで しょうし 人種に もよ るから 

•  T、 そうだな あ、 平均 温度 だけで は J;^ 候 はわから ないから、 溫度 とか 流行 風と かで」；：： 溫が溫 和 

になったり 酷し くなる から。 それにしても 印度 埃及ァ ラビア へ かけての 文化の 源 はなんだろう。 

同じ 41^ 候の 處を追 ふて、 人間が 移動した のだろう か 

X、 大河の 存在 も 源 因の 一 つでしょう、 ナイ ルスと か、 ガン ヂス とか 

T、 それ ぢゃ. m 量が 問題に なるな —— そんなら ァ マ、. ソン 流域の 駄目な の はどうし たんだろう 

X、 さあ 

T、 植物の 勢力が 强 過ぎて 人間 がれけ るん ぢ やないだ ろうか。 

N、 そうか も 知れない  . 

T、 それ ぢゃ 歐洲の 文明が 北進し. たの は 何故だろう。  . 

N、 自然との 爭 岡で 智惠を 練った 結 北の方の 人間が H ラク ナッタでしょう。 n 僕 は 文明が 
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極度 迄北漸 して 叉 南へ 歸っ て來 やしない かと 思 ひます。 

K の Diagnosis 

K は不思 儀な 男で ある、 自分の 處 へ何處 か，^ ら 招待 狀 でも 來 ると、 仲間 中の 處を 廻って 「君の 

處 へも來 たか」 と 聞いて 歩く。 そして 若し 誰かの 處へ來 なかった 事 を 知る と必， す 其 理由 を說 明し 

なくて は 承知し ない。 

K に 物 を やる ときつ とすぐ に 其の 返報 をよ こす 「狐 を 打った やうに」 速に 何 かよこさなければ 

承知し ない 

K が X に 贈物 をしたら 其 か へ しに 五六 円の ハ ンケチ を 貰った。 K 曰く 「僕の やった もの は壹円 

位 だのに こんな 者 をよ こした、 屹度 貰 物で 價を 知らなかった の だら う」 と、 K は 友情 を 商品と 思 

つて 居る と 見へ る。 こんな 男に 物 を 貰った 人は默 つて 貰 ひ 離しに すべきで ある。  - 

K も 亦 世の中に は 善人と 惡 人と 一 一通りし かないと 思つ て 居る - 人で ある。 そして 自分の 認めて 

惡人 とする 人 を 罵る 事に よって 自分が 善人の 部類に 人る 事が 出來 ると 信じて 居る ので ある。 其の 

点に 於て 彼 は 鬼に 角 善人で ある 

K は 新しい 帽子 を 買った 時には 必す 其れ を 買 ふ 事の 止む を 得なかった 理由 を說 明して 歩かない 
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と II バが濟 まない の である。 

K 曰く 「僕 は 人に 惡ロを 云 ふが しかし 根に は 持たない つもり だ、 わりに サッパ リ して 居る よ」 

と、 成程 惡ロを 云って しまへば サッ パリす る だら う、 云 はれる 人が 皆サッ パリす るか どう 力 は 

問で ある。 

彼 は 全然 余白の ない 書物の やうに 不愉快で ある 

ァ. -! は 自分の 持って 居る 定規 を 人 を 當て& 此れに 合 ふやう に 人を强 ゆる 事 を 「親切」 と 心得て 居 

る 人で ある、 そして 其 定規に 合 はぬ 〔以下 闕〕 

cansfltlon 

^s^.p-.-pso  sequence ト云 フ事ハ causo  and  effect ト synslym 一一  ァラズ 1^ へ ノ夜 ト晝ノ 

如シ。 此レハ 地球 ノ自 轉ノ 結果 ノ 半面 ヲ區^ スルー 一過 ギス、 地球 ガ自轉 スト 云フ positive ナル 

CO  一  Kuticn  ノ下 一一 ハ夜ガ 來レハ 次-一 來ルト 云フヲ 得、 故 一一 cause  and  effect ト 云フ爲 一一 ハ cause 

ガ存 スル. it 一一  他ノ llositive  condition ナ シ 二  Effett ガ follow セザル ベ 力 ラ ズ 

cause ト condition トハ シカシ essential 一一 ハ同シ モノ トモ 考 フル ヲ得、 唯、 condition ガ特 

一一 抽象 セ ル cause ヲ呼 出ス前 一一 豫 メ 其 背景 ト シ テ 存續セ ル causes  (廣 義ノ) 一一  用ヒ ラル。 從テ 
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negative  cause ト云フ 言葉 も 生 ス  己 

Al  and  list ト 云フ甚 is モ foil ナリ Agl  ノ ミー ーテハ 1.  £ ラス 

Imtient-  ノ中 一一 モ sge ハ存ス 

I  ノ  eft ガ他ノ モノ  ノ 存在  一一 it ト考 フル W ハ I  ノ  |〕|§  (職- 

positionof  fi  ノ 如ク) ヲ ナス ヲ得、 器械 的 世界 觀 一一 テハ凡 テ此 ノ如キ 醒1ま ガ r 

ル、 樣 一一 原因結果 一一 相 當スル 觀念ヲ 定メ、 又. 醒 Pole ト云フ 「ノ ま ヲ 観 シ、 1 ぎ 

and  Tiltive  nlnitude ヲ考 へ或ハ vects-  quantities ヲ考フ 

A,col ハ 原因 ト云フ 墓 ヲ I シ タリ、 實際 力学 等 一一 テハ 原因 ト云フ 「ハ 無意味 ナリ 

カガ動 タト 云 フユ 加速度 ァリ ト云フ 「ヲ 云ヒ 力へ タル 記載 法 一一 過ギ ス C  I  ノ 111 謹 

ヲ考 フル 「 t  it  ノ如キ モノ ヲ考フ 此レ ハ時ノ  fi き ノ  gl? ナ ノ 

点 ヨリ 原因結果 ト 云フヲ 得べ キ モ、 固 ヨリ 何等 ノ  itt  ノ 意味 ハナ ク唯 経驗 一一 基ック 

Law  ノ  statoiueut 一一  過 ギザ ルハ 勿論 ナリ 

mi ガ 因果律 ノ先 驗性ヲ 疑ガッ タノ ガ Kant ヲ啓發 シタ。 シカシ 今日 ノ 科学者 デモ 此ま 

ツイ テ 判然 タル 考ヲモ タヌ人 ハ多ィ 
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原因 ヲ云 爲スル &r  condition ヲ暗默  一一 了解 シテ 居ル 場合 ガ 非常 一一 多ィ、 此レハ 方則ノ  state- 

I 一一  §t テ モ 同樣デ アル、 ソレ デ 方則ヲ 言葉 通リ 一一 鮮 シ テ應用 スル キー 一失 敗スル 一 源因ト ナ ル 

Leibnitz  ノ  pl-estabmel ti  rTprmollie ガ 存スル トセ バ 此 レ 亦 原因結果 ト 云 フ 考 ヲ 無意味 一一 スル。 

ニッノ モノ ハ 唯一 ッノ  so 一- ies  ノニ点 ヲ示ス ダケ 二 ナル。 

原因結果 ヲ考へ テ 意味 ノア ル爲 一一 ハ 原因 ノ  choice ト云フ 「 ガ 必要 デ 了 ル 、 

Sic 

同シ 結果 ハ必 シモ 同、 ン 原因 カラ 起ラヌ 從テ 原因 ノ  P3bslbity ト云フ 問題 ガ起ル  . 
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雜 記 帳 (大正 九 年) 


神経衰弱 患者の 日記より 

大正 九 年 一 一 月 一 一十 九日 

昨日の 朝起きた 時に 降つ て 居た 細かい 雪 は 一 日 一 夜 を 降り 通して 今朝 もま だ 降って 居た。 數日 

前に こしら へて 消へ 殘 つて 居た 汚れた 雪 球 も 叉 新し. い 奇麗な もので 蔽 はれた 

しばらく すると 障子に 少し 日が 當っ て來 た、 西の 穴ェ から 少し づ 、晴れて 來て 煤烟の やうな 雪雲 

は 東の 方に 追 はれて 行った。 

床の 中で Maeterlinck の Iimeieu  Sc ま nlicit を 讀んで 居たら 田 丸 先生が 見へ た。 〇〇 君の 就 

職の 事で 待遇 をもう 少しよ くして 貰 ふ 交 涉を賴 まれた。 それから 口 ー マ 字の 歌 (先日 田中舘 先生 

の 御 話の あった) の 譜を醫 科の 学生 某が 作った とい ふの を 見せられ、 色. - 批評 をした。 航空 研究 
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所の 話 もあった。 

W.  James の prag-nlatisnl が ：Physical  science の method を 採った もの だとい ふやうな 話 を 

して 居たら K が やって来た。 ィ キナリ 先生と 何處 かの 口の 話し を 始めた。 

その 用談が すむ と 第一 に 自分に 云った 事 はこうで ある 

『藤澤 先生が 度. - 君の 事 を 聞く から 時. - 見に 来ない と 工合が 惡ぃ …… 。 ァ ン ナ事を 云って 惡る 

かった が 「先生で さ へ 一 一度 やって 今 そんなに い 、ん. ですから …… ，ー と いったが』 

こういつ て 例の やうに 頭 を 振つ て 得意な 笑 ひ 方 をした 

田 丸 先生 は 『鬼に 角 年齢が 大分ち がう から 刖に惡 く 思 はれる 事 もない だら うが』 と 云って 笑 は 

れた。 

自分 は 非常に 此の malicious な K の 言葉に 苦 M しさ を感 しだ K が藤澤 先生の 事の やうに 云つ 

たの は 表面で ある。 其 裏面の 本當 のね らい 處 はこうで ある。 rF 先生で さへ あの 年で 二度 病氣に 

か、 つて さへ もうあの 位よ くな つて 居る。 其れ だのに お前 は 若い の にあの 位の 事で 未だ 休んで 寢 

て 居る のか」 

こう 鮮釋 する のが K の 平生に 對 して は正當 である。 

それから 岡 山の M 君の 話しが 出た。 K は 叉い つもの あらゆる 人の 批判者た る 態度で 「あれ は 佐 
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賀の男 だか 佐賀 人の いやな 處 がない」 と 云 ふと T 先生 は 「ホ— いやな 處とは ドンな 事 かね」 と 聞 

いた。 K はしば らく モグ々 々して ゐ たが 「利己主義です」 といって 叉 例の やうな 得意そう に 口 を 

結んで 火鉢の 上で 兩手 をす り 合せた。 K は M とそれ 程の 交誼の ない 事 はたし かで ある。 此の 利己 

主義と 云った 言葉 も 自分に 對 して 彼れ の 平生 投け かけやう と 思って 居る 形容詞 を 此の 機會に 投げ 

出した 事 は 極めて 明で ある。 そして Y 敎授の 行爲も 同氏に 對 する 自己の 好意 もみん た 自分に 對し 

て 投げられた malice の投 翁で ある それから 昨日 Y 敎授が 電車から 落ちて 手 をす りむい た^で 

講義して 居た とい ふ 事 を さも 犬なる 利他 的 S. 牲 的行爲 である 如く 話した 叉 自分が それ を アル コ 

ホルで 洗って 繃 してやった 事 をも附 加へ た 

七日 日、 

T 「今朝 は失禮 しました、 生憎 一寸 出て 居て。」 

K 「ナ 一一 出歩かれる やうで 結構です よ。」 …… (ヂ了 ルカレ ルをュ ックリ 強く いふ) 烟 草へ 火 を 

つけ やうと して 指を燒 いて 其 拍子に 灰 を 落したり あわて 、キヨ ト々々 する。 そして 顔が 一 曆けは 

しくなる 0 

K 「丁度 君の やうな 心理 狀 態の 病人が ある (卒業生 三人 顏を 見合せ て タス々々 笑 ふ)。 …… 何 
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力 コッソ リ吞ん で (吞む手眞似をする) ^！^；を出して喜んて居る。 …… 何 か 吞んで 熱 か 出て 醫 者に 

首 を ひねらせ ちゃ 喜んで 居る そうだ、 …… 三十 年と か 病院に 居る そうだ、 まあ 精神病 だな」 (卒 

業 生顏を 見合せ て 今度 は 苦笑 をす る) 

T 「誰れ でも 多少 そんな 心理 狀態は ある もの だら うかな 二 

研究の 方が 出來 ない と 無闇に 雜務を こしら へ ちゃ 忙し い 々 々と 云つ て 居る 心理 は 何處か 似て 居 

やしまい か。 

K は來る 度に 屹度 何 か 一 つ は 云 ふべき 事 を 用意して 來る。 其れ を 云 ふ 迄 は 落 付かす に キヨ トキ 

ョ ト して 眼が 釣り 上って け はし ぃ顏 をして 居る。 口 を つぼめて 唇 を 舌の さきで 甞 めてば かり 居る 一 

それ を 云って しま ふと 安心す るか 顔の 表情が 丸でち が つ て 安心した やうな 愉快そう な顏 になる。 

未だ それ を 云 はない 內に 誰か 他に 來客 でもあって 其れが 知らぬ 人 だと あきらめて すぐに 歸る。 其 

時 は 可也い やな 顏 をして 居る。 

大正 丸 年 三月 十日  . 

急に 春めいて 暖かに なった、 障子 を 明けても 寒くない。 
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此度內 から 気になって 居た 三 浦 博士 へ の 御禮の 品で も 買って 來 やうと 思って 出かけた。 出る 時 

に はなんだ か 気が 進まなかった が 出て 見る とい 、氣 持に なった。 大手 町の 乘換で 電車が 中え 來な 

いから 歩いて 日本 橋 迄 出た 大倉 書店へ はいって 獨 歩の 「運命」 を 買った、 此間 阿部 君が 來て大 

変 面白い と 云って 居た から 讀んで 見た くな つたので ある。 三越へ 行った、 H レべ ー タ ー です く 五 

階へ 上った、 東 山 作の 青磁の 花瓶 を 買った 少し 安 過ぎる から 此れに 鰹節で も 添へ て 贈る 事に する „ 

六 階へ 上って 花の 處を 見廻る。 ボカ々々 として 少し 溫か 過ぎる。 シ子ン シスと ォブコ 一一 力と を 買 

つた。 琉 具の 處には セルロイド 會 社の 品が 澤山 出て 居た。 セルロイド 製の もの はなんだ か 妙な 光 

澤と 色彩が 嫌た と 思 ふ。 すぐに 下へ 降りて 外へ 出た、 三 井 銀行の 前の 敷石に 口が あたって 暖かい _ 

日本銀行 前から 河岸へ 出た。 電車が 中  >  、来ない から 砂利 澄 場の 崖の 處へ 出て 見る。 すく 向 岸に 荷 

船が 四 五艘 驚って 居る、 いづれ も 細長い 木 函を滿 載して 居る。 向 岸の. 三菱の 紋の ついた 倉庫へ 荷 

上げ をして 居る。 印抨纏 を來た 人夫が 機械的に 肩から 肩へ と 荷 を 移して 居る。 一番 前の 船 だけ は 

半分 程 荷 上げが すんで 居る が 他の 船はヒ ッ ソリ して 居る。 最後から 一 一番 目の 船の 船尾に は 年の 行 

つた 女が 晝 飯の 仕度と 見へ て 菜っ葉 を 刻んで 居る。 刻ん た 茱は小 桶の 中へ 人れ た、 指の 先につ い 

た 小い 片も 桶に こすり 落した。 それから 水槽から 枇；^ で 水 を 一杯 桶に 人れ た。 次に もう 一杯 酌み 

出した の は 口へ 持つ て 行つ て飮 まう としたが やめて 船尾の 方をジ ッ ト 見廻した 其 様子が 何とな 
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く かう いふ 場合に 猫 か あたり を 見廻す 擧動を 思 ひ 出させた 荷揚け 場の 人達 は 仕事に すっかり 沒 

頭して 誰れ も 此の 女 を 方に 注意して 居る ものはなかった。 女 は 枇构を 叉 口に あてがって 一 一口 三 口 

飲んで 其 余り を茱 葉の 桶に ぶちまけた。 それから 申譯の やうに ジャブ 々 々と 洗った 茱を靑 い 鍋に 

人れ て 蓋 をして 高い 處へ あげた。 それから 其處 らを雜 布の やうな もので 拭いて 居た。 此 船の 船尾 

にくつつ いて 居る 船の 船尾に も 女が 居た。 此方 は 若くて 着物 も それ 程 汚くなかった、 船尾に 立つ 

た 儘で 赭ぃ髮 を 結んで 居た。 吳服 橋の 方から 市の 徽章の ついた ラ ン チ， が 一 艘來て 荷船の 後の方の 

棒杭に 繁 がれた 乘 つて 居る 人 は 誰れ も 陸へ は 上らなかった。 船員 は 中へ はいった 切り 音 もしな 

かった。 自分の 後へ 小 供が 一 人 来て 堀に 石 を 投げた。 ゆるやかな 波紋が 潮に 流が されながら 擴が 

つて 居た。 自分 は 此の 河岸で 電車 を 待って 居る 時には いつでも、 何が 書物が かき 度くなる。 多分 

丸 善な どの 歸 りに 此の辺で 電車 を 待って 居る 暇に 書店で 受けた 一 種の 刺戟が 明に 自覺に 上って 來 

るそう いふ 終驗を 何度か 繰り返した 爲 にこん な 習慣に なった の だら う。 いつ ぞ 〔や〕 から 蚩曰 い て 置 

き 度い と 思って 居た 「ビルケ ランドの 死」 も、 此の 機會に 書き留めて 澄きたい。 それから Q  — マ 

字 世界に 少し 書いた 「旅の 思 ひ 出」 も 書いて £ 也きたい。 

此んな 事を考 へながら 電車で 駿河臺 迄 來て中 村 古峽の 変態心理 研究 を 買った。  . 
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JVIarco  Polo 1〕. 248. 

カラ ザン (雲 南の 一部？) とい ふ 處には 恐ろしい 風習が あった。 他鄕の 人で 風采が 立派で 勇気 

に 富んだ 優れた 人が 宿泊す ると 夜の 中に 暗殺して しまった。 それ は 金 を 奪ふ爲 ではなくて、 殺さ 

れた 人の 技能 や 知惠が 魂と 一 處に其 家に 止って 其のお かげて 其 家が 榮 へる やうに とい ふ 望から だ 

とい ふ、 隨分 虫の い \ 話 だ。 しかしよ く考 へて 見る と 優れた 秀才 をつ まらない 地位へ 縛りつ けて 

一 生 御 奉公の 爲に其 人の 自由 を辑牲 にさせ、 他に もっと 有爲な 方面の あるの を 顧慮 しないの は此 

の カラ ザン 人の やり 口に 何處か 似て 居る。 此の 惡習は 忽必烈 が嚴禁 してやつ とやまつ たと ある 

此の 地方の 人 は 始終 毒 を 携帶し て 居て、 自分 の惡 事が 見つかって 罰せられ そうにな ると 急いて 

其 毒 をのんで 自减を はかる と ある。 此れ は 存外 見上げた ものである。 しかし ヒ el- の 方で も そ 

れを 知つ て 居る から 犬の 糞 を 用意して おいてす ぐに 此れ を 食 はせ 毒 をす つかり 吐き出させて しま 

うと ある。 此れで は 折角の 毒 も 何にもなら ないで 結局 犬の 糞 を 食 はされ る だけが 刑罰のお まけに 

なる 譯 である。 糞 を 食ら へ とい ふの はま さか 此れから 始まった 譯 でも あるまい 

尤も 此れ は みんな 余り 當 にならない 話 だそう な、 同し Chapter にある 大きな 足の ある 蛇 (鍔) 

の 記載な ど は隨分 馬鹿 気て 居る から 
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Ditto  p.  249. 

Kardandau とい ふ 地方で は 男女 共に 金の 薄板 を齒に 着せて 飾りに すると ある。 こんな 人 は 今 

日の 日本で も 可也に 多い。 

此の 地の 男子 は 又 腕 や 脚に 黑ぃ Stripes ャ band をい  れす みする。 

Ditto に 74. 

宋 (？) の Tu-tsol 王 は 捨子 を 拾った 數 が年丄 一万 人 程あった。 此れ を 養育して 手 藝を敎 へ 

彼等 同士の 中て 結婚 させた 云々。 此の 王 は 文 を 修めて 國 がよく 治まって 居た が武を neglect した、 

そして 武の忽 必烈に 亡 ほされた 

JV!al-8  1-01O  p.  328.  . 

(Zipanl4.er の 記事) Christians が 此國の 人に 何故、 神様 を 色んな 形に する かと 聞く と 「先 の 

しきたりた」 と 答へ た "Tlsse  WIS  preceded  us  left  theiu  sueh,  and  such  shall  一 ve  transmit 

theiu  to  cm-  Jsstel.ity -、 此 等の 話 は 無論 當 にならない (すぐ 此 下に 食 人の 風習の ある 事が かい 

て ある )0 しかし originality を 尊ばない 國民 ±i が 表 はれて 居る 
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Ditto  333.  1 

(Zii51b;l カム ボ チヤ の 南東？  二  in  his  dsllains  no  young  w-oman  can  be  given  m llla.1--  一 

ri〔a;ue,  luitil  she  has  been  p-OYed  by  the  ICing.  ，rhosc  AVIS  prove  p.^^.fflop^^a  s  him,  he  _ 

retains  for  soils  time,  and  wlien  tliey  arc  dismiss (一,  he  furnishes  tliem さ ith  a  sum  OH 

money,  in  order  that  they  J-lay  be  able  to  obtain,  ac81.dins-  to  then-  ^.s^^  m life,  ad- 

マルコボ 口の 行った 時 王の 子が 326 あった 

Ditto  §.  一 

(Java  ---in ミ -sm=ats,)  Felech の王國 では 朝起きて 始めて 眼に ふれた もの を 其 日中 崇拜 する _ 

云々 (日本の 受賣 学者に 似て 居る)  _ 

-, 340  ft.  lit. 中世の 博物学の 本に は nnisr- を 捕へ る 方と して pure  virgin を 其 棲 所へ や 

る、 すると ミ lisnl は tame になって vh お -in の 胸に 頭 を 寄せて くる 其れ を 獵師カ 捕へ ると S 


いふ。 

p,  343.  f.f  io^ 病人が 出來 ると aigic】an に 治 不治 を 占 はせ、 不治と 云 へ ば 口 

を 蒸し 殺し 死体 を 料理して 親類 中 寄って 御馳走 を 食 ふ 

(今日の 文明 國 でも 精神的に は 此れと よく 似た 事 を やる。 長上から 睨まれて 首を切られ" ば 

同僚 はと ころ 天 式に 餘澤 に霑 ふ。 い k 醫者に 見せれ は 不治で ないやうな 場合で も、 《5 仏 oian の 

1 一 百 で 運命が きま つてし まふ ン 

P,  344. 有 尾の 人間 

P.  358. 右の 手 を 淸淨な 事に 使 ひ 左 を 汚れに 使 ふ 

359. 債務者が 拂ふ事 を 怠って いろんな ロ實を 設けて 困る 時 は 債 權者は 債務者の 不意 を 襲 ふ 

て 其 身邊に 円を畫 く、 すると 後. 者 は 債務 を 果す迄 其 E 外に 出る 事が 出来ない。 出れ は 死刑になる 

P.  372. 或る 宗派の 修道 者が 火葬 をす る 理由. I- 死骸に ィ-① snin を 生じ それが 食お カ盡 き. K 

とき 死ぬ 即ち 殺生になる。 

(無暗に 會社 など 起し て そして 潰し てし まつ て 慾 張り 屋を 破産 さ せ る 類 か ) 

P.  374.  Ceylon の Ada ョビ Peak にある 佛足を 回 敎徒は Adam が 天から 落ちた 時の 足跡 だ 

と 云つ て 居る 
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p.  388.  Islands  OH  itiales  and  lamales  . 

p.  393. 怪鳥 Koc の 話 

p.  396.  most  ill-favoured  women  in  the  .world. 

象の mode  of  cop—ulaung- 

-  397. 象に 酒を飮 ます 話 

、、 403. 鰹節に 類す る 食物の 事 

417.  Aigiarm 王女の 怪力の 話 

普通 選 擧の擴 張 

普通 § 擧 論者の 主旨 をもう 一 歩 進めて 牛馬 犬 豚に 及ぼしたら ど うだらう。 

彼等の 投票 はどうす る。 

候補者が 銘々 うまそう な 御馳走 を 見せて 彼等 を 呼び 彼等の 赴く 方向に よって 彼等の 投票 をき め 

れ ばい k 

S. 馳走 を 食 はせ ると 違反になる からい けない。 唯 見せる だけで い \ の だ。 

いよ/^ f 選した 後に もし 其 御馳走 案が 通過し なかったら どうかと いふ やうな 事 は 候補者の 方 
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です つかり 呑み込んで いるから 此處迄 心配して やる 必耍 はない 

女性の 家畜に も撰擧 權を與 へる かとい ふ 問題が 起る。 牝牛 や 牝鷄な ど はたし かに 男性 以上 社會 

に 貢献 して 居る の だから 無論 與 へなくて はいけ まい。 

Km  no  Sinri 

nil.  lOs.  uiii. 朝國富 君の 願書に 擦 印 をして 實ふ爲 による。 めしで も 食って 居た と 見えて 口 

を モグ/ ^させて 出て 來る。 

「君 は 近頃 元氣 がい、 さう だな あ。 此間コ レラの 禁止 あけの 日に H ビの天 ブラ を 食った さう で 

すな あ」 

魚屋 の 金 公が 話した さう であ る。 

午頃學 校で 會ふ。 池內 君の 子供が 消化不良で 死ぬ 前 妻 君に 乳 をの ませに やった 事 を 問 はす 語り 

に 話して 感に 堪えない 風で ある。 


帳記雜 


惟 記 帳 (大正 九 年頃) 


,J 外 Bi-^wc ト身^  KLM ト 內部ノ  volitions や memory  hnag-e  s な 7 とノ展 はよ く考. - 

ると 然 たる もので ない、 は 凡てが 唯感覺 ばかりと 考へ る。 

〇 自分と い ふ もので も 不変な もので はない 数年 前の 自分と 今日の 自分と は 唯 記憶の smtig き 

で 結合され てゐ るば かりで ある。 

〇 網莫 上の iT=ag.e が invert して 居る のに 何故 眞 直に 見える かとい ふ 問 は 心理 學の 問題と し 

て は 無意味で ある。 始めから retina  ノ 下の 方へ 映す る 方 を 上と 名付けて 居る ので ある 

〇 人ハ Mach を 色々 ノ  iss と 連結して 考 へたが 當人 はそんな 事 は 頓着し なかった 

二つの 学問が 何の 交涉 もな く 平行に 進んで 居て 突然 此れが 接觸 する や 否や 一 方の き otrine 

が 他方に 意外な 光明 を 投げて 一方が 他方に 吸收 さる、 事 も 珍しくない それで 關係を 過重して 凡 
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てが 說明 さる、 樣に思 ふが 其 後で は illusion が 破れ 再び 分離す る 時代 か來 るし かし 一度 接觸し 

た 痕跡 は 何時 迄 も殘る 

〇 盲者が 感觸の syrguetry から 美感 を享 ける 事、 

兩 眼が 身体の 中 線に 對 して 對照 的な と 同様に 双手が 對稱 的に なって 居る 事から visual ^1 

iiietry と 感觸の synurbtry との 類似 を 論じて 居る 

〇 直線が 幾何学 者の 注意 を 引きた る 根元 ハ 其れが 一 一点 間の 最短 距リ なる 爲には あらす、 却て 其 

llllysioJLO^ical  simplicity によつ てな り 

Voluntary  ino づ eiiient ヲ reflex  movement  inodifiea l>y Inempry ト考フ 

〇 Geometrical  space ハ 外界と 外界との 比較に よって 始めて conceive し 得る ものである、 

visual  space ハ 外界と 自体との 關 係で きまる、 それで 方向 ゃ距 りに よって unifon ご でない、 (穴ェ 

が 楕円に 見える 事)、 

〇 性 来の 盲目 者が 生長 後手 術 を 受けて 始めて 外界 を 見た 時 凡ての 物象 は 自分の 眼の 面に 附着し 

て 居る と 思った と い ふ 

〇 右左の symii:etry ハ よく 感じる が 上下の symmetry ハ それ 程 著しく 見えぬ、 此れ は visual 

and  tactual  cl.g.an の synrmetl.y により 其 遣傳 による 
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◦  sense  organ ハ さ ill や reason に關 係な く  its  own  iiieiuory  or  its  2vn intelligence を 有 

する ように える、 列、 は Joh.  IVItnier の l〕llantastische  Gesichterscheinungen の 如し (？  202) 

OMisy と Association  ノ 連結な き 唯の sensation は 吾人. - 類に 於け る 如き psychical  life 

を 構成す る 能 はす 

◦  physical  world にて は 過去の trace の存 せぬ 場合 多き が 如き も實 は然ら す、 唯 吾人の sche- 

matization の爲 しかく 見做す に 過ぎざる なり、 r  Every  real  process  contains  fit  any  late  some 

components  " 

〇 しかし 記 E.H. 單に past  ノ  trace にあら す 丁度 彈し 馴らされた る violin とも 異る 

rlostwalcTS  chemical  theoiy  of  tnelnory. 

〇 Innate  association  and  acqiiired  association 

OMach は rythiu の 同じき 二つ の 旋律に つき time  sensation と稱 する もの の 存在 を考 (然 

し rythm とい ふ 事 は單に time の感の 外に 數と いふ 考が伴 ふ 故 ps.e なる time の sensation 

と は 云 ひ 難しと 思 ふ) 

〇 Attention の elfol.t に ふ organic  consusr-tion と time  sensation は連關 せる 如し 

opersonal equ にて use  ノ 前後の 間違 ふ 事、 外科 醫が 手術 刀の 入る 前 出血 を 見る と 思 ふ 事 


243 


〇 隣窒 にて explosion の試驗 をな せる 時、 音き 聞く 前に Ktfutle すると 感じる 事 (獵 者が 的 

中す る 前に 旣に 的中 を感 すと 信す る 事と 類似す) 

(此れと は 少く異 る も 夢中に 火事の 警鐘に 驚き 直ちに 睡眠に 陷し、 翌朝 覺醒后 其れ を 想起す る 

時、 それが 數日 前な りし 如く 思 ふ) 

Sensation と Perception  ノ 區刖、 sensation ハ ァラュ ル 連想 記 臆ナキ モ ノ  二 テ赤兒 等ノ外 

二 テハ純 粹ニ生 シ難シ 

Sensation  ノ 對象ハ abstract ナル sensible  quality 一一  テ獨立 二 ハ存 シ難キ モノ ナリ、 例へ 

ハ目ノ 感シノ 對象 ハ 色 etc.  etc. 

〇 此レ 一一 反シ geometrical  quality 例へ ハ形、 大サ距 リ等ハ memory ヲ 借ラズ 一一 ハ 得難 キ考 

へ ナリ 

0^. 134.  The  law  of  ^^P^CMrf  are  nothing  but  the  ilTsultable  habits  -which  th®  different 

elementary  sorts  of  matter  fouoAV  in  their  actions  and  reactions  -lyou  eacli  ctllel.. 

◦  264.  Hodgson ハ 「連想 之起シ モノ ハ最モ habitual 二  combine サレ タル 考ナ リ」 ト 云へ 


244 


帳記雜 


ル 二 對シ、 Jpsi ハ recencM ト云フ 条件 ヲ附 加セリ 

(時ト 共 一一 减スル probability ヲ 有スル 無 數ノ項 ョ リ成 ル級數 一一 テ 數学的 一一 連想 ノ  psbabili- 

タ ヲ表ハ ス ヲ得サ ルャ？ ：)  . 

ナホ 彼ハ original  ex -erience,  vividness ト云フ 「モ考 へ タリ。 第 四 一一 ハ con?ruity は 5Hi^ 

tional  tone  beUveen  tlie  l.epl-oduced  idea-  and  oul-  mood ト云フ 事ヲぁ へ 

p.  305IG. 

IJGOOd  visualizer ハ 却て good  thinker ユア ラズ 

( visualize スル ハ即チ sensation  ノ  reproduction ナ ルガ、 sense  ノカハ 限 リアル 故 終-一 

sslse  ノ範圍 以外 一一 脫却 ス ル ヲ得ザ ルナ ラン) 

visual/ 

Audi  【bjle-JImag.es 

〇 唇 を 開いて bubble とか Toddle とかい ふ 一一 一一 E 葉 を 想像す る も 充分に 此の 言葉の 音 を 思 ひ 浮べ 

難ハ。 比れ で verbal  imagination が 唇 や 舌の 肉感に 關係 する 事が 分る 

(然し 比の 文字 を 見る と 音が 聞え る樣な 気がする から 強ちそう 簡單 にも 云 はおまい) 
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上野、 精神科 学の 基礎 問題 331 

「自然科学 的 研究 は 故意に 價 値の 規定 を 捨てる、 價 値の 規定が 混す る 事が あっても これ は 外部 

から 加へ たもので ある」 

それにち がいない。 しかし 科学の 方法 や 結果 を 一 つの 創作 物と 見る 時には 價値 批評が 生じ 得る、 

問題 は Science の tSystciu を 一 つの 作物と 見得る や 否やと いふ 事に ある 

價做 規定の 基礎 を 目的 觀 念に あると 見る 時。 

科学の 知的 目的 は 人の 知悉す る處 である。 しかし 美的 目的に つ いて は 誰れ も 何とも 云 はない 

倫理的に ついても 何等の 論がない 


Bonola や o4. 

◦  Fourier は 一 一点 間の 距りを prime  notion と考へ 最初に sphere を 定義し 比れ より 出發 して 

平面 直線 を 定め 此れ を 以て Geometry の 基礎と せり、 後の Bolyai  I^obatschewsky の考は 此れ 
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〇D0  98 

I liave  created  a  new-  universe  from  nothing. 

〇D0  99 

gany  things  have  an  epoch,  in  which  they  are  found  at  the  same  time  in  several  places, 

ju&t  as  tlie  violets  al3pslr  on  everyside  in  s!n.ln,g. 

〇D0 144 

Leaf  Mlus 


IVIacli,  Geollletl-y  &  Space,  o2 

Physiological  space にて は 人体 各部 殊に sense  organ との 關 係が 主と なれ ども geometrical 

space にて は object 相互の 關係 のみが 考 へられ 人体 は 全く 考慮に 入らす 
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bense-iiupression と space  -scllsauou 


ou->^s-.-_wffi^.^-K  r-l.mcll;>le  CK  DynaJ-lics は て の 運動 を 釣合に reduce する、 此れ は 力と s 

動の 因果の 考を 全く 打破して 等量 關 係に 引 直した ものである、 

◦  concealed  11-echanism を 研究す る爲現 はれた る 各部に 力 を alsl^ly して reaction をた めす 

1% 

Maxwell の Dynamical  tlleorv  of  electricity. 


◦  Kaut 力 space を concept にあら す Jpul-e  intuition  apl-iori と考 へたれ 共 今日の gecnle— 

try にて は concept しかも 経驗 より 得た る concept を 承認せ ざる を 得す 

◦  cartesian  geometry に 於け る physiological  space の 淺物は 右左の system なり 比れ は 第 

四の coordinate  plane, 叉 は 四 点よりの 距離 を 用 ゆれば 免れ 得べ し 


幾何学と JPractical  Physics との 差別 

Macli,  Sjjace  &  Geoiuetry,  p.  & 5. 
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〇 Sctiematization  &  conceptual  laealizauon  OH  the  slages  derived  i-l-CIU  cur  exjjerlence. 

 ao,  ； p.  68. 

〇  net  on-.v  were  the  .wa.vs  of  research  desle-nedly  concea 卜 ea It-y  tins  artiScial  luethod 

of  stringing  ； prouositions  on  an  al-Dit:  arv  chosen  tluead  of  deduction,  t>ui  tlie  .varied  or- 

ganic connection  between  tlie  IH-lnciJC-les  oi  g-eoluetry  .was  quite  lost  slg.llt  of.  Ijllls  sysiem 

was  more  utted  to  produce  narsAV-lllludecl  and  stcl-ile  pedants  than  il-lutlul, ； productive 

Investla-ators.  etc.  etc.  do.  113—119 

◎ 原子 分子の 如き もの を考 ふる 時には 最早 Euclidian  space を與 ふる 必要なし (P. 138) 

〇 先人の 研究 を 知らす に repeat する の は徒勞 でない、 先人と 同じ 方法で 同し 径路 をと る 事 は 

不可能で ある。 同じ 事 を 繰 返す とい ふ 事は實 際に はない。 よし それが あつたと しても。 其の 爲に 

其の 人の 將來の 研究に 及ぼす 影響 は决 して 同一 ではない。 同じ 富士山 を 千 人 画けば 千 人 だけち が 

ふ。 此れ を 描く 時必 しも 先人の 繪の 凡て を 知り 悉す 必耍 はない 

〇 自分が 靴 を はく 時 どちらから 先 はく 薛が あるかと い ふ 事 を自覺 して 居る 人 は 少ない 
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〇 自分の 手足の 一 つが 五分 短くな つた 爲に感 する 不便 は、 常人に は 想像し難い。 左右 五分 だけ 

高さ の ちが ふ 下駄 を は い た 時。 或は 新しく は い た 靴が 五分 長く あ つ た 時の 経驗 でも 幾分 分る 

齒が 一 本拔 ける と 口の 中に 大きな さ虚を 感じる 

〇 最も 得意な 人間と 最も 失意な 人間の 表 と は疯織 病院に 於て 見る 事が 出来る 

〇 盲腸 は 人間に 不用の もの だから 生れた 時に 取り去る がよ いとい ふ 翳 者が ある。 しかし 此れ は 

現在の 生理学で は 用が 分らぬ といった 方が 妥當 であろう。 現代の 学者が 其 用 を 認めぬ からと 云つ 

て必 しも 無用で ないか も 知れない。 祖先 傅來の 古金 銀を藏 へし まって おいて 使 はねば あっても な 

くても 同じで ある。 しかし 他の 動産 不動 產を 失った 日に は 此れが 役に立つ、 効能が 疑し くて しか 

も 後日に 影響 を殘す 恐の あるな しも 分らぬ ヮ クチ ン など を 無闇に 注意す るの も考へ 物で ある 

oreproduce サレ得 ナイ 者ハ 科学 ノ對象 トナリ 得 ナイ 人間 ノ心 ノ狀態 (具体的 ノ) ナ トハソ 

レ デ アル。 科学 ガ 「概念」 を 必要 ト スルハ 了ソハ 此處ュ 基ク 

〇 Darkness ヲ見ョ ヲト思 ッテ急 一一 燈火 ヲ照 シテモ 見へ ナイ 

厂 一！/ evy  Bnilil.  (T-l..  liarrison)  r*hilosoJ〕lly  of  Angfuste  Coiiite 

〇 百足 ノ 歩行  ， 

001  ノ  一.？ ：2 が 定まれ は 凡てが 定まる とい ふ は Geometry なり。 Olube の 各邊の 長さの 不同、 
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各面 Q  toDolosrv を驗 する は pliysical  measurement なり 

◦  sensation  of  time と稱 すべ き 特別の sense あり や、 即ち 外界の あらゆる 変化な き 時に time 

ノ 経過の 如き もの を感す る 官能 あり や、 肉体 內部 の 疲勞 消化 其 他 によりて 自ら 何等か の 感覺ぁ る 

ベ しと 考 へらる、 

opianist が 二 時間 も 立てつ けに 六 かしい 曲を數 曲も彈 くの を 聞きながら、 其れが 唯 小さな 

腦の 表面の 灰白質の 作用で 出来る 事 を考. へ ると 一 種 不可 思 儀の 感に打 たれる 

〇 漱石 先生の 小說を 見て 一向つ まらぬ とい ふ 人が ある。 此れ は 其 作物に 共鳴すべき 物 を 持ち 合 

さぬ 人で ある。 

〇 觀 音像の 背 光 を 楕円形に 画いた のが ある 此れ は眞の 楕円で ない と 角ば つて 見へ る 楕 R が €： 

ばらぬ の はつ まり 円形 を斜に 見る 事に 馴れて 居る 爲 である。 

〇 鏡に 映る 像と 物体との 區別  • 

space  relation 

〇 自分の 知らぬ 人の 正面の 寫眞と 横顔の 寫眞と を identify する 事 は 困難で ある。 即ち 一 つの 

plane に 於け る 射影の みでば 其 空間 的の 形 は 分らぬ 其れが 分る ように 思 ふの は觀 者の 腦 裏に 或る 

假定を 置いて か &る爲 である、 
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〇 地図の 海岸線の みを與 へた 時に どちらが 陸で どちらが 海 かとい ふ 事が 自ら 分る は 何故で あろ 

う？ 

〇 直立した る 儘に て 右 叉 は 左に 旋回す る 際 360。 旋回した る 時の visual  space が 旋回 前と 全 

く異り 720。 迴りて 始めて 舊に複 する が 如き space も conceivable なり 

〇 若し iluid とい ふ もの (粉末 も 含む) がなかったら 種々 の 形 をした もの、 容積と いふ 抽象的 

な 觀念は 作りに くかった であろう、 

叉 inextensible  string 或は rigid 或は approximately  body がな 力ったら 長さき る 

と い ふ考も 起り にくい に 相違な い 

〇 原因が 與 へられ、 ば 結果 は giq ま に與 へられる と考 へる 事 は 出来ても、 其 反對は 保証 出來 

ぬ 猫の 皮で 絕緣 した 金屬を 摩擦 すれば 荷電 を 生じる が、 荷電の 仕方 は 種々 あるから、 荷電 を 知 

るば かりて は 如何にして 荷電され たかを 云ひ當 てる 事 は 困難で ある、 

殊に ボア ン カレ の 云 ふ 隱に源 因の 複雜な 時に そうで ある、 此の 場合に は probability  cf  cause 

叉 inverse  probability とい ふ 問題が 生じる 

◦  Energy  must  const とい ふ樣な 理由 はない 

〇 甲の 感 する 赤色と 乙の 赤色と 同一 であるか ないか は 少しも 分らぬ 
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〇 白 叙 を 赤 光で 見れ は 赤く 靑 光で 見れば 青い、 此れ は 感覺の 上てば 同じ ものが 赤くな つたり す 

るので あるが それ を 白紙と いふ 觀 念と、 照す 光の 色と いふ ものに 分けて 考へ 此の 二 ッの物 を實在 

と考 へる、 

〇 哲学者 はすぐ 何. -派 とが 誰れ の 哲学と かいふ 簡單な 名前で 人の 考を 分類し 形 付けて しま 〔は〕 

うとす る 傾向が ある。 或る 考が 有名な 誰れ かの 考と 同一 であると もうす ぐ 其 派生 を 速断し ようと 

する、 


wiume  g.a  xana  no  wl き tol.6  to  site  nanben  I  tobiagatte  iiiita  ga  dSsitemo  Te 

g.a  tccLkami.  Sokode,  "  Kono  Bud6 ぼ suppakute  kuwal.enapnda "  to  itte  dokokae  itte 

simatta.  wcrewa  Isoppu-Zidai  no  I£i  de  al-F  Isa  no  witune  no  Tati  no  メ varui  no 

wa  nakanaka  soredake  clewa  siasenai.  A  no  Bik16  wa  suppai  §  to  hoka  no  sono  ni  omo, 

wasem  ySni  sseto  naku  takiunini  liurete  sosite  snai  Bli  ga  tare  nhno  adiwa- 

warezu  ni, T6t6  kusare  sinabite  sinian  no さ o  niite  wage  de  Avarat-te  in" 

XX  X 
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>  f  §  i  H£o  s  yoka  sitte  ite,  I  Ti  ...  i 蒙 no  A 一. a  I  。a- 

g-asl  ilru  Hit? 

w.  sbun  no  wanii  woto  ni  wi  o-a  tills 71- ョ. f-T; 十  . i  、 

1 . .  %  ？ ぎ-  m, ISO  no  wars  116:31  0f  zibsl 】lo 

ivi m 11-anu  Koto  wo  wa-nlku  iu  Hit? 

p  f  no  yoi  to  0 墨 Koto  yo に hoka  ...  t  Koto  no  i  Koto  I  f  f 

no  i  to  o】 麵 I£o  §  f  f  {  i  §  i  Koto  ni  § 

1l-kanu 1 き 一 e  Hito  wo  wfu.Llku  iu  Hit? 

c.  s 一】 § き yoku  mils  to  oitte  Hito  wo き- uku  i 一一  Hit? 

E.  Kito き sikuziri  otosihesu  i  ni  wan-kuti  I  iu  Hit? 

F.  Zibun  no  .  I.  wo  li  ti  ni  Hito  no  Ara  wo  tukau  Hito. 
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戶ケ崎 村  方 六 七 寸位ノ 屋根板 ノ燒失 セル 木灰 落下 

杉戶町 CS ヨリ」 洋紙 若 クハ絕 布 ノ燒失 セル 方 一寸 位ノ灰 

何 レモ 九月 一 ー日^^后五時乃至」ハ時頃飛來落下セ ル モ之ヲ 51^ 存セズ 


〇 千葉縣 夷隅 郡役所 報告、 

一 、 銀行 小切手、 半 燒全燒 一 、 簿記 式 用紙 同上、 

一 、 敎科用 書類 同上、 一 、 紙幣 十 b: 一  円 等 同上、 

一 、 羅紗 地 切半燒 全燒、 一 、 古新聞 紙片 同 

一、 商店 ノ 通帳 同上、 ： 、 會社 銀行 ノ 業務 用 書類 同上 

以上 は何レ モ 九月 一 日 午後 五 時 頃 ョ リ 九月 一 一日 三日 1 一 百 ーリテ 夷隅 郡內 ： W 一一  落下 セ ル モ 

有 之 候 

Oct. 1.  . 

坂 本 警察署、 (金 曾 木 小学校 臨時 出張所)、 署長 談 

警察 裏 亀裂 ヨリ 數菌所 泥水 ヲ 噴出 ス (十二時 十分 頃の 餘震當 待)、 高 サ四尺 位 


金 杉 上 町 八 分 通溃、 

ぉ岸 方面 破壞， 消防 (警察と r お 衆)、 もし 民衆に して 火 S つと いふ 一 S あら は 火災 は此 程に 

は 及ば ざり しならん 云..」 自治 消防 ノ 必要、 水ナク ナル故 破壤、 中戶 

旋風。 下 "If 赁^路 一一 沿 ひ 破壊 消防 ヲナ シ、 上 車 坂， 一至 ル。 停車場 構內燒 落チ火 止る。 

t. (時刻 不明)、 淺萆 方面 燒 跡に： 風 起る、 距り 遠し、 三 ッ四ッ 見る、 右より 左へ 動く 二 

本 同時に ありし 事 も あり、 (停車場 北東 端) ん 


2=  2—01リニ？金曾木小学，ートタン板^^_〔，下(3>-6;0  . 

縫 葉書、 反古、 等 始め 黑 来る 

i: 部談 

に-。 1  一- a.  n-. 附近 燃へ 落ち 殘火 あり、 北風 

戶田還 S  (I 隣)、 4SS 沒 せる 1 § 爆破」、 青き 火 燃/、 直ちに 消，， 、 

(焰の 高さ はニ寸 位)、 音 は 小銃より 大、 

象潟署  - 
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19- 


管內火 早く 署は Is  2*-.  5  p.  m. 堯く、  清 約 rj-o 

千 束 町 (凌雲 閣 以北 J- 一  体 最も 甚シ、 象 潟 町より 田町惡 し、 公園 南側 は 一 体に よし、 尤も 

此方 は 家屋 構造よ し  • 

旋風 實 見せし もの を 聞かす 

火元 十一 一階 下 以下 四 箇所、 玩具 屋汁 粉屋 豆腐屋 洋食 屋 


岩 井 貞磨氏 雲の 寫眞 


.に3 


tl  = レ =0.23 


4.6 


§1 
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匕 CP  of  KN 111  tJhc  photo  .v-locln  fl-onl  horiNon. 

tan ひ、 = さ =  pf- 

にこ 

okuls ->  IT ご nzyo  =  . 23X4X10*  jii=r.9l X 10--  =  9.1 k-_l 

-.. Height  of  the  Top  ,T  4. ま 13 一 


の 高 さ 

(東京) 


眞嶋君 寄 贈の もの 3-—4--  P • 瀧の 川 商工 学校 


え 岩 井 貞磨氏 (大久 保) 

a 加 藤 武夫 氏 (駒 澤) 

武藤 勝彥氏 (所 澤) 

5. 立 川 航空隊 (立 川) 


^  km 

0  km 

9.1 k】n  5-- づ 

15  km  5 一"  p 

34  km  ？ 

34  km  S 一一  づ 


本 所 ひ. 1 

神 田 2. ひ 

本 所 4.6 

グ 6.7 


26,0 
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(横 須賀) 


34  km 


3h  f  p 

%  00 で 

21- 30  ^ 

3-15P 

4 一一  00  c 


1- 末廣君 寄贈 (鎌 倉)  10  km  f^^ 

c4 長 岡 先生 スケッチ (下 浦) 8  km 


5.8 

6. に ひ. 1 


5.0  f  ^> 

7.1 5.0 


10.4 

3.7 


7.7  § 


4.6 


Ipldf.  Nagaoka ぶ Hstimatiou  of  tlie  M-S^^ao^ro  of  clcucl  toj>.  30。 + 

Distance  =  0.28  X  2  X Is  =  0.56  X lo.」km.  =  56  km. 

tan  30。  =  0.578 
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This  is  inci  edible.  -..  The  cloud  must  have  been  that  above  Yckcha- 一 la  ov  \okof2ka. 

Assuming  it  to  have  been  Yokohalna 

fZ  =  26km  /~-  =  14.9km 

ゝ、  一、  Yokosulca 

d=  a  km  一 1=  ^.Glsr 

Th.e  last  one  is  ttie  ruost  lll.o び al>le. 


Prof,  suyellil-fys  Photo  at  Kaii 一 akula. 

/  =  8.2  f 

7*  =  2.6 

^b  =  lK3,18  =  tg.  17.6。 

8.2 

i>ist  to  Yokosulta  10  km 

... M  of  cloud  =  3.2  km 
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Aug 
'Al noon 


22 


2,3 


■4 


26  n 


27 


28 


29  noon 


[SetpD 
1 


2 


8  noon 


深 川 十 間 橋 潮位 


3  2  4-64  0^  465  565  3  454 


4  9  0  7 

00  3  5  4 


2  4 

4  5 


8-6c:90  0.l【/6686460lco9  457945546119cc42790  7  97  30 


2  5065  7-  48  066  9-  3  o^o.^  777614]^/  0082574-8468310847  9 
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享保 年間 火災 

元年 正月 元 旦、 前日 (晦日)、 丑 上刻 ヨリ 一 日 未 刻 迄 

(或 ハ)  子ノ刻 ヨリ、 一. 叉) 巳 ク 

〇 正月 十 一 日、 夜 酉 刻 (西 ノ下 刻) 

十二 日朝 巳 鎭火 

卯 下 ク 

〇 一月 十八 日 夜八ッ 時、 丑 上刻 ヨリ Z 

卯 上刻、 迄) i 

晝 九ッ、 巳 下 刻、 午 上刻 ヨリ- 

本 所 深 川 

晝七ッ  乂 

〇 一月 廿ル日 丑 上刻、 子 刻、 九 半 ヨリ 

寅、 

〇 二月 七日 丑 下 刻、 寅 上刻 ヨリ 

寅 中 刻 
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一 

正 

月 

月 

月 

廿 

十 

三 

一 

曰 

曰 

/ ド 

午 

巳 

寅 

ナ 

—XT 

r 

中 

上 

未 

酉 

申 

迄 

刻 

下 

下 

寅 未 

已 

下 

中 

丑 

亥 

下 

ノ 

下 

申 

巳 

上 

上 

酉 

中 

下 

中 

C ニー 月 十四日 晝四ッ 時 ヨリ、 五ッ過 ヨリ 

四ッ 時分 迄 

〇 一 一月 廿ー 一 日 申 下 刻、 晝七 ッ 時 

暮六ッ 
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高等学校 物理 小 使 岸 本の 話 (中 村 先生 ヨリ) 

へ 10  G 1(5—18 高 chimney 大サ？ 煙ノ 柱、 火ノ柱 キ レイ、 

〈16—17 音、 聲ト思 ハズ 一回、 

電燈 會社ノ 河岸 高等学校 艇雍 番小屋 住、 

河 岸に 避難 中 旋風 を 目撃 ス。 三 好 町の 方に 十回 程 現 はれ 左の 方に 進む。 時刻 は 1 ら rl8  ノ 

轉 はビ、 高さ は 電燈會 社の 烟突 位と 思 ふ。 煙の 柱 なれ 共 火の 部分 を 通過す る 時 は 炎の 柱と な」 

思 はす キ レイ だとい ふ。 16ー>—，17 一- の 頃 被服 廠の 方に て 唯一 回 音 を 聞く、 人 聲とは 思 はす。 

十月 十四日 鎌 倉 小 田 原 行 

戶塚 河床に 近き 大破 箇所、 程 ケ谷邊 高地 破損 少し 

古き 農家の 好 成 蹟は歷 史的 試練に よる。 山の 板の 利益、 

田の 筆 境 や、 是坊に 古代の dislccation の 跡を存 する ものな きか 


帳 記雜 


大船 platform の 変形 

鎌 倉 鶴 ヶ岡 


階段 下 澄明 石柱、 東側の は臺石 

北側 離れ 木製 燈籠 無事 丙 側の は 柱 

無事、 燈籠 落つ 
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〇 建 長 寺 門 內金燈 籠 左右の もの 內 側に 向 ひ 折る 

人口 北側 小学校 人口 人迭 石柱の 折れ目、 上面 は 砂利 露出 下 面 は セメント 多し 

入口 樓門 南東 側 小 門 

約 50  OS ズレル 

樓門、 本堂、 ズ レ ル 

營繕 事務所 裏 崖 崩 

円覺寺 樓門內 向って 左 護國塔 


I 
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堂 後 の 杉 森 の 崖 押出 し 小 溝 を 塞ぎ たる もの あり 

光明寺、 

津波 地震 後 so--、 三度、 中の が 大きい 

波打 際 四 間引く、 十五 六 年 前 は 今の 如し 

鐘 樓の鐘 


4i ゼ. P ネ S 

十月. 41 五日 小 田 原 行 

大船 藤澤間 線路 兩側 山麓 の 藁屋 安全 なる もの 多數。 藤澤の 町 破 壞稍多 きも トタン 屋根の もの 旣 

して 無事、 

藤澤 辻堂 間 電柱 ス テ， 東西の もの 緩み 居る か 多し 叉 東に 並び 傾きた る も 三 四 本 あり 

徒歩 撟の西 下り 口に 陸軍 架橋 記念碑 を 立てたり。 
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平 塚 

大 磯より 國府津 迄 全 清小數 

酒 句 川 西岸の 神社の 裏 田陷沒 浸水 半 は 泥土に 蔽 はる、 山 王 川 を 越して しばらく は 破損 甚 敷から 

すしば らくして 道 を斜に 横ぎ る C 一 ack あり 其邊 より 全 清 家屋 急に 增加 殆んど 軒並と なる 

万年 町燒跡 樹木に トタン 板 ゃ布片 のか、 れる もの あり 樹木の 東に 向 ひ 倒れなる もの 一 一本 を 見る、 

附近の 人に 聞け は 2--P— や P の 間に 十回、 或は 他の 人 は 六 回 位 旋風 を 見たり と い ふ。 音 は 飛行 

機の 如しと いふ、 或 人 は 東の 方 町方より 來 ると いひ、 或 人 は 西の方 沖より 來 ると いふ 人 も あり 一 

方に 行き 又 引返す とい ふ 人 も あり 

松原 神社 入口の 池 (深 四 尺 水深 三尺、 直径 3 間 位) の 水、 地震の 時 溢出拜 殿の 方に 突進せ し 

由な り。 郵便局 隣 角の 銀行 鉄筋 コ ンクリ ー ト破壊 の狀、 東京 電気の 工場に 似たり。 郵便局 向 ひ 病 

院 タンク 殆 ンと眞 西に 倒れ 垂下、 其 S! に 電車 レ— ル 図の 如く 曲り たる 處 あり C  や. 

叉 停車場の 方に 向 ひ curve の邊に 同様にし かし 逆の 方に 曲り たる 處 あり。 此 

處は 明に 線路 を斜に 横き る (NWI>SE) 龜裂 あり。 

〔こ レ. 1 ル 彎曲 は 同型の もの、 其 後 安齋 町との 交叉点に も 見る、 或は 下水 溝渠の 破 壌と 關係 

あるに 非す や、 
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小 田-; g 停車場より 國府津 に 向 ふ 線路 兩側 破壞 極度。 酒， a- に 近き 田の 中-一 却つ て 藁 屋の數 軒淺存 

せる もの あり 

酒， d- 以， 東 は遙に 損害 少なし、 

圃府津 驛の西 崖 を 出 はなれた る 處の盛 上 道路 甚 しく 破壊、 川 を 塞きて 洪水 を 起せり。 

fe 風は燒 けたる 區域を に 一 周し、 最後に は燒 跡に 來 りし 由な り 

(線路 北側 工場 最甚 し、 便所が 形の ま k 北の方に 顚 倒せる もの あり。 其 中-一洋 風 小舍が 

直立せ る もの 唯一 つ 見 ゆ、 此 工場の 北の方に は 二階 学校 風 木造家屋の 殘存 せる もの 遠望 さる。 

或る 乘 客の 話で は 工場の 處は埋 立な りと いふ) 

十六 日 國府津 より 小 田 原 行 

女学校々 長の 話、 書記 殉職の 事 

警察署 長の 話  ■ 

御用邸 內、 平家 南東に 倒る、 家 I 板 瓦 殆んど 無 # 

天守 臺 上り口 舛形 石垣 大崩 

_>〕 警察署 長の 話に、 地震 前眞鶴 附近の 山上から 相 模灣の 海面 を 眺めて 居た 人が あつたか 急 
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に 海面 か 割れさけ て 海の 底が 見える 

やうに 思った 間もなく 地震が 來て其 

後 海面が どうな つた か 丸で 分らない 

と 云った さうな 此話を 警察で も 確 

め 度い と 云って 居る から 確め たら 

非會の 方へ 知らせて くれる やうに 賴 

ん ておいた、 又 一日 朝 相模灣 で. ai; 卷 

に會っ た眞鶴 の 漁船の 事 も 聞 正して 

報告して くれる やうに 依頓 した 

御殿 大体に 北西に すれたり (柱が 拔け 

出して 一飛び に 現 位置に 移りた \ きを 穿 

ち 其 後 は 移動せ ざり しと 考 へられる) 一 
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Jg 々 頁 建物、 東西 側 南北の 亀裂 あり、 C 亀裂 は 他に も 諸 所に あり、 主なる もの は 大体 南北に 走 

る、 しか 北 崖に 引き 處には 東西の も あり。 此處 より 天主に 行く 大鼓 橋の 此方に も 南北の 大 亀裂 あ 

り)、 此 建物の 西の方の 小き 平屋 は 反對に 南に 移動し、 破 fm せす 

北 崖 近き 亀裂より 深 所の 土ら しきもの を喷 出せし 痕 あり 

御用邸 番人 は 旋風の 音をッ ナ ミと思 ひ 天守に 逃げし 由、 旋風 は 火事の 最 盛なる 頃より 起り 一 一時 

間 もつ きたる 由 

海岸 稻荷 南西に すれる 其 西方の 寺 南東へ すれる、 

舊輊鉄 停車場 西ガ ー ド下 Ipil 蠻曲、 ガ— ド北コ ン タリ— ト壁轉 倒せん とす 

. 天 祌祠內 東側 小祠西 一一 轉倒 (大体 形を存 したる ま、)、 其 北の 手 洗の 屋根 も 西に 顚倒 

枕 流、 小 西 薬舗、 向 側 一軒 階下 折れ 二階 東の 方に 落つ  . 

報德 神社 人 口 階段 下 燈籠轉 落 方向 地図 記 人  . 

報德 神社 コ マ大拜 殿に 向って 右の は 西北に 左の は反對 側に 落つ、 拜殿 向って 右手 洗 屋根 敷石 道 
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の 方へ 倒る、 紀念碑 は 右の コマ 犬の 方に 傾く 

拜殿 15  § 南西へ 

小 田 原に 於け る 最も 激しき 運動 は 東西な りしな らん。 御用邸 ゃ報德 神社の は 地形に ょル亀 

裂に 伴 ふ 運動に より 著しく  distmb され 居る 如し、 此の 如き dktuibance 比較的 少き大 通 

、りの 三 家屋、 病院 タンク、 銀行の 破損 等より 考 へて かく 考ふ。 此等 はみ な 高き 構造 物な り。 

石 燈籠ゃ コ マ 犬な ど は 寧ろ 最初の 急激なる 上下 分 多き 運動に よる ものと 考へ らる 

酒 句 川の 夥敷 流木 は 上流 崖崩れの 結果なる ベ し 

國府 津大磯 間に は 日本 造 家屋 瓦の 落 方な ど 東京 山の手 程度の 處 多し、 一 一階 造 学校の 屋根 瓦 被害 

極めて 輕微 なる 例 も あり、 又 一 一階 屋 にて 瓦 全然 無事の もの も あり、 

花 水 川 西岸に も 瓦の 無事なる 家 あり 東岸に も 潰えざる 家多數 なる 如し、 

平 塚 某 工場 全潰 

茅が 崎に も 工場の 如き もの 全潰 あり、 瓦屋根 瓦の 落ちざる もの 極めて 稀なる 如し 到處 トタン 葺 

の 群がる を 見る (バラックに 非す)、  . 
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20.0 

500 

2(1.5 

600 

19.9 

700 

S 18.7 

cloud 

2nd. 

100 

SSW 1.2 

2 

S  2.1 

3 

3.8 

4 

" 3.7 

5 

Sb W  3.7 

6 

リ 3.5 

7 

リ 2.6 

8 

SW 1.2 

9 

NW 1.7 

3rd. 

ゆ 20 ― 

100 

S  3.5 

" 5.6 
bl5  VY  o./ 

" 9.4 

リ 7.4 

" 8.0 

リ 13.2 

S 11.0 

900 

" 9.7 

10 

リ 8.0 

10 KC.  SK.  K.N 


10  KC.  SK.  C 


10^16—24™  9  K.  CK.  KC 

S  6.6 
SSE  7.3 

S  8.4 
8.3 
8.6 
9.0 
5.7 
3.4 
5.6 


10- 45s 江戶 川、 石燈蘢 落つ 

船橋 追分， 東 金 街道 引返し 千 葉 廻り 

2M0S 航空学 校應接 室に は ひる、 

下志津 落下 1/4- P より 夜に かけて 
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玉姬 神社 

令戶⑩ 

吉野橋 


芝 橋 北 

芝 宮本町 


1 -15 死者 七十 名 

1,115.5 旋風の 爲 大学 艇庫より 飛火 

I-—15 高サ 200 間 一 一階 倒さる 

石塔 石 ヲ倒シ タルモ ノ多シ 100 戶位ヲ 同時に 卷き 人れ る、 其 後 21- 頃 

迄數回 あり 継繽 時間 約 20 ョ.— 40ョ 東北に 向 ふ 

II  3—4  40 ョ 位 継 綾 東へ 移る 

一 1 0—1. 行李 ヲ飛バ スニッ 三 ッァリ 

I  S 郵船 會社 倉庫 附近 ノ モ ノ ハ 午後 七 時 頃 起リ約 30S 繽キ六 分板ヲ 


北 島 町 1  一 37 

亀 島 町 1  一 23 

北 島 町  一 36 

靈岸嶋 川口  23 


坂 本 公園の 前 


1 19 


帳記雜 


銀 町  一 9 

新 富 坐 


人 船 町 三 1 

新 榮町五 ，. - 

南 八丁 堀 三 

月 嶋三号 地 

元 四日 市町 

本 材木 町 一 


11 ？ 


18 


I 15 少サシ 

111 火事 ノ前 一一 モト タン、 ブリキ 片ガ卷 キ上ゲ ラレ アル 高サ マテ 行 

ク ト急 一一 落下 シ テ來ル ノ ヲ 見ク、 上ゲ ラ ル 、 途中 一一 木、 電柱 ナド ガ ァ ッ 

テ カラマ ルトピ ッ タリ 貼 リツ ィ タ樣 一一 ナ ッ テ動 カナ ク ナツ ク 

西北 風デ アツ クガ (11 4—4.5) 强ク ハナ カツ タ但シ 上曆 ハ 北デ アツ タガ 

下層 ハ 溫ィ 風ガ南 カラ 吹ィ テ居タ 

西風 强烈 ヲ極メ  (1123—11 4) 砂 ナドヲ 吹キッ ケタ、 火叟 ノ前ュ 旋風 ガ 

アツ タ 

I！  0—1 北風 力 嵐 ノヤ ウダ ッタ 

I lGi-7 上穴ェ (約 200 米) 二  一  ad  50 尺 位ノ渦 卷ヲ十 シ或ハ 逆ノ卷 

キ方ト ナリ又 ハ尾ヲ 引キテ 運動 シ約 三十 分 位 継續ス 

-1^,5 此邊 火事 、ノ  23—24 

I 19.5—20 旋風 ガ起ッ テ內國 通運 ノ十 貫モ アル 大箱ガ 棬上ゲ ラレ 四 

日 市 河岸 一一 落 チタ 

1 20 少シ前 風 方向 一定 セズ小 サイ 椅子 ャ燃 H タ 木片 ナドヲ 吹飛ハ 
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坂 本 町 ；，^ -、 一 

南 茅場 町 1" 

靈岸橋 町 三 井 銀行 

南 茅場 町 45 

本 兩巷町 . 

本 石 町  一 a 


鉄砲 町 

新大 橋？ 

印刷 局 門前。 


シタ. 丸テ 旋風 ノヤ ウダ ッタ 

1 —21—-22  (北 ヨリ) 旋風 樣ノ モノ ガ アツ タガ 物ヲ棬 キ上ゲ ハシナ 力 

ッ タ 

I 18.5119 南風 ガ北ー 1 変 リ目モ 了 ケテ居 ラレ ヌ程 灰ナド ヲ吹キ ッケタ 

1 21.5—20 南東 ノ 風ガ 北西 一一 変 リ强カ ッタ 逃 ゲル 時筵ヲ 持ッ テ居ル 

「ガ 出來 ナイ 程强 カツ タ (岡 田 光世)、 

南北 兩方カ ラ 旋風 ノ ャゥ 一一 吹ィ テ居タ 

I  ,1P5 旋風 ノヤ ゥナ强 風 

1 1 7.5 火災 前 一一 常 盤 小学 逢 ヲ 旋風 ノヤ ゥナ モノ ガ出 來テ 砂ヲ黑 クー 丈 

位 捲 上ゲタ (搏 イタ 方向 ハ 不明) 捲 イタ カドゥ 力 モ 不明 ダガ細 ク柱ノ ャ 

ゥ 一一 砂 ガ揚ケ ラ レ タ叉 逃ゲテ カラ 見テ居 タラ 日本銀行 邊ト思 ハ レ ル所 一一 

一 丈 五 尺 位ノ火 ノ柱ガ 立ッノ ヲ見タ  . 

115.5—l<i 西 ヨリ 西南 ノ强風 トタン 板ヲハ ネタ位 

口  3 時ト ァリ燒 落後？  ^ 

u 時刻 
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帳記雜 


お - His  i お 


淺草橋 南側 

. ^傅 馬 町 i 

小川 町 神 田 橋 

今 川 橋 

下 谷 御徒町 二 


に 10 前後 三 四時 間 ッやク 北 一一 進ム 

II 朝 カラ 13 頃 迄 一一 三回 通過 シタ トイ フ、 大抵 ノ人ハ 此頃皆 避難 シテ 

Is タカ ラョク 分ラヌ (；^ 邊ハ I 17118 一一  建ケタ )、 

時 問？ 

1—16. 

1120 

トタン 板 等 持 去 


.§ 分 位)、 岡； t 佐 藤 

I 1B.5  20 ョ 位ァ リ- 

ー一  1?-17 旋風 ノ爲 


タ ン 牛乳 車ナド 持上ゲ ラレ 人ハ 電柱 一一 摑 マツ テ 

逃タ約 30S 継績、 方 


h 鳥 t7  73 


向ハ？ 

U 12 旋風 ノ髙サ 五 

丈黑烟 ヲ揚ケ 咫尺 ヲ 

弁ゼ ス 
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西 三 筋 町， 10  n 11!12 ヤケル (n 10 頃 風ガ北 テア ツクユ モ不拘 南 カラ ノ火ガ 押 

寄セ カブ サッ テ居タ 

淺草橋  117—8 堀ノ 北側 ヨリ 南へ 次-一 西へ 高 30 間 直径， -0 間、 (猪俟 服 部)、 

南 冨坂町  U 10  diam 10 間 ht  50 間、 (此 邊ハ 前日 1611:17 に燒 けし 跡ナリ )、 

下 谷 iHil 役所 上野 驛、 本願 寺等大 建築 燒落ッ ルキ 旋風 ァリ トイ フ人ァ リ 本願 寺 ノ 時特 一一 猛烈 ナ リ 

云ぶ、 明 石 製作所 ノ落ッ ル. キ モ 旋風 ァ リ SO ョ 繽キ シ トイ フ 

北 稻荷町 自動車 會社 倉庫 n 13 爆 發ト共 一一 强 カナ ル 旋風 起リ (卩ノ 方向 一一 廻 リシ トイ フ)、 燃 

へ ッ 、 アル 材木 ヲ卷キ 上 ゲ未ダ 燃 ヱ テ ナイ 箇所 一一 放 下シッ 、 上野 ノ山ノ 方 一一 走 リ去ル 「四 五回テ 

アツ タト ィフ、 此時 西北西 ノ風ハ 南東 ノ風 一一 変ッ タト ィフ、 旋風 ノ走ル 速 サハ人 ノ走ル 位 ノ速サ 

ダ トイ フ 

御船 藏前町 I 13.5 旋風 ノキ小 供攫ハ ルー 婦人 ハ 小 供 一 一人 ヲ 捨テ 、 逃グ、 煙突 ノ  。  —プ 一一. トタ 

ンノ 力、 レル モノ 多シ 
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帳記雜 


小 笠 原 島々 司 高崎襄 氏報吿 よら 

九月 一 日 午後 三時 父嶋ー 一見 港內 - 一 於テ 高低 三尺 周期 三十 分 二 亘ル 津波 數回 襲来す、 

并水 ハ當時 以後 一周 間ハ 一般 一一 高潮 (？) 一一  シテ 井水 ノ 塩分 增加ノ 傾向 ァリ タリ 

九月 一 日 父 嶋母嶋 各列嶋 一一 テ ハ稍 人体-一 感ス ル程ノ 微震 ァリ タリ 

九月 一 一日 ョ リ父嶋 一 一見 港內 一一 軽石 ノ 漂着 ヲ見 タリ 

中 硫黄 嶋 小学校 長 ヨリ ノ報吿 一一 ョ レバ 八月 卅 一 日夕 刻 淋病 水 沖合 (同嶋 束 北部) 三回 ノ 海底 噴 

火ァ リ 

九月 一 日中 硫黄 一一 テ ハ 無風 トナ レリ、 同日 午前 十 一 時 一一； 十分 (？) 三回 ノ强 震ァリ タリ。 西パ 

イブ 山 所 M 一一  亀裂 ヲ生シ  ー|コ ン クリ —ト」 水タ ン ク 破損 セ ル モ ノ十 數個ァ リ西パ イブ 山 二 巾 三 間 

長サ四 間深サ 六尺  一二 且ル穴 ヲ發見 (九月 三十日) ス、 此レ 九月 一日 ノ 地震 一一 ヨリ 出現 セル モノ ト 

推定 ス、  . 

父嶋 測候所の 報告 一一 テ モ 津波 ハ 三時 頃より 最高 水位 ハー 一尺 以上 ナ リシ ト ァリ、 但、 ン 地震 ハ無感 

覺ト ァ リ 
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岩 手 縣知惠 報告 

潮 候 異常 等ナシ 

加 藤 武夫 君 寄贈 寫眞 

/  =  13cm 雲ノ項 上の 高サ 5.8cm 

tistance  7.5cm  X に X 1 二.， -  n 1 5  km. 

？ぷ, I  / 

武藤 勝彥君 寄贈 寫眞 

m  y  /i*  4  =13.16 
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12.5  4.2  ^ 」？.，5X4.2 1: 

34.3  f  3£ 

Distance  =  cin  X に X 10。cm  = 1 に Ion 

l5.S  == 


o 千 葉 縣市原 郡長 報告 

一 、 火災 地方 ョ リ飛來 落下 セ ル 物品 

紙幣 (完全 ナル モノ 及 半燒ノ モノ 等) 帳簿 ノ半燒 セル 紙片 (和式 洋式) 神奈 川縣ノ 公文書 ノ 

半 燒片、 海外 生糸 價格 日報 (完全 ナル モノ 及 半 燒片) 諸 債券 (百 0： 券 五 百 W; 券 千 円 券 等ノ半 

燒片) 金 m: 借用 証 ノ半燒 セル モノ 絹布 ノ半 燒片 小 田 原 銀行 ノ 貸借 其 他ノ諸 帳簿 ノ半 燒片 

寺院 ノ 帳簿 (和式) ノ 半燒片 包紙 (大サ 新聞紙 二 枚大位 白若ハ 紫色〉 其 他 諸 用紙 布 等ノ燒 

失 灰 砂 等 無數、 

1 一、 落下 ノ 位置 

群內 IR 特-ー 海上 ハ多キ 感了リ 
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三、 大サ 

大ナル 新聞紙 ニ枚大 位、 半紙 ノ 全面 半面 大位其 以下 ハ種 々様え 

四、 狀態 

完全 ナルモ ノ及 半燒ノ モノ 全 燒ノモ ノ砂等 火山灰 ノ降ル 如 キ有樣 一一 シ テ 屋外 一一 テ白服 二 

ノ黑色 ノ班点 ヲ生ジ タリ 

五、 落下 ノ 日時  . 

大正 士 一年 九月 一 日 午後 三時 頃 ヨリ 始 マリ 同一 一日-一到 ル 乇其狀 態 ヲ糗ケ タリ 

立 川 飛行 大隊 撮影 寫眞 

東京 ノ 分 5：£；  二 濯. 週 = 1 7.0  X  2 二 0。  =  34  I き 


3- 一二  (a)  Max  =  9.4  cm 


Heigf も XS4  km  = 

f)0 

aa  n  X  9.4  =  .68  X  9.4  = や 4  km  a 

ひ：  = 
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帳記雜 


3- ； 丄- 


(b)  n^iiH^.^ 


(a) ほ . ta-L4 

b  7/7  7/ ひ =  5/2 

上層 北風 强く なれる を 示す、 


(a)  8.5  i7L8k】ll 

(b)  8.0  H,  =  5A 


_:4h30 ョ； - 


4/ 


(a)  7.5 

(b)  .5.8 

(c)  9. に 


m=s.9 
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横 濱の分 


立川驛 ヨリ 横濱 築港 迄 ハ兩國 迄と 殆ン ド同距 りなり 故  一一 km と 假定す 

2w  =  8.4  =  /5.7  km 


i!„  =  10.wxl:-  =  7.1  km 

に w=: 15X1〕  =  10.2  km 

i にて は 雲 層 ノ風は 大体 南風なる も 其 北端 は旣に 北風の- esf に 侵され 始め 尖端 を 擡げ 

始 6 たり S 一- に 到りて は 北端が 旣に 著しく 乱れ 上界し 居る 事 を 示す 


3- 二  5S 


15.3X  p  = 10.4  km 

iy,.  =  11.4  、ゝ = 7.7  km 

JJ。  =  8.9  、、  =  §  km 
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帳 記 雑 


" の 部の 殆んど explosive に Slioot  up せる に は 特別の 理由 あるべ し、 想 ふに 下図 〔左 圖〕 

の 如く 北方 より 侵入し 來る warm  dry  air の 上の 倾  /or 

斜面に 沿 ふて 上：^ せる 部分 ある 事 を 示す ものな らん  」 

N  /lurk  -r  5 

p  =  5.5  X 1〕  =  3.7 Inn   .  I 

4- に は 高さ も 幅 も 急に 减 少し 上層気流 も 靜穩を 示す 

東京 横濱を 通じて 雲の 北端 上 # し 始め 其 東側に 劇烈なる 爆發 

的 上 を 起せり、 (末 廣君ノ 撗須賀 の 雲の 寫眞も 矢 張 北端の 上 

向きに 曲れ る を 見る、 恐らく 同様の-！? 小 因に よる ものな らん。) 
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東京に て 特に 上層 北風が 市ノ 東に 偏せ る は 或は 地盤 摩擦の 關係 あらん 

〇 十二月 八日 午後 東京 驛前ヲ 通過 シ、 構內を 通る 嶽關 車の 烟を 見る 、づ rtex  ring 

の 下端より vertical  vortex の 垂下す るを認 む。 

此れ は 多大 5 參考 となる 事實 なり 鉄道 省に 頓み Experiment を やらせて 貰 ふ 積 

り 


飛來 物件 

千 葉 縣君津 郡長 新 川 謙 一 一報 吿、 

ィ、 物品 名稱 

紙幣、 株券、 小切手、 葉書 及 其他ノ 書翰 其 他 各種 ノ 紙片 

口、 落下 ノ 位置 

東京 灣 一一 沿 ヒ タル 海岸 地帶 ヨリ 約 一 一里 內外 一 帶ノ 地方 

ハ、 其ノ 大キサ 

葉 «1 半切 大 乃至 其 三 倍大 
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帳晴 


-ー、 其 ノ狀態 

完全 ナル モノ ハ極メ テ稀 一一 シ テ多ク ハ半 燒若ク ハ 七分燒 位ナリ 

ホ、 落下 若ハ 發見ノ 日時 

多クハ 九月 二日 午后 ヨリ 三日 拂曉ニ 一 且リテ 落下 セル モノ  、如ク 其 後隨時 發見セ ラル。 

I  以上、 

利根 川筋 其 他驗潮 儀記錄 

取手、 Sept. 1. 16 ノ 5 より 水位 上 3 升 ヲ始メ 殆ンド constant  rate 一一  テ 上昇す、 

I. Is-rll.  1.0  Syaku/12 一】 

W. sax に 達す fj,;.f2u,】； ど 

3.2 

Sept 1. 3_>.4  a.m.  0.1 位 急に 减水 せる 如き 記 象 を 示す ，15-.8 頃より 增.^  W  7 一- .5 迄 

は 緩慢に 增水 19ヌ5 より 急激に 增水、 n 夜より 目 noon 近く 迄 最高 を 持鑌し 漸次 减 

水 


押 付、 
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須賀 I 田、 Tide  amp  =  2  a  =  . 25 

n  —9- 頃より 急增 m 早朝より 16-- 頃 迄 max 持續 

金江津 2a=1.5 

I. .14-.8 頃より IL  0- 頃 迄 2ndary  undulation を 示す mean は m 晝 最高 を續け 

-ー 口 ン 

し， 5 し 

川尻  23  =  1.3. 

1. .17 一-. 5 より shoit  あり、 其 前の cul-ve 疑 はし 

11. 午前 ノ昇 潮時に も undiihition あり 

nr.  0 頃 最高潮、 

一 ノ分目 2anl.2 地震に て 記 象 断へ たる も 15- 回復 其 頃旣に undulation を 示す 

n 午前 昇 潮時 又 uikP あり 

大田 新田 2a  =  1.4  . 

故障 

铫子  2tx  =  3.3  1.12.4  Und 。始  . 
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帳記雜 


(小 貝 川筋) 

中鄕 1!  7 より 增水 n 朝より 最高 持鑌 F 朝に 到る 


(北 利根 川筋) 

手 堀 変化 少 

八^ SI) 

賀 (中嶋 村) に <1リ7 

変化 少 


(江戶 川筋) 

松戶  1.0 より は 前日に 比し 0/1—0.2 减水、 震 後 若干の fluctuation を 示ス、 n.  7 よ 

り 急に 增水、 m 朝より 夜 迄 最高 持績 

行 W 一心  2a  =  2.s 故漳、 El し I  9 頃より 1 liour  period の Und" を 示す 


堀江 (浦 安町) 2a  =  a,l 1. 〔>  より Und" 震 後 


fK/, の 如く  rise を 示す 


稀 筋) 

(志 村 字 本 蓮 沼， -戶田 橋 2a  =  2.6 1 . 12.5  little  rise 次の min  U 一- .9. 次の max 15-.5. 
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long  wave の cl-est の accelel-atlon を 示す 

P*cl-:n5nent  level  change も あり 

sic 

(岸 淵 町 字 本 宿) 岩 淵 に a=  Unci" 最初の rise 見へ 十 1st  niin.  IS 一-. 9.  next  sax 14-.5 

(尾久 町) 上尾久 2r~=4.0 

欠 測 

千 住  1.11  一- 9 より rise,  next  mill. 13 一-. 3  niax. 14M 

(綾瀬川 筋) 

ivw.  2  a  =  3.3  no  imnlediate  rise,  p-irst  luin 13 一-. 8;  next  max 14 ノ 2 

新 宿  ；2<f  =  2.8  no  illsKMllate  1-lse  1st;  lllln. 13 ク 9  next  iiiax l4 一一. 3 

(奥戶 村) 上 平 井 2a  =  2.G  no  iimuediate  rise  1st  niin  ISM  next  max  13-.9 

(大嶋 町) 小 松 川 2.~i.0 

I. 11 .7 より rise あり、 1st  min IS 一-  (roughly)  ns;t  max  13-.^ 

(多摩川 筋，)  . 

(御幸 村) 上 平 間 (に J 。^一。  rise あり next  max 13 一に 
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帳記雜 


(〃 ) ト向 2tt  =  4.3  abrlll〕t  rise 12 一- .3 

羽田 2a  =  4b 故障 

飛來 物件 

香 取 郡役所 報告  、 

0 書籍 類ノ 紙片 一半 燒 凡お 一一 一、 

新聞 紙片 ー黑燒 凡 一、 ニ寸 

〇 葉 *1  ノ半燒 トナリ クル モ ノ 

〇 書面 叉ハ 封筒 ノ半燒 トナリ タル 紙片 

〇 帳簿 用 紙片 半燒 凡 二、 三寸 

〇 ノ ー ト類 紙片 半 燒凡ー 一 三寸 位迄ノ モ ノ 

0 相 生署ト 朱記シ クル 載 紙 四 五寸位 -ー 半燒、 (落下 場所 滑 河 町) 

〇 横 封筒 一一 三戔 切手 ト認ム ベ キ モ ノ 若干 人 半燒、 (落下 場所 佐 原 町) 

〇 布片 半燒 丸 二 寸內外 

〇 灰 
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降 亜 板 1 紙 衣 紙屋 鉛 I 衣 
7 又 鈴 類 類 類類极 板! 類 
板 、、。板 °  ' 
織 紙 亜 I  、通 板 
物 類 鈴 衣帳戶 
\ 板 I 類 、 
薄 I         °  5S 


上記 中 落下 町村 名 ノ記人 ナキ乇 ノ ハ郡內 各 町村 一一 及ブ 落下 日時 ハ 九月 一 日 午 1:^ 三時 顷 ヨリ 一一 シ 

テ翌ー 一日 二 至リテ ハ 午后 一 一時 頃 迄ノ間 時. - 紙片 ノ黑燒 トナリ 凡 一 寸位ノ モノ 叉ハ降 灰ァリ タリ 

.  以上 


0 右 同 

東 葛 飾 郡役所 報吿 orsk ぶ 3,b5??A コ 


飛來 落下 物品 名 一 


落下 位置 


大キサ 


態 


發見 日時 


浦 安町 

船橋 町 

鎌 ケ谷村 

大柏： ^ 

塚 £ 村 


S  口 地 先、 其 他 

一 H 


, 板戶、 亜 

小 破片 

問 上 

一一 一尺に 五 尺、 及 

二 尺 五寸に 一一 一尺 


仝、 半、 完 

仝燒多 シ 

4-、 半燒 

仝、 半燒 

完—  — 


九月 二 R 午後 四時 

九月 一 日 午後 二 時 

九月 一 日 ヨリ 二  _ 

迄 

九 n: 一  日 午後 三時 

一 日 午後 三時 . 

一 日 午後 ニ時ョ 

三日 午後 
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帳 記 雑 


市 


町 


土 


村 


千代 田 村 


mis' ま rs- 寸 


流 山 町 


田 中 村 


新 川 村 


福 m 村 


野 町 


七 福 村 


布 佐 町 


S ヒす 

お， rr ネ 


我 孫子 町 


51 鉛板、 蛇 ノ目ー 

伞、 H, 也 

紙 及 衣類 ノ 断片 一 

S  一 


紙 類 

紙 類 

紙 類 

同上 

衣類、 帳 薄 

署誉內 地 因 

紙 類、 織物 類 


其 


江戸川 鉄橋 附近" 

一 S 


到ル所 

同上 

同上 

同上 

同上 - 

同上 

中 峠 

一 H 


葉書 大 

半紙 大ヲ 最大， 


半紙 大ヲ 最大 ト 

ス 

経 三四寸 

半紙 四ッ 切リ大 

六 寸角ヲ 最大 

四寸方 ヨリ 五分 

方形 大 

二、 三寸 角 

一 尺 一一 一寸の 一 尺 

小片 


完 牛 仝 

仝、 半 

半 燒多シ 

仝、 牛燒 

仝、 半燒 

仝、 半燒 

仝 燒多シ 

同上 

仝燒 

仝、 半燒 

半燒 

仝、 半燒 


一 日 午後 四時 二： 

後 三時 

一 n 午後 四時 ョ 

翌日 

一 日 午後 一一 一時 三： 

三時 迄 


二日 ヨリ 三日 

一 日 午後 一一 一時 

一 日 午後 

一 日 午後 二 時 

二日 fcl 後？ 午前。 

二 時 牛 . 


夕 


日 午後 二 時 二 

日 午後 一一 一時 

日 午後 三時 


備考、 郡 内  一 H 一一  降 灰ァリ タリ、 表 中 記入 ハ 主ナル モノ ナ- 
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安房 郡長 報告 (吃 二、 M サ I) 

物品、 . 新聞、 雜誌、 會社 原稿用紙、 商店 諸 帳簿、 親 綿布 破片 ト認 メラ ルル 物 中 一一， S1. 

1 ト 記載 セル 紙片 ァリ、 

位置、 安房 郡吉 尾村ヲ 中心で 王 基 村、 田 原 村、 東條 村、 天 律 町、 湊村、 岩 井村 等、 

大 キサ、 其 ノ大キ サハ方 一 寸位ノ 物 ヨリ 四 五分 位 ノ物及 灰燼 等 也、 

狀態、 總テ 全燒シ タル 物 一一 シテ 織物 類ト認 メラ ルル 物ハ 縞柄 刺 明 セズ、 

日時、 九月 一日 夜 飛來シ タル 物  一丁 ンテ 二日 朝 發見シ タリ、 尙 二日 夕刻 一一 到 ル迄デ 極小 サキ 

灰燼 ノ 落下 ヲ見 タリ、 

〇 神 奈川縣 鎌 倉 郡長 報告 

火災 地方 ョ リ飛來 落下 セル ト認メ ラルべ キ 事實ナ シ 

〇 椅王縣 大里郡  〇 同、 那珂 郡長 

ナシ  ナシ 

〇 茨城 縣西 茨城 郡  〇 椅王縣 北 椅王郡 

ナ シ  ナ シ 
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帳記雜 


〔丑〕 

〇 同 〔培 玉縣〕 兒王郡 

ナシ 

〇 同 秩父郡 

ナシ 

〇 同 比 企 郡 

ナシ 

〇 茨城 縣東 茨城 郡 

ナシ 

〇 茨城 縣鹿嶋 郡 

ナシ 

〇 茨城 縣多賀 郡 

ナシ 

〇 ^ 中 郡 

ナシ 

〇 神 奈川縣 久良岐 郡 


ナシ 

〇 埼王縣 人間 郡 

ナシ 

〇 神 奈川縣 津久井 郡 

ナシ 

〇 同 縣足柄 上 郡 

ナシ 

〇 同 縣高坐 郡 

ナシ 

〇 ク 三 浦 郡 

ナシ 

〇 y 都筑郡 

ナシ 

〇 茨城 縣眞壁 郡 

ナシ 
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〇 〔祌奈 川縣〕 愛甲 郡 


千葉縣 長生 郡長 朝 倉巌、 

東浪見 村、 火災 地方 ョ リ飛來 落下 セル ト認メ ラルべ キ 物品 ナ シ 

太 東 村 九月 三日 太 東 村 和 泉區ー EC 一一  全燒ノ 紙片、 淺草 活動 寫眞紙 ノ大サ 半紙 ノ四 分ノ 

一位 ノ 紙片 飛来 落下 

九月 四日 太 東 村 中原 椎木 一一 全燒ノ 小切手 新聞紙 其 ノ他ノ 紙片 飛来 落下 セリ 

一宮 町  九月 一日 午后 六 時 頃 ヨリ 九月 三日 午后 六 時 頃 迄-一 ニ呂 町下ノ 原、 大 川端、 澤井 

町、 新 川 町、 愛宕 町、 細 田、 奥せ 通祖神 ノ數ケ 所-一 小学校 書籍、 証書 樣ノ モノ 

雜 誌樣ノ モノ、 木綿 及銷 物、 其 他 新聞紙 等 ノ燒片 飛来 落下 セル ヲ發 見、 

土睦村  九月 一 日 午后 四時 頃 ヨリー 一日 午后 迄 1 一 村內  一 h: - 一  大サ巾 一 寸 乃至 五六 寸位ノ 印 

刷 物 綿布 類ノ 全燒セ ル モ ノ飛來 落下 

一松 村 九月  一 n 午后 四時 ヨリ 村內 一 帶- ー燒失 セル 大サニ 三寸 ヨリ 四 五 寸位ノ 紙片 . (多 

クハ 書籍) 飛来 落下 


〇 茨城 縣久 おん 郡 


ナシ j 


帳記雜 


八 積 村 九月 一 日 午后 三時 頃 ヨリ 村內 一 円 一一 全燒ノ 紙片 絕 織物 類其ノ 他半燒 セル 新聞紙 

洋紙 類飛來 落下 セ リ 

高 根本 鄕村 紙片 其ノ 他全燒 シ灰ト ナレル モノ 飛 來セリ 

東鄕村 東鄕村 一円 一一 涉リ 西洋紙 衣服 類、 全燒 セル 大サニ 三寸 位 ノ其他 半燒ノ 西洋紙 大 

サー ニニ 寸位ノ モ ノ 落下 セリ 

關 村 紙片 其 他全燒 シ灰ト ナレル モノ 飛 來セリ 

白 潟 村 全燒 セル 大サ 一二 寸位ノ 紙片 飛來 落下 セリ 

南 白 亀 村 九月 一 日 午後 四時 頃大サ 一 尺 位 ヨリー 一三 分 位 ノ新閜 雜誌ノ 全燒セ ル モ ノ 半燒セ 

ル モ ノ殆 ド村內  一一 S レリ、 

封筒 ノ半燒 セル モノ  (横濱 …… 運送店 f¥) 南 白 亀 村 牛 込 -ー 飛來 落下 セリ 

豊岡 村、 全燒 半燒セ ル 紙片 村內 各地 -ー 飛来 落下 セリ 

本納町 九月 一 一日 午后 四時 頃 本 納町字 瀧ノ谷 桑圜內 -ー 灰 儘 中 ヨリ 飛來 セル ト覺 シキ五 闪 

紙幣 (完全) 落下、 其 他燒ケ タル 紙片 等 ハ村內 各地-一飛 來 

新 治 村 火災 地方 ョ リ飛來 落下 セル ト 認 メ ラル ベ キ 物品 ナ シ 

豊田村 九月 一 一日 午前 一 時 頃 豊田村 1  严分 -ー 半燒 ノ大サ 三寸 ノ長四 寸位ノ 酒屋 ノ領收 一 哑ロ落 
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下、 九月 二日 午前 十 時 頃 完全 ナル 一寸 八 分 ノ長サ 六寸位 本所區 役所 ヨ^ 

員撰擧 投票用紙 &谷 二 落下、 ^i!lif^sms^<,^wlE^ 敝豊 

田 村 小 林 一一 落下  - 

二宮 本鄕村 全燒 セル 巾 ニ寸長 八寸位 ノ簿冊 ノ如キ 紙片、 半燒ノ 葉書、 又ハ 銀行 若クハ 郵便 

局ノ 簿記 原簿 樣ノ モノ、 衣類 ノ黑燒 トナリ クル モノ 飛来 落下 セリ 

長柄 村 九月 一 日長 柄 村 舟 木 一一 半燒 (平 一一 ス レバ 細 末 トナル 程度) ノ大サ 八寸ノ 五寸位 

銀行 手形 ( 一 万. 六 千 H:) 飛來 落下 其 他 半燒ノ 葉書 類布片 洋紙 類村內 各地 - 一飛 來 

落下 

茂 原 町  九月 一日 午后 四時 ヨリ 同月 三日  一 I 涉リ茂 原 町ー帶 ニ全燒 セル 紙片 ノ灰、 半燒ノ 

紙片 (東京 市 横 濱市ノ 各 町名 記載 アル 葉書、 又 ハ 陸軍 糧科廠 ノ 發行 シ タル 受領 

S 太 物 類 等 無類 一一 飛来 落下 セ リ 

日吉村 火災 地方 ヨリ 飛來 落下 セル ト認メ ラルべ キ 物品 ナシ 

水上 村 ク 

西 村 全燒半 燒セ. ル葉 書類 飛来 落下 セリ 

東 村 全 燒半燒 セル 葉書 布片 等飛來 落下 セリ 
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帳歸 


鶴 枝 村 九月 一 一日 午前 八 時 頃 ョ リ翌 三日 一一 一旦 リ 書類 ノ燒ケ タル 紙片 飛来 落下、 

豊榮村 火災 地方 ョ リ飛來 落下 セル ト認メ ラル ベ キ 物品ナ シ 

五鄕村 九月 一 日 午后 三時 頃 ョ リ翌ー 一日 二 亘 リ半燒 半燒ノ 紙片 布片類 各地 二 落下 

廳南町 火災 地方 ョ リ飛來 落下 セル ト認メ ラルべ キ 物品 ナ シ  . 

以上 

0 海上 郡長 柳 澤靜雄 

一 、 高 神 村 一一 於テハ 九月 一 日 午後 三時 半 頃 ョ リ夜 一一 一旦 リ飛來 落下 セル 物品 左 ノ通リ 

S 新聞紙 及 西洋 文字 ヲ 記載 シ タル 紙片 一 一 三寸 位 ヨリ 五寸 位迄ノ モ ノ 

②ー 二 寸位ノ 絹物 衣類 ノ全 燒ノ モノ 

1 一、 旭町 一一 於テハ 九月 一 日 午後 一 一時 頃 ョ リ 南風 一一 交ヒ 絹布 簿記 帳 紙片 及 新聞紙 等ノ 半燒ノ モ ノ 

飛來 落下 シ大 ナル ハ方 ニ寸位 小ナル ハ方 一寸 位-一 テ之ヲ 撿スル -ー薄 記 新聞 紙片 ハ其數 字 及 文 

字 ヲ鮮シ 得 ラル 

三、 富 浦 村 一一 於ケル 落下 物 左 ノ通リ  . - 

S 九月 二日 午後 六 時 一 一十 分頃發 見、 東洋 織物 株式 會社 株券 五 百 H 券 一 枚 半 燒四ッ 折トナ リク 
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ル マ 、 

g 約束手形 參 千円 券 S 枚 大サ橫 ft 尺五寸 縱六寸 位-一 シテ 八ッ折 トナリ タル マ 、 -ー シテ 完全 セ 

ル モノ 九月 一 一日 午後 三時 發見、 

四、 飯 岡 町 一一 於テハ ノ 仕切 判 アル 判取ノ 燒片大 サ 一寸 二分 位半燒 字体 不明 九月 二日 朝發 見、 

同町 一一 於テハ 尙 木材 商 ノ モノ ラシ キ 帳薄ノ 燒片歸 紙半燒 ノ 落下 シ 居ルヲ 九月 二日 朝發見 

以上 

〇 茨城 縣筑波 郡長 柴沼 與太郞 

一 、 飛來 物品 ノ名稱 

新聞紙 等 ノ燒灰 

一 、 落下 ノ 位置-  . 

茨城 縣筑波 郡 南部 方面 ョ リ谷田 部 町 地方 

一 、 其狀態 

大 サ ハ 三寸 四方 位 迄燒灰 タルモ 中 一一 ハ 字体 ノ 稍 鮮明 ノモ ノア リタ リ小ナ ル燒灰 ハ無數 落 

下セリ 
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、 發見ノ 日時 

九月 一 日 午後 四時 頃 ヨリ 翌ー 一日 一一 涉 レリ 


0 神 奈川縣 足 柄 下 郡長 吉野勝 

, (前 唇) 本 郡部 內 一一 於テハ 小 田 原 町 眞鶴村 及 溫泉村 ノ三ケ 町村 ハ 東京 橫濱 地方 ノ如ク 震災 二 伴 

フ 火災 ヲ起シ 同時 一一 旋風 ト爲 リ亞 鉛板 ノ如キ ハ 卷 キ揚ゲ タル モ ノ有之 候モ他 地方 ヨリ 飛來 落下 セ 

ル モ ノ等無 之樣認 メラ レ 候 此段及 回答 候 也 

0 南 葛 飾 郡長 青木 春 好 


燒被 

履 服 
布 

團 
其 
他 
種 

厚 卜 
紙タ 

筵 板 

木 
板 

布 
切 

落 
下 
物 
種 

m 

P3 

本 
郡 
仝 
部 

落 
下 

位 

置 

橫尜 

尺ノ 
縱モ 
m  ノ 
尺 多 
程シ 
度 、 
板 
類 

形 
狀 

タ 飛 
ル 來 
落 
下 
物 
モ 

部 
ァ 

東 リ 九 
京 翌月 
市 ニー 
3 曰 曰 
リ 二 午 

飛;!: 後 
來ル四 
シ主時 
横 ト 牛 
濱 シ 頃 

3 テ 3 

發 
見 
曰 

時 
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〇 茨城 縣猿嶋 郡役所 

一 、 火災 地方 ヨリ 飛来 落下 セル モノ ト認 ムル モノ  、全 郡-一 涉リ 一 日ノ夜 ヨリ 細 砂樣ノ モノ 翌ニ 

日？ 灰樣ノ モ ノ 落下 シ晉 一一 至-衣類 切 レ X ハ 新聞紙 (PKlii 一 s?4?f 判) ノ類落 

下シ 夜半 一一 テ 止ミシ モノ  、如シ 


〇 茨城 縣稻敷 郡長 殿岡德 太郞、 

物品、 紙片 布片等 

狀態 全燒 

大サ 大小 不同 

發見 日時 九月 一 一 ー兩日 

落下 ノ 位置 不定 

〇 千 葉縣千 葉 郡役所 

一 、 物品 ノ名 稱、 帳簿 ノ 用紙、 紙屑、 笹板、 衣類 切 紙 iB、 手形、 債券 

1、 落下 ノ 位置 郡內 一般 
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、 大サ狀 態 一寸 四方 ヨリ 五六 寸 四方 位ノ モノ、 半燒ノ モノ 多シ 

、 落下 發見ノ 日時、 九月 一日 午後 一時 頃 ヨリ 二日 午後 三時 頃 迄 

以上 


0 椅玉縣 北 足 立 郡役所  . 

火 ノ子紙 灰 谷 塚 村 草 加 町、 新鄕 村、 南 平 柳 村 川口 町方 面 一一 少 M 飛 ひ來リ タル 位ナリ 


茨城 縣結城 郡長 住 谷 金 次郞 


灰 タ紙紙 灰 

ルノ づ Ji 

小黑 
片燒 

ト 

ナ 

物 

ポロ 

" " リ ^ 
郡 

水 三玉宗 
海 妻 村道 
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附 

リ " " ® 

位 
置 

モ新 微 
ノ 聞 小 
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方タ 
位ル 
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サ 
狀 
態 

00 

發 
見 
時 
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o 茨城 縣北相 馬 郡長 條崎隆  一 、  • 

一 日 午後 一 一時 頃 ヨリ 細 力 キ灰 飛来 次ィテ 葉書 雜誌雜 記帳 等 ノ燒殼 ト覺シ キ 物荐リ 一一 落下 シ タル 

外 他-一飛 來 セル モノ ヲ認 メス、 而シ テ此ノ 狀態ハ 二日 午前中 マテ 持 繽致候  • 


新 治 郡長 前 田 春 一 郞、 

新聞紙 其 他 紙片 ノ如 キ燒 灰郡內 一 般 (大小 不同) へ 自 九月 一 一日 至 九月 四日 落下 セル モ 他-一 飛來 


0 千 葉 縣匝達 郡役所 

名稱  布片 紙片 等 

位置  郡內ー 円 

大  端書大 以下 

狀態  半燒 又全燒 

日時 (發 見) 九月 一 日 午後 三時 
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o 千葉縣 印旛 郡長 山中 竹樹、 

物品 名稱。 

古葉 書、 新聞紙、 織物、 裨紙、 小切手、 銀行 諸 帳簿 木 葉 板、 疊 ノ緣、 名刺、 商店 ノ 受取 証、 

保險 証書、 包紙 uliBl^ 所 s^ls^wsw、 雜誌、 約束手形、 傳票、 支拂 通知 書 S 

- 郵便局)、 麻 I 會蕭員 推薦 形 (矢 野 敍)、 十 m: 紙幣 半燒、 等-一 シテ紙 類ノ片 々天空-一 飛散 セル ハ 

無類 ナリ 

落下 ノ 位置 

本郡內 三十 ーケ 町村 中二 十三 ケ 町村 一一 涉リ 上欄 記載 ノ モノ 等 飛 來セリ (即チ 阿蘇 村、 根鄕 村、 

六合 村、 船穗 村、 安食 町、 豊住 村、 中鄕 村、 遠山 村 ノ八ケ 町村- 

大サ 及狀態  _ 

古葉 書 ハ径ー 一 三寸 新聞紙 ハ 半紙 版 大ノ モノ ァリ 織物 ハ 大小 l5it や、 木 葉板ノ 完全 ナル モノ ァリ 

シ モ 紙片 及 布片共 一一 概 ネ半燒  一丁 ンテ全 ク燃燒 セル モノ 多シ 

落下 ノ 日時、 

九月 一 日早キ ハ午 IL ロー 一時 ヨリ 遲キモ 午后 四時 ヨリ 翌日 午前中 又 ハ 夜間 -ー 涉リ タル 地方 モア リ 
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旣シ テ 一 日 午后 三時 ョ リー 一日 夕景 一一 至 レリ 

發見ノ 日時 

同日 

〇 茨城 縣 行方 郡役所  f 

火 ：疋也 方ョ リ飛來 シ  一. i 下 セ ル 物品 ノ 多クハ 新聞紙 ノ 如 キ 印刷物 絕 木綿 等 織物 ノ 燒片 一一 シ テ 落下 

ノ  I ハ郡內 大部分 5 リ其 大ナル モノ ハ五寸 四方 形ノ モノ ヲ認 メタ リト雖 多 クハ燒 灰？ ンテ原 

形 ヲ止メ ス 發見ハ 九月 一 日 午後 五 時-: ナリ 

〇 埼玉縣 南 椅玉都 役所 
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モ紙紙 

韓羝絹 紙 

ノ屑片 
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乃 及 
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閗 



Joe  71* 
根 平 

门       一 I  • 

ク具曰 穴 

閒 野 

； ftp  H お ： 甲 

4-4.  4-4. 

W 

半 微 

一一 = 

紙 少 

寸寸寸 

半 ナ 

乃 乃 乃 

切 ル 

—全 全 至 

位 灰 

五二七 

又 

寸 三寸 

四 

IV. す V た 

切 

位 

m 

半 // 

" 仝 半 

燒 

燒 " 

CO 10   tc   ts  ta 

)^                       IS  05 
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〇 地震 及 火災 時の 心得 

巿 各自 屋根に 上り 飛火 をけ す 事 

道路に 荷物 をお かぬ 事、 

〇 芝 公園 水： 冰場 消火 の 役に立た す 

芝：^? 水 場 も 同樣、 濟生會 の 池 も 使用に 適せす 

專賣 局の 池、 稍 使用に 堪ゅ、  • 

中の 橋  一 ノ橋 使用に 適す、 他 はだめ、 四の 橋 は 可、 古川橋 稍 可、 天 現 寺 可 
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ポンプ 13000  yen  771 LP. 

O 芝 給水所 十五 尺で 10000UOCC" 

後 一 尺七寸 足す、 


[龜 
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雜 記帳 「地名. 方言」 (昭和 二 年頃) 


枕詞の 中の 或 物 は 一 一つの 異なる 民族の 國語を 重用した る ものな らん 現今で 云へ は ハイカラ のし 

やれ 男と かラ ディ ォの 放送と か 男の ボ ー ィ とかい ふ 類な らん。 從 つても し 此說が 正し けれ は 冠詞 

と主詞 とが 各え 別國 語の Origin を 示す 害な り  . 

〔ノ  — トの 終りに〕 

現在の 一 百 語学に は 何等 科学的の 普遍性がない。 從 つて 歐米 人に は 歐米人 、日本人に は 日本人の 

言語学が 存在し 得る し、 又 存在し なければ ならない。 即ち 現在の 日本語 を 中心として 凡ての 國語 

と 日本語との 關係を 追跡し なければ ならない。 かくする 事に よって 始めて 我々 は 世界の 將來の 言 

語の 科学に 何物 か を寄與 する 事が 出來 るで あらう。 

3. 

3 


北海道 大學に 於け る 講演 草稿 (昭和 七 年) 


〔欄外〕 坪 井 君の 講義、 旣 知の 事、 余の 講義 未知の 事 地質学 者と 地球物理学 者の 立場 

大陸と 海の 成立に 關 する 諸 說 

Contraction  theoiy,  Landbridge の 困難、 Isostasy  Seismic  wa づ e. 

.Wegener,  Joly,  Daly,  Taylor,  BOAVie. 

,\v(>g.ener に對 する objection  ,: 

月の 逸出 

クの增 加の 可能性 

Ih.il-t  force の 可能性 

日本 
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弧狀 y,,  fol-edeep 

^率の 問題 

s/c 

•Tascal-ol.a  deel:-.  Fossa  l\ra2-na 

日本海、 嶋列、 

重力、 地震波 異常、 

磁気 

地質 構造 

, 硅藻土 

Basalt 

東北と 西南の 差、 

地殼 運動 

海底 変化 

半嶋の 傾斜 

sstmml-y  of  Diffel-ent  theor-v. 
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IPantlialassa. 

Rclling-  lip.  Moon の 逸出 或は 陷入 或は Catching  llndertcw  of  tluidsilr-l. 

I  >etacll:-ucn け and  CLll;  fiow  : 

undertow, 

^^^p^  friction  its  cuf 一  erential  action 

Pole  fleess-  force 

unsym metrical  action  of  friction. 

ow.  A.  Daly 

w  Contraction,  ocean の陷沒 により ocean  bed の horizontal ？^. で 大陸が uliwarl) 

する。 doire の 鬼で geosyncline が 皴禁を 受ける。 dowmvaid  fold が heating と meltm,g で 

上昇す る。 

② 叉 一 方 地球 rotation の减 速で iiiid-latitude が furrow される。 

g 次に erosion が 上記の 二つに よる warping- を IDel-petuate  L 或は increase する。 

此 等の action で 大陸 は break し 大洋の 方に 動く、 
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以上の 考の 9  tests  . 

の 現在 山脈の 分布 り 3 山の 高さ、 皺 曲 S の 隆起、 tilted  plain.  gSlide の 上方に 於け る 

tension  0«.M-0^ と basalt の 勇 45、  4TSS-ot ド、 ^1.  2  ,、，、„, 

ri. ま 香の 沈下 Aichc  Sea. 米 大陸 ゃ湊 州の 移動、 

brjdge の說 明。 さ idatlantic  swell  eAtkntic  A ミ fir"  HI. D 

き ヒ 」 •  I  .  (>ir  i5n  Oceans の 周圍に 山脈の ない 

事 此等は tion の sgi.  pacsc  I  I.  type  of  it,lii.  SI.,  a 

iks  §  both  sides  of  Atl.  tillite,  I 層 I  i  Ire.  2 匿 I  F  B  I 

lo て p  I  of  I は 一 層 犬なる 全体の I を想 はせ る f  ー，| )、  OSIf 

oi  Punjab ゆ Mountain  building の 說明他 こ-なし 

〇 東 J- 日本の Tertial-y の Jnaterial ±他^^*^,1ぃ，-っミ . . -- ； 

—  ^t, 醒^ 力ら 茅た erosion ではなくて、 4 &  D  I 

canic  deposits と考 へ， 丁ズ よし。  - ま， r つ 。一， 

◦  Geophysical の 知識 は少數 で確實 

gravity,  Deileetion  of  vertical 


但し hltel. づ retatiou 多樣 

CJeology は fragmental  data 非常に 多數 

此れと Geo づ liysical  pl.ineiple  (working  llypotllesls) との 融和が ss. 題 

Geological  data は g-coljllysleal ； pl-lnclljle を 否定す る 力 少なし、 

.〇 Wegener,  WOAVie,  Taylor,  Joly  ei;c 

凡て 動かし 難き 部分的 眞を 含む、 此れ等の 凡て をお 合すれ は眞に 近き ものと なるべし。 此れ 

に は 先づ各 理論の strong  Isints と weak  pt と を 列記し 整理す る 事 必要な り。 

p-DrpTel.entlal  inotion  OH  floating  t>ody  on  VISCOUS  fluid  .hy ..periodic  Jnotlon. 

op-augaea の 下層の Sima が melt して density を减 じる 爲 Crust が 沈み、 其 爲に displace 

された auid  sill が Sial  disc の 四緣に 流出す る 影響 を 計算す る 事 

◦  cooling  sphere の thermal  stress の 問題 はもう 少し 詳しく 理論的に も實驗 的に も 研究 を耍 

す  . 


〇slal  crust が ttoat せる 際 其 下に 図の 如き current  \ K, ^  fr I ^  を 起こす 


possibility の檢討 

1 Theslal: 下層の 液が cooling- により 誘發 された transformation で 著しく  density 
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を #" せば sial は Soat  up する 其 際に current を 生す 

pel リ P パ d —— h、}  . 

=义、ズ~  —  //、)  =  {/3 、十 Ap、)  {6?—(/~、  + レ 7/)} 

一  p-d  I  p、(  h-  +  A70  +  P に  一 ~  、レ p、 

、レ で、 

A7i、=(tt、)l^ 

P 

2.  Grswity  clljulg.e  , 

3.  . 

地形の 変動と 其 意義 

日本に 於け る 地形 変動 

levelling 

<;rlane.luatlon 
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地形と 垂直 変化 

地震 時の 地形 変化 

地震と 三 鷹 n ンバ ス 

地， U と地殼 運動 

地、， 仁と peneplain 能 登 地 g::- 


伊豆 

房 総 

土 佐 


Levelling 

Tli.  On  the  Kilts  of  lei  f  LI 一 Is  asl  1(一 一一 psinl. 

wull.  9  (1931)，  No.  3,  271 

Miyabe.  post-seiiic  Cimtal  JVIOVfl  i-  Boso  Pen.  P.  T.  A.  7  (1§)， ま 

7,  275 

fB0  ••  ？  ni  of  Top,  both  chronic  I  Al,  in  the  s.  Part  of  Si- 

koku.  p,  I.  A.  G  (1930)  101 

地球物理学 的に 見た 日本 
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嶋 弧の 意義 Riclltho£t-en,  Hobbs,  Wegener 熊 谷、 寺 田、 

日本海 

Tascal-os-  deep 

isostasy と 地震 

大平洋 半嶋の 起伏と 地震、 

〇 大西洋と 日本海との 比較 

中央の shoal 

cul-ious  "deep-sea  sands"  oi  Vaicliviu  exGedltiou. 

〇 現代 は 最後の 大 革命 後の sinor  readjustment の 時代 

〇I"ossa  Jl-agna は g.rouml2l  root の 所在？ 

◦  Drift  theory の 弱点 は いづれ も 修正の 余地 ある 種類 だが、 其 長所 は 他の ものて 置換し 難い。 


〇 Willis の objection は 移動の Jiie 二 lanLsm により 解！^ なさ 

れ 得る。 力の 加 はる 点の 撰み 方 次第で ある 
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o 矢 部 君に よれ は 日本一 帶に海 棚 上に 河 谷の 痕が あり 從 つて ー帶の 沈降が 想像され る。 それに 

も不拘 陸地 自身 は 上って 居る 處が 多い 又 地震の 度に はね 上る 場所が 多い。 此れ は 海の 方に 沈降 陸 

の 方に 上 a 升 過程が 持镇 して 吾る 事 を 意味す る。 即ち erosion  deposition による isostatic  IDSCess 

に反して 居る。 此れ は即、 下層の chemical &  pliysical  cliange の 影響が 多くて active  stage 

にある 事 を 意味す る、 此事は 又 日本が 地震 火山の 多い 事と 照應 する。 地震 火山 帶は Geosyncline 

に 伴 ふとい ふ 事 自身 此 事に 應す 

〇 也 質 学者 は 今でも horizontal  force を 主要な ものと 考へ isostasist は vertical のみ を考ふ 

併し Continental  drift  theory は drift による 水平 力 を考へ る。 併し 其 力の 起原 は 未だ 說明さ 

sic 

れ ない それに 不拘 地球の pantalassa から 大陸の 發 育した 事を考 へる と 水平 移動 を考 へない 譯 

に は 行かない 

〇 東北 日本 隆起の 原因、 

三紀賸 沈澱に よる 降下、 底 層の 変 相と 其爲の 膨脹 

owowie: 114  ：  Tascarora  deep 等 は 水平の 力で は 生ぜす 

116  ：  deeo の 所の crust  column が contract した 
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と考 へる 外な し、 (isostasy から) 

此 sntraction の 原因 I  deep は 前に elevated  region で 此れが erode される に Mi- つて base 

に hotter  material が 入 込み、 後に 此れが coal して contract する 

Tascarora 力 もと elevation で 其 erosion が 今の 日本の 側へ deposit された. -め 後に 日本が 

上：：！^！^し Tascarora が；^ んだ 

olsostasy が hold するとせば、 現在 erosion の 酉 域で は 不断の upheaval が あり、 deposi- 

tion の區 域で は 不断の depression が ある 害、 然るに 事 實は必 しも 然ら す。 此れ は surface  crust 

力 strain の爲 deform しつ、 ある を 示す。 併し 山地 は 隆起し 低地 は 降下す る 傾向 は 幾分 見ら る 

る 

〇 深 川の depression と a 立地の 關係 

openeplane は erosion による 隆起が complete した 事 を 意味す ると すれ. H 次に は 沈下が 起 

る 普、 

Qwowie の 日本と Tascarora の 生成 說に對 する objection 

現在の deep は いづれ も嶋の ocean  side に存 する。 彼の 說 なら は 內側 にある もの もあって 

よい 害。 
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〇 地質学と 地球物理学、  お 

.  3 

Isost;asy,  .wegenel な s l^ileol.y, 

〇 火山が 低地に 噴出す る 理由の isstatic  explan.  . 

〇(；eophysical  tlieory は reject すべ きもの でもな く 信仰す ベ きもの でもな く、 何處迄 apply 

出來 るか を 追求す ベ きもので ある。 

〇 comTJCnsatillg-  luass の 垂直 分. J^。 

ztcospcnsating-  3ass の 重心 は 約 40  kui  below  sea  level としない と gravity  A:  defection 

aiioiiialy が說明 出来ない (Bowie  Isostasy ま) 

〇 regional  coiripensation  p.  59?s 

〇 comlsusatiou の 始まる 深さ 

比重 変お が critical  temp に 於け る exl)ansioll  ccntr による ものと すれば。 Sedimentation 

によって crust  temp が sumcient に 変る 事が 必要。 其 やうな 変化 は 淺ぃ處 では 起ら す 多分 十 

哩 以下な らん P.62 


帳記雜 


〇 山地で は 幾分 Coil 一 1〕. の vertical  distrib. の test が gravity  data から 出来る。 

〇 日本海の！ S 岸が sllsotll で 平野 少なき に反して、 朝鮮 西岸 並に 日本 東岸の 出入 叉 l.ias 多き 

理由 

〇日本內^1£の relative  horizontal  mot  km が fact なれ は 日本 全体の iiiotion は 更に 大 であ 

るか も 知れない。 

W.7 年に 2111 とすれば 一 万年に は 

upper  tertiary より 30xlo_"yr とすれば 

=  1620  kill. 

此は n:4f 海の 幅の 3:as 以上な り。 
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II 


き 


p§ 一 


L  / 1 


ま" 


T indep  ct- さ- 


しかも 此れ は 日本 內の differential  motion に 過ぎす 

%N  My きノ"  き 3、Z3\  " 

$ .1 ；；= 達 IJB 一  ——  一  m — =mg—Rsyv.. 
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雾 子の 曰 記 (昭和 七 年 十二月— 昭和 八 年 一月) 


昭和 七 年 十一 一月 七日 和樂堂 喫茶店の 階段から 落ちて 怪我 をして お 友達の 世話になり 正 二の 迎で 

歸宅、 溝 淵さん 高木さん の 診察 を 受け 十一 一月 九日 午後 三時 過大 学醫院 整形外科 第 七 室に 人 院受持 

醫員 石原醫 学士、 附添 看護婦 鈴 木さん 宮嶋 さん、 父 は 九日 夜 名 譽敎授 講師 室で 一泊、 正 二と つる 

と は 夜歸宅 

見舞 人 八日 藤 岡 母子、 评井 君、 松澤君 

九日 藤 岡、 溝 淵 夫人、 友 枝 夫人、 筒井 夫人、 松 根さん 

ん 日夕 方レ ン トゲ ン寫眞 三枚 (肩 一 一枚、 脚 一 枚)、 右 肩 鎖骨 外 1 一 3 位の 處で 骨折、 雜創膏 で 右腕 

固定 

嘔気 は 七日 歸宅 後より 頻繁 八日 朝 頭部 を 冷し 始めて より 次第に 减退 八日 晝 過より 止む 

八日 夜 密柑丄 4、 ド P ップス 數顆、 
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九 n 、朝 りんご 汁、 晝と 午後 アイ スクリ ー ム 少量 

十日、 晴、 

九 時半 頃 高木 敎校來 診 左 眼の 反射 機能が 昨日 

より す つと い、 と 云 はれる。 面會を 謝絶す る 必要 

が あるとの 事、」 左側の 幼兒朝 退院」 彌生九 時 

過 来て 十 ： 時半 山 脇へ」 午後 一 時半 レ ント ゲン、 

頭部 三枚、 脚 二 枚、 

二 時 頃 母上が 来て 父は歸 宅、 食 事理 研へ 行って 

長 岡 先生と 用談して 歸宅 一 寢人 りし やうと すると 

間 崎さん と 野 並さん、 友 枝さん が 見舞に 来られた、 

五 時半 頃 父 は 上野 風月へ 行って シ ュ —タリ —ム 

を 買 はう と 思ったら 賣 切れであった、 それで 松 坂 

屋で鳥 取 梨 を 一 つと 看護婦さん 達の 夜中の 爲にパ 

ンを 買って 病院へ 行く、 母と 彌生 は歸 へす。 母 は 
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己 


な. 


つたので す 


十 一 日、 


一一 S  ノ 


下 平さん へ 酒并 さんの 音樂會 切符 代 を 届け に 行く 

害、 

. 牛乳 半 本、 ゥニ ー ファ ー ス 三枚、 リン ゴ 少 >、 

〔歸 中に〕 此れ は 丸で 七つ や 八つ 位の 子の やうに 見 

える が 心 持 はそんな もの かも 知れません 

f 阖 中に〕 筒井さん の 奥さんから 頂いた 花の 萎れ 殘 

つたのに 鈴 木さん が 水仙と 矢 車 を 挿し 添へ て 下さ 


朝ゥ H  — フ：. ' ー ス 五 枚、 晝ォ モ湯 一 五 〇、 四 

時シュ ー クリ ー ム 夜 牛乳 一 〇〇 ド a ップニ 

つ メロン 少し 

.: 卜 前 父、 ^:;5眞ニ枚 (病 床の) とる、 午後 彌生、 
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次に 父 それから ツネ， 夕方 母、 夜 父 

宅へ 見舞 人、 北 川 順、 伊野部 ミカ、 (電話) 酒井悌 さん 小宮、 

父 は 丸 善 食堂で 九大の 桑 木さん に 逢 ふ、 松屋で ベ コ 一一 ァの鉢 を 求む、 鍋 町 風月へ シュ ー クリ ー 

ムを買 ひに 行った が賫 切、 上野 風月の を 買って 來る 


十二 日 月曜、 晴、 暖、 南風 强し 夕方より 少雨 

朝つ ね、 晝過 父、 溝 淵さん、 父 は 学士院へ 行 > 


. き 乂 

お.. ひ ％ 


ま 


产 


、、 酒 井涕氏 夫人 見舞に 来られ 花 を 見舞に 頂く。 

次で 正 二、 彌生、 つね、 夕方より 父 来る . 

石 原さん 廻 診、 食事 は 大抵の もの は 宜しい、 

頭部 レントゲン 不明瞭 故 今日 叉 取り直す、 二 枚 

とる、 高木 敎授 も來 診、 耳鼻科の 人に 耳 を 見て 

貰 ふ。 

朝、 ゥ H  — ファ— ス 一一、 梨丄 3、 晝ゥ 二  — ファ 

—ス四 ド n ッ フス 4。 葡萄 汁少 よ 

夜 粥と 茶碗む し、 (粥 は 一 杯)  ！ 


帳記雜 


'- — ' — 


つ,〜 ノ 會 
ぎ 


宅へ 見舞 人、 北 川 花 江、 芝 君 夫人、 藤 岡 君 


十三 日、 火曜、 晴 

午後 手術 をす る 害で 朝飯 晝飯は 取らす 

午前 彌生 來、 午後 二 時、 父、 地震 研究所の 歸 りに 

寄る、 クリスマスの キャン デ ー、 

三時 頃 手術の 爲レ ント ゲン 窒へ 行く、 其 留守に 西 

村 校長、 阿部知二 先生、 學 友カミ クラ 孃 見舞に 来ら 

れ シクラメンの 鉢 を 貰 ふ。 手術 中 岡 上さん 來る。 三 

十分 位で 手術 終了。 鎖骨 骨折 部 工合よ く 殆ど 正常の 

位置 に復し 粹創膏 で 繃帶 固め る 。 

岡 上さん と 人 代りに 彌生來 

〔圖 中に〕 病室の 窓から 豊國の 方 を 見た 風景、 此の 町 

角の 自動 車屋 時. - 騷音 を 立てる 


ネ 


バゾ 5si  く 
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，お i: 


} い ,  十四日 晴、 水曜 

. • ま, ，.1  異狀 なし、 朝 粥 二 杯、 母上 御 使の 序によ る 近 藤 

-^.VF.  E  L  先生より お 使 ひ、 御見舞に 花 一 束 頂戴 

一 時 過 父來、 石；^ 先生 廻 診、 三時 頃 総 廻 診 酒 井 

亭子 御見舞に 來る。 夕方 彌生 

ベ ッ トに鐵 格子 を 人れ る 

父 は 夜小宮 松 根 さんと 會合 

十五 日 木曜 晴 

午後 彌生、 父、 岡 上さん、 岡 上さん より 御見舞 ブック 人 チヨ コレ —ト、 正 二 

宅へ 酒 井悌氏 夫妻、 鎌 倉 海老 數尾 

頭 を 打つ と知覺 がなくなる、 それから 気がついても 頭が 痛んで 動かせない、 此れ は 天然 自然の 

保護 ださう である。 もし 少しで も 頭 を 動かしたり すると 益よ 危險 になる、 それ を 動かせな くす る 

爲に 鬼く する さう である、 

よく 鎖骨が 折れる、 此れ も 鎖骨が 折れる 事に よ つ £骨 の 断れる の ゃ內 臓の 劇 動 を 保護す る さ 
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うで ある、 此事は 耐震家屋 構造に 一 つの ヒント を與 へる、 

十六 日 金曜、 

晝レ ント ゲン、 少し 移動せ り 

午後、 貞子、 阿部知二 先生、 溝 淵 夫人、 正 二、 大 杉さん (盆栽)、 彌生、 

宅の 方へ 坪 井 夫人 (花) 

朝 フラン ス パ ン 、 牛乳、 

晝 粥 二、 ひらめの 賓付、 

夕、 ナ シ 

十七 日 晴 

宮嶋 さん を歸 へす。 氷袋が いら なくなつ たから 

朝 粥、 海老 煑、 豆、 晝 ナシ、 夕 粥 大根 

彌生、 父、 母、 ツネ 
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十八 日。 

朝、 粥、 大根、 豆。 晝 サンド ヰッ チ、 夕 粥、 鮭爐製 

靑 山さん、 横 山さん、 吉 村さん、 彌生 

中久 保、 靑木、 山 口、 松 村、 父、 

宅へ 方へ 間 崎 夫人、 メ  a ンニ個 

十九 日、 月曜、  • 

朝、 菓物 (リ ン ゴ 、 ミ 力 ン )、 晝、 粥、 煑魚、 コン ニヤ ク白ァ へ、 漬物、 夜 催眠 劑 

廿日、 晴 火曜 

入院 來 はじめて 便通 あり 

父、 岡 上さん、 彌生、 正 二、」 岡 上さん チヨ コと 栗、 

朝、 ト— スト、 晝 野菜う ま煑、 夕、 ス ウイ I ト ポテト、 夜 催眠薬 

廿 一日 晴 水曜 
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父、 母、 彌生、 

朝 玉子 燒粥、 晝 カステラ、 夕 粥 コ。 ッケ ー、 ブド ー 豆 

宅 水口さん 夫人、 菓物 

廿 二日 晴、 

朝 カステラ、 晝 サンド ヰチ つ；^ ャ； 1) 夕、 力 ユウ ヅラ豆 福神漬 タク ワン 

廿 三日 

朝、 カュ、 福 祌溃ゥ ヅラ豆 タク ワン 晝 オムレツ 粥、 夕 

今 井さん (菓子)、 亭子 (チヨ コ ) 大 杉さん (ドロップ ス) 鶴、 彌生、 正 一 一 

廿 四日、 土、 晴 

サ 五日、 日、 晴 
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廿 七日 


卅 一 日の 朝、 

人 は 赤ん坊 


；窒の 患者が 四 人 程 引越して 來た 一 一人 共 子供で 


ei き 


卅日は 窒內の 患者が たった 三人に 

なって 靜か でい、 やうで も あり 叉 何 

だか 淋しい やうで もあった、 それに 

"刚 かふって 外 は 塞かった / . .  • 

大晦日 は 日本晴の 暖かさで 春の や 

うな 日光が 一 杯に あけた 病室の 窓から ベ ッ トの 上に さし 込んで シ 

1 ッの 上に 陽炎が 立った、 隣室から 子供の 患者が 引越して 來て急 

に叉賑 かにな つた、 赤ん坊の 泣聲と 窓外 森 田 星の 自動車 出 人の 音 

と が 大学 病院 交響 樂を奏 でる。 窓から 見下ろす と 森田屋 車庫の 前 

に カナリアの 籠が おいてあって 四 五 羽 程 飼つ て ある。 


帳 記 雑 
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〔昭和 八 年 - xrLnT 晴れ」 

東 一 はお 父さんの コ ルネッ トを 札幌へ 持って行 

つた、 定めて 近所が 迷惑す る 事で あらう. 月寒牧 

場の 眞 中で 、も 吹け は 5- 、かも 知れない 


帳記雜 


維 記 帳 (昭和 九 年) 


曾 我會稽 山、 (岩波 文庫、) P.2C—21 

心太 を賣る 茶店の 光景。 錫の 皿、 南京 染付、 柩の葉 もり。 水から くりで 卷 狩の 體を 人形で 見 

せる C 

「暑気 を 去って 渴 きをと め、 一 一日 醉の よろ 々々も 一 膳 食 へ は 心太」 

寒天が alcohol を吸收 する ので 有効な ので はない か 

心太に 辛子、 砂糖 豆の 粉 を かけた と 見える 

P.  24 胡椒 辛子の 水鐵砲 


星 野 温泉 昭和 九 年 七月 
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廿 四日^、 郭公、 赏、 杜^、 水 鶴、 ^ 

プ— ルの 釣魚、 新築 別莊、 

グリ— ン ホテルの 上に 家が 出来て、 ホテルの 存在が 不明に なった、 

廿 五日、 昨夜から 濃霧、 午前 一度 晴れて 日光 を 見る、 晝 から 杵掛迄 歩き 自動車で 軽 井澤の 町に 

行き 不二 屋でバ タ 容器 バタべ ラ、 菓子 を 求む、 彌 生の 靴の 直し を賴 む、 支那 人の 店で 彌 生の 買物、 

おつり を 忘れる、 敎文舘 で 岩波 文 「曾 我會稽 山、 心中 天の 網嶋」 「更級 日記」 を 買 ふ 五 円 札 

を 出したら 「コ マ カイの は ございませんで しゃう か」 とい ふ、 こ、 らに軽 井澤 JiK 分が ある 港屋 

は 今日 開店 準備中、 草木 屋は 未だ 開かす、 

霧の 中 を 一一 ュ ー グランド 迄 歩く、 途中で 子供の 喧咴、 男の子が 女の子 を いじめて 泣かせる 吾々 

がその 男の 于の い 面 を 批評したら 今度 は その子が 泣き出した、 もう 一 人の 歳 上の は 一一 ャ 一一 ャ笑 

つ て 居た。」 彌 生が 何とか そしった のを往 きちが つた 女の子が ロ眞 似す る、 

六 出 放射線 道路 の 迁 に 立って 兑 ると 六つの 道が 霧の 中に 沒 して 奇觀 である、 

二 ュ ー グランド は 寂然、 Tea  House とい ふ あづま 屋か出 來てゐ るが 人影な し。 ホテルの. 車 を 

雇 ふ、 運轉 乎が 横濱 から 来たば かりで 道 を 知らぬ ので 乘 客の 方が 案內 する、 
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杏掛 迄の 道中で 野 羊の 白黑の 斑紋に 注意す る、 しばらく 行く と 叉^ 色で 同じ 模様の が 居た" 

霧の 深 い 中 を 時鳥が 可成 低く 飛びながら 鳴く、 

時鳥 は テツ テンカ ケ タカと 鳴く よりも テ ッ ペン 力 ケ タカと 鳴く 事が 多い、 單に カケタ 力と いふ 

寺 も ある 0 

家 鸭の雛 は T 度 か いつぶり の やうに 水底に 潜く つて；^ の 餌 を あさる、 六 秒 か 七 秒 間 潜つ て 居る 

親鳥 は 逆立ちして 尻 を 水上 へ 出して 泥 をせ、 るが 大抵 三 秒 位で 頭 を 上げる、 兒の 方が 気息が 長い 

譯 である。 雛が 水中に 潜って 行く 恰好 は fantastic である、 翼が ぺ ン ギンの やうに 細く 曲った へ 

らの やうに なって ゐる のが 游泳 を 助ける のか も 知れない。 

前， 〔餅 の 欠ら を 投げ て やる と 十 匹の 雛が 爭 つ て^む、 矢 張 敏捷な の も 鈍な のが 居る、 

水電の ダム の 上に 雛が 寄って 居る ので 墜落し はしない かと 雪 子が 見に 行ったら 果して 一 羽墜ち 

た 併し ダム に は 水が 流れす 干 上って 居た の は、 U り 落ちた ので ある。 しばらく ピ ョピ ョ 鳴いて 居た 

が 崖 下の 草 村へ 潜り込んだ さう して 何時の間にか 上へ 上がって ゐ たと 見えて 雛の 數が ちゃんと 

十あった、 何時 上がった か 見えなかった 

親鳥 夫婦 はいつ も 一 米以內 位の 距りを はなれない。 さう して 雛 やその 親の 白 は 一 米 以內に は 近 

づけない 
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池の 畔に 花水木が 一本あって 白い 四 辨の花 を滿開 させて ゐる、 それが 池に 散り 込む 池 頭から 泉 

み 出る 水が 第二の 池へ 流れ込む 水路の 兩側は 大きな 渦に なって 居る ので 落花 は その 满に乘 つて 旋 

轉 して 居る、 此の 木 は 珍ら しい、 今年の 夏日 比 谷 公園で 見た 英國 から 寄贈の もの 以外に 他で 見た 

記憶がない、 

花の 中心に 綠 色の 金米糖の やうな ものが ある、 此れが 花で 花弁の やうな の は総苞 とい ふ ものら 

し い やまばう し 一 名 やまぐ はと いふの と 同じ かどう か 分らな い 

廿 六日 朝 附近 散歩、 木 挽 小屋の motor  7.5  K.W. 送電線 は 切れて ゐる。 池の 1；： の 茅， が 池 面 

に zigzag の 根 を 延ばして 其 節から 芽 を 出して 居る、 芽が 延びたら 沈む だら う、 

蒲の 一叢が ある、， 先端に 雄蕋 少し はなれて 雌蕋が 竹輪 狀 について 居る。 花粉が 夥しく ついて ゐ 

る、 蚊帳 釣 草の ー圑も ある、 同種 は 群生して ゐる 北側の 池の 底に は ごみ 穴が 見える 鰻で もゐる 

らしい、 蕨 尾 別 莊地を 見に 行く ク ルミの 大木から 未熟の 果が 落ちて ゐる。 

家鴨の 靑 首の 雄が 白の 雌 を 追 ひかけ た、 追 かける とき は 水中 を 潜ぐ る。 

ニー- 38S で 正 二が 來た。 しらぬ 高等学校 生徒が 女中から 賴 まれた と 云って 郵便物 を 持って 來て 

くれた 0 
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帳記雜 


少 雨の 中 を ダリ ー ン ホテル 迄 車 を かる。 霧の 中に 浮んだ 嶋の 頂上に ゐる やうな 気がする、 歸り 

に は 雨 止む 新道 を 歩いて 歸る、 

廿 七日 午前 千が 瀧の 西邊を 歩く、 久し振りに 正 二の 自轉 車に のって 草に 倒れる。 

歸 りに 眞 直な 斜面 道路の 中間に 正 1 一と 自轉 車が 立って 居る のが 遠方の 落葉松に 對 して 著しく 丈 

高く 見えた、 所謂 Hol.izont 以外の 距 りの estimation の 不能な 爲 の錯覺 らしい、 

午後 追分へ 行き 本陣 を 外から 見 ゆする、 軽 井澤へ 行って 靴 を 取り 不一 一 屋でバ ク ナイフと 菓子 を 

買 ひ、 美津 濃で 運動靴、 一一 ュ ー グランドで 御茶、 Shepherd が 池に 投げられた 板片を 見て 惜しが 

つて 鳴く、 歸 りに 中 野 未亡人に 會ひ^ 掛迄 送る、 

廿 九日 晝 から 古瀨溫 泉より 三 笠へ ハイキング 

卅日 晝グ リン ホテル て 食事、 午後 歸京 


日本 永代 藏 
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4 
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9 一 一年 一倍の 算用に つもり 十三 年 EI になり て 元 U 只の ぜに八 千 百 九十 二 貰に かさみ」 

„^ 「夕の 嵐 朝の 雨 日和 を 見合、 雲の 立 所かん がへ、  . 

^ 木 薬屋 吳服屋 の 若い ものに 長 崎の 様子 を 尋ね 

守錢 奴の 例 

六波羅 の 野道 に て 奴 僕 も ろ 共 苦參を 引て 是を陰 干に して はら 薬になる ぞと、 只 は 通らす 跪 く 所 

で燧を 拾て 袂に 入れる G 

よし 垣に 自然と 朝貌の はへ か、 りし を 同じ 詠めに はは かなき 物と て 刀 豆に 植か へけ る。 

n 狼の 黑燒 

非人の 身上 話 

ct いかな グ . » 此廣き 御城 下 なれ 共 日本の かしこき 人の 寄合錢 三文 あだに はまう けさせす：： ハ 

銀が かね をた める 世の中 

^ 鯨の 調 骨の 鳥居、 油、 

„os 北 國の雪 竿 弱りし 鲷の 腹に 針の 立 所 尾 さきより 三寸 程 前 をと がりし 竹に て 突と いなや 生 

て 働く 鲫 の 療治 新しき 事 ではない か、 

V 听々 にて 氣色 はか はる 物に て R 和 見定めが たく あの 山の 雲た ち は 一 一 百 口 を またす に 風 


帳記雜 


04 長者 丸の 處方  _ 

^ 荒 地に 茱種 栽培 

„^ 豪奢の 描 isa 

重い 水 

^ 質屋 ■ の 光景 

^  寺 の 戶帳 の .1^^織を茶入 の 袋 表具 切 にして 賫る 

^ 觼と藻 魚 

& 破産者の 逃路 

「白 箸 武藏野 に 立つ 霜柱の ごと く」 

安部川 紙子に 縮緬 を 仕出し. 

g 貧乏神 を 祭る  . 

s 紅染、 蘇枋の 下染を 酢で むし 返し 本 紅 を 摸す 

^ 一  生 秤の 皿の 中 を ま はり 廣き 世界 を しらぬ 人 こと ロ惜 けれ 

S 

對嶋 行の M 爱 

g  具 師の品 玉 
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TO 蓬萊の 海老 

【〔 枕に ひにく 時計の 細工、 金 餅 糖 

胡椒 粒 三 石 蒔いて 二 本 生、 

^ 神 鳴の 犢鼻禅 鬼の 角細工 

「世界の 廣き事 思 ひ しられぬ」 

葬禮 のかし 色 ゑ ぼし 白 小袖 絞な しの 袴、. 駕籠、 種なくて 長者になる ものな し 

^ 龍の 子の 二 尺 余り 成 を 金子 二十 兩に 求め はや 十 年 も 過て 少逞 なりて 氣遣絕 す、 又 火 鳥の 

卵 一 つ 判 金 一 枚に 買て 是を 復らせ 炭火 を 事 疑な し (胸算用 にも 赎 龍の 子 又火喧 鳥)  - 

^ 掛金 收集 「家の 宜しき 事ば かり 申て 六 かしう か 、れば 外 を さし 置て それから 濟す 物ぞか 

し、」 債務者の 內で 食事す るな 

^ かけ 商 ひの 心得 

M 鬼の 豆の 發芽 十 年で 八十 八 石  ， 

農具 改良 遗 産の 幻减 

「手前の よき 親類 も錢 銀の 便りに はならぬ 物と て < ^フ まで 洒 せし 淚を やめて 此家を 見限り」 . 

嗣子の 破産 借金の 書 置 


帳記雜 

> 14 織 106 105 103 獨 


SS 浪人の 色々、 小刀細工、 卯 木の 耳 接、 鼠の 作り物 

% 万年 磨 

^ 蓮の 葉に 味嗜を 包む 工夫 

% 店 を 改築して 哀な例 

質屋 や 喰 ゆ 店 はちい さき 內の 自墮 落なる がよ し 

行水 舟、 刻 昆布、 ちゃんぬ りの 油 土器、 しぼ 〔が〕 み 形の 莨 入、 外の 人の せぬ 事に 十五 年た 

- -ぬ內 三万兩 「いかに はんじゃ うと 所 なれば とて 常の はたらき にて 長者に は 成が たし」 懷中 合羽 

创の 必要 

漆 を 拾 ふ  ， 

「世界の ひろき， こと 今 思 ひ當れ り」 

江戶 酒、 銅山、 うるし、 小 早、 鉄山 

留 

唐柜の 根の 南の 方へ 高 ふ はえ あら はる 、年 は I 一 百 十日の 風 確 を も 吹 ちらす と 東方 朔が傅 書 


^ 鍋 下の 殘火、 茄子の 木 犬 藝の灰 

懷： S; の發明  . 

^  ^紙に きら を 引て 雨 夜の ちゃう ちんと いふ を はじめて 

^ 書 終 小袖 を 仕出し 俄分限 

ぼ？ 猫の 蛩取、 咽の 釣針 

g 繪馬醫 者の 

^ 奇病の 話 

% 早業 料理 

Sherlock  H。lr=CJS 

^£ 長壽法 

U 墮落僧 

% 雷 除、 「赤銅 瓦の 三階 作り 一 重 一 重に 天井 幕 を 張て 四方に 賀 茂の 葵 つらせて 鈍 帳に 名香 を 

燒掛 

胸算用 
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帳記雜 


M  nz 独：： 几 朝に ある こと 六十 九 年 前 

日月 蝕 を 暦の； #據 

化 挽 碓の爲 の 花 5 岡 石で 山 を 切つ くす 

^1,^ 蓬萊の 海老、 九十 二なる 婆 

仕掛 山伏 

；!^ 使 ひの 藤兵衞  , 

M 出產 時の まじな ひ 

^ 掛乞を 威 かす 男、 その 手に のらぬ 若者 

狂言の 夫婦 喧咴 

^ 劇場 觀 客の 人品 批評 

§ 蛸の 足 を 切って 賣る 男、 足き り 八 助  . 

ちゃんぬ りの か はらけ 

江戶ま はしの あぶら 寒中に もこ ほらぬ 事 を 分^ 仕出し 樽に 胡椒 一 粒づ、 人る 事に て 大分 利 を 得 

て 
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諸國咄 序文に も 世界の 廣き 事、 可能性の 無限 を說く 

n_ 音を閜 分く る 盲人 

W 義 経と 其從 者の 爆 露 

^ 水： 冰曲戯 

^ 爱 虱の 曲藝 

^  5^ 訪の神 渡 

^ 「おの々々 廣き 世界 を 見ぬ ゆへ 也」 

大^！ー茱、 大鲋 etc 

Victoria  Rpt^la 

^ 仇 打の 因果、 仇 打に 對 する 懐疑 

^ 不義 論 戀愛觀 

^ 手藝 練磨の 切、 茶 吞を投 ける 油賣、 牛の 子 を かたげる 

6 翁 墨 ク 手形 

つに 人 玉 

^ 錢拾ひ 屑 物 拾 ひ  , 
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帳記雜 


162 157 142 188 127 120 1C2  84 


櫻 陰 比 事 

影の ない 子供 

埋 怫詐僞 

水脈 - 

水 筋 吟味 

血液検査 

樹皮 下に 肉桂 を 入れて 枯らす 

脈搏で 罪人 發見 • 

橙 汁の あぶり 出し、 山伏の 詐術 

一 代 男 

^0^ 市井 風景 

^ 牢屋 風景 

^ 江戶 では やる 蠅 取ぐ も 
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ぱ Reudcz  vous の 機巧 

w 火の玉の 正体 

； 代 女 S 參照 

^ 食物 考現学 資料 

m 鼻紙に 石筆 を はやめ 

r<mdl の 事 か 

一 代 女 

良家 子女の 遊女 俳優 を眞 似る 事 

^ 卑俗な 遊客の 無作法 

S 美食 好み 

^ しだら く 女の 描寫 

5 蓮の 葉 を 被った 胎兒の 亡魂 

武家 義理 物語 
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帳記雜 


135 129 122 120 118 


^  . ^士道の 批評、 不合理の 非難 

. ^道 傳來記 

g 霍の 目方 八 匁 五分 六 分 

一  迷信 を 笑 ふ 

g 眞紅 の 袋に 人れ た 葉 付の 蜜柑 

S 贵殿廣 き 世界 を 三百 石の 屋敷のう ちに 見ら る、 故な り 山海 万 ffii のうちに 異風なる 生類の 

有 ましき 事に あらす」 

楼陰比 事 (つ き) 

幽囚され た 十六 人の 女の さま々 々 「化物の まねして 人を懼 し」 

烏賊 墨の 証明 

1 兩損 裁判の 愚弄 

武士 形 気の 愚 を 笑 ふ 

開 茸と いふ 難病 
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160 15P) 155 148 145 139 136 


兒童 心理 

出しお くれの 心理 

脅迫者と 被 脅迫者 町 內 の 抗義 

物音で 場所の 推定 

経驗の 有無 は僞 はられぬ 

刑事 嫌疑者の 心理、 拷問の 不合理 

指く... りの 裁判、 H チォ ピアの 足 かせ 

實感 

(櫻、 s)  口 欠の 茶壶 又は 消 炭、 蝶 がらより 外 は 何もな かりき 

(一女) 蓮の 葉 を 冠った 胎兒 

(武傳 g) 密柑の 袋 

江 嶋其磧 との 比較 論 
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帳 記雜 


1934.  Me.  £ 

一 一度 目星 野 行、 高原 列車、 

午後 軽 井澤へ 出かける 途中^ 掛で茅 野に 逢 ひ 同車、 草木 屋で ネクタイ、 一一 ュ ー グランド 迄 歩く、 

耳の 長い 足の 短い 黑大と 先日の シェパ —ド、 シヱパ ー ドは 主人 を 捜し 廻って 居た。 驛迄 歩いて、 

ハイアで 歸る、 夜 盆 踊 練習 あり 

十四日、 朝 小 諸行、 バ ス 故障、 下りて 驛迄 歩く、 バ ス運轉 手 郵便屋の 自轉車 を 借り やうと して 

失敗 來か、 つた.^ ノ 女の を 借りて 宿へ 引かへ す、 小 諸 懐古 園、 水道栓で 撮影、 藤 村 庵の 俗臭、 天守 

臺の 一高 生、 稱の聲 アベ バ、 冨士見 臺のサ イダ ー 勘 助の 鏡 石、 熊の 「人格」、 足な への 猿の 逆 

立、 吸殼を ほしがる 母 猿、 倦怠の 父 猿、 ホ ホ 鳥の 頭、 町の 寫眞 屋、 袋 人の 小 林ゴ、 停車場の 

獨 逸人の 子供と 小 諸の 子供、 

千 曲 川 畔の絕 壁と 生 因、 

御代田 附近の 雀 群、 

栖！！ nf 君け 中 君、 工学部の クラブ、 (追分)、 バスで 待つ 間の 商人の 話、 トラックに 引かれた 老婆の 
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話、 衝突の 話、 

西洋人の 自動車、 バ スの 尾部に 衝突、 往路と 同所で バ ス 故障 をお こしかける、 

晝寐、 ダリン ホテル、 Te 一く の 老夫婦 正 二の 伴奏で 歌 ふ。 阿部知二 氏、 小. 响、 his で歸る 

夜 盆 踊 演習、 

十五 日 

3->  人 浴、 家鴨の 子等 起きて 游泳して 居た。 ピ ンボ ン、 テニス、 

Bowie から 手紙、 土 井 八 枝 氏より はがき 十五 日 星 野へ 來る 由、 

晝 前に 水上 君來、 S45 ヨ に 震 研 諸君 到着との 事で 出迎、 石 本、 坪 井、 津屋、 松澤、 山 口 五 君 

で 着、 峰の 茶屋 迄 車、 研究所で 休息、 熔岩 樹型 見物、 松 澤山ロ 兩君は 鬼 押出 行、 淺りは 附近 見物、 

泥 流の 境界の 澤で 軽石 層と 嫁 岩との 關係 調査、 6 一-  25 ョ のバ スで津 屋评井 君と 下山、 津屋君 は 

歸京、 坪 井 君はグ リン ホテル 泊、 二人で ホテル 夕食、 石 本 松 澤山ロ 三 君 は 明朝 登山の 害、 

正 一 一等 森 本 君と 午後 グリ ン ホテル に 行き セ a ソナタ、 板 垣 君 一 行に 會 つた 由、 

十六 日、 朝 晴後曇 


帳記雜 


昨夜 眼鏡の 柄 折れ、 今朝 宅へ 電話で 至急 送らせる、 二 時顷！ 15、 

朝 坪 井 君 來り晝 食、 3_-  5SS 高原 列車で 歸る。 軽 井澤 迄 見送る。 森 本 君 も 同車、 耗 井澤で 板 

君に 會ひ 舊輊 井澤 迄 同行、 不二 屋でマ ー メレ ー. ド、 薬屋で 皮膚 膏を買 ひ、 菊 尾で 喫茶、 板坦 君の 

家へ 案內 される、 そこから 車で 歸る、 板 垣 君の 近くで 左右 田德郞 君に 會ふ、  - 


地 K 

知らぬ 國 語、. H チ オヒア 文字、 象形、 楔形、 サン スク リト、 

地 IS の  一一 一一 ti 語、 讀方 

旅行者 潔 車の 窓、 窓內 旅行、 

日本 地形の Variety サ ハ ラの 地园、 

正確さ、 支那 地形 同 

測量 部の 仕事 

古の 地図、 AbbikllmK. 烏敝 同、 

運轉 手と 通俗 地図、 
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戰爭と 地図 

要塞 地帶図 

將來の 地図、 航空路 図、 

航空 戰と 地下 市街、 地下水 道 _ 

地下 地図、 地図 立体 化 


おてんとう 樣 

實用的 自然 觀 

鑑賞；^ 自然 觀 

哲学的 グ 

宗敎的 

「日本人の 自然 觀」 齊料 

(枕 辞) 横 山、 枕詞 正解 辞典 を 見よ、 「自然」 が 大部分の 要素 
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帳記雜 


万 葉 502. 夏野 行く 牡鹿の 角の 束の間 も 

496.  ； 百 重なす  - 

529. 千鳥 鳴く 佐 ^ 河瀨 のさ ざれ 浪 止む 時 もな し 

茂吉 新選 秀歌 百 首 

いづれ か 自然 を 咏ぜら る ものな し、 自然が 人間の 氣持を 語る 一 百 語に なって ゐる 

風俗 文選 

百 花譜、 飮食 色欲 ノ箴 

料理に 現 はれた 自然 

築山、 盆景 活花 

光琳と 廣重 

古事記に 地球物理学 的 現象 

日本 內帶 と外帶 との 差逮 

瀨戶內 海 
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日本 の 歴史から 支那 思想 を 除く 事 の 困難 

固有 日本 思想 は 古代と 近代 

岩波 講坐 東洋 思潮、 第 八 回、 靑 木正兒 「支那の 自然 觀」  . 

農業の 發 達と 深い 關係 

漢民族 は 理智的 現實的 楚 民族 は 空想的て 自然に 親しみ を 感じて ゐ たらしい 云 M、 

管 子 「四時 篇」 王道と 四時の 合致、 水害 豫防策 

&：； 氏 春秋、 政と 十二 ヶ月 

陰陽 五行 說の al-tifice に 過ぎす、 形式的 非合理 (支那 は 文字に 囚 はれた 國、 自然の 實感を 忘れ 

た) 

後 漢の崔 is. 此の 「四民 月 令」 i:^ 月の 農事 を 誌す、 経驗 より 得た 資料、 陰陽 は說 くが 五行 說は混 人 

せす 

季節と 祭禮、 宋 人の 「歳 赛廣 記」 に 種 i 行事の 例 あり 

「二十 四番 花信 風」 と 詩的 自然 觀  . 

宋 の：：，：： _ぬ 明の 「歳 時雜 記」 
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帳記雜 


五代 南廣の 徐錯の 「歳時記」 

「淮南 子」 膠 稱訓 「春 女 思 秋 士悲」 (生理的 研究 を 要す) 

変災と 人事、 自然現象 を 前兆と 見る のと 後應と 見る のと、 天地人 相關 

自然美の 鑑賞。 抒情の 爲の 比喩、 詩 耗の實 例。 楚 辞の 自然 直敍、 賦の 文- S 修飾、 

漢 lg の 詩 杆情を 本 休と する も 景物 直敍 漸く 多 完全なる 叙景 詩 は晋宋 の 間に 發達 

道教と 祌仙 家の 說、 自然に 親しむ 風 

王 徽元竹 を 愛し 「何 ぞ 一 日 も 此の 君 無 かるべ けんや」 

陶淵 明、 謝靈 運、」 王 維、 柳宗元 等の 田園詩 

純 客 觀描寫 

風景画 も 東晋の 頃から 始まる C 五代 宋 以後に 躍 逃、 五代 宋；： 儿は B 生 的 後世 粉本 獏寫 

花鳥画 

自然 趣味と 生活。 假山、 怪石、 花木、 禽鳥 


日本人と 自然 
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Geograplucal  Revie さ. 

日本 景觀の Variety 多き 事 を說く 
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スケッチ ブ ッ ク 


プ ッ ク (明治 三十 五 年) 


二  5 に 

舞子 海水浴場より 東 望 〔岡 あり、 5?: 略〕  、. 

アイス タリ ー ム 一杯 八 錢 生洲の 魚は鮮 なり 

向 ふの 建物 は 皆 海 浴 宿 な り 

小船に テ ン ト 張りた る を 雇 ふて 沖に 出 づる人 多し 

外國 水兵の 軍歌 を 聞く. - 

我 亡 園の 顏を悲 む  . 

ブラン コ 所ぶ にあり。 馬 を 借す 者 あり。 外國 水兵 之れ に乘 りて 竿頭の 環 を 
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藤澤江 之嶋間 電車 九月  一 H 開通。 衝突 脫線等 あり、 負傷者 救 

生す。 


鳴 来れ は唯蟬 の 聲波 の 音 稻村か 崎 に 雨雲 迷 ふ 

a の 松の梢に 秋の 海 見えて { 仝 行く 白帆 水 行く かもめ』 

據 返す 白菊の 歌 あまた \ ぴ案內 の 翁 自体に 似たり。』 

椽の 端に 海 見る さまの 中柱 樓 のおば しま そと 打 見やる。』 

主 は 見えす 隣 坐 敷の 椽の 端の 海老茶 挎に 秋の 

蝶と ぶ」 

行く 水に 亀の 模様の： 复 小袖 對の 小袖 を うれし 

と 見す や 


？ お 


甲 - 


クッブ チッケ ス 


〔照 參下以 目 行 二十 頁 九 八 四 L 浴 水 海 1 卷 五笫〕 


山 時鳥な く 頃より 松 魚 船 崖の 下に 集 ふと 

かや. - 二百十日の 雲 行 荒くて 船の 數 もまば 

らなり 0 

雲 か、 りて 冨士は 見へ す、 烏帽子 巖に白 

波の 碎 くるの み 

段の 下に 小学校 あり" 先生 曰く" 「話し 

\ たな。 話しが した けれ や 外へ 出す から 外 

でい くらで もしなさい  」 

九月 四日 逗子 着きたない 部屋へ 投 込まる _ 

隣室の 一行 中の 御ば あさん 女中 を 呼で 曰く- 

「此 あたりに 按摩はありません か。 安くて 

て 上手で •：•： o」 「ォ ホ、 、 、此處 に は ござ 
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いませんで すよ」 連の 男 曰く 「實 あんまり だな」 

一 つ 家の^の 一夜の ひとりね や 二十 五の 秋戀 知らぬ 我 

三尺の 庭の 眞 砂に 雨 過て 松葉 牝 丹に まば ゆき 日影 
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ク ッブ チッケ ス 


スケッチブック (大正 八 年) 


大正 八 年 八月 廿日 

逗子 行、 えん、 貞、 東、 正、 彌、 雪の 七 人、」 此 を 寫眞中 後 を 通る 人が 「叱られ ますよ」 と 

いふ、 成程 考 へて 見る と 此處は 要塞 地帶 であった、 早速 中止 

八月 二十 二日 

雪子昨夜白山の緣日ょり歸り腹^^&1吐數回今朝軽快 

正 一 一 も 同様 腹痛 下痢 

八月 廿 六日 

朝 八 t1 二十 五分 上野 發松 -15- 湖 行、 池 田 教授と 同車、 科学 敎 育の 話、 ォ スト ワルドの Clrosse 
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； Manner の 話、 パル セノヂ H ネシ スの 話、，」 淺間は 雲 か 、れ り、」 小 海より 八 那池迄 馬車 八那 

池に 荷物 を 預けて 松原 湖 迄 歩く」 荷物 は 朝 迄 取 寄せられす」 風呂に 人る 頗る 風流な 田舍 風呂な 

り」 

途中 の 秋草 美し 薷麥を 干す 家 あ り 

馬 車屋の 顏 岩波 茂 雄 君 其 ま、 なり、 頰 から 眼 眉の あたり 迄 不思議な 程 似て 居た 

鯉の 天 ブラ、 茄子の 味 喰 汁、 玉子 燒と 鉄と 松葺の 椀、 ビ ー ル 

山の 神様の 御祭り で 夜 若い者 や 子供 等 山登り をす る 由 山の 方で ヮァ くと 聲 がする」 郵便 は 一 

回 十 時 頃の 由」 

なにしろ 荷物が 來 なくて 困った もの だ 

八月 廿 七日、 

昨夜 はなんだ か 余りよ く 安眠 出來 なかった、」 六 時半 起きたら 天気 は 直って 居た、 宿の 小 供が 

カバ ンを背 食って 歸 つて 來た、 朝食 (茄子の 味嗜汁 鲤の赏 たの、 椀 は 松 葺とバ 力の 罐詰) をす ま 

すと スク寫 生に 出かけた、 水 彩の 方はド ー モ 野外 は 落 付かなくて 甘く 行かない、 秋草 を 片端 がら 

スケッチ する、 晝 めしに 一寸 歸 つて (牛肉の かんづめと 茄子 潢) 叉 出かける 甲 州 街道の 方へ 降り 
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る 峠 力ら 八 ケ嶽を 見た 處を水 彩に かいて 見る、 又 秋草 を 大分 寫 した、 池の 方へ 歸 つて 東側から 北 

側 迄 あるいて 1 一三 枚 此帖へ スケッ チ する、 夕飯 豚と 葱、 鯉コ ク、 菜の 味 t« 汁、 

隣室へ 子供 連の 泊り客 あり 賑 かなり、 

下の 二階に は 御祭り で 飲みに 來た 連中 大聲で 鄙歌 をうた ふ 

44 んと石 原 君と に 秋草の 画 ハガキ を かきて 送る、 


ス ケ ッ チ ブック (大 ^十- ヒ年— 昭和 ヒ年) 


大正 十五 年 八月 廿 三日 

博 通の 病氣を 見舞 ふ 爲に朝 一 〇、 一 三 飯 田 町 發で松 本 行翌廿 四日 一 一 、三 六 發で歸 京 

途上 所見 

甲 州と 信 州で 藁屋根の 恰好が ちが ふ 事 信 州で は 瓦屋根が 皆單 純な 短冊 形で 出来て 居て サッパ 

リ した 糊の 硬い 浴衣で も 着た やうな 感じが する、」 古の 城の 櫓の やうな 感じの する 倉庫が 到處に 

ある、 繭の 倉庫ら しい 或は 養蠶窒 かも 知れん、」 綠 色の 自然の 中に 到處 丹色の 細長い 焖 突が 立つ 

て 養 霊の シム ボルの やうで ある。 

截訪 湖が 天龍川に 流れ 人む 處が 小さな 川 だが 何となく 洋ょ として S みのある 流れ 方 をして 居る 

濁水が 細かい 禍を 一面に 浮べて 流れて 居る、 兩岸 製糸 場、 ポプラの 大木、 特殊の 風光、 

比 P 河が 少し It くと^ 然 たる 溪梳 になる、 山の 淨化 作用で 奇 腿になる らしい。 
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クッ プチ..， ケ ス 


併奈 電気 か 湖の 水 を 小さな コ ン タリの カナ ル で 何處迄 もと 導い て 行く、 所定の Isel を 得る 迄 

は 大人しく 徐行して 行って それから 急轉 直下す る 大きな 仕事 をす る 人に もこん なのが あり はし 

ないか 

信 州路に 人って から 特に 秋草の 色 濃く 繁茂して 居る のに 氣 付く、 此 等の 草 は 矢 張 紫外線の 供給 

を 必要と する ので はない か、 此の 苗 を 移植しても 矢 張 駄目 かもしれ ない、 切 花に して 東京へ でも 

出し 「信 州の 秋草」 とで もして 三越 當 りで 賣 出したら ど うだらう 

山中の 一 つ 家、 特に それが 暮方 近く 灯の 点った の を 見る 程 鄕愁を 誘 ふ もの はない 。「家」 「家庭」 

とい ふ もの 、意義 を 此れ程 考 へさせる もの はない 

庇がなくて 軒の 深い 屋根、 コケ ラ聲を 石で 押へ る、 アルプスの 小屋に 似る、 

倉 や 泥 壁の 家の 小さな. 明り 窓が 妙に 人 を 睨める、  ， 

屮州 盆地 ゃ爾訪 盆地、 それから 山々 の なだらかな 斜面 をした 山裾、 みんな 柱 昔の 火山 泥 流で 出 

来た ものと しての み說 明が つく  (十 勝 岳の 實例 がさう 思 はせ る) 

.3 壁が 多 いのは 信 州、 淡 灰色の 多 いのは 甲 州、 鬼 も 角 も 生活の 餘裕を 想 はせ る、 

八 ケ岳は 天下の 名山で ある、 一 S 士な どよりも 或 意味で 雄大で ある、 甲 州から 諷 訪の 間で 見た 雲 

は 下 誓 は 東風で 上層 西風、 雲の さ i,se  S: 然 山の 襞の 虱 下に 生じる 雲が 見へ 山の 風上で 盛 上る 雲 
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が 上で 倒れて 逆に 南 流し、 それが 始め ニ条 位の 紐に なって 居た のが 一本の が 見 ； 3; 

3 

る 間に 數条に 分れた 

民家で もてんで に萄葡 を日蔽 にしたり して 作って 居る 

畑の 葡萄 は 棚 作りと 株 作りと ある  • 

天龍川 上流、 水車 も ある 水 をせ いて 魚 梁 を 作った のが 昔め いて 居る が、 し 

かし チャン ト電燈 がつ いて 居る 

地質に よって 山の 形の ちがう 事が 著しく 目立 つ 勿論 浸蝕 の 時の 相違 は あるが 

スバ ラ シィ 美事な ダ リアが 民家に 到處 さいて 居る 

「通学 橋」 とい ふの が 岡谷驛 近くに ある、 信 州 人らしい 

甲 信邊の 大きな 裾野 を 引いた 山 は單な H  口 ー ジョンの 形と は 思 はれない、 火山で ない 迄 も甚し 

い 大地震の 爲に 山が 崩れ 其の 泥 流の 押出して 出來 たものと 考 へる 外ない」 山腹が 直線 的の ス 

プ をした 處は 新しい 崩落 を 意味す る 

處々 に嶽 車が 停車場の 處て ー邊 逆行して 次に ちがった レベルに 移って 進行す る處が ある、 何と 

なく .life の 利かない 方法で あるが 恐らく 一  番 安い 方法で あらう 「進行」 の 意志 は 一 寸 裏切られる 


ク ッブ チッケ ス 


線路 脇の 崖の 秋草 を觀 賞す るの は 「上り坂」 の 時に 限る 

韮 崎の 近く 塩 川の 沿岸に 絕 壁が 所 處 ある、 

此れ は 明に 近代に 於て 河の コ ー ス の 変った 事 を 示す 大した 「め あんだ あ」 もない から 見る と 地 

盤の 傾斜が 変って 昔の 「メ アン ダ ー」 を眞 直に 突き 切った ので はない か」 或は 小さな 断層 崖 か 

も 知れない 


富士山 麓の 湖水の 生 因と して、 冨士 全体が 其 基底から 少し 陷沒 した 爲と いふ 可能性 はない か 


韮 崎、 甲府、 石 和の 線 は 明に フォ ー ル トス 力— プ である 其 断崖 面 はいくら も 浸蝕 を 受けて 居 

ない  . 

さう だとす ると 甲府 盆地 は陷沒 地で ある 

地方く 村落く で 民家の 建築 様式に 自らな 特色が ある、 其の 中に 小学校ば かり はき まった 


「文部省 式」 の 建築 を 立て、 居る のが 目立つ、 鉄道 含 式と いふの も あるら しい 


昭和 一 一年 七月 仙 臺松嶋 行 

鬱 

七月 十八 日 月曜 

朝から 八 〇 度 を 超え 正午 は 九 〇 度 を 超えた、 一時の h 野 發、」 冬 爪 畑、」 暑さうな 木 は 桐の 木」 

那須" e§ へ か、 つてから 夕立 急に 凉 しくなる、 其 代りに 那須岳 は 雲 か、 りて 見えす。」 白 河の 關は 

凉 しく 秋風 ぞ ふくの 歌 を 思 出し、 又 亡父 會津 戰爭從 軍の 昔 を 思 ふ。 白 河より 北の 驛ょ プラット 

フ才 ー ムに そばう どん 屋 あり 乘客其 前に 立ち並んで あつい 「かけ」 をう まさう に 食って 居る。 二 

本 松 はせ 、 こまし い 山懷に 立った 町で あるか 一 寸 変った ェ キゾ ティ クな 感じが ある、 福嶋は * かん 

の 昔の 住 都な り此邊 より 日暮れ 果てる 八 時 五十 余分 仙臺 着、 豐 降に 迎 へられ 針久 別館に 人る、 ビ 

—ルに 松嶋煑 で 遲く迄 話す 半月 構 の 柳に 登り 遣り水の 昔凉 し 

七月 十八 日 火、 

-调八 時半 電車で 北 二番 丁の 小 宮君寓 を 尋ねる、 門に 枝 S 樱と楓 あり、 庭に 心 字 池、 廣言： t 生 ふ、 
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ッブチ ッケス 


小猫 先頃 拾 ひ來て 間もなく 亡くなりし チビに 生 i おしなり、 小宮 の女兒 すくい 網で 池の 藻 玉す く ふ 

小猫 來り戯 る、 兒は びしょぬれの 網 を 猫の あたまから かぶせて いじめる。 又 首筋 をつ まんで；； 巾し 

上げ 向 ふ へ なげる" 子猫 は 此の 兒が 一 番の 友達ら しい C 犬が 出て 來て猫 を 追 〔つ〕 かける、 犬 は 子 

を產ん でから 猫 を 追 ふやう になった 由。 ル ー ペンセ ザンヌ 11 集、 ま那 十七 世 記 版画 集、 いづれ も 

滯獨中 求めし もの- -由 一部 二三 十 円 づ&で 求めし 由、 大戰中 故の 事な り。 三 敍調雜 の 事 を かいた 

本と、 火事の 區域を 示した 元 治 年間の 一枚す り を 貰 ふ。 小宫 君の 家れ 後に 電車々 庫が 出来て 居る、 

晝 めし を 呼ばれ 午後 三時 頃から 松嶋へ 電車で 出かける. - 少雨、 直ちに 睜れ る、 四十 五分で 松嶋へ 

つく、 停車場の 下濱邊 へ寳塚 式の 遊園地 建設 中、 劇場、 水族舘 等、 八月 一 日より 開場の 由、 パ ー 

ク ホテルと いふへ 泊る 事に する、 ベランダで コ ー ヒ ，- をの む、 ：N.O.  7 と NP  X と をと る、 瑞嚴 

寺 境內を 見る 岩窟に 石 佛を收 めた もの 崖 下に 並 ふ、 寺の 門 は 鎖せ り 三百 一 一十 年 前 政宗の 建てし も 

の k 由、 戶扉は その 當 時の ものら しく 地衣に 蔽 はる、 門前 二三 本の 杉 も その 程度の 年齢ら しく 見 

ゆ、 土し めり 気凉、 門前で 綺 はがきと 案 內記を 求め、 五大堂へ 行く、 スケッチ 一枚 

夜ラ ヂォ、 同宿の 佛人 二人、 その 一人 ピアノ 彈く 二階の 椽で 月の出 を 待つ、 速 句 東洋 城への 端 

書へ かく、 月下 弦 近し、 木星 月の 左に 輝く、 月の 登る に從 つて 嶋と 水と さの 光の 変化 刻. -も 止ま 

す 追跡し 難し、 前の ヱ スプ ラナ ー ドに 砂利 を 上け て 居た 船 も 去り、 ヴェ ランダの 人影 もな く 二階 
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の 他の 端で 口笛 を ふく フラ ン ス 人と 自分 等ば かり 目ざわりと 思った 夜中の 電燈の 矢 張 自然の  一 ^ 

になって 面白く 其 下の 笠 松の 影 を黑く 土に 印して 搶の 前景 を こしら へ た。 ガラス戸 をし め 切って 

寢 たら 夜中 に 少し 蒸 暑 か つ た。 朝起きた 時 は 旭が さ して 少し あっかつ たが 間もなく 風が 出 て 凉 し 

くな つた 。海岸の 高い 旗 柱へ 赤と 綠の ホテルの 旗 を 朝夕に 上げお ろす が女ボ ー ィの 役目で ある、 

一 平の 小 說を想 出す。 階下に はド a 1 イングル ー ムにピ ァノも あり 玉 突窒も ある、 八 時半 頃モ 1 

タ ー ボ ー トで塩 竈 行 海は淺 くて 藻が 多い、 牡蠣の 養殖 を やって 居る、 

親に 勘 當裸嶋 は 小さな 岩 二つ。 島の 岩石 は 凝灰岩、 コ ン グロ  メレ ー ト、 dip は 大抵 海の 方へ。 

ェ 口 ー ジ ョ ン の 形に 特色 あり。 図の AB の 如き 灣人 著しく 又 S の 

如く 饅頭の がわの 一方 だけ 殘っ たやうた もの あり、 此れ は 岩の 表 

面 日光に 干き たる 部が 比較的 堅く、 水に しめりた る 方が 脆弱な 爲 

かと 思 はれる。 此邊の 景色、 高 知 灣內と 似た 處 あり、 現在 陸地に 

なれる 處 にも 墜 下に 波 蝕の 痕 あるより 毘れば 恐らく 一  度 沈みし も 

のが 又 少し 隆起し 恐らく 今 も 隆起し つ 、ある ものな らん、 塩 釜 南側の 山腹 を 切 崩せる は 橫須賀 軍 

港に 似て 殺風景な り。 

塩 竈からの 電車 線の 近くに ある 古蹟、 多 賀城碑 野 田 玉 川の あと、 末の 松 山、 宮城 野 (練兵場) 
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淺岡 墓、 摺岡 公園  . 

此邊 沿岸の 水田 は 皆 多分 隆起 地帶 か、 五 万 分 一 で 見る と 到處に 「新田」 の 地名 あり、 沿岸に ラ 

グ — ン の痕 らしき もの も あり、 砂丘の 背後に 沿 ふ 堀割 も 矢 張 ラグ ー ン の痕を 利用せ る ものな らん。 

十 時 頃 仙 臺に歸 り 大学へ 行く、 小宮 君の 室て 一休み 金屬 研究所へ 行く、 本 多さん は 講習 會で講 

義中須 永 君に 單晶 針金 製作 装置 を 見せて 貰 ふ。 地球 物理 研究室へ 行く、 中 村 君と 下 斗 米 君と 十 勝 

岳の 流出 容積の 話 をして 居た。 先日 日蝕 當時地 電位に 著しき 変化の あった レ コ ー ドを 見せられる。 

中 村 君 は 今夜 火災 保險會 社の 爲に 風の 話 をす る 由。  • 

十 一 時半 本 多さん を 尋ね 面會、 晝飯を 研究所の 會食 所で 一 同 と共にす る。 一 時 中 村 君と 向山 觀 

測 所へ 自動車で 行く、 山 は 一寸 獨逸 邊の感 しが ある、 觀測所 は 感化院 構內 にあり、 井戶 深し 感 

化院の 子ら しい 十二 三の 女の子が 歸 つて 來た 山の 下に 亞 炭の 採坑 ある 由、 自動車 を 小 宮君處 へ 

廻して 貰 ふ、 夕飯 を 宿で ー處 にす る 約束で あつたが 本 田さん たっての 案內 故小宮 君に 断る、 金屬 

研究所へ 歸る前 一 寸矢部 敎授を たづね 關東 地方 断層 分布図 を 見せら る、 

研究所 全部 見せて 貰 ふ、 五 時 本 多さん の 家へ 行く 庭前の 河畔の 崖から 河と 對 岸の 愛宕山 を 見る、 

河に 釣す る 人 一人 あり、 庭に 藤棚、 笠 を 重ねた やうな 椅葉、 此 家に かまれた といって ゆすりに 來 

た男聲 高に の、 しる。 三 枝、 大久保 二君 も 來りタ 飯 九 時 歸宿人 浴 小 宮君來 る、 w:- 蕉辻 散歩 は 草 臥 
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れ たから やめ 雜談、 一. よく 遊ぶ」 事の 敎 育の 話、 メレディスの コミック スピリットの 話、 十一 時 過 

小 宫君歸 る、 明朝 七 時 二十 分で 夏 目 夫人 來 仙の 由、 

廿 一日、 木 

朝 七 時 五 五分 發、 プリ ヂて眞 嶋君山 田 君に 逢ふ淺 虫からの 歸 りの 由、 

大白 山、 古い 火山の 子ッ ク 

半田 山、 山崩れ 著し、 東の 方の 山腹に も 山崩れら しき 赤 禿 あり、 叉靈 山と いふ 山の プロ フ アイ 

ル も 山崩れ の 結果と 想像 さ る。 恐らく 半 山 田 と 靈山を 連ね ざ 山崩れ の 帶がぁ るので はない か 

幅嶋郡 山邊赭 い 燒過瓦 の 屋根 多し、 

急行列車と 普通列車と 名 は 同じ 列車 なれ ど 實質は 山 かごと 自動車 程の 相違な り 


昭和 七 年 九月 廿九 R 

尸 ロニ、 三 〇 發、 (朝 誤って 一 〇• 三 〇 と 思 ひ 驛迄來 る、 湯 本 平 田 田 幸 君來」 、えんと 竹葉晝 食、 丸 

善で ハ— ルマ ンを買 ふ。 藤 岡、 筒井、 山 本、 ，2^崎、 宫部川 島 渡邊、 君 見送 
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大宫、 柿、 す、 き、 カンナ。 

学校と 見えて 力 ン ナを 土手の 內 

:i 蜓ゃ實 り 伏す 稻 未だの 稻 

器麥疾 くやい つかの 旅の あの 時 も 

大 利根に 藁 流れ 行く 

松の 影の 墨緣 にに じむ 沼の 秋 

紅 や 土より 出で し 紅葉 芋 

秋風 や あれ は 都へ 歸る 車 (小山) 

秋 西日 赤松 並 ふ 幹の 朱 

下黑く 上夕燒 けの 雲の 秋 

秋 深き 花 も 飾る や 食堂車 

旭川に 居る 娘の 產の 不順 を 見舞に 行く 老媼、 ラヂゥ ムの癌 療法 を說く 老人、 九、 四 三 仙 台 着、 

針久 別館、 小宮と 十二時 迄 話す 

九月 in 
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七 時 八 分 靑森行 

山の 低い 事、 水田の 稔りと 欠食 兒童、 

平 泉、 樹木の 色 重厚 

盛 岡の 北より 白樺 を 見る 

穴ェ 高く 林擒を 守る 案山子 哉 

沼ク ナイの 馬市 小川 原 沼、 牧場、 黒土、 農婦の 冠 物、 獨 逸の 景色、 人影の ない 驛々、 

乙 供で 雨と なる (一 一 • 四 五分) 

雲の 低い 事」 急行の 速度 人力車 位、 婆さんの 普遍性、」 野 5^ 地の 鳶 

沿岸の 家の 屋根、 日本海 式、 コケ ラ葺に 石コロ 

靑 森の 家、 板壁 トタン 屋根 叉 は コケラ 屋根、 

松 前 丸 五. 三 〇 出帆、 一等 食堂 ラヂォ 、ヂ ャズ、 追分、 主題歌 小喷、 

北緯 四十 一 度に 近く 稻の秋  ， 

北へ 行く 程 雲の レべ ルが 低い。 此れに 應 じて 山 も 低い (火山 は 除く)、 此れ は 何 か 理由が あらう。 

七 時半 頃、 平舘の 燈臺を 左舷に 見る、 五 秒 毎 位に 光る、 漁火 數点、 龍 飛 岬の 燈臺も 見える、 七 秒 

次に 十三 秒 位に 光る。 光 强く雲 を 照らす。 前方 右舷に 函舘 市上の 光見 ゆ、 一度 位の 高度 迄、 右に 
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數 度に 一旦る。 七星の 下 横雲 一抹、 銀河 燦然 立体的に 見 ゆ。 食堂で 紅茶と ト，' スト 

九 時 一 五分 出て 見る と 意外に も ひどい 雨が 右舷に 吹きつけて 居る。 十 時 着 港 淺田屋 ホテル 五 号 

窒 泊る 木造 洋舘 で 足音 騷 かし い 

十月 一 日 

五 時に 眼 さめる、 霧、 後 好晴、 電車で 辨天迄 行 山上 大神宮より 眺望、 バ ス で五稷 廓、 歸 りに 

雨 降 出す 間もなく 晴れる。 

所見、 質屋の 藏拂 ひ、 ソビ H ト領 事舘、 舘內の 子供と 門外の 町の 子。 洗濯屋の 看板の 露 文字 〇 

〇 プラチ H シ ナヤ。 外に も 二箇所で 露 文、 (一 つ は 球 屋)。 五稜 廓 行で は 農婦の 講中 遊山の 一行と 

同乘。 道端に 熊 を 飼 ふ 家。 葬禮、 男 は 編 笠に 白羽 織、 女 は 白の 上 被りと 白 頭巾。 日 ざし か 中. -暑 

くて 汗ばむ。 五稜 廓 近くで トラ ピ スト 紀 念と 稱 して 白樺 材に繪 を かき 木彫の 尼儈を 貼付けた もの 

を賣る 家。 

朝霧 や 消 へ 殘る 灯の 港町 

秋草 や 土手の み殘る 五梭廓 

秋 暑き 函舘の 町 を 歩きけ り 
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〇 時 三十 分函 舘發、 大沼 では 紅葉が もう 赤くな りかけ、 池に は陲 蓮が 埃いて 居た。 駒が， まはラ 

イオンが 北 向いて 居る 姿、 併し 北から 見る と 均整。 北側に 爆裂 火口が あるら しい 噴火 灣の 沿岸 は 

断層ら しい。 長 万 部で 食堂車が 切られる" 人間の 少ない 事。 後方 羊 蹄 は 雲惰を 冠る。 十分 後に は 

三重の ス 力—. フの cap を 冠る。 供 知 安から 見る と 山の 北側 は 雲が 東へ 動き 一 帶の雲 行と 反對に 

見える 二つの 反對の 垂直 渦流が あると 思 はれる。 

t 11^ 別 川の 溪流は 美しい^ 知 安の 邊で 又^ 田 を 見て 驚く 

小 樽で 東 一 出 迎に逢 ふ 

、 ) /  , 札 幌ては 中 谷 池 田 伊東 靑葉山 崎、 梅 諸君に 迎 へらる、 山形 屋洋 新の 方 

/ に 泊る 中： へ：：、 伊藤 池 田 三 君 東ー來 中 谷 夫人 あとより 來 

十月 二日。  . 

朝 中 谷 池 田 伊藤 三 君 東 一と 來、 大学の 車で 植物園 見物、 東 一 のおから 中 谷 君 宅へ 廻り、 夫人の 

御手 料理の すし をよ ばれ それより 丸 山 公園へ 行き 林 中 散歩、 日曜で 散歩の 人 多し、 子供の 水彩ス 

ケ ツチ、 リュ クサ ク、 リ I ベ スパ ー ル、 草花 園、 鶏頭の 色 (焰 から 熱 を 取り去って 濕を帶 び させ 

たやうな 色 )0 一  日ー歸 宿してから 富 永さん を 尋ねる 不在、 土 產を置 〔い〕 て歸 る。 撄桃、 睡蓮の タ 
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ィヒ。 犬、 鵞鳥、 歸 路中嶋 公園 を 通る。 三越 附近 散步、 亀屋 喫茶、 強 小路、 本屋て 総 葉書、 プ B 

ムナ ー ドの サルビア。 明治時代の 建築。 夜中 谷 東 一、 

十月 三日 晴 

朝 魁 新聞記者、 富 永さん" 九 時半 出校、 ラボ ラトリ ー 見物、 月 寒 牧羊 場 (茅 君 池 田 君 中 谷 君 )„ 

稻田、 アスパラガス。 三越 晝食、 一時 四十 分から 三時 迄 講義。 中 谷 君と 富 永さん 宅へ 同伴、 セロ 

拜見、 油 It の 額 小 笠 原 風景 自筆。」 中 谷 君と 夕食、 東 一 山 崎 君來。 阿部 君 旅行より 歸來、 來訪。 

十月 四日、 朝來雨 間もなく 晴 

九 時 大学 行實驗 窒參觀 晝池田 君 宅へ 呼 はれ 晝 食の 馳走になる、 一時 四十 分 講義 三時 迄、 阿部 

君の 案內で タイ ムス 社 見擧、 松 源 料理店で 夕飯に よばる 

十月 五日 晴 

九 時半より 十一 時半 迄 講義、 中 谷 君と 阿部 君 留守へ 訪問 三越で 晝食、 工学部で 鳥 山 氏の 實驗 窒" 

IS 部き 氏の 窒 見学、 堀義路 君の 室で^ 刷 二 冊 貰 ふ、 一二 時半より 物理 談話 會で 話す。 中 谷 伊藤 君と 
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宿に 歸る。 タイ ムス 記者、 寫眞 班來、 中 谷 夫人 池 田 君 も來、 東ー來 

十月 六日 雨晴 不定 

九時發 阿部、 池 田、 中 谷、 伊藤、 茅、 靑葉、 東 一見 送 出征の 巡査 大勢 同乘、 意志の 强ぃ顏 

駒 か 嶽の虹 

樹 から 樹へ 渡す 紅葉 や 山葡萄 

チスタ ー トンの r 。 ング ボウ」 を讀 む、 四時 半 函舘着 歸路は 短く 感す。 待合で パ ン オムレツ。 

狂女と 附 添の 父ら しき 男。 白葡萄酒 を 一杯 のんで から 騷狂、 鉢の 蘭の 葉 を 引つ ばり 窓の 繩を 引き、 

同室の 女 を 指して 罵る。 一度 乘 船した が 出帆 間際に 巡査に 連れられ 下船。 薄暮の 港の 水面に かも 

め 飛び交 ひ、 小雨 ふる 彼方の 空に は 上弦の 月 雲間に 洩れて 下なる 海面 を 照らす。 船 は 大きな 力 ー 

ヴを 描いて 出て 行く ので 山腹の 灯 を 飾った 町の 光景の 鑑賞 を 擅に する 事が 出来る。 カビ ゾ で札幌 

へ總 葉書 を 書いて 投函。 海上から 見た 函舘 と靑 森と は 空 明りで 殷盛の 度が 比較され る。 十 時靑森 

着、 十 一 時發 車、 

夢に 地下室で 地震 を 感じ 出 やうと する 階段に 子供 づれの 婦人が 居て 路を 塞ぐ 出て 見る と 地震で 

なくて、 敵 飛行機 襲來毒 瓦斯 攻撃に 備える 演習 だとい ふ。 四時 さめて 叉 眠る、 東洋 城、 小宮 など 
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の 居る 夢、 東洋 狨 後援の 何 か だと 云って 小宮が 一 円 札をテ ー ブルに 出す 夢。 七 時半 眼 を さます と 

仙臺、 小宮 夫人が 來て 土産と 松 根からの 端 書 を 渡される。 小官 は 昨日 電報が 來て獨 逸人 着 港を迎 

へに 上京の 由。 食堂で バンコ ー ヒ—、 ハム H グス、 菓 物、」 札幌 から 同乘の 事務官 根本 氏と 話す、 

滿 州へ 卒業生 就職口の 用で 行く 由" 同氏 は 福嶋で 下車 

北海道の 家が 假 小屋の やうに 見える の は 一 つ は 永住の 心の ない 爲、 內 地の 農 は 先祖 代ぶ 子  >ュ 孫 

孫の 爲、 

札 幌は家 貸 か 高 いのは 勤 人の 多い 爲 

建築 は 安くて 八十 R 坪が 最上、 生木 を 使 ふから 狂 ひ 易い。 地代 は  一 より 十數錢 

鉄路の 屈曲の 様式の 差も內 地と 北海道の 地形 的 差に 相應す 
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スケッチ ブ ヴ ク (昭和 二— 三年」 


昭和 一 一年 九月 一 一日 


塩 1 湯 明臺樓 上に て 靑楓、 東洋 城 豐隆 寅 曰 子 四 人 連句 を與行 戯れに お 互の 顏を囊 す、 

$ 械 生れて 始めての 璧を 試む 寅 曰 子 基さん として fs が 画面から はみ出して 中止 


〔昭和 三年〕 

湖 月 園 

湖 月 だんごと いふ 糸 切 圑子を 食 ひ 金線サ イダ ー を吞 む、 此 

の 犬が 來て ねだる、 塩 せんべい を やる と いくらでも 食 ふ、 牝 

犬で 少し 皮膚病に か、 つて 居る。 

見 晴し臺 へ 行く とついて 來て 傍で 居眠りして 居る 出かけ 

ると ついて 来る 下の 牧場へ 下りる 坂の 中途 迄つ いて 來た、 

〔犬の ス ケ ツチ あり、 ff: 略〕 

牧場の 木の 薩で 野馬の 親子 四 五 匹 遊んで 居た、 

宿屋 

山樂の 玄關を 見下ろす 

隣 窒の椽 側で 学生が 美 濃 部 上 杉 牧野 三 敎授の 棚 下ろしが 始 

まる、 
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片 


物理学の 中等 敎科 lA 曰 は はじめからし まひ 迄 嘘で固めた ものである。 實は 少しも 分つ て 居ない 事 

を みんな 分って ゐる やうな 顏 をして 蚩ョ いて あるから である。 

物理学 は 結局 世界中に どれ だけ 分らない 事が あるか を 学ぶ 学問で ある。 自然界が 分らぬ 事 だら 

けに なれ は 其 人の 物理学 は 稍 堂に 人り かけた ので ある。  . 


小宮 君の 藝 術 


j 科学的 分析— 研究— 解剖 記載 

i  .1 藝術的 表現— 創作— lis  analogy 

偽物 を 見破る 眼力、 偽物 を 憎む 感情、 痛罵 比喩の 巧妙、 「奴」 とい ふ 言葉 _ 

「じゅつと 來 る」。 生々 しさと 政 濃 さと。 さ虚な 言葉の ない 事 

純情、 暖かみの 愛好。 Chehov がすき。 

皮肉 味— 不眞 面目 さ のない 皮肉。 


「青い鳥 I  メ ー テル リンクの 弱点 を 見ぬ いて 居る 

「ノラに 就て」 輕 佻な 世間に 對 する 憤懣が 出て 居る 
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「へ ッダ」 と 此篇に 於て 新しき 女に 對 する 著者の 熱 篤が ある 

ハ女協 的で ない、 吉 右衛門の ほめ 方、 宗十郞 のけな し 方 


猫 犬 午 雀、 ライオン 猪 

樂器、 

怪異 (河童、 ギバ、 じ やん) 

岡 本 一 平 

ス。 ハ ランツァ 一一 

芥川 氏の 直觀 解剖 觀 

癍 車の 弁當 


連句 研究、 十二、 十二月、 一 日 

全集 〔芭蕉- <g -〕 一  六 四 頁、 奉納 之 百 韻 

故事の 連想、 複雜な 意味の 結合 

杏の 下風と 眞葛 原な ど は 後期の もの 、鉢 を 具 ふ 


前 句 力ら の 期 望 を わざと 裏き る 技巧 例へ は 「能 因 法師」 の 如し、 此 手段 は 後期の 

ものに も存す 


一句の elsneut の 間の 相互の 連絡 は 寧ろ 犠牲に しても 其 前 句の 各 element との 結合 を 計った 

ので はない か 

例 まして や 蛙 人間の 作 

時雨 ふりお くむ かし 淨瑶璃  . 

末の 松 山 壁 潰の 水 

上野 淺草 竹の 春風 


故に 一 句と して 見る と 天狗 俳諧の やうな のが ある は 其爲 である 

初期の 連句 は 個え の觀 念の 行列 連珠 或は 網 細工で ある、 其 等の 間の 複雜な 結合に は智 的の もの 

や 情 的の もの も ある、 故實の 連想に よる もの も ある、 又 全然 俳句 的の 感じた けの もの も ある 

t、 

後世 連句の 胚子 は 旣に此 等の 厭味な 花 合せ 的の もの 、內に 含まれて 居る、 此 等の 句で も かけ 言 

葉 ゃ故實 など を 無視して 感じ だけ を淨 化して 味へ ば 後の 連句の 趣 を 具 へ て 居る もの も 多 M ある。 

例へば 「ほり こむ 返事」 以下 「小糠 袋」 の邊 迄で もさう である。 

此の t: 代から-芭蕉 は 更に 此のい 、處を 感じて 居た に 相違ない。 しかし 理智 が强く 色気の 强 かつ 

た爲に 其方の 與 味が 勝 〔つ〕 て 居た、 そして 段 i に 不純な もの を 取 去って collgloluel.ate の 中から 

グイ ァモ ンドを 取 出して 來 たので はない か 談林を やっても 芭蕉 は 其 中から い 、もの を 取 出した 

雅俗 贵賤 混交の デモクラティックな 面白味が 此 時代の 連句の 一 つの 與味 になって 居たら しい、 

斷 世 尊 を無盡 の 親に したり、 能 因 法師 の 若. 衆 姿 を 眞黑な 顔 にして 見たり して 居る 滑稽の 中に 時代の 

J 反映が ある。  ， 
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废人も 夕へ の 月に-浮かれ 出で 

古文 眞寳 気の つまる 秋 
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〇 

の 羽拔 鳥、 蓬髮、 引し まった 心地 

S 木 葉 ノ靜、 動 ヨリ 靜、 羽ノ乱 ヨリ 整 

g 叙 法 ハウ マイ、 dry  wet 反 對の感 余リ シック リ來 ナイ . 

S  . 前 ノ川ハ 恐 ラタ 谷川、 

© 戶ニ蔦 力 生へ テ居テ ハ開カ ナイ トイ フカ モ知レ ナイ、 荒屋 トス レバ 好ィ ソ ウス ル ト狸ガ 

キク、 妻 味 アル 景色、 德張ノ 弓ガ月 ユカ、 リ ハシナ イカ 

g 梨 作 リナ ラン、 姉 ノ家ヲ 想 出ス、 主人 ガ庭ノ 梨ヲ眺 メテ居 ルナ ラン。 変物 ス子 モノ。 人間 

臭ィ 句、 自然 ヲ ハ ナ レ テ 心理 二 移ル (人間味 ガ强 クナル ノ ガー ッ ノ 特徵) 

斷 の 人 二 モク レズ、 樂書 モ人 一一 ク レズ 

片 前 句 ヲ受ケ テ pride  (隱 士ノ) ヲ表 徵ス、 世間 ノ秋ニ 沒 交涉、 
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^ 前ト 合シテ 風流 ノ： 阔家ヲ 表 ハス。 同ジク 人格 ノ主ニ ナッタ ノガ ニッ續 ィテ兩 扉ガ感 シガ惡 

ィ 

g 封 巾 間 力 何カデ ハナ イカ、 メリャ スノ 足袋 デ這 人ッ テ來タ 迄ハ靜 ダカ 口 ヲ開ク ト燒舌 

g, 午 ノ貝ハ 町 デ吹ィ テ居ル 。靜 であった のが 貝の 音で 破れ ー轉 機に 人る、 歩 役の 晝休 みか 

人事 ガ g 力 ラ ゅ迄ッ 、>  キ過ギ ル 

源氏物語 校註 國文 叢書 Ig: 文，： g 

俳諧 叢書 俳諧 註 釋集 H  0 

n  Sitataruku  n  sijnal.iuaku. 里の If?^ びた 樣を 蓮で 現 はし 

.^ 蓮が 落ちて 花が 散るな ど は 言語道断。 古びた 蔑と fresh な 蓮の 對照、 ほ つれる と 花の 散る 

の 通 ふ 事、 

^  dekasaresi  llueru  kotoha. 水 前 寺が 芙蓉に 通す 水 前 寺 は 池が ある、」 一体 連句に は 

文字の 呼び出す 連想 だけで つながる ものが ある やうな 気がする、 水 前 寺の り は 用意がなくて は 急 

に 出来ない それで 此處 では 平生の 用意 を ほめた ならん ま づ出來 されし が 利く 

g ける に餘情 あり 三 里 八 ホりは 熊 本 城？ 水 前 寺の 感  . • 

W 男が 使に 來 たか 油断し ろと 云った それ 共 自分に 行って 見たら 其 男が 居た か 
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y 里 は 自分す > 盧 同 か 男の 家 ^同？ 

^  sa^^i^i  ^ の 音調。」 「居な り」 は 定着の 意 あり 「付き」 に 通す 揷木 もつ いた 男 

も 居つ いたと いふ 心 持 あり。 

月 を どうしても 人れ る 必要から 無理に 作った 感が ある、 月 花の 定 坐の 意義、 Difficulty によつ 

て 轉機を 求める 

^  fssla な もの： i 古い もの、 Contrast. 手水 鉢が 古株で それに 櫻が さし 木の やうに 見える、」 

大分 苦しい、 前 句 は 夜の 句で 其 心 持が 拔 けない、 それ だから ズ t: が 見へ なくて おかし ハ 

^  gptcs の 葡籍で 直った の を 「獨り 直りし」 と 云った の は 巧妙。 起きて 俊 立って 吾た のが 像 

, 出て 戶 外の 景色 を 見て すく 直った 事と 思 はれる。 朝の が 午後に 直った とい ふので はない らし (0 

氣隨な 放恣な 気紛れ もの k 不規則な 生活 を 浮へ て 居る。 性格 描寫。 怒る にも 直る にも 理由 はな 

レ 

ほ. ； ならん 力 風で 漁 を 休んで 居る、 不自由で Imbenlhenbal- な 生活の 表現、 明日 を 知ら 

ぬ 境界 を 浮べ る、 「島の 北風」 は 沖の 島 を 此方から 見た 處 ではない か、 自分が 嶋に 居て 崎と いふつ 

では 印象が 薄い。 

^ 寒風 裡に燈 火 を 点し 来って 更に 荒 凉な趣 を 引立てた 處 がうまい 燈 しに 上る 人の 寒さうな 鄉 


姿が 見える やうで ある。 

厶 寺に 上る は 自分 か 他人 か 議論の 要な し、 心 持 だけな り しかし 峯は 陸地で 其處 から 嶋を 望ん 

だとした し 

人事が つ にいた あどて 大きな 自然が 現 はれて 一 大轉向 をして 居る 

^ 堂守の 單 調な 生活の 上に 月日と 季節が 慌 だしく 過ぎ行く あはれ を 述べ たもの ならん 

変化 を 起す 爲に 「みな 啼し まひたり」、 芭蕉の 常 手段 

A  Potentiality か ある、 

g 病中に 初夏が 過去った、 初夏 は 時候の 変化の 最 急激な 時 だから 病後の 戸外の 自然 を 見た 感 

じが 最 深い。 夏の 旺盛な 自然 は賴 もしく 叉 壓迫を 感じる。 淡い 哀愁 も ある。 

^ 一寸 讀 むと 分る やうな 気がする がよく 考へ ると 分らない。 (或は 隣人の 手 を かりた か) 

△ (俳諧 特有の 味) 

△ 人生の さまく の 断面 を 見せ て 其 全 休 を； ^弗させる。 

さ dimensional s づ ace を Curved  surface で 切った 断面で ある。 さう いふ 点で unique な 文学 

である、 ニ句づ \ が elementary  surface である 

Futurist の镥、 
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^ 笆蒸 はいつ も 奇警で ある。 車 は 乘用か 荷車 か？ 

6  / 

^ 後 朝の 氣 忙しき 有様な らん、 此邊 変化な し、 

I  原 

^ 矢張戀 ならん。 死ぬ 気で 思 ひ 切った。 やけに なって 思る とする、 さう すると 「見よ」 が少 

しお かしい 0 叉 死 狂い 見よ だけ 見て 戰場 とすると 、「せ はしげ に」 がそぐ はない。 此の 一 句 を 一 一句 

に 分けて 考へ ると 丁度い、。 さう いふ 手法が あるので はない か、 さう いふ 自由 を 許しても 面白い 

と 田 3 ふ 

^ 死に 面した 時の さの 光の 印象 は 非常に 強い もので あらう 

Dostoevsky の 一 節 を 想 出す。 

淘 前 聯の戰 が 終って 静寂の 自然れ 展開す る、 此れて 一 つの Cadence を 作って 居る 


407 


結局 春で 終る の は 意味が ある。 終局の 後に まだ 大きな 發展の 含まれ 居る 事 を 暗示す る。 例へば 

此 連句で もさう である。 

History. 連歌 は 意味 のみでつ ながる。 Illusion の 余地な り 

俳諧 は J!I< 分 でつな がる " "  あり 

音 樂、 要素— 音— 時間 的 連績、 Successive  element の 調和、 全体としての 緩急、 変化の 排 

歹 

小 is 君の quotstiiion.  . 

JMlsrro  Largo,  &cllel.zo  et(,  . 

俳 諧、 要素— Gedanken,  stmmlmg  (光景、 事件、 人格、 生活 等、、 ン 
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〇 

心 敬、 和歌と 連歌の 一 致、 佛敎と 一 致 

連歌で は 自然人 世の 觀 照が 個性的で なく 古人の 眼 を 通して 見て 居る やうな 處が ある _ 

不：^ のみで 流行がない とも 云へ る。 

芭蕉の 流行 はィ ン ディ ヰデ ュ ァ ル の 意味 も ある。 

^0  、い 敬の 「さ. -め ごと」 に 「此道 は ひとへ に餘情 幽玄の 心すが た をむ ねとして、 いひ 

のこし、 こと はりな き 所に 幽玄 感情 は 侍るべし と 也。 歌に も 不明 體 とて 面影ば かり 

を 詠す る W み じき 極の 事な り」 

原 

さび。 、： 3 敬 「いはぬ 所に 心 を かけ、 ひえさび たる 方 を さとりれ」 

心 敬の 風雅の 道。 

餘情 幽玄。 不明 體。 姿 は ひえさび と艷" 
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風雅の 心の 餘裕。 

客觀。 自他の 認識。 表面の 下に ある もの \ 認識と 尊重から ^  :3 り を 生す る。 

心 敬の 連歌 道の 体得 法 

「た 數奇と 道心と 閑人との 三の み 大切の. 好士 なるべく 哉」 又 句が 眞實の 心から 出 

〔づ〕 べき もので 自分 に 似合 は ぬ 連歌 はす るな と 云って 居る。 

「數 奇」 の 問題 

數奇は 「あらゆる 體驗」 の 意 か。 格物致知。 世に ふる。 

誹諧の 道 は 殆ど 連歌に 豫 想され て實 現されなかった ものである。 それで 說く處 は 良 

基 心 敬な どと 笆蕉と 根本的に ちが はぬ。 唯 理想の 實 現の 段階が ちか ふ。 

賦物。 心 敬 時代に は發句 だけに 用 ゐられ るに 到った。 

統一 の爲。 附け 方が 余り 自由 過ぎる を 防く 爲。 それ は 心理的 必然性が 未だ 認められ 

なかった から、 形式的 制約が 必要であった。 心理的 必然性が 分って くると 形式 は 人 

らな ぃ0  . 

連歌が 佛 道と 結んだ の は 良 基から 始まる。 心 敬 時代に は文藝 風雅の 極致が 佛 道と 一 

致す ると 考 へた。 叉 信仰と 結 付いた 
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連歌 中心の 移動。 

一時 民間に 移り 花 下 か 起り。 心 敬 時代 は 叉 大名 武士 儈 侶に 移り、 專門 連歌師が 絶へ 

た 

さび、 「他 門の 句 は 彩色の ごとし。 我 門の 句 は 墨緣の ごとくすべし。 折に ふれて は 彩色の 

無き にし も あらす 心 他 門に か はりて さびし をり を 第一と す」 

率直、 自由 

「俳諧 は 万葉集の 心なり」 

修辞  「我 國は 手に は 第 一 の國」 

に ほひ 「附心 は 薄 月夜に 梅のに ほへ るが 如く あるべし」 i^sM 的 連結 

格、 「格に 人て 格 を 出で ざる 時 は 狭く …… 」 規範、 性格の 表現 

「格 を 定め 理を 知る 人 は 風雅の 中位に 至る。 格 を 離れ 理を 忘れ 侍る 人 は 此の 道の 仙 

也」 こだ はらぬ 心。 「心 を 向上の 一路に 遊ぶ」 人は然 り、 

しをり 心の 姿。 r ゐ のし、.^ 共に 吹かる、 野 分 哉」 「十 團子も 小粒に なりぬ 秋の 風」 r 瘦な 

がら わりな き 菊の 苦 かな」 いづれ も 句の 奥に かくれた あわれ さが ある。 此を 通して 

動物への 同情。 山家の 貧し さ。 植物界の 凋落に 反映した 人生の 盛衰が 現 はれて 居り 
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さう して 實感 的な ものが ある。 「絲 遊の いと 微かなる 心の 端」 

霄骨 の反對 delicate  feeling- 

さ び  心 の 色 

「石山の 石より 白し 秋の 風」 r 此木戶 や 鎖の さされて 冬の 月」 「から 鮭 も {仝 也の 瘦も 

寒の 內」 寂 减の感 

細み 句の 姿。. 其 角の 「伊達 を 好んで 細し」" 分析 的の 眞？ 


現代 短歌と 俳諧。  . 

著しく 近接。 併し 短歌 は 多く、 自己に 執した もので さびし をり はない 

ェ ラ ン 「気 さき を 以て 無分別に 作す ベ し 心頭に 落す ベ からす」 (柿晋 問答) 

「意気込」 「大木 を 倒す 心」 r 錢 元まで 伐り 込む 心」 「西瓜 を 切る 如し」 「梨 を 喰 ふ 口 

つき」 

「今の 俳 諮 は 日ごろ 工夫 をつ けて、 席に のぞんで は 気 先 を 以て 叶-くべ し 心頭に 落す 

ベ からす」 
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「言 ひ畢 うせて 何 か ある」 「五六 分の 句 は • いつ 迄 も 聞き あかす」 「七 八 分 位に 云ひ誥 

めて はけ やけし」 「句に のこす が ゆ ゑに 面影に 立つ」 

宗祇。 東西に 旅行した 事が 重要で ある。 從來の 良 基で も 心 敬で も り 旅行せ す。 從 つて 自 

然 人生の 修業が 表面的であった。 西 行、 蒸 

俳諧 連歌が 連歌の 源で、 後に 正風 連歌が 興って、 却って 速 歌の 傍系と なった が。 宗 

祇の 新撰つ くば 集で は 全く 別物と され 切拔 されて 集に 人って 居ない。 俳諧 史は 此處 

から 始まる 

紹巴 時代の 連歌で は 至寳抄 にい ふ 「本意」 を 尊んだ 

もの、 エッセン スを附 合せの 目標と した 

此れが 緣語 など を 尊ぶ 和歌 以來の ものとの 西 別 

「用 付」 を 忌む とい ふの は 同 一義の 表裏 

古い 言葉 を 使って 新 意 を 出せと 紹 巴も說 いて 居る 

紹 巴で 連歌 は 事實上 死んで 精神が 誹諧に 乘り 移った と 見て よい。 德川 時代 は唯宮 巾、 

柳營、 の 行事であった 爲 保存され た 
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鬼 貰。 「大悟 物 狂」 「人と 我と 常い ふ 所の 言葉、 十七、 十四に きれ は 悉く 俳諧 也」 

客觀的 態度、 I 風雅、 —眞 

心理的— 句 響 等 

優美 ー 人工的 主觀的 ー, 僞 

\眞 —記載— 客觀 I 俳諧 

骨稽へ 

/人工— 曝露— 主觀 —川柳 

旅行の 觀 照が 自然人 生の 觀照を 深めた 事 

、附 物— 緣語、 遊戯 

心附— 論理的 表面的 

パ句附 等— 心理的 潜在的 

\ 形式 

自由, ， 

/ 內容 

禪味 
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社會 的— 江戶、 民衆 

感覺的 

元祿」 さびし をり 

天明、 豪放 流麗 

塗 到 的 

中葉の 和歌 は 三十 一 文字の 散文 

俳諧 は廣義 に觯釋 すれ は 日本の 文化 藝道を 突く 精神で あり 古事記から 昭和に 及 ふ" 

其 中に 一つの 合流 点と して 芭蕉の 俳諧が ある。 

虚實 虚は實 を 盛るべき 容器。 

虛は 不易の 眞の 範晴的 本体。 實は 流行の 諸相 
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虚は 空虚の 虚で 空間。 實は充 實の實 

かう すると 「虚に ゐて實 を 行 ふべ し。 實にゐ て 虚を行 ふ は 難し」 がよく 分る。 

老莊の 有無と 同様。 此 の 如く 本 休と 其 現象 を 認識す るの が 風雅の 道で ある。 

支考は 連歌の 實 俳諧の 虚と 云って 居る、 

潜在的 意識が 虚、 其 表現が 實 

風流 は虚 なる もの、 此と 相伴って 實が 具足す る。 

顯在的 意識的の もの k みだと、 月並に なり。 古今 集の 歌になる 

虚實 は識域 下と 上と。 「虚實 出入」。 此 意味に 鮮釋 すれ は r 實ば がりの 句」 も 「虚 

はかりの 句」 もなくなる 

情と 姿 主觀 と客觀 心の 

景色 澤 山の 句 は 飽き 申す ベ く」 

二 物の 衝突。 陪音。 

口調  「なだらか」 俳諧 も 「うた ひもの」 「さらく と 淺き砂 川 を 水の 流る、 如く」 「黄金 

を 打の ベた る 如く」  . 

風雅の 誠 風雅の 誠。 私心 を 去りて 實 相を觀 入す る 事。 心の 自由 科学者の 心 を 持て 格 物 致 


416 


片斷 


知より 誠意 正 心に 人る  . 

流行  底 をぬ け。 

不^流 行 r 應. -と 云へ どた、 くや 雪の 門」 不易なる 雪 夜の 静けさ を。 偶然の 訪客 を 以て 表現 

した。 

不易の 句 は 偶然 的の 少ない もの 「あか/. \ と 日 は ：：： 」。 流行の 句。 表面上 必然 

性 も 少ない 取合せ 「うそつきの 世の中になる 牡丹 哉」 ， 

寂び。 茶道。 能。 和歌。 連歌 

怫経寂 减觀。 上調子。 露骨、 誇大、 等 を 除去 すれ は 寂が 淺 る。， 眞の姿 は 皆 寂 ひで あ 

る。 客觀の 結果で ある。 万 葉に はさび がない と水穗 はいふ 

西洋人に. は 寂び がない。 然し Hsnom- は 一種の さびで ある 日本人の 寂び 

動的な ひ、 乂 きの 句で もさび は ある。 「どたり の堺 のころ ふ 秋風」 でも 無限の さびが 

ある。 讀 者の 心の 寂 を 呼ぶ。 

風雅  r 戀は 風雅の 花實」 戀も 亦風稚 であり 得る。 芭蕉 連句の 戀は 併し 所謂 戀 愛と はちが 

ふ。 さび しをりの ある 戀 である 寧ろ 俳諧 全部が 自然と 人間へ の 戀の現 はれで ある。 

愛して 馴れす。 離れて 冷淡で ない 
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李  連句で 春秋 を 多くす る 理由。 和歌 勅撰集より 來る。 併し 春秋が 過渡の 季 である 事に 

意味が ある。 無常 推移の 感が伴 ふからで ある。 夏 冬が 靜 なら は 春秋 は 動で ある。 

月 花の 定坐。 

変化 を强 制する 目的。 月 花 を spiritual な ものと した 事 も 同 目的 

戀の句 前 を 見よ 

共同 制作、 細胞と 個体。 自我 を 殺して 他と 融和す る。 自我 は 自由で ない。 連句 者の 心が 眞の自 

由で ある 

連鎖 ポオの 詩に 對す る考 

尻取りとの 差。  * 

言語の 外形の 連鎖。 餘 情と 暗示の 連鎖 

式目。 変化の 公式。 と 未熟者の 手引、 達人 は 勝手に 破る 

附心  「薄 月夜に 梅の 句へ る 如く」 暗示。 意識下 

風雅の 相。 露骨で ない 事。 云 ひ 過ぎれ は 眞を失 ふ。 暗示 的と いふの も 畢竟 は眞の 尊重で ある。 

「句に 淺 してお も かげに 立なん こと さも あるべ し」 此れ は 惟然が 句の 風雅の 所在 を 

聞いた のに 答へ た 言葉で ある 
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言 ひ 過ぎ やうと すると 我が 出る 

「下 臥に つかみ 分けば や 糸 さくら」 其 角。 を 芭蕉が 非難し 言畢 ほせて 何 か ある。 と 

云った。 此句 はし ほりの ない 句の 例で あらう。 其 背後に 何の 寂 もない 

逃け 句 情の 高調 を 端折る。 即ち さびで ある。 此れ は决 して 惡 いもので ない 要は 用 ゐ處に 

ある 

クロ ー ズ 了ップ 

「きぬ ゃ餘 りか ぼ そく あて やかに (芭蕉)」 「風 ひき 玉ふ聲 のうつ くし 越 人」 「靑 

天に 有 明月の 朝 ほらけ」 去來 「湖水の 秋の 比 良の 初霜」 翁 

「ひ^き」 

モ —  メン タム。 動的な 力 を 受けて 其餘勢 をつ にけ る。 動力の 反響で ある。 一 つ は 口 

調から 一 つ は 意味から 

原 

「御 きが よいと •：：. 一  心も轉 し。 句も轉 じ。 しかも 其 力 をと どめす とい ふ。 即ち 動 

的餘 勢と ない 事 

うつり は 心の 態度 を繼 承す る。 即ち 心の 靜態叉 動勢 を 受ける。 響が 對 象の 動勢 を 受ける の 

に應 する。 「乘 ると 乘ら ぬ」 とい ふ は 心 持が 續くか 断れる かで ある 
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併し 感情で 受けて はいけ ない。 心 付になる。 心の 動勢 態度で つぐので ある 

ォ ー ヮ ー ラ ッ プ 

對位 法的 結合 

ひ ほひ は 雰圍氣 

はこび 「茶道 は 美 を 見出さん が 爲に美 を隱す 術で あり、 現 はす 事 を撣る やうな もの を厌か 

す 術で ある」 茶の 本 俳諧に は 日本 文化の あらゆる 要素が 合流して 居る。 神儒佛 道の 

諸 敎に養 はれた 人生 觀、 

能樂、 茶道、 繪 画道、 花道 . 

元 祿には 花道に も 形式 を 破った 投 人れ が 起った 

文人画の 北 画に 對 する 

土 佐 狩 野 に對 する 光琳 浮世 鎗 の 師宣 

「風情 を 本と する こそ 生花の 面目に て」 

俳句の 成立と 進化、 

古事記 万 葉、 平安 文学 紫 式部 淸少納 言、 鎌 倉 足 利 徒然 草、 世 阿彌、 連歌、 宗因、 芭蕉 西 鶴 
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明治 中與、 漱 石の 低回趣味 

俳句と 日本人の 自然人 生觀 

自然の 多様性、 自然の 惠と 脅威、 自然に 從順 自然に 同化 

觀察  . 

俳句の 人間性 

自然に 對 する 感受性の 涵養、 人生に 對 する 客觀的 態度、 自己の 認識 

歌人と 俳人の 對照 

所謂 寫 生と 花鳥 諷詠、 

客 觀主觀 を對立 させす 主觀を 客觀と 融和せ しむる と考 へれ は 花鳥 諷詠も 寫生も 皆 一 に歸す 

新形式の 誤 謹 

歷史と 環境の 無知より 來る 誤謬 

生れた 形式と 造った 形式 

生物 は 進化で 出來 た、 持へ もの- - 人形に は 生命がない 


日本 家屋の 合理性  - 

建築家の 無 知識 無 見識 

ェ 学者 だけ の 問題で ない、 物理化学 生物 生理 衛生 の 知識 を 要す 

木造、 茅葺、 瓦せ 耳 

土臺、 床下の 通風 

小屋 組 

屋根、 トタン、 スレ ー ト、 細 布 

壁、 熱 傅 導、 地震に 對 する 合理性、 コ マ へ 

板壁の 火災に 對 する 危險 性、 帝 國議會 の 火災、  * 

庇、 と緣 側の 合理性、 西洋 窓の 雨 漏 

下見、 壁の 刹脫 

雨戶、 と ガラス 戶 

紙 障子 唐紙 板戶 

風呂 物置、 

絶對 理想的で はない。 併し 改良 は 合理的に、 新しい 建築 材料に 飛 付かす 研究して 使へ 
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〇 

小宫 君の 云 はれた 自然に 對 して 僕 は、 人事の 上で も 色 蕉のは 多く リアルな 處 から 出て 居る と 思 

ふ。 例へ は 

野の 宮 …… 

駕籠 かき も ；… 

では どうも リアルな 人事が 頭に 徹 へない が 

まよ ひ 子の 母  

になる と 何 かしら リアル になる。 

同し 例 は  . 

彌陀 はか- -樣 …… 

蓮の 糸 ；… 
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若い ものよ …… もさう である 


Journalism 

八 公の 犬の 話 • 

金 を 化して 紛 とする 

敎育 界驪職 事件、 世間 一体が 腐敗した かと 思 はせ る。 

キ ルケ の 魔術の 如く 人間 を 動物に する 

與太者 を 大学 者 や 偉人に する 


發 句と 並べ 研究す ると 面白い 事 

(豐 )、 連句の 研究 、色ぶ の 方面 例へ は 勝負と いふ 方面から 

藝術 … … アブ レシ H  — トシ テ やって い るから 複雜だ 

芭蕉が 速 句 の 氣分を 導 い て 行く 舵 の 取 方 を 研究して 行く の も 面白い 
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さ うい ふ 事 を 知る に は 連句の 始めから 見て 行く 必要が ある。 

初期と 同し 句 を 後に 作って ズ ッ ト樣 子が ちがって 居る 事 

發句を やつ た 事 を 連句 で やつ たり 其 反對を やつ た 事 

連句の 方が 生活に 

(城)、 自分 も 蕉の 人間と 俳句の 間に 何か揷 まって 居る と 思 ふ 

(隆 )、 連句の 方が 散文に 近いから 生活が よく 出て 居る だら う 

迚句は 感じた 事が する 發 表出 來る、 

俳句 は 生活 は 出ても 範圍が 限られて 居る 

(城)、 俳句 は 他所 行で ある、 或は 他所 行の 感じ だけが 出 はしない か 


土 佐の 花 取 踊と 印度の 舞踊 

バ ン ザの 結婚式で 皿 鉢の 鷄血を 塗る 式。 支那の 落、 印度の 額 紅 

山登りに 後 押 先 引 を 付ける 事。 下り坂で も 一 一人 引合 ふと 樂な事 

血液の 水素 イオン 濃度が 100X16。 分の ー增 すと 呼吸 か增 して Co" を驅遂 する、 
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Vitalist と Materailist は 生れが ちが ふ、 前者 は 主 觀情緖 的 


鬪犬、 繩奪、 旗 奪、 

高 知 公園の 椋の樹 (黄花 石 こく) 


俳諧の 成立 

和歌，— 歌合せ I 連歌 I 俳諧 連歌 I 連句— 發句 

發句は 連句の 壓縮 

內容 

花鳥風月、 時と 穴ェ 間、 季題、 個人 生活の 断面に 現 はれた る 人間界の 實相、 不易 流行、 

和歌との 差モ ンク ー ジ ュ により 生す る陪 音と しての さび、 しおり、 

表現 

モ ン タ ー ジ ュ 、 連句 夢の モ ン ク ー ジ ュ 、 緒卷 物、 活花、 床 飾 
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形式 

五 七 五の リズム 國 語の 性質より 來る 必然性 「此 土手に 上る ベから す …… 」 新形式の 無意義 

チヤ ムバ レ ン の 暴論 

連句 形式  . 

パ ー ミ ュテ ー シ ヨン、 俳諧 は盡 くる か 

俳諧と 音樂 

と 心理 

俳諧と 國民性 

地理、 風土、  ， 

外國 人に 不可 觯 

ク 1 シュ ー、 チヤ ムバレ ン 

現代と 俳諧 

風雅の 進化、 觀察 眼の 修養、 認識 力 表現力の 達成 心の 客觀的 餘裕、 民衆化 共同 制作、 社交 

ダンス スボ— ッ 

〔裏に〕 
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和英辞書 一 一四 四 八 頁 

i 頁 四十 語と して 九 七、 八 1 一 〇 語、 約 一 〇〇、〇〇〇 語 

一 句が 四 語と して 

ホト、 ギス 昭和 七 年 七月 号雜咏 五十 七 頁 

一 頁 十八 句と して 102(； さ t さ" 

此 種の 雑誌 20 として 

一年に  24><10.<  =にき0き 

即ー 一十 四 万 句 

10】 ひ . 19) 10ト" 

24  X？  ,  25 10* 

400,000,08 

四十 億 年 


1 
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俳句と 他の 詩との 差 

俳諧 は 取合せ 

「； 時鳥 聲橫 ふや 水の 上」 と 「白露 横 江」 (書簡 f 一  〇 八 頁)  . 

發 句と 平 句と 第三の 別 (遣 語 二 〇 六) 

、 、 と 付 句の 別 (遣、 八 〇) 

二つ 三つ とりあつめて 作る ものに あらす (遣、 ゆ) 

物 を 取り合 すれ は 出 來る物 也 (同上) モンク ー ジュ 

許 六の モ ンク —ジ ュ (書簡、 §) 

俳諧と 眞 

誠 をせ めよ (遺、 一 〇 七) 

松の 事 は 松に 習へ (ッ 一 〇 九) 外藝に 達した る 人 はやく 俳諧に 入る 7 一 一  〇) 

認識 能力が 要な り、 「常勤て 心の 位 を 得て 感る もの 動く やい なや 句と なるべし」 「內 をつ ねに 

勤て 物に 應 すれば …… 」 (一一 二) 
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實の 一 字 (書、 I) 

俳諧と 「逍遙」 (書簡、 § ) 

一， 逍遙」 はこ だはらぬ 事、 freedom, 浩然の 気 

風雅 (書簡、 §) 
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(( Jj ひ Jiaikai  PVancais )> につ レ て 


Le  JRamln.c.  Rev-e  l.^^ionale  de litt^ra<;lu-e  et  (part,  organe  de  cel.ele  clie づ Igls.  W9  annee 

(19,23),  N.。 10/11. 《 Le  Trailiai  Fl.ansais  )) づ ar  Ren^  Maublanc. 

Michel  Hevon :  I/^pigalBne  ja/ponaise  ^^p.^.^p.o  est  la  dernier  term  et  le  triomphe  de 

syst ぎ po6tique  national. 人間 鬪爭の 否定、 動物愛、 自然の 宗教 的 禮讃、 惡行を 見て <( Ce 

n-est  pas  de  la  po6sie  )) と 云 ふ. 

psll  Fort:  Nico-D.  worigoutehi の 短歌に 就ての 讃詞 

Verlaine と l\iallal.ln か は eloquence を m^fle し 詩に よって か 一 6mentaires な 感覺と 情緒 を 

fixer しょうと 勉 めた、 

couchcud の 云ふ處 では 誹諧の 妙 は 日本 並に アジアの 凡ての 詩人の 傾向た る la  po^sie 
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dissntmue の 成 効した 實例 を與へ る ことで ある。 

ス テフ ァ ン マ ラル メは 怫國の lyrisme を溺 らして 居る eloquence を 排斥した、 彼 は 散文 

では 現 はし 得ない もの だけ を 詩の 素材に しゃう と 欲した、 彼 は 微笑し つ、 かう 云った 「詩 は 

la  grand  deviation  liom か rique 以來 fourvoy6e されて しまった」 人が、 そんなら ホ— マ ー 

以前に 何 かあつた かと 聞いたら ((に orphism)) と 答へ た、 ヴ エダの 聖歌、 支那の 短詩、 日本 

の歌；5^6諧は此の マ ラル メの orphism に 觸れる ものである、 此等 に比べる と 吾え の 詩の 種々 

の 種類 は oratoires である、 詩の 源泉 は 瞬時 的に 迸 出る lyrique な感覺 であって、 思考 § や 

l^asslon 力 orient6e  et  utilis6e される 前に 汲 上げる ものである。 感覺の 論理的 結合 は 散文 

に 任す へきで ある。 効果的な Penchainexnent は お oquenee に 任す へきで ある (リズム 1.？ 

doudance,  science を もつ) 詩 は純粹 な感覺 中に s ぶ ngloutit.  Kile  se  defend  de lui  donn。r 

slc^. 唯一 の途 は選擇 にある 詩人の 天才 は 此の election  splendide に 始まり 此れに 終る、 

Claude-E.  Maitm は 日本の 藝 術が 表現の 藝 術より は 寧ろ 暗示の 藝術 である 事 を 注意して 次の 

事 を 云った 一 日本で は 凡ての 人 か mi peu Is れ te  et  un  peu Ipeintl-e であるが、 此の. 特人 

画家 は 固定し 精確に 指定され た 影像の syst か！ Be  dos の 中に 枠に 人れ た 完全に 定義され た g 
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片斷 


情 を傳へ やうと はしない、 彼等 は 讀者觀 者 を 一 種の 共同者と 見做す、 それ 等 は 相當な 詩人で 

あり 画家であって、 其 等の 心の中に 或 感情に 喚 ひさ まし 叉 或る image を 呼 出せば、 すぐに 

:nlel;tl,.e  en  m-E51e  

Jules  Roslains の 評。 此 parrains  du  haikai は 根本的な 誤り をして 居る、 辨諧の 價做は 他の 

定形 詩と 同樣其 形式の 固定した 事 自身に あり、 其 規則の 嚴 重さに ある。 昔 フランスに sou- 

net  を 輸入した 人 は 自由な 詩形 を 持 込む つもりはなかった、 所謂 libertins とい ふ sonnet 

でも ほんの 僅かし か 自由 を 許さなかった が、 それでも des  fantaisies  tPun  aloi  obuteux と 

見做された。 詩形が 短 かけれ は 短い 程 其 構造の fermet6 が 必要 不可 缺 である、 ところが 

俳諧の 輸人者 等 は 三 V2.se とい ふ 日本 流の 規則 を 保存して は 居る が、 各 句に 何等 長さの 規 

定 もしなければ 三 句の 終りの 音韻 sonorite の關 係に 就ても 考 へない、 かくして 彼 は une 

s^rie  de  notes  de  carnets,  p-lus  on  moins  I^iquantes を 得る。 しかし 曰 本の 俳句の viguem- 

も ^^^^-p^^ow^ も poriee もない 
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烏瓜の 花に は 「花の 骸骨」 と 云った やうな 感じが ある。 黄昏 時になる と 大きな 蛾が いくつと な 

く 飛んで 來て此 花の 蜜 を あさって あるく。 身長よりも 長い 嘴 を さし 込んで、 振子の やうに からだ 

を 左右に 振動 させながら 吸って 居る。 吸って しま ふと 叉 次の 花へ 移る。 あとから 又 別の 蛾が やつ 

て來て 前の 蛾の 吸った 同じ 花 を 吸 ふ。 

蛾 は何處 からと なく 宵 暗の 中から 飛んで 來て、 何處へ ともなく 齊 暗の 中に 消える。 それが 人の 

知らない 幽冥の 境からの 使 で^も ある やうな 氣 がする。 そして それが 骸骨の やうな 花の 上で 振子 

の やうに 動いて 居る の を 見て 居る と 私の { 仝 想 は 死神の 持った 時計の 振子 を 私に 思 出させる。 


〇 

量的と 質的 

スペクトル 分析で も 質的の 方が 量的より 六 かしい 


俳句の 大衆性 紫溪呤 社の 運 坐 g 子規の 地図 £ ホト、 ギスと 一到 家 十 7 子規と 科学 

ぽ 子規と Ha チック t!!l 子規と 俳句の 話 をし なかった 事 十， i 夏 目先 生と 草枕、 一夜 お 遊 

^のお 玉 ti ハ ホト、 ギスの 表紙と 裏！^  ^ ホト、 ギスの 図案 募集、 日記、 短文 十，^ 佛人著 cli- 

mat  Japonais にある 「朝 貌 につる ベ とられて 貰 ひ 水」 のパ ロデ— 力 短冊 揮毫 や 色紙 揮毫、 

斷 北陸 人の 多い やうな 氣 がする 事 . ^曲齋 弁護 論 .g ギリシアの 短詩と 俳 詩 ij^ 一  土 佐の テニハ 

片 一一 十一 一 俳句と 自殺者 
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〇 学位 授與 恐怖 病 

〇 古き ものと 新しき もの 

〇 図書室の 必耍 

〇 專門 家と 一 般 知識 

〇 敎科書 改革 

〇 微分方程式 


欠伸の 研究 


仕事に 疲れた 時に、 椅子に 凭れた ま、 眼 を 眠って、 出来るだけ からだ を寬 ろげ てゐ ると 徐々 に 

欠伸 を 催 ほす。 若し 自然に 催さなければ 故意に 催させる。 即ち 大きく 口 を 開いて 丁度 欠伸の 祭に 

起る となるべく 近似した やうに 喉頭 部の 筋肉 を 緊張させる。 此の 呼出しに 應 じて 間もなく 今度 は 

筋肉の 方で 自發 的に 活動 を 始める。 飛行機の プ n ベ ラ などの スタ ー ト にも 似て 吾る。 、レ 理学 者 ま， 


原 

此れ を 


文 作 


日月 ハ 普通名詞 ナ ルカ 固有名詞 ナ ル 力 


一 日陰 霖霏々 タル 一一 當リ舉 友 某々 等來 リ會シ 談笑 數刻會 々日月 ノ 普通名詞 ナルャ 固有名詞 ナル 

ヤヲ 問フ モノ ァリ甲 君應へ テ 曰ク。 古語 謂へ ルァリ 天  一一 二日 ナシト 而シテ 天 二月 ナシノ 語 一一 至ッ 

テ ハ吾未 タ之レ ヲ聞カ スト 雖 1H 其 ノ叟ノ 古來ノ 確信 スル 處ク リシ ャ疑 ヲ容レ ス 之レ豈 一一 其 固有 名 

詞 クル ノ証 一一 ァラズ ャト。 乙 君之レ 一一 反 シテ曰 ク君ノ 言 一 理 アル 一一 似 タリ ト雖！ H 旣 一一 井蛙 ノ 卑見 

タル ヲ免 レズ 當今 泰西 文運 ノ 隆盛 ナル ャ渺々 無涯 ノ 蒼 カ弓更 一一 幾多 ノ 日月 アル ヲ發ル シ之レ ヲ呼ン 

テ日ト 曰ヒ月 ト曰フ 之レ旣 一一 其 普通名詞 クル ノ 特性 ヲ具ス ル モノ ユア ラズ ャト辨 論 數次余 傍 一一 ァ 

リ喙 ヲ容レ テ 曰ク。 兩君ノ 言 各々 其據ル 所ヲ得 タリ ト雖 少シ ク 極端 一一 走ル ノ 嫌ナキ 一一 アラス 其 

レ 文法 上 言語 ノ酉別 タル ャ 一 一一 幽遠 ナル 学理 ヲ以テ 論スべ カラ ズ。 古來ノ 習慣 日月 ヲ以テ 普通 ノ 

乇 ノト 見做 シ其ー ナル トニ ナルト ヲ問ハ ス彼 ノ人ヲ 指シテ 某々 ト 稱シ國 ヲ指シ テ某々 ト稱フ ルガ 

如キ モノ トハ 其間自 ラ異ル 所ナキ ヲ得ズ 是ヲ以 テ余ハ 日月 ヲ 普通名詞 ト ス ル ヲ當ナ リト思 意スル " 


モノ ナリ ト衆概 ネ之レ ニ同ス 兩君相 見 テ 憮然 タリ 微語 シ テ 曰 ク < ^輩 ノ 言 中 ラズト 雖ド乇 遠 力 ラ ズ 

ト 一 坐 t ハ然 話頭 更 一一 轉 シ テ 談笑 數時歡 極 マリ テ衆散 シ去ル 乃チ破 窓ノ下 一一 之 レガ記 ヲ作リ 以テ後 

日ノ 話柄 ト ナス」 (中學 校 時代)  . 
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® 淸と 道理 


靈 妙なる 人、 七 は 固より 物質と して 視 るべ き 者なら ね ど今假 りに 之れ を 水に 譬 ふる 時 は 其 分子に 

は 絶へ す 性質 相反せ る 一 一力 働きて 一 は 飽く迄 之れ を 膨脹せ しめんと し 一 は 飽く迄 之れ を收 縮せ し 

めんと 勉 めつ \ あるな り。 一 一力と は 何ぞゃ 感情の 分子 反撥 力と 道理の 凝集力と 之れ なり 比 一 一種の 

力 は 元来 互に 相 制し 相 平均して 水の 本性なる 液 態 を 保た しむべき 者 なれ 共玆に 熱て ふ 外界の 刺戟 

は 動もすれば 其が 反撥 力に 過大 を來し 凝集力に 打 勝て 水 を蒸氣 となす 水の 蒸氣 となる や 猛烈なる 

制 もて 之れ に抗 せんとす る あらゆる 物体に 衝突し 理非な く 前後な く f; 子 を排し 車輪 を 運ら し 一 且 

我に 歸 りて 人の 爲 めに 利用され たる を 覺る時 は 身 は 冷 氣第內 に 幽囚と なり 後悔 旣に 及び難 かるべ 

し。 凝集力 時 ありて 旺盛と なり 反撥 カ從て 微弱と なる 時 は 水 は 又 変して 頑なる 氷塊と なる 氷と な 

^ れる 人の 心 は 其が 周邊 なる 凡ての 物体より 調和、 愛 等の 熱 を 吸收し 去り 殘る所 は 只 荒涼と 冷淡の 

みとな し果 つべ し  . 
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かくの 如く 相容 ざる 1 一力 を 調和して 常に 感情と 道理の 中 を 得ん 叟は 古へ の 賢人 も 難しと する 所 

にて 人心の 一 理想的 現象 もこ、 にあるべき か。 虚 にして 万象 を鑑し 順にして 器に 從 ふて ふ 水の 本 

性の あらま ほしき につけ 願 はしからぬ はげに 蒸氣の 無謀と 氷の 無情に ぞ ありけ る 

(明治 二十 九 年) 
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新 年 


一 年の 中樂 しき 叟も多 かるべ しされ ど 又 悲しき 叟も多 かるべ しかくて 年 やう/ \ 暮れん とする 

程に は 心 自ら 安から. f 煩 はしき 事の み 多き ものなる が こ、 に 巧妙なる 「天然」 は 四季の 変化 を 造 

りて 新年 を 立 返らし め 漸く 失意の 闇路に 迷 はんとす る 人心 を 導きて 再び 希望の 光に 沐せ しむされ 

ば 昨日 迄 は 安き 心 もなかり けん 人々 も 一 夜 明 くれば さながら 忘れた らん 様に 打 くつろぎ 更に 美 は 

しき 希望 を 抱きて 幸 幅なる 新年 を 唱し合 ふげ に 貴賤 老若 を 問 はす 樂 しきもの は 年の 始にぞ ありけ 

る 

こ & に 又 新年が 人心 を 飾る 希望の 花 も 僅に 一 時の 眺に 過ぎす 事 願と 合 はさる は 人生の 常にて 年 

の始美 はしく 描出 さる， -空 中の 樂園は 概ねうた かたの 夢と 消 ゆ 喜 憂 所 を かふる はげに 朝露の 干く 

間 を だに 待ち あ へ ぬ を も 知らで 徒に 新 玉の 春に 醉ふ 人心の あさまし さなと 一一 =11 ふ もの も ありぬ ベ け 

れど其 はた にさ 論に 走せ て 實際を 忘る 、もの 土 一目 葉な り 希望が 精神の 活氣を 添 ふる は 日光が 生 
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し、 EC  升 バ人ン こ 鼓吹す る 希望 は 永から ぬに もせよ 

物 ilt しむる 如 ii バ" む" riti と雖も 

、一 寺 月に 诏-: ら さる、 事 さへ なくて 二と せ 三歲を 送り 行 r お 

^^IHil へ iif 植物の 養 其生||らる I 


末皇 i に 埋れて 人に 知 は 人よ 口  il げて 此樂 しく 美 はしき 「I の 

新年 樂 しからす と 論す る ものに は 論せ しめよ 吾人 kr,.^-  ^ 

春」 を迎 ふべき のみ (明治 二十 九 年) 


長さ 若干の 报子は 一 秒 毎に 一 振し 一 分の 間に は 六十 振す 時計 は此理 により 造られた る 者な り 

彈 条の彈 力が 秒針の 裏に ある 齒車 を轉 せば 振子の 振動 は搖 車と 稱 する 器械に 傳 はり 以て 齒 車の 

急轉を 制し 精密に 六十 秒に 一 轉せ しむ 此齒車 六十 回轉 する 間に 第二の 車 一 轉し 第二の もの 十一 ー轉 

して 第三の 者 始めて 一 轉 すかくて 前 三つの 車 は 各々 指針に 連り 數字盤 上に 時分 秒 を 示すな り 時計 

の 種類 多 かれ 共 其 理は皆 之れ に 同じく 只 螺旋 條を 振子に 代へ 重り を 彈条に 代 ふる 等の 差 あるに 過 

きす 

西 諺に 時 は 金な りと 云へ り 現今 学術の 進歩 交通の 發 達に つれて 時の 價も 亦增し 何人に も あれ 生 

存競爭 の 勝利者と なり 一 叟 一 業 を 遂げん と 思 ふ 者に は 時 を 節約す る叟 至要と なれり 時 を 節約 せん 

に は 先つ 時 を 計ら ざ る ベ か ら す 時 を 計る は獨り 時計 によるべ きの み 時計 の 功豈時 を！ lis る に 止まら 

む や (明治 二十 九 年) 


科 學之發 達 


科学の 發達を 樹木の 生長に 喩 ふれば 其 種子と なる 者 は假說 にて 觀 察と 實驗と は 其 肥料な り 肥料 

の 供給 充分に て適當 なる 時 は 假說は 根と 幹と を 生じて 動かし 難き 方 則と なり 幹 は 多くの 枝葉 を延 

ばして 文明の 花 を かし 開化の 果を 結ばし む  -- 

今日 科學 の 發達は 其 根深く 且遠 し 希 職 の テ ー ル ス より^^,;^ に 至る 迄 八 百 余 年 の 間 多く の 科学 

者 出で」 幼稚な る 社會の 中 に 苦学し 渐く 集め 得た る 智識 も羅. 馬帝國 の 瓦解に つれて 顧みる 人な く 

基督 敎 流行の 爲め 人. -の 意向 は 物質 界を 離れて 想像 界に趨 けり 此際  一 二の 人 i 回復 を 謀りし も 其 

効な く 稍 面目 を改 むる に 至りし は 十五 六 世紀の 頃に ありて 數 多の 科 學協會 興り 古代 希 臘の學 術 を 

復興せ り 十七 世紀より 十九 世紀の 始に亘 りて は 博識なる 科学者 著 々出で 必要なる 學理 の 發見も 多 

かりし が其實 用の 花實を 着く るに 至りし は 僅に 八十 余 年の 昔に ありされば 今日の 文明 は古來 多く 

の 科学者が 苦難 を 冒して 培養し 得た る花實 とも 云 ふべ し 吾人 は勞 せす して 之 を 得た る 者 なれば 深 
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く 古 人 の 恩 を 謝し 其 遣せ る 果樹 をし て 完全な る 發育を 遂げし め ん. faK を勉め ざるべ からす 

,  (明治 三十 年 五月) 
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科學に 於け る 想像力の 用 


科擧の 基礎 は 天然の 叟實 なり 之れ を認 むる 者 は 人間の 感能 なり 科 學者は 只 叟實を 知る のみなら 

す 其 原因 及 相互の 關 係を說 明し 更に 又 五官に 認め 難き 叟實を も 推測 せんとす。 然れ共 天然 は無盡 

藏 なり 人智 は 有限な り 有限の 物 を 以て 無限の 事を說 かんとす る は猶は 暗夜 扁舟に 棹して 大洋 を 渡 

らんと する が 如し 誠に 難しと 云 ふべ し。 唯 幸に 吾人 は 想像力と 云へ る 者 を 有す 之れ を 羅針と して 

探究の 針路 を按し 論理 を 舵と して 正確なる 推理 をな す 時 は 遂に はよ く叟 實を說 明す る を 得べ し。 

林檎の 落つ る を 見て 引力の 方 則 を考へ 音波の 振動より 推して 光波の 存在 を說 くが 如き 皆 想像力の 

結果に して 其說 能く 百般の 現象 を 鮮明す るの みならす 之れ を應 用して 成せる 發見 夥多 ある 叟 人の 

能く 知る 處 なり 

想像の 用 此の 如く 廣大 なりと 雖も 之れ を 叟實と 混同す る は 不可な り 吾人 は 引力 あり ヱ 1|ー|^;^の 

波 ありと 假定 して 諸 現象 を說 明し 毫も 遣憾 なけれ 共。 眼に 之れ 等の 物 を 見す 耳に 之れ を 聞く 能 は 
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す 何 を 以て 其 實存を 証し 得べ き や。 想像 は必 しも 叟實 ならざる に 非され ど 又叟實 なりと 云 ふべ き 

理 もな し 

今 羅針 9  指す 所 正北に あらざる も 之れ を 北と 假定 して 船 を やり 必す 目的の 地に 達する を 得 は 誰 

れか 之れ を 無用な りと 云 ふ 者 あらん や 想像 の 科擧 に 於け る も 之れ に 仝し 假 令眞理 に あ らす共 其 効 

用し かく 大 なる を 知ら は豈 進んで 其 開 發を勉 めざるべ けんや (明治 三十 年) 


鶏鳴 晨ヲ 報ジ テ 旭日 旣 一一 昇 リ鐘聲 夜 ヲ破リ テ瑞氣 |5< 一一  通ス 山河 草木 物 トシ テ新々 ナ ラザル ハ ナ 

ク市城 野 村處ト シ テ春ナ ラザ ル ハ ナ シ或ハ 翻々 泰運 ヲ弄ス ル旗風 ァリ或 ハ軌々 朝賀 ヲ促ス 車聲ァ 

リ 肩摩穀 擊榮滋 熱閙自 カラ ゆ M 代 ノ象ヲ 見 ルー 一足 レリ 此日余 費 三 四故ラ ニ文會 ヲ催シ 以 テ . 賀頌 ヲ 呈 

シ聊聖 世ノぉ タル ノ意 ヲ表セ リ 則之ヲ 記トナ ス (s^ 治 三十 一年 一月〕 


話の 雲 


雲 の 話 


(大正 八 年 十 一 =: 十五 日 國民獒 術協會 主催 第二 囘岩村 男 記念 美術 講演 會 にて) 

何 力 美術に 關 係の ある こと を 御 話しす る やうに と 云 ふこと で 御座いま したが、 私 は 元來專 ，塞 

ひの 方でありまして、 美術に 就て は 不案內 の 方であります けれども 折角の 御依賴 でありました か 

ら、 雲の ことで も 少しば かりお 話しして 見ようと 思 ひます。 何 か 多少で も 御參考 になる ことがあ 

れば 結構であります。 

大體 雲と 云 ふ もの は科學 的に 見て どうい ふ もので あるか、 と 云 ふ 事 をお 話しす る 譯で& 座い ま 

すが、 終りに 附錄と 致しまして、 繪晝に 現 はれて 居る 雲に 就て、 自分の 感じた 所 を 少しば かりお 

話しし 度い と 思 ひます。 

假 にさに 雲と いふ ものがなかった 場合 を 想像して 見ます と、 物質的の 問題 は 別と して、 唯 吾々 

の 感じ だけにつ いて 云っても、 これ は 隨分單 調な 返 屈な もので あらう と 田 ：3 ひます。 雲が かっヒ 
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ら啻 にさが 單調 である 許りでなくして、 空の 厚味 深味と いふ やうな もの も感 する ことが 少ないだ 

らうと 思 ひます。 實 際に は いろんな 形の 雲が、 ぃろんなさ"^-った高さに現はれて、 而し ていろんな 

色 を 示し、 いろんな 運動 をして、 それが 現 はれたり、 隱れ たり、 何とも 形容の 出来ない やうな 變 

化 を 示す のであります。 それで 人間の 未開 時代に は、 雲に 對 して、 一種の 恐ろしい やうな 感じ を 

もって 居った とい ふこと であります。 殊に 此の 雲から 雨が 降ったり、 雹が 降ったり、 又 雷が 鳴つ 

たりす る ものです から、 然ぅ云 ふ 場合 は 何 か 神様で も 雲の上に 居って 戰爭 をして 居る とか、 或は 

人間 を 追 ひかけ て來 ると いふ やうな、 感じ を 起させた ので ありませ う。 鬼に 角 雲 は 人間に 一種の 

神祕 的、 或 fl 宗敎 的の 感じ を 起さし める ものであります から、 昔から 西洋で も 東洋で も 神 ゃ怫と 

いふ もの 、付き ものと して 考へ られて 居る。 例へ ば 聖書に は 神が 雲の 柱と なって 人 を 導いた とい 

ふ 事が ある。 で 雲に 關 した 傅 說 など をお 話し すれば、 隨分 材料が 澤山 ある だら うと 思 ひます。 又 

文 學に現 はれて 居る 雲と いふ やうな 事で も 系統的に 調べ て 見たら 隨分 面白い ことがある だら うと 

思 ひます が、 それ 等の こと は 未だよ く 調べ て 居りません からお 話し はしません。 

文擧 でも 雲の 美し さや 壯大な 趣 を 表 はすこと が出來 るで せう が、 何と 云っても 矢張り 此の 椿畫 

が 一番、 雲の 色と か、 形と か、 然ぅ云 ふ もの を 直接に 表 はすに 適して 居る だら うと 思 ひます。. 古 

來雲 を畫 いた もの、 數は搜 せば いくらでも ありませ う。 例へば ラスキンの 「近代 畫家」 を 見 まし 
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て も 第一 卷と 第三 卷目 とに、 雲に 關 した 事が 大分 長たら しく II 曰いて あります。 ー體 ラスキン は 極 

端に タ ー ナ ー を 賞揚して 外の 人 をけ なす 方 だから タ ー ナ ー の 雲 を ほめる と 同時に、 外の 人の 雲の 

畫き方 は 皆 間違って 居る と 云って ひどく けなして 居ます が、 あれ は 少し 極端と 思 ひます。 鬼に 角 

畫に現 はれて 居る 雲で も、 餘り實 際と 遠って 居ります と、 少なくとも 我々 の やうな、 科擧 者の 目 

に は 可笑しい。 それで 鎗の 他の 部分が 如何に 寫實 的に うまく 出来て 居っても、 雪が まるで 噓 では 

變 だと 思 ひます。 若し 人物 畫 家に 人 體 解剖 學の 必要が あれば、 風景 畫 家に は 同様な 理由で 雲の 解 

剖學ゃ 雲の 形態 學が 必要で はない かと 考 へます。 

先づ 第一 にどう して 雲が 出來 るかと いふ こと、 それから 雲 はどう 云 ふ 要素から 成り立って 居る 

かとい ふこと を 申 上げます。 雲 はさ 氣 中の 水 蒸氣が 凝縮して 出來 たもので ある、 これ はもう どな 

たも 御存じの ことであります。 然 らば 水 蒸氣が 凝縮して 雲になる 手鑌き ゃ條件 はどうで あるか、 

又 凝縮して どんな 狀態 になって 居る かと 云 ふこと を 申 上げて 見ます。 昔の 學者 は、 暖かく して 水 

蒸 氣を澤 山 含んだ 空氣 と、 冷た い 空 氣と 混合す ると 暖かい 空 氣 の 中 に 含まれて 居た 蒸 氣が冷 え て 

細い 滴に なって 出て 來 ると いふ 風に 考へ て 居りました。 さう して 此の 粒 は 丁度 護 謹 種 の やうに 中 

が 空虚に なって、 それが さ氣 中に 浮いて 居 るんだ と、 然ぅ云 ふ 風に 考 へて 居た 人 もあります。 ラ 

スキンの 書に も そんな 議論が 見えます が、 それ は 間違 ひでありまして、 實際 雲の 中へ はいって 顯 
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微 鏡で 見る と 此の 水滴 は 皆 中實の 粒に なって 居ります。 此の 細い 水の 粒が 單位 容積 中に 何箇 位 あ 

るかと い ふ 事 を 種 々 な 方法 で 調べて 見ます と 勿論 場合 によって 多少の 異同 は あります けれども、 

大概の 程度 は見當 がっきます、 丁度 一 立方 セ ンチメ ー トル 此の 指先の 一 節の 半分 位の 容積の 中に 

一 一 百 乃至 五 百 位の 粒が はいって 居る。 然 らば その 一 粒の 直徑は どの位 かと 申します と先づ 一 粍の 

百 分の 一 、 卽ち 一 分の 三百 分の 一 位、 卽 ちそれ を 三百なら ベ て 初めて 一 分になる 位 小さな もので 

ある。 いくら 小さくても 水 は 無論 さ氣 よりも 重い のです からだん く 落ちて 來 ます けれども、 粒 

の 細かい 爲に 重量の 割合に {仝 氣の 抵抗が 大きく 從 つて その 落ちる 速度が 非常にの ろい、 しかも 雲 

の 出來る 場合に は、 通例 下から 空 氣が Ei- つて 居る、. その 爲に空 氣に對 して は 下って 居ても 地面に 

對 して は 極めて 遲く 落ち 或は 却つ て 押し上げられる 譯 になる。 それで 雲全體 として は あの やうに 

落ちる でもな く 昇る でもな く 空中に 浮んで 居る のであります。 叉 昔考へ たやう に 寒暖 1 一種の さ氣 

が 混って 雲が 出來 ると 云 ふこと も 一 般には 間違 ひであります。 異なる 溫 度で 水 蒸氣に 飽和され た 

空氣が 混合 すれば 幾何の 水が 凝結して 水 粒が 出來 るかと 云 ふやうな 事 は、 物理 學 上の 方 則に 從っ 

て 勘定 すれば 分る 害であります が、 此れ を實 際に 勘定して 見ます と、 此の 如くして 出来る 水 粒の 

量 は 霧 位に はなっても 到底 雨に はなり 得ない とい ふ 事が 分る。 それで 此の 混合 說 がいけ ない とす 

れば實 際の 雲の 生 因 はどうで あるかと いふ 事 を 申 上げ ませう。 地面に 近い {仝氣 が 熱せられる 爲或 
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は 他の 原因の 爲 にだん く 上の 方に 昇ります と、 昇る に從 つて 壓 力が 減る、 壓 力が 減れば 膨脹す 

る、 どんな 瓦斯で も 此れ を 急激に 膨脹させる と溫 度が 下って 冷えます、 或 程度 以上に 冷える と 其 

中に 含んだ 蒸氣が 凝縮し ます、 どんな 瓦斯で も 急激に 壓 しっける と溫 度が 上る 事 は自轉 車の タイ 

ャ に. t 仝氣を つめる 時に ボン プの 管が 熟くなる の でも 分り ませ う。 それと は反對 にビ ー ル罎の 栓を 

急に 引き 拔き ますと 口の 所に 霧の やうな ものが 見える、 あれ は罎の 中の 壓 縮され た 瓦斯が 急に 膨 

脹 する 爲に 冷えて 中に 含まれた 蒸氣が 凝縮す るので すが それと 同じ やうに 下層の さ 氣が急 に 上昇 

すると だんく 膨騰 して 溫 度が 下って 冷えて 來る、 或 程度 迄 冷える と 遂に は 今迄 もって 居った 蒸 

氣 を蒸氣 として は 持ち切れ なくなって、 そこで 餘 分の 水が 凝結し 細い 粒に なって 現 はれて 來る。 

これが 現今 雲の 出來 方に 關 する 科學 上の 見解であります。 

所が 一 體蒸氣 となって 一 様に 擴 がって 居る ものが 凝結して 個々 別々 の 粒になる とい ふ 際に、 凝 

結す ベ き 水の 全量 はき まって 居る としても、 大きな 粒が 少數に 出来て 來て もよ ささう に考 へられ 

るし、 叉 先刻 述べ た 雲の 粒よりも 小さな ものが もっと 多數に 出来ても よさ さう に 思 はれる のに、 

實 際に は 略 ： 似よ つた 大きさの 粒が 略 " 似よ つた 數 だけ 出来る。 此れに は 何 か 理由がなくて はな 

りません。 此れ は 少し 難 かしい 問題であります が、 空氣 中から 水 蒸氣が 凝結す るに は 何 か 核に な 

る ものが 必要であって 此の 核の 周圍に 水が 段々 に 凝着す るので ある。 さう いふ 核 は 平常 は 人の 眼 
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に は 見えない けれども いつでも 空氣 中に 浮游して 居る ので 空 氣の濕 度が 或 度 を 超える と 其の 粒の 

周 圍に水 蒸氣が 寄り集まる。 かう いふ 粒の 數は 勿論 場所に より 時に より 異同 は あるが 空中で は大 

體 同程度の ものであって 丁度 其の 粒 だけの 雲の 水 粒が 出 來る譯 であります。 此の 核 は 肉 服で も顯 

微鏡 でも 中々 見え ませぬ けれども 此れ を 含んだ 空氣を 密閉した 器に 入れ、 此れに 充分 水 蒸 氣を含 

ませて 置いて、 それ を 急に 膨脹させます と 丁度 粒の 數 だけの 水 粒が 出来て 落ちて 來る。 此れが 器 

の 底に 落ちた 數 を顯微 鏡で 數へ れば、 幾何の 容積の 中に 幾何の 核が あるかと いふ 數を 勘定す る こ 

とが 出来る。 此の 器械 を發 明した アイゲンと いふ 人が 蘇 格 蘭の 山の 上に 行ったり、 或は 市街 ゃ窒 

內 等に 於き まして 此の 核數を 測って 見ました。 其の 結果に 依る と 高い 山の 空氣の 淸淨な 所で 穴ェ氣 

一 立方 極に 數百 位、 所が 窒內に 行く とそれ だけの 同じ 容積の 中に 何百 寓の 核が あると いふ ことが 

分ります。 然ぅ云 ふ 粒の 實質は 何で あるかと いふと、 是れ亦 難 かしい 問題でありまして 今日で も 

充分に 確かな 事 は 分りません が、 先 づ大體 に 於て 非常に 水 を 吸 ひ 易い やうな 分子の 集圑の やうな 

もので あらう と考へ られて 居ります。 に 角 この やうな 粒が 平常 空氣 の各曆 中に 分布され て 居る 

のであります。 但し 何の 層に も 一様と いふ 譯で はありませんで、 或る 高さの 層に は 特に 多 數に浮 

游 して 居る 所 もあります。 飛行機に 乘 つたり 飛行船に 乘 つて 高い 所に 上ります 際に 此の やうな 層 

を 通り 拔 ける 時 は 此の 層 を橫に 透かして 見る ので あるから、 丁度^ か 何 か 一面に 棚引いて 居る 
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やうに 見え、 それが 恰も 陸地の 地平線の やうに 見える さう であります。 此の 水 蒸氣の 凝集 核に な 

る 微粒は 啻に 雲の 種^なる ばかりでなく 又 他の 方面で 美術家の 方に は 仲々 緣の 深い もので ありま 

す。 何故かと いふと、 遠方の 山な ど を 見ます と 山の 綠の色 や 土の 色 は 遠くなる 程 次第に 淡くな り 

まして、 其 代りに 何でも 靑 味が & つて 来る、 益々 遠くなる と 紫色 を帶 びて 來る、 此の所 謂 さ氣の 

色なる もの、 原因と なる もの は、 矢張り 雲 や 雨の 粒の 種になる のと 同じ ものであります。 卽 ちご 

く 小さい 顯微 鏡で も 見えない 程の 小さい 粒が 穴ェ氣 中に 浮んで 居る、 此れに 太陽の 光線が 當 ります 

と、 光線の 進行す る 方向と 直角に 近い 角度 をした 橫の 方に も 一 部分の 光 を 散らせます。 若し 粒が 

充分 小さい 時には 太陽の 光線 を 組立て & 居る 種々 の 色の 光の 中で 靑ゃ 紫の 光 を 割合に 多く 散らせ . 

ます。 それで 遠方の 山の 此方に 粒が 澤山 にあれば、 此の 粒 は 山から 來る光 を 一部分 横に 散らして 

見えな くす ると 同時に 太陽に 照らされた 光の 一部 殊に 靑 紫の 方の を 此方へ 送って 來る。 卽ち 山か- 

ら 來 るべ  き綠 色が 失 はれて 其 代りに 靑ゃ 紫が 加 はる 譯で あります。 同じ やうな 譯で此 等の 微粒は 

叉 夕燒の 空の 紅い 色 を 作る もとになる のです。 それでもし 此の やうな 粒がなかったら 雲 も 出来に 

くいし 風景 も 平板に 見える し、 タ燒の 美しい 色 も 見られない 譯 になります。 

先づ 掌の 成り立ちと いふ やうな こと はこれ 位に 致して 置きまして、 今度 は 雲の 形、 雲の 高さな 

どの こと を 少しば かりお 話し 致します。 雲の 形態 畢、 卽ち 雲の 形に 就て は 可也 昔から 大體三 通り ^ 


の 種類が 區 別され て 居ります、 卽ち 大概の 緒畫の 講義 錄 にも 載って 居る 通り 高層に 現 はれる 白い 53 

羽毛の やうな 形 をした 卷雲 (シ ー ラス)、 次に は 穴 エー 面 を蔽ふ 層雲 (ス トラ タス)、 もう 一 つ は 綿 

塊の やうな 積雲 (キュ ム ラス) の 三つであります。 

此れ は 今から 百年ば かり 前、 一千 八百餘 年頃に、 英國 のリュ ー ク. ハウ 了— ドと云 ふ 人が 付け 

た 名前であります、 此の 人は獨 逸の ゲ ー テ など、 も 書信の 交換 をしたら しい。 ゲ— テも 雲に 就て 

大分 研究して 居った やうであります。 其 後 雲の 分類 は いろんな 風に 變更 された けれども、 此の 三 

つ の 名前 は 今 でも 殘っ て 居る 譯 であります。 色 々 な學者 の 色々 な 分類法な ど を 御 話 し て も與 味が 

薄い から 略します。 

卷雲は 極く 高い 所に あります、 色 は 白く つて 丁度 刷毛で なすった やうな 形 をしたり 或は 羽毛の 

やうな 形 をした 雲であります、 非常に 形の 變 化の 多い 雲でありまして、 ク ー ナ ー が 特に 此の 雲 を 

巧く 書いて 居る といって ラ スキ ンが賞 讚して 居ります。 卷 層雲と いふの は 矢張り 色 は 白い が 細か 

い 模様はなくて 丁度 ヴェ ー ルを 張った やうな 雲で 御座います。 此の 雲の 長く 棚 鬼いた のが 幾つ も 

並んで 出る と 透視 法で 天の 一方に 集注す る やうに 見える、 此れ は 天 氣の變 る 兆と 考 へられて 居 ま 

す。 叉 此の 雲が 一 面に 薄く 空を蔽 つて 居る 時には 太陽 は 此れ を 透して 見え 其の. 周 圍には 暈が 出來 

るの が 通例であります。 卷 雲と 卷 層雲と は 水滴で なく 水片で 出來て 居る と考 へられる、 其れ は 日 
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暈の 大きさ や 形が 略 M 一  定 して 居る 事から も 推定され ます。 それから 少し 低い 處に現 はれる 卷積 

雲、 此れ は 鮪の 背中に ある 縞の やうな 形 をして 居る から 鯖 雲な ど、 いふ 名前が ある。 色 は 白い が 

小さい 丸い 團塊 になって 居て 其の 影の 處は 少し 暗くな つて 立體 的に 見えます。 次に 積卷 雲と い ふ 

の は 前の ii 雲に 似て 居る が圑 塊が 大きく その 恰好が 丁度 羊の 牧場に 遊んで 居る やうに 見える ので 

羊雲と いふ 名前が ついて 居る。 次の 層 卷雲は 高い 所に 一面に 薄く 灰色に 擴 がった 雲で、 格別 著し 

ぃ模樣 もありません が 時にはち ぎれ-/ \ になる 事 もあります。 此れ も 透して 日 や 月が 見える こと 

もあります が、 その 時 は 日 や 月の すぐ 傍に 美しい 赤 ゃ靑の 輪が 見えます。 それから 1^ 層に 現 はれ 

る 層積雲と いふの は 天 氣の惡 い 祈に 最も 普通 出来る 雲であります。 形 は 色々 であり ますが 往々 こ 

れが 畑の 畝の やうな 恰好に 並んで 現 はれます。 それで 壩 雲と いふ 名が あります。 或は 腸 詰 を 並べ 

たやう だと 形容す る 人 もあります。 次の 亂 雲と いふの はつ まり 雨の 降って 居る 雲で 色 は 鼠色 をし 

て 輪郭が 千切れた やうに なって 居る。 以上 述べた 雲の 現 はれる 高さの 範圍は 略-、 一定して 居り ま 

す、 例へば 卷雲 など は 平均 九 千 米の 高層に 現 はれる ので、 若し 此れが 富士山の 中腹に か 、つた や 

うな 禱 でも かくと 滑稽になる 譯 であります。 次に 中 層雲に 屬 する 所謂 觭雲ゃ 羊雲、 層卷 雲な どが 

大約 三千 米から 七 千 米の 間に あつ て 下層の 層積雲 ゃ亂 雲が 一 一千 米 以下と いふ 風に なって 居ります。 

以上 述べた 外に 未だ 著しい 種類と して 積雲が あります。 此れ は 俗に 雲の 峰と か 人道 雲と か稱す ^ 


る 愉快な 威勢の い & 雲で、 其の 下 底 は 通例 切った やう， に 水平に なって 上の 方 はもく く 湧き上つ 

たやう になって 居る。 非常に 厚みが あって 影と 日向が 明白に 見えます。 もう 一 つの 積亂 雲と いふ 

の は 通例 雷雨 や 降雹 を 伴 ふ もので 其の 根 は 地上 千 數百米 位で も 頂上 は 時に 八 千 米に も 達する ので、 

外の 雲曆を 突き抜けて 居る、 此れ を 遠方から 見る と 或は 扇を擴 げたやう に 見え 或は 鐵砧の 如く 或 

は蕈の 如く 又 塔の 如く 見えます。 通例 は 惜しい 事に 下層の 雲に かくれて 見えない。 次に 層雲と い 

ふの は 低い 空 一面に 蔽 つた 鼠色の 雲で つまり 高い 霧 だと 思へば ぃ&、 此れ は 精々 一千 米 位 或は 其 

れ 以下であります。 此れ等の 雲の 種類 を 幻燈で f も 御 目に かければ い i が 御 話し だけで は 興味が 

誠に 薄くて 殘 念であります。 斯う 云 ふやうな 色々 の 雲 はどうして 出來 るか、 假令 水滴 や 氷 片の塊 

りに しても どうして こんな 種々 な 輪郭 や 形が 出來 るか、 とい ふ 問題に なると 此れ は科學 者に 取つ 

て も 隨分六 かしい 問題でありまして 今日の 處 では 充分 解釋 のっかない 事ば かりで 寧ろ 分らぬ 事の 

方が 多い 位で あり、 叉 色々 な學 者の 意見 も 一致して 居ない 位であります が、 併し 極く 大體、 其の 

著しい 形に 就て、 分って 居る だけの 事 を 少しば かり.^ 上げ 度い と 思 ひます。 此れ は 雲 を寫實 的に 

御 描き になら うと いふ 方々 に いくらか 御參考 になる かと 思 ひます。 先づ 高い 處に出 來る卷 雲卽ち 

刷毛で ひいた やうな 或は 羽毛の やうな 雲であります が、 これ は 前に 中 上げた 通り 小さい 水片 から 

出来て 居る 事 だけ は 確かであります が、 此れが どうして あんな 形になる かとい ふ 事 を 申 上げます- 
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此の 雲の 出来る やうな 非常に 高い 高層に 行きます と 高さに よって 色々 の 風の 層が ある。 詳しく 云 

へ ば 或る 層で 或る 方向に 或る 速度の 風が あると すると 其の 下の 層に は 叉 上と は 違った 速度 や 方向 

の 風が 吹いて 居る やうな 事が あります。 そんな 事が どうして 分る かと いふと 此れ は 小さい 氣 求に 

水素 を充 たして 飛ばせ 此れが 上昇す るに 從っ て 時々 刻々 の 位置 を 測量 器械で 視 つて 测定 して 昆る 

と 其の 結果から 空中 各層に 於け る 風の 速度 や 方向が 可也よ く 知られる。 此の やうな 方法で 段々 に 

研究して 見る と、 僅かの 高さの 相違で 著しく 違った 風が 吹いて 居る 場合が 往々 あると いふ ことが 

確かに 分ります。 そこで 此の やうな 風の 層の 上から 小さい 水片 の集圑 が徐々 に 落ちて 來れば どう 

なる で. せう。 卷雲を 作って 居る 氷片は 雪の やうに あ、 云 ふ 非常に 複雑な 結晶で はない らしい、 も 

つと 簡單に 出来て 居る 結晶ら しいが、 鬼に 角 さう 云 ふ顆の やうな ものが 高い 處で 出來て 下に 落ち 

て來 る。 假に 粉の 出来た 層 は 無風であった としても 其處 から 旆で粉 を ふりまく やうに 落ちて 來て 

その 下の 層へ はいると 强ぃ 風に 逢って 一 方に 吹き 流される とすると 其の 結果 は 丁度 刷毛で 撫でた 

やうに 一 方に 引き延ばされる 譯 であり ませう。 此の 考へ を 確め る爲に 地上で 距れた 一 一箇所から 此 

の やうな 雲 を 寫眞に 撮りまして、 さう して 其の 寫眞 にっきまして 細かく 測定し ますと 其の 結果 か 

らして 一 つの 雲の 各部 分の 地面からの 高さが 略、、 分る。 つまり 一 つの 雲の 立體 的の 形 を 知る 事が 

出來 るので、 此の方 法に よって 刷毛目 雲の 形.^」 研究して 見る と 前に 述べた やうに 雲の 頭と もい ふ 
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ベ き 稍" 力た まった 處が 高くて 尾の やうに なった 部分が 垂れ 下って 居る 事が 分る さう であります。 6 

次に 申 上げ 度 いのは 曆狀の 雲の 出來 方であります、 此れ も 矢張り さ 中に 溫 度の 異常な 層が ある 

爲に 生す る ものと 考へ られ ます。 通常 氣溫は 地面から 上る に從 つて 下る のであります が 其の 溫度 

の 垂直 的 分布に 異常が ある 場合に、 或る 層が 何 かの 原因で 少し 持ち上が ると 前に 述べた やうな 里 

由で 冷却して 一 面に 水滴が 出来て 層狀の 雲になります。 此の やうな 雲 は 上側 も 下側 も 水平で 一 枚 

の 板の やうに なつ て 居ります。 處が此 の やう に氣溫 分布の 異常な 層の 上と 下で は 風の 速度が 著し 

く 違 ふ 場合が 可也に 多い、 すると 丁度 水の 上に 風が 吹く と 波が 立ちます やうに、 此の 層の 表面に 

大きな 空氣の 波が 出来る、 其の 波の 峰に 當る所 はさ 氣が 上って 膨脹し ますから、 然ぅ云 ふ 所 は 蒸 

氣が 凝って 雲に なり、 谷に なった 所では 下降す るから 暖まって 雲が 出来ない、 其れが 爲 にさに は 

波形の 雲が 出来る、 所謂 波狀 雲であります。 もし 二つの ちがった 方向の 波が 重なり合 ふと 空に は 

規則正しく 碁石 を 並べた やうに 羊雲 や 鱗 形の 雲が 出來 るので あります。 

次に 丁度 綿 や 布 を 引きちぎつ たやうな 雲 を 片雲と 云 ひます、 例へば 片 積雲と か、 片亂 雲と かい 

ふ 風に 區 別され ますが、 此れ も 矢張り 風が 一 つの 層の 中で も 色々 に混亂 して 居る 爲 にあん な^ 

になる ものと 考へ られ ます。 次に 形の 面白い 珍ら しいので はき 一 面に 蔽 つた 雲の 下 面に 乳房 ひや 

うな 瘤が 並んで 垂れ 下 つ て 居る ので 此れ を a 房狀 積雲と 云 ひます。 それから 叉莢狀 雲と 云って 莢 
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の やうな、 鰹節の やうな 恰好 をして 居る のが ある。 或は 傘の やうな、 或は 海月の やうな 恰好 をし 

て 居る もの もあります。 次に 孤立した 山 や 海岸の 山脈な どが あると 其の 頂の 邊に 何時までも 同じ 

やうな 雲が へばり 着いて 動かない やうな ことがあります。 これ は實は 動かない ので はない、 雲の 

中に ある 水滴 は 始終 人り 變 つて 居ります けれども 然ぅ云 ふ 輪郭 だけが 固定して 居る のであります 0 

此れ は 山の 爲に氣 流が 持ち上がる 爲 に出來 るので あります。 

雲の 中で も 最も 壯 美な 感じの する 積雲の あの 形 はどうして 出來 るかと いふと、 此れ は 殊に 夏の 

頃な ど 地面の 空氣が 熱せられて 充分の 水分 を 含んで 上昇す る 際に 其れが 一 樣に 上昇せ す 局部 的に 

上昇の 盛な 處が ある、 さう いふ 處に 雲が 出始める と 水 蒸氣の 凝結す る 時に 潜 熟 を 出す 爲に 上昇が 

益 ： 盛に なり あの やうに 盛に 湧き上る ので 御座います。 此の 種類の 中で 最も 面白 いのは 雷雨のと 

きに出来る 所謂 積亂 雲であります。 これ は 遠くから 横に 見る と 鐵砧の やうな 恰好 をしたり、 或は 

大圓 塔の やうな 恰好 をしたり して 其 上に はよ く 綿帽子の やうな 所謂 僞卷雲 を かぶって 居ます。 此 

の 雲の 腹の 中から 大きな 富が 製造され て 降って 來 たり 致します。 氣 球に 乘 つた 人が 誤って 此の 雲 

の 中にはい つ て大變 酷い 目にあって 來た 話な どに よると 此の 雲の 中の さ 氣の混 亂の狀 態 は 凄まじ 

いものであります。 此の やうな 雷雨に 聯關 してよ く 龍卷が 起る 事が あります。 龍卷が 雲から 垂れ 

下って 來る ところ は 一 寸 龍の 尻尾と いった やうな ものです から、 昔の 人が 龍 を 見た 話な ども 或は 
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此れ かも 知れない と 思 ひます。 雷雨 や 龍卷に 就て は 面白い 事が 澤 山あります が 時間が ありません 

から 略す る 事に 致します。 

此頃 になって、 飛行機 や 飛行船に 乘 つて 上から 雲 を 見下ろして 撮った 寫眞 など も澤 山あります- 

これ は 非常に 面白い ものでありまして、 とても 地上で は 想像 も 及ばない やうな 面白い もので あり 

ますが、 維に 描いた 人 はま だ 少ない やうで 御座います。 近頃 カラ ー とい ふ 雜誌を 見ましたら、 其 

中に 一 つ、 飛行機から 見下ろして、 雲の 破れ目から 地上の 森 や 田畑の 隱見 する 處を 描いた 油 擦が 

ありました。 今から 百年 も經 つて 飛行機に 乘 つて あるく のが 電車に でも 乘る やうに 手輕に 出來る 

時代が 來 たら、 左樣云 ふやうな 繕 も澤山 出来る だら うと 思 ひます。 

科學 的の 御 話 は 此れ 位に 致しまして、 これから 自分の 見た 输畫に 現 はれた 雲の 話 をす る 順序に 

たります が 時間が ありません から、 一 つ/ \- の 綺に關 する 細かい こと は 可成 略しまして、 極く、 

た， V 一  1^, 的に 自分の 感じた こと を搔ぃ 摘まんで 申 上げます。 固より これ は 專門逮 ひのこと では あ 

ります し、 また 極く 匆卒に 調べた ことで もあります から、 間違った 點も 多いだら うと 思 ひます が 

た -.、 寧ろ 然ぅ 云 ふこと を 調べ て 見たら 面白から うと 思 ふだけ に 過ぎな い の で 御座 います。 

寫實を 主 にしない 種類 の畫 にありまして は、 素より 雲な どは假 令あって も簡單 に 概念的に 取り 

扱 はれて 居る に過ぎない。 雲に 重き をお いて 畫ぃ たやうな もの は 滅多にない。 東洋の 畫は 勿論 西 
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洋畫 でも 然ぅ であらう と考 へます。 例へば 古い 佛畫 など を 見ましても、 いろんな 雲が あります が、 

もう 大抵 型が 極まって 居ります。 吾々 が 見ます と卷 雲の つもり だか 積雲の つもり だか どうも 判斷 

に 苦しむ ものが 多い。 例へば 羅漢が 雲に 乘 つて 居たり する 槍が あると 思 ふと 羅漢の 居る 窒內 にも 

雲が 出て 來る。 阿 彌陀樣 の 御来光に も 雲 は附き 物で あるが、 其の 雲 は 吾々 が 見る と 果して どの 雲 

か判斷 する に 餘程難 かしい。 此れ は 元来 概念的 抽象的 或は 象徵 的の もの だから、 そんな 詮索 をす 

る 方が 無理 かも 知れません。 然るに 一 つ 面白い 寫實 的な 雲が 往々 昔の 宗敎畫 に 現 はれて 居る。 そ 

れは卷 雲の 一種であります が、 頭に 圑塊 があって 其 下から 舌の やうな 或は 尻尾の やうな ものが 横 

に棚曳 いて 居る。 これ は 古い 佛畫 にもよ くあります し、 朝鮮 邊 りの 古い 壁畫 にもあります。 有名 

な法隆 寺の 玉蟲廚 子に も 此れが ついて 居る。 其の 形が 天人の 飛んで 居る 形な ど、 よく 照應 して 居 

所が 西洋の 古い 宗敎畫 にも 矢張り 往々 同じ 雲が 畫 いて ある。 例へば ボチチ H リが 描いた ダンテ 

の 天國篇 の插畫 に、 ダンテが ベア トリ チニ と共に 地上に 立って、 天の 榮 光に 眩惑され 顏を蔽 つて 

. 居る 場が ある、 あの 縫で 天上に 規則正しく 環狀に 並んで 居る のが 矢張り、 此の 同じ 種類の 卷 雲で 

チルヽ ス • ゥ ンチヌ スと稱 する ものであります。 此れ は 偶然の 暗合で あるか、 それ 共 一 つの 源 か 

ら出 たも の だが 分り ませ んが、 兎 に 角 面白 い 形の 雲と して 昔から 注意 深 ぃ畫 家の 腺に ついた もの 
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と 思 はれます。 私 は 天人が 空 を 翔ける とかさ 中から 蓮華 を ふらす とかい ふやうな 考は卷 雲 殊に 夕 

映の 場合の 卷雲 なぞ を 見て 浮んだ さ 想が もとで はない かと 疑って 居ります。 すっと 新しい 畫で、 

同じ やうな 雲 を もっと 寫實 的に 畫 いた 繪 では、 ホルマン . ハ ント のかいた 「五月の 朝」 とい ふの 

があります。 屋根の 上に 少年が 大勢 白い 法服 を 着て 曙光 を 讚美して 居る 畫 であり ますが、 それに 

畫 いて ある 雲が 丁度 前に 述べ た ボチチ H リの雲 を寫實 的に 取り扱つ たものと 思 はれます。 

此の やうに 或る 種類の 雲が 宗敎 的の 氣分を 出す 爲に諸 所で 同じ やうに 用 ゐられ て 居る とい ふこ 

と は 一 寸 面白い 事と 思 はれます。 かう いふ 風に 洋の 東西で 同じ やうに 雲 を 使った 例 を 求めて 見 ま 

すと、 例へば. ヴ イツ トレ - ピサノの 描いた 聖母 子と 聖ァ ント 一一 ォの鎗 に は 其 上の 方に 雲で 輪郭 を 

とった 圓が あり 其 中に 聖母 子が 居る。 雲 は 丁度 松の 皮の やうな 變な ものであります。 所が 卓峯と 

いふ 坊さんが 描いた 觀音 様の 畫を 見る と圖の 下方に 人物が 居て 其の 頭から 煙の やうな ものが 立ち 

上って 其 上が 雲の 輪に なり 其 中に 觀音 様が 居る。 兩方共 全く 同じ やうな 趣向であります。 

一 體 雲の 形は變 化の 多い ものであるから 此れ を 使って 畫 面の 線の リズ ムを つける に は 可也 都合 

がい、 と 見えて、 その 目的に 雲 を 使った 樣な 例が 東洋 畫 にも 西洋 畫 にも 非常に 多 いのは 注目す ベ 

き 事と 思 はれます。 例へば 佛畫 でも E 勢 派の 畫 家の 描いた と傳 へられて 居る 文珠 菩薩が 獅子. に乘 

つ て 居る 圖を 見ます と、 猫 子の 踏んで 居る 雲の 渦卷の やうな 線 を 猫 子の 毛の 渦卷の やうな 線と 全 
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く 同じ 筆法で 描いて あって 此れが 著しい 線の リズ ムを 形造って 居ます。 

其れから 土佐總 など を 見ます と圖 面に 恰好よ く 雲の やうな 形 をした 餘 白が 排 置して あって 此れ 

は 一 面に は 構圖の 無理な 處を 隱す爲 にも 用 ゐられ て 居る やうであります が、 此の 雲の やうな 輪郭 

が 槍の 中の 樹木 殊に 松の 葉の 盛り 上った 梢の 輪郭な ど、 同じ やうな 形 をして 繪の リズ ムを 助けて 

居る やうに 見える 例が いくら もあります。 西洋 畫 でかう いふ 傾向の 特に 著しく 目立つ の は 版畫で 

特に H ッ チン グに 著しい 様であります。 例へば 海岸 か 平野の 風景で 圖 面の 前景に 水平な 線が 多く 

使 はれて 居る やうな 繪 では 空 も 層雲 か 或は 卷雲 など を 水平に 近い 線で 描いて あるの が 多い。 それ 

から 前景に 樹木な どが 澤山 あるので は 穴ェ にも 積雲 を樹 冠と 似た 恰好に 描いて あるの が 多い。 此れ 

は畫 家が 故意に する のか、 或は 無意識に する のか 分りません が、 鬼 も 角 も 雲の 線で 畫 面の 律動と 

諧調 を 著しく 助けて 居る のが 普通であります、 特に 色々 な畫 家の 筆 觸ゃ筆 癖 を 最もよ く 代表す る 

やうな 線 を 見る に は 此の 雲の 描き 方 を 見る のが 一 番早 いと 思 はれます。 此の 閒 見た スチ ュ ー ヂォ 

雜 誌に 米 人の フィリップと 云 ふ 人の 木版 畫が 出て 居り ましたが、 其れ を 見ます と 色々 な 種類の 雲 

が畫 いてありまして 此れが 前景 中景に 現 はれて 居る 種々 な 線と 非常に 巧に 調和 させて あります。 

此れ も 故意で やった もの か、 或は 無意識 だか 分りません が、 鬼に 角 一 つの 注意すべき 事實 であら 

うと 思 ひます。 最も 滑稽に 思 ひました の は、 英國の 漫畫家 p 1 ランド ソンと いふ 人の 描いた 風景 が 


畫で いづれ も 型に はまった やうな 樹木が かいてあります が、 此 等の 樹の 上に 出て 居る 雲が 皆此等 

の樹 稍と 同じ 恰好に 描いて あって まるで どっちが 木 だか 雲 だか 分らない やうで 滑稽で あると 同時 • 

に 又 雲と いふ 形の 不定な 物 を 描く 時に 不知 不識の 間に 畫 家の 筆 癖が 現 はれる とい ふ證據 になる か 

と 思 はれます。 今版畫 のこと を 申しました から 序に、 日本の 版畫に 描かれた 雲の ことに 就て 申 上 

げ ます。 日本の 風景 版畫 では 廣重 とか、 北齋 とか 云 ふ 代表的の もの を 見ましても、 雲と いふ もの 

を 一 般に 極めて 輕く 取り扱って 居る、 此れ は 無論 此 種の 版畫の 本質 上 止む を 得ない 事 かも 知れ ま 

せん。 廣 重に は 雲 は ー體に 少ない やうで あるが、 適に それが ある 場合に は それ は 矢張り 大分 廣重 

臭い 雲に なって 居る から 面白い と 思 ひます。 北 齋の版 畫には 可な り いろんな 雲 を畫 いて 居る やう 

で 就中 積雲の 類が 多く 描かれて 居る。 其の 雲の 節 くれ 立った 描きぶ りに は 矢張り 此 人の 描いた 裸 

體の 人間の 筋肉の やうな 所が 見える。 獨 逸の ヂュ ラ ー の版畫 についても 全く 同様な 事が 云 はれる 

かと 思 はれます。 

畫 家の 個性 を 最もよ く 抽象して 示す 一 つ の 目標と して いろんな 畫 家の 畫 いた 雲 を 調べ て 見る と 

いふ こと も 面白いで は 無い かと 思 ひます。 例へ ばセザ ン ヌ とか ゴ ー ホ とか、 然ぅ云 ふ 人の 畫 でも 

さう であります、 私 は 複製し か 見 ませぬ がセザ ン ヌ の 積雲 は何處 となく 彼の 林檎に 似て 居る し、 

ゴ ー ホの雲 は 狂 熱に ふるへ 燃えて 居る やうであります。 單に 此んな ぼんやりした 感じば かりで な 
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くもう 少し 綿密 に此 等の 畫 家の 雲 に 現 はれた 筆觸 など を 研究したら、 他の 定形 物の 場合の やうに 

其の 具象に 囚 はれる 事な しに 备 家の 個性 を摑む 事が 出來 はしない かと 考 へます。 古い 西洋の 畫で 

も 雲なん かに は 少しも 頓着 無しに まるで 馬鹿にして 居る やうな 人が あるかと 思 ふと 又 一 方に は實 

際の 雲 を 可な りょく 見て、 さう して それ を畫 面に 調和よ く 取り入れて 居る 人 も 可な り ある やうで 

あります。 アン ゼロの 如き は、 風景 畫 など を 描く の は 馬鹿 だと 云った さう で、 無論 雲なん かに 餘 

り與 味はなかった と 思 ひます。 もっと 古い 所から 搜 して 見ます と、 先づジ オットの 複製の 手近な 

の を 調べ て 見る と 雲の 描いて あるの は 殆ど 見當ら ない。 併し 面白い ことに は此 人の 畫 いた 或る 宗 

敎畫 の、 穴 ェにチ H ルビン 卽ち 子供の 天使が ならんで 飛んで 居る 其の 形ゃ排 置が 丁度 高層の 卷 雲の 

或る ものに 何 處か似 かよって 居る 事であります。 此れ も 前に 述べ た 事と 照應 する やうに 思 はれま 

す。 次に 十五 世紀 頃の 畫 家の を搜 して 見ます と レオナルド .ダ - ヴィ ンチ のに は往々 丸い 精 雲の 

塊が あります。 これ は 近年の 人のに も餘 計に 見ない 珍ら しい ものであります。 ポチ チェ リ 時代の 

バ ルド ウイ ネッ チの 聖母 子 像に は爽狀 積雲と でも 云った やうな ものが 描いて ある。 此 種の 雲 は 其 

他の 宗敎畫 にも 遷、、 現 はれて 居る やうに 記憶して 居ます。 例へば マン テ- ーァ、 ボチチ^1 リ にも 此 

れが ある。 次に ヴ H  ニス 派の ものに なると 雲も餘 程寫實 的に なって 居ります。 チ、 アンのに は 高 

層雲が 多く 現 はれて 居る。 それから ジ オル ジォ ネのヴ H ヌス といって 通俗的に 高名な 綺を 見る と 
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此れに は積亂 雲が 巧に 描いて ある、 それが あの 输の 生々 しい 感じに 調和して 居る やうであります 

が、 それ は 鬼に 角積亂 雲の 如き 常： H 的で ない 雲形 を畫 くやう になった の は、 畫 家の 眼が 可な りに 

空の 現象に も 注がれて 来た 證據 でない かと 思 ひます。 

次に パ ォロ  . ヴェ a ネ— ゼの畫 を 見る と、 此れに は いろんな 高さの 違った 層の 雲が 一 つ の畫面 

に 描き 分けて あるの が ある、 巧拙 や 氣品は 別問題と して 雲の 描 として は 鬼 も 角 も 大分 進歩して 

居る やうな 氣が 致します。 それから 後の 時代の 人で はル ー ベ ン スが 居まして ラ ス キ ン の 云 ふ 所に 

よると ク ー ナ ー 以前に 規則正しい シ ー ラ ス の 雲を畫 いて 居る の は此人 だけ だと 云 ひます。 此人も 

可な り いろんな 層の 雲を畫 いて 居る やうであります が科畢 者の 眼に は餘り 感心が 出來 ません。 そ 

れ から 下って 十八 世紀 頃の 佛蘭 西の 名高い 畫 家に は 却って 雲な どはい、 加減に かいたの が 多い や 

うに 思 はれる、 此れ はどうい ふ譯 だか 私に はよ く 分りません が 或は 時代が 白粉 臭い 時代であった 

爲に 宮廷 畫 家に は 空の 雲な ど は 閑却され たか も 知れない と 思 ひます。 

次に 所謂 ナチ ュ ラ リストの 風景 畫に なると 流石に 可な りい ろくな 雲が 畫ぃ てあります けれど 

も、 其 等の 雲の 描き 方が 惡 いと 云って、 ラスキンが いろく 論じて 居る、 此れ は 多く 御 承知の 事 

と 存じます。 次に 和 蘭の 風景 畫家 になり ますと 中々 寫實 的に うまく 描いて はあり ますが 雲の. 種類 

が 割合に 單 調で 層積雲な どが 最も 多い。 尤も 此れ は氣候 風土の せゐも ありませ うし 又此 等の 畫が 
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曇天の 光線 を 便利に 感じた せゐ かも 知れません。 鬼に 角 此れ は專門 家の 御 研究 を 願 ひ 度い 事 だと 

考 へます。 

次に タ ー ナ ー の 雲に ついては ラスキンが 非常に 賞 讚して 居る 通り 卷 雲の 複雜な ものな ど を隨分 

うまく 畫 いて はあり ますが 科學 者の 眼から 見る と 少し 胡 魔 化しら しいの もない 事はありません、 

唯 非常に 稀 有な 場合な ど をよ く 注意して 觀 察して 居た 人 だと 思 はれます。 私の 見る 所では 寧ろ 亂 

雲な どの 畫に 非常にう まく 急所 を 捕へ て 居る と 思 ふの があります。 それから ス コ ー ルと稱 する 驟 

雨の 雲な どに は 氣象學 の敎科 書の 插畫 にし 度い と 思 ふの が見當 ります。 

次に 少しば かり 東洋 畫に 出て 居る 雲に つ いて 感じた 事 を 申 上げます。 前に も 述べ たやう に佛畫 

に はよ く 雲が あります が 神様の 緣 起繪卷 などに も 同じ やうな 雲が ある。 それから よく ある 雲 龍の 

園に は 雲が 主要な もの になって 居る が 大抵 型が きまって 居て 丁度 飴で もこね ま はした やうな 雲が 

描いて ある。 龍卷の 中の 空 氣の旋 轉禍動 を象徵 的に 表 はした ものと 考 へられる。 尤も 私の 見た も 

の. - 中で 一寸 變 つた ものが ありました、 それ は 能阿彌 とい ふ 人の かいた 龍であります。 扇形に な 

つた 積亂 雲の やうな ものが あって 其 上に 龍が 顎 を 載つ けて 居ります。 これ は 幾分 か獨 創的ぢ やな 

f ハ かと S ひます。 此れと 形の 似た 雲が 嫁 川 春 章の かいた 普賢 菩薩の 園に 出て 居る。. 菩薩 を乘 せた 

ク 

話 象の 踏まへ て 吾る 雲が 漏斗の 形 をして 居て 下に 尾 を 垂れて 居る。 此の やうな 漏斗 形の 雲 は 實際稀 
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に 生す る もので 此 の 圖も 全く の 空想で は あるまい と 思 ひます。 

次に 雷神の 圖 にも 雲が つき 物で あるが 此れに も、 渦卷の やうな 雲を畫 いたの も あるが 叉 亂雲を 描 

いたの も 可也 多い。 例へば 光琳の 雷 公園で も亂 雲が かなり 亂雲 らしく 描いて ある。 谷文晃 の明皇 

月 宮殿に 登る 圖と いふのに 描かれて 居る 雲 は 幾らか 舊來の 型 を 破つ て 居る。 此人は 鬼に 角 種々 の 

點で オリ ヂナ リチ ー のあった 人 だとい ふ 事が 此の 雲の 描き 方で も 窺 はれる ので はない かと 思 ひま 

す。 もう 少し 新しい もので、 菊 池 容齋の 蒙古 軍 襲来の 圖を 見る と 大抵 低氣 壓の亂 雲ではなくて 寧 

ろ 驟雨の 雲が 描いて ある。 まさか 故 實に據 つた 譯 でもな く 此方が 圖が 面白い からさう したの だら 

うと 想像され ます。 

畫 面の 氣分を 助ける 爲に 特殊な 雲 を 使 ひ 分けて 居る ので は獨 逸の ベ ッ クリンな どが 著しい 例 だ 

と 思 ひます。 凄い 光景に 片 積雲 を 配したり 靜 かな 景色に 卷雲を あしらつ たりして 居る。 それから 

英國の ラフ ァ H ル前 派に も そんな 例が 多い 。前に 舉 げた ホル マン. ハン ト もさう であるが、 サ — . 

ジョン. ミレ ー スの 「安息の 谷」 の畫 にあしら つた 莢狀 雲な ども 靜 かな 氣分を 助けて 居ます。 南 

顏の松 下 磨 鹿の 圖に 紫色の 莢狀卷 層雲の やうな もの を 描いて あるな ども いくらか 此れに 類した 趣 

向かと 思 はれます。  . 

さう かと 思 ふと、 ミ レ ー の やうな 田園 畫家 でありながら 存外 雲に は 一 向 頓着して 居ない らしい 
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人が ある。 叉セ ガン チ 二の やうに 瑞 西の 山間に 在りながら 碌な 雲 を かいて 居ない 人 も ある。 此れ 一 

は 恐らく 銘々 の畫 家の 天性に よる 事で あらう と は 思 はれます。 シャヴ アンヌな ども 雲の 方で は 落 - 

第す るか も 知れません。 却って 後期印象派の 先生方が 亂暴 なやうな 描き 方の 中に 雲の 急所 をつ か ，； 

んで 居る のが ある やう に 思 はれる の は 面白い 事 だと 思 はれます。 

次に 一 つ 皆さんの 中で 御 承知のお 方が あったら 敎へ て 頂き 度い と 思 ふ 事が あります。 獨 逸の ナ 一 

ゥマ ンと いふ 地質 學 者が 日本に 來て 居た 事が あります が、 此 人が 富士山に 關 する 論文 を 書いて、 

ミュ プ 〈 ンの 地理 學協會 に 提出して 居ります 。それ を 見て みます と 中に 日本の 畫 家で r シュ ー ガ」 

とい ふ 人が 澤 山に 富 士の搶 を かいて 居る とい ふ 記事が ある。 其 人 は 靜岡邊 に 住まって 居て 毎日 富 

士を 眺めて は寫 生し 多くの 木版 を 作った と ある、 其 中に 富士の 頂の 眞 上に 三重に 笠 を 被った やう 

な 雲が 描いて ある。 此れが 大變 珍ら しいと いふので ナウ マ ンが澳 太 利の 氣象學 の 大家に 聞き 合 は 

せた が 充分の 說明を 得なかった とい ふ 事が 書いて ある。 口 ー マ 字で シ ユウ ガと あるが、 どうい ふ 一 

人 か 分らない。 此の 畫 家の 事 を 御 承知の 方が あったら どうか 敎へ て 頂き 度い と 思 ふので あります。 

兎に角 日本の 版畫の 雲が 獨 填の 學術界 の 問題に なった とい ふの は 一 寸珍 らしい 話柄 だと 思 はれま 

す。  . 

以上 一向に 取り止めの ないやう なお 話で 御座いま したが、 鬼に 角畫 家で 雲に 對 して 特別に 注意 お 一 


して 居る 人 は 《r 合に 少ない やうに 思 はれる、 洋畫 でも 日本 畫 でももう 少し 雲 をよ く 研究して 科學 

者 力 見ても を かしくない やうに すると 同時に 藝術 的に も繪の 效果を 高める やうに 利用す る餘 也が 

あり はしない かと 思 はれます。 誠に どうも まるで 雲 を 摑んだ やうな 御 話に 終りまして 濟 みません 

でした が、 これで 失禮 致します。 (大正 九 年べ"、 美術 n; 報) 
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をの 一 連句 

鳶の羽 も 刷ぬ はっし ぐれ  去來 

(東洋 狨) これ は 冬 も 初めの 景色、 樹の 梢に でもと まって ゐ る鳶、 それ は 枯木の 瘤の やうに 動 

きもせ すに じっとと まって ゐる鳶 が、 折 柄 ハラく と來た 一時 雨、 それ はこと し 初めての 時雨に、 

ちょいと 身動き をした. - それ は羽蟲 をと るの か 羽 並 を そろへ るの か、 しきって 羽毛 を かいつ くろ 

つて ゐる。 11- 初の 時雨の 心 持、 初冬の その 寒う 曇った 天地の 中の 一 羽の 鳶の 孤影、 その 孤影 を 幼， 


容れ て廣く 大きな 陰氣な 天地、 それらが 一 つに 溶け合うて 景 情を豐 かにし て ゐる。 —— 「鳶の 羽 

も 刷ぬ」 とい ふ 事象の 描出 もむ しろ 却って か、 る 事に 對 する 心 持卽ち 情感の 一 つに 受け取らる、 

修辭の 妙 を 見なければ ならぬ。 11 もの 字、 古来 議論が あって、 或は 「鳶も 羽 を」 とい ふべき を 

顚 倒した の だとい うて それ は 他の 諸 鳥 を もこ もらす の だとし、 或は 「鳶の 羽 も 人の 衿 も」 という 

て 木の 下 藤に 雨舍 りする 人の 所作に 對 せしめる の だとす るが、 これら は 皆 穿鑿に 過ぎた とい ふべ 

く、 それ 程 深く この もの 一字に 意味 を 持た しめす、 却って 意味 は 別にない もで、 此の もで 事象に 

通 ふ 人の 情趣 を 出して ゐる とすべき である。 サッと 來た初 時雨、 ふと 嘴で 刷 ふ 羽 並、 唯 それだけ 

である。 若し 傳 ふる 如く 鳶の性 羽 を 惜しむ もの なれば. W 更、 さう でなくても あの 醜い そして 氣の 

荒い 惡 鳥の 鳶が心 がらから でない にして がその 餘所 HI にさへ 一 しぐれの 雨に も 羽 並 をつ くろふ さ 

ま は、 宛ら  一 I 卞 にも 衣块を 顧みる 人の 心情に も 通 ふ ものが なきに あらす だ。 さっと 一 しぐれの、 

ちりけ もとから しんみりとの 寒さ は、 見る 眼の 感 する 心で あらう に。 

(寅 日子) 鳶は ー體羽 並の わるい、 だら しのない 感じの する 鳥 だと 思 ふ。 それが 初 時雨の 光景 

の 中に ちゃんとした 姿 をして 居る やうに 見えた の だら う。 作者の 初 時雨の 感じ を、 *| の 中に 移し 

人れ たものと 見たら よから う。 
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一 ふき 風の 木の葉 しづ まる  翁 

(東洋 城) 前 句で サッと 時雨れ て來 ると、 それと 前後して 二 風が 木の葉 を騷 がして 木の葉 をハ 

ラ ハラと 散らす。 風に 逆立つ 羽毛 を鳶が 嘴で その 羽 並 を 直す と、 その サッと 來た嵐 は 時雨と 共に 

止んで 木の葉 はもう 動 a. しなくな つて 靜 まって 來た。 11 風が 止み 木の葉が 散ら なくなって 天地 . 

は 叉 時雨れ 來る靜 寂に 還る のであった。 —— 强 ひて 逆 付に しなくても、 ^と 風と を 一 絡に して さ 

て その 風の 木の葉の 靜 まるの は 同時に 時雨 も 過ぎる ものと 見て 差 支へ はない。 

(寅 日子) 動の 後に 來る 靜の靜 かさ を 云ひ盡 して 居る。 の 亂れた 羽根の 整った 感じと 對應す 

ると 思 ふ。 

股引の 朝から ぬる &川 こえて  凡 兆 

(東洋 城) 「股引 を 朝から ぬらす，」 と 云 はない 處に うれしい 處が ある、 これ は 「蔦の 羽 も」 と 

同じ 行き方で ある。 畕 へ 行く か 山へ 行く か 將た又 里へ 用達しに 行く か、 とかく は 朝 出かけての 道 

の 程に 徒涉 るべき 川が あった。 渡らう とすると、 サ アツと 風が 吹いて 川の 水の面に は 俄に 浪 立ち 

岸の 木立から は 木の葉が サラ くと 散り か、 る、 寒さが 一 人 感じられる ではない か。 その. 2： 氣違 ^ 


ひ 風の やうな ひどい 風が 吹き 止んだ、 風と 共に 木の葉 も 川 浪も靜 かになる。 もとより 徒涉 るべき 

程の 川の ことで あれば 股引 は 蹇げて も 這 人った であらう が、 波の 餘勢 はからげ た 上の 方まで 水 を 

はねて 思 ひも かけす 股引 を 濡れさせて しまうた。 草鞋の 爪先 さへ 濡らす こと は 朝 足に 忌む に 股引 

まで ぬらす と は、 とちよ いと いま./,^ しく 思 ふところ である。  つまい 附方 だ。  前 聯の景 

色 を 骨に した 心 持と は 全く こと 變 つて、 よく 光景に 在りながら その 光景の 中の 人物の 其 場の 心情 

今の やう、 おのれの やうな のに 景色から 心 持の ぬけ 出て ゐる 所の 變 化の 仕方、 心情 をす らも 敍し 

てゐ なくて 充分 それの 出て ゐる こと を 見逃がし てはいけ ない。 —— それから、 「股引 を 朝から ぬ 

らす」 といはなかった ことの 巧妙 さは 前に 已に言 うたが、 その 巧妙 を 極めた 「股引の 朝から ぬる 

る」 にす ぐ 「川」 「こえて」 とつ き 得る ことの 自由 さ を 驚かなければ ならぬ。 —— 「冷氣 身にしみ 

て堪へ 難き につけて その 日の 不仕合 を 思 ひやり 朝から ぬる、 と 打ちす したる 樣」 と 古人の 解 はよ 

いが 「風の 絡 間 を 待ち 股引ぬ ぐ 間に 又 嵐 吹かむ と慌た しく」 と は あまりに 穿ちす ぎる であらう- 

一吹き 風の 静まった の は 待ちつ けいでも、 もし は 吹き 止んだ 風の 名殘 に、 もし は 渡る 內に 止んで 

來 たものと して 止む 前の その 風に 波立ちて、 濡れまい 懦 ら すまいと 思ふ邊 まで 思 はす 濡らした こ 

と、 する 方が ふさ はしから う。 「股引の 朝から ぬる、」 と はどうしても 覺 悟して 濡らして か、 つ 

たより 一 通り 濡れぬ 用心 をした のに 儒れ たの はつめ たさ 佑し さも 餘計 あらう —— ともかくも 隨分 
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複雜な こと をい と 易々 と 扱って 其 效を收 めて ゐ るの は 嘆 稱に値 ひする と 田. J ふ。 

(寅 日子) 此の 句 だけ 見る と、 何となく 暖かい 時候の やうな 感じが する。 そして 一 體に濕 つぼ 

ぃ氣 持が する。 それで 僕に は 前の 句との そぐ ひが 惡ぃ。 

たぬき をお どす 德 張の 弓  史 邦 

(東洋 狨， } 畑 中 か 野路 かの 小さな 川 を 徒渉って 向 岸へ 上がる と、 そこの 畑 か 草 むら かに 一張の 

弓が 置いて ある、 弓 は 本當の 弓ではなくて 德で 作った それの、 謂 は まじな ひか 案山子の やうに _ 

畑へ 出る 強な ど を 威 かしの 代と 見える。 百姓 共の 仕 懸けて 置いた ので あらう。 —— 自分で その 弓 

を 仕 懸けて ゐる とか 他人の やって ゐ るの だと か 古註 は 頻に仕 懸ける 人 をと やかう いふが、 これ は 

弓 を 仕 懸けた 人 は 見る 要はな く、 篠 張の 弓 だけが 仕 懸けて あれば よい。 11 ザブ くと 股引まで 

ぬらして 濕 つぼくな つて 川 を 越し、 岸へ ついて 陸へ 上がる と、 乾き 切った 畑 土に 静かに 篠 張の 弓 

が 仕 懸けられて ゐ たこと も いかにも 山際な どの 風情で あらう。 —— それから 濡れ 心地から 乾いた 

土へ の 心 持の 移りの 格別 さ。 

(寅 日子) 此れと 前 句と を 合 はせ て 見る と 前 句の 川が 小さな 谷川ら しく 思 はれて 來る、 そして 

景色が わりに 鮮明に なつ て來 る。 11 前 句から 此の 句へ 移る と 心 持が 少しく つろ いで 餘裕が 出来 
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てく る處に 面白味 を 感じる。 

まいら 戶に蔦 這 か、 る { 竹 の 月  翁 

(東洋 城」 「まひら 戶」 と は 表に 横 棧の密 に 打ち ある 戶と 字彙 にある。 いづれ 緣 側近い 所に あ 

る戶 で、 緣の下 か 軒の 先に 生 ひ 茂る 蔦 かづら は蔓を 伸ばして そこの 戶ま でも 一 杯に 這 ひと ぢて仕 

舞 はう とする 勢 ひで ある。 かほ どに 古び かほ どに 荒れた この 家の、 さて 秋の. W 月の 光 そこに 射し 

て 細やかな 橫棧の 戶に這 ひか、 る ー户？ かづら を 照らし 出 だす この 一 境の 淋し さ、 と、 そこの 軒に か 

も して ある 尸フ、 それ も、 つい 夜に なれば 人 を 侮り 飯櫃な ど を 窺 はんとす る あのい たづら 者の 魄 

め を 威し の 道具の 德張ぢ やまで C —— まひら 戶に 蔦の 這 ひか、 る、 と は、 さし 人る 月に 軒な どの 

蔦の 影の 戶に 映りた る こと 、 い ふ說も あるが、 まこと 蔦の 這 ひか、 つ てゐ るのに 宵 月の さすの を 

なぜ 排 する ことが 出来よう。 

(贫 日子：) 僕 も 何とな し 荒涼の 心 持が する。 そして 此の 月 は 弦月で ありさうな 氣 がする。 前 句 

の 「り」 の 字に 化かされて 居る かも 知れない。 

人に も くれす 名物の 梨  來 
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(東洋 城) 緣 偶の 戶棚か 何 かの まひら 戶に 外側の 古 壁 をべ つと り 這 ひと ぢた蔦 かづら が 蔓打伸 

ばして 這 ひ 廻る までの 古い 荒れた 家と して、 そこに ゐる あるじの か、 る 破屋に こそ 住めな か/ \ - 

に 心 ゆかしく、 折 柄の 秋の こと を 誰が 贈って やら 名に 聞こえた 産地の 梨 子の 二つ か 三つ か を、 樂 

しみ 悅び 人に もやら す、 唯 數顆の 木の 實を かく 珍重し 愛惜す る こと、 殊に か、 る 群の 中に てと は、 

富者の 知らぬ 心の 驕り であらう。 唯 そこに 秋風 裡 草屋 裡 に數顆 の 名菓 を 見る。 その美し さ。 —— 

「人に も くれす」 を 吝嗇の やうに いふ は 理窟に 捉 はれる ので、 仕舞って ある 戶 棚の 內が 見える 見 

えない など、 は 愈" 穿鑿 過ぎよう 自體 この 句、 人の 所懷 ではない か、 見えぬ といへば 人の 頭の 中 

はどうに も いっそ 見えまい ぞ。 —— 前々 來の 屋外の 場面 は 直ちに 人って 屋： s: に轉 じた、 まして 屋 

內の ー小微 物にせ 界を 止め それから 更に 人の 所懷に 流れ 行いて ゐる。 こ A までの 表の はこび 屋外 

から 屋外と 迎 つて 止まる 所 を しらないの を、 どっこい さう- f.- 走って はと 抱きと めた 去来の 手柄 

である。 か、 る大 用の 際に 梨 子の 所在 を 探し 廻る 暇が あらう か、 どこから か 貰 ひ 合 はせ た 梨 子に 

と まる 心の 味 「人に もやらぬ 名物の」 とはい ひもい ひたり、 据 ゑも据 ゑたり である。 

(寅 日子：) 此の 梨 は、 緣 先の 樹に 生って 居る 梨で あると 思 ふ。 此の 主人 は 少し 世 をす ねた 變り 

もので あらう。 
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かきなぐる 14.- 畫 おかしく 秋暮て  邦  % 

(東洋 狨) 今 はもう 唯 盆 中の 梨 子で ある。 盆 中の 梨 子 を 熱愛した 人 は そこに その 盆 中の 梨 子 を 

見る ばかり、 更に その 梨 子 さへ も 眼中に も あるまい。 晚 秋の 風物お のづ から 心 を そ、 のかして 筆 

を 採る や 否や 墨 を 掃いて 繪は 心の 赴く に 任 かせる、 愉快な 氣 面白い 筆致に さっさと 输 が 成って 行 

く。 その 處に もはや 「人に も くれぬ 名物の 梨」 の 執着 もな く、 唯 そのよき 心地の み殘る を、 一 氣 

に 書きなぐる 畫の 奔放 さ、 人の 爲に筆 を 染めす ひとへ に 意の 鹳 ふま、 の 磊落 超晚、 それが あの も 

の 、淋しくな り まさる 秋 も 行かう とする 世界で あると は。 

(寅 日子) 前 句と 繽 いて 少し 人間 臭 さが 重疊し 過ぎる やうに 思 ふ。 (大正 十二 年 七月、 漉 柿) 
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はき ご、 ろよ きめり やすの 足袋 

• (東洋 狨) 秋 もやう- 暮れて 行く に、 候 も 冷え そめ、 そろ.^ 足袋 も はき 初める ころで ある。 

畫 かきな どのき 好き はおの づと 調度から 身の ま はりに も 現 はれ、 舶り もの & 珍品な ど 人に は 先ん 

じて 手に 人れ るので、 その 頃 珍ら しく もあった らう めりやす ものな ど、 殊に は 肌 ざ はり も 素直に 

柔 かく 至って 穿き 心よ いその 足袋 を 冷たくな り 行く その 頃 あた、 かに 穿いて ゐる ものと すべ きで 

ある。 その 秋から 漸く 冬に なって 行く ところと、 その 時節に 應 する 心と がしつく りして 其 上い か 

にもく つろ いだと ころが ある。 立場 も あり 風情 も あると 思 ふ C   當時 メリ ヤスな どきつ と拍來 

の パリ/ \ であった らうから、 その 時分 そんな もの をめ で &用ゐ た 人 も、 叉 そんな もの を 句の 材 

料に する 作者 も、 隨分 新しい 材料 を 探して ゐ たものと 見える。 —— はき 心よ きとい ふの も 隨分メ 

リャ ス とい ふ もの を摑 まへ てゐ る。 

(寅 日子) 前々 句から 人間臭い 句が 三つ 續 いて、 少しうる さい 感じが する。 
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何事 も 無 lis の內は しづかな り  來 

(東洋 狨) 一語 を發 すると 唯、 もうあと は千言 萬 語、 そのたに 一語 を發 する までのし まで あ 

る。 人が たに じっと ある 時、 じっと ある 間、 何の 一語 も發 せられない 時間、 そこに は 現在が ある 

ともない とも、 未来から 永劫に 亙って た：；^ もう 一本、 始 もなければ 終 もない 有様で ある。 人の 世 

の 何ンぢ ゃ彼ぢ や、 これ は 皆 一言 人が 口 を 切る ことに 起る ので、 一つ 石を投 する からの こと、 投 

じなければ いつまでも 靜 かなる こと 太古の 如き 水な ど、 一般、 もし その 一言 を發 しなかったら、 

唯もう その 前に 靜 かに 又 その後に 靜か であらう。 —— 前 句 メリャ ス の 足袋 を 穿く 人 を 僧な ど、 見、 

無言の行 中餘 念の 障礙 なき 樣 とかの 參禪の 結跏趺 坐のと ころ、 とする 古説が ある。 あの 坐 禪の時 

に 尻に 坐 蒲 團を當 てる やうに 足袋な ど も 穿く ことか、 けれど も修 行 僧 のこと であるから 足袋 も 穿 

かすに 身に 奉す る こと も 薄いで あらう を、 まして 珍な メリ ヤスな ど、 は。 これ は必. f- しも 僧と 定 

めす 坐禪 とも 極めす、 左様に メリ ヤスの 足袋な ど贅に 用うる よき 境界の 隱居 などが、 せに やなら 

ぬ 交際 携 はらな き やならぬ 取引 もな く、 自分 さへ 思 ひ 立たなければ 一 日ぢ うで もも だし 過ぐべき 

やうな ところの 安息な 身柄 の 體驗と しても 可い と 思 ふ。  兎角 は 何と しても、 何事 も 無言 の う 

、  、ゝ  、  、、、 

ち も、 うち も、 うちもも、 靜 なり も 凡そ 一 々のこと わけ、 そんな もの はどうで もよ く、 唯一 氣に 
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無 一一 一一 n の內は しづかな り」 と 打 誦し 去った 心境に 無形に 無 着に 無念に 空に とに まらなければ ならぬ。 

あた リ  ぬく さ 

足に さはり も外壓 も溫暖 もす ベ てが 程の よい 足袋が あり、 心に は 一 言 も 一 念 もす ベ てが 何も 無い 

やうな 靜 寂が あるのに、 さて 一 つに 歸 つて 足と いふ もの も 心と いふ もの もない 境地に ふわりと 立 

つに 至る こと を 忘れて はならない。 —— 「走 曰きな ぐる 1.1 擒」 に 「はき 心よ き」 の附 きもい 、が、 

「めりやすの 足袋」 にこの 「何事 も 無言の 內は しづかな り」 の附 きも 又 一段とよ いもので ある。 

(.K 日子) よく 分らない が、 しかし 面白い と 思 ふ。 厭味に 陷 りかけ たのが 救 はれて 居る。 と-ほ 

けた やうで 落 付いた 心 持が ある。 

里 見え 初て 午の 貝 ふく  蕉 

(東洋 狨.) 此の 聯 になる と、 前 句 は、 無言の行 をして ゐ る修驗 者な どの 身柄になる。 さて 行 も 

了へ て 下山 をして 來 るのに 時々 に 先達が 法螺貝 を 吹き 立てる、 中に も 午の 刻に 當る時 午の 貝と て 

吹く の は晝餉 のしら せか、 まだ 山路で はあって も： など も 吹く ので、 矢張り 静かな 境で は あるが 

さっき 迄の やうな 靜 かな 行から は立歸 つた ある 音聲の 世界で はあった。 したが 尙 その 山中の 靜か 

さで は ある、 た 無言 行中の 靜 かさに 比べて 里 も 近く や、 世 騒がしと 思 はぬ に は あらぬ も、 實は 

家路に 向 ふ 解 行の 安らか さも ほのめく ので ある。 I - 山上の 寂寞 を 以前に ひかへ て 山 下の 人里 を 5= 


今 眼に 近づけて 來 たことの やつば り 物静かに 心 澄み渡る こと、 吹き 立つ る 貝の 音の 高々 しく も 

午の 日の 盛りで あっても  。 

(寅 日子) 午の 貝 は 里で 吹き 鳴らして 居る のが 聞こえて 來る としても 面白い と 思 ふ。 何もない 

空漠た る 背景の 中に 先づ 里が 現 はれ、 次いで 貝の 音が 現 はれて、 段階 的に 複雜な 光景の ヴ イジ ョ 

ンを呼 起して 來る處 が 面白い と 思 ふ。 

ほ つれたる 去年の ね ご ざの した、 るく  兆 

(東洋 城) この 句に 來ては 午の 貝 を 吹く とい ふの は、 午 飯 を 知らし 渡す ので ある。 次第にく 

見え 出して 來 たート 里、 そこへ ついたら 中 食 を するとい ふこと を、 行く^- -、 仲間へ 知らせ 又 そ 

れ となく 里の 方へ も 一 行の 近づく の を 知らせる ので ある。 やがて その 里に も 人り 辨當の 茶な ど 沸 

かして 貰 ふべ く 一軒の 小 家 をた のむ。 家の 者の 親切、 そのいた はり 心に、 上がり框 緣 端の 古くむ 

さくる しいから と 持 出す 萬 蘆 も 唯の 敷 奥 蓮で はなく、 夏の 夜 を 暑くて 寢られ ぬと て 蒲團の 上に 敷 

くその 寐奠 産、 それ も 去年の 夏 散々 に用ゐ はや 煤に 茶色に なった の、 耳 さ へ ほ つれたの を 敷か さ 

れ C いよ./ \ 埃 じみ 垢 じみた 感を强 くしつ 、腰な ど 打ち かくる ので ある。 —— 小 家の さまの いろ 

いろ、 里の さまの くさ/ であらう に 叉 里が 見え そめて 貝 を ふいて 遠く 知らせる ところ 力ら 一 氣 
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に 飛んで、 もう 着いた 里の 休んだ 家の そこの いろ- (-の 中の た^ 一  つの 莫 産に 受ける ところの 思 

ひ 切った 心 は 連句でなくて は出來 ない まことに 俳諧 獨 得の 放れ 業で あらう。 此の 句に 限った こと 

ではなく、 連句で ある 以上 凡そ 其の 妙 はすべ てに あるが、 此の 句な ど は 誰に も 解り 易い ところで 

あらう。 

(寅 日子) 午 時の 何とない 倦怠の 心 持 を、 ほ つれた 蔵で 象徵 した ものら しい。 した、 るく は そ 

んな 意味 だら う。 

芙蓉の はなの はら とちる  邦 

(東洋 城.) この 花 秋の 芙蓉で はなく、 夏の 蓮の 花で あると する 古註 尤もで ある、 もし 秋のと せ 

ば 秋季が 三句績 かなければ ならない からで も ある。 —— この 句 前の 句の、 去年もう 用ゐ 古した 古 

寐莫蘆 を 又 持 出して その ま、 用ゐ るに、 その 色と いひ 緣のほ つれと いひ、 いかにも もの 汚く、 も 

のむ さいの を、 端 居に 叉 はふし どに、 夕べ 將た あした、 とい ふ を、 その ま& すぐ 眼前の 光景に す 

ベら かして、 さて そこの 池の 蓮の 滿 開の 花のう つくし さ、 見る うちに 一 ひら 一 一 ひら はらり/,^ と 

散った、 とい ふので ある。 —— -小 家の 伦居 にした、 るい 古い 寐莫 蓮の ほ つれ や 煤 染みた 色と、 涼 

しい 水のう つくしい 蓮の 花の さて はらり./. \- とちり こぼれる のと をぢ かに 向き合 はしめ たと ころ 
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に、 そして その 二 境の 折 合 ふところに 何者か、 にある ではない か、 その 何者か 例の 連句に 特殊な 

味 を 提げて ゐ るので ある。 —— した、 るく を 滴りが ましく 見、 奥 蓮 は 垣に 懸けて 干した のがす ベ 

り 落ち 下の 蓮 池で ぬれ 其の 莫 産が 觸れて 蓮の 花が ちった、 とする 說 はちと 穿ち 過ぎた やうに も 思 

ふ、 そこまでに 見なく ともと 思 ふ。  「はき ご、 ろよ きめり やすの 足袋」 に 「何事 も 無言の， 2 

は しづかな り j を、 「ほ つれたる： 一 にこの 句 を、 スパ リ，^ とつけ る こと を 連句に 驚き 眺めな けれ 

ばなる まい .0 

(.W 日子， } 秋の 芙蓉 は 萎んで 一 かたまりに 落ちる。 此處の は 連に 相逮 ない。 煤けた 陰 氣な前 句 

の 光景の 中へ 新鮮な 風 を 入れる 様な 感じが ある。 しかし 叉 何處か 少し 物憂い やうな 心 持 も ある" 

對 照と 同時に 調和が ある。 

吸物 は 先 出来されし すいぜん じ  蕉 

(： 東洋 城) 人の 家の 庭の 景色、 庭に は 池が あって 池に は 蓮の 花が 眞っ 盛り、 花の 中の どれ かに 

はらく とちった、 その 景色 を 眼前に そこの 座敷に 客と なって、 さて 花 を 見ながら の 振舞、 勝 部 

が 出て 酒が 出て 一番 先の が 吸物、 蓋 をと ると それの 中には 水 ぜん 寺 海苔が、 さてさて 氣の 利いた 

趣向 劈頭からの 御 心 遣 ひ、 とほめ そやす。， I その 庭の 池の 蓮 を 見て この 涼しい 膳部に 向 ふ 心地 
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はで ある。  なにがしの 莊 とも 又と ある 寺と も いづれ でもよ からう。 

(寅 日子) 水 前 寺 海苔 は 前日から ふや かして 置かなければ 急の 間に は 合 はな いもので ある。 

「ま づ出來 されし」 に は 多少、 其 邊の心 持が あるか もしれ ない。 少し 待た されて 返 屈して 蓮で も 

眺めて 居た ところ へ 吸物が 出た やうな 感じ も ある。 

三 里 あまりの 道 か、 えけ る  來 

(柬 洋狨) 先づ 第一に 出て 來る 吸物、 その 吸物の 味よ く 心き、 たる 程 嬉しい もの はない。 これ 

を 勝 部の 始めと して あと 數々 の 馳走 も 皆 夫々 に 飽食、 大分に 食べ 醉 うて、 もう 澤山澤 山と、 且は 

歸路三 里 餘りも 道程 を控 へて ゐ るから、 と辭 する の 意で ある。 町 寺へ 來て 鄙へ 歸 るの 三 里 か、 田 

舍の 寺へ 行って 久々 の 取 趣 を 占め 心の くつろいだ 上に ふと 心づ くと 尙三 里餘も あるから そこ を 町 

へまで 歸ら にやなら ぬと いふの か、 いづれ 手厚い 接待 ももう これまで、 と辭 する ので ある。 

つ K 日子 落ちつい たやうな、 落ちつかな いやうな、 かう いふ 場合の 心理 を 巧に 浮べて 居る。 

この 春も盧 同が 男 居な りに て  邦 

(束 洋狨) 一日 やう/ \. -三 里のと ころ を ブラ^- -と ありく ところで ある、 それ は あの 155 の 茶人 
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の盧 同の やうな 風雅 人で、 それが 一 日の 行樂に 一 人の 僕 を つれて 出かけた ところと 見るべく、 急 

がす 又、. 是非の 目當 もない こと だから、 何かと 語り合うて 二人が 逍遙して ゐ るので ある。 その 召 

し 具した 一 僕 こそ は、 はや 永年の 奉公に、 この 春、 今 出 代り 時な のに 平生と ちっとも か はらす 何 

のこ ともなく 供 をして ある いて ゐ るの は、 居な りに つ にけ て つとめる のぢ やと 人に も 見える ので 

ある。 —— 前聯の 歸路を 胸に 御馳走に も 心 急ぐ、 のと は 全くち がった、 悠 遊の 樣に氣 の 仲び 心 も 

くつろいだ こと は 一 つの 「三 里 あまりの 道 か、 えけ る」 を 一 一 境に の极 ひ、 おの づ からよ く變 化の 

大事 を 知る ものでなくて は出來 ない ことで あらう。 —— 古說、 ける をた るに 改めた しな ど ある は 

意味と 情味と を 知らぬ 似而非 者の 愚 一一 百で ある。 あとの 「ほと \ ぎす 皆 鳴 仕舞たり」 のたり をけ り 

にと もい ふのと 同じ 愚 言で ある。 

(寅 日子) 知人の 雇 男が 使 ひに 來た、 矢張り 去年 來た 同じ 男で ある。 此の 男 は 年中 用 使 ひに 驅 

け 歩いて 居る せ はしない 男で ある。 夕飯で も 食って 行かぬ かとい ふと、 歸 りが 遠い からと 云って 

すぐ 歸 つて 行く 男な の だら う。 

さし 木つ きたる 月の 朧夜  兆. 

(東洋 城) 此の 春 も その ま、 Is 成りに して 出 if らぬ 男の 何 かに はや 事 馴れ、 さし 木の ことな ど 
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も 一 言言 ひつけて さ へ 置けば 毎年の こと i て ちゃんと よくや つ て 置く、  ：！： 事 も 世話の ない こと、 

出 代りで もせられ ると 新しい 僕に 一 々敎 へなければ ならぬ のに その 面倒 もない あるじの 士合 はせ、 

その 男が ちゃんとして s いたさし 木 もしつ かりつ いた この頃の 夜の 月の はや 朧ろ、 と は 庭の 風情 

も 一 入で あらう。 —— 春 趣 漸く 濃くな つて 行く。 —— こ 、に 月が 定 座から 三 句 も 下に 下げて ある、 

どうして 下げられて 來 たかと 考察して 見る 事 も 無益で は あるまい。 定 座の 前に は どんな 句が 來て 

ゐ るかと いふと、 一 芙蓉の はなの はら/ \> とちる」 とい ふので ある。 すると この 句の あと.、 ET が餘 

Si ^出に くい かどう かと いふのに 庭前の 池景 でで も あるから すぐに それが その ま..， 夜て， なり 月に な 

る こと は雜 作の ない ことで あらう し、 寧ろ 成り 易す 過ぎる 位 かもしれ ぬ。 それに 艮 にむ つかしい 

としたと ころが 附け手 は 翁で ある。 これし きのと ころに 附け愤 らふ 程の こと も あるまい。 さりと 

て 前々 の 句 を 見渡し て も 別 に 月 を 遠慮し な ければ ならぬ 樣子 もない。 とすると こ れは f 巴 1、： が 故意 

にこ、 で 月 を 出したくなかった ものと 見る のが 妥當 であらう。 笆蕉の そこに 据 ゑた 句 は あの 「吸 

物 は 先 出来されし」 で 一見 とんと 感與斜 ならぬ ものが 迸し る、 これに 見ても 此の 場合、 翁 はこ」 

にっき 易い 程の 月を附 ける よりも もっと/ \ 感奮し 與 張して 裏の 働き を 大きく しょうと したので 

はない かと 思 ふ。 尤も 初 表の 月 をお 蕉に 讓られ てゐる ことから、 こ、 の 月 は 誰か 外の 者に つけさ 

せて 見ようと i 巴蕉 がした のか もしれ ない が、 それ は、 目上の 者に 讓る 習惯は 明か だが その外に は ^ 


帥 匠が 一 寸 他に 與へ て 見るな どい ふこと は定 座の 投に そぐ はない もの だら うから、 矢張り- t 巴蕉の 

與 趣に 原因せ しめる 方が 自然で は あるまい か。 それから 翁の 句に は その 次の 句と して 一寸つ け 難 

い ある ものが あるのと、 折角 翁に 依ってな された 起 情 を 愈、、 發展 させる のとで どんく 進んで 行 

つて 十 句 目の この 句に 至って 月 を 出した の は、 すぐ 其 次の 翁に 又讓 りたい 皆の 希望であった かも 

しれない が、 もう そこに は 花の 定 座が 来て 居る ので 前後の 春に 挾まれて たうとう 凡 兆が 春の 月 を 

出した のらし い。  さし 木の ついた こと 、僕の 居 成りに 居る こと 、を 句 ひと いふの はほんの 句 

ひで 一 百 新しく 一 百 ひ 立てぬ 句 ひがい、 だら う。 

(贫 日子：) Sasiki  tukltaru  Tuki とい ふ 口調な ど は、 實際 して 逃げ路 を 求めた のか もしれ な 

いが、 しかし やつば りうまい と 思 ふ。 前 句と 合 はせ て 見る と 何 かしら 纏まった 感じ は 出て 居る。 

廬 同の 家の 「生活」 が 出て 居る。 

苔ながら 花に 並ぶ る 手水 鉢  蒸 

(東洋 城) この 聯 では、 前 句 は 新しく 庭 作る 家の さまと して どうせ 庭 を 作り上げる 用意に 前 か 

らして 置いた さし 木 もま づ はたし かにつ いたと いふので ある。 この 句に 來ては 前 句の 月の 朧夜と 

いふの は 唯、 その 時分の 時候 天候な どの 添へ もので、 その 夜で あり 月で ある こと は 意味の 上で は 
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^に 關聯 はない。 叉 さし 木の ついた とい ふこと も その 作られ 行く 庭の 一方の 一景で 此の 句に は 唯、 

あちこちい ろく 庭 作りの 工面 や 光景の ある その 中の 一 點へ (謂 は この場合 代表的の) として 

援 かれる 位な ものである。  さて さう いふ 作られつ、 ある 庭の そこに、 あるじで も あるか、 又 

は あるじの 好み 注文で 1^ も あるか、 前から あったら しい 古い 手水 鉢の 苔の ついた よごれの ま k の 

を 洗 ひもせ すよ ち，^ 持って 來て そこ の 花の そばに mil き 花と 並べ て据 ゑる ベ き 位 S を 見る とい ふ 

ので ある。 あっちの さし 木と いひ この 手水 鉢と いひ 新築の 庭園の 何に 彼に が 眼の 前の やうで も あ 

らう。 疾き 盛る 花に 苔の ま、 の よごれた 古 鉢 をお つ つけな どす ると ころに その 光景ば かりで なく 

庭 作る 人の 心づ かひ も 喜悅も 動く であらう か C —— すぐ 前 句に 月の 句 を 澄いて それに 花 をつ ける 

とい ふこと は 可也 困難な ことで ある、 こ の 句 も 翁の 力に 待って ともかくも 難關を 切りぬ けた もの 

と 云 ふべ きで あらう。 

(贫 日子) 此の 付け 方の 妙味 は 自分に はよ く 分らない。 しかし 後に 来たるべき ものに 可也 廣ぃ 

自由な 活動の 背景 を與へ て 居る 事は储 かで ある。 

ひとり 直しな 「朝の， M たち  來 

(東洋 城. } むく 起きに 何とな き 腹 立、 ある は 妻子の 言 ひ 事に、 ある は 只、 寢 起の わるさで も あ 4h 


らう、 顔つき からが 變 つて ゐる やら。 その ま、 庭に 下り立ち、 例の 庭 作りの かれこれ、 先づ 手水 

鉢の 置 場の ことどもい ろくあって、 鉢の 側に は 花 さへ 据わった。 ••：： さう かう する うち、 いつ 

の 間に か、 どこに も その 跡 を もとにめ ぬまでに さっきの 腹 立顏の 様子 も 消えて しまった。 大方 寢 

起の むか ばら 立ち も いぢる 土 ゃ极ふ 草木の 中へ 消え 込んで しまった もので あらう。 —— それにし 

て も 「ひとり 直し」 と は、 うまくい ひ 得た もので は ある。 —— 「さし 木つ きたる」 「苔ながら 花に 

並ぶ る」 と靜 かにつ にいて 來た ところ を 猪突に 急激に 面を轉 じて この 「ひとり 直し 今朝の 腹た 

ち」 とつけ 來 たったと ころい よく 速 句の 面白味 を被剌 として ゐる。 

(赏 日子) 「ひとり 直し」 とい ふの が 面白い と 思 ふ。 自然が 人の 心に 及ぼす 影響 を 平凡な 言葉 

で 言ひ盡 して 居る。 (大正 十二 年 八月、^ 柿) 
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いちどきに 二日の 物 も 喻て置  兆 

(東洋 狨.) 何とない 今朝の 腹 立 も かれこれして ゐる うちに 自然と 直って 仕舞った。 もとより さ 

して 根の ある 腹 立で もな く、 自分 ひとりで 立てた やうな 腹の こと 、てい つの 間に か囘復 したので 

は あるが、 その ま \ の ふて 寢 でも あるか、 引 籠って 飯 も 食 はす、 やう，/ >\ の そ/ \\ 出かけて 來て 

減りき つた 腹に 飯 を 食 ふこと あるひ は 早くから 腹が {4! つて ゐて 飯が くひたくて たまらない 

の を、 初めむ しゃくし や、 あと きまりわるく 容易に は 起き 出て 来なかった かもしれ す、 食 ひ 出せ 

ば大飯 をく うて、 それ は 食 ふこと。 大方 二日が もの も 食 ふとい ふ ありさま、 眼に 見える やう 

なり、 そこに ある やうで ある。 — 「ひとり 直し 今朝の 腹た ち」 のうまい こと はいふまで もない 

が、 「いちどきに 一 一日の 物 も 唆て 置」 とい ふの も 中々 旨い、 食うて おきと いふ 言外に こんな こと 度 

度す る やうな 癖 も ほのめいて を かしいで はない か。 

(寅 日子) 氣隨氣 儘な 一 人の 人間の 不規則な 生活 を 眼前に 浮ばせる。 前 句と 合 はせ て 一種の 性 

格描寫 であると 思っても よい。 
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雪げ にさむ き嶋の 北風  邦 

(東洋 狨) 食 ある 時 は 盛に 食 ひ 無くなれば 食 はで 置く こと も あらう、 島人 は 陸から 運ばれる 糧 

をた よりに 身命 をつ ぐ。 浪が、 暴風が 糧 はこぶ 船路 を 打 絶えて は、 である。. うんく 食餌 をと る、 

二日 分 もく ふかと 大食 をす る。 孤島の 中、 冬 ざれの 中、 殊に 北風が 一 人 寒く 雪 を 催せば、 海原の 

限りから 打ちつ ける 暴威に この 小さい 孤島な ど 吹 飛んで しま ひもし さう。 雪 だ、 しまき だ、 時化 

大 時化 だ、 と 人々 は 思 ふ。 さうな つて は 漁りの 業 どころ でない、 唯もう 今 か來る 天氣の 荒れ やう 

に對 して それに 色々 防禦の 途を 講じなければ ならぬ。 島の 若い者 達 はこの 來 たらん とする 大荒れ 

に對 して 堅忍 不拔 でな くばなら ぬ。 どうで 仕事 は 荒い、 身 體が元 だ。 先 づ笫ー うんと 腹 を 持ら へ 

なくて はならぬ、 と、 飯も澤 山に 食うて …… 。 前 は 人事の 可 笑 味 を 指し、 後 は 天人の 悲鬪を 示す、 

こ の兩面 「一 一日 分の 飯 を 一度にく ふ」 とい ふところに 發 して ゐ ると ころ を 見なければ ならぬ。 

C お 日子) 漁師が 風浪の 爲に漁 を 休んで 居る。 そして 海岸から 沖の 島の 雪 曇り を 望見して 居る 

やうな 心 持が する。 鬼 も 角 も 前 句と 並べて 味 はって 見る と、 明日 を も 知らない やうな unberu- 

henbar な 境界の あはれ がに じんで ゐる やうに 田 5 ふ。 
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火と もしに 暮れば 登る 峯の寺  來 

(東洋 城) 雪氣を 催す 寒い 北風、 やがての しまき を、 はや そこに 催しても 來 たらう、 それ を 身 

に 冒して、 この 島の 峯の 寺へ。 その 寺に は 燈籠臺 とか 燈明樓 とかい ふ ものが あって、 そこに は 夜 

夜毎に あかり を 灯す、 風の 夜 も 雨の 夜 も それが また、 自然、 海 を航る 船人の 目標と なる ので ある- 

な マ もこの 寒さ この 雪氣 に、 はて はし まき さへ 來 るに、 日の 暮る、 を 待って ョチ. と 灯しに 登つ 

て 行く。  孤島の 淋し さは もとより さる ことながら、 この 時候 この 天氣 に、 それでも 休み もな 

く 毎日 毎日 同じ ことの 繰 返される こと は 一 人單 調な 佗びし さ を ほのめかす。 —— まして その 仕事 I 

その 仕事の 灯 をと もす とい ふ 其の 灯が 薄明る い 弱い 灯で ある こと" て、 灯の 弱さと そこ へ 襲 ひか 

かる 雪氣の 空、 雲、 風な どの 強さとの 對照は 一層 全體を 寂しい 伦び しい ものにし てし まふ。 II 

そこに 又 人間の かよわい 力 自然の 大きな 强ぃ 力と いふ やうな 事 もつ い 並べ て 見られる。 — 唯： 

一 つかう いふ 見方 も出來 なく はない。 前聯を 島の 人と し、 後聯を 陸地の ある 山の 峯 など、 した こ 

とから 向う へ 海中の 島 を 見る ので、 その 島の 方から 北風が 雪 を 持って 來 ると 見て よい。 

(贫 日子) 寒い 風の 中に 燈火を 點 じて 更に 荒涼な 趣 を 引立て \ 居る。 灯しに 登る 人の 寒さうな 

姿が 見える やうに. 思 ふ。 峯は 海岸の 連山の 峯で、 其處 から 沖 を 見晴らす の だら う。 —— 寺に のぼ 
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る 人 は 自分で も 他人で も、 それ は 議論の 要はない、 心 持 だけで ある。 

ほと、 ぎす せ I 鳴 仕舞たり  翁  . 

(東洋 狨) 信心の ことで もあって か、 或 人が 山 下の 里から この 峯の 寺へ、 夕べ/ \ に 登って 來 

て は、 そこの 燈明臺 に 火を獻 する。 それ ももう 日々 の 事で、 且、 餘 程の 日數 にもなる。 始めの 頃 

は 鶯も啼 いて ゐ、 春 も 深かったら うがいつ の 間に か 春 も 夏に なり、 夏の 時鳥が よく 啼 いて ゐ たの 

も、 もうこの 鳥 も 鳴か なくなつ たの は 夏が 闌 であるから でも あらう か。 その 時鳥が 始 はまれ. （- 

に 鳴いた、 中頃 は旺ん に八签 しい 程 鳴いた、 それが 段々 少なくな つてた まに 嗚 くの を 聞く 位で あ 

つたが いつの 間に かもう すっかり 鳴か なくなつ たと い ふところに 月日の 移り 變る のが 毎日 毎日 同 

じこと を 繰 返す のと 裏付けられて ゐる こと も 面白い。 そして その 倦ん じる だら うまでに 同じ 樣な 

こと を 繰 返す その 懶げな こと、 その H ツチ ラオ ッ チラ 山道 を 踏んで 登って する こと はとい へば 唯 

一 つの 灯 をつ ける ことの 上に その 灯が まことに 薄暗い 燈 明の それで ある こと、 加 之 信心の 篤い こ 

と、 はいへ いつ どう 利益の ある もの かも 甚だ 覺 束ない 位た よりない 期待で この 日々 の 行 ひもして 

ゐる ことな どが、 何となく いよ/ \> 心 を 薄暗く 薄 ぼんやり にもす る やう だ。 又 あの 時鳥と いふ 鳥- 

あの 鳥が 傅統 的に も實感 にも どことなく 陰氣 くさ い 鳥で あると ころが、 それでも 毎日 暮れなん と 
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して は 登り 叉 下る 峯 道に ゆく りない 道 連の やうに も 思 はれたら う を、 はたと 鳴か なくなった 今 は 

格別 淋しい ものがないでも あるまい。 日々 宵々 の 越し 方な ど 今更 顧みられる こと も あるか。  

ての 時鳥の 啼く 音、 時鳥が 啼 いてし まうた とい ふこと が、 此の 場合 色々 な 感想な り經 過な り をよ 

り 多く 云 ふよりも 却つ て 多量の 含蓄 を視 かせて ゐる 。「ほと、 ぎす 皆 鳴 仕舞たり」 は 之 を 以て 場面 

の描寫 とか 環境の 氣分 とか 唯 それだけに 用 ゐられ たもので はない。 若し そこに 宵々 に 峯へ通 ふ 人 

の 心 をい は その 心の すべ て 若し 又 その 毎日の 有様 をい ふなら ば 其の 毎日の 有様から その 一 日 一 

日 推移す ると ころの すべて、 その他 引きつに いて 起る その 人內 外の すべて を 行き 盡 した 末、 すべ 

て を 引きし めた 締め 口と しての それで ある。 , I 前來 人事 的發 展を恣 にし、 或は 過ぐ るかと 思 は 

れ るまで それが あつたの を、 前聯に 於て 自然界の 現象に ー轉 したが、 それ を 受けて 今度 は 叉、 

そ の 自然 味に 着せす 自然 の 現象 を以 てっき 合 ひなが らも それ は 輕く极 ひ、 能く 文字 の 外に その他 

のす ベ ての 引締め 口 を 務めた こと を 讚へ なければ ならぬ。 

(寅 日子) 堂守の 單 調な^ 活の 上に 月日と 季節が 慌た しく 過ぎて 行く あはれ を 歌った もの だ 

らう。 II 「皆 鳴 仕舞たり」 と 云 ひ 切って 變化を 呼び 起して 居る の は笆蕉 の 一 つ の 常 手段の やう 

に 田 心 ふ。  Potent ialitv の ある 句で ある。 
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瘦 骨の まだ 起 直る 力なき  邦  ^ 

(東洋 城) 春から か、 もっと 前の 冬から も か、 永い 間の ゎづら ひ、 初夏と いふに 時鳥 夜々 も 鳴 

いたが、 いつ 闌け そめて 鳴かすな つた やら、 五月闇 もはや 稍" 暑さの 定まる 頃で は ある。 すつ か 

り衰 へたから だの、 快方に は 向うた もの 丄哀弱 容易く 房ら す、 布圑の 上に 起 直る 程の 力 もな く、 

若しよ し 起して 貰って 見ても 草^れた とて 自分 を 横にす る こと も 出来ない ほど。 I ■ 春から 夏、 

夏 も  と 移り行く 間の 長い 患 ひも、 衰へ た瘦 骨に ソ ョ /(\- と； 魔の 快 風 をう くる 一 種の 心よ さも 

あるか。 此時 「ほと、 ぎす 皆 鳴 仕舞たり」 と 思 ふこと、 前聯の 場合と はこと か はって いくらか 明 

るい 心 持 を 持つ ではない か" - —— 句 面で は 病氣の 描寫が 主で あるら しいが、 其の 病む 人 を どんな 

種類の 人 かと 見て 見る とどん な 人になる だら うか。 時鳥 を 日に日に 聞く ことで あれば いづれ 田圜 

生活 をして ゐる 人で あらう に 渉々 しく. ない 長い 患 ひも 今度 は 漸く 癒え そめ、 唯 まだ カづ かぬ の を 

瘠 骨に 恨む 心の t 可ら 立ち、 もし 農 人の 家で t も あらば 植付 田 草 取と つ く あの 多忙 をよ そに 何も 

手傳 へぬ の を もどかしく 思 ひもす るで あらう か。 

(：ャ 只 日子) 病中に 初夏が 過ぎ去つ たので あらう。 初夏 は 時候の 變 化の 速度の 大きい 時節 だから、 

病後に 戶 外の 自然 を 見た 時の 印象 は 非常に 强ぃ譯 である。 夏の 旺盛な 自然 は頓 もしく も あり 又 一 ， 
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種の 壓迫を 感じる。 淡い 哀愁 も泛 つて 居る。 —— 起 上がって 見て 居る、 併し 起 上がって 見た もの 

のま だ 力がない とい ふので ある。 

隣 を かりて 車 引 こむ  兆 

r 束 洋狨) 瘦 骨に まだ 起き直る 力なき までの 長 病の 病 餘、， 獨り 者の 身分 も賤 しきもの であらう。 

そこへ 何 か 車に 積んで 運んで 來 たもの が ある、 それ は 炭で も 薪で も 叉 味噌で も 何でもよ い、 兎 も 

角 荷車に 載せて 運んで 來 たので ある。 平生なら、 應 というて 立 上がり 表 を あけて 自分 も 手 傅うて 

とり 人れ るで あらう もの を、 今 はそんな こと は 思 ひも よらす、 といって 置く の は 往来の 邪魔な の 

で、 あす は 何とかすべく まあ 鬼 も 角け ふ は、 とお 隣り へ賴 み、 隣り のさ 地へ 車の ま、 引 込んで 

かせて 貰 ふとい ふの も 床の 上からの 交涉、 氣の あせる こと 一通りで はない が、 どうに もから だの 

自由が きかぬ、 とい ふので ある。 —— どうい ふ 人と 句の 面に 定まっても ゐす 車の 荷 も 何とも わか 

ら ぬが、 これ を 足： ii と 見、 こ、 を 家居の 引 込んだ 足輕の 住居と 見、 持ち こまれた もの を 米と し、 

米， は 扶持米の、 一人者の 病中の 足輕 がどうに も 仕方なく 萬 事 隣り の 世話になる 體、 と 見る 古： tt" は 

至極 難の ない ところと 思 ふ。 尤も 是 はか \ る 身柄に 當て 、見れば よく その 實 際が 窺 はれる と い ふ 

7 

までの ことで、 ー聯の 妙味 はもの を これに それに 定めない でもよ いのは 勿論で ある。  & 


(寅 日子) 分った やうで、 よく 考へ ると 分りに くい 句で ある。 併し 意味 は 分らなくても 味 は 分 

る。 病中 生活の 永い 間の 單 調が 破れて 此れから 何 かしら 活動の 生活が 始まる の だとい ふ 暗示 を與 

へる。 それだけで 澤山 だと 思 ふ。 

うき 人 を 枳殼ぉ 一より く  ら せむ  翁 

(東洋 城) これから は戀の 句になる。 11 いつも 車で 通うて 來る 人が、 ぢ かに その 家に 乘 りつ 

ける を 世に 憚り、 隣り まで は その 車で 來る とも、 そこに 車を乘 りすつ る は 隣り へ來た 車との 見せ 

かけで も あらう。 さて それより 徒歩に て 訪ふを 出で、 迎 へる を 常と する に、 將た枝 折 戶を內 から 

あけて 紙燭 は袖碎 風に 蔽 ひもせ うに 今日は すこしも そんな 氣 振り もな く、 打靜 まって まだ 誰も 出 

て も 行かぬ。 家の 內の女 は、 隣り へ 引 込む 車の 昔 を 聞きながら 思 ふ、 戀 人の 今 はた 来ました、 と、 

胸のと f ろかぬ に は あらぬ。 したが 又 別の 情 も 動く、 この 程の 人の さま、 打 絶えての 無沙汰に そ 

の つれな さも 今 はい さ、 か淺き 恨みで も ある。 ようこそ 訪ねて、 との 嬉しい 心に、 何で 叉此 程の 

この 打 捨て やう、 との 恨み 心が 入り交じる。 にくやく、 いつもの 折戶 ではなし に そこの 枳殼の 

垣根 をく 1^ ら せて 進ぜよう、 こ のぅき人めとは逢はぬぅちからの ロ^^ではぁる。 あの とげ-/. \ の 

枳殼 垣、 く： つて 人の 痛 さも 知れ、 と は ひたに 立った 心の ほむら、 したが やっぱり、 かの 人に 逢 
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ひたさの 嬉し さの 情の 波に ほむら は あとから 打消されて しま ふので あらう。 —— 「隣 を かり て 引 

込む」 とは實 である、 その 車の 音 を 女 は 聞いて ゐ るので ある 。「うき 人 を ：8 垣より くぐらせん」 

とは虚 である、 人 は 遂に 枳殼垣 を 潜る こと はない。 「車 引 込む」 は 現在、 「潜らせむ」 は將然 である- 

只 これ 二 句の 應酬 であり、 二 句の 虚實 である、 この 虚實 のと ころに もの、 大 いなる は ある こと を 

見切らねば ならぬ。 そこに 數 百行 數千 字の 長文に よる 事件 や 人情 や 情趣 やが 含まれて ゐる、 身分 

人柄 關係 經緯 そんな ことが 其 儘の 糸 をた ぐる やうに 流れて 出て 來る、 こ 、 に 言の 妙 を 見る と共に- 

又 人間味の 迫り 溢れる こと を 否定す る ことが 出来ない。 II そして これが 巴蕉 によって 料理され 

てゐる こと を 格段に 驚かねば ならぬ、 笆蕉 にして この 戀の 句、 多数の 人 は 意外の 感を 抱く であら 

う、 けれ 共 芭蕉 は 決して 唯 この 一句に 戀の 句の 目覺 まし さ を 限られて ゐ ない。 蕉の戀 の 句、 芭 

蕉の 連句が 適く とし 可なら ざるな き 中に その 戀の句 は 又 格別の 味 は ひで ある。 それば かりで ない- 

又 之 を 凡そ 連句の 人の 中に して 戀の 句の 作者 は 芭蕉の 右に 出づる 一 人 もない というて 決して 過言 

でない と 思 ふ。 笆蕉が 連句の 重要な 要件と して 扱って ゐる もの、 中に も あの 神祇 釋敎戀 無常と 戀 

を その 中に 入れて 重く 扱って ゐ るし、 一 連の 連句に も定座 こそな けれ 月 花の 外に 戀は 自ら 平 句と 

は 別な 重要 さ 重大 さ を 持た して ある、 さう して 芭蕉の 句が 戀の 句に 於て 頗る 深刻で あり 濃厚で あ 

る 事と、 芭蕉が 戀の 句に 於て 拔群 である 事 を 以て こ、 に 又 蕉の 「偉ら さ」 を 見なければ ならぬ- 
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(资 日子；) 前の 句が 少し 變 つて 居る から 此の 句と 並べても 矢張り 分りに くい。 それにしても 巧 

に 付けた もの だと 思 ふ。 唯 何とい ふ 事な しに 戀人 を迎へ る 女の 心の 複雑な 葛藤が 表現され て 居る。 

いまや 別の 刀 さし 出す  來 

(東洋 狨.) うき 人、 それ はこち の 心 も 汲ます ひた もの 歸る/ \ と 別れ を 急ぐ うき 人 を、 どこか 

ら 出さう、 こ、 かかし こか、 さう/ \. -积穀 垣 を 潜らせて， と 思 ふうち はやさつ さと 下り立っても 

ゐる。 はや、 氣ぜ はしない 人、 と 思 ふ 間 も 差： a る 別れの、 これ 渡さぬ うち はま だし もと 思 ふその 

男の 腰の物 も、 もうどうしても わたさねば ならなくて  、 女の か、 る 折の 心細 さやる せな さが 

よく 見える e —— 前 聯は實 とはいへ ど 車の 音に と まった のが、 此の 聯は 女の 心中から。 差 出す 

刀 受取る 男と 明かに 男女 は 描き出されて そ こ に 事相 を 定め て ゐ る。 卽ち 前の 情調 横溢 は 光景 分明 

の 方に 轉 じたの だ。 自然 身柄 や 場合が 前と はちがつて 來る。 

(赏 日子) 後 朝の 氣 忙しい やうな 心 持が 出て 居る。 

せ はしげ に 櫛で かしら を かきちらし  兆 

(東洋 狨) 今や 別れの 刀 を さし 出す 妻女が、 別れ をつ らくと りすが つて 泣き かこち かき ロ說く 
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に、 髮も 亂れか 、りてい さ k か 取亂す さま を、 はや 出立と、 玄關の 方へ 出て 行くべく、 その 取亂 

した 姿 も 頭 もと 、のへ ると て、 急いで 髮を かきちらし，/ \ とりつくろ ふさまで ある。 武士の 旅立 

にさ やうに とり 亂す はたしな みなき 女と 見落さる 、や もしれ ね ど、 總 じて 閟 中の こと はさり とも 

なか/, \- に 情愛の 自然で あらう。 —— 唯 こ の邊 すこし 戀 味に 績き 過ぎる 氣 もないで はない、 では 

なくて、 芭蕉の 附 けた あとが 笆蕉の に比べ て カ衰へ てゐ るので はないだら うか。 

(•K 日子) じれった さが 出て 居る。 —— 變化は 少し 乏しい やうに 思 ふ。 

おも ひ 切た る 死ぐ る ひ 見よ  邦 

广 東洋 械) 「せ はしげ に 櫛で かしら を かきちらし」 と はこ、 では 男で 戰 場の 勇士になる。 今 出 

陣の その 場合に、 はや 亂戰の その 中に、 愈、、 の 最後の 出陣と、 この 取りつ めた 時に も 一通りの 身 

だしな み を 忘れぬ ので ある。 聞 こ ゆる 貝 鐘 太鼓の 音の その 中に 髮を梳 するとて 丸で 櫛で 頭 を かき 

ちらす に 違 はぬ。 さて 用意 も 出来ての 出陣に は、 もう 今日は 討死の 覺悟、 一切 を 思 ひ 切っての 靳 

り 死で ある。 この 決死の 働き を 敵ながら 目に 物見よ、 と名乘 ると も 名乘ら ぬと も 唯 かく 打ち 振舞 

ふさまで ある C —— 前 聯の戀 愛情 調 は 忽ち 轉 じて 修羅場の 叫喚と なり 勇者の 奮鬪 となる、 變化も 

極まりない。 11 此の 句に も 場面、 人物、 動作、 事象、 環境 等の いろくが 充分に 又深廣 によく  ^ 


盛られて ゐる。 こ、 にも 亦 連句の 妙が ある。 

(寅 日子；) 此の 句 は 一句で 二つ の 速 句の 役 をつ とめて 居る やうに 思 はれる。 「思 ひ 切った る 一 迄 

が 一 つで 前 句に 連なり、 叉 一. 死 狂 見よ」 と逑 なって 別の 心 持になる やうな 氣 がする。 

(大疋 十二 年 九月、 溢 怖) 


512 


片斷 諸の 學文 本日 


靑 天に 有 明月の 朝 ぼらけ  來 

r 東洋 狨，) 「おも ひ 切た る 死ぐ る ひ 見よ」 と はこ、 にて は 愈.、 決死の 腹 をき めた こと、 そのき 

めた 腹の 中と 見る。 敵に 云 ひ 味方に 吿 ぐると いふ 名乘 りかけ ではない、 唯 決心の 腹の 中で あるが、 

その 腹の 中の 決定 は 水の 如く 澄み切り 金ン の 如く 堅い。 人が 死にから だ を 命 を 魂 を 投げ出した 上 

の 心の 澄み切り やう は …… 。 祈からの 曉天は 快晴であった。 秋 氣はー 塵 を もと めぬ まで 澄んで 

ゐ た、 まだ そこに 光 は 大方 收め盡 した 有 明月が 形 を その ま &白々 と懸 つて ゐた、 額に 觸れ ると 口 

に 吸 ふのと 签氣 の淸涼 さ、 身內 のど こまで もこの 爽 かさが 渗み 渡る であらう。 —— 勇士が 必死の 

決意、 靑 天に 有 明月の 朝 ぼらけ、 二つ を 並べて 見た はた 目に さへ 氣の 澄み 思ひ昂 がる ものが あら 

う、 それが 況して その 勇士 自身の 心情で あるに 於て は …… 。 戀の 濃厚な 纏綿が 打ちつ、.^ いた 舉句、 . 

決死の 戰場 になり、 人事 は 人事の 複雜を 極 はめ 葛藤 は 葛藤の 活躍 を 進めて 來た ところ をボ キリと 

折って、 靑天、 有 明月、 朝 ぼらけ、 と 人が ゐて もゐ ないやうな 命 を 投げても 投げ出され もしない 

樣な靜 か を盡す 大空の 世界 を そっと 置いて 知らん 顏 をして ゐる やうな 心憎 さ、 それで ゐて、 それ >H 


までの それ 程の 活動 も 葛藤 もす つかり 取 人れ 收め盡 して 餘り ある し^まさ。 こ に 此の 句 を 讚へ 

る こと はこの 作者の 心境に 驚嘆す る ことで あり、 やがて 又 こ、 にも 連句と いふ もの 、偉大 さ を 看 

得しなければ ならぬ。 —— こ、 に 月の 座が 來 たとい ふこと に 二つの 言 ひたい ことがある。 一 つ は- 

この 人事 人情の 發展 止まる 所 を 知らぬ 如き 勢 を 受けて  この 自然界の 現象で  ヒクと 受けと め、  却つ 

て あの 有 明月の 柔 かさ をし かも 何の 人 臭 を 加へ す 素地で 出し 柔 能く 剛を 制した 手腕に 驚かねば な 

らぬ こと、 同時に、 又 一 つ は、 連句 一 卷の 約束の 上に 定座を 設ける こと (こ 、 の 場合で は 月の 座) 

が、 とかく は 人間味の 流れ 行く 時 それから 立 戻る こと を 得ない 場合い 加減に 自然現象に 觸れた 

り 立戾る こと を 得せし める 效果 を蕭 らし、 又^ 其の 寧ろ 屈な 拘束 制限に 逢着して 迚も 尋常で は 

到達し 得ない 樣な 奇蹟 的 高 處遠處 に 却つ て 逆 到し 得る とい ふこと、 とで ある。 

(寅 日子) たしか、 ドスト H フス キ ー の 「白痴」 の 中に 死刑場に 引かれて 行く 途中で、 白晝の 

穴ェ の 光 を しみじみ 味 はふと いふ 條が あつたと 思 ふ。 死に 面した 時の 穴ェの 光の 印象 は實際 不思議な 

者お らう、 —— 此の 句を附 けた 去 來の心 持に は それに 似た者が 有り はしなかったら うか。 

湖水の 秋の 比 良の はつ 霜  翁  . 

(東洋 狨) 前聯 にて は 前 句 自然界の 現象に 引落し はした もの 、それ は 尙死を 決した る 人の 心、 
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あたま、 眼に 映った それであった。 人間 最重 最後の 死の 洗禮 をう けた 人の 格別に 改まりた る 心地 

による ものである。 こ の聯に 至って は 全然 前 句 は 人間の 味 も 人間の 臭 ひもない 正銘の 自然現象 そ 

のま、 である。 あけて 行く 夜の 幕、 それ は 月の 銀の 色 を 以て 染められて ゐた其 夜の 幕が 段々 に 開 

き あけられて 行く、 に從 つて 曉の靑 い 色が 段々 に その 靑さ を增 して 行き、 却って 夜の 幕 を 染めて 

ゐた月 は 他 を ii らす どころ か 自分自身の 光 を も 收め只 自身の 形 だけ を そこ へ 止めて ゐ るに 過ぎな 

く、 秋氣の 前に は 一 塵の 人 臭 を も ゆるさない ばかり だ。 とそれ は天界 のこと であった が、 その 時 

地上 は、 といへば、 丁度 そこに 琵琶の 湖水が 打ち ひろがって ゐる、 湖水 は 唯 秋水 を湛 へて 漫々 た 

る ものである、 湖水 を 越えた そなたに は ー帶の 山々 の 上に 目立つ 比 良の 嶺、 それが 薄つ すりと 白 

き 薄 衣 を 着た やうな の は、 もう はや 比 良に 初霜が 置いた のであった。 かう いふ 光景の 中に、 立ち 

向 ふ 人々 は 只 何も 言 はすに じっと あれば よい、 寧ろ さう する のが 最も 賢明で ある、 明治の 大 文豪 

が 「動いて は 詩が こ はれる」 というた の もこん な 時に も當 嵌まる やう だ。 だけ それだけ 自然界の 

現象 その ま、 に 人が 快く 氷りつ いたと ころで ある、 水り ついた 人間 は 物 も 言へ ない、 —— 水々 と 

流れた 人間 氣分 がすつ かりこ、 で 洗濯され たやうな 氣 がする。 こ、 で 洗濯され るから、 こ、 まで 

の 濃厚 は 濃厚で 亦 旨味が 溢れる。 速 句 は あまり とりとめが なさ 過ぎる、 と 非難す る 人が ある、 と 

りと めの ない ところに ある 味 だ、 と推獎 する 人が ある、 自分 等 は 後ト組 だが、 ー體 凡ての 事 や 物 
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はとり とめて とまる もの だら うか、 とりとめた つもりで ゐ てとりと まって ゐな いもの ぢ やない 力 

など 上 S 組に 聞いて 見た くもなる。 まあ それ は 横道の 話と して、 連句の 變 化と いふ 事、 變 化の 妙 

味と いふ 事 は、 この 卷 のこ、 迄に、 初 裏と 二の 表裏と を 見て 來た處 で 振り かへ つて 考察して 貰 ひ 

たい。 

(寅 日子) あらゆる 事件 や 葛藤が 收 まって 靜 寂な 自然が 展開す る樣な 感じが する、 一つの ca- 

dence を 作つ て 居る。 

柴の戶 ゃ器麥 ぬすまれて 歌 をよ む  邦 

(東洋 狨) 琵琶湖々 畔に 住む. 隠栖の 人な どで あらう。 日々 に 打 向 ふ 草庵の すぐ 前の 湖水、 その 

湖水 を 越 した 遠い 岸の 上に 聲 える 比 良の 高嶺 はは や 初霜 も 置ぎ 初めた か 吹き 渡る 風 も 寒 い。 さて 

さやう の 或 朝む く 起きに 起きて 外の 面へ 向へば、 比 良 はさ やうの 姿、 風 は 霜 や^くその 嶺の に 

さて そこの 前の 畠 を 見れば、 一面の 錄 麥の實 り、 それが 一夜に 消えて、 何者に か 夜の 間に 刈り取 

られ てし まって ゐた。 其 時、 一面に 空しくなった 畑 物に 遠く 霜 置く 比 良の 高嶺の 風情 一し ほ 動い 

て卽 興の 和歌 そこに 一首 を 詠む も 風雅の 人の 上で あるから である。 著閒 集の 澄惠 僧都の 故事な ど 

彷彿しての 句で は あるが、 「湖水の 秋の 比 良の はつ 霜」 まで も 見る と は 儈都も 思 ひ 及ばぬ ところで 
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あらう。 —— 我が 畑の 蓄 麥を盜 まれながら、 その 庵 前の 好 風光に 見惚 る、 ところの 羨まし さは 格 

別、 向う の 高嶺 の 初霜 の 心 拭 ふ と 薄 麥を盜 まれた う つろ 心 に 移る 邊に 何だか 仄かな 通 ひ のないで 

もない。 —— 更に 二 句 一 聯全體 の 趣から いふと、 簿 麥を盜 まれた 盜 まれぬ も 歌 をよ むと 否と も そ 

んな こと は 末節 の やうな、 唯 この 湖邊の 晚秋 初冬 の 大きな 靜寂を 味 は \ される と 思 ふ。 

(.M 日子) 前 句の 遠景の 手前に 疎らな 民家と 畑地と を 近景と して 描いて 一 幅の： li を 持ら へ て 居 

る。 それに 小さな 事件 を 導入して 後 句 を 待ち受け るの だら う C —— 句 柄 は餘り 感服 出来ない と 思 

ふ、 少し 取って 付けた 樣な氣 がする。  . 

ぬの こ 著 習 ふ 風の 夕 ぐれ  兆 

(東洋 城：) 前聯 では 赛麥は 畑に 作られた 養麥 であった が こ、 では 喰べ る やう 持ら へた それで あ 

る。 どこから か 貰 ひで もした か 仕舞って 置いた の を、 終日 出 あるいて ゐた その 留守の 間にぬ す 人 

にして やられた、 それ を歸 つて 見て 心 づき 「オヤ/ \ やられた」 位の こと、 盜 人は締 りの ついて 

ゐ たの を 押 破 つ て 這 入 つたこと、 て 戶か何 か に 穴 を あけ てもゐ たらう に、 其の 穴から 日暮る \ 風 

の 透き 漏る に 夕方 を 大工 呼ぶ こと も 出来す、 自分で 直す のは尙 面倒と、 戶 棚から 古布 子 引出して 

引っかけ これで 寒さ を 凌いで 置かう、 と 至極 無頓着の 態で ある C —— 秋から 冬に なり 初めの、 そ 
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ろ そろ 布 子な ど 著 初める とい ふに そこに 吹く 風 も いづれ 木の葉 を 散らす それでなくて はならぬ。 2 

(.53; 日子) 僕 は 畑の 薛麥を 薄麥 粉に 變更 しなくても 別に 差 支へ を 感じない、 唯 物を盜 まれた と 

いふ 感じが、 此の 句のう すら 寒い 心 持と ビタリと 合 ふだけ で澤山 だと 思 ふ。 「著 習 ふ」 とい ふ 言 

葉が よく 利いて 居る。 晝間 は相當 暖かで も 夕方に なると 急に 冷えて 來る。 それが 一 日 一 日と 著し 

くなる 心 持が 出て 居る。 

押 合て 寢て • は 又 立つ かりまくら  翁 

(東洋 城) これ は 木賃宿の 泊り のさまで ある。 涼し さが 洽ま しさに なり 冷まし さが 寒さに なり 

行く ところ、 木賃 泊り の 人の 有樣 なり 心 持な りが よく 出て ゐる。 夕 暮の風 烈しき に 行李より 布 子 

取り出して 著 もした その 夜寒 さに はなった が 布團を 借れば 布 圑代も 人る に、 皆々 一 かたまりに 押 

合うて 寢れ ばす こし は あた、 かかる ベ く、 只 僅. か の 布圑 の 借り 代に も 心 遣 ふ は 其 際 の 人の 心で あ 

らう。 かく 打ち かたまり 柙 合うて 一夜 も あかせば、 朝 はは や 起き 出で、 自炊の 飯 そこ/ \. 'に濟 ま 

せけ ふ は 又け ふの 旅に と 立ち行く ので ある。 か、 る 夜毎 夜毎 の 假枕も 廻國か 巡禮か い づ れ 長途 の 

旅の もの、 あはれ であらう、 況して 冬に なり 行く 塞 さの 中に。 —— 押 合うて 寢、 寢ては 叉た つ、 

其の 假枕、 とよく まあ 僅かな 字數の 中に これ 程 複雜な 事柄 を 無理 もな く收め 得た もの、 叉 只に さ 
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う い ふ 事柄 を容れ たばかり でな くその 事柄 の 變 化に つれて その 人々 の 心の 狀態 のい か によく 見え 

る こと やら 0 

(： 寅 日子) 此の 句の 說 明し 難い 情趣 は 幾分 此の 句の 聲 調から 來 ると 思 ふ。 0 の 反響の 後に 迫つ 

た E 行が 續 いて 次に 明るく 開いた A 行の 連繽で 終って 居る。 此の 音の 感じが、 押 合って 居た もの 

が 又 別れ 離れて 行く 心 持に よく はまる やうな 氣 がする、 中程に タ行の 重なって 居る の も 注意され 

る、 —— 此の 句に 限らす 色 蕉が此 種の 口調に 可也 重き をお いたの は 疑 もない 事で ある。 —— かう 

いふ 句 は 繰返し 吟誦して 居る と 音樂の 場合の やうな 色々 の 幻想が 起って 來る。 

た、 らの 雲の まだ 赤き 空  來 

(東洋 城) 一夜の 假枕 もけ さもう 早立ちの、 町 か 驛かを 出 はづれ るに、 その 町外れ 近う 銀 仏 affi 

の 一軒、 夜の まだ 明けない うちから 起き 出で て、 S ふむ 音の さわがしき 音と 共に 炭火 はお こって 

その 焰の影 煙出しから 穴ェへ ばつ/ \> ともれ 出づ るが、 まだ あけ きらぬ 空に うつ つて 赤く 雲 を 染め 

ると も 見える。 明けて 行く しの 、めの さに まだ 雲 を 赤く 染める はよ く 夜の あけ きらぬ さまで あら 

う。 —— 押 合うて 寢ては 叉 立つ とい ふ假寢 のさ まも さて 朝 は 朝で この 早立ち、 か、 る 身柄の 人の 

長途の 旅の その 日. （-も 想 ひ やられる C —— 「た \ら の 雲」 は 信 州 多々 良 山の ことで、 旅立ち 出づ 
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る 宿に その 多々 良 山の 雲に 唯 茜ば かり 染めて 旭の 出 もせぬ とい ふ 見立て も ある。 是も 一 解で ある。 

いかにも 信 濃路の 山の 間の 朝立ちに ふさ はしい こと、 は 思 ふが、 特に 或る 一定の 卽ち 信濃路 だと 

いふ ことに 限る よりも、 押 合うて 寢て 起きて 朝飯の 用意から 辨當 のこと など そ \ くさと して さて 

まだ 暗い 內に踏 出し、 町 を 出外づ れる 頃に 早 起の 鍛冶の 鞴 火の 炎が { 仝に 映る とはい かに も 自然で 

あらう か。 （I 前聯の 人事に や &複雜 になり かけた の を 夜明けの 空の 自然現象 にかへ したの は自 

ら名殘 の 裏の 次第に 收 まって 行く 靜 かさに も かな はう。 

唯、 名殘の 表に 「青天に 有 明月の 朝 ぼらけ」 ある 以上 この 「た、 らの 雲の まだ 赤き 空」 が ある 

こと は 働きの 上に は 何とか あるべき であらう。 

(寅 日子) 此のた、 らの雲 はだんだら の 雲と いふので は あるまい か、 壩狀 をな した 卷 積雲と か 

積卷 雲と かいふ 種類の 雲が 朝燒で 赤くな つて 居る ので は あるまい か。 —— 此れ も 全くの 想像 だが、 

去来の 頭に は 前の 「朝 ぼらけ」 の 句 を よんだ 時に 描いた 光景の 印象が 非常に 强く 頭に 渗 みて 居て、 

それが 芭蕉の 早立ちの 句に 刺戟され て 再び 呼び 覺 まされ 其爲に 此の 句が 出來 たので は あるまい か。 

ー構鞦 つくる 窓の はな  兆. 

(東洋 狨」 た、 らの 雲の まだ 赤く 見 ゆる 早天の 空、 そんな 時分から、 こ、 にももう 起き 出て 仕 
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事に か、 る。 こ、 に 一 構の 家 それ は、 はや 窓口に せっせと 鞦を 作って ゐる、 窓の 外に は 明けて 行 

く 光陰に 曙の 花の 枝が …… 、 とい ふ 光景で ある" —— た、 らの 雲、 しりが ひつく る、 理窟な しに 

この 二つの 物の 相 響き を 感じる。 叉鞦 は、 譯 なしに、 草鞋で いけす、 筵で いけす、 鞦 でなくて は 

なるまい。 —— 一 構への 家の 窓外の 花、 それが 夜と 共に 次第に 明るく あけて 行く 景色、 (そこに 

鞦を 作る 作らぬ は 第一 一にし) その 廣ぃ 景色 を も 見なければ なるまい。 

<r 寅 日子) 此の 鞦は 赤い 色で なければ ならない やうな 氣 がする。 凡 兆 は 恐らく 自分の 體驗 から 

此の 鞦を 提出した の だら う。 未明の 赤い 空の 光の 下に は 赤い 色の 物體 だけ 特に 眼に 立って 見える 

ものである。 さう いふ もの を何處 かで 見た 事が ある。 其 時の 印象が 前 句で 引き出され たの かも 知 

れ ない。. I 場所が 昔の 宿場 だから、 町外れな どに 驛 馬の 道具 を 製造す る 家 は 恐らく 最も 普通な 

もので あつたに 相違ない。 —— 一 構へ とい ふの は 其の 馬具 星が 相當に 立派な 店であった 事 を 意味 

する のか も 知れない。 11 窓の 花 は 規約 上の 花 を 持って来た だけで、 此れ は餘 り成效 とも 思 はれ 

ない が、 しかし さう 無理で もない、 句の 色彩 を 複雑に する だけの 效果は あると 思 ふ。 

枇杷の 古葉に 木 芽 もえたつ  邦 

(東洋 城) 窓 先に 櫻の 花の さいて ゐる 一軒の 家、 そこで 鞦を つくって ゐる。 その 庭の 一方で S| 


も あらう、 諸 木の 植込 か。 中に 一本の 枇杷の 木、 それ はま だ 去年からの 古い 汚い 葉 をと めて ゐ 

るの が餘の 木の間に むしろ 目立た しい。 その 汚い、 古い 葉に 引き はえて 餘の木 は それく に 芽 を 

ふいて それが もえたって ゐる、 とい ふ。 前 句に 餘景を そへ てこ 、に 此の 擧句 を据 ゑた ので ある。 

11 前 句に 旣に 窓の 花を擧 して、 あとから 今更 木の芽が もえ 立つ と は 時候の 順序 も 逆で は あるが、 

花 も 初花、 木の芽 も遲 れて萌 ゆる 木なら ば さほど 不自然で も あるまい か。 又も 一 つの 解 はこの 木 

の 芽 は 矢張り 枇杷の 木の芽で、 枇杷 は 久しく 古葉 を 持つ 故 古葉 を もって ゐ ながら 新芽 を 出す、 そ 

んな こと をい うた もの かもしれ ぬ。 しかし さう すると 「枇杷の 古葉」 といって 「木の芽」 とよ そ 

よそし く 云 ふの が 可 笑い。 —— それよりも 枇杷の 古葉 を廣ひ 得た の は 手柄で あり、 眞實 であると 

思 ふ、 そして この 擧 句の 据わり も 春 をよ そなる この 古葉に 負 ふ 所が 多い と 思 ふ。 

(寅 日子) 强 ひて 云へば、 前 句の 赤い 色彩 を 濃淡 色の 綠で 受け止め たやうな 感じが ある、 ！ 

それから 此の 結末の 後に 大きな 可能性が 含まれて 居 る 事 を 暗示す る 點 で 面白い。 結句 に 春 を 規定 

した 事に は 自ら さう いふ 意味が あるので は あるまい か。 (大正 十二 年 十月、 溢 柿) 
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(束 洋狨) かう いふ 風に、 假 にこの 「猿 蓑」 の r 鳶. の 羽」 の 一 卷 だけ を 吟味して 來て も、 速 句と 

いふ ものが 日本 文舉の 中で も (恐らく は 日本 だけでなく 世界の 文學の 中で も) 格別 特殊な 性質 を 

持って 居る こと をた やすく 發見 する。 それ は、 或る人々 例へば 明治 俳壇の 巨匠で あり 中興の祖で 

ある 子規 氏な ど さへ 連句 非文畢 論者であった までに、 普通 一 般 の文學 並と は 頗る 趣 を 異にする も 

のが あるので ある。 其の 特異な 點 のどう 又 それが 爲、 連句 は文學 でない かどう か。 連句 は 一 人の 

作で ない (r 獨吟」 の 場合の 外) とい ふ 事、 その 數次 速ね て 行く ものず 相 隣る 一 一句 同士 述接は ある 

が 越えて 第三 句に 至って はもう 全く 無關 係で あり 且 あらねば ならす 延 いて 一 卷を 貫いた 思想の 連 

亙が 全然ない とい ふ 事、 この 二つが その 特異な 點で、 從 つて、 この 二つ 卽ち、 毎 句 異なった 二人 

以上の 各、、 の 時々 任意の 思 ひ 付 を 極端に 發 揮し 兼て 一 篇の 意味が 支離滅裂 であると いふ ことに 關 

し 非 文 學說に 一議 を 挾む ことが 出來 ないで あらう か、 所詮 は 我々 が 「日本 文 學の諸 斷片」 の (そ 

の 一 ) として 第 一 に 提げ 來 たったの は 大きな 誤謬で なければ なるまい か。  . 

飜 つて 思 ふ。 我々 は、 實際 つい 今し方まで あの ー篇 「鳶の 羽」 の 卷を讀 んで來 て、 一句 一句 讀 

む 間 は 勿論 全篇 を 了っても、 漂渺と 或るせ 味 或る 滋味の 中の 漬り 心地に あつたし そのいろ. （-複 
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雜 巨細な 諸、、 の 事相 を 抱擁した 甚だ 變 化の ある 甚だ 廣ぃ 大きな 世界に 安住す る 様な 心 持に あった。 

これ は獨 りこの 卷に 限った ことで はなく、 見事に 出來 たどの 一 卷 から も受 人れ ると ころで あるが、 

この 受 人れ は、 綴られた 文字、 文字に よって 成る 一種の 詩形、 その 詩形に 盛られた やつば り 一 つ 

の 詩に よって f あった。 として 見る と、 卽ち、 連句も亦猶 一 種の文字^！はでぁり、 詩で ある 以上、 

假令 すこし 趣 を 異にする からと いうて しかく 輕 率に とかく 無謀に どうして これ を文學 の範晴 外に 

排搏し 去り 得よう。 況して、 文學 として 藝術 として その 哲學 その 思想 を 「俳諧」 に創定 した 詩祖 

サ巴蕉 が、 當時 寧ろ 俳句よりも 重大視し ついに 自ら 「此れ は 得たり」 との 自信 を吿 白して ゐる 程の 

速 句、 それ を忽 諸に 附 する ことが どうして 出來 よう。 

畢竟 連句の 味 は あまりに 大きく 廣 いもので ある 爲、 人に 受 入れられに くいので あらう。 人間の 

世界と 人間 以外の 世界と を 一 つに して その 中の 何もかもに 縱撗無 盡に驅 け 人り 驅け 出ようと する 

こと は 常に 人間の 世界にば かり 沒 頭して ゐる 多くの 人に は 一 寸思ひ 掛けない 所で あるし、 その上、 

その 极ひ 方が あ、 いふ 風に 普通の 行き方と は 全然 異なる 觀を呈 して ゐる こと k て、 故に、 そこに 

全く 無緣に 似る 各 句 各 句が もの . ^小口 を 並列して ゐる その 奥に それら を 皆 手と し 足と する 未 現の 

大きな 胴體を 得る こと を 信す る ことに 依って 何の 不思議 も 無くなる 答 だ、 さう して、 それの 极ひ 

に縱 横の 「變 化」 と 微妙の 「卽 離」 とを嚴 しく 制約して もの、 本體の 大きさ は 愈、、 大きくな り 行 
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くべき である。 であるから 例へば 

鳶の 羽 も 刷ぬ は 

一 ふき 風の 木 

股引の 朝から ぬ 

から 

一 構鞦 つくる 窓 

枇杷の 古葉に 

に 至る までの 千 態 萬容、 また 一 卷の移 

は き ご k ろよ 

何事 も 無 言 の 內 

芙蓉の はなの 


つし ぐれ 

の 葉 しづ まる 

る，^ 川 こえて 

の はな 

木 芽 もえたつ 

行きに 伴うて、 例へば 

きめり やすの 足袋 

は しづかな り 

は ら /\ とちる 
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吸物 は 先 出来されし すいぜん じ 

ひとり 直し 今朝の 腹た ち 

い ち ど き に. 二 日 の 物 も喧 て 置 

おも ひ 切た る 死ぐ る ひ 見よ 

靑 天に 有 明月の 朝 ぼらけ 

などの 小口 小口 を 通しての 奥へ 心の 世界の ひろがり、 これ 等が、 その 句々 の 文字 を 離れた ところ 

聯々 の 葛藤 を絕 したと ころに、 凡そ 表面に 現 はれる 事相の 各片 によって 表現し 盡 されない その 全 

體 その 本體を 得る こと は、 丁度 あの 雲 中の 龍が たまく 雲間に その 爪 やその 尾 や 乃至 片鱗の み を 

現 はした だけで 却って その 現 はれない ところに その 大きな すべ てが 得られる のと 同じ 道理で ある- 

序でに この 卷 以外に 就て すこしば かり かの 小口 小口 を 並べ て 見る。 (勿論 一 卷全 體を讀 みつ に 

けながら の 事で あるべ きで あるが 紙面の 都合で 拔き 書きに する) ——  • 
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,y 戶の s 田 守く  りば かり を 明けて 置  0 

犬の 取りた る 猫の 詫 云 ふ  . 

と ろ /  \ と寢 人り か 、りの 面白き 

單 羽織が うせて たづぬ る 

氣 さんじな 青葉の 頃の 縱楓 

など、 それ は 例へば、 「雁が ね」 . の卷、 「馬 かりて」 の卷、 「木の もと」 の卷、 「市中」 の卷、 「深 川 

夜 遊」 の卷、 「け ふば かり」 の卷、 「帷子 は」 の卷、 「梅 ケ香」 の卷、 「秋の { 仝」 の卷、 「黄鳥に」 の 

卷、 其 他 多 數の絕 品 を 通して 見て 來る ことに 於て、 連句の 妙味の 鳥渡 類例の ない 深く 大きい こと 

がいよ くよ くわから う。 それ は小說 ともち が ひ 芝居と もちが ひ 乃至 繪畫 彫刻 詩歌の どれと も異 

なった、 しかし それらの どれと.^ 一  部に 於て 交涉 して ゐる妙 不思議な 底の 知れない 滋味であった。 

その 妙 不思議と し 底の 知れない とする 一重の 帳り の そなた、 それ は 前言の 如く、 その 帳り を 撒す 

る ことにより 帳り のこな たと は 比べ ものに ならない 程の、 そして 實は 始めから そなた こなたが 一 

つで ある 所の 廣ぃ 深い 大 世界で あつたの だ。 


ル斷 諸の 學文 本日 


こ \ に 世間 一般、 殊に 近代の 人々 に 別に かう いふ 事 も あるら しい C —— 何でも、 一 人の 作と か 

誰の 作と かその 一 人の 力 —— 一 人に 關 しょうと する 個性 自覺の 誤謬 偏重、 それから、 何もかも 描 

き盡し 表現し 盡し 形式 計數の 上に 一 切 を まとめ 上げて しまはなくて はとす る 智識 萬 能 科學萬 能の 

過 傾で ある。 これ 等が 叉、 連句の 性質. 上、 殊に 近代の 人々 に 連句 を 受取ら しむべく 大きな 障り を 

なす もので あらう。 そこが それ 一人 萬 人で あり、 そこが 叉擧 一明 三で あるの だが。 

日本の 文學、 立派な そして 他に 類例の ない 特異な この 日本の 文學 である 連句、 それ を 「日本 文 

學の諸 斷片」 の 一 つと し、 且 その 最初の ものと して 偶然 選んだ こと を 愉快に 思 ひ 愚かでなかった 

と 思 ふ。 

(黄 日子) 連句が 文學 であると かないと かいふ こと は、 文學 とい ふ もの、 定義 次第で、 どうで 

もなる 事 だから、 大した 問題で はない と 思 ふ。 ピ カツ ソゃ カンジ ンスキ ー の； li が繪畫 であると か、 

ない とか 議論しても つまらな いと 同じ 事 かも 知れない。 併し 兎も角も、 連句が 他の 詩形に 比べて 

餘程 飛び 放れて 變 つて 居る 事 は 健 かで ある。 寧ろ 或る 意味で 音樂と 似通った 點が 多い やうに 思 ふ。 

色々 な 音が 相次いで 一 つの 旋律 を 作る やうに、 又 色々 な 旋律が 錯綜して 樂聲を 作る やうに、 連句 

では 色々 な 情緖ゃ 幻像が 矢張り 時間 的の 連鎖 をな して 現 はれて 來 るので ある。 そして 一 つの 音 か 

ら 次へ 叉 次へ と 移り行く 其の 過程が 旋律の 要素で ある やうに、 叉 旋律の 組み合 はせ 方から 色々 の お 


音楽の 形式が 生じる やうに、 述 句の 妙味 は 矢張り 此の 推移の 過程に ある やうに 思 はれる。 

音樂 との 類推が 何處迄 進め 得られる かとい ふ 事 は 兎も角も 面白い 問題 だら うと 思 ふ。 例 へ ば 音 

樂の テム ボに 相當 する やうな 緩急が あるかと いふ 問題 も 起る、 何だか ありさうな 氣 がする、 矢つ 

ぎ 早に 讀 まない と 味の 出ない 處も あるし、 叉 一寸 一 つ 息 を 人れ て讀 むべき 處も たしかに ある。 

音樂の 旋律 は 順序 を 逆にす ると 丸でち がった ものに なって しま ふ。 連句の 順序 を逆轉 して 讀ん 

で 行ったら どんな もの だら うとい ふ 問題が 起って 來 る。. 此れ は 六 かしい 問題で あらう が、 私の 一 

寸試驗 し て 見た 處で は 逆 に讀ん でも 相當 に 面白い 場合が 少なくな いやう である。 もし さう だとす 

ると 此點 での 類推 は 外れる 譯 である。 俳し 西洋 音樂 でも 古い 宗敎樂 などに なると、 隨分 逆に やつ 

て も 大した 相違の ないやうな ものが あり はしない か、 此れ も 一 つの 問題に はなる と 思 ふ。 

若し 將來 連句が 非常に 發 達して 來て、 音樂 での 和 聲學の やうな ものが 段々 出 來て來 ると すると、 

さう すると、 句から 句への 推移が もっと 必然的な 規約で 整理され、 おしま ひに は ソナタ 形式 だと 

か u ンド 形式 だと かいふ やうに 色々 な 形式 も出來 るか も 知れない。 或は 事によると、 もう 旣に無 

意識に さう いふ 處迄 進歩して 居る の を、 吾々 が 分析 的に 研究し 得ないで 打つ ちゃって あるの かも 

知れない。 此等は 兎も角も 研究して 見る 價 他の 充分に ある 將來の 問題で は あるまい か。 

松 根 君の 云 はれた、 事象の 斷 面の 排列から 全 體を想 はせ ると いふ 事 は 同感で ある。 そして 其の 
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全體 なる ものが 必す しも 論理的に は 聯絡が なくっても、 感じの 上で 密に 聯絡して 居る の だから、 

さう して 出來 上がる 全體 なる もの は、 自ら 漂渺 とした、 普通の 言葉で は說 明の 出来ない 夢幻 的な 

世界 を 構成す る。 さう いふ 點で 連句 は 未来派の 綺 など. - 類似の 點を 持つ かも 知れない と 思 ふ。 

一 つの 句の 呼 起す 影像が はっきりして 來 ると 同時に 其の 周圍に ぼんやりした 雰圍氣 の やうな も 

のが 出来る。 其の 雰圍氣 の 一部から 忽然と 次の 句が 現 はれて 來て それが 段々 輪郭 を 明かに して 來 

ると、 叉 其の 周圍に 雲の やうな ものが 出來、 其 中から 叉 次の 影像が 出て 來る。 此の 雰圍氣 の やう 

な もの は、 小宮 君が 曾て 音樂の 進行 を 形容す るに 使った r 豫感」 とい ふ 一一 百 語 を 借りて 來 ると 此の 

場合に も 適切で あるかと 思 ふ。 此の 豫感が 次から 次 へ と實 現されて 行く 過程が 連句の 面白味の 重 

要な 要素の 一つで ある 事 は 疑 ひない 事 だと 思 ふ。 

もう 少し 色々 の 實例を 讀んで 行く うちに は、 此の 過程の 色々 な 種別 や 方 則の やうな ものが、 い 

くら か 系統的に 分つ て來 るか も 知れない。 

さう いふ 事の 研究 の 順序と して は、 「猿 蓑」 などの やうな 圓 熟した 域に 達する 迄に、 ど ん な徑路 

を 通って 來 たかを 考 へて 見る 必要が ある。 それで、 すっと 前の 幼稚な 時代の ものから 一遍 讀んで 

行って 見る 事に し 度い と 思 ふ。 

(朿 洋械) 連句の 文學非 文學論 は文學 とい ふことの 定義の きめ やう 次第で どっちと もい へる か お 


ら 大した 問題で ない とい はれる の は 成程 さう だと 思 ふが、 前に もい うた 通り、 これが 一種の 詩で 

あり 文字 を 以て 表現す る 詩で ある 以上 齊 通の 意味から いうても 文學 であると する のが 當然 である 

と 思 ふ。 尤も 自分が 特に 改まって それ を强 くい ふの は、 あまりに 人々 が 連句と いふ ものに ついて 

知らす、 殊に その 詩的 價愤 ゃ文藝 味に 風馬牛で ある こと を 遺憾に 思 ふところから であって、 例へ 

ば 世に 俳諧に 住し 俳諧に 從 ふと 自らす る 者で さ へ も、 俳句 ある を 知つ て 其 上に 連句の ある こと を 

知らない ものが 軒：^ であると 思 ふからで ある。 それ は、 連句 を 作る こと は 勿論 味 はふ ことに 於て 

も 俳句 を 作ったり 味 はったりす るよりも 寧ろ もっと 廣汎な 世界に 錯綜した 事象 を大觀 しつ 、又 却 

つ て.^ 常に 強いより 大きな 力 を 極く 微妙な と こ ろ 漂渺な 境に 集中し なければ ならない 鳥渡 容易で 

ない 事 愦も伴 ふが、 それ は 寧ろ 普通の 仁に は述 句と いふ ものが 大きす ぎて 眼に 人れ にくい やうな 

類で、 それが 爲 に文學 でない とする こと は 間遠って ゐ ると いふので す。 これ は 段 々研究 を 重ねて 

行く に從っ て わかって くる ことで は あるが 結論 を 始めに 掲げて 置く の も 便宜 だと 思 ふので す。 

連句が 音樂と 太 だ 類似す る點を 持つ とい ふこと は實に 珍ら しい 見方で、 又 非常に 面白い こと だ 

と 思 ふ。 それにつ いての 色々 な 點に關 する 寺 田 君の 類推 は大變 有益な こと だ。 研究 を 進める につ 

れ實 際の 句に 就て この類 推を當 嵌めて 試みて 戴いたら 非常にい、 と 思 ふ。 さう して 連句と いふ 一 

つの 文學の  一 口に 說 明の 出来ない 特質が 果たして 若し どこまで 音樂 との 類推に 依って 說 かれる か 
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は斯の 道の 爲に餘 程い & 事で 興味の ある 事で あると 思 ふ。 

推移の 過程 卽ち變 化の 妙 はもと より 連句の 生命で あるが、 これにつ いて 一寸 氣の ついた こと を 

注意した いと 思 ふ。 それ は 可也 澤 山の 人に 持 たれる 誤解で はない かと 思 はれる ことで、 所謂 變化 

と は卽ち 排列 方 の 巧みで はない とい ふこと である。 それ は 例へば 或る： lg 畫の 展覽會 に 於て の樣 に、 

そこに 集まる 澤 山の 作品の 陳列 方 を 上手に し 集める もの は 集め、 散らす もの は 散らして 鑑賞に 便 

宜 する 排列 上の 變化 のこと ではない、 とい ふので ある。 これ、 前者 は 全く 一  つく 獨 立した 大作 

品であって その 一 つ/^ を 一 つ/ \ に 味 はふ 上の 假の 方便で あるのに、 後者 は 甲から 乙、 乙から 

丙と 推移す る その 過程に 重大な 意義 を 保って ゐ るので ある、 つまり その 句の 一 つくが 獨 立し 切 

つた 一 つの 作品で ない とい ふこと になる。 これ 推移と か變 化と かい へ ば それでい、 ので あるが、 

念の 爲 過程と か 妙と かいふ 蛇足 を附 加へ る 次第で ある。 この 一 つの 誤解 は あまり 分明 過ぎる 誤解 

の やうであって 實は 中々 多い と 思 ふ、 それに、 かの 俳諧の 一大事で ある 虚實の 自在と いふ ことが 

この 一 點 にか、 るので あるから 七く どく も 愚 念 を 押して 置く 方が い \ と 思 ふ。 

—— それで は 一 つ、 すっと 古いと ころで 芭蕉の 初期の 連句 を 讀んで 見る ことにしよう。 

奉納 百 韻 

此 梅に 牛 も 初音と 啼っ べし 
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まして や 蛙 人間の 作 

春雨の かるう しゃれたる 世の中に 

酢み そ 交りの 野 邊の下 萌 

指 鉢に 若紫の すり ごろ も 

庭 働の 男超キ きけ り 

胆の ひらけ 懸 りし 二日 月 

爪立て 行 足曳の やま 

五寸 ほど 手の 届かざる 歌の道 

ひと か ゐ餘り 住よ しの 松 

淡路島 さ つと 咄の よそに 見て 

友 呼 千鳥 笑ひ聲 なる 

去 程に 面白 骨 5 の權之 f^, 

森の 下風 さは .（>  /\ と 

眞葛原 踏れ て 這 ふて 逃げに 鬼 

蟲 鳴までに むごう 靡かぬ 
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戀 の秋爱 にたと への 道ぞ とよ 】 

吉肺 日の それ 程の 月 

あつら へ の瓔瑢 か、 る 山 かづら 一 

松の 嵐の 響く 耳た ぶ  一 

大黑の 袋 は 花に ほころびて 

靑 海 苔 もろき 天 竺 の 衣  ノ 

今朝の 雪 貧 女 一 錢が糊 を 解く 

風 進退 を 削る 竹 ベら  一 

一 

臍の 尾を吉 通 ひ 切 リ果る  一 

ほり こむ 返事 うらめしの 中 j 

地に あらば 石 a など \ 誓 てし 

末の 松 山 惹潢の 水 

千贺の 浦鹽签 居ん 場の 隅  i 

雪隱 さびて 見え わたる かな 
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唐人 も 夕 部の 月に う， かれ 出て 

古文 眞寳氣 の つ まる 毺 

名ゥ 

酒の 露た はけ 起て 白雲 飛フ 

天狗 だ ふしゃ 人の 倒れ や 

直の 弱き 杉の 大木 大 問屋 

跡 を ひかへ て絲 荷より くる 

释 にて 日本の 智 養ゃ懸 ぬらむ 

霰の 玉 を つらぬかれけ， り. 

花に 破 籠 麓の 里 は 十圑子 

日 坂 越れば 峰の 早 - 

かう 擧げ て來て 見る と 後年の どの 名作のと も 大變に 異なった ものである。 その 異なった ところ 

を 一々 吟味して 見る ことにしよう。 (大正 十三 年 一一 一月、 ま J 柳) 


片斷 諸の 學文本 曰 


(寅 日子) 此の 初期の 連句 を 後年の ものと 比べて 見る と、 隨分 低級な もの、 やうな 氣 がする。 

併し 言葉の 遊戯 や 故實の 陳列な ど を 無視して 感じ だけ を 味 はって 見る と、 矢張り 後年の 連句の 趣 

を 具へ た處 がないで もない。 此の 時分から 旣に 含まれて 居たい- - もの \ 胚子 を、 芭蕉が 次第に 培 

養し、 不純な もの を 除いて 純化して 行った ものと 思 はれる。 11 此 頃の 連句 は 一 つくの 句の 纏 

まりと いふ 事より は、 寧ろ 句の 中に ある 概念 や 感じが 隣り の 句の さう いふ 要素と 對應 する 事に 重 

きを 置いて 居る やうに 思 はれる。 一句の 意味 はなんだ か 分らなくても 其の 組成 分の 一 つくが 横 

に 隣り へ 聯絡して 居る 事が 要點 らしく 見える。 云 はに 感じ や 聯想の 網 細工 を こしら へ て 行つ て 居 

ると い ふ氣 がする ひ 例へば 

あつら へ の 瓔瑢か \ る 山 かづら 

松の 嵐の 響く 耳た ぶ 

大黑の 袋 は 花に ほころびて 

靑 海苔 もろき 天 竺 の 衣 

など、 いふ 處 でも、 箇々 の 組成 要素 を 横の 方に 聯絡して 行く と 可也 複雑な 網目が 出来る。 さう い M 


ふ 複雑な 編物 細工 を與 がって 居る やうな 處が 見える。 少なくも さう 思つ て讀 めば よく 分る やうな 

氣 がす る 11 雅俗 貴賤 混交 の デ モ クラ チック な處も 興味 の 一 つに なって 居る らしい。 此れ は此頃 

の 時代の 一 つの 反映で あるか も 知れない。 

(東洋 城) さう いふ こと もい へる かも 知れない が、 僕 はどう も その 「感じ」 が博染 して 行く よ 

り も いっそ 立 勝って 「知識」 の 働きの 方が 强く 先へ 出る 上 それが 一ば いに なって しま ふ 様な 氣が 

する。 例に 出された ところで も、 「山 かづら」 とい ふ 所から 「松の 嵐」 を 「璎珞 か、 る」 と 頭の 飾 

りの ことにつ いて 「耳た ぶ」 と 出て 來、 「耳た ぶ」 とい ふ 物に 「大 黑」 が 浮び 「松の 嵐」 に 「花の 

ほころ ぶ」 とい ふ 思想が ついて 來る。 又 「大黑 の 袋 は ほころ ぶ」 とい ふこと から 「もろき 天竺の 

衣」 と 合 はせ、 「花」 の 頃と て 「靑 海苔」 と 思 ひつく、 といった 風に、 た 'の 物の 一部に 關聯し 

て 乙の 一部に 緣を 求め 丙の 事柄の 一部 を 以て 丁の 事柄の 一部と 絡ませる、 言 は 智慧の 輪つな ぎ 

の 様な 心 持し かしない。 寺 田 君の 言 はれる 通り 感じ だけ を 味 はって 見る としても、 例へば 「あつ 

ら へ の瓔珞 か、 る 山 かづら」 と 詠んで 見ても 「松の 嵐に 響く 耳た ぶ」 と唱へ て 見ても 又は その 1 一 

っを鑌 けて 讀んで 見ても その 瓔珞 なり 山 かづら なり 松の 嵐な り 耳た ぶな り 又 それらの 幾つかな り 

から 我等の 美し い 情感が 迷し るより 先に、 そ の それん， \ から 何とか. 何故かと い ふ 疑問 —— 智慧が 

働いて しま ふ。 尙 他の 例に ついていうて 見ても 第一 發 句から がさう である 。「奉納」 のこと であれ 
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ば先づ 社頭の 景を 起し 來り、 「此 梅に 牛 も 初音と 啼 きつべ し」 と は、 社頭で あれば 梅が あり、 梅の 

側に 銅の 牛が あり、 梅に は鶯の 初音と てこ の 牛も啼 くで あらう と は考へ た 上に も考へ たもので あ 

る。 さて 發 句で 梅に 牛の 初音と 智慧 を 絞った から 今度 は 脇に 蛙 を 出した。 とい ふの は 例の 古今 集 

の 序に ある 「梅に 啼く鴛 水に 棲む 蛙 いづれ か 歌 を 詠 まざらむ」 とい ふ 本文 を その ま、 雇うて 蛙 を 

出して 來る。 叉、 r 蹈の ひらけ か \ りし 二日 月 一 というて あかぎれの 口の ひらき かけの さまが 二日 

月の 樣に細 割れ だと 不自然な こしら へ ごとの 形容 をす るかと 思 ふと、 すぐ 「爪立て、 行く 足 の 

山」 とあか ぎれ がきれ てゐ るから 足 を 爪立て、 あるく、 自然 足 を. a きする とい ひその 足曳 とい ふ 

言葉の 緣で山 を 出し、 却って 前 句の 二日 月 を 景色の やうに 取り合 はせ てゐ る。 するとす ぐ 其 次に、 

前の 爪立てから 手の 届かざる とか 五寸 とか を 合 はせ 足曳の 山な ど 枕詞の 附 いた 文 言から 歌と し 山 

に 道 を 照らして 「五 寸 ほど 手の 屆 かざる 歌の道」 と附 ける。 更に 又、 一， たまさか にこと とふ もの は 

下駄の 音」 と は、 誰か 人の 來た 下駄の 音 その 下駄の 音 を 人間と 見 人の 訪問の 樣扱 ひ、 次 句に その 

たまさか にこと とふに なほ 山 深く を、 下駄に すい 風呂 を、 山 深く に 風呂へ 深く と 言葉 だけ 通 はせ 

て 「なほ 山 深く 入りし すい 風呂」 と附 ける。 又 「一葉 づ \ 柳の 髮ゃ禿 ぬらむ I 一  とい ふに 秋の 柳の 

葉の 散る の を 人間の 髮の ぬける ことに 見立て、 .髮 がぬ けて しまって あとが 禿 頭になる とい ふ 丸で 

柳 そのもの は どこかへ 行って 人間 を 比喩に 使 ひすぎ て 仕舞 ふと、 「是 も虚さ を 這 ひしげ じ/. \」 と 
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秀頭は げぢ が 嘗めた からだと しさ へ 枝葉 を 茂ら せ る 柳が 散る の だから 其の げぢく は 虚空 を 

這った の だと 工夫 をす る。 かと 思 ふと、 「つくく と 向う に 据わる 鏡 山」 とて 向 ふの 鏡に つ いて は 

わけ 入る 部屋と 通過す る 部屋 を考 へ、 鏡 山と いふに 部屋 を 通る を わけ 入る とか 叉 小 野の 細道な ど 

駄洒落れ てゐ る。 お ほよ そかう いふ 風に どこ まで も 立場 を 智慧の 輪つ なぎ のあそび のと ころに 置 

いて 始めて 存在が ある ものであって どうしても それから 情趣な り 情感な り を 誘導し 來 るので はな 

い。 要するに 芭蕉 初期の 俳諧 は 依然 談林風 を 出です とい ふ 一 言に 盡 きる。 後に 附 句の 三 變を說 い 

て 物 付より うつり 句 ひひ きを 以て 付く ると する に 至った 芭蕉 も その 始めは 心 付に さ へ 行かす 今 

言った やうに 物 付で、 與 味の 中心 は 全ぐ 智 的な 殆ど 智慧の 遊戲の 外に 出ない ので ある。 例へば 

春雨の かるう しゃれたる 世の中に 

醉 みそ 交りの 野邊 の下萌 

招 鉢に 若紫の すり ご ろ も 

などの 如く、 春雨に 野邊 の 泥濘 を 想 ひそ この 下萌が 泥濘 に まみれて 酔味嗜 交り の やう だと 見る に、 

更に その 酢味噜 から 智慧 を 働かして それ を 作る 時の IS 鉢の 中、 その どろく の 色の 若紫 さて 指 鉢 

の するとい ふこと 、若紫の 紫と い ふところ からすり ごろ もと 運ぶ 邊の智 的 聯關、 どれ も /^乙 の 

點を 免れぬ もの は 一 篇百吟 中 一 つもない というて よい。 是は 全く 談 林の 特徴で 之 を 後年の 彼の 連 
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句と 比べ て 全く 世界 を 異にする ものである。 寧ろ 系統的に は 古 連歌の 流 を 汲んだ 芭蕉で さ へ かく 

談林そ のま \ の 連句 を も のした とい ふ は 實に當 時談林 の 流行 の 勢の いかに 盛で あつ たかを 證據立 

てる ものである. - 卽ち これら 芭蕉 初期 の 連句 を 以て 宗因 及び 其の 門人の 作に 比べる と粗ミ 同穴で 

ある ことが 明かで ある。 
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等の如きたに智慧をまはす可笑味ゃ言詞の上の面白味ゃ只もぅ物珍らしければとぃ，^ことゃぉょ 

そ 何事 も輕 口にき は どき 所 を 芽ち さ へ すれば よいと した ものであった。 まことに 寺 田 君の 言 はれ 

る 聯想の 網 細工で、 丁度 彼の 道路 網鐵道 網と いふ 様に 聯想 網と もい ふべき である、 そして その 網 

の 絲が皆 智慧の みの 絲 なので ある。 

尤も 自分と て も 後年 の 進化した 連句 の 胚子の 様な も のが これらの 中の どこかに あるで あらう、 

と は 思 ふ、 思 ふとより さう 思うて 研究して 見たい 氣が ある。 さう して 暫く この ー聯に 就て それ を 

研究して 見る と、 自分 はどう も それ を 完全に 得る ことが 出来ない、 寧ろ 臭紛々 たる ことにの み 心 

を 支配され る。 そこ を 無理に 心 を 押へ て 吟味して 見ても、 物 付から 心 付に 進んで ゐる位 を 認める 

に 過ぎぬ、 卽 ち言辭 印象から 漸く 人事の 後 雜を极 はんとす る 傾向 を ほのめかして ゐる。 例へば、 

「庭 働きの 男 置きけ り」 とか 「地に あらば 石 21 などと 誓 ひて し」 とか 「谷の 戶を 叩き起して 觸れ 

まわり」 とかい ふので ある。 それから 附 合った ところで も 多少の 趣を迪 つて 

飢饉 年弱り ぬる 秋の 昏 

多く は 傷 寒 萩の 上 風  . 
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藥鍋三 井の 古寺 汲 あげて 

落ちさせられし 宫の打 班 

階の 九ッ 目より 八ッ 目より 

君爱 にもみ の 二 布の 下 紅葉 

契りし 秋 は產女 也け り 

人もタ 部の 月に うかれ 出て 

古文 眞寳氣 のつ まる 穩 

など を 擧げて 見る が、 實は まだ どうも さ う 著明 に 後年 の 俳諧 味 の 卵 を 含 んでゐ な いぢ やない かと 

思 ふ。 た^、 彼の 談 林が 從 前の 連歌の ねち みゃく を 破った 功績、 とい ふ も 可 笑いが、 その 功績の 

勢 を 伸ばし 大いに 變 化の 練習に 努めた こと は 全篇 を通覽 してよ く 見る ことの 出来る ところで ある。 

實際 その 縱橫無 盡の放 あばれ 方に 依って 知らす く 持ち 合 はせ の あく を 出し 盡 して 仕舞 ふ 様な 

結果に 進んでも 行った かと 思 ふ。 それ は 幾何 もない 此の 卷 から 程遠から ぬ 後の 卷に 就て 見れば 大 
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分 趣 を 異にして 來 るので も 明かで ある。  • 

隨分 低級な もの 、様な 氣 がする がその 言葉の 遊戲ゃ 故實の 陳列 を 無視して 見れば、 と斷 わられ 

た 上の 寺 田 君の 說を必 すし もどう いふので はない が、 隨分 ひどい もの だとい ふこと を 先づ言 はね 

ばなら ぬと 思 ふので ある。 その後 年の 連句の 種子 萌芽と 見 ゆ る もの は實 はもす こし 時代の 下がつ 

たと ころから 始まる と 思 ふ。 何しろ 一 一句の 附 合が 因果 因緣 がらみ で 後の 連句の 生命 點 である 不卽 

不離の 點、 うつり 響 句 ひの 點には 殆ど 別世界な ので あるから。 譬へ ていふと、 此 頃の 連句の わろ 

さ は 若 い 時分 の 道樂 見た いなもので、 散々 放逸 をし 盡し夢 さめて 漸く 落 付き 追 々 ぬけの して 行 

く 如く、 芭蕉 も當 時流 行の 談 林の 毒に 隨分 ひどく 中って ゐ たものと いふべき である。 試みに 

旣に 神に じり あがらせ 給ひ鳧 

白 髭 殿 は钾年 よられて 

つ く  と 向 ふに 居る 鏡 山 

を 以て 

はき ご、 ろよ きめり やすの 足袋  . 

何事 も 無 一一 一 In の. M は しづ かなり 
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里 見え 初て 午の 貝 ふく 

に比べ て 見る と 全く 雲 界泥界 の 相違で ある ことが わからう。 

(寅 日子) 智的 概念的な 連鎖ば かり 指摘して 見る と 御說の 通り 誠に 困った 事に なって しま ふが、 

句々 の 要素の 實感に 重き をお いて、 見て 行く と、 それ 程で もない。 

梅、 牛、 蛙、 人間、 舂雨、 世の中、 酢 味 t»、 下萌、 指 鉢、 若紫、 下男、 蹈、 二日 月、 といった 

やうな 言葉の 持つ あらゆる 實感 が、 ピアの 鍵盤 をた \ いて 色々 の 音が 出て 來る やうに、 順々 に 出 

て 来る。 それ を迎へ 送る 間に、 吾人の 頭の 中に 起って 来る 一種の 美しい 幻覺が ある 害で ある。 當 

時の 連句 を やって 居た 人達 は、 さう いふ もの は 少しも 問題に しないで 居た かも 知れない。 單に掛 

言葉 ゃ故實 のつな がり を 本位に して 居た かも 知れない。 併し 芭蕉 は 此れ を やって 居る 內に、 段々 

に 今 云った やうな、 色々 な もの \ 感じの 接觸 から 起る 美しい もの を自覺 して 來て、 其の 方面へ 眼 

をつ けて 進んで 行った ので はないだら うか。 ^うい ふ. 意味で、 後世の 連句の い 、もの、 種子 は 昔 

からあった、 それ を 芭蕉が 培養し、 雜草を 刈って しまったと いふので ある。 

(大正 十三 年 四月、 Jffi 柿) 
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(東洋 械) 「芭蒸 は 此れ を やって 居る 內に 段々 に 色々 な もの & 感じの 接觸 から 起る 美しい もの 

を自覺 して 來て」 とい ふ 事は贊 成です。 その 通り、 蕉は それ を やって ゐる內 に •：：• 自覺 して 來 

たので、 初期に はま だ自覺 しなかった と 見る 方が 妥當 だと 思 ふ。 卽ち、 その 「梅、 牛、 蛙、 人間、 

春雨、 …… とい ふ 言葉の 持つ あらゆる 實感」 はこの 成立した 連句 を讀 むこと に 於て はこ ちらへ 移 一 

つて 來に くいと 思 ふ。 それ は、 君の いはれ る やうに さう 物々 を拔き 出しての 事と は大變 ちがって 

もっと 色々 な 他の 分子 を 混へ 且 その 異分子の 方が 立ち 優つ-て ゐ るから。 たと へ ば 梅と 牛との 關係 

について いうても、 (梅 i 鶯 IH; 柳 IgT 牛个 梅) とか (社 ふ 梅 ふ鶯丄 MST 牛 T 梅个- 社) とい ふ 風 一 

な 一句 一句であって、 その 各. - の 物と 物との 對比叉 は 配列 その 事よりも その 各、、 から 流れて 來る 

智的 概念的な 心 持が 專ら 濃厚に 動き 出て しま ふ。 丁度 右の 圖 では、 文字で 現 はされ た 物々 の實感 

よりも 物々 の 間 を 鬚ぐ 矢の 印のと ころに 專ら 打ち か、 る ことにな り、 從 つて 「梅」 「牛」 「蛙」 「人 

間， 一 …… とい ふ 風に それぐ の實 感が諷 詠の 間に 浮き出て 來 ない。 つまり ピアノの 鍵盤の 一つ 一一 

つがた、 かれる 音よりも 一 つ の 鍵盤が 叩かれて 次の が 叩かれる に 際し その 二つの 昔 韻の 流れが 不 

節制に 混雜 し、 寧ろ その 混亂 した 騷音を 主に 受 入れねば ならぬ やうな 氣 がする。 尤も 成った 一 句 ； 
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一 句を諷 詠す るので なしに 研究の 爲、 一 句をバ ラ. （-に ほごして^ 中の 材料 を 柳み 出して 見れ は 

o  ,t ぶ 0 

私 は その 寺 田 君の 言葉で 外の こと を 思 ひ 出した。 それ はこの 頃の 連句よりも いっそ 私共 カ子 供 

の 時分に よく 唄った 童謠の その 方が よほど 私達に さう いふ 心 持 を 傅へ ると 思 ふ。 その 童謠の 一 つ 

は 

狎 ワン 猫 ニヤ ァ チウ 

金魚に 放し 龜 

牛もう く 柏 犬に 鈴 がら りん 

蛙が 三つで 三ヒョ コ /,\ - 

鳩ボッ ボに 立て石 石 澄 籠小儈 こけて ゐる 


袋の どぶつ に 聾 惠美須 

にお かめに ヒゥ ドン チヤ ン 

取 K ッ n ィ 

う 五重の 塔 


553 


とい ふので ある。 又 

テンく 力 チく稻 荷の 太鼓 

あれ 見ィ さい 新 川 見さい ほうかけ ぶう ねが 二ち よ つ く 

二ち ようつ く 三 丁つ うづく あとから 屋 形が 押し かける 

押し か あける 船頭とう める 間 を かま ふと 日が 暮れる 

ちょ 

日も暮 うれる 月 も 出え やる 星 は 中の 町の 中 娘 

色白 じィ ろで 楼ぃィ ろで 眼え にけ しょして 

本 町 石ち よの 若ィ 衆が 

印籠 巾着 句 ひ 袋で しゃれ やん す …… 

とい ふ 様な の も ある。 これ 等 は 連句で はない、 が、 私 は 或る 意味に 於て 此の 童謠の 方が 物から 物 

への 道行 をな し 易い と 云 ひたい 位に 思 ふ。 彼の 「种、 猫、 金魚、 牛、 伯 犬、 鈴、 鳩、 立て石、 石 
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燈籠、 小愤 •：：. とい ふ 言葉の 持つ 實感」 とい ふ 事から いうても 紛れな くよ く 出て ゐる 上、 諷詠そ 

のま- -の 間にす ぐ それが 浮いて 出て 來、 又 その外に 混亂 した 騷音ゃ 不純 ゆが 前の 連句の 樣に 挾ま 

つて 来ない。 而も もとより 子供の ふ もの 、單純 さで あるに 拘ら す石燈 籠の 後へ 突と して 「小佾 

こけて ゐる」 なんか は 頗る 活躍して ゐ ると 思 ふ。 次の 童 謠の方 は 前のより はや、 筋 を 通した やう 

なと ころ は あるが それでも 唱 つて ゐる 時に 受ける 感興 は その 一 句 一 句の それに 止まる から 矢張り 

此 所へ 引き合 ひに 出しても い 、かと 思 ふの だが、 これ も 物 や 事の 轉 進して 行く ところに よく 一  句 

唄 ふ 所の 景情 を直觀 せしめて 行き、 「押し かける 船頭と める 間 を かま ふと 日が 暮れる」 の 一 節な ど 

中々 複雜な 葛藤 を投 人して 變化を 極 はめて ゐる しさて 又、 「日 も 暮れ (る) 月 も 出 (え やる) 星 は 

中 …… 」 から ー轉 して 「中 町の 中 娘」 を 呼 起し 來 たる 所な ど 同じく 言葉の 緣を とり 物の 相似 を 雇 

ひ 合 ふとしても、 頗る 滑 かに 頗る 巧妙に よく 全體の 情趣 を 運んで ゐ ると 思 ふ。 これ を あの 

富 士の嶽 頂く 雪 を 剃 こぼし 

人 穴 ふかき 早 桶の 底 

蝙幅ゃ 三角の 紙に 散 迷 ふ  ■ 

山椒 粒 や 胡 升なる らん 
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や 

臺 所より 下女の 呼 ご ゑ 

通 ひ路の 二階 は 少し 遠 けれど 

かしこ は 揚屋 高 砂の 松 

取な り を 長柄の 橋 やつく るらん 

などに 比べ ると 思 ひ 半ばに 過ぎる かと 思 ふ。 —— 私 はかう い ふ處 から も これらの 時代、 卽ち 天下 

を 風靡した あの 談 林の 盛な 時に 滿 天下の 風 人騷客 …… 芭蔡 までが、 或は 得々、 或は 孜々 として こ 

んな處 に 浮 身を套 して ゐ たかと 思 ふと 噴飯に 堪へ ない、 と 同時に 愍然の 情 を さ へ 催させられ るの 

である、」 II 現代の 俳句の 世界 を 見渡した 時、 これに 從ふ 人々 の 多數に 就て 談 林と は異 つた 點に 

では あるが 同じ 樣な心 持 を 去る ことが 出来ない の にい さ 、か 心 を 暗く する。 —— 閑話休題。 

とにかく も 少し 卷を かへ て 段々 進んで 見よう、 さう する うちに は、 いやと いふ 程 茂りに 茂った 

「雜 草」 が どれほど 蔓 つて 行き、 又 その 中に 追々 「い、 もの、 種子」 が 芽ば へて 來る であらう か 

ら。 —— 一 つ 「梅の 風 俳 諮國に 盛な り」 を發 句と する 一 卷を 見て 見る。 不 相變、 草 ％ 蓁々 である- 
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宿の 月 城 を 0 手に ひぢ ま が り  萆 

後陣 はい まだ 横町 8 露  靑 

上々 新 藩 麥面も ふらす 切て 出す  章 

大根の 精 立ち かくれけ り  靑 

中に、 下の 樣 なの は 大分 一 百 葉 の 上の 遊び や 軍なる 智慧の 取合 は せ だけ ではない 何物 か ある 樣 

に 見える。 

松 杉の 木の間の 庵 京 はなれ  靑. 

糞檐 籠き よし 村雨の 穴 ェ  章 

夕陽に 牛 ひき 歸る 遠の 雲  靑 

老子の すがた 山の端が くれ  章 

獨過 都鄙 安全に なすべし と  章 ， 

慈悲 は 上み より さがる 米の 直  靑 


S60 


片斷 諸の 學文本 曰 


人と して 思 は ざら む や 親の 五 器  章 

朝に よって 雪の 竹 箸  靑 

しかし それ も 極く 少數 で、 尙且 まだ./ \> 幼稚と いふか 低級と いふか、 さ 程 感歎に 値 ひする もの 

がない 様に 思 ふ。 —— 

(贫 子， } 此の 時代の 連句で 目立つ 特徵の 一 つ は、 もの、 「見立て J といった やうな ものに、 

特. 训の 興味 を 感じて 居たら しい 事で ある。 例へば 

古 帳に 橫點を 引く 朝霞  . 

火^ を はりし 氷 流る k 

かねの あみ か 、れ とてし も 波の 月 

龜は 忽ち 下女と 現 はれ 

老 鶴の 隱居樣 へ の 御 使 
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紫の 蛸 は 雲 路には ひ 出 て 

とがり 矢 二 筋 まなばし の 先 

此 等の 中で も、 第一 の やうな の は、 譬喩の 厭味 を 離れた 一種の 美しい 幻像 を 件 はない と は 云 はれ 

ない。 第二 や 第三の やうな のになる と、 少し 困って 來る。 

此 種の 「見立て」 は、 前の 百 韻に も、 いくら も ある。 例へば 

酢 み そ 交りの 野 邊 の下萌 

招 鉢に 若紫の すり ごろ も 

靑 海 苔 もろき 天 竺 の 衣 

地に あらば 石 H: など 、誓て し 

末の 松 山 璧漬の 水 

諸 鳥の 小頭 鶯 のこ ゑ 

大無盡 世 尊 を 親に 取り立て 
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富 士の嶽 頂く 雪 を 剃 こぼし 

人 穴 ふかき 早 桶の 底  . 

一 葉 宛 柳の 髮ゃ 禿ぬ らん 

此等も 或る 意味での 「見立て」 に屬 する ものである 。「見立て」 とい ふの は、 「聯想に よってつな 

がれた、 二つの もの を 互に 置換 —— 或は. 照應 させる」 事で あると 思 はれる。 此 等の 場合に 於て、 

形態 や 作用 や 理窟 ゃ故實 から 來る 聯想が 著しく 幅 を 利かせて 居る やうで ある。 此點が 松 根 君の 甚 

だしく 排斥され る 所以で あると 思 ふ。 併し 例へば 

うつ 蟬も吉 野の 山に 琴 ひきて 

靑嵐 吹く ひとよぎり 吹く 

の樣 なの や 

床 は 海 朝鮮人の ね やの 月 

虎の 毛 ごろ も 別れ 行く 露 
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の やうな のになる と、 理智的 聯想より いくらか 實感的 聯想が 勝って 來 るので、 最早 や 「見立て」 

の 厭味が 薄らいで 來る。 併し、 こんなの を、 最初に 吾々 の讀ん だ、 「猿 蓑」 の 中の 例へば 

いちどきに 二日の 物 も て 置 

雪げ にさむ き嶋の 北風 

火と もしに 暮れば 登る 峯の寺 

など、 比べて 見る と、 これで も、 或る 意味で は、 一種の 「見立て」 と 云 はれない 事 はない が、 唯 

此の 場合で は 聯想の 絲 がすつ と 奥深い 俳諧の 世界で つながって 居る 處に 相違が ある。 そして、 互 

につな がれて 居る ものが、 單 なる 二つの 「もの」 でなくて、 二つの 生きた 境地で あり 實の 生活で 

ある。 此點に 於て 初期の ものと、 後期の ものとの 間に 如何に 大きな 價 値の 差が あるか を 認めない 

譯には 行かない。 其れ は 兎に角、 初期の 速 句が 私の 云 ふ 意味での 「見立て」 の 連珠と いふ 要素 を 

供へ て 居た 事が、 後期の もの を 生むべき 「必要な、 併し 不充分な」 一 つの 條 件であった こと は 疑 

ひない と 思 ふ。 此れに 「充分な 條件」 を 補足して、 完成した のが 芭蕉の 力で ある。 とかう いふ 風 

に 見る 事 も出來 はしない か。 

n ント ラブン 

かう いふ 風に 考 へて 見ても 初期の ものと 後期の ものとの 關係 は、 丁度 昔樂の 方で、 昔の 對位 

法と 近世の 樂 章の 形式との 關 係に 類した 點が あると 思 はれる。 (大正 十三 年 六 =«、  § 
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(東诈 城) 「見立て」 が此 頃の 連句の 主要な 要件であった こと もさう だと 思 ひます。 一 體見立 

てと いふ こと は なぞらへ で、 此の 時分 連句の 外に も、 例へば あの 芝居の 役者に 見立てと いふ もの 

が 流行った. りしました。 それ は 一 人 一 人の 役者 を それく の 特技 容姿 人氣 にさへ ついて 或はい ろ 

いろの 花に 見立て 或は 樣々 の 魚に 見立てな どして 評判 をした あれです。 けれども かう いふ 場合 は 

その 役者の 評判 を 主と する ので、 その 役者 其 者が 何 か 見立てられた もので 示され 描かれ 歌 はれる、 

つまり その 役者 ——- 役者の 實感を 基調と しての 事です、 勿論 見立てる 方の 物の 實感 もです が。 で 

あるから 見立て は 見立てが 其の 內容 として 見立てられる 者 を 充分 包容して ゐな いと 强ぃカ を 持ち 

得ない。 例へば 役者 評の 場合に 或る 役者 (例へば 圑十郞 なら 團十郞 ) を活 きのい \ 大 鯛に 見立て 

ると して、 その 鲷は どこまでも ピ ン，， した 尾 も 鰭 も 勢 を 見せ 眼 玉 も クル/ \辉 いて ゐる 本當の 

鮮鲷 でなければ ならない が、 その 鮮鲷の 表面に 裏面 內容 として 或る 役者 例へば 何代目 團洲其 人の 

風.^ 人格が 躍如と しなければ ならぬ、 と同樣 である。 その 點に 於て 貴君 もお 困りの 樣に r 龜の下 

女ゃ老 鶴の 隱居 樣」 に 又 「雲 紫の 蛸 やまな 箸の 尖り 矢」 などで は 何とも 仕方がな いぢ や ありませ 

んか。 それに、 も 一 つ 困る の は 前に もい うたこと だが、 「古 帳に 橫點を 引く 朝霞」 など は 他に 比較 


すれば すこし 面白い ところ は あらう、 とい ふの は 古 帳面に 一本 横線 を 渡した その 事、 横 一文字に 

引渡した 朝霞 其 者の それ/ \ に ともかくも 實感 味が 添 ひその 引合 はせ が 雙方共 をす こ しづ 、でも 

活かさう として ゐる事 だが、 何せよ 連句で ある こと、 てす ぐ 次へ 「火鉢 を はりし 氷 流る、」 と來 

て、 火鉢 を 水な ど 無理 をした 上、 古 帳面 I 火鉢、 朝霞— 流氷と いふ 風に 對 照し 合って、 多少と も 

實感 に觸れ か、 つた もの はたう とう 素通りの 刖事 になって しま ふので す。 要するに、 此等 初期の 

連句 は、 一句と しても 物な り 言葉な りの 戲興 であるが、 二 句 を 連ねる ところに 至って 一層 厄介な 

視ひ處 を 持って ゐ たもので ある。 つまり 見立てが 言葉 通り 單に 見立てに 止まる ことが いけな かつ 

たので はないだら うか。 又む しろ 見立てと いふ 事が いけない ので はないで せう か。 

さて、 是等 初期の ものと 後年の ものとの 間にある 大きな 價 値の 差の、 其の 關 係が 二つの 物で な 

くて 二つの 生きた 境地 だと せられる 點は 甚だ 同感です。 唯、 その後 年の が 生れて 来る 一 つの 條件 

として 見立ての 連珠と いふ 要素 を 嘗て 供へ てゐた 事を擧 げられ る點 は、 私 は 異見が あります。 む 

しろ 私に は それ は 全く 別の 方面からの 事の 樣に考 へ られて 仕方がな いの です。 (それ は 後に 言う 

て 見たい と 思 ひます)。 それによ ると、 その 見立ての 連珠と いふ 要素 を 嘗て 具した 事 は、 單 なる 

動機と いふか 遠因と いふかで、 後年の 連句が 生れて 來る 一 條件 とか 直接の 原因と かする より、 - 寧 

ろ 或る 一條 件 を 偶然 由来した、 も 一 つ 前段の 間接の 機緣 に過ぎない 様な 氣 がします。 を かしな 譬 
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であるが 前に も 引いた あの 昔から よくい ふ 若い 時分の 道樂 で、 若い者が 若い に まかせて やる 道樂 

なる もの は 大方 とりとめのない いっそ 馬鹿馬鹿し いもので せう が、 その 本来の 目的で もなかった 

世態 人情 を 知る とい ふ 偶然の 收穫が ある 様に。 まあ そんな 位に あの 「見立て」 も 思って ゐ ます。 

極端に いふと、 見立てなる もの は 後年の 連句に はすこし も 血緣を ひいて ゐな いので、 後年の 述句 

の 側から いふと、 どうして あんな ものから こんな ものが 生れ 出て 來た かとい ふこと を 不思議に 思 

ふ 位です。 從 つて 御 示しの 猿 蓑の 句な どに は 見立てと さ へ いふ 意味 は考 へられな いのです。 もう 

猿 蓑 あたりに なると、 後 句の 境地 は 全然 前 句の 延長で あり 轉進 であると 同時に、 又 暫く 分つ こと 

に 依って 全く 一 一つの 別 境で も あり 得る ものであるから、 一 一句が 對照 比類 さる、 見立ての もので は 

ない。 前 句 を 以て 後 句 を、 又 一 句の 中の 一 部で 他の 一 部 を 相 校合す るので はない かと 思 ふ。 尤も 

御說の 「一 つの 條件： とい ふのに 「不充分な」 とい ふの がつ いて ゐ ますから それが その邊 の 意味 

を 含んで ゐ るの だら うと は 思 ひます が、 私に して は それでも、 一 不充分な 條件」 とい ふよりも 「條 

件 を 誘って 來た 偶然の 機緣」 として 必然性より 偶然 性 をより 多く 感じる のです、 從 つて 條件 とい 

ふこと から 全然 離れさう なのです。 —— さう いふと ころから、 あの 初期の 述 句が 後年の 連句 を 生 

じて 來た條 件 はもつ と 外、 外 も 外 意外の 方面に あるので はない かと 思 はれて 仕方がな いのです。 

(寅 日子) 勿論 條件は 外に も ありませ う。 もう 少し 研究 を 進めて 行く うちに、 段々 分って 來る Mi 


だら うと 思 ひます。 —— それ は 鬼に 角、 私は此 頃の 速 句からで も、 矢張り 時々 非常に 美しい 幻覺 

を 感じさせられる 事 を白狀 してお きます" 例へば、 「河童の 生け どり 秋を悲 む」 「うそ 噺 聞けば そ 

なた は 荻の 聲」 の やうな ので も、 意味 はよ く 分らない に拘ら す、 丁度 秋の 浦邊で 遠い 欸 乃き 聞く 

位の 心 持 はする。 叉 「虎の 毛 ごろ も 別れ 行く 露」 「くろがねの 築地の 崩 花 を 踏んで」 などに 逢着す 

ると、 此れ も 意味 は 分らない が、 眼前に 何 かしら 古い 昔の H キゾ チックな 鎗が 見える。 「ぬるい 

若衆 も 夢の あき 風」 など、 いふの も 唯一 句の 中に 可也 複雜な 「夢」 が 出て 居る。 11 所謂 ダ、 >ィ 

ストの 詩と いふの は どこが い 、 のか 分らない が、 ひょっとしたら 似よ つた 處に 味が あるので はな 

いだら うか。 さう 云へば、 「熊手 鳶口 勢 田の 長 橋」 だの、 「eg の羊荑 かすて いら」 だの 「庭訓 今 川 

童子 經 一 だのと、 他愛 もな く 並べ る處 にも、 何 處かダ  >  ィズ ム の 面影が あり はしない かと 思 ふ。 

此の 卷は まあ 此の 位に して 次の を 讀んで 見 ませう か。 

(東洋 城) さう ですな、 では 「あら 何ともな」 の卷を 見て 見 ませう。 — 例に^って 例の 如し 

だ 0 

あら 何ともな やきの ふ は 過て ふくと 汁 

寒さし さって 足の 先 迄  . 

居 あ ひぬ き 霰の 玉ゃ亂 すらん 


568 


の 學文本 B 


相 

き 

應 

拙 

老ビ 

の 

者 

ざ 

御 

名 

こ 

用 

字 

よ 

も 

は 

じ 

あ 

風 

ら 

の 

折 

ば 

し 

節 

池 

の 

は 

の 

は 

m 

ほ 

ら 

と 

569 


先づ、 昨日 食うた 河豚 汁 をく うはく うたがび く/^ もので ゐ たのが け ふに なっても 何事 もない- 

とい さ、 かう つけの 樣に吻 とする。 次に、 ふぐと 汁で あた、 かいから あた、 まって 足の 先まで 寒 

さがし さった とつけ るの が已に 河豚 汁の 感じの 中に ある ことで ある 樣に思 はれ 其 上足の 先までと 

際どい 行き方に、 と、 しさって 足の 先までと いふ 言葉 だけに 居 合拔を 取合 はせ 寒さに 霰 を あしら 

つて 置く のみなら す、 拔 けば 玉 散る 劍の 刃と いふ 様な 所から 霰の 玉を亂 すと 形容し、 霰の 玉を亂 

すから 風の 條原を 響かせ 居 合拔に 拙者 名字 はと 名乘ら せる 狡智、 次 は 拙者から 相應の 御用 を 風の 

篠 から 池の ほとり を緣 由し 殊に 此の 池の ほとりに 至って は 凡て 無意味の とりつけで、 全く 次の 海 

老 ざこ …… を 引出す 緒に 過ぎない 位、 とま あかう いふ 行き方で ある。 その他、 此 類に 次の 様な の 

が ある。 

難 波の 蘆 は 伊勢の よもい ち 

屋敷 方 あなたへ ざら りこな たへ も 
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片斷 諸の 學文 本日 


不首尾で 歸る海 士の釣 舟 

片荷 はさい ふめて は 香久山 

雲 介が たなびく 空に 來に けらし 

幽靈 となつ て^ 婆の 小盜み 

無緣寺 の 橋の 上より 落さる 、 

都合 その 勢 萬 日まい り 

た-. -ニ裏 三 表 あたりに 

い. 地藏の 茅原更 ゆく 

人 かよ ひけり 跡 見えて 

が 子 を戀路 ならなん 

り 新 狂 言 と 書きく どき 

になら すに ものお も 〈 とや 


ふ る 

鹽 賣 の 

文 正 

今 曰よ 

も の 
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或 時 は藏の 二階に 追 込て 

何ぞ とと へ ば 猫の目の 露 

に 多少と も 例の 智慧の 輪 がらみ でない 様な ものが 仄 見える やうで も ある (幼 では あるが) 。あの 

r 艇の ひらけ か、 りし 一 一日 月 …… 以下」 や 「かんな 屑たい まつ はっと 振 立て、 …… 以下」 やの 镇 

き 合 ひとはち がって 後年のに 附 合の 心 持が 似通って ゐる 所が ある。 尤も、 まだ ー卷の 大部分 (と 

いふより 大方) は 前 來の卷 々同様の 代物で あると せねば ならぬ。 (大正 十三 年 七月、 溫柿) 
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(寅 日子， - 此の 卷には 大分 面白い 處も ある、 先づ 色々 の 幻影が 萬 華 鏡 的に 變轉 して 賑か である „ 

賑か 過ぎて 少し 品が 惡ぃ。 一種の スケル ッォを 聞く やうな 處も ある。 「飛乘 の 馬から うと や 時鳥」 

「森の 朝 影 狐で はない か」 など は 振る つて 居る。 此の 時期と して は 可也 油が 乘 つて 居る 處 らしい „ 

やって 居る 人達 は、 とても 面白くて たまらな いとい ふ 風が 自然に 出て 居る。 餘り 面白さに 浮かれ 

て、 少し 調子に 乘り 過ぎて 居る やうな 氣も する。 與 味が 上 はつ 走りして 內觀 的な、 奥へ 引つ ばり 

入 一む やうな 力の ない 事 はどう も 致 方がない 事 だと 思 はれる。 併し かう いふ 時期 を 一 1 り經 過す る 

とい ふ 事 も、 後日の 行く 處へ 行く 爲に 必然な 道筋で あるの かも 知れない。 かう いふ、 したい ま、 

の道樂 をし 盡 して、 歡樂の 後に 來る アン 一一 ウイに 襲 はれた 後に、 「古池の 蛙の 音」 を 聞く ので、 始 

めて 其の 音の 妙味が 出る ので はないだら うか。 —— どうも 此 頃の 芭蕉に は、 才氣 煥發で ハ ィ カラ 

で、 今日なら、 ォ ー ル バックに ロイド 眼鏡で、 丸 ビル 邊を うろついて 居さうな やうな 分子が 見え 

る うな 處が ある。 氣障 男の ドン . ファ ン らしい 處 さへ も 見える やうに 思 ふ。 少なくも さう 思つ 

て 見る 方が 面白い やうで ある。 —— 尤も 晩年のに だって、 さう いふ 處が 丸でない 譯 ではない。 一 

面から a? ると、 さう いふ 處に、 芭蕉の えらい 處が あるの かも 知れない。 此點は 如何で せう か。 
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(束萍 城) ォ— ル バックに ロイド 眼鏡、 大 へん ハイカラな 芭蕉に してし まひ ましたね。 それで 

丸 ビル か 銀座 を あるか すんで すって、 どんなで せう、 一つ 君の 彩 筆 を 煩ら はして スケッチして 貰 

ひたい ものです、 來月號 の插鎗 にします よ。 それ はさう と、 仰せまで もな く 芭蕉の 一面 は 頗る 俗 

な 人間であった やうです。 それ は、 それが 甚だしい から それ を 洗濯す る 必要から 俳諧の やうな も 

のに 歸 して 行った のか、 俳諧に 進む に從 つて その 俗な 脂 や 汗が 段々 絞り出され 排泄され て 行った 

のか は 別と して、 彼の 一 生の 作品 を 通じて それが 意外に 澤山 こぼれ 出して ゐる ことです。 それ は 

隨分晚 年の 俳句な どに も 現 はれ 叉 は 窺 はれ、 殊に その 崇高 秀麗 の 絶品で さへ 深く 吟味す ると 必す 

その 人間の 垢 やよ ごれ やつ まり 俗の 俗た る 所 を 一 たび 通らす とい ふこと がない 様です。 例へば 彼 

の 最後の 年の 作で あると い ふ もの、 うちに 「菊の 香 や 奈良は 幾 代の 男ぶ り」 「薄 麥は まだ 花で も 

てな す 山路 かな」 「行 秋 や 手 を ひろげた る 栗の いが」 「松 杉 を ほめて や 風の か ほる 音」 「一とせ に 

一 度つ まる k 齊 かな」 こんなの が あり、 更に 同じ年の 作の 名吟 「菊の 香ゃ奈 良に は 古き 怫達」 「此 

道 や 行く 人な しに 秋の 暮」 「水鷄 なくと 人の い へ ば ゃ佐屋 泊り」 「ひゃくと 壁 を ふまへ て 晝寢か 

な」 など、 尙死 病中の 吟 である 「旅に 病んで 夢 は 枯野を かけめぐる」 に 至って さへ その 一 目に は 

見えない 句 心 句 底に 彼の 俗な 心、 俗な 氣が蟠 まる 事 を 見の がせない と 思 ふ。 換言すれば その 俗な 

氣、 俗な 心 を 持つ が 故に この 俗な 下界 を 踏切って 高く 登る 事 も出來 るの だとい へる と 思 ふ。 芭蕉 
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は 畢竟 一面に 於て 頗る 俗情 俗 心な 男であった らう。 それ は 生を畢 るまで、 そして 彼 は それと 戰ひ 

戰 つて 次第に 自分と いふ もの を 作り トーげ て 行った のか もしれ ぬ、 そして その 作り上げて 行く うち 

にも 生地が その ま、 こぼれた の は 前い うたやうな 俗な 卑しい 惡 句と 現 はれ、 そのよく 踏み 占め 得 

こなし 得た ものが あ 、 い ふ 名吟 律誦 をな したので あつ て、 どちらに しても 芭蕉から その 俗 心 俗情 

は 常に 絶緣 されて ゐ なかった というて よから う。 一 體俗心 俗情 は 人間の 持 分で ある、 その 持 分の 

こもる ところに 人間味が ある。 人間味の 閑却され たもの は 生きて， Q る 人間に は大變 遠い もので あ 

ると 同時に、 これ を 含み 之 を 持ち 之に 立脚す る ものにして 始めて なべ て 世の 生きた 人間に 身 親ら 

の 如く 感動 を 深く せられる ので ある、 さて 芭蕉と 雖も であり、 芭蕉 なれば こそで さへ も ある。 お 

蕉の 作品 (成功した る) が 千古に その 大きな 力 を 傅へ るの は 星 移り 物 變る幾 世 を 通して 人間に 共 

通なる 人間味に 一面 立脚す るからで ある。 その 天然 自然 を 詠 ふに も 人生々 外を觀 する のに も。 唯、 

、ゝ 、 、 

俗情 俗 心 は ど こ まで も 俗情 俗 心で あり ァ ク はァク である、 それが その ま k に こぼれ た^けで は jfl" 

術で ない、 そこに 芭蕉の 失敗の 作が 並び 悪 作 さへ 散見す るので ある。 而も その 俗情 俗 心 を 能く 了 

得する 時 いかにも 人間 一 般に廣 く 人間 自身に 深く 觸れ 得る、 それに 根ざし それ を加擔 せしめる こ 

とに 由って 人間の 藝 術が あり 得る、 そこに 芭蕉の 高 作が 峙ち 神品 さへ 聲ぇ るので ある。 仰 も 人間 

であり 叉 同時に 神で あり ：•：• (それまで 今 言うて は 際限がない、 刖の時 別の 編と する)。 そこに 
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芭蕉の 俳句の 出来不出来 を 見、 こ、 に 連句の これら 鼻 持なら ぬ もの を 見る ので ある。 それにして 

も此 頃の 連 i ？、 見來 たれば ひど さが あまり ひどすぎる ぢ やありません か、 すこし 各卷 を通覽 して 

見 ませう。 —— 一 卷 一 卷に 就て 吟味す る： ig 打 もない 位です から。 

嶺に雪 かねの わらん ぢ 解け そめて 

千人力の 東風 わたるな り 

熊つ かむ むかへ は 月の 薄曇り 

水 右 衞を笑 ふ 初 雁の 聲  , 

墨の 髭 萩の 下葉のう つろ ひて 

尾花が 袖に 鏡 かさう か 

をつ と は 山伏 あまの 呼聲 

一念の 齄 となって 七 まと ひ 

かたち は 鬼の 火鉢いた 1. く  . 

紙 ふ のり 伊勢の 國 より 登りけ り 
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.构 子 は こ け て 足が 

や . ^暫し 下女と 下女 

赤 前垂の 旗 をな び 

戀 弱し 內親； 土の 御 言 

乳母 さ へ あらば く 

疱瘡の 祌 鬼神な りと 

草 確の 風 公儀より 烈 

御 宿老に は 白 髭の 

笸 頭巾 額に た& むさ 

洲 崎の 松の ひとり 

てうち /\ 眞 砂の 鹤 

涎の 絲に撥 かよ ふ 

叉 ゃ來る 酒屋 門前 物 


ひよ ろつ く 

との 戰 ひに 

力 す 
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ろが ねの 循 

も 閨の月 

11 以上 「物の 名 も」 の 卷- 

しくて 

,K なみ や 

狂 言 

子 を 思 ふ 
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もら ひ 
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幻 を祧饤 持ゃ尋 ぬらむ 

夢 はや ぶれて 杖と 草履と 

しに は づれ此 頃の 禮ぉ 門， まで 

捧げた る 二つの 玉子 かいわりて 

うちまた 廣き國 のかみ へ と 

—— 以上 r 須磨ぞ 秋」 の卷 11 

といった やうな 風に、 讀ん でもく です。 

(寅 曰 子；) 前に、 變 化が あると いったが、 併し 其の 變 化が 可成 型に 入った やうな 處が ある、 も 

う 少し 讀ん だら 其 等の 定型 を 多少 系統的に 調べ て 見たい。 先づ 手始めに 類似の もの を 少し 書き出 

してお く。 

「酢 味 喰 交りの 野邊の 下萌」 「谷水た X へ て！！ 酢の 如し」 r 餾飩 きり 落す 橋の 下水」 

「土用 しれ 山 は 紺地の 靑嵐」 「牛 道具 や 十一 一 一 重の 薄 霞」 「太 物の 庭の 芭蕉 葉 五六 端」 

「雁よ 千鳥よ 阿呆 友達」 「す も \ 山 桃 悉皆 成佛」 「寂 蓮 法師 小 儈新發 意」 「音 樂の 胡弓 三味線 相 
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の 山」 一 鈴蟲松 蟲轡た ふる、」 「ひらめ 白 うらむ くの 黑鲷」 「にしめの 蕨人參 甘草」 此の 種類が 非 

常に 多い。 

「隣の 內儀 相客の 露」 「凡そ 命 は 赤土の 露」 「まして や 面 は 張 貰の 露」 「古人 道 は 失せに けり 露 I 

等 も 一 種の 型で ある。 

「山 又 山 ゃ三國 の火郞 介」 「松 は 幾 世の 青砥 三衞 門」 「去 程に おも 白 鶯の權 の丞」 「さて こ なた 

に は ニ條喜 右衛門」 など もさう である。 

「かいつ かみ はねう ち拂ふ 雪の 暮」 「駒 留めて 下駄 打 叩く 雪の 暮」 など は燒き 直しで ある。 

かう いふ 風に 一句 づ、 取って 分類して 見たら、 割合に 少數な 群に 分けられ さう に 思 はれる。 以 

上の 外に 目立つ もの は、 神佛を 茶化した もの、 故事に 引っかけ たもの、 古歌 をもぢ つた もの、 道 

歌 じみた もの、 下品の 戀 愛に 關 する 可也 露骨な もの、 などで ある。 なほ 句と 句と つなが，^ 方の 定 

型 も 色々 分類 出来さう である。 此れに は 一 百 葉 づけ や、 智 的の 意味 づけ や、 感じ づけ や 其 也 色々 あ 

る だら う。 かう いふの を 少し 分類して 見たい。 さう して 多少 統計的に 變遷を 調べて 行く 事が 出來 

たら 面白く はない かと 思 ふ。 (大正 十三 年 八月、 溢佈) 
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(東洋 城) 色々 な 材料 や 色々 な 型に よる 分類 をして 見たら、 仰し やる 通り、 隨分 色々 な ものが 

あると 同時に 案外 叉狹ぃ 或る 一 定 數の範 園に 限られて しま ふか もしれ ません。 私 も 一 つやって 見 

ます かな、 今まで 讀んで 來た卷 々の內 から。 ！ 

先づ 一 つ 人名 (人的 名稱 も) として 用 ゐられ たもの を 並べて 見 ませう か。 「權 之丞、 能 因 法師- 

判官、 大黑、 白 髭 殿、 老子、 徐福、 辨才 天、 佐 野の 源 助、 ニ條喜 右衛門、 風の しの はら、 一休、 

文 正、 守隨、 小町、 梅 尊、 彌 右衛門、 風の 三郞、 鎌 田 殿、 俊 成、 寂 蓮 法師、 fM< 郞、 熊 坂、 三國 

の九郞 介、 白樂 天、 水 右衞、 東坡、 業 平、 貫 之、 朝 夷の 三ぶ 樣四 郞樣五 郞樣、 靑 砥左衞 門、 菅相 

丞、 获原 どの、 ぬく 太郞、 夢想 國師、 蝦蟇 鐵柺太 閣、」 など。 

それから 一 つ 謠曲を かりた もの. (謠が かりの もの も) に は、 「人足 あれば 山姥 も あり、 事 あらば 

麼せ たれ ど あの 華 薄、 いかに 漁 翁 心得た るか 秋の 風 I 實に 土用な り 天の羽衣、 方々 見せう ぞ佐野 

の 源 助— かいつ かみ はねう ち拂ふ 雪の 暮、 屋敷 方 あなたへ ざら りこな たへ も、 あら はれて 石魂忽 

ち 飛ぶ 千鳥、 質の ながれの 天の羽衣— 田 子の 浦波 打よ せて 負 博 突、 竹馬に ちぎれたり とも 此 具足- 

酒の 月う はなり うちの 御 振舞、 若衆 方先づ つくしに は彥 太郞、 關 手形 安宅に 早く 着きに けり、 駒 
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留めて 下駄 打 叩く 雪の 暮」 など" 

も 一 つよく 使 はれる そして 後世 川柳な どに 常套手段 として 用 ゐられ た 下女と いふ 樣な ものに、 

「小 枕よ ころく ふし は 引た ふし は —臺 所より 下女の 呼聲— 通 ひ路の 二階 はすこし 遠 けれど、 釣 

瓶と り龍宫 まで も 探 すらむ- 1 龜は 忽ち 下女と 現 はれ— 老 鶴の 隱居 様へ のお 使に、 构子 はこけ て 足 

が ひよ ろつ く— や、 暫し 下女； i 下， 女との 戰 ひに— 赤 前垂の 旗 をな びかす、 幾 月の 小 松が はら ゃ隱 

すならん i と へど 岩根の 下女 はこた へ す、」 の 類。 

叉 衆 道に は、 「能 因 法師 御 若衆の 時、 ぬるい 若衆 も 夢の あき 風— 床 は 海 朝鮮人の ね やの 月、 むら 

時雨 衆 道ぐ る ひの 二道に— 人 死の 戀風 騒ぐな り、 千 瞎四五 枚 これし きの 戀を— 寺の ほり 思 ひそめ 

たる 衆 道に て— 短き 心 錐で 肩つ く、 野郞ぞ ろへ の紋 のうつ り 香— 双六の 菩薩 も爱に 伊達. 姿 —衆生 

の綫 をす くひ とらる、、 心中に 山林 竹 木 指き る 事— 末世の 衆 道 菩提 所の 月— 十 歳の 和尙 のうは 氣. 

秋更けて、 鞍馬 儈正床 入の やま— 若衆 方先づ つくしに は亲太 郞、」 の 類。 

人事の 扱 はれた もの 成語に 現 はれた 分 だけで も、 「吉原 通 ひ、 煩惱、 公儀の 投、 隱居 料、 早 桶" 

三角の ま、 臺所、 二階、. 揚屋、 傷 寒、 淨 瑶璃、 二 布、 產女、 草履、 鼻緒、 四疊 半、 滑屋、 蘆墻、 

や はら、 魔法、 藥鍋、 古寺、 打疵、 せ 文 眞寳、 絲荷、 秤、 破 籠、 儉約、 公方、 漁 翁、 琴、 庵、 糞 

擔籠、 牛、 鍋、 ゆ ふべ の 煙、 釘、 ふい ご、 あか り、 玉子、 羊 奪、 かすて いら、 杉 折、 附 けと^ 
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け、 親類 分、 大名 町人、 古 帳、 火鉢、 かねの あみ、 うそ 噺、 熊手、 鳶口、 長 橋、 釣瓶、 下女、 隱 

居樣、 お 使、 白 無 坂、 粟 五十石、 ぼ. 舍寺、 若衆、 夢、 床、 朝鮮人、 ね や、 虎の 毛 ごろ も、 築地、 

うり 藥、 壺、. 瀨戶の 土、 かまぼこ、 鹽、 かんな 屑、 たいまつ、 はきだめ、 御齋、 豆腐、 人 死、 大 

火事、 伊勢 白粉、 瘦、 かみそり、 內侍 所、 のう れん、 衣屋、 兩眷、 岩 橋、 日 傭、 米の 直、 五 器、 

竹 箸、 ひねり 艾葉、 小謠、 庭訓、 今 川、 童子 經、 宿、 城、 後陣、 横町、 上々 新 薄麥、 とがり 矢、 

まなばし、 ふぐと 汁、 居 あ ひぬ き、 名字、 醬油、 小便、 き、 耳、 屋敷 方、 爲替 小判、 千驟、 衆 道、 

錐、 ぬか 釘、 うそつき、 坊主、 朱鞘、 水 茶碗、 紙袋、 揚枝、 野郎、 紋、 うつり 香、 雙六、 衆生、 

から 尻、 小 蒲圑、 鱗 形、 かねの 飯繼、 一 1 ー獻、 親 仁 友達、 無筆、 胸算用、 鹽賣、 新 狂言、 藏、 號 

ffl、 百 萬 石、 帝、 歌の 撰 集、 掛合、 堂、 柴人、 繩帶、 合羽、 飛乘の 馬、 古着、 質の ながれ、 負 博 

突、 海士. の 釣 舟、 瓦燈、 衣装 櫓、 鈴の 音、 一貫 二百、 片荷、 財布、 雲助、 小盜 み、 無緣 寺、 橋、 

祖父 祖母、 鼓、 草鞋、 米 袋、 木賃、 早 飛脚、 川 舟、 追手、 請 人、 赌、 木 鍵 子、 人形、 鍬、 畠、 芝 

居、 茶屋、 小歌、 道 外人 形、 土器、 舟、 五 間口、 禮金、 手 かけ 者、 木綿 賣、 書 出し、 身體 むき、 

牢人 小姓、 竹馬、 具足、 母 衣、 ところてん、 大签、 鐵杖、 うはな り 打、 隣の 內儀、 相客、 世帶 

持、 のつ ぺ い、 精進 落、 庵、 開帳、 本尊、 袷、 駕籠 かき、 まよ ひ 子、 大屋 敷、 髮結、 舞臺、 つれ 

ぶし、 端 吹、 禿、 酌、 御朱印 使、 玉章、 山林 竹 木、 和尙、 うは 氣、 か、 樣、 組屋の 店、 人相、 寢 
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： 汁、 しな ひうち、 大衣 着、 床 人、 見 性、 錫の 鉢、 轆轤、 片輪 者、 かき ふんどし、 尻 からげ、 膏薬、 

膿、 よこね、 湯船、 甲 頭巾、 關 手形、 ^紙、 太 物、 横町、 新道、 會所、 音樂、 胡弓、 三味線、 四 

つ 竹、 お 伽 比丘尼、 後家、 こぬかみ がき、 革袋、 燒筆、 羽箒、 紙 ふのり、 壁ぬ り、 繩階 子、 小 風 

呂、 木綿 ざら さ、 借錢な (濟) し、 勘當、 跡 式、 古手 形、 炮 碌賣、 石 招の 文、 蓼 酢、 吹 矢、 世間 

咄、 かる 口、 相 店、 か、 (嫫) 、塗 桶、 大臣、 手 道具、 十二 一重、 笈、 關所 もの、 火つ け、 線、 貢、 

飴お こし、 德利、 餾飩、 憂 名、 小柄、 滅金、 饅頭の 見 世、 錢の 文字、 煮し め、 薄醬 油、 杓子、 下 

女、 赤 前垂、 酒 桶、 引導、 穴蔵、 疊、 手水 手ぬ ぐ ひ、 置 頭巾、 酒屋、 物 もら ひ、 血の道 氣、 茶袋、 

針 立、 お 夜 詰、 寢卷、 瓦燈、 文箱、 はやりうた、 生姜 梅潢、 紙燭、 浪人、 田樂、 招り 子 木、 挑 灯 

持、 山 作り、 茶の湯、 下駄、 火 人、 恃氣、 喧嘩、 薄情、 追剝」 等 殆ど 無數 である。 

一 つ 神 佛の事 をの ぞいて 見る と、 「吉祥 日、 大黑、 六道の (札の) 辻、 焰麻、 餓鬼、 世 尊、 早 桶、 

三角の 紙、 人相の 鐘、 神、 白 髭 殿、 田舍 寺、 辨才 天、 成佛、 御齋、 衣屋、 彌勒、 多 門、 惡魔、 南 

無い き 薬師 来迎、 寺の ぼり、 鐘 鑄の 功德、 坊主、 地藏、 隱元 衣、 法の 聲、 卽身 卽佛、 堂、 海 尊、 

願主、 鈴の 音、 幽靈、 娑婆、 無緣 寺、 萬 日まゐ り、 韋駄天、 地 猿、 鐵杖、 開帳、 本尊、 寂 蓮 法師、 

小儈、 新發 意、 悪鬼、 東 叙 山、 菩提 所、 彌陀、 鞍馬 僧正、 悉皆 成佛、 錫の 鉢、 因果、 黄金の 膚、 

山伏、 伊勢の 國、 神の いがき、 釋： ij、 八 萬 諸 聖敎、 十 方 世界、 貧乏神、 出 雲、 地獄 やぶり、 修羅 
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王、 疱瘡の 神、 是生 滅法、 煩惱、 御 神體」 等。 

こ、 にこの 最後の 二種 類の 如き は 唯 成語に 現 はれた もの だけ を 拾った ので 成語 をな さぬ ものが 

幾ら あるか わからぬ。 まだ 外に 幾ら も 分類. の 仕方 は あらう が 今 はこれ だけにす る、 そして これら 

も 一 句の 中に 扱 はれた 題材 や 材料に 止まる ので、 一 句と 一 句との 結び付き 交涉 のこと に は 及ばな 

い。 (その 方の 事 は 前々 から 主に それにつ いて 言うて 來 たと 思 ふから、 尤も 類型で 集めて 見る 方 

面の 事ではなかった が C) で 今、 上に やって来た 様な 分類に 依って 尙 幾つに も 細かく 類刖 をし、 

更に それ を大觀 して 見たら、 當時 どうい ふ 風な 方面に 嗜好 や 興味が むいて ゐ たか、 どうい ふこと 

が 人々 を 刺戟し 感激 させて ゐ たかと いふ ことが 的確に 立證 されて 面白い かもしれ ない。 そして そ 

れは 結局い かに 卑俗な 幼稚な、 いかに 低級な 上 はすべ りな それで あるかと いふ ことが 歷々 指呼 さ 

れる であらう。 そして それらから 後年に あの 立派な 連句が どう 芽生えて 來 たか、 それ はどう もま 

だま だ此邊 ではな さきつな 氣 がする。 

(寅 日子) 松 根 君の 書き出された 名詞の 行列に 眼 を 通して 行く 間に 起る 一 種の 旋律 的な 感じ は、 

其 儘に 此の 時代の 連句の もって 居る 旋律 的な 感じであって、 此の 感じ を 引き去って 後に 殘る もの 

に、 どれ だけの 價 値が あるかと いふ 事が 問題になる" —— 以上の 名詞の 列の 內 から 任意の 相次ぐ 

三つ か 四つ を 取って、 それ を 三 題噺の やうに つなぐ 三十 一文字 を 構成せ よと 云 はれ、 ば、 大概 ど a? 


うに かなり さう である。 若し 叉 以上の 名詞 を 籤に して、 其 中から 勝手に 三つ か 四つ 引き出しても 

恐らく 同様な 結果に なり はしない かと 思 はれる。 どうして さう いふ 事が 可能で あるか。 それ は不 

思議な やうで 不思議で ない。 何故と 云へば、 凡ての 物の 名に は、 此れに 附帶 した 人間 生活の 廣大 

な 雰圍氣 が從屬 して 居る。 それで 任意の 二つ か 三つの 名詞 を 取れば、 その 二つ か 三つの もの、 雰 

圍氣の 何 處かビ 互に 共通 或は 關聯 した 分子 を もって 居る の は あたり まへ の 事で あるから。 I -前 

にも 云った 事 だが、 此 頃の 連句の 逐次の 聯絡 は 主として、 句の 中の 茵々 の 概念の 間の 横向の 連鎖 

である。 例へば 甲 句が ABC の 三つの 概念から 組立って 居る とすると、 次に 來る乙 句 を 作る に は _ 

先づ A と緣の ある D を 求め 次に B に付き さうな E を 求める とか、 或は B と兩 方に ひっか、 る F を 

求める とか、 そんな 風に して DEF をなら ベる。 さう して 見る と DEF は 天狗 俳諧 的に、 どうに 

か 纏まった 意味の あるら しい ものになる 場合が 案外に 多い ので ある。 かう いふ 過程に よって 作ら 

れ たらしい 句が 隨分 到處に 見出される。 もし 此れが 半面の 事實 であると すれば、 此 等の 句 を解釋 

する 場合に、 ABCDEF を 一 つの 渾 然とした ものに 解しょう と 努力す る 事 は、 見當逮 ひの 徒勞 

であると 云 はなければ ならない。 唯 A と D、  B と E  の 間に か、 つて 居る 雰圍氣 の 橋 を 追跡し 

ながら、 DEF の 間に 成立つ 偶然 的な 聯絡と 其れによ つて 惹起 さる、 幻像の 移り 變り、 さう いふ 

もの を 遊戯的に 享樂 して 行けば、 それで 主な 目的 は 達せら る、 やうな 氣 がする。 11 此れ は 勿論 
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一 つの 極端な 見方で は あるが、 かう いふ 見方 をして 見て 始めて 了解され る やうな 場合が 甚だ 多い 

事 は事實 である。 —— 此樣 にして 概念から 概念の 五目並べ を やって 居る 內に 時々 偶然に 成り立つ 

渾 然とした 實感 的な 境地 や 情味の 旋律 的 推移が 自然により 強く よく 深く 心 を 動かして、 其方へ 興 

味の 中心が 移って 行った ので は あるまい か。 11 此れ はこ じつけ かも 知れない が、 一 つの 假說と 

して 提出す る。 

11 もう 一 っ氣の 付いた 事 を 記して おく。 元来 一 篇の 連句 を 通じた 一 つの 系統的な プ 口 ッ トと 

かプ n グラムと かいふ もの は、 意識的に 存在し ない 箸で あるが、 それでも 其 時の 一座の 作者の 間 

に 醸された 一 種の 氣 分が 自ら 一 篇の 基調 をな して 各 篇に特 徵を與 へ て 居る やうな 氣 がする。 具體 

的の 例を擧 げろと 云 はれる と 困難 を 感じる が、 併し 誰でも 各篇 を通讀 して 行く 內 にさう いふ 感じ 

を 受ける だら うと 思 ふ。 此れ は 一寸 言葉で は 云 ひ 現 はし 難い 差別であって、 例へば、 音樂 での 音 

階の 差別の やうな ものである。 長音階と 短音階と か、 或は ハ 調と 變ハ 調と かいふ やうな もので あ 

る。 かう いふ 變化は 叉 ー篇の 中に も 現 はれて 丁度 轉 調 の やうな 感じ を與 へる。 叉音樂 ならば 

sclun./b とか IVfacstoso とか Dolol-oso とかい ふやうな 表情の 變り、 Largo,  Andante,  Alleg-ro 

と 云った やうな 進行 速度の 變 化に 似よ つた もの も 感得され る やうで ある。 此 等の 音樂 的の 類推 は 

追々 に 考察して 行って 見たい ものである。 (大正 十三 年 十月、 ^^柿) 
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(東洋 城) 今日ば 「江戶 三吟」 を 研究す るんだ つたな。 11 その 內の 一 つ を讀む 事に しょうか。 
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今迄 寺 田 君と 二人で 色々 な 事 を 見て 来たの だが、 すっと 一貫して 僕の 問題に して 居る 事 は、 是 

等 前期の 連句の 中に、 あの 立派な 後期の 連句の 卵な り 種子な りが、 どこかに 藏 されて ゐ はしない 

か、 あれほど 立派な 後期の 連句が か， -る 破戒 無慚の 前期の 連句から 生れて 來 たの も あまりに 不思 

議、 こんな ひどい ものから あんな 立派な ものが 生れて 來 たの は 抑 も 何に 原因す るか、 古い もの を 

見て ゐれ ば朧げ にも どうも そこ こ 、 に 何物 か 窺 はれさうな もの だし、 又 窺 はれる とすると 元來 

それ はいつ 時分から 何う いふ 處に それが あるの か、 それ をす つと 並べ て 後期まで 脈絡 をつ けて 見 

たいとい ふので ある。 ところが どうも 見て 行っても 中々 それが 見當ら ない。 どうせ 檀 林の 氣 勢に 

あ ふられて ゐ るの だから それ も 當然の こと だと も 思 はれる が、 それでも どこか 薩か 底に でもと 田し 

ふのに、 中々 それらし いものが 出て 来ない。 それで 僕 は 此の 時分に は 後年の 完成した 連句の 萌芽 

は發 見す る 事が 出来ない の だとい ふ 想定 を 作って 了った。 此の 想定から 出立す ると、 か \ る 前期 

の 連句から あの 立派な 後期の 連句が 出来て 来たの は 全く 別な 外的な 原因に よるに 違 ひない と 想像 

しなければ ならない 事になる。 が、 それ はま あ 後 廻し として、 この 卷に 僕の 問題の 材料になる 康 

な ものが あるかね。 

(蓬 里 雨) 「木綿 賣 或夕暮 のこと なる に」 の 後に 「門 ほと/ \- とた \ く 書 出し」 とい ふの が あ 

る。 も 一つ 「前 は 池 東 叙 山の 大屋 敷 J の 次に 「花の 盛に 町中 をよ ぶ」 とい ふの が ある。 
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(贞^ 城) それ はすこし ち. がふね、 此 頃の 速 句の 大方と は。 たしかにち がふと ころが あるよ。 

が、 そのち がって ゐ るの は 一句 獨 立しての 事で、 前後 を 合 はせ て 見る とどう も氣 がう すくなる。 

、、ヽ 

(蓬 SH 雨) 氣が うすくな ると は？ 

(東洋 城) 一 句 立ちの 方が 氣 持が 充實 して ゐ ると いふの だよ. "一門 ほと くと た、 く 書 出し」 な 

ん かそれ だけで 結構な の だが、 前の 「木綿 寶 或タ暮 のこと なる に」 にくつ 附け てよ むと、 十の も 

のが 五に も 三に も後戾 りして 拙くなる 樣な氣 がする。 

(蓬 里 雨) 前 句が 拙い からさう いふ 風になる んぢ やない かな。 

(東洋 狨) 夫 は 前 句が まづ いと か弱い とかい ふべき であるから 後 句ば かり 際立って 輝き、 從っ 

て 一 一句 を鑌 ける と 一 句 だけよ むより いけない のらし い。 

(蓬 里 雨) すると 君 は、 此際 芭蕉が もっと 拙い 句 を 付けた 方が よかった とい ふ 風に でも 考 へる 

のかい。 

へ 東洋 狨) いや、 それ は尙 いけない よ C —— 兎に角 この 「門 ほと-^」 や 「花の^^1ー など は 外 

の ものと はちが ふよ。 一句 立ちと して  0 

1: 蓬 里 雨) 「門 ほと く」 の 方 は 鬼 も 角 もとして、 「前 は 池 東 叙 山の 大屋 敷」 に附 けた 「花の 盛 

に 町中 をよ ぶ」 など は、 一句 立ちと しても 面白い し、 附け としても 中々 面白い と は 田： 3は ないか。 
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(東洋 狨 J どうも 後の 句が 前の 句 を 直す 事が 出來 ないから 仕方 はないだ らうが、 是 では どうも 

卽 きすぎ てゐて いかん。 

(蓬 Ef. 雨) 卽き 過ぎて ゐ ると いふ 批難 はたし かに 當 つて ゐる。 「木綿 賣 ••：： 」 に 「門 ほと/ \.」 

をつ ける の も、 「東 叙 山」 に 「花の 盛」 をつ ける の も、 勿論 前の もの 外の ものよりも 附 方に 著しい 

進歩 は あるが、 卽き 過ぎて はゐ る。 然し それ は 感じが 段々 リファイ ン されて 行けば もっと フ ヮリ 

と 行く 様になる の だから、 此の 時代と 後の 時代と 聯絡が 些か もない とい ふ 事の 證據に はならない „ 

「門 ほと くと た、 く 書 出し」 「花の 盛に 町中 をよ ぶ」 なぞ 「炭 俊」 の 中へ 人れ てあつた つて 見 劣 

りの する もので はない と 思 ふ。 つまり こ、 に は、 旣に隹 いものが ある、 唯 リファイン されて ゐな 

いだけ なんだ。 

(東洋 城) 一句 だと 光って 見える が附け 合って 劣る とい ふ 事 は、 完成した 後期の 連句 を 土臺と 

して 見れば 連句の 歷史 以前と いはなければ ならぬ、 一 句で 見る とい ふ 事 は 連句の 根 本義で はない 

から。 僕の 問題 は、 この 連句に 最も 大切な 附 合の 點が 果たして 歷史 以前に も その 浮つ 調子の 推移 

の 蔭に 底に 隱れ たり 沈んだり して 脈々 と あるに はあった とすべ きか 否か、 にある。 

(蓬 里 雨) 一 べん 連句の 程度 を うんと 下げて 見 るんだ ね。 「猿 簑」 の 標準 なぞ を 持って 來 すに。 

例へば、 非常に 卽 きすぎ た、 「太 物の 庭の， ほ蕉葉 五六 端」 に 「楚國 のかた はら 横町の 秋」 とつけ、 
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それに 又 「邯鄲 の 里の 新道 月明て」 とつけ る。 かう いふの が當 時の 巧みな 附 方なん だから、 是を 

レべ ル にして 考へ ると あの 附方 なぞ 中々 藝術 的な 所が あると 云へ るぢ やない か。 

(寅 日子) それに はこ、 に 適切な 例が ある。 「膏薬の 木の 實 のうみ や 流 るら む」 とい ふのに 「よ 

こねお ろしに 谷 深き 月」 と附 けて ある。 かう いふの も此 頃の 一 つの 行き方 だら うが、 どうも これ 

では 下品で 據 くて 困る。 所で 次の 芭蕉 は それにつ けて 「山 高く 湯船へ だつ る 水 遠し」 と 置いて ゐ 

る。 是 なぞ 芭蕉が 意識して 此の 下品で 據ぃ 世界 を 離れよう とした もの だら うと 思 はれる。 叉事實 

清らかに 離れて ゐる。 

(東洋 城，) さう いふ 時代の 特質 を 列べ て 見て 來 ると、 其 中で はさつ きの 「門 ほと く」 や 一， 花 

の 盛」 なんか は拔 群と いふ ことに はなる。 上品 下品 は 第二と しても、 附 味に 相 當战ひ をつ けて ゐ 

る 形跡が あるから な、 程度 をぐ つと 下げる. と。 然し それ も 極く/ \- 稀で、 ほんの 偶然の 所産に 過 

ぎない ね。 

(蓬 里 雨〕 中々 碎 けた 巧者な 感じが あるよ。 

(東洋 城) 寺 田 君の 引かれた 「膏薬の 木の 實」 から 「よこねお ろしの 谷」 に來て 「山 高く」 と 

離れる 離れ 方の 樣 なの は、 それや 離れて ると いへば 云へ る 様な もの、、 やつば り 此の 時代 流 ひ 離 

れ 方で、 下品に 上品 を 配合し 上品に 下品 を 配合した とい ふだけ の 一種の 型 だと も 云へ るか も 知れ 
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な so 

(蓬 里 雨) さう 云へ ない こと もない。 此の 時分の 連句の 特質 は、 アツと 云 はせ る 所に あつたの 

だから。 叉 さう いふ ものが 澤山 ある 處に 歷史 以前た る 所以が あると も 云へ る。 然し 其 中から 鬼 も 

角 も 一 頭 地を抽 いて ゐる附 句 だの 附方 だの を 拾 ひ 上げて 見る と、 前に も 云った 様に 中々 可い のが 

幾つ も ある。 芭蕉 は 連句 を やって ゐ ながら それに 氣 がっかないで ゐる害 はない の だから、 さう い 

ふ 可い ものと 惡 いものとの 反省から、 段々 「藝 術」 を會 得して 行った に 違 ひない とい ふ 事 は、 充 

分考へ 得られる と 思 ふ。 

(寅 日子) 今迄 見て 來た單 に 概念と 概念と を 横につな いで 行く、 尻つ ぎ 流の ものば かりと 比較 

して 見る と、 此の 卷 などに はいくら かちが つた 處が ある。 例へば、 附 合の 效果 である 芝居 や 草 双 

紙の シ ィ ンを 聯想させる のが ある。 さう いふの は 只の 言葉の 遊びと は 少し 遠った 處が あると 思 ふ。 

(蓬 里 雨〕 然し さう いふの も アツと 云 はせ ようとす る 趣向の 內の 一 つ だと 見る 事が 出来さう で 

すね。 

(寅 日子) さう いふ 處 はあります C 

(蓬 里 雨〕 「手 かけ 者 相と りの やうに 覺 えたり」 とい ふ 句 を 「松 を證 據に禮 金の 秋」 につけて 

ゐる。 二 句と もなん の 事 だか はっきりと は 分らぬ が、 芝居が、 りか 何 かで 矢っ張り アツと 云 はせ ^ 


る 事 を 目的と してつけ た 句で ある ことに は 疑 ひがない。 此の 時分の 連句の 作者 はどう もより 多く 

アツと いはせ 得た 者が 上手な 作者 だとされ てゐ たので はない かとい ふ氣 がする。 

東洋 狨) 「手 かけ 者 相と りの やうに 覺 えたり」 なんか も 小宮君 はい、 とい ふの かい. - , 

へ 蓬 里 雨.) いや、 い、 と は 言 はない。 唯、 或る 特質 を 現 はして ゐ ると いふの だ。 

(寅 曰 子) 附 方が 內容 的に 少し 複雜に はなって ゐ る。， 

(蓬 雨) 複雜に は 達 ひない が、 やつば り檀 林の 複雜 でせ う。 擅 林と い へ ば、 「花の 盛に 町中 

をよ ぶ」 に 信 章 (後の 素 堂) が 「青柳の 髮結々 々々々やい」 とつけ てゐ る、 是 なぞ 言葉 遣 ひがす 

つかり 檀 林です ね。 

(.K 日子) それ はさう かも 知れん が、 鬼 も 角 僕の 所謂 天狗 俳豫 i から 晚 年の 連句へ の 一 つの 道程 

として 見る 事 は 出来ません か。 段々 やって 居る 內に、 その アツと 言 はせ たがる 色 氣が拔 けて くる 

と 次第に ものに なって 來る 可能性が 含まれて ゐ ると 云っても い 、でせ う。 

(蓬 里 雨) アツと 一一 一一 n はせ る 方法が 段々 リファイン されて 行く。 然 かも まだ 多少 檀 林の 様な アツ 

と 云 はせ る 云 はせ 方の 殘 つて ゐ るの が 「冬の nlj だと も 云へ ると 思 ひます。 すっと 年代 を 踏んで 

笆 蒸の 連句 を 讀んで 行く と、 其の 發展の 跡が よく 分る。 此の 時分の 外の 速 中 は、 色 燕と 違って、 

此處で 固まって 了った ものが 多い。 
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(東^ 城.) 此の 時分のに は 智慧の 働き過ぎる わるさが あつたん だよ。 . 

(蓬 雨) 智慧と いふと 語弊が ある。 ウイ ッ ト だね。 然し 此の 時分の 連句 は 可也 露骨 だから 芭 

蕉の 頭の 働き 工合 を 見る に は 面白い。 主に 「源氏物語」 や r 謠曲」 の 様な もの を 掩^に して 頭の 

働き を 見せて ゐる、 その 働き 工合が、 よく 分る。 同じ 頭の 働きで も 後年の は 働き 方が すっと デリ 

ケ— ト になって 來てゐ る。 取材の 範圍 も、 「源氏物語」 や 「謠 曲」 などの 援兵 を かりる のでな く、 

自分自身の 直接 經驗 とい ふ 事が 主にな つて 來てゐ る。 —— つまり 後に 來れ ば來る 程實感 が、 ァク 

の拔 けた 實感 が、 デリ ケ ー トな藝 術の 衣に 包まれて プ レ ド ミネ— ト して ゐる。 

r 東洋 城) そこ だよ、 さう いふ 處を、 此の 句/^ と實 際に 並べて 見て 其の 推移 を撿 ベたい とい 

ふの だ。 (大 -.i- に 1： 年 五月、 滥 怖.) 


(蓬 里 雨) それ は 寛 文の 時分から 順々 に 見て 来れば 一 番 よく 分る。 寛 文 七 年の 「鑌 山の 井」 に 

出て ゐる 句で も、 「しゃかの 鏠 あみだ やすりの つば 刀」 とか 「お だ卷の へ そくり 金で 酒 を 買 はん」 

とか あるかと 思 ふと 「今 をた うげ と あっき 日の 岡」 など- - いふの も ある。 今日の 逑 句の 中で も 

「靑 いつら 笑 ふ 山より 春 見えて」 とい ふの が ある。 是 でも 言 ひ 現 はし 方 こそ 當 時の 風潮に かぶれ 

た變な 一一 一一 II ひ 現 はし 方 だが、 然し 其の 變な言 ひ 現 はし 方で も蔽ふ 事の 出来ない ものが 春の 山の 長閑 

な 明るい 遠望 を 作者 は 直接 に 經驗 して 此の 句 を 作った ものであると いふ 事 を 暗示す る サム シン グ 

が、 奥に 光って 見える。 

- 東洋 城) それ は 然し、 作者の 刽作 心理 を 解剖しての 事 だら う。 

(蓬 里 雨) いや、 僕に は是 だけで 景色が 見える。 此の 連句の 前年 卽ち 延寳六 年に 出た 「六 百番 

俳諧 發句 合」 の 中に ある 「大比 叙 やし を ひきす て、 一 と 霞」 とい ふ 句 だって、 やっぱり 此の 句と 

同じ 弊と 同じ 長と を 持って ゐる。 卽ち 此の 作者 は 自然 を 攫んで ゐる にも か、 はらす、 それ を 表現 

しょうと すると、 偶.、 當 時の 時代 を 風靡して ゐた 流行の 表現 法が ある もので、 それ を その ま、 使 

ふとい ふ 事になる。 其爲、 寰感 なぞ 丸でない、 巧みで 捏ね 上げた 代物の 様に 見える 事になる。 
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(東洋 城) それ は 創作に 際して 一時 一部分と して チラと 心に さう いふ 事が 經 過した とい ふ 事 は 

いへ るか も 知れない。 ^しそ こに 出来上がった 作品から、 それが 受 取られる とい ふ 事 は 無理 だ。 

一 句 立ちと して 見ても 春の 山の 感じから 笑 ふ 山と いうた として、 その 笑 ふとい ふの 一 百 葉から つら 

が、 そして 野 山の 草木で 靑 みを帶 びた のを靑 いつら とい ふ。 讀む者 は 春の 山の 形容よりも 其の 言 

葉の 綾に 引っぱられて 靑 いつら 笑 ふとい ふ 所から 人間の 方が まざく と 出て 來て、 春の 山 は 出よ 

うとしても 打消され てし まふ。 しかも 之 を 前 句と 附合 はすと 一層 それが ひどい。 卽ち 道化 人形 だ 

から 靑ぃ 面と いひ 笑 ふとい ふ。 春の 山 を 感得す るのに は签. -愈 、、 緣が 遠く 正 眞の舂 の 山な ど は ど 

こに もない 事になる。 で是は 「言 ひ 方は變 だが 然し 春の 山の 遠望 を 作者 は 攫んで ゐ る」 ので はな 

くて 「首 葉の 綾 や 智慧 がらみ で ヒョィ くと 霞が 出たり 泰 水が 出たり、 人形が 出たり 靑ぃ 面が 出 

たりす るまで」 なの だと 思 ふ。 

(蓬 里 雨) 僕の 云 ふの は、 句の 中に 「自然」 が藏 されて ゐ るかゐ ないかの 問題な ので 形の 上 だ 

けから 此の 句 を ほじく つて 行けば、 當 時の 流行に のった 句づ くり 以外に 一歩 も 出て ゐ ない 事 は 言 

ふを俟 たない。 僕に は 然し 此の 句の 中に も 「し を 引 捨て \」 の 句と 同じ様に 作者の 摑んだ 「自然」 

が藏 されて ゐる 事が 感じられる。 

(贫 B 子) 芭蕉 も 矢張り 流行に はの つて ゐ るが、 どこか 別な ものが ある やうな 氣 がする。 
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(蓬 Ef: 雨) 此の 時分の 連句の 大勢から 云 ふと、 今日お 茶屋 や 待合で 大鼓 持 だの 藝者 だの を 大勢 集 

めて 酒を飮 みながら 洒落の 言 ひつ くらす る。 あの 感じに 似た 所が ある。 其の 意味から いふと、 此 

の 時分の 連句に は 一 つの 社交 機關の 様な 意味と 樂 しみが あつたの かも 知れない。 

(東洋 城) 今の 世の 茶ゃ活 花の 會 なんか だって 大抵 は 矢張り そんな もの かもしれ ない" 

(寅 日子， } もっと 極端に 云へば、 大きな 子供が サイコ 口 を 振って 遊んで ゐる樣 な もの かも 知れ 

ない。 听で どうでしょう。 僕 は 前から 考 へて 見て ゐ るんだ が、 連句 を 逆に よんで 行って 見たら ど 

うい ふ 事になる だら う。 

(蓬 里 雨) 活動 寫眞を 逆に 映寫 させて 御覽 になった 事が あります か。 

(寅 日子) あります。 中々 面白い ものです。 非常に 不思議な 氣 がする ものです。 

(蓬 規 雨) ソナタの 類 を 逆に やって 見たら どうで せう。 

(寅 日子) 譜本を 逆に 立て 、も譜 の 形に はなる が 昔樂に はならない でしよう。 

(蓬 里 雨) 此の 時分の 百 韻なん かは關 係が ル— ズで がり 方が 主として イン テレ クチ ュ アルで 

然 かも 部分的 だから、 或は 逆に 讀んで 見ても 面白味が あるか も 知れない が、 後の 歌仙 なぞになる 

と、 きっと さう は 行くまい。  • 

(東洋 城 ) さう、 後の 歌仙で は述 句の 大 精神と して さう は 行か なくなって ゐる、 後へ 房る 心 は 
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寸 毫も 持つ て はなら な いんだから。 それ は 打 越 ゃ觀音 開が いけない と い ふ 規則な ど にも 仄 見える 

し、 又 此點は 11 百 韻で も 本當は 忌む 所であった かもしれ ぬ e —— 此の 百 韻に は隨分 下卑た 色慾 

の 事な どが 澤山 あるが、 こんな 處が 後の 戀の 句に なった のぢ やない か、 そして 「寂」 とい ふ樣な 

もの は此 頃は藥 にす る 程 もなかつ たの はてんで そんな 處に氣 もっかなければ 考へ ようと もしな か 

つたの だね。 

(蓬 ai 雨〕 此 の 時分 は 芭蕉 も 云 は 道樂 —— たはけ の ありつ たけをつ くして ゐ る譯 なんだから 

な。 然し 此 所でた はけの ありつ たけを 悉す 事に よって 貞 門の 殿上 好みの いやに 取 澄ました 俳諧 を 

底の 底から ひっくり返し 搔き 廻した 揚句、 芭蕉 は 燭りを 去り li§ を 落し 正風に 這 人って 行つ たんだ 

からな。 此の 「江戶 三呤」 は 其の 意味から 云って、 惡太郞 が どぶ 泥 を 棒切れで ぐり く擾き 廻し 

て ゐる處 だ。  . 

(寅 日子) もと/ \ -色氣 の ある ものでなくて は 結局の 解脫と い ふ 事 もない だら う。 —— '夏 目先 

生の 所謂 「則天去私」 になる ので もつ まり は充實 した 私の たっぷり ある ものでなくて は、 なり や 

うはない の だから。 

(蓬 雨) さう です ね 。「私」 の 多い ものが、 その 「私」 を 見つけて 氣 にして それ を 捨て、 行く、 

少なくとも 捨てようと 努力す る。 其 所に 「則天去私」 とい ふ 言葉の 生きた 意味が ある。 w:! 燕の 世 Si 


界 もこの 四 五 年後の 「虚 栗」 それから 「冬の 日」 へと 段々 澄んだ ものに なって 行って ゐ ます。 

(東洋 狨) 此の 時分に は 芭蕉に も その 「私」 昆 たいな ものに 一向 まだ 氣が ついては ゐ なかった 

んだ。 

r 蓬 Si 雨) さう も 云へ なく もない。 何しろた はけの 極を悉 して ゐ るんだ から。 然し 幾らた はけ 

を悉 して はゐて も、 たはけ ちゃ 出来ない ものが ちょく/ \- 出て 來る。 

( 東洋 狨) ど う も色愁 とか 食慾と か のべつ に 出て 來る ね。 「戀 の 淵 水 に溺 る、 人相 あ り」 

一 首 だけのお も ひつ 、しみて よし」 「うき 中 は 下 焦 も かれて よわ/ \ 'と」 以下の 如き、 「のつ ぺ い 

うしと 鴨の 鳴 くらむ」 なんか は その 激しい 所ぢ やない か。 かう いふ 所に 比べる と 「門 ほと/ \>」 

や 「花の 盛」 や は 優れた 部なん だら うね。 —— 「姉 そ ひて お 伽 比丘お の 行く こと も」 は 一 句 だけ 見 

ると 鳥渡 あはれ な 景色 だと 思 ふ。 

C 蓬 M 雨) かう し. てすうつ と 全體を 見渡して みると、 是で隨 分： S ろん な附 方が あるんだ ね。 

(東洋 城) 變 化かい。 

(蓬 里 雨) 附 方の 味に 隨分 色んな 變 化が ある。 -) 巴蕉 にも その，. ヮ ライ H ティ は 分って ゐ たに 違 ひ 

ない。 芭蕉 は その 中の い、 處を 段々 取り 人れ て 行つ たんだら うと 思 ふ。 

(赏 曰 子， } 雜 多な まざりもの を 段々 に 篩に かけて 行った のでしょう。 それに はやつ ばり 一度 は 
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いろんな もの を搔き 込んだ 方が い 、 かも 知れない。 始めから ケ チケチ して 狹く かたまらない 方が、 

包容 能力が 大きくて 將來の 伸びが ある。 

(東洋 狨) 芭蕉 だけが 後に 此のた はけの 骨頂から 悟って 來 かけた 樣だ。 芭蕉め 外に は それが な 

かったん だ。 

({5; 日子) 兎に角 tHJ 蕉がリ ー ダ ー になって ゐ たに は 遠 ひない。.， 話が 戾 るが、 一概に 巫山戯と い 

つても 或る 意味で は 可也 眞劍に 一 生 懸命に 巫山戯る 事 は 有り得られる からな あ。 

(蓬 里 雨) 宗 因な くんば 我々 は貞 德の诞 をね ぶって ゐ たに 遠 ひない、 とい ふ 意味の 事 を- t 巴 蒸が 

言って ゐ ます。 其 位に お 蕉は擅 林 出現の 意味 を 認めて ゐ るの だと 思 ひます。 自分が 或 時た はけ を 

悉 した 事 も 決して 意味の ない 事ぢ やなかった と-い 巴 蕉は考 へ てゐ たので せう。 それ だから かう いふ 

事が 何の 躊路 もな く 云へ るの だと 思 ひます G 

(東洋 城) 然し 檀 林の 功績 は檀 林と 擅 林 以前との 關 係に 就ての み 云へ る 事で、 檀 林と 檀林 以後 

卽ち 芭蕉 期の 連句 完成 時代との 關 係から いふと、 今度 は 芭蕉 は宗 因の 涎 をもう I 度 拭かなければ 

ならなかった とも 云へ る譯 だ、 その 涎 を ふき 去った 者 は 芭蕉で ある。 巳に 連句が 完成した 後の 今 

日で は、 出來 上がった もの を土臺 にして 始める の だから、 もう そんなに 馬鹿 を盡 さす、 別な 行き 

方で ァ ク. をぬ く 方法 も ある 害 だと 思 ふ。 
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(蓬 里 雨) 此の 卷の樣 な 馬鹿 は悉 さなくても、 たまに は素ッ 裸になって たはけ を悉 して 泥 を 吐 

く 必要が あるよ。 

(寅 日子) 一概に 芭蕉 芭蕉と いって 居る が、 本當 は周圍 にもよ つたんで すね。 

(蓬 里 雨) さう です ね。 芭蕉 もえら かった に は 違 ひない が、 周圍 もえら かった、 叉周圍 からえ 

らい 處を 引き出す 能力 を 色蕉は 持って ゐ たと 思 ひます。 えらい 處を 引き出して 置いて それから 影 

響 を 受けて 行く のです ね。 其點で 芭蕉 を 研究す るに は 矢張り 周圍を 見る 必要が ある。 芭蕉 は r 度 

幾千 もの 石の 塊 を 築き あげた ピ ラ ミツ ドの 様な もの だとい ふ氣 がします。 

r 寅 日子) 確かに さう です ね。 話は變 るが 連句と いふ もの は、 或る 方面の 實驗 心理 學 研究の 材 

料と して 絶好の もの だと 思 ふ。 かう いふ 日本 固有の い、 材料が あるのに、 それ を 手 をつ けないで- 

西洋人の 眞似 ばかりして、 西洋人の こしら へ た變な 器械な ど を ひねくって 居る の はどうい ふ譯だ 

か氣が 知れない。 誰か 日本の 心理 學 者が、 其舉の 方面から 連句 を 研究したら 立派な 仕事が 出來る 

だら うが。 

(蓬 里 雨) 同感。 例へば 元祿 時代の 世相 を 研究す る 人に とっても 此の 述句は 非常に 必要な もの 

であるに も か \ はらす 歷 史家 は 餘り此 處に目 をつ けて ゐ ないやう です。 事實 世相 を描寫 するとい 

ふ 點に近 松 や 西 鶴な ど とても 及び もっかない 樣な處 を、 芭蕉 及び 蕉 門下 の 人達 は 持つ て ゐ る。 
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二月 八日 新 宿阅別 房に て  靑舟 筆記 —— 

(大正 十四 年 六月、 澀柿) 


M  (未定稿) 

(東洋 城) 芭 蒸が 連句 を 始めた 初 頃 は 信 章と か信德 とかい ふ 人々 と 一緒に やって ゐ るが、 此邊 

では、 其 角、 才丸、 揚水 等と やって ゐる。 それ は 主に 「次 韻」 の 時分から らしい。 「此 梅に 牛 も 

初 昔」 などから それ迄に は 三年 經 つて ゐ るが 其の 三年の 間に は 隨分澤 山 作 つて ゐる。 此の 「次 韻」 

とい ふの は 信德の 「七 百 五十 韻」 に繼ぎ 足す とい ふ 意味での 次 韻， I 卽ち千 句の やり 殘しを やる と 

いふ 意味での 次 韻で 「漢^.?」 などの 次 韻と いふのと は 全く 別な 事で ある。 其 角が S 蕉の 所へ 入門 

したの は是 より 數年前 だが、 句の 相手 は此 頃から して ゐる樣 だ。 そして 始め 信 章 達と やった の 

を此 頃で は 又 相手 を替へ てゐ る。 此邊 になる と 以前の 述 句より は 自然 位が ちと 1.^ つ て來て ゐる樣 

な 感じが する。 

(寅 日子) 僕 も 此邊に は 進歩の あとが 幾分 ある 樣に思 ふ。 

(東洋 城) 此の 時分から 芭蕉が 自分 を 持ら へ 積み上げ かけて ゐる やう だ。 

(蓬 3- 雨) 信德の 「七 百 五十 韻」 でも 此の 「次 韻」 でも 五十歩百歩なん だから、 信德を 卒業し 

て 其 角 や 揚水 を 相手に したとまで は 言へ ないだら うが 鬼に 角、 間に 三年 挾まって ゐ るから、 芭蕉 

が 偉くな つて ゐる事 は 確か だ。 少なくとも 「次 親」 では t 巴蕉が 連句 を 指導す る 立場に 立って ゐる „ 
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前の 三吟 だと 各、、 相 持して 下らない 友達 附 合の 關係 かと 思 ふ。 信 德ゃ信 章 だって S 蕉と 一緒に 蕉 

風 を 起した 事に なって ゐ るんだ からね。 

(東洋 城) やって ゐる うちに 笆蕉に は 信 章 ゃ信德 では あきたり なくなつ たので はない か。 

(蓬规 雨) この 時分 はま ださ うぢ やないだ らう。 少なくとも 信 章なん か はすつ と 後まで 一緒に 

やって ゐ るんだ からね。 まあ 君 を 例に すれば、 君が 僕達と 今日 此處で 連句 を やり、 明日 は 又 外の 

人と 連句 を やる とい ふやうな のと 大差ない の だら う。 

( 東洋 城：) 今迄 の 人達の 力量 はもう 分った から 更に 新しい 若い 人と やって 何 か を 見付け ようと 

したと いふ 樣な事 もあった のぢ やなから うか、 とい ふの さ。 

(蓬 里 雨) r 實 にや 月間 口 千金の： 通り 町」 の 歌仙 だって、 相手 は 弟子 じ やない。 天 和 二 年の 

「武藏 曲」 の 百 韻 だって、 必す しも 弟子の 連中 計り ぢ やない。 只し まひに 行く と 弟子の 連中 だけ 

としか、 やる 機會 がなかった の だら う。 

(東洋 城) さう だね。 機會 がなかった とい ふこと は 一 百へ るか もしれ ぬ。 併し それより は 矢張り 

すん く 進んで 行った 芭蕉 は、 從前 共に した 人と は異 つた 人 と共にして 或る 得た もの を土臺 にし 

て 更に それから 何 かを攝 つて 行かう として 居たら しい。 —— 其 角の 入門 はいつ 頃になる のかね。 

(蓬 Sf: 雨) 此の 三年 程 前だった らう か。 
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(東洋 城) ー體 何に 入門し たんだら う。 芭蕉 は 此の 時分 まだ 宗匠 をす る 程 速 句 も 進んで はゐな 

かった やう だが、 矢っ張り 發 句の 爲の入 門だった のかな、 發句 は此頃 あまり 作られても ゐ ないや 

うだが。 

(蓬 雨) 作って ゐ るよ。 然し この 時分 はやつ ばり 俳！^ i が 主なん だから、 俳諧に 人 門し たんだ 

らう 0 

sa; 日子) この 時分に もう 發句 はあった のです か。 

(蓬 Si 雨) あつたぐ らゐぢ やありません。 貞 德の發 句、 宗 因の 發句、 發 句は澤 山あります。 

(赏 日子) それ ぢゃ 連歌 時分から あつたので すか。 

(蓬 M 雨) 連歌 時分から あった やうです。 宗 紙の 發句を 集めた のがあります。 然し 發 句が 盛に 

なった の は、 やはり 連歌よりも 俳諧に なつてから でせ うね。 

(東洋 狨) 話 は 違 ふが、 此の 「貝お ほひ」 の 中に ある 上野 天滿宮 とい ふ 上野と は ：：： 。 

(蓬 Sf: 雨) 伊賀の 上野 だ 0 「q ハぉ ほひ」 は 芭蕉が 伊賀 の 上野の 天 滿宮に 奉納した とい ふ 事に なつ 

てゐ る。 — そこで 本題に 這 入って 「七 百 五十 韻」 と 「次 韻」 との 關係 がよく 分らない が、 僕に 

は是が 或は 相談 づ くで やられた もので はない かと 想像され るふし が ある。 例へば 信德の 方で 我々 

は是 だけ やる から、 君 等の 方で は是 だけ やり玉へ とで もい ふ 風に 11 0 「次 韻」 の 前書に 「晋伯 倫 
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傅 二 酒 德頌ー 樂天繼 以ニ酒 功 讚 1 靑醉， 之 續ニ信 德七百 五十 韻 こ 「挨 接を爱 では 仕たい 花 なれ ど」 「又 

かさねての 春 も あるべく」 と ある。 然るに この r 挨接を …… 」 「叉 かさねての  」 は、 實 は信德 

の 「七 百 五十 韻」 の 揚句で ある。 從っ てこの 揚句 を 作った 作者、 もしくは 揚句 前の 句 を 作った 作 

者な ど、 ^蕉 達が あと をつ ける 事 を 承知して ゐて やった ので はない かと 思 はれる のです。 

(寅 日子) なるほど、 さう すれば、 此の 發 句の 意味が 分ります。 

(東洋 城) さう 相談 づ くで 受け渡し たんだと すると、 どうして 百 韻に 滿 たして 渡さなかった の 

だら うか。 百 韻 半ばで、 七 百 五十 韻で 受け渡し たの は 一寸 變 だね。 

(蓬 里 雨) そいつ はどう もよ く は 分らない が、 大いに 新しが つたの ぢ やない かな。 もっとも 笆 

蕉の 方で 更に 新しい 所 を 見せる 爲に、 二百 五十 韻の 「次 韻」 をして、 千 句に 仕立てよ うとした も 

のか も 知れない。  . 

(東洋 城) 「靑 醉, 之續， 一信 德七百 五十 韻 こ は 鳥渡 巫山戯て ゐる。 八百長 だね。 かう い ふ もの 

は 大概なら ば 同じ 人で や るんだ が、 他の 人 は 疲れて しまったんだら うか。 

(蓬 組 雨) なにしろ 七 百 五十 韻 だからね。 

(寅 日子) 一 卷の 終る 時間 は 最低に して どれ 位 か X つた もので せう。 

(東洋 城) 續 けて やる か、 日 を かへ て 間を置いて やる かで 遠 はう。 
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c; 蓬 里 雨) 專門家 は 割合に 早ぐ、 一晩に 百顯位 は 結構 やつたん でせ う。 

ク東诈 城) 此の 時分 は 日が 暮れよう が 夜が あけよう が 一 向 無頓^に 繽 けて やつたん だら うね。 

口 子) さ うだらう。 然し 時間 はあって も 飽かないで やった のに は 驚く。 それ を 見ても いか 

に與 味の 深い ものだった か^わかる。  • 

(東洋 城) さう して 持ら へ 上げて は 直ぐ 板に して 行く。 

(《贝 日子) 板に する 事が 樂し みだった らう。 

(東洋 城) 此の 時分に は 宗匠と いふ ものが あって 其の 指導の 下に 或る 階級 或る 社會の 人達が や 

つて ゐ たの を、 次第に 民衆 一 般の 中で それ を眞 似して やった もの だら う。 

(蓬 雨) 民衆に 廣 まった の はもつ と 後に なつてから かも 知れない。 此邊の 附句は ある 意味で 

學 者で なくつ ちゃ 出來 さう もな いぢ やない か。 

(寅 日子) さう すると、 文學 者の やった 奴 をお 間の 者は讀 んで樂 しんだ のかな。 

(蓬^ 雨、 東洋 城) 多分そんな_5^-でせぅね。 

(蓬 雨) つまり、 ^蕉が 民衆に アツ ピ ー ル する やうな ものにした のでせ うね。 もっとも 談林： 

が旣に 地なら し はして ゐ たのに は 遠 ひない が。  . 

日子) さう だ、 支那の 故事 や 古歌の 裁 入れな どの、 餘 計な 装飾 を w:! 蕉が 無くして しまって、 
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俳諧と いふ 藝術を 一 般の 人に アツ ピ I ル する ものにした わけです ね。 

广蓬报 雨) 武士 や 町人な ど は 喜んで か i いふ もの を迎へ たので せう。 

(東洋 城) 芭蕉の 言葉に、 俳諧 だくと 言って は 無闇に 御馳走 をしたり 酒 をのんだ りする 手 合 

が 少なくな いが、 とさう いふの を 皮肉った 樣 なのが ある。 此の 時分で も 本當に 求道の 志 を 以て 之 

に從 ふとい ふの は 乏しかった らしい。 

(蓬 a: 雨) 「白露の 淋しき 味 を 忘る、 な」 かい。 

(東洋 城) いや それと は逮 ふんだ よ。 俳諧 三等の 辯と いふの が ある ぢ やない か。 名 を 俳諧に 藉 

りて 遊 樂の氣 持に 住まう とする の を 下と し、 精進 懸命 ひと へ に 道 を 求め 魂 を 磨かう とする の を 上 

とし 究極と する、 とい ふ 意味の あの 手紙の それ だよ。 

(蓬 組 雨) うん。 あるく。 「風雅の 道筋、 大方 世上 三等に 相 見 候。 點 取に 晝 夜を盡 し、 勝負 

を爭 ひ、 道 を 見す して はしり 廻る 者 あり。 かれ 等 は 風雅のう ろた へ ものに 似 候へ ども 點 者の 妻子 

を はごくみ 店主の 腹 を ふくらし 候へば 僻事 せんに はま さり たるべし …… 」 など 、書いて ある、 あ 

れだ らう。 ほら、 此所 (沼 波 攻音編 「芭 ii?; 仝 集」 改訂版 四 四 w:) にある。 

(寅 日子) 成程、 是を 見る と當 時、 大分、 はやって ゐ たらしい ね。 

(東洋 狨) 然し その 大多數 は 本氣に は、 やって ゐ なかった のサ。 それで 笆 蒸が 眞に斯 の 道に 從 
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ふ 極く 少數を 歎き 惜しんだ の だ。 

(寅 日子) 此の 時分の 浮世 緣は 誰の 時代に あたります か。 小宫 君。 

(蓬 雨) 師宣 です。 

(寅 日子) さう すると かう いふ ものが 民衆化 されつ、 あった 事 は 確かです ね。 師宜の 板 畫を爭 

つて 買った 様に、 みんな かう いふ 俳諧の 招 物 を 買つ たんだら う。 - 

(蓬 &: 雨) 同時に この 時分に は、 近 松の 淨 瑠璃 や 西 鶴の 浮世 草紙が 出たん です。 

(寅 曰 子) 此の 時分に 雜 誌と いふ 様な もの はな かったん でせ うか。 

(蓬 &: 雨) 雜 誌がない から 板に なった 物が 寶れ たんで せう。 殊に この 「次 韻」 前後の 時代の 俳 

諧は、 人々 から 洒落 本 を 見る 様な 心 持で 歡迎 されて ゐ たらう とい ふ氣 がします。 

(東洋 械) さう して それが 色々 の 流行の 一 つの 源泉に さへ なって ゐた かも 知れない。 そして か 

うい ふ處に 人の 知識が 閃いて、 何 かの 時には かう いふ 本の 中の 洒落 を 採って 使って ゐ たので はな 

いかね。 

(蓬 里 雨) それ はあった らうと 思 ふ。 

(寅 日子) さう いふ 事 を土臺 にして 考 へて 見る と、 速 句 を やって ゐる速 中 は、 民衆 を 眼中に 置 

いて、 アツと 一一 一一 II はせ る 事 を 目的と して ゐ たの かも 知れない とも 思 はれる。 當人は それ 程 はっきり 
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自覺 して ゐ なかった のか も 知れない が、 事實 はさう だった とい ふやうな 事が あり はしません か。 

(蓮 si. 雨) さう かも 知れません。 それ は 下地 位に はなって ゐ たらう と 思 ひます。 

(k 日子) さう いふ 中に あって 芭蕉が 後の 芭蕉の やうに なって 行った の は •、  f 巴 蕉が餘 程. M: 的に 

强ぃ 人であった とい ふ證據 になる でせ う。 其 角なん か は 其の アツ と 言 はせ る 事ば かり 心 懸けて ゐ 

たらしい。 

C 蓬 M 雨) 其 角 は 一 生 を 通じて さう だった と 言へ ると 思 ひます。 

(寅 日子) 他の 人々 は 或る 平面の 上ば かり を 走って ゐる。 芭蕉 も 隨分上 は ッ面を 走って ゐ るが、 

然しち よいく 下へ 潜り込んで ゐる處 が あるの を 此の 卷で氣 がつ いた。 他の 人の は 底へ 觸れ てゐ 

ない。 其 角と 對 照して 見る と、 それが よく 分る。 

里 雨) 此の 卷 では 芭蕉の 後へ 其 角、 其 角の 後へ 芭蕉と いふ 風に、 始終 順序 を變 へて やって 

ゐる。 然るに 其 角の あとへ # 巴蕉 がつ けた 時には、 どうも 芭蕉 は 其 角に 調子 を 合 はして ゐる處 が 見 

える。 是は 芭蕉に、 他人の 持って ゐる 特色が 一 々はっきり 分る ので、 自然 それに 調子 を 合 はせ る 

のか も 知れません。 

(寅 日子) つまり 笆蕉は それだけ 感受性が 強いので すね。  . 

(東洋 狨) 芭蕉が 皆 を 稽古 臺 にしたん だ とも 言 ひ 得る。 
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(蓬 mf; 雨) 結 栗から 言 ふと さうな るが、 事實 は、 自分の 中に いろんな サイドが あるので、 相手 

が變る 度に その 相手の サイド で 應酬す る 事が 出来た の だら う。 

へ 東洋 城) 「天帝に 目安 を 書いて 問え あげ」 なんか は 其 角の 才氣 だ。 

(み贝 日子) 「桃の 木に 蟬 鳴く 頃 は 外に 寢み」 「盜坊 消えて 雨の 火 青し」 「はしたなり ける 女房の 

聲 更けて」 「女の 影歸 ると 見えて 跡す ごく」 「麻の 葉に 生ける 小 鮒 を 折 交て」 など 大分 生々 しい、 

リアルな 所が ある。 鬼に 角レべ ル の 下へ 潜り込んで ゐる氣 がする。 つまり t 巴蕉の 要求が 出て ゐ る- 

遊びで なしに 心底から 出て ゐる ものが ある。 其處へ 行く と 其 角に はそんな ものが 一 つもない。 生 

生した ものが 少しもない。 

(蓬 Si 雨) 其 角 は 巧み は 巧みです がね. - 

一 k 日子) 然し 股の 中へ 這 入って 來 ない。 藤 史を讀 んでゐ る 様な もの だ。 小宮 君の 所謂 ジュ ッ 

と來 ない。 其 角 は實感 とい ふ處へ 行く と 失敗 だ。 

( 蓬 里 雨) 要するに 其 角 は元綠 の 江戶っ 子で せう。 

(寅 日子) 兎に角 笆蕉は 生々 しいよ。  . 

(蓬 M 雨) 生々 しい 所 も あるし、 さう でない 所 も ある。 此 所に は その 笆蕉の 持って ゐる 色々 な 

サイドが 陳列され て ゐる貌 があります。 
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(黄 日子) それ は 頭が 一方に 偏して 力ない から、 相手に 應 じて、 自分の 中から 色々 の もの を 引 

張り出して ゐ るんだ。 

(蓬 Hf: 雨) 是が 後になる と、 大きく； お 合されて、 纏まった 一つの ものに ハ— モナ ィズ される G 

(.M 日子) 「大切って 其聲の 悲しく」 など、 いふの もよ く は 分らない が、 然し 隨分 生々 しい。 

(蓬 &: 雨) リアルな ものが あります ね。 

(寅 日子 ソ 直ちに 人の 心臓へ 突き 入る 様な もの は 他の 人のに はない。 

(蓬 a 雨) 「秋の 末つ方 瞎峨野 を 通り 侍りて 揚水」 とい ふの は 板 本 を 見る と、 歌 だの 發句だ 

の 上 S 書みたい に 二 行に して 書いて ある。 其 所に 洒落が、 俳諧が あるら しい。 それと 同じ やうに 

一； 津の國 の 生 田の 森の 初 月夜 讀人 不知」 は 實は芭 蒸の 句に 違 ひない が、 わざ/ \ 「讀人 不知」 

と 署名した 所に 俳諧 を 見せよう とした ものら しい。 

(寅 日子) 「打つ ぞ つぶてに 恨み こたへ よ」 にも 笆蕉の 或る サイドが 出て ゐる。 

(蓬 雨〕 さう 言へば この 調子 は 後の、 例へば 「冬の 日」 などに もあります。 

(贫 日子) -t 巴蕉は 口調の ラ.. ヮ ー だからな。 さう いふ 意味で r 泪 のみす ほん， と 鳴 をれば」 の 

ス ホ ン^ \ にも 芭蕉 的な 處が ある やうに 思 はれる。 どうも 實 際の 感じから 來てゐ て 面白い と 思 ふ C 

是は 一 體 何だか 分らぬ が 僕 は 水鷄じ やない かと 思 ふ。 
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(東洋 城) 「泪 のみ」 と あるから 泣く とい ふ 方の 意味 ぢ やないだら うか。 

(蓬 里 雨) 名前 は 知らん が、 田舍で 夏の 夕方 ボン-/ \ といって 鳴く 鳥が ある。 ある 地方で はボ 

ン ボン 鳥と 言って ゐる。 あれが 水 鶴なら、 是は 正に 水 鶴に 違 ひない。 —— 「樽に 羽織 を 著せて あ 

ふぎし」 は 巫山戯て はゐ るが、 然し 世態の リアルな 描寫が ある。 今日で も 太鼓 持なん かやって ゐ 

さうな 氣 がする。 ある 種の 人間の 動作 も 性格 も 眼に 見える。 「はしたなり ける 女房の 聲 更けて」 

にも 同じ やうな もの が ある。 

(寅 日子) 「露に しがら む 妹が 落髮」 だって 隨分 生々 しい。 他の 人の を 見て み 給へ、 ちっとも 

くさまくら 

そんな 感じがない。 もっとも r 內に寢 て も 心 はきの ふ 羈旅」 「米と ぐ 音の 耳に 露け き」 などの 類 は、 

今迄 のた の 首 葉 の 遊びと は 違って ゐ るが。 

(蓬 里 雨) 兎に角 此の 時分に なると、 例の 四つ 手附 とい ふやうな 前の 名詞 だの 動詞 だのと 對に 

して ひっかけて 行く やうな 附方 は、 一 般 になくな つて ゐ ます。 

(寅 日子) さう だ。 それだけ は 確かに 達って ゐる。 一足飛び ではない。 矢張り 段々 に 進んで 行 

つて ゐ る。 

(東洋 城) 「燈 心う りと 詠 じけ む 月」 「しばらく 風の 松に を かしき」 なんか 一 句と して は 面白い。 

(蓬^ 雨) 「月 を 葺くタ 芋の 葉の 片 軒端」 だって、 隨分 月の 光が はっきり 出て ゐる。 
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(寅 日子) 「水汲み 起て 箒 尋ねる」 なんか も わるくな いね。 

(東洋 狨) 「釜 かぶる 人 は 忍びて 別るな り」 r 槌を 子に 抱く まぼろしの 君」 「古家の 泣く 聲 闇に 

さへ なれば」 此 邊は績 いてい、 ね。 r 戀 あふれた る 弟 手 討に」 もい、 よ。 

(贫 日子) 鬼に 角 今迄のと は 大變な 違 ひだ。 た^ 例へば 其 角の 「伦 竈に 襄の音 をし のぶなる」 

の やうな のは內 部から 出て ゐ ない。 外の 知識から 來てゐ る。 「むさし 一歩 さすがに と讀で やみに 

けり」 は 何の 事 だら う。 

(蓬 M 雨. } 何 か 重大な 意味が ありさうな 氣 がする が、 一向 分りません。 

(東洋 城) 「次 韻」 へ來て 急に 心 持が 改まった 氣 がする" 五六 句 目から はぐつ と 違 ふね。 -I . 

「粟に 稗 さく 黍 原の 守り」 は 分らん ね。 

(蓬 S 雨) 分らない ね。 

(東洋 城) r 樣 あしく 鏡の ひづ みたる 恨み」 なんか 佳い 方 だね。 —— ー體其 角が 這 人つ たんで 

聯の變 化が ある。 

(蓬 里 雨) 其 角 は 手取り だからね。 平地に 波瀾 を 起して ゐる。 

(寅 日子 ソ 俳諧の 面白さ は それ- の 人が その 特色 を 現 はす 處に あるんだ ね。 

(蓬 里 雨) さう です ね。 
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(東洋 狨) そこへ 行く と獨 吟は變 化に 乏しい ね。 

(寅 日子) 是で 見る と 其 角 は 損な 役割 を 勤めて ゐ る」 

(東洋 城) いや 本人 は是で 大いに 得意なん だら う。 

(蓬 里 雨) 芭蕉 は 叉 それ を 買って やって ゐ るから 偉い よ。 

(東 作 城) ^蕉の 獨吟は 力 は 弱い が述句 の 規则 通りに やって ゐる。 

(蓬 雨) あの 獨呤は i 巴蕉の もの かどう か 怪しい よ。 少なくとも 僕 は 問題 だと 思って ゐる。 

(寅 日子 ：} これ を やって ゐる 席の 狀況は どんな だったら うか。 何 か 風俗 終に でもない もの か 知 

ら 0 

(蓬 Si 雨) 刖 にない 樣 です。 さう いふ ものがない とい ふ 事 は 一方から いふと、 それほど ボピュ 

ラ I な もの ぢ やなかった とい ふ 事になる のか も 知れない。 この 全集に 「投 五ケ 條」 とい ふの が 出 

てゐ る。 これが 果たして t 巴 蕉の投 だか どうか は 分らない が、 それに は 「一月 花 一句 一 出合 

遠近 一 短冊 持參 ー當番 添 刪 ー諸禮 伶 止」 と ある。 俳 妙 i の 席で は 「文 臺」 が 上座で 

「執筆」 がそれ に 坐る。 「宗匠」 は、 少し 横の 所に 座 をし める。 一 座の 捌きに は 大抵 「執筆」 が 

當 つて、 問題が 面倒に なった 時 だけ 「宗匠」 が是 にあた るら しい。 此 所に は 「一 當番 添陋」 と 

あるから、 「執筆」 の 事を蕉 門で は 「當 番」 と 言って ゐ たの かも 知れない。 
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(東洋 城) 一 月 花 一 句」 と は？  ， 

(蓬 wf: 雨 ：} 月と ずと は 一 句 づ \ するとい ふんだら う。 

(東洋 城) 「出合」 と は？ 

(蓬 ffi 雨：) 「出合」 とい ふの は、 附 句が 「私 も出來 た」 「私 も 出来た」 で 鉢 合 はせ をす る 事 だ。 

それ を 「遠近」 で 定める とい ふの ださう だ。 然し 「遠近」 は 席次の 「遠近」 ぢ やなくて、 懷 紙に 

*1 上げられた 附 句の 「遠近」 なの ださう だ。 「一句 一直」 とは附 句が 適切で ない とい ふので、 「執 

筆」 から 受けつ けられなかった 場合、 一遍 はな ほして 提出しても 可い とい ふ 意味な の ださう だ、 

「諸禮 停止」 は 無禮講 とい ふ 意味 だら う。 

(寅 日子) 「月 花 一句」 と は 一人が 一 句づ 、はやっても 可い とい ふ 事で せう ね。 

(蓬 里 雨) え \0 さ うだらう と ひます。 

(東洋 城) これで 見る と、 順番で なしに 一座の 內 で出來 たもの 勝ちで 附 けたんだ ね。 . 

(ij^ 里 雨) さう らしい。  此處の 「短冊」 とい ふの は、 今日の 運座で つくる やうな 短冊な の 

だら うかね 0 

(東洋 狨) 「短冊」 は 矢張り 普通の 短冊 だら うよ。 

广 蓬 串： 雨) それで また 「次 韻 一 に復 つて、 「極 を 子に 抱く」 だの r 哀餘る 捨子」 だの、 「愛 を 拾、 
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子 を捨、 I だの、 此听の 芭蕉の 句に は、 子供の 事が 隨分 出て 來る やう だ。 

(東洋 狨) 笆蕉の 句に 「炭 圑」 の 句が あるが、 炭團 はこん なに 古くから あつたと 見える ね。 こ 

の 炭圑 の 句 は 鳥渡 複雜ぢ やない か。 

(寅 日子) 「小 野に 歸 りし」 とい ふの は、 あの 炭燒の 名所の 小 野の 事です か。 

(東洋 城) さ うだらうな。 それにつ けた 其 角の 句から 見ても …… 。 

(蓬 里 雨) この 「次 韻」 の附 句に は 「謠」 から 來た ものが あまり 無い やう だね。 

(東洋 狨) 無い。 それ は旣成 品から 持って来ないで 調子の 上に 發 明した あとが ある。 

(蓬規 雨〕 初めは 色々 な 所から 援兵 を 借りて 來て 居た のが、 段々 一本 立に なって 來た譯 だね。 

此處 では 少なくとも、 一箇所からの 援兵 だけ は斷 つた 貌 である。 「江戶 三呤」 時代の 「山 又 山 や 三 

國 の九郞 介」 r 關 手形 安宅に 早く 着きに けり」 だの 「太 物の 庭の 笆蕉葉 五六 端」 「楚國 のかた はら 

横町の 秋」 なんてい ふの が なくなって しまった。 

(東洋 狨) 「秋の 末つ方 嵯峨 野の 秋 を 通り 侍りて」 の附句 「薄の 院の 御陵 をと ふ」 の 「薄の 院」 

なんか 中々 發 明して ゐ ると 思 ふ。 

(蓬 雨) 然し さう いふの は 以前と それ 程變り はな いぢ やない か。 言葉の 洒落に 過ぎない の だ 

からね。 もっとも 非常によ く解釋 すれば、 「薄の 院」 とい ふので 「御陵」 の 景色が 具體 的に 出て 來 
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る 所 は ある。 

(東洋 狨) 「薄の 院」 とい ふ 一一 一一 n 葉はなかった ら うぢ やない か。 

(蓬 堪 雨) 勿論ない だら う。 無い の を かう いふ 風に 言った から 洒落に な るんだら う。 

(東洋 狨) しかし 芒に かこまれ 芒に 埋もれん ばかりの 情景 はよ く 出て ゐ るね。 それから 灯が 無 

くな つて 來てゐ る。  - 

(赏 日子) 非常に ひど いのも なくなって 來た。 然し 此のす ぐ 前のに は 隨分變 なのが ある。 

(東洋 狨) 「次 韻」 の 奧附に は 九 年と して あるが、 作った の は 八 年なん だら うね。 さう でない 

と 八 年に は 作った のが 無い 事になる。 

(蓬 Si 雨) 笆蕉が 意識して 漢詩の 世界 を 俳諧に 移し 入れよう としたの は、 丁度 此の 「次 龍」 あ 

たりから ぢ やない かと 思 ふ。 「櫓の 聲波を 打て 腸 氷る 夜 ゃ淚」 「芭蕉 野 分して 盥に雨 をき く 夜 哉」 

「夕顔 の 白く 夜の 後架に 紙燭 とりて」 「貧 山 の 釜 霜 に 鳴く 聲 さむし」 皆 此の 時分の 句なん だからね。 

(東洋 狨) 「次 韻」 の 影響な のか。 

(蓬 里 雨) 「次 韻」 の 影響と いふよりも、 「次 韻」 あたりから その 傾向が 著しくな つて ゐる。 

影響 を 言へば、 信 章 (素 堂) は漢學 者だった とい ふから、 信 章の 影響 かも 知れない。 もっとも 談 

林で も 漢文 口調 は 大分 流行って ゐる。 
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(東洋 狨) 是は 一 句 一 句附 けて 行つ たんだら うね。 

(寅 日子) こっちの は 然し、 談 林の やうに 巫山戯て はゐ ない。 

(蓬 S 雨， >  眞 面目の も あるが、 然し 隨分 巫山戯た の も ある ぢ やありません か。 

(寅 日子) さう です か。 

(蓬 串： 雨：) この 「次 韻」 の 連 衆の 事が よく 分らない からなん とも 言へ ない が、 或は みんな 相當 

漢學の 知識 を 持って ゐた 連中 かも 知れない。 それ だから 「次 韻」 で 一 つ、 さう いふ 趣味の もの を 

やって やれと 言った やうな 氣 になった のか も 知れない。 

(東洋 城) 芭蕉の 初期の ものに は 然し、 漢詩 文 趣味 はさう 出て 来な いぢ やない か。 

(蓬 里 雨) 出て 來な いね。 その代り、 はやり 小唄 だと か謠曲 だと か、 さう いふ ものが 澤山 出て 

來る。 

(贫曰 子) 要するに 「七 百 五十 韻」 は大 努力 だ、 俳諧 は 「七 百 五十 韻」 で餘 程發展 して ゐ る。 

それに 刺戟され て 芭蕉が 此の 二百 五十 韻の 「次 韻」 を やった。 そこに 一歩 づ、 の 進歩が あるの だ 

ら-ぅ 0 

(蓬 里 雨) それ は ある。 た 此の 時分 「七 百 五十 韻」 位の もの は 外に も澤 山あった。 だから 「七 

百 五十 韻」 がえ らいと いふよりも、 その 「七 百 五十 韻」 から 刺戟 を 受けて 「次 韻」 の やうな もの 
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をつ くった 蕉 がえ らいと 言った 方が 正しいだ らう。 ともかく T さ蕉は 「七 百 五十 韻」 に 敬意 を拂 

つて ゐ るね。 發 句の 「雉子の 足」 に は 謙 通が ある。 

(赏 日子) 同時に 大いに やって やらう とい ふ氣が あり はしません か。 

(蓬 里 雨) さう も 言へ るか も 知れません。 其 角の 脇に は、 その 心 持が 十分に あるの だから。 

(寅 日子) 芭蕉 は 「次 韻」 で 心 持 を 新しくして ゐる感 が ある。 

(東洋 城) それ は ある。 是 はきつ と 芭蕉の 方から 申込んで 此の 「次 韻」 を やつたん だら う。 

(寅 日子) さう だ。 「七 百 五十 韻」 を讀 んでゐ るう ちに、 何 か發明 させられ たものに 相 遠ない。 

芭蕉 は 敏感 だから。 

(東洋 城) 「七 百 五十 韻」 がよ かった とも 言へ るが、 叉 其の 反對 だった とも 言へ る。 

(蓬 3- 雨」 僕 は 此の 「次 韻」 を やる 前に、 十分 「七 百 五十 韻」 を 調べる 必要が あると 思 ふ。 

. (東洋 狨) 「七 百 五十 韻」 とい ふ 本は刖 にある のかね。 

(蓬 里 雨) ある G 

(贫 日子) 此の 時分の 俳諧に 漢詩の 世界 をと り 入れた 事 は、 今日の 俳諧の 上に 少なからぬ 效果 

を责 らして ゐ るね。 

(東洋 狨) それ は 大いに ある。 芭蕉が 西 鶴の 文章の 惡ロを 言って ゐる 中に、 自分 達の 文章 は、 
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漢詩 文から 來 たにしても、 和歌から 來 たにしても、 それ を 誰に も 分る 様に 且、 品位 を 持たせて 書 

く點に 相違が あると 言って ゐる。 然し 漢詩 文の 世界 を 俳諧の 世界に 持ち込んだ 最初 は、 談 林です。 

さ う い ふ點 でも 談林は 芭蕉 を 生む 爲に 必要な 存在 だ つたので す。 

(寅 日子) 日本の あらゆる 文 攀の內 で、 漢詩に 一 番 接近した もの は 俳句 ぢ やないで せう か。 

(蓬 銀 雨) 確かに さう です。 

(東洋 城) 漢詩 文の 影響 は隨分 受けて ゐ るが、 今玆で 問題に しかけた 事 は それ 程で はなく、 さ 

うい ふ實 質的の 意味で はない。 その 這 入って 来方 は謠の 文句が 流行った と 同様に、 寧ろ 形が 主で 

內容 ではない。 

(蓬 里 雨) 勿論 この 「次 韻」 ではね。 

(東洋 城) で、 此 時に 漢詩が 這 入った と は 言 ひたくない。 

(蓬 串： 雨) それ は 然し 言った つて 差 支へ はない さ。 

(寅 日子) 「次 韻」 は 丁度 璲石 見た いなもの かも 知れない。 漢詩と 從來の 俳諧と を 打ち合 はせ 

てゐる 0 

(東洋 城) 芭蕉が 漢詩 文に 親しんだ の は 何時なん だら う。 

(蓬 Bf: 雨) 沼 波 君の 「年譜」 によると、 笆蕉は 京都に ゐる うちに、 漢學を 田 中 桐 江に、 詩 を 伊 
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藤 庵に 習った とい ふ說が あるの ださう だから、 もし さう だと すれば、 それ は 江戶に 出て 來る前 

の 事になる。 

口 子，) 其 頃 詩 を 習 ふ の は あたり 前 の 事 だつ たらう。 

(蓬 &; 雨) その上 少し 學問 でも かじらう とい ふ 人 は、 大抵 ひと 通り は 詩 を 作った ので はない か 

と 思 ひます。 だから 談 林で 宗 因な どが 漢詩 文の せ界を 俳諧に とり 人れ たの も、 それが 一時の 流行 

になった の も、 今日 我々 が考 へる よりも、 もっと 自然な 事だった ので はない かと 思 ひます。 

(東洋 城) 僕 は 寧ろ 內容 的に 如何に 俳諧が 漢詩 文の 影響 をう け たかを 見る の は、 芭蕉の 後の 完 

成した 連句に 就て 見る ベ きで あらう と 思 ふ。 —— 一 體形ゃ 調子の 上から とはい へ 、 此の 時分 は ど 

うい ふ 場合に 此の 漢詩 口調が 役立った もの かな。 

(蓬 里 雨) 引き 緊 まった 感じ、 迫った 感じ を 出す ためだら う。 

(東洋 狨) 「煤 掃之禮 用於觫 之脯」 なんか 漢語で やら なきやい けない の だら うか。 

(蓬 識 雨) それ は 寧ろ 眼 先の 變化 だけが 目的なん だら う。 

(寅 日子.) これへ 西 鶴、 近 松 を 並べて 研究して 見たら、 當 時の 社會 相が 見えて 面白いだ らうと 

思 ひます ね。 

(蓬 里 雨) それ は 非常に 必要な 事な のです。 僕 は 是非 一 度 やって 見ようと 思って ゐ ます。 
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(寅 日子) 假に 一 本の 線香花火 を 研究す るに も あらゆる 學問を 調べ ねばならない 譯 なんだ 力ら 

ね。 小宮 君、 西洋の 文畢 者で 芭蕉に 似た 點を 持った 人はありません か。 

(蓬 里 雨) 一寸ない 様です がね。 ゲ— テの 詩なん か を 精し く 調べて 見たら 面白かない かと 思 ひ 

ます。 —— 鬼に 角、 蕉は 人間と して わけ 知りです よ。 

(赏 日子) 自分で いろんな 事 を やって、 何もかも 分って ゐ たの ぢ やない かも 知れない が、 芭蕉 

の 敏感が 笆蕉を さ うした 人間に 作り上げた の で せ うね。 —— ゲ —テの 詩 に は 俳味 の ある 樣な もの 

はありません か 0 

(蓬 a 雨) 俳味の ある もの は 別にありません ね。 

(寅 日子) セ ー ク スピアに は 人間臭い 處 ばかりが 出て 來る。 

(蓬 里 雨) ゲ ー テの詩 だって 人間臭い もの 計り だと 言 つても 可い のです。 
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吾が 中, 時代の 勉强法 〔談 き 


自分の 出生地 は 高知縣 で、 ，始 め 中 學の人 學試驗 に， 應 じたの は 十四の 年、 丁度 高等 三年 生の 時で 

あった。 その 中 學と云 ふの は 今の 高 知縣立 第一 中學 である。 日頃 身 體が餘 り 健康の 方で はなく、 

それに 勉强 も碌々 せなかった 爲 だら う、 其 時の 人 學試驗 は 見事 失敗に 終って 了った。 尤も 成績に 一 

就て は 何 か 殊の外 不出来の 爲 そんな 結果 を 招いた のか、 當時 自分に も 解らなかった が、 いくら 三 一 

年の 時受驗 したに せよ、 失收 して 見る とさす がに 口 is しい、 無念で ある。 そこで 平生は 餘 り勉强 一 

しなかった 自分 も 聊か 肝 瘤 を 起して、 熟 心に 勉強した が、 それと て 他の 人と 異なった、 圖拔 けた 一 

勉强 をした わけで はなく、 規則 立って 學 課の 復習、 受驗の 準備に 努めた ので もない。 謂 は、. - 世間 一 

並、 普通の 事 を やって 居た と 云 ふに 過ぎなかった が、 鬼に 角、 其の 翌年 再び 受驗 して 見る と、 成 一 

績は 案外に よかったら しいので、 一年 飛び越し、 一圓に 二 年 級に 人る ことが 出来た 。これが ため ： 

一度 失欧 したと 云 ふ 取 返 しもつき、 年齢の 點 から 云っても、 その 前年 人った のと 些 しも 變 りの な 


いこと になった。 

中には 急に 一 級 飛び越え たので あるから、 英語な ど は 一 寸 骨の 折れる やうに 思 ふ 者が あるか も 

知れぬ が、 幸 ひなこと に 自分 は 高等 小 學のニ 年頃から、 隣家に 住んで 居る 或る 先生の 處に往 つて、 

英語 だけ は 習って ゐた。 それ のみでな く、 自分の 通って ゐ た小學 校で は、 三年の 時から 旣に 英語 

を 課し、 四 年 を 終る 頃に は、 リ— ダ— の 三 くら ゐは讀 んでゐ たので、 比較的 困難と 聞いて ゐた英 

語 科 も 格別の 苦勞は 感じなかった ので ある。 

ー體、 自分 は 田 舍の獨 り 子で 謂 は 何の 苦しみ もな く 暢氣に 育てられた 方で ある。 從っ てこれ 

が 勉強 法と 云っても、 別に 何の 新機軸 もな く、 さう 大して 骨折って 勉強した こと もない。 否、 却 

つて 自分の 學生 時代 を囘 顧す ると、 苦 學と云 ふより 寧ろ 樂學 とで も 云 ふ 方 かも 知れぬ。 斯うい ふ 

物 を 欲しい、 あ、 いふ 書物が 買 ひたいと 云へば、 親 はいふに 任 かせて 何でも 買って 吳れ た。 別に 

喧 ましい 小言 も 聞かなければ、 勉強に 就ても むつ かしい 制限な どは附 せられなかった。 これ は、 

今 自分が 親に 對 して 深く 謝して 居る 所で ある。 

中 學へは 家から 通って ゐ たが、 その 間、 家事 を 手 傅って 時間の 束縛 を 受けた やうな こ ともなく、 

と 云って 學 校から 歸 ると、 その 日の 學 課の 復習 や、 明日の 下しら ベな ど を、 キ チンと 時間 を 定め 

て、 一 定の範 圍內に 一 定の勉 强を繽 けたので もな く、 其 日、 其 時に 於て、 一 日の 時間 は 自然に 定 
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まると 云 ふ 至極 暢氣な 方法 を 執， つて ゐた。 

日曜日な どに しても、 平生 學 校から 歸 つた 時と 同じく、 定まった 勉强 もせす、 定まった 運動 を 

する でもな く、 田舍 のこと であるから、 時には 或る 二三の 友と 遊びに 出る やうな こと も あるが、 

それと て 好んで 遊び暮ら したいと 思 ふので もな く、 大抵 は 自分の 好きな やうに して 自由に 過ごし 

てゐ た。 

こんな 風であった から、 從 つて 夜は遲 くまで、 朝 は 早くから 起床して 勉強に 取り か、 ると いふ 

やうな 例 はなく、 それに 私の 家 は 極く 平穩、 圓滿な 家庭であった から、 何時でも 勉強した いと 思 

ふ 時には、 何の 障害 もな く、 靜 かに、 悠 乎と 讀 書に 親しむ ことが 出來 たので、 特に 勉強の 時間 を 

あ き 

定めて 焦慮って やる とい ふ 必要 はなく 苦痛 を 感じながら 机に 向 ふと 云 ふやうな こと も 更にな かつ 

た。 從 つて、 自分の 勉强法 は 最も 不規則で、 又 決して 大した 勉強家の 方で もなかった。 境遇 も 亦、 

苦學 とい ふより、 むしろ 始終 樂學の 境に 在った ので ある。 

併し、 高等 學 校に 進んで から は、 旣に 親の 膝下 を 離れて ゐ るし、 叉 一 つに は 年と 共に 稍" 思想 

も 固まって 來てゐ るから、 中學 時代に 比べる と、 確かに 勉强 もした 方で あるが、 それと て 何も 普 

通の 度 を 超えて、 特別に 劇しい 勉强 や、 秩序 立った 讀書 法な ど實 行した わけで はない。 

小學 時代から 自分 は學 校の 教科書 以外に、 種 々雑多の 書物、 雜誌を 矢 露に 讀んで 見た。 これ は 
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J? も多讀 する ことが、 非常に 可い と自覺 しての わけで はない。 唯 漠然と 讀 書と 云 ふこと に 趣味 を 

持って ゐた爲 だら う。 その 邊の事 はしかと 解らぬ が、 何でも 種々 の 書物に よく 眼を據 らした。 小 

學 校に 居た 頃 は、 昔 博 文 館から 出て ゐた 「日本 少年」 を 始め、 名 は 忘れた が、 其 他 そんな 風な 雜 

誌 や、 書物 をよ く讀ん だもの だ。 親 も 亦 言 ふが ま、 に 買ひ與 へた ものである。  _ 

中 擧に往 くやう になって から は、 小冊の 地文 學、 地理 書の やうな もの を數 多く 讀み、 叉 小說な 

ども 大いに 讀ん だもので ある。 前述の 如く、 自分 は勉强 する にしても 氣隨氣 儘な 方法 を 執って ゐ 

たから、 こんな 種類の 物 を 讀んで 居る 餘裕 もあった ので あらう。 

斯うい ふと 非常に 文學 趣味で も 持って 居た やうに 聞こえる が、 强ち然 うい ふわけ ではない C だ 

が、 こんな 處 から 得た もの か、 作文 は學 校に 於ても 比較的 得手であった やうに 記憶して 居る。 

その外、 自分の 家から 少し 許り 離れた 處に 親戚が あって、 其 處へ往 くと 何時も 書物 を 出して は、 

芋當り 次第に 讀んで 見た。 其 中で も 八 犬傳、 三國 誌、 漢楚 軍談な ど は 非常に 與味を 持って、 大抵 

は讀み 通した ので ある。 これが ため 自分ながら 讀書カ は 大いに 進んで ゐ たやう に 思った。 滅茶 苦： 

4 余に 讀 むと 云 ふこと は、 無論 可い ことで はなから うが、 鬼に 角 讀書カ は 非常に 養へ る。 弊害 も あ 

れば、 又 それから 享 くる 利益 も ある やうに 思 ふ。 卽ち 書物 をなる ベく 早く 讀ん で、 それで 理解力： 

を 養 ふに は 是非、 澤 山の 書物 を讀む やうに 心掛ける 必要が ある。  j 
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こんな 風で、 自分の 中學に 於ての 成績 は 三年 頃まで は先づ 中位の 處 であった が、 それから 後 は 

佳い 方で あつたと 云へ よう。 學 科目に 對 しても 餘り 好き 嫌 ひ はなく、 可也 一様の 點數を 得て ゐた 

が、 た^ 習字 だけ は 如何しても 下手であった。 これが ため 習字 を 課せられて ゐる中 は、 平均 點數 

の 上から 成績の 方へ も 影響した が、 上級に 進んで、 習字 を 省かれる と共に、 成績 も 確かによ くな 

つた。 その他 別に 嫌 ひの もの もなかった 代り、 又 格別 得手と 云 ふ もの もなかつ たが、 其 中で 地理 

だけ は中學 時代から、 特別に 趣味 を 持って ゐた。 それで、 なるべく これ を どこまでも 研究して 見 

ようとい ふ考を 起さぬ でもなかった が、 或る 都合 上 高等 學校 では 工科に 人り、 三年の 時 改めて 物 

理に轉 じ、 以て 今日に 至った ので ある。 

記憶に 便ぜん が爲、 自分 は學 校に 居る うち 拔き 書と いふ こと をよ くやった。 拔き 書と いふの は、 

云 ふ 迄 もな く敎科 書中の 主要の 點を拔 き 書して、 敎科 書の 欄外な ど へ その 儘 書き 拔 いて 澄く ので 

ある。 同じ 敎科 書の 中で も、 動物、 植物、 鑛物、 地理、 歷史、 化學の 如き、 主として 暗記すべき 

もの は、 斯うした 方が 得な やうに 思 ふ。 一寸 例 を 擧げて 見る と、 敎師 から 或 種の 質問 を 受けた 時、 

悉皆 1^ 腦に 記憶して ある 事柄で も、 どうも その 質問に 應 じて、 容易に 返答が 出来ぬ 場合が ある。 

胸に は 浮んで ゐ るが、 一寸 纏まって 口に はいり 兼ねる ことがある。 これ は 其の 主要の 點を 正しく 

記憶して 居らぬ 證據 で、 斯 かる 弊 を 防ぐ やうに する に は、 拔き書 をして、 その 要用の 點 だけ を 十 
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分 記憶して 置く やうに する のが 肝腎で ある。 結局、 根本の 事項 さへ よく 吞 込んで ゐれば それに 連 

れた 枝葉の 點 など は 左程 勞 せす とも、 自然に あら はれて 來る ものである。 斯うして 极 本の 略 筋 さ 

へ 明瞭に 記憶して ゐれ ば、 思想 は 一 貰して、 比較的 正確の 答案が 作れる ことになる。 

獨り 此の 拔き 書の みに 止まらす、 自分 は敎師 がよく 黑 板へ 圖 解して 示す 繪圖 など も、 その 儘 直 

接敎科 書に 書 入れて 置いた。 これ は 記憶す る 上に 便なる 許りでなく、 事柄 は 忘れて ゐて も、 その 

繪を思 ひ 出す と、 容易に 記憶 を 呼び 起す ことが 出來、 叉 試 驗が濟 んだ餘 程 後に なっても、 此の 繪 

さへ 見る と、 容易く 敎科 書中の 事項 を 理解し 得る 利益が ある。 從 つて 自分の 用 ゐた敎 科 書 は 誠に 

汚い、 紛 筆の 拔き 書、 圖 解の 檎 などで 一杯に よごれて 居る。 

同じ かう するなら、 ノ  — ト へ{ おし 取った 方が 可い かも 知れぬ が、 自分 は中舉 時代に 餘りノ ー ト 

へ 記す こと はせ なかった。 敎科書 以外の 物に 書いて 置く と、 第一 あれこれと 讀む たびに 出して 見 

るの が 面倒で ある。 叉 敎科書 を 開いて 見る と、 一 緖に拔 き 書も讀 むこと が出來 ると いふ 便利が あ 

るので、 敢 へて 自分 は敎科 鱼曰 を も 汚した わけで ある。 

故意に 怠惰け ると 云 ふと、 何だか 可笑しく 聞こえる が 自分 は 厭やに なった 時、 無理に つとめて 

勉强 をつ けようと はせ す、 好きな やうに して 遊ぶ。 散歩に も 出掛ければ、 好きな もの を 見に も 

ゆく、 甚だ 勝手 氣 儘の 遣 方で は あるが、 斯うして 好きな こと をして 一 日 遊ぶ と 今まで 錯雑して ゐ 
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た 頭腦が 新鮮に なって、 何 を讀ん でも はっきりと 心 持よ く吞み 込める。 

叉、 自分 は讀 書す るに しても、 机の 前に 正しく 坐って 規 帳面に やる 時 もないで はない が、 如何 

も 性質 上さう 堅苦しく する 事を好まない。 だから 時々 何處 へな りと 坐った なり その 儘 本 を 手に し 

て、 讀 みつに ける 時 も あれば、 横にな つて 見る こと も あり、 寢て讀 む 時 も ある。 殆ど 讀書 する 時 

の 態度 は 一定し なかった。 要するに 不規律の やり方で は あるが、 どうも 自分の 性質と して、 窮屈 

に 勉強す. 5- より、 樂に 自分の 氣に 人った やうに する 方が、 心が 悠然して 記憶す る 上に もよ かった。 

だが こんな 事 は 決して、 自分ながら も 結構な 事と は 思って ゐ ぬの だから、 讀者 諸君に 於ても 此邊 

の處 はよ く參 酌して、 そのうちの 可い 點 だけ を 取る やうに して 貰 ひたい。 

た^ 規則正しく 勉强 する 者の 中には、 毎日 其 日の ノ  — トを 繰り返して、 授けられた 點 だけ を 暗 

記しよう とする 者 も ある やう だが、 自分 は然 うい ふ 方法 を 取らす に、 なるべく 講義に しても 大體 

の 一段落 を吿 げた 時、 前から 筆記して 置いた 分と 聯絡して、 一度に 鑌 けて 讀むゃ うにした。 此の 

聯絡 を はかる と 云 ふ 事 は 物 を 記憶す る 上に、 尤も 必要であって、 キレ/ \ になった 斷片 的の もの 

を委 はしく 呑 込まう とする より、 寧ろ その 事柄の 一段落 を吿 げた 後、 併せて 讀む やうに した 方が、 

前後 關聯 して 理解す る 上に も 都合が よし、 記憶 を も 亦 非常に 助ける ものである。 

自分の 中學 時代 は、 餘り體 が 丈夫でなかった、 運動も^ にせなかった。 學 校に 於け る 運動 時間 M 


は 殆ど 義務的で、 運動に 就て は 全く 趣味 を 持たなかった。 尤も 小學校 時代から 鑛物、 昆蟲 などの 

採集に は 非常に 與味を 持って ゐて、 時々 近處へ 採集に 出掛けた もの だ。 今も鄕 里の 家に は これら 

の 標本が 餘程殘 つて ゐる 位で、 少し はこん な 事が 運動に なった のか も 知れぬ。 その代り 滋養物 は 

出來 得る だけ 多く 取った。 それが 爲、 身體の 弱かった 割に、 然 ぅ病氣 にも 罹らなかった ので ある。 

前い ふやうな 家庭であった から、 別に 心配 もしなかった、 徒らにつ まらぬ ことに 頭を惱 まして、 

身體 を疲勞 させる と 云 ふこと がなかった 許りでなく、 學 校の 敎 科目 其 他の物に 就ても 困難、 苦痛 

もな く、 先 づ學生 時代 は 暢氣に 暮らした 方で ある。 と 云って、 友達と 矢鳕に 交際して 面白く 遊ん 

だとい ふ譯 ではなく、 此方から 求めて する やうな 事 は 更にし なかった。 

田舍の 事で あるから、 家に 歸 ると 遊びの 友と 云っても 僅か 二三に 止まって ゐた 位の もの。 だが 

幸 ひ 其 頃、 近所に 在った 親戚で 丁度 同年輩の 者が 來てゐ たので、 よく 其 處へ往 つて は それと 遊ん 

だ やうに 覺 えて ゐる。 

1 體、 自分 は 交際と 云 ふこと が 下手の 方で、 今 も 自ら 求めて 交際 するとい ふやうな 事 はなく、 

た^ 心 を 許した 僅かの 友と 深く 交じ はって 居る に 過ぎぬ。 (明治 四十 一年 十二月、 中學 世界) 
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極 度 の 寒 さ 〔談 話 ^ 


昔 科學の 開けなかった 時代に は 自然界に 關 する 人類の 知識 は 唯 日常 耳目に 觸れる だけの 狹ぃ範 

圍に 限られて 居た。 それで 熱い 物と いへば 炭火、 冷たい 物と いへば 雪 や 水と 定まって 居て 極 冷と 

極 熟との 差 は 今日から 見れば 僅かな ものであった。 溫度 とい ふやうな 聲が 段々 に發 達して 來て寒 

暖 計が 發 明され る やうに なって 見る と 雪 や 氷より はすつ と 冷たい 溫 度の ある こと も わかって 來た。 

北極 近い 處 では 氷 點 以下 攝氏 五十 度 程の 低温 度に 遭 ふこと があって 水銀 さへ 凍って しま ふ。 地球 

上で 天然に 出會 ふことの 出来る 最低 温度 はま づ此處 等が 極度で ある。 此れより 冷たい もの は 人工 

で 出来ない だら うかと いふ 疑問 はすぐ に 起る。 

人工に よって 著しい 寒冷 を 生す る 事 は 實用上 又 學術上 非常に 必要 だとい ふ 事 は、 右 はべ ー コ ン 

の 著書に も 述べ て ある。 其後數 多の 科學 者の 永い 間の 苦心に よって 人間の 達し 得る 極度の 寒冷に 

近づく 事が 出来た。 昨 明治 四十 一 年 は 貴に 「寒冷」 の歷 史上に 特筆大書すべき 年であった。 和 蘭 § 


ライデンの オン ネス 教授が 是迄 あらゆる 瓦斯 體の屮 で 唯 一 つ 液化す る 事が 出来なかった へ リウ ム 

を 液化し、 此れに よって 攝氏 零度 以下 二百 六十 八 度と いふ 低温 を 生す る 事が 出来た。 今日の 學者 

が考へ 得る 極限の 寒さ 所謂 絕對 零度に 及ばざる 事 僅かに 五 度 位で ある。 

飜 つて 昔の こと を 調べ て 見る と 今から 一 一 百年 前卽ち 十八 世紀の 初 頃で は 雪と 石 碗と を 混す る 時 

に 生す る 寒冷 を 極度と 考へ、 華氏 は 此れ を 以て 其の 寒暖計の 零點と 定めた。 今日で は此 位の 低温 

は 吾々 の臺 所で アイス クリ ー ムを 持ら へ る 時に 使って 居る。 十八 世紀の 中頃に は 露 國の學 者が 雪 

と 砲 酸と を 混じて 始めて 水銀 を 凍らせた。 其 頃 色々 の 寒冷 劑を 作る 様になつ たが 要するに 皆 雪 や 

氷が 他物 を 溶かす 時に 熱 を 奪 はれる 事 を 利用した ものであった。. しかるに 一 方に 於て 瓦斯 體の性 

質に 關 する 研究が 諸 所に 發 達して 其の 結果 どんな 瓦斯 體 でも 適當な 寒冷と 壓カを 加 へれば 液體に 

化する 事が 出來る だら うとい ふ 事が 推論され る やうに なった。 十九 世紀の 中葉に 到って 始めて 炭 

酸 瓦斯 を 液化す る 事が 出来た。 此の 液 を 急に 蒸發 させる と 液 は 凍って 眞 白な 雪の やうに なり 攝氏 

零度 以下 百度と いふ 寒冷 を 生じた。 當 時に 在って は 驚くべき 低溫 であった に 相 速ない。 此の 炭酸 

の 雪 を 型に 人れ て 固める と 丁度 白墨の 様な 棒に なって、 都合の よい 事に は 存外 急に 蒸發 しない。 

此 の 雪 を 使 つて 他の 瓦斯 を 冷やし 壓 縮す る と 容易 に 液化し 難い 瓦斯 を 液化す る 事が 出来る だら う 

とい ふので 有名な ファ ラデ— などが 此の 研究に 從 事し 大抵の 瓦斯 は i}u 液化され た。 此 等の 液 を 蒸 
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發 させる と 著しい 低溫を 生す る 事が 出来た。 しかし 酸素 窒素 水素 其 他 一 ニニの 瓦斯ば かり は 炭酸の 

雪で 冷やして 三百 氣壓を 加へ て もどう しても 液體 にならぬ。 漸く 十九 世紀の 末 近くな つて ゥ ロブ 

レウス キ ー とい ふ 人が 液化した H チリ ンを 用ゐて 始めて 酸素 を 液化し 其 の蒸發 によって 零下 百 四 

十 度に 達する を 得た。 又 リンデと いふ 人 は 冷やして 壓縮 し たさ 氣を 小さ い 孔 から 噴出 させる と 著 

しく 溫 度が 下る 事 を 利用し 大 仕掛に 液體 空氣を 製造す る 器械 を發 明した。 此の 器械 は 理科 大學に 

もあって 此れで 作った 液 體空氣 は 先年 田中舘 博士が 數學 物理 學會の 通俗 講談 會で聽 衆に 示された 

事が ある。 液 體{ 仝 氣が 沸騰して 居る 時の 溫度は 零下 百 九十 度で ある。 

穴 ェ氣に 次いで 水素が 液化され る 迄に は 更に 色々 の 困難が あつたが、 今から 十 年 前に 始めて 出來 

た液體 水素の 沸騰 點は 液體 空氣 より 更に 六十 度 低い 卽ち 零下 一 一 百 五十 度であった。 此の 液 は 金色 

透明で 水に 比して 僅かに 十四 分の 一位の 重さで あるから 物 を 浮かす 力が 弱い、 木片で も 何でも 沈 

ん でし まふ。 此れ を 急に 蒸發 させる と眞 白な 泡の 様な ものが 出来る。 此れ を 人れ た 器の 蓋 を 取る 

と周圍 のさ 氣が 凍つ て 雪の やうに チラ/ \ 降る。 

昨年の 七月 十日 へ リウ ムが 液化され るに 至って 地球上の ありと あらゆる 瓦斯 を 悉く 人工に よつ 

て 液化す る 事が 出来た 事に な る。 從 つ て 液化した 瓦斯 の 蒸散 によって 得られる 低温 は 此れで 先づ 

極度に 達した と考へ て もよ い。 此の 實驗に 使った 液 體穴ェ 氣の量 は 七十 五リ ー トルであった さうな。 
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液體へ リウ ム に對 する 大氣 中の 物 體は雪 や 氷に 對 する 烈火の やうな ものである。 烈火の 中で 氷 

を 作る 以上の 困難に 打 勝った 科 學のカ は 驚く ベ きもので は あるまい か。 

吾 々 が 普通に 知って 居る 物質の 色々 な 性質 は 通常の 溫 度に 於け る 性質で あ つて、 液體 空氣 など 

の樣 な低溫 度になる と 色々 不思議な 事が 生す る。 例へば 常溫 では 磁石に 感ぜぬ 物が 强ぃ 磁性 を帶 

びたり、 動物の 骨な どが 燐光 を發 したり、 寫眞の 種板が 光に 感じ なくなった りする。 其 他 色々 常 

溫に 於け ると 反對の 性質 を 生す る ものが ある 事が 分って 來た。 かやうな 低 S 度に 於け る 世界 は 吾 

人の 周 圍とは 全くち がった 別世界で ある。 此の 別世界の 一端 を科學 者が 實驗 室で 覼 いて 見る 時の 

感じ は どんな もので あらう。  . 

液體空 氣の溫 度で は 凡ての 生活と いふ もの は 悉く 止まって しま ふが、 唯一 つ 意外な 事に は 植物 

の 種子 ゃバ ク テリアの 類が 能く 此 等の 低温に 堪へ て 生存す る 事で ある。 或 人はバ ク テリア を液體 

签氣で 一 一十 時間 も 冷やして 後に 培養したら 何の 異狀 もな く 繁殖した。 又 穀物の 種子な ど を 冷やし 

て後播 いたら 障害な く 生長した。 かって ケ ルビ ン 卿が 地球上に 於け る 生物の 原始 體は 宇宙の 遠い 

果てから 飛んで 來 たもので あらう とい ふ考を 述べ た 事が あるが、 下等の 生物が 宇宙の { 仝 間に 於け 

る 極度の 低 溫に堪 へ 得る ものと すれば 此の 考も强 ち 否定し 難くなる だら う。 

(叨治 四十 一年 十二月 二十四日、 東京 朝 口 新聞；； 
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漱石 先生 悌ず 


寅彥曰 先生の 句 は 全部 艷 なり 

東洋 城 曰 1 一十 七 年頃 先生 は 始めて 客觀的 見地の 句 を 得られた ので はない か 

風に のって 輕く のし 行く 燕 哉 

とい ふ 句が あるが 

東洋 城 曰 先生の 思想 小 說は皆 俳句に 因緣を 持つ と 思 ふ 

寅彥曰 俳句の どこかに 先生の 總 てが あると 思 ふ、 最初の 內に 作られた 極く 初歩の 句 或は 月 

並 的ので さへ。 

寅彥曰 先生 は 

秋風 や 白木の 弓に 弦 はらん 

とい ふ 句 は、 い \ 句 だ、 と 話して 居られた。 
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豐隆 曰. 僕には 

時鳥 平安 城 を 筋 {还 に 

と い ふ 句 を 激賞して 居られた ョ 

黄彥曰 君の 一番 好い と 思 ふ 先生の 句と いふの は どこ をい ふの か 

東洋 城 曰 さあ、 矢張り 

蓳 ほどな 小さき 人に 生れた し 

かね 

{a; 彦曰 先生 は Imagination が 最も 强か つたな。 (大 .-i: 八 年 八月、 ffi 柳) 
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皇目 先生の 自然 觀 〔談 話〕 


夏 目先 生の 自然 觀は 芭蕉の それによ く 似て 居る 1 . い つ であった か 先生 門下の 誰か^ 斯う 言つ 

た。 私 も 全く 同感で ある。 先生 は 自然 を純粹 に客觀 的な 冷たい 態度で は 眺め 得なかった、 先生の 

句に 現 はれた 自然に は 人情味が 溢れ 切って 居る、 俳句ば かりで なく この こと は 「草枕」 の 如き 小 

說 にも 十分に 見得る、 先生に とって 自然 はた 美しい 感情 を惹き 出す 起緣 となって 居る ばかりで 

ある、 決して 自然の 中に 醉 ふやうな ことはなかった、 從 つて 先生の 句に は隨分 動植物 或は 自然の 

パ I ソ ニフ アイ 

事象が 詠まれて は 居る が 悉く それら は 完全に 人 格 化されて ある、 まるで 人間 そのもの 、如く 取 

扱って 居る こと さへ ある、 さう した 句 は 生々 しい 實感 に充 ちて 居る、 自然と 人間と が 直接に 抱 合 

つて 居る。 大 なる 自然 兒 であった と 一 百って よから う、 かう した 事實は 先生の 句 あるひ は 文の みな 

らす畫 にもよ く 現 はれて 居る、 自然の 美 を とら へ るに も その 眼の つけどころ は 人の 意表に 出で 淚 

のに じむ 程 人間味に 富んだ 畫が 作られろ。  S 


かく 自然に 對 する 愛の 深かった にも か& はらす どうして 先生の 生涯に は 旅に 日 を 送らる、 こと 

が あれ 程 少なかった ので あらう か。 私の 想像す る處 では 先生に とって 旅の 同伴者が 大勢で あれば 

ある ほど 氣持 を亂 される 點 から 嫌 ひで あつたに 逮 ひなく、 かと 言って 孤り で 旅 をす るに は餘 りに 

その 淋し さが 堪へ 得られぬ ためであった からで はなから うか、 先生 は 旅に 居る のでなくて さへ 常 

に 淋し さ を 感じて 居た、 しかも その 淋し さが 人間 を 愛し 過ぎる 心から 生れる ので ある、 熊 本 時代 

に は 先生 はよ く 旅 をされ た、 だから 旅が 決して 嫌 ひなので はない、 人 を 愛する 心が 濃く なれば な 

る ほどこの 淋し さが 增 して 旅に 出る 氣も 少なく なられた ので あらう と 思 ふ。 

先生に 就て 思 ひ 出す こと はほんた うに 多い、 どれと 言って 擇り 出す ことの 困難な ほど 私 は 先生 

の 生活に 接觸し 過ぎて 來た、 け ふ はこれ だけの こと を 語って 先生 を^ば せて 貰 はう。 

(大正 十 一 年 十二月、 東京 朝日 新閗) 
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もう 久しく 俳句から 遠ざかって しまって、 この頃で は 松 根 君の 雜誌 「漉 柿」 で やって 居る、 夏 

目先 生 の 俳句の 研究に 加 はって ゐる だけで、 他 は 全く 俳壇と 沒交涉 である。 「ホ トト ギス」 も 忙し 

いので 鑌 けても 讀ん では ゐな いが、 「其 角 研究」 は 時々 讀んで 見て 面白い と 思って ゐる。 句の 解釋 

よりも 寧ろ あんな 詳しい 考證 などの 出て 來る のが 私に は 面白い。 さう いふ ことにな つて は 實際私 

など はとても 敵 はない の だから。 あ \ いふ 方面の 博識な 人達に、 さう いふ 研究 を 纏めて 發 表して 

置いて 貰ったら、 文化史 的の 資料と しても よほど 重要な ものになる かも 知れない。 

砂糖が 何時頃 日本人の 口に は ひる やうに なった かと か 煙草 は 何時 渡って 來 たかと か、 さう いふ 

ことで 吾々 の 知りたい ことが 澤山 ある。 鰹節なん かも その 一つで、 いっか マルコ. ポ 0 の 紀行 を 

讀ん だら、 印度洋の ある 島で 魚の 肉 を 干して 食料品 を 作る ことが 出て ゐた。 それが どうも 普通の 

干物で はない らしい。 製法が よほど 鰹節に 似て ゐる。 今日 その 島へ 行った ところで、 分らない か 


れな いが、 鬼に 何 かの 機會 で、 そんなと ころから R 本へ 傳 はった もの ぢ やないだら うか. 

とレ ふやうな 想像 も 起って 來る。 極 はめて 覺 束ない 想像に 過ぎない けれども …… 。 

白米なん か 何時頃から 用ゐ 出した もの か、 僕の 國 (土 佐) の史實 として こんな 話が ある。 長 曾 

我 部 元 親だった と 思 ふが どこかから 白米き 貰った。 何 斗だった か、 何 怯だった か 忘れた が、 ごく 

僅かな 量で、 それ を 元 親が 「これ は 大變に 結構な もの だから、 取って 置いて 何 かの 時に 使 はう」 

と 云った とい ふので ある。 これから 見る と 少なくとも 僕の 國 では、 當時 一般に 玄米 を 食って ゐた 

らしい ことが わかる。 その他 こんな 方面の こと を 見る と當 時の 文化の 程度 は 低い やうに 見える に 

拘ら す、 一方で は大阪 城の 石な どの やうな、 あんな 大きな もの を 遠くから 運搬して 來て、 あんな 

に 立派に 築き上げ たりして ゐる —— 專門 家に 聞いて 見なければ、 當 時の 工事の 様子 はよ くわから 

ない が。 

僕 はこれ でも 存外 骨责 癖が あると でもい ふの か、 ボ 。くの. 江戶 名所 圖繪 なんか を 買つ て來 て- 

時々 開けて は 今の 東京と 對 照して 考へ て 見たり して ゐる。 江戶 時代のと 野と 此 間の 博 覽會の あつ 

た 上野と を對 照したり、 根 律の 通りの 今昔 を對 照したり すると、 殆どす ベての ものが 變 化して ゐ 

る 中に、 僅かに 舊 態を存 して ゐる ものが 何 か ある、 そこに 興味が あるので ある。 この 邊 (本 鄕曙 

町) はもと 曙の 里と 云って ゐ たらしい。 もう 一 っ寳永 版と かいふ 江戶の 输圖を 持って ゐ るが、 そ 
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れを 見る と 今 ある 町の 名の 由來 がわかった りして 面白い。 越 中島 に はた しか 細 川 越 中 守 の 下屋敷 

が あり、 安藤 坂に は 安藤 對馬 守が ゐる といった 風に …… 中で 一番 面白かった の は、 今の 丁度 司 

法 省の ある あたりが、 偶然で は あらう が 大岡越 前 守の 屋敷に なって ゐ たこと である。 

東京 も 僕が 知って からで も糙 かに 變 化して ゐる。 僕の 子供の 時分に は 方々 の 見附の 跡が まだい 

くら か殘 つて ゐ たかと 思 ふが、 この頃で は 日 比 谷 公園の 中に、 見附の 石垣が 殘骸 をと めて ゐる 

やうな 譯 である。 今日 も 久し振りに 天文 臺へ 行って、 學生 時代の こと を 思 ひ 出した が、 その 時分 

僕 は 小石 川の 原 町に ゐて、 麻布まで いつも 歩いて 往復して ゐた。 大學 から お茶の水へ 出て、 一 つ 

橋から 丸の 內を 突き 拔 けて、 すっと 麻布の 方へ 行った わけ だが、 事實 そんなに 遠い とも 思って ゐ 

なかった。 歩數を 勘定しながら 歩いたり、 冬の 夜更けの 歸 りに お茶の水の 橋の 近くで 薄麥を 食つ 

たりした こと を おぼえて ゐ る。 それが-一 旦 電車が 通す る やうに なつてから は、 却って 遠い やうに 

思 はれる ので 驚いた。 

夏 目先 生に 聞いた 話で、 先生 自身 も 何 かの 中に 書かれた が、 牛 込から 淺 草まで 芝居 を 見に 行く 

のに、 前夜から 支度 をして、 飯 田橋邊 から 船に 乘 つて、 神 田 川 をす つと 下って 隅 田 川へ 出て、 又 

上流へ 溯って 芝居 町の 近くへ 着ける。 さう して 一 日 芝居 を 見て、 又 前の 通り 歸 つて 來 ると、 何で 

も やっぱり 夜半になる、 とい ふこと だった。 そんな 時代の 方が 何だか 面白かった やうな 氣 もす る- 
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心理的の 時間と いふ 點 から 云へば、 昔 も 今 も 同じ ことか も 知れない。 飛行機で も乘り 慣れたら、 

遲 くって まだ るつこくなる かも 知れない。 心理的の 時間に ついて、 或 人に こんな 話 を 聞いた こと 

が ある。 神經 it 弱の 療法に、 背中に つめたい 水 を濺ぎ かける 方法が ある。 或る 患者が その 療法 を 

受けた 時に、 自分で はたし かに 何分 間 かやって ゐ たと 思って、 終って から 醫 者に 聞いて 見たら、 

何でも 何十 秒と かいふ 話だった。 感 する 時と 實 際の タイムの 經 過と は 違 ふんだ から、 一分 間で も 

馬鹿に 長く 感 する 時が あり、 長い 時間 も 一瞬間の やうに 過ぎ去って しま ふこと も ある。 必す しも 

昔の 人間が 暢氣 で、 今の 人間が こせついて ゐ なければ ならない とも 限らない。 要するに 人に よる 

ので はない か。 現代で も悠々 とした 氣 分の 人間に は 時が ゆるやかに 感ぜられ ると 同時に、 昔で も 

齷齪した 人の 時 はや はり 短 か、 つたに 逮 ひない。 

僕の 專 門の 畢 問の 方で、 浦 島に 似た 話が ある。 光の 速度の 何分の 一 かの 速力で、 鐵砲 玉みたい 

な ものに 乘 つて 地球 を 離れて、 或る 星に 着いて、 着くな り 叉 直ぐ 地球へ 歸 つて 来る。 その 間 その 

人の 時計で は 二 年 か \ つたと すると、 地球で は 二百 年 もた つて ゐる 勘定になる。 無論、 浦 島の 話 

はそんな こと を考へ たもので はない にき まって ゐ るが  。 

浦 島に ついては 或る 理學 者の 說 があって、 あれ は 南洋 邊の 島へ 行った 人の 話が もと だら うとい 

ふので ある。 南洋 邊へ 行く と、 四季の 氣 候の 變 化が 無い、 年中 同じ やうな ところが ある。 そこで 
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當人は 少し 居った つもりで も、 大變 長い 年が たって ゐ たの だとい ふので ある。 これ は 太陽の 天頂 

角の 變化を 注意 すれば 年の 變化は 分る 譯 では あるが、 しかし ー說 として 面白い と 思 ふ。 

俳 司の 選と いふ やうな ことに ついては、 僕 は 今まで 別に 考へ てみ たこと もない が、 つまり これ 

も 一種の レ ラチヴ イチ ー で、 澤 山の 俳句 を 作る 人が、 めいく 自分 だけの 人生 觀 なり、 藝術觀 な 

り を 持って ゐる わけ だから、 問題 は そこに 在る と 思 ふ。 これが 科學 方面なら ば、 明かな 普遍的の 

規範な り、 標準な り を 定める ことが 出来る けれども、 俳句 や 何 かで はさう は 行かない。 各人に 就 

て考 へれば めいくが 皆 正しい わけで、 昨日 俳句 を 作り出した 人で も、 それ 相應に 自信 も あり、 

標準 も あるに 遠 ひない。 長い間 自分 も 俳句 を 作り、 研究して ゐる 人の い \ として 取った もの は、 

必す 或るい-^ ところの ある もので は あるが、 同時に その 人の 選に 洩れた もの は、 大體に 於て つま 

ら なくても、 中にはい 、ところの ある もの も あり はしない かと 思 ふ。 

. が、 それならば そこに 全く 規範が 無. S かとい ふと、 必 すし もさう ではない 。未来派の 藝術 など 

は、 いろんな 畫 家が 自分の 感 する 儘 を 勝手に 描いて、 それが 見る 人に わかっても わからな くって 

も敢 へて 問 はない やうに 見える。 そこまで 自由に なれば 何も 問題 はない が、 假令 科學の やうに は 

行かな いまでも、 いくらか 普遍的な 規範が ある ものと 假定 すれば、 それまで 自由にす るの は考へ 

もの ぢ やない かと 思 ふ。 これ は 俳句ば かりで なく、 鎗の 展覽會 などで も 始終 問題が 起る ところで、 
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少數な 審査員の 選に 人った ものが、 必す！ も 皆い、 と 限らす、 洩れた もので も 十が 十まで いけな 

いと も 限らない。 審査に 洩れた 爲に、 永久に 價値 ある 作品が 葬られて しま ふこと も 無いで はな か 

らう。 だから 俳句で も 選者 を 取り 替 へたり、 いろくな 立場の 人の 選を揭 ぐる 方法 を 取ったり す 

るの も、 偏 しないと いふ ことの 爲に はい、 だら うと 思 ふ。 併し 又 或る 雜 誌の 特色 を發 揮しょう と 

いふ 點 から 云へば、 その 選者が きまって 居れば、 その 人の 特色が 選の 上に も 出て 來 るから、 それ 

も 必要 かも 知れない。 たにもう 少し 廣ぃ 立場から 考 へて、 もっと デモ クラ チックに やった 方が 或 

，は 面白い かも 知れない とい ふやうな 氣 がする。 — これ は 一 人の 科學 者の 考 なんだから、 專門家 

に 云 はせ たら、 一文の 價値も 無い かも 知れない が。 

以上の やうな 意味から 云って 來 ると、 或るえ らい 大家の 選と いふ もの は、 やがて その 人の 作品 

として 見られ やしない か。 た 多くの 中から 或る もの を 選り出し たとい ふだけ でな く、 或る 意味 

で その 人の オリ ヂナル な 仕事 だと 云 ひ 得る と 思 ふ。 これ は 選者の 方の 話 だが、 作者の 側に 就て 云 

へば、 どんな まづぃ 人の 句で も、 その 句 をい、 のも惡 いのも、 その 人の 詠んだ 通りに 並べたら、 

一 つ 一 つの 句 はま づ くっても、 全體 として 意味が ある。 殊に その 人が 何 かの 點で えらい 人で あれ 

ば、 それだけ 纏まった ものと して 見る と、 よほど 面白味が 加 はって 來る。 僕 はこの 頃で は、 俳句 

は 一句 一 句 外して 見た もの 、愤 値が よく わからな いやうな 氣 がして ゐる。 作者 を 背景に 置いて 考 
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へれば 意味が 出て 來 るが、 作者と か、 環境と かいふ もの を 切り離して 見る と、 まるで 感じの 遠 ふ 

場合が 多い。 その 人の 作った 句 を 全部 集めた 句集 は、 この 意味から 巧拙に 拘らす 僕に は 面白い。 

選集 も 選が 一 種の 創作で あると いふ 見地から、 或 人の 選集と して 面白い。 

句 を 作る 場合に しても、 內容が 先立た すに、 た 何とい ふ 字 を 入れた 句 を 詠む とい ふやうな こ 

と は、 作 句の 練習と いふ 點 から は ともかく、 藝術 として は 如何 かと 思 ふ。 やはり 自分の 生活の 記 

錄 的な 意味で 作った 方が、 遙 かに 句の ねうちが ある やうな 氣 がする。 

久しく 遠ざかって ゐ てこの 頃の 句 を 見る と、 先づ うまい とい ふ 感じが する。 うまい とか まづぃ 

とかい ふこと を 超越して、 いきなり 頭に 飛び込んで 來 ると いふ 句よりも、 その 句の 技巧な り、 云 

ひ 方な りが、 先づ 「うまい こと を 云って ゐる」 とい ふ 感じ を 起させる 場合が 多い。 つまり、 その 

うまい と 感心す る ことが、 頭の 中に 灼 きつく 感じ を 妨げる やうに 思 ふので ある。 これ は 僕の 頭が 

古いせ ゐ かも 知れない。 かう いふ 句に もう 少し 馴れ \ ば、 そんな 感じ を 起さなくなる のか も 知れ 

ない。 (大正 十二 年 一 月、 ホトト ギス) 
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ゥ 二 ゲナ— の 大陸 移動 說 


(日本： 大 文學會 に 於け る 講演) 

獨 逸の アル フ レッド. ゥ H ゲナ ー と 云 ふ 學者は 地球の 上の 各 大陸 3 位 ifil は 一 定 不動 に t 」 ，」 は 

なく 絶えす 移動して 居る ものであると 云 ふ說を へ て、. 世界中の 學者 3 注意 を ひいて 5^- 气 今 共 

の學說 を 大體說 明しょう と 思 ふ。 世界 地 圖を擴 げて圖 の 上で、 南アメリカ を 東へ すら ： .,リ 

力の 西海岸へ あてがった とすると、 方の 海岸線 は ぴったりと 兮 ふので ある。 此レ" 一寸 -ん 事柄 

が 彼の 學說 をた てる 絲ロ となった ので 彼 は 地球上の 總 ての 大陸 は、 池に 浮ぶ 氷の 樣に、 ..ti; 、を 包 

む 粘い 熔岩の 上に 浮んで 居て 長い 年月の 間に は 段々 に 動いて 行く ので あらう と考へ え、 此，， ；考に 

よると、 從來 の學說 では 說 明の 困難だった 地質 學ゃ 地球 物理 學 等の 色々 な 問題が 容 1^ く說明 しれ 

るので ある。 彼が 此の 考を 起した の は 一九 一 〇 年で、 一九 一 五 年に 始めて 書物と， L て 出版 、昨 

一 九 ニー 一年に は 其の 第三 版 を 出して 居る。 
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斯う 云 ふ說は 彼が 始めて 唱 へた 譯 ではなく、 似寄った 考は 昔から あった。 例へば 地球の 內 部と 

外殼 とが 別々 に 運動す ると か、 また 大陸が 移動す ると か說 いた 人 もあった。 彼の ピツカ ー リング 

も アフリカと 南ァ メリ 力が 連って 居た と 云 ひ、 テ ー ラ— も 諸 大陸 は 赤道の 方へ 近寄りつ 、あると 

曰 曰 へ た。 

從來 の學說 では 地球が 段々 に 熱 を 失って 縮まって 行き、 縮む につれ て 表面に 皺が 出來、 其の 高 

い 所が 陸で、 凹んだ 所が 海と なった と考 へて 居た。 所が 之れ では 都合の 惡ぃ 事が 澤山 出て 來た。 

先づ アル プ スの 山脈 等に 現 はれて 居る 岩石の 皺 を 詳しく 調べ てみ ると、 皺の 寄り 方が 餘 りに ひど 

くて、 それだけの 皺が 出 來る爲 に 地球 全 體の溫 度が どれ だけ 下がつ たかを 計算して みると、 とて 

も 信じられない 位な 非常に 大きな 値 を 得る。 一 方 地殼の 中に 存在す るラ ヂゥム 等の 出す 熱の 總量 

を 計算す ると、 それ は 地球の 表面から 宇宙に 向って 出して 居る 熱の 量 を 補って 餘 りが ある。 叉 地 

質 時代の 生 ゆ 分布の 有様から、 どうしても 昔は續 いて 居なければ ならなかった と 思 はれる 陸 地が 

今日の 様に 離れて 居る の は 何故で あるか。 途中が 陷 落した 爲に 離れた ものと すると 海水の 分量 か 

ら 大きな 矛盾が 起って 來る。 叉 現在の 陸地に は 昔 深海に あった 地層 は 極く 稀に しか 無く、 大抵 は 

淺海 にあった もの か、 或は 昔 も 陸上に あった 地層で ある。 それば かりで はなく、 近顷璽 力の 分布 

や 垂直線の 偏り 等から 確かめられた 所の 地殼の 比重に 關 する 所謂 イソ スタシ ー の 現象 を說 明す る 
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にも こ れ迄 の 學說 で は 都合が 惡 い 。 

併し ゥ H ゲナ ー の說に 依れば 之 等の 困難な 問題 も 極 はめて 都合よ く說 明され る。 卽ち彼 は 大陸 

と 云 ふの は 割合に 輕ぃシ アル sial(fj*^ 祖 ひ gJH^ の) と 名付ける 岩石の 板の 様な もので 

出來て 居り、 海底 は 之れ よりも 少し S くて 融解 點の 低い 岩石 シ I マ sima(ff の ；；：； き^ =ひ 

で蔽 はれて 居る と 云って 居る。 此の シ ー マ は 恐らく 一  〇〇〇 杆以 との 深さ を 持って 居て、 

其の上に シ アル の 板が 浮んで 居る ものと 思 はれる。 

陸地の 高さ や 海底の 深さ は 色々 であるが、 それぐ の 高さ や 深さ を 持った 部分の 面積 を 調べ て 

見る と、 陸地で は 〇— ー籽の 高さが 最も 廣ぃ 面積 を 占めて 居り、 海で は 四— 五秆の 深さが 大部分 

を 占めて 居る 事が 分る。 而 して 高い 山 や 深い 海 は 極く 僅かの 面積し か 占めて 居ない。 之れ は 結局 

地球の 表面 は 二通りの 違った 高さの 部分から 出來て 居る 事 を 示す ので、 若し 地球の 表面が 只 一 様 

の 高さであった のが 偶然の 原因で 高低が 出来た とすれば、 海面 下 1 一— 三籽 位が 大部分の 面積 を 占 

め、 他 は 段々 其の 面積が 少なくな つて 行かねば ならぬ。 夫 故 前述の 事實は 重い シ ー マの 表面に 輕 

ぃシ アル の 板が 浮いて 居る と 云ふ考 によく 合 ふので ある。 

地球の 上の 磁力の 場の 分布 は 不規則な ものであるが、 若し 海の 底が 陸地の 表面よりも 磁性の 强 

い 物質で 出来て 居る と假定 すれば、 大體に 於て 巧く 說明 がっく。 卽ち 彼の 考 へる やうに 海の 底が 
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シ ー マで 蔽 はれて 居る とすれば 無理が 無い ので ある。 シ ー マ の 様に 重い 岩石 は 通例 磁性が 强 いも 

ので ある。 叉 大陸と 海底と では 地震の 波が 傅 はる 速さが 遠 ふと 云 ふ 事實が あるが、 若し さう とす 

れば 之れ も 大陸の 海底の 物質の 違 ふの を 思 はせ る。 一 方 海底から 引き あげた 泥 や 岩の 破片の 幾分 

を 調べて 見る と、 之れ は 概ね 火山の 熔岩 等と 同じ 成分の もので、 淺ぃ 海に 出来た 水成岩が 大洋の 

底に 有る 様な 形跡 はない、 卽ち 此の 事から も 陸地と 海底と は それ を 形成す る 物質の 逮ふ 事が 分る- 

叉實 測の 結果から 海底が 陸地の 表面に 比べ て 一 體に扁 たいので ある。 之れ もシ ー マと 云 ふ 物質に 

就て 想像され る 粘い 流れ 易い 性質に よる ものと 思 はれる。  . 

大西洋の 西側と 東側と が 連って 居た と 云 ふ證據 として は、 ( 一 ) 南北 アメリカと ョ ー 口 ヴパ、 ァ 

フ リカとの 山脈 や 川が、 兩方 をす らして くつ つける 時に 巧く 連る 事、 (二) 南アメリカと アフリカ 

との 山脈 を 構成す る 地層の 性質が よく 似て 居る 事、 (三) 金剛石の 產 地の 相 連る 事、 (四) シ レジ 

ァ、 ル ー ル、 イギリス を 通って 居る 石炭 を 出す 地層と 北米に ある それと がよく 連る と 云 ふ 事、 

(五) 氷河の 跡で ある モレ イン 分布の 南限 線が 連る と 云 ふ 事 等 を 擧げる 事が 出來 る。 而 して 大西 

洋 にある 多くの 淺 瀨はシ ァ ルの 板が 西 へ 動く 途中で シ ー マの 上へ 遣して 行った 破片で ある。 

ゥ H ゲナ ー は 又 現今 地球上の 種々. の 地質 狀 態から 古代の 氣候を 想像し、 此處 にも 彼の 論 據を立 

て、 居る。 卽ち スピッ ッ ベルゲンに 熟帶 植物の 遣 跡が あり、 中歐に 岩鹽の 厚い 層が あり、 一方 ァ 
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フ リカに は 氷河の 遣 跡が ある 等の 事より 各 大陸の 分割し なかった 前の 極の 位置 を 推定し、 尙其後 

の 各 地質時代の 位置 を も 推測して 彼の 論據 として 居る。 又 一 方で は 生物の 分布の 模様 を も 證據に 

引いて 居る。 例へば 蝸牛の 同種類の ものが フランス、 イギリスから グリ ー ン ランド、 カナダへ か 

けて 擴 がって 居る。 

地質時代に 大陸が 動いて 居た とすると 今でも 少し は 動いて 居る であらう。 ゥ H ゲナ— の說 から 

計算す ると、 地質時代に は 一年に 〇 ニー 米 位から 三 〇 米 位の 割合で 動いた 事に なって 居る。 それ 

で 長い間に 亙って 極く 精密に 緯度 ゃ經 度の 測定の 結果が あれば、 現在で も此 様な 移動 を 確かめら 

れる譯 である。 實際 グリ— ン ランドの 北の サ ビン 島で 經度を 一八， 二三 年、 一八 七 〇 年、 一九 〇 七 

年と 三度 觀 測した 結果から 計算して 見る と、 一 年間に 一 〇 米から 三 〇 米の 割合で 西へ 動いた 様で 

ある。 又 米國の ケムブ リツ ヂと 英國の グリ— ンヰッ チ との 經 度の 差 も 少し宛 增 して 行く 樣な 結果 

になって 居る。 又 一 方で 歐羅巴 や 北米の 主耍な 天文 臺の 緯度が 段々 に滅 つて 行く 事 も 知られて 居 

る。 之れ は 大陸が 南に 卽ち 赤道の 方へ 動いて 居る 爲と思 はれる。 ゥ H ゲナ— はま だ 地質 學、 生物 

學 等の 色々 な 論據を 擧げて 居る が、 それ は 込みい つて 居り K、 餘り 確かで もない から 此處に は 略 

する。 海底 をな して 居る シ— マ は 硬い 岩石の 様な 抵抗 を 持って 居る が、 長い間 絶えす 績 いて 働. く 

力に は 負けて、 次第に 歪み 流れて ゆく ものと 考 へられる。 卽ちシ —マ は 丁度 封蠟の 策な 性質 を 
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ち、 シ アル は 蠟の樣 な 性質 を 持つ ものと 思 はれる。 而 して 斯様に シ— マが 粘性 を 持って 居る 爲に 

その上 をシ アルの 板が 動く 事が 出来、 又 地球の 兩 極が 變る事 も 出来る ので ある。 

ゥ ェ 、ゲナ ー は 他の 多くの 地質 寧 者と 同じく 地球の 歷史の 一 番 始めに は 薄い シ アルの 皮の 上に 淺 

い 海が 蔽 つて 居た として 居る。 所が 現在の 太平、 大西洋の 平均の 深さに 大きな 差が あるの は 何故 

かと 云 ふと、 其の 薄い シ アルの 皮が 破れ 偏って 始めて 陸地が 出来た 爲で、 その 破れた 所が 太平洋 

になった 譯 であらう。 太平洋が 最も 古い 海で あると 云 ふ 事 は 多くの 學 者の 信じて 居る 事で ある。 

それ 故シ アルの 板 は 最初 は 一 つで 今の 各 大陸 は 一緒に 集まって 居た と 想像され る。 其 後先 づ南ァ 

.メ リカが アフリカと 分れて 動いて 行った。 其 時 西側に 皺が 寄って 長い 高い 山脈が 出来た。 又 今の 

マダガ スカル 迄 出っ張って 居た インドが 北の方へ 縮まった。 其 時 出來た 皺が ヒ マ ラャ 山脈と なつ 

た。 之れ が 大陸と 共に 叉 南に おされて 動いた 時に、 シ アルの 底の 深い 所に 出っ張った 部分が 溶け 

て 山脈の 後 側の 下に もぐって 之れ をお し 上げ、 そして チべ ッ トの 高原 を 作った。 

シ アルの 板が 裂ける 時に 其の 割れ目の 兩 側の 緣は イソ スタシ ー の爲に 持ち上がって、 丁度 今ラ 

ィ ン也溝 帶の兩 側に ある 山脈の 様になつ たと 想像して 居る。 而 して 一 一つに 割れた 陸地の 間に 殘っ 

たのが 幾つ もの 島に なった。 之 等の シ アルの 板 や 破片が 横の 方に 力 を 受けて 動く 時、 大きな もの 

と.^ さな 破片と では 抵抗 を 受ける 場合が 違 ふ爲に 小さい 島 は 段々 後に とり 殘 されて 行く。 例へば 
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南アメリカの 南の 端と 南極大陸との 間に 弓な りに 連った 島 や 淺瀨の 列な ど を 見ても 分る と 云って 

居る。 又 亞細亞 大陸が 西へ 動いて 行く 時 その 東の 緣が 紐の 様に ちぎれて 後に 取り 殘 された。 それ 

が ァリュ ー シァ ン、 千島、 日本、 琉球 等の 列島と なった。 之れ は 始め 亞細亞 の 東側に 平行して シ 

アルの 皺が あつたの が、 其 後 北と 南から おされて 波の 様な 形に 曲がり、 其の 端が ちぎれて 弓な り 

に淺 された ものである。 此の 弓形の 陸地の 東側の 海底の シ ー マ は 古くから 冷えて 居る 爲に 可成り 

硬くな つて 居る から、 シ アルが 西に 引っ張られる 時に 割れ目が 出来た。 タス カロラ 海溝 は 卽ち之 

れ である。 それ故に 此の 割れ目の 所に は 今でも 未だ 小さな ひ 割れが 出来、 其の 度 毎に 地震が 起 

ると 考 へられる 。同様な 事 は 南洋に も 西 印度の 島に も ある。 

今迄 述べた 様に 大陸の 移動 をお こす 力 は 何かと 云 ふ 疑問に 對 して 次の 様に ゥ H ゲナ— は考へ て 

居る。 シ アルの 重心に 働く 重力と、 シ ー マの 中に 人って 居る シ アルの 部分の 重心に 働く 浮力と が 

少し 方向が 違 ふ。 その 爲にシ アル は 赤道の 方へ おされる 様な 力 を 受けて 居る。 此の 力の 爲に おこ 

る 運動 は 又 地球の 自轉の 影響 をう けて 西の方へ 向けられる。 又 一 方で は 太陽と 月との 爲に おこる 

地殼の 潮汐 現象の 爲に 矢張り 西の方に 陸地 を 動かす 力が 起る 譯 になって 居る。 大陸が 動けば 其の 

結果と して 地軸の 位置が 變り、 之 は 又 大陸の 移動 を 起す 原因と なる ので ある。 

(大正 十二 年 七月、 理 學界) 
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旋風に 就て 


(大正 十二 年 十 一 月 二日 土木 學會に 於け る 講演。 速記に 依る) 

地震の 時に 斯う 云 ふ 大きな 火事が 起った の は 珍ら しい ことで ございまして、 平常の 火事で は餘 

り 無い ことで、 昔の 明曆の 火事の 時 所謂 振袖 火事の 時に 此邊に i を 指示す〕 本 妙 寺が あって 旋風 

が 起った と 云 ふやうな 記錄 があります が、 旋風の 事 を 書いた もの を 探しましても 餘り 無い やうで 

あります。 西洋に もこん な 火事 は 無い ので 大層 珍ら しい 事 だから 調べ て 見たい と 思 ひまして 調べ 

ました、 で 其の 材料 は 先程 中 村 先生の 御 話が ありまして 學 生が 略 、、火事の 調べ をして ゐ るので 其 

時に 序でに 訊いて 貰った のであります。 どう 云 ふ處に 龍卷が 突飛に 起った か 其の 場所と それから 

時刻と どんな 模様 か を 調べ る それが 主なる 材料であります。 それから 中 村 先生 や 各所の 消防署 や 

警察署に 行って さう 云 ふ處の 話を聽 かせて 貰 ひまして、 さう 云 ふ 人々 の 調べ た 材料 を 唯 纏めた に 

過ぎない のであります。 是も 先程 中 村 先生の 言 はれた 通り、 人 を 遣って 調べた のであります から S 


非常に 困難でありまして、 要領 を 得た 話 は 信用が 出來す 要領 を 得ない 話が 却って 信用が 出来た、 

殊に 旋風の 話に は 叉 特別な 困る 事情が あります。 旋風と 云 ふの は 一 つの 纏まった 渦卷の やうな も 

のであります が、 それが どちらに 動い， たかと 云 ふこと を 言 ふの は、 さう 云 ふ ものが 全體に 動いた 

方向 を 訊いて ゐ るので あります。 けれども 旋風の 爲に 起った 風の こと を、 向う の、 一一 一一 II ふ 方で は ど 

うしても 吞 込ませられなかった。 けれども どうも 調べ た 中には 其 時の 旋風が 假に 自分の 感じた 方 

向と 旋風の 起る 方向と どっち か 分る やうな ことがあり ますし、 叉 少し 遠方から 龍卷を 見た、 十 町 

隔たった 處 から 見た と 云 ふ。 何 町の 方 は 怪しい。 乙の 場所で 見た もの は どんな 方向になる か、 そ 

れは 殊に 依る と 同じ もの を 見て 居る のか も 知れない。 さう 云 ふ もの は アイデ ン ティ フィケ イシ ョ 

ンが 非常にむ づ かしい のであります。 さう 云 ふ 調べ の 結果から 旋風の 起った と 思 はれる 場所 を 調 

ベまして 地圖の 上に 描き ましたが、 さう 云 ふやうな 混同の 爲. に隨分 重複 も あり、 場所に 依って は 

飛んでも ない ことがある かも 知れ ませぬ。 成るべくい ろくな 方面から 考へ て 出来るだけ 本當ら 

しいの を やった のであります が、 さう 云 ふやうな 譯 であり ますから 至って 怪しい ものである。 唯 

大體何 處らに 何時頃 起った と 云 ふ 極く 大體の 事 は 分る、 斯う 云 ふ 材料 を宽 めて 居ります からもう 

少し 材料が 宽 まって 能く 調べ たらもう 少し 良くなら うと 思 ふ。 後から 調べ るので すから 結局 本當 

の 事 は 分らない、 唯將來 何等かの 材料になる かと 云 ふに 過ぎない ので ございます。 私の 材料 も 寧 
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ろ 要領 を 得ない のが 本當の 分で、 後から 多少 要領 を 得た やうな 事 を 申 上げる 部分が あらう と 思 ひ 

ますから どうか その 御 積り で御聽 きの 程 を 願 ひます。 

でさう 云 ふ 風に して 得た 材料 を圖に 描き 込みました。 此處に 〔岡 を 指示す〕 あります の は 一 日に 

起った の を 描きました もので 一 一日に 起った ので はあり ませぬ。 一 日に 起った 場所 をい ろくな 形 

にして 入れて 置きました。 時刻 を 調べ て 見ます と 大凡 幾つかの グ ル —プ に 分ける ことが 出来る。 

殆ど 十一 一時の 時分に 起って それから 火事が 始まった のであります が、 記 錄には 旋風の 一 番 早く 起 

つたの は 一 時 頃 だと 云 ふ、 まだ 火事の 面積が 擴 がって 居り ませぬ。 同時に 一 時 頃に 何 處迄燒 けて 

行く かと 云 ふこと を圖に 依って 御覧に 人れ ると 非常に {nj いのであります けれども まだ 其處迄 届い 

て 居り ませぬ。 それ を 人れ まして 旋風の 起り 方に 對 する 材料になります けれども まだ 出來 ませぬ。 

一 時 頃に 淺草 公園で 一 つ 起った、 それから 本 所の 太平 町方 面に 起った。 太平 町の 方 は 可な りひ ど 

くて 寺院の 樹木 電信柱が 横に 倒れた、 其の 方向 を 見る と 多少 旋風の 廻り 方が 分る。 鬼に 角 相當强 

い 龍卷と 見える C それから 次に 一 のグル ー プは、 尤も 便宜上 訊いた のであります けれども 時間が 

怪しい ものです から 是は 導火線が あるか も 知れ ませぬ。 假にー 一時 以後に 起った の を 申 上げます と、 

此邊 〔阔 を 指示す〕 に 二 時 頃から 三時 頃に かけて 起って 居ります。 此 中の 方向 も 分って ゐ るの も あ 

ります。 それから 遠方から 見た の も ある。 いろ， な もの を 綜合いた します と、 此邊は 此方の 方 
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に 動いたら しい、 それから 此 處は吉 原の 前であります が此 處は吉 野橋聖 天の 裏、 此處が 停車場、 

是は中 村 先生の 仰 有った 貨車が 澤山 ひっくり返った。 尤も それ はレ ー ルが 大分 亂れて 居った から 

そんなに ひどくない 風で も 倒れる かも 知れない と 云 ふこと であります。 此處 から 消防 夫が 一 一人 旋 

風の 爲に 引き すられて 行った。 吉野 橋の 前で 巡査が お婆さん を 助けて ゐ たら 旋風が 起って 倒れ か 

かった 家が ニ軒溃 ぶれた、 時計が 止まって ゐて 其の 時刻が 大いに 參考 になり ました。 さう 云 ふや 

うな 話 をし ますと 長くな ります から 略します。 それから 其の 時刻に 吾妻橋 それから 柳 島 それから 

最も 著 しかつ た 被服 廠 の 旋風に 關 係して 此處が 被服. M であります。 此處は 橋の 下と 橋の 上で 起つ 

^0 橋の 上に 居った 者 は 落された。 それから 相 生 橋の 巡 茶が 河岸から 逃げて 行って 河の 水が 湧 上 

つた。 最も 好い 材料 は 湯 島であります が、 或る 庭園の 大きな 樹木が 旋風の 爲に 倒れ、 或は 德ぢ切 

られ 算を亂 して 倒れて あります が、 其の 樹の 倒れ 方 を ざっと 圖に 描き 人れ ますと 風の 變 つた 狀態 

が 略 、、 分りました。 併し 普通の 旋風 は 簡單な ものであります が 此處の 旋風 は 右側の 方 は 並行した 

やうに いろくな 斜 かけに なって、 其の 倒れ 方の 跡から、 旋風の 起った のが 分る、 それが 變 つた、 

是 ははつ きりした こと は 分らない、 唯强ぃ 旋風で 本當 の龍卷 であると 云 ふこと を證 明す る ことに 

なります 0  - 

次 は、 新大 橋で は、 先程 中 村 先生からの 橋 本 巡査の 話 をせ いと 云 ふこと であり ましたが、 此處 
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にも 旋風が やって 來た、 是 はこつ ち 〔圆を 指示す〕 から やったら しい。 いろ- な ことから 考 へて 

斯う 云 ふ 風であった、 こっちから 吹いて 來 たもの らしい。 尤も 一つではなかった、 三つ 位 同時に 

進ん， で 行った と 云 ふ 例 もあります がそれ は 同時に 起った か 或は 同じ ものが 何遍も 來 たか 其 處 にな 

ると 鳥渡む づ かしい。 外の 所で 同時に 見た と 云 ふ 話 もあります。 是 はこつ ちから 來 たもの、 やう 

に 見える。 此處等 は 此の システムの 分に 屬 する。 是は橋 本 巡査の 事 を 話せと 云 ふ 註文であります 

が、 橋 本 巡査に 就て は踪合 的の 事 は 存じ ませぬ が 非常に 不思議な 極く 急所 を捉 へたと 云 ふの は、 

此處 から 來た國 技 館の 向う に 旋風の 黑煙を 見た 其の スケッ チ から 旋風の 大凡の ダイ ヤメ ー タ ー の 

昆當 がっく、 それ は どっちの 方に 吹いて それから 暫く 經 つて 此處で 俄然 起って 來た、 其の 風の 方 

向の 變 つた 順序 は 初め 西風から 北風に 變 つた。 さう 云 ふ 事から 旋風が 橋の 片側 を 通った と 言って 

居る。 廻り 方が 普通の 旋風と 遠つ て 今度の 旋風 は 私 は 行って 見 ませぬ から はっきり 分り ませぬ が、 

或は 此處で 旋風に 遭った と 云 ふこと が 殊に 依る と 同じ やうな ことで 是 から 此方に 來た 旋風の 風 を 

受ける 範圍は 可な りひ どい それだけの 事であります。 非常に 火の デ ー タ— を與 へた。 それから 此 

處等は 殆ど 同時 刻に 起って 居る。 まだ 旋風に 關 する 學 生の 話 を 十分に 聽 いて 居り ませぬ が、 要す 

るに 斯う 云 ふやうな 方面に 二 時 頃から 四時 頃に かけて 起った。 叉 此邊を 通って 後に 此處 へ來 たの 

は 少なくも 其の 關係 ではない かと 云 ふこと であり ますが 時刻の こと は 不確かであります。 • 
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それからもう 一 つ は 方向、 是は神 田の 镜樂 町の 火事が 甲賀 町の 時分に 午後 一 時 頃 旋風が 起って 

居ります。 是は 女子高 等 師範 舉 校から 御茶ノ水、 小川 町、 今 川 橋に 来た。 午後 四時 頃 迄に 燃えた 

酉 域 を 赤で 記し ましたが 其の 151! 域の 周圍に 起って ゐる ことが 分る のであります。 それから 一 一時間 

程經っ 間に は 旋風 はあり ませぬ。 午後の 六 時 頃から 七 時 頃の 間に 割合 短 かい 時間に 不確かな 證言 

にして は 一致して 居ります。 尙、 黑ぃ 色で 午後 六 時から 七 時 頃に は どっちから 來 たかと 云 ふと 多 

少 まだ 能く 見當が 付いて 居り ませぬ。 中には 其の 當時 燃えた 境界に 近い 處には 遠方から 見た 人の 

話が 面白い。 例へば 吾妻橋の 北側 を 横切って 宮城に 行って 復 引返して 月嶋に 行った と 云 ふ、 斯う 

云 ふ處を 見ての 證言は 材料に はなり ませぬ。 或は さう 云 ふの が本當 だとす ると 或は こ つちから 來 

たの は 中頃 弱って それから 夜半に 一 つ ございます がそれ は 略します。 

一 一日の 午前に 鳥渡 著しい のが 起って 居ります。 それ は 午前 九 時 頃から 十 時 頃に かけて 淺 草の 此 

邊 〔阖を 指示す〕 に 起った。 是は 消防 夫と か 市 K いろ- な 人が 見て 居る。 それ を ざっと 申します 

と、 吾妻橋と 兩國 橋との 間の 家の こっちから やって来た、 それから 此邊で 引返した と 云 ふ 人 も あ 

る。 二三 度 引返した と 云 ふ 人 も ある、 さう してす つと 鳥 越の 方へ 行った と 云 ふ 人 も ある、 さう 云 

ふいろ いろな 話 を 綜合して 考へ ると、 さう 云 ふ 著しい ものが あって それ は 確かに 一 つの ものが 動 

いて 其の 跡から 叉 追つ かけて 起った と 云 ふやうな 話 もあります。 それから 十一 一時 頃に なっても う 
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少し 上野に 寄った 方であった、 それと 是と はどう も 別物の やうに 思 ひます。 して 昆  .5 つ 

たやう に 思 ふ。 それから 二日の 晚に 上野 停車場と 黑門 町邊で 起った、 是は餘 り 統リ ： のが 

あります からさう 云 ふ もの は 略して 申 上げ ませぬ 0 

そこで 旋風の 頒布 は大體 さう 云 ふやうな もので、 其の 旋風の 起り 方に 就て いろく  ：； が あ 

ります の を ざっと 箇條 書に して 申します と、 先づ 旋風が 動いて 行った 方向と 旋風 ，,VM 打った 

模樣を 見ます と、 さう 云 ふ ちゃんとした 穴 H 氣を卷 いて ゐる 所謂 龍卷 りゃうな も，， ノが 動，. 行った 

例が 非常に 多い C 從來 調べた 龍卷は 暫く 時間 を繼續 して それが 動く、 そ，， ) は眞 直ぐ 0  ) が あ 

る、 それから 歩きながら 地面に 垂下って 來る とひ どくなる、 それから 暫く 廻って 行.、 上 K ふ 

やうな こと を やったら しい。 さう 云 ふやうな 點 から 或る 所 は ひどく 起って ゐる のが も tv  - 其の 速 

度 は 能く 分り ませぬ が先づ さう 速い もの ぢ やない、 まあ、 人の 歩く 位の 速-ごから 自轉 車い ノ 走る 位 

の 速さの 昆當 らし いと 一一 ー曰 ふ、 是も ぼんやりした ことであります。 

それから 龍卷が 物を棬 上げる に 就ても いろくな 話が あります。 一番 著し いのは、 半卞れ りゃう 

な ものが ちら ， （-舞 々すると 思って よ く， -.、 見る と、 それ は 亞紛板 であって 其の 亞紛 板が 高く 樹 

木 や 家 根に 叩き付けた やうに 引つ か \ ってゐ る、 飛んで 來る とき は 丁度 絞った 手拭 を 叩き付けた 

やうに なって ゐる、 それから 河の 水を棬 上げたり 荷車 を祷 上げた、 是 は本當 らしい。 安田 邸の 植 
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込の 中に 荷車が 落ちて 壞れた 形跡が ある、 さう 云 ふ 事 は 從來の 例に はあり ませぬ。 それから 簞笥 

にっか まった 人が 簞笥 と共に 棬 上げられた、 それ を 見て ゐ ると 丸で 球で も 拋げる やうに 落ちた。 

もっと 甚 いのに なると 市 川 迄 飛んで. 行った C  〔笑〕 是 はどう も 的に ならぬ。 從來 西洋の 例. を 調べて 

見ても 此點は 非常に 不明に なって 居ります。 あちらで は 一 キ 口 半 飛ばされ たと 云 ふ 人 もあります „ 

それから いろく 誇張な 話が あった。 それが 必す しも 肯定が 出来ない やうで ある。 電車が 棬上 

げられ て 上で くるりと 廻った 〔笑〕 と 云 ふ。 是 もどう も はっきりして 居らない。 確かに 自分が 棬上 

げられ たと 云 ふ 人に 會っ て 訊いて 見たい と 思って 居ります がさう 云 ふ 人が ありましたら どうか 御 

紹介 を 願 ひます。 

それから 旋風の 廻り 方であります が、 廻り 方 は 大抵 例外 もあります が 大部分 は 普通と 同じに な 

つて 居ります。 サイ クロ ー ンと 反對の 廻り 方が 大部分でありまして 中には 反對の もの も 一 つ、 二 

つ ある。 實 際反對 のこと も ある ことがあります から 間違つ てゐ ると は 申され ませぬ がさう 云 ふこ 

とも あ つ たと 思 ふ。 

それから 風の 速さの イス ティ メ ー ショ ン であります。 是は 自分で やった 譯 でも ありませ ぬが、 

いろくな 物の 動き 方 や 殊に 樹の 倒れた の を 見る と 從來の レ コ ー ドと餘 り 大差 はない やうに 思 ひ 
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それから 鐵 道の 箱が 倒れて そんな やうな 事から イス ティ メ ー ショ ンを やった のが ある。 先づ七 一 

八十 メ ー トル か百メ ー トル 位な もので あらう と 云 ふこと である。 さう 云 ふやうな 程度の もので あ 

ると 云 ふ 想像であります。 電車 なぞが 線路の 上で 走り出す、 それから 電車の 貨車が 走り出した、 

つまり 普通の 暴風と 違 ふやうな 驚く ベ き 風が 吹いた と 云 ふこと は 先づ疑 はしい やうに 思 ふ。 

それから 龍 卷の棬 いて ゐる大 さであります が是も 二つに 區别 しなければ ならない。 中に 雲が ぶ 一 

ら 下がって 水 を 吹いて ゐる黑 い 雲 白い 柱 それが はっきりした、 其の 廻りに 强ぃ 風が 吹いて ゐる、 

其の 中心の 直 徑と其 風速の 强 ぃ範圍 と其邊 が ぼんやりして ゐる、 それ を lEi 別し なければ ならない。 

其の 判斷 がむ づ かしい。 風が ひどくなくて 先づ 一 町 か 二 町 位と 云うて 宜ぃ。 それから 眞 中の 境の 

直徑が 人に 依る と 非常に 近く 一一 一 in つて 居ります し數尺 位に 言って ゐる人 も ある。 其 位の もの も あつ 

たか も 知れ ませぬ けれども 被服 廠邊の 橋 本 巡査の 話 を 聞いても それから 警察の 倒れて ゐる處 の 窓 

などから 極く ざっと 見て  一 ニニ 十 間 程度の ものが 多く 高度の 邊 ははつ きりし ませぬ。 是も鐵 道會社 

の 煙突 叉 電柱の 二倍 位 だと 云 ふ、 之れ も ぼんやりした ものであります。 どうも 綺麗に コア ー を 見 

たと 云 ふの が 少ない ので 殊に 火の 柱 を 見た、 隅 田 川に 銀色した もの を 見た、 それから 靑黑ぃ 柱 を 

見た、 と 云 ふさう 云 ふ もの も 見た 割合に は 少ない、 或は 鰻 を 裂いた やうな の を 見た と 云 ふ 人 も あ ； 

る。 さう 云 ふやう に 旋風に 遭った 人 は 丸で 分らない。 遠方から はすに 見た 人に しか 分らない。 中 
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に 或 人 は 非常に 分らない 苦しんだ 記憶 だけで、 旋風の 事 を そんなに 饒舌ら せられるなら もっと 良 

く 見て 置く 所だった 〔笑 j なぞと 云 ふ、 要するに 分らない 事ば かりであります。 

それから どんな 昔が した かと 云 ふこと であります" し 是は 材料が 可成り 澤 山あります。 或は 瀧の 

音の やう だと 言 ひ 、 或は 幕 を fi- 裂く や うな 昔 だと 言 ひ 、 飛行機が 傍に 來て ゐる やう な 音 だと 言 ひ 、 

或は 油の 煮立つ や うな 音 だ と 言 ふ。 どうどうと 云 ふ 音の 中 に 物を搏 つやう な 音が したと 言 つ た、 

從來 よく 調べた 龍卷の 音と 符節が 合する やうで ある。 

それから 上で 屈曲した の を 見た と 云 ふの も餘程 ある。 龍卷は 多く は 上で 曲がる、 さう 云 ふの を 

見た、 それから 旋風の 來た 時には 眞 暗にな つて 丸で 日暮の やうに なった、 それから 被服 廠に 居つ 

た 人の 話に 眞 暗い 龍卷が 安田 邸の 方から 飛んで 來た、 何 だら うと 思って ゐ ると やって来た。 

そ れ から 龍卷 の 時 は 雷鳴 を 伴 ふ の で あ ります から 誰か 雷鳴 を 聞 いた 人 はない かと 調べて 見る と、 

明かに 聞いた 人が 一 ニニ 人 ありました。 それから 第五 中學 校の 先生で 大變に 熱心な 方が ありまして、 

自分の 敎へ てゐる 生徒に 問 ひ を 出しまして、 「どうして 雷鳴 を 聞いた か」 同時に 「雨が 降った か」 

と 云 ふ 問 ひ を 出した。 其の 材料が 澤 山あります。 それで 見ます と 聞いた 人 は 大分 ある。 大分 聞い 

た 人が 有 過ぎる やうな 感じが します。  • 

それから 報吿 なぞが 來 たの もあります。 それに 依る と 大抵 本 所の 被服 廠 方面の 報告が 餘り皆 過 
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ぎる やうであります。 けれども 兎に角 雷鳴 を 聞いた 人が 可な り あると 云 ふこと であります C 

それから 雨が 降った か、 是は 旋風の 主要な 材料になります. 「雨が 降った か」 其の 問 ひに 對 する 

もの を m めて 見る と何處 でも ボッ， （- 雨が 降った と 云 ふ。 現に 被服-魔の 中には 旋風の 来る 鳥渡 前 

に 雨が 降った と 云 ふ。 折角 出した 荷物 を -孺 らして はいけ ない、 前に も 話が あった やうに あ、 云 ふ 

場合に は 非常に 執着の 强 いもので 尤も あの 時 は 死ぬ こと を豫 想し なかった らうが 雨が ポッ/ \\ 降 

つて 來た、 暫くす ると 旋風が やって来て 荷物 も 皆 吹 飛ばされて 了った、 鬼に 角 雨が 降った。 これ 

に 依る と 可な り 遠方に 行って ゐる、 これが 面白い、 根 岸から 上野、 湯 島、 千駄 木、 駒 込 あの 邊の 

人に 聞いても 皆 ボッ/ \ 雨が 降った と 云 ふ。 是は 雨で ある、 是は 面白い、 考 へて 見る 種になる。 

それから 日本 橋の 箱 崎町邊 にも 降った と 云 ふ。 是も はっきりと は 分り ませぬ。 

で、 此の 龍卷を 調べる に 就て 一番手 掛 りになる の は、 あの 邊の穴 ェに皆 樣御覽 の 通り 非常に 著し 

い 雲が、 雷雨の 時に 出る やうな 人道 雲の 非常に 著しい ものが 現 はれた。 丁度 其の 例が ありま すが- 

こ  れ と龍卷 の 起った こと， - 密接の 關 係が ある。 從來の 研究に 依ります と 龍卷と 云 ふ もの は 積雲が 

出る、 積雲の 出る とき は必す 龍卷の 時に 限る が 其 外 稀に 起る やうな ことがある、 是は 大事な 材料 

である。 此の 雲の こと は 能く 此の 話が 諸 所であります が、 殊に 先年 櫻 島の 噴出の 時に 撮った 寫眞 

を 想 ひ 出す ことがある。 或は 石灰の やうな 雲が 出た、 其 通り 普通の 積雲と 違 ふこと は 下 はべ ー ス 
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して 居ります 是は其 時の 擬 雨の 絕對濕 度に 應 じて 其の 定まった 高さに 上って 行く と 凝縮 を 起す、 

それから 雲になる のであります から 其の 擬 雨の 境に は —— 今度の は 下 は 煙で 行って、 或る 高さに 

行く と 其 處迄は 煙で それから 雲の やうな 狀 態になる、 その 境が 可な り 能く 分りました。 さう して 

出來 たもの は 普通の 場合で I , 唯 普通の 場合と 違 ふの は 大凡 絕對濕 度 は 違 ひます が 今度の 火事 は 

絕對濕 度 は 可な り 大きかった、 それから 普通の ものより 低いです から コン デンセ ー ショ ンを 始め 

る。 此の 雲の 高さ を 見たい と 思 ひまして 一 ニニの 例に 就て 寫眞を 撮った もの や 色々 な もの を昆 まし 

て 雲の 高さ を 計算して 見ます と、 - —— 腐 島 敎授が 測って 居ります が —— 先 づ或處 迄 は 信用が ある。 

此の 西大久 保から 千 五百メ ー トル 何しろ 此處 〔岡 を 指示す〕 の 下が 何處か 分らない から 信用が 出來 

ない。 其の 見當は 私自身が 本鄕で 見た のと 外の もの を 綜合す ると 一 番 高く 上って ゐる のが 先づ本 

所 方面と 見て {且 からう と 思 ふ。 是は 私の 臆測で 大凡 やった ので も 丁度 其 位に なって 居ります。 

それから 是 〔圖を 指示す〕 は西ケ 原で 撮った ので 神 田 方面 邊 である。 丁度 此の 區 域に 一つの エリ 

ャが ある。 外に も エリヤが ある。 一方が 近く 一方の 高さが ニキ 口 半 位に なって 居ります。 それ か 

ら頂邊 は 分り ませぬ けれども 是が本 所 綠町邊 かと 思 ふ。 それに 致します と 五 キロ 位に なって 居り 

ます。 まあ ざっと 最も 高い 所が 五千メ ー トル 位の 高さ 迄に はなって 居ります。 普通の 積 亂雲は 非 

常に 高い、 十キ C1 メ  — トル 位で ある。 それに 比する と 約半分 位であります。 さう 云 ふやう に 普通 j 
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の ものより は ひどい。 さう 云 ふやうな 雲の 外形が 雷雨の 時と 違 ふこと が 著しかった。 是は 可な り i 

珍ら しい もので 一 の記錄 になる ではない かと 思 ふ。 

序でに 鎌 倉から 橫須賀 の 火事 を 子供が 撮った 寫眞 があります が、 それに 依ります と 三 キロ、 そ . 

れ から 長 岡 先生の スケッチされ たもの を 見ます と 二十 何 キロ それから 横濱は 少し 高 過ぎる、 普通 

雲の 高さ は 此邊は 十一 キロ 位し かならない、 それより もっと 高い、 横 須賀は 四 キロから 五 キロ 位 一 

であります。 今度の 火事 は 三 キロから 五キ U 位 迄 上った と 言って S い。  . 

それから 斯う 云 ふ 旋風が 小 田 原に も ありました。 横濱 にも ありました。 東京に 限った ことで な  一 

い のであります。 

先づ是 迄が 主なる 話であります が尙、 當 時の 氣象狀 態 を 申 上げます と、 あの 日 は 御 承知の 通り 

朝 はシケ でありまして 低 氣壓は 北へ すっと 通って 驟雨の やうな 狀 態であった、 午後に なって 好い 

天氣 になった、 要するに 低 氣壓が 通った と 云 ふこと がー つあります。 此處に 其 時の 氣象臺 の觀測 

があります。 是は 非常に 混雜 して 居りまして もっと 大きく 書いて 来れば 宜 うご ざいます が、 要す 一 

るに 低 氣壓が 通った と 云 ふ 事と 東京で は 火事の 爲に 夜の 溫度 —— 眞 夜中の 溫 度の マキシマム、 そ 

れ から 風の 方向が 可な り 色々 に變 つた けれども 大體に 於て 低 氣壓の 通過 はさう 云 ふやうな 變り方 一 

である。 初めは 南風 それから 西風に 變り それから 北風に 變 つて 其の 翌日 は 南風に 變 つた。 それ か 


ら 鳥渡 面白 い の は 中央 氣象臺 の觀 測と 大學の 觀測は 鳥渡 同 じ やうな 風の 變り方 をして 居ります が 

方向が 鳥渡 違 ふ、 大 學の觀 測した の は 少し 早く 來て 居ります。 さう 云 ふの が 一 の 注意すべき 事で 

ある。 

それから 中 村 先生から 御 話の あった やうな 時刻に 氣壓が 昇る と 同時に 溫 度が 急に 下つ て 居り ま 

す。 斯う 云 ふ 様な 事 は 小さい 低 氣壓が 通過して もさう 云 ふ 風になる。 それから 低氣壓 があります 

と 昔 は 低 氣壓の 中心が 一 様に スパイラル の 形 をして 風が 流 込む と 云 ふこと を考へ たのであります < 

けれども 近頃の 擧 者の 說で はそんな もので はない、 低 氣壓が あると それが 一 一つの 區 域に 流れて 其 

の 境が 妙に 分る、 其の 分れた 兩 側が 連 鑌的 にならない、 さう 云 ふ ものが 通過す ると 氣壓ゃ 氣溫は 

鳥渡 此處 にある やうな 狀 態になる、 さう して さう 云 ふ 線が 東京 を 通った かも 知れ ませぬ。 是 はも 

つ と 材料 を澤 山菜め て 見ない と 確かに 分り ませぬ が、 若し さう 云 ふ ものが 通った とすると さう 云 

ふこと は 龍卷の 起る に 工合が よい 條件 であると 云 ふこと は ある やうに 思 はれる。 是は私 一個の 考 

であります から、 これに 對し てはいろ な 遠った 御說も ある やうであります から、 決して 斷定 

的の 事 は 申 上げられない、 唯 さう 云 ふ 事も考 へられます。 

鳥 度の 此 時刻が さう 云 ふ 時刻に 當 つて ゐた、 後に はどうであります か。 之れ に對 する 非常に 旨 

い 材料が 見當 つた。 翌日の 午前 九 時 十 時頃淺 草に ございました 風が 北から 南に 移った、 さう 云 ふ 
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時は是 迄經驗 して 居ります が 下の 方 は 地面から 數百メ  —トル 行った 處に 境が ある、 下 は 此方から 

上 は 此方から 行く 其の 境が 可な り ある、 さう 云 ふ 境が 何處 かにあった かも 知れ ませぬ。 それに 都 

合の よい こと は 航签隊 で 九 時 頃に 風船 を 飛ばして 上層 を 計算した 其の 材料に 依れば、 千メ  — トル 

I ^東に 千メ —トル 行く と 急に 北西に 變 つた。 僅か それだけの 材料 を 取った だけです から 少し 

輕率 では あるが さう 云 ふ 事 も ある。 兎に角 さう 云 ふやう に 風に 上下の 境が ある。 當日 でも 風の 境 

と 云 ふこと は、 一 體に 此邊は 風が 穩か である 東京の 火事の 時 は 何處が ひどかった かそれ にしても 

風の 爲 にさう 云 ふ 事が 起った かと 中し ますと、 地震の 起る 前に 此處に 中央 氣象臺 の 風速の 調べ が 

ある、 それに 依る と 十メ  — トル、 此 前から 風 は 可な り强 くな つて ゐ ますし、 此邊は 寧ろ さう 增し 

てもゐ ない、 況んゃ 非常に 強い 風が 起った と は 私 は 思 はれない、 不速續 線が あつたと すると それ 

が此 t 一へ 行ったり 彼虚へ 行ったり する ことが 始終 ある、 ど う も 不述續 線が あつたか とも 思 ひます 

が 太 事の 爲 にも 强 くな つたと 云 ふが 若し 火事の 爲に 風が 强く なった とすると、 故に 四方から 强 

くなら なかった と 云 ふ 事 を考 へて 見る と、 どちらも 强 くなら なければ ならない と 思 ふ。 さう 云 ふ 

影響 はあった かも 知；； ませぬ が 矢張り 本 當の風 もあった やうに 思 ふ。 此邊 〔圖を 指示す〕 から 不述 

續 線が 通った かと 云 ふと 此の 近邊の 上と 下に 風の 遠った 層が ある。 それ も 旋風の 起る ことの 一條 

件で ある。 非常に 急な 非常に 强 いものが ある、 それに 加へ て 何 か 風の 層が あると 云 ふやうな こと 
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が、 是も擧 者に 依って 必す しも 一定し ませぬ が先づ 能く 分らない 事であります けれども 學 者の 實 g 

驗談 等に 依って 考 へまして、 どうも 今度の 龍卷を 持ら へ るに 都合の 好い 條 件が 備 はって それが 爲 

に 出来た のぢ やない かと 考へ て 居ります。 是は唯 此處で 御 話します だけで 發 表する 意味 ぢ やない 

唯 自分が さう 云 ふ 風に 想像す る だけであります からどう かその 御 積り に 願 ひます —— 先 づ大體 そ 

んな もので ございます。 f 講演 後、 博士 は 風に 關 する 諸 表 を 各員に 示されたり〕 

〔講演 後概耍 左の 如き 質問 應答 ありたり〕 

〇 某 君 間 龍卷は 河川と か 道路と かヾ 若干 影 饗する もので は ある ま いかと 云 ふこと で ございま したが …… 

〇 博士 答 どうも そんな 氣が 致します けれども まだ 確かな 事 を 申 上げる だけの 材料が ありませ ぬから  併 

し 斯う 云 ふ 事も考 へなければ ならない。 いろ （調べ る 人の 調べ る途 がどう 云 ふ 風 にす ると 云 ふこと も關 

係し、 唯廣 場に 來た 時に さう 云 ふの が 一時 强 くなる 理窟から 考 へて、 事赏、 ある ぢ やない かと 云 ふ •：：• 

〇 會長間 氣流は 方向 だけです か。 

〇 博士 答 動いた 長さの 平均の 速度に 比例して 取りました。 紡 局、 空氣 がどう 云 ふ 道 を 通った かと 云 ふこと 

を  

〇 會長問 風の 方向が 變 つたの は あの 氣象臺 なら 氣象臺 の ポイントの 處に 火事が 起って 其爲に 方向が 變 つた 

と考 へます か、 义仝體 東京 附近が 一 番ぁ \ 云 ふ ふうに レ コ —にされ たやう に 風が 變更 された ので ありませ 


〇 博士 答 東京 附近 ー帶 ではない、 氣象臺 は 郡部 は 違 ひます から それが 不連續 線の ものと は 違 ふと 云 ふこと 

が 生じます。 さう ものが 變化 •：：• それから 何しろ もつ と觀測 所が 澤山 あれば 確かに 分ります が餘り 確かな 

こと は 言 へませ ぬ。 風の 爲に 火事が 非常に 影 礬 されて めちゃ- <\ になった と 云 ふこと を 通例よ く 言 ふ、 そ 

んな もの かと 思 つ て 居り ましたが 其の 影響 は 案外 小さ い、 大體の コ 1 ス を 見る と 其邊の 風が 主なる もので 

火事の 爲に 起った と 云 ふの は 割合 第三 次の 役 をす るぢ やない かと 思って 居ります。 

〇 某氏 問 埼玉 とか あ \ 云 ふ 附近で 觀 測した 風向 を 比較して 見て どんな もの ；… 

〇 博士 答 內村 君の 觀測を 見ました がさう 云 ふ も の はもつ と 材料が 蒐 まらな いとし かとした こと は 申 上げら 

れ ませぬ。 ほんの 想像 見た やうな ものです。 


火災と 氣 象との 關係 


(大正 十三 年 九月 一 日 東京 消防 茶話 會 第三 囘例會 の 講演) 

旋風の ことに 關 して は 之れ まで 諸 所 方々 で されて あります ので、 兹 では 單に 旋風の ことのみ 

ならす、 勝手に 改題して、 火災と 氣 象との 關 係と いふ 標題で 述べて 見たい と 思 ひます。 

大氣 中で 可燃物が 燃燒 する 時 は、 其の 附近の 氣 象に は 可也 多くの 影響が ある、 故に 氣象學 の 方 

から 火災 を觀 察して 色々 な こと を硏究 する こと は、 火災 消防に も關 係の ある こと 、思 はれます。 

而 して 本日 は 其の 方面の 委 はしい こと を 述べ るので はなくて、 火災と 氣 象と は 如何なる 關 係が 

あるか、 將來は 之れ に關 して 如何なる 問題が あるか、 とい ふこと を 述べ、 聊かな りと も 皆様の 今 

後の 御 研究に 資する やう 願 ひたい 次第であります。 

火災の 成立す るに は 原因と 傳播の 1 一條 件が 要る から、 以上の 一 一つが 如何に 氣 象と 關 係が あるか 

を 考察して 見たい。 
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火災の 原因に は 勿論 人事 的 要素が あるべ きです が、 ^し 人の 精神的 動搖變 化と 氣 象の 關 係と は 

一 寸 解りに くいけれ ど、 吾々 の 日常生活と 氣 象との 關係は 容易に 知り 得る のではありません。 

一年中の 火事の 囘數 調査 は 警視 廳で 調べた ものに 就て、 明治 三年から 十九 年まで、 明治 二十 年 

から 三十 九 年までの 火災 統計 を 見ます のに、 出火 度數 月別の 欄 は 誰し も豫 期す る 通り、 夏に 減り 

て 冬に 殖えて 居ります、 之れ は 確かに 氣 象の 影響に 因る ものに 相違ない ので、 冬 は 何故 多い か は 

氣溫が 低くて 火氣の 使用が 多い こと、、 日本に 於て は 太平洋 岸 は 濕氣が 少なくて 家屋 も 乾燥して 

居り、 從 つて 大火 を 出し 易い 氣象狀 態に あり、 加 之 北西の 風滋 くして 又氣節 風が 多い こと も 其の 

原因でありまして、 此等は 何人に も 判り 易い ことであります。 

火災 度數の 曲線 は 四月に 最高 を 示して 居る が、 之れ も 季節と 人の 關 係から 說明 する ことが 出來 

ます、 卽ち 冬季 一ば い 家屋 は 乾燥して 居た 歷史 あり、 ひとり 家屋の みならす、 其 他の もの も 一般 

に 乾燥して きたのに、 今まで 寒い くで 緊張して 通って 來 たのが、 やっと 存 日が ii らして ボカ ボ 

力 暖かくな り、 心身の 弛緩 を 感じて 火 を 等閑に 附 するとい ふやう に、 氣 象が 人間の 心理 作用に 影 

響 を 及ぼす 爲で、 も 一 っは溫 度が 高くな つた 上に 南風が 多い、 それが 卽ち 大火の 原因 を爲す もの 

であります。 

如上 は氣 象と 大火 關 係の ほんの 目錄に 過ぎ ませぬ が、 此の やうな こと を 詳細に 調査して 見る と、 
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尙與味 ある ことが 幾許 も あら はれて 來る こと、 思 はれます。 

之れ は 東京で は 聞かない 現象であります が、 アメリカ などで は 火災 原因 中 落雷に 因る ものが 可 

なり 多數に 上って 居る と 聞いて 居ります。 例へば アイ オア 州 調査の ものに 據れ ば、 農家と して 落 

雷の 爲に燒 失した ものが 操な からす あり、 落雷に は 避雷針が 一 番宜 いので あるが、 一 九 〇〇 年 か 

ら 一九二 二 年まで 六 六 八囘の 落雷 火災 中で、 避雷針の 設備が あった もの は 三 九で、 其 他 は 其の 設 

備 のない ものば かりで あつたとの 報吿 があります、 之れ は 主として 田園都市 にある もので、 之れ 

まで 東京に は 無かった が 今後 追 々田園にまで 膨脹して 行く 當 市の 如き は、 耱て 落雷に 原因す る 火 

災も 殖えて 問題 視 する 日が 來る やうになる かと 考 へられます。 

次に 火災が 發 生して 之れ が擴 がる ことに 關 して 氣象は 如何なる 關 係が あるか を 見る に、 飛火が 

撒布され る 時、 飛んで 行って 附着す る 時、 並に 之れ が 燃え移る 時 等 は、 引火の 前に 旣に氣 象關係 

があります、 之れ を 平易に 云へば 濕 潤せる 材料 は 引火し 難く、 乾燥せ る 材料 は 之れ に反して 引火 

迅速なる こと は 常識で 考 へられる ことであります。 

以 土の 事に 就て 參考 となる ベ き 例 證をー 一三 擧げて 見ます と —— 東京 は 生憎 持 合 はせ が ありませ 

ぬが —— アメリカの 山火事の 例です、 アメリカの 火災 は 山火事 ならざる 限り、 殆ど それが 木造 家 

屋で はありながら 日本の 都會の 火災に は當 嵌まらぬ ので、 寧ろ 彼 地の 山火事 こそ 我國の 木造 建築 
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で 出来て 居る 都會に 共通 點が あるので、 其 例 を 採って 見ます と、 例へば サンフランシスコ 附近つ 

バ ァ クレイの 森の 火災に 際して は 勿論 森林 中に ある 家 も 燃えた が、 それ は 八月の 出来事で あり 彼 

地の 氣 象が、 第一 に 其 頃 は 雨が 少なく 高氣壓 で空氣 が 乾燥して 居る ので、 山の 草木が 枯れき つて 

居り、 總て 火災の 延燒に 都合 好く 出来て 居る。 其處で 此の 氣 象の 下に 盛に 飛火 延燒 して 居る 時に、 

氣 象が がらり と 一 變 して 風が 海岸から 吹いて 來て火 を 弱らす ことがある とのこと で、 當局 はファ 

ィャ ー . ゥ HI ザ—  (Fil-e  weather) 卽ち 火事の 起り 易い 日 を 指示して 危險 の惧れ ある 寺 は、 火 

災 警報 を發 して 居ります が、 之れ は 適切な こと、 思 はれます。 

又 九月 十月と なって 地上に 散り敷いた 森の 落葉 は 乾く と 燃え 易い ものと なります、 蒸氣 張力と 

氣壓の 高下 を 見る に濕 度が 減す る 時 は氣壓 高く、 氣壓 高き 時には 火事が 多い のでありまして、 以 

上の 事柄 は それ 程 確然と して 居らな くと も、 東京の 火災 も 此の方 面から 研究して 見たら 其 間に， 

係 を 見出し 得る ものと 思 ひます。 

次に は 火事 を傳播 させる 氣 象の 影響であります が、 火災の 延燒に 風の 影響す る こと は、 今更 事 

新しく 述べ るまで もな く、 解り 切った ことであります、 而 して 風の 方向、 主 風の 强弱等 は 其の 場 

所 其の 場所に よって 皆 異なって 居る、 東京 は 平素、 北北西、 南、 南南東の 方向の 風が 大部分 を 占 

め、 此 外の 方向の もの は 滅多にな いと 云っても 宜 いのです 又、 火災の 跡 を 調べて 見る に 火災の 多 g 


く 燃えた 頻度 は 火災の 頻度と 合致して 居る、 尙 大火 は 火災の 頻度と 火災に 伴った 風の 頻度と を 線 

で 現 はすと 度 一致す る こと、 なる。 斯 かる こと は 都 巿計畫 ゃ復與 計畫、 防火 地區ゃ 池、 濠、 公 

圜、 道路 等を設 くる 時には 大いに 參考 とせら るべき であると 思 ひます、 此の 考察 を容れ ないで は 

平素の 實用 上と して はどう か は 知り ませぬ が、 學理 上から はまる で 街 を 造る 方法が 成立って 居ら 

ぬ のであります。 

古い 時からの 東京の 火災 調べ により 火災の 燃え 始まりと 燃え 擴 がりの 終りと を 其の 境界 を迎っ 

て 線 を 描いて 見ます と與 味が あります。 

享保 年間 は 非常に 大火の 多かった 年で、 其 年の 主なる 火災に 就き 可な り 精密な 記錄 があった の 

で 調べ て 劃 線した の は 此の 圖面 t 贫略〕 であり ますが、 直ぐ 目につく こと は 主 風の 方向に 燃えて 行 

つたこと であります、 大火と なると 風 は 之れ に關係 しないと 1? へる 人 もあります が、 私の 調べで 

は、 其れ は极據 のない ことで 實際 左様な こと はあり ませぬ、 昨年の 大震 火災の 如き は、 一時に 彼 

方に も 此方に も 大火が 起って 居る ので、 今までの 火災と は餘程 趣きの ちがった 處 もあった でせ う 

が、 併し 大體に 於て 其の 延燒は 勿論 主 風の 方向であった のです。 

然 えて 行く 方向 は 風に よって 決まる。 燃え 擴 がりの 範 圍の廣 さは 風の 强さ を考へ なければ なら 

ぬ、 風の 強さと 火災の 延燒 方向との 研究に 關 して は ^餘 地が あります が、 火災の 起點 から 燃え 擴 
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がる 角度 は 風の 強さに 逆比例す る やうであります。 

燃燒 物の まん 中から 火 を 或る 速度で 燃やせば、 漸次 其の 火 

點の境 は擴大 する。 其れが 恰度 池に 小石 を 投入した る 時に 波- 

紋が 擴 がる やうに 進んで 行く、  而 して 波紋が 擴 がる 時には、 

波の 各、、 の 點が波 を擴大 する 原因と なる が、 其れと 同じ 趣き 

の 事が 大火の 延燒狀 態に ある だら うと 思 ひます。 其の 擴 がり 

の 大小 は 風の 速度に 比例して 居ります。 

自分 の 燃える よりも 中心が 動く ことの 少ない 時 は A 圖のゃ 

う に擴 がります。 

， 又 自分が 燃える よりも 流さる.. - ことが 早い 時 は B 圖の やう 

に延燒 します。 

之れ は 何れも 實驗 した 結果であります が、 實 際の 火災の 時に も 之れ に 類した ものが あるに 遠 ひ 

ない と 思 ひます、 併し 實 際の 火災に は 消防と いふ ものが あります ので、 此の 實驗の やうに、 燃え 

たい 方に 燃やして 吳れ ぬので、 其の 實證に は 一寸 困る のです。 〔笑聲 e る〕 

B の 場き に 火の れる i 度 は 虱の 强ぃ ほど 早い ので あるから、 非常に 風の 强ぃ 時には 非常に 細 
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く 長き に 1 る ことがあり、 或る 場合に は魏 町から 芝 浦まで 一 町 位 宛の 幅員で 燃えた 跡 もあります 0 

比較的 風の 弱い 時 は A 圖の やうに 燃え 擴 がり、 其れに 此の 場合 は 消防 も 容易に 行 はれる ので、 

A 圖を 色々 に 切 取った やうな 燒 跡を淺 して 居ります。 

火災 は 概ね 風上より 風下に 燃えて は 居る が、 風上に も 燃え 

て 居ります、 若しも 敍上 のこと を 本式に 調べて 諸種の 關 係が 

一 解れば、 無論 建物の 種別 や 其 他に も 原因す ると はいふ もの \、 

一 飛火の 危 險範圍 や、 此れ 位の 速度の 風に は どれ だけの 處 まで 

避難 を 要する とか、 消防 機械 は 何臺を 要する とか、 樣々 の 事 

が 見當が 着く こと だら うと 思 ひます。 

又 火の 傳播を 助く る 今一 つの 原因 は 突風 卽ち 風の ガ ストで 

ある、 風速 は三メ ー トルと 普通 云っても 素直に 一様に 三メ ー 

トル は 吹く もので はなく、 時々 刻々 に變 じて 急に 三メ —トル 

が五メ ー トルに なったり、 ニメ —トルに 下ったり する し、 方 

向 も 同様に 變化 があります、 それが 火災に は 非常に 工合が 惡 

いので、 殊に 飛火な どに 於て 變幻出 沒の危 險を伴 ふため、 消 一 


688 


防に 惱む 所以であります。 

爾 を 分解して 考へ ると、 色々 な 方向と 强 さの もの は そ， 等 

各 ： の 方向と 强 さの 合力に 等しい ことになる、 其の 合力が 更 

に 周圍に 飛散ら す 作用が C 圖の やうに 働く ので、 火災 を 益、、 

大きく します。 

また 旋風の こと をお 話しす ると、 旋風 も 無論、 風の 一種に 

相 異ない ので、 昨年の 大震 火災で 旋風が 諸 所に 起り、 其れが 

. ため 未曾有の 死者 を 出し、 一面 火災の 延燒を 劇しから しめた 

^  こと は事實 でありまして、 旋風の 起り し 場所 は 其の 主なる も 

S のの み にても 市內 十六 箇所に 及び、 場所 は 主として 隅 田 川 沿 

/  岸でありまして、 同時 刻に 發 生した ものに は 其 間 一 つの 微洛 

が ありました。 

併し 旋風 は 如何にして 起り しかと いふ 問題に 就て は、 非常 

C  に 難 かしい ことで 容易に 斷定を 下す 譯には 行き ませぬ、 記錄 

を 調べて 見る に 大火が あっても 必す しも 旋 虱が あつたと ハふ 
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こと はなく、 而 して 旋風 旋風と は 呼ぶ もの、 之れ まで は漠 として 旋風の 定義 もない のです、 例へ 

ば 此處に 炭 依 一 依 を 燃やしても 其 處には 小さな 旋風が 起る ことがある。 而 して それ 等 は 氣象學 上 

の 旋風と いふ こと は 出来ない、 何う しても 氣象學 上の 旋風 は、 其の 高さが 地上 何キ。 メ ー トル か 

の 雲の 中に 續き 且、 相當廣 くして 速度の 犬なる ものと 見なければ ならぬ、 然 らば 斯 かる 旋風 は大 

火に 必 す 起る かとい ふに、 さう と は 定まって 居らぬ、 アメリカ 等の 大装裟 な 森林 火災の 記 錄を見 

て も 旋風が 起った と は 走曰 いて ありませ ぬ。 明 暦の 濱 町の 火災に 本願 寺に は 旋風が 起った と ある、 

叉享保 十七 年 江戶三 箇所に 同日に 火災が 起った 時には 旋風が 伴った ことが 書いて ある、 叉 安政の 

大火に 於て 淺草藏 前に 多 數の燒 死者 を 出した の は 旋風の 爲 であるか どうか は 疑問であります。 

昨年の 火災 は 前古 未曾有の 大 火災で はあった が、 それが 爲、 氣 象に 影響 を與へ たかは 疑 はしい 

ので、 彼の 旋風 は 彼の 時の 氣象 のみの 關 係で 偶然 發 生した もの かも 知れません、 旋風の 起る 眞の 

原因 はま だ 確定して は 居 ませぬ が、 上昇 氣 流が 盛で 雷雨の ある 時な ど は 旋風が 起り 易い けれど、 

昨年の 場合 は 何 か 特別の 事情が あつたか は尙 判らない、 一 一 百 十日 前後 は 何時も 氣 象に 大變 化の 起 

り 易い 時であります。 が 昨年 は 恰も 氣象 のみで 事實 旋風が 起る やうに なって 居たら しいので す。 

大氣の 流れが 連結したり 中斷 したり 速い 風と 綾い 風と 接觸し 合ったり する 時 は 氣象狀 態 も複雜 

となり、 上層 下層の タエ 氣の觸 れ合ふ 時には、 得て 氣 流の 渦の H ネル ギ ー の 源が 澤山 生じ 易い、 其 
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處に 或る 一 つの 渦が 發 達し 始める と 外の 禍が 集まって 一 つの 大きな. 渦 を 作る ことがある、 と 中央 

氣象臺 の 藤 原 博士 は 一 百 はれて 居ります が、 の 中には 渦の 核が あり、 其の 核が 生長して 大きな も 

の と な る、 昨年 は 其 の や うな 核が 發 達す る に 都合 の 宜ぃ狀 態に なって 居た もの かも 知れ ませ ぬ。 

旋風の 原因 は然 りと する も、 次に 旋風 は 如何なる 場所に 起り 易い か を 見る に、 私の 調査で は簡 

單 な實驗 に照らして 火災の 燃えて 居る 凹處の 中には 渦の 核が 出來 やすい、 核 ある も 之れ が發 達し 

なければ 核に 終る けれど、 其れが 生長す ると 旋風 を 誘導す るので す。 

被服 廠 など は 恰も 袋の 如く、 川が あって 冷氣を 供給す る、 其れが 凹處に 流れ込んだ 時に 同時に、 

穴ェ 中には 旋風の 核が あって、 漸次 大きくな つたので はない かと 思 はれます、 此 種の 事情 も 都市 計 

畫 等に は 考慮 せらるべき ものと 思 ふので あります。  、 

私の 述べる こと は大體 之れ だけであります、 此外 にも 色々 のこと があります が、 それ は 他の 機 

會に讓 る こと、 致します。 

要するに 氣 象の 方から 火災 を考へ て 見る こと は、 後日の 爲に極 はめて 必要なる ことで あらう と 

考 へられます。 (大正 十三 年 十月 十五 日、 日本^ 防 新聞) 
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新聞に は 火災 學の 講座が 開かれた とい ふやうな ことが 出て 居り ましたが、 私 は 新聞記者の 誰 方 

にも 會 つたこと はあり ませぬ —— 會 ひに 御出で 下す つた 方 はありました が斷 りました から 會 はな 

い 害でした。 

此の 四月から 私が 講義 をしょう と 思つ て 居る の は事實 です。 しかし 別に 講座 を 開く とい ふこと 

でもない、 事務の 方から 云へば 地震 學 科の 參考 科目と いふ やうな ことにな つて 居ります かな。 科 

目の 名義 は 「火災 論」 とい ふやうな ことです が、 之れ も內 容に當 嵌まった ものです かどうで すか。 

兎に角、 講義 はする つもりで、 色々 と. 實驗 など をして は 居ります が、 まだ 纏まって は 居り ませぬ。 

講義の 內容と 云って 之れ も 纏めて 見ねば まだ 判り ませぬ が、 氣 象に 建築の こと も 一 寸 人れ ます 

から、 まあ 燃 燒に關 する 物理と でも 云 ふ もので せう か。 

官 廳で發 表して 居る 一 分 間に 於け る燃燒 率な ど \ いふ もの は、 火災に 罹った 燒 失坪數 等の 面積 
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で 其の 燃燒 時間 を 除した もので せう が、 之れ は 眞實の ものではありません。 それ は 燃燒に 際して 

は 風力と か、 乾燥の 程度が 相異 すると か、 建築物の 性質と か、 色々 の關 係が あるので 其の 燃燒速 

度が 時間に 正比例す る もので はない からです。 種々 なる 事情から 必要に よって 作られた 計 數は何 

れも 想像に 過ぎない もので、 學理 上から 見た 計算と して は、 時間の 二 乘を燒 失 面積で 除した もの 

が、 大體に 於て 事實に 近い 燃 燒率を 示す 譯 です。 斯様な 理論 を 研究す るの が、 此の 講義 をす る 目 

的な のです" 

吾々 は刖に 火災 や 消防に 就て 經驗が ある 譯 ではなし、 此 等の 點に 就て 敎へ て 貰 ひたいの は 此方 

から 申す ことで、 吾々 として は、 何も 判って 居らぬ 燃燒其 物な どの 原理 を、 どうして 研究す るか 

とい ふ 研究方法 を、 實驗 などして 講す るまでの 事です。 

關 東の 大震 大火の 如き は餘 りに 地域 も廣 く、 延燒の 工合 も隨分 複雑して 居る ので、 一般的の 火 

災 として 見る 譯 にも 行きません から、 震災 前で もよ し 震災 後で もよ いから、 當 時に 起った 相當の 

火災に 就て 研究した いのです が、 單に發 火 時刻と 鎭火 時刻の ー點 ばかりでなく、 同時に どの 場所 

を燒 いた、 何時に どの 街が どうい ふ 工合に 燒 けたと いふ 事實の 材料 を 欲しい と 思 ひます 故、 此等 

の數學 的の 的確な 資料が ありましたら、 郵便で も 何でもよ ろしい、 私 宛に 送って 戴きたい もので 

す。 (大 十五 年 一 月 一 日、 日本 消防 新聞，) 
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火事の こと は 相 變らす 與味を 以て 研究して 居ます が 未だ 纏まった もの は 出 來てゐ ません。 段々 

材料 も 集まって 來 るので、 あと 三、 四 年 か 四、 五 年も經 てば 纏まった ことが 發 表出 來 るかと 思つ 

てゐ ます。 

先日 丸 善に 行った 時、 口 ンド ン 大火 (The  Great  Fire  of  London  hi  1663 とい ふ 本 を 見 付 

けたので、 之れ を 讀んで 見た 處、 一六 六 六 年の ロンドン 大火 當時 のこと を詳 かにした が、 色々 な 

點で 之れ が關 東大 地震の 際に 於け る 東京 大火と よく 似て 居る。 二百 五、 六十 年も經 つて 居る けれ 

ども、 大體の 様子が 餘り逮 つて ゐ ない。 之れ で 見ても 人間と いふ もの は、 或る 程度 以上に は餘り 

進み 得ない もの かと 思 ひました。 人の 智慧 11 其の 枝葉の 智識に 就て は、 較べ ものに ならぬ ほど 

進んで 居る けれど  < 間の 利口 さと も 云 ふべ きものに 就て は 大した 差 は 無い やうに 思 はれます- 

P ン ドン 大火で 有名な セ ントボ ー ル (old  St.  Jpaups) が延燒 した 狀況を 見る と、 此の 寺院の 


話談 及演講 


周 園に は 相 當の廣 場が あり 且、 建物の 周 壁 も 不燃 燒 物であった ので、 市民 達 は 之れ なら 安心 だと 

見込んで、 家財な ど 色々 な 物 を 持 込んだ。 處が 此の セ ントボ —ルも 屋根から 火が 人って 遂に 燒け 

たのであった。 此の 屋根 は纷 板で 葺 いてあった ものであるが、 クロム ゥェ ルの戰 ひな どで、 肘 政 

の 疲弊 甚だしかった ことから、 其の 屋根の 纷 板を剝 がして 水道の 紛管 など を 造った ものら しい。 

その 纷板を 刹が した 後の 所々 へ 露出して 居る 木部から 終に 火が 人った のであった。 卽ち火 は 低い 

處 からでな く、 高い 屋根から 人った ものである。 之れ が燒 けた 時には 紛の 雨が 降った とも 書いて 

ある。 東京の 震 火災の 時、 警視 廳 から 帝劇に 火が 移った の は、 樓上 にあった 翁の 人形から である 

と傳 へられ、 又 正金銀行に 火が 移った の も 屋上の 確 子 張り 室からで あると 傳 へられて ゐ るが、 此 

等の 點 がよく 似て 居る ではありません か。 

當時 a ン. ドンに は 木管で は あるが 水道が あった。 ロンドン 橋 に 水車の 装 造 をして テ— ムス 河 

の 水 を 市街に 送って 居た。 然るに 此の 口 ン ドン 橋の 附近に 火事が 起った ので 送水の 供給が 不可能 

となった。 市民 は 水道が あるので 安心して 居った 慮が、 之れ が爲に 防禦 上に 大 跌を 起した。 之 

れが 大火の 一原 因 ともなって 居る。 此の 水道が あるから と 市民が 安心して 居た 點な ども、. 東京の 

震災 當 時に 顧みて 似通って 居る ではありません か。 

又 口 ン ドン 大火の 當時は 東風で 西の方 面 は 殆ど 燒 けた けれど、 風上の 方 は 餘り燒 けて はゐ ませ 
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ぬ o 

それから 火事が 多くの 流 一 百 ffi 語 を 生む だ こと も 似て ゐ ます。 當時英 國は佛 蘭 西、 和 蘭 を 向う に 

廻して 戰爭 をして 居た 時な ので、 佛人ゃ オランダ 人が 爆彈 (Fil.e  wall) を投 込んで 歩いた とい ふ 

噂が あり、 又宗敎 上の 爭 ひから 羅馬法 派べ ，1 ピ スト 敎の 者が 惡戲 をした 結果で あるとの が 立つ 

た。 尙を かしい こと は、 市民の 中から 現在 爆 彈を擲 げたの を 見た とい ふ證據 人が 澤 山に 出る とい 

ふ 騒ぎで、 佛和人 ゃ舊敎 徒な ど は 非常の 迫害 を 受け、 警察で は此 等の 人々 を 保護す る爲に 拘引し 

たとい ふ狀 態であった。 そして 調べて 見る と 別段 噂の 如き 事實 はなかった。 斯様な 點も、 震災 當 

時の 事態と よく 似て 居る ではありません か。 

また 口 ンド ン 大火の 當 時はク B ムゥ H ル 政府が 倒れ、 チヤ— ルス 一 一世が 位に 卽 いて 居た 時で、 

ク P ムゥ H ルの 殘黨が 王室に 對 して 陰謀 を 企ら み、 事顯 はれて 此 等の 犯罪者 は 死刑に 處 せられ、 

何れも 曝 首にされ たので、 此の 仕返しに 一 味の 者が 放火 をす る 計畫が あるとの が傳 へられて ゐ 

たが、 圖らす も 九月 二日 大火が 起り、 處 刑場の 曙 首はテ ー ムス 河を距 て、 此の 大火 を啤 むで 居た 

とい ふ奇 しき 事實が ある。 大震災の 時に も 主義者が 何 か 陰謀 を 企て &居 たとい ふ 話が あるし、 又 

昔し 明曆の 大火に は 由 井 正 雪の 殘黨が 企ら むだ やうな 話も傳 はって 居る し、 彼れ 此れ 照合して 見 

ると、 種々 の狀 態に 於て 彼我 似通った 點が澤 山 ある。 
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p ン ドン 大火の 火事 元の 發火 原因 は敍 上の 如く 色々 の 噂 も あるので、 當 時の 官憲が 審 さに 調べ 

た 所、 事實。 ハ ン屋の 過失に 相違ない らしい。 然るに 或る 佛 人が、 自分が 放火した と 言 張る、 燒跡 

へ 彼 を 伴れ て 行って 實 地檢證 をして 見た 處が、 不思議に も 其の 發火 地點を 指摘した。 併し 此の 佛 

人 は 發火當 時、 河の 向 側に 居った 事實が 友人に 依って 證 明され、 立派に 反 證が擧 がって 居る に拘 

らす、 彼れ はどうしても 放火 犯人 だと 言 張って 遂に 死刑に 處 せられた、 せめて は 醜名 を 千歳に 留 

めんと する のが、 彼の 希望であった らしい。 

ン ドン 大火の 當時、 其の 市街から 郊外へ 通す る 道路 は、 何れも 片側 は燒 出された 權災 14 や 或 

は 立 退く 人々 が 絡 棒と して 郊外 へ 向け て 行く、 其の 反 對側は 郊外より 入り込む 救難 馳 付け の 人達 

が 絡！！ として 績 いたと 書いて あるが 之れ を 讀んだ 刹那、 私 は 震災 當 時に 本 鄕 通りから 駒 込 橋へ の 

通りの 人通り を 暫く 富士 前に 立って 觀てゐ たが、 實際 其の 通りであった こと を 思 ひ 浮べ、 昔 も 今 

も 何 處の國 でも、 同じ やうな もの だと 思った ことです。 

また 口 ン ド ン でも 此の 大 火災の 後で 遷都 說が 起って ゐ ました。 併し 之 も 御 同様 論議に 止まった 

だけでした。  . 

燒 跡の 復興 方面の こと を 讀んで 見る と 之れ 亦、 種々 のこと が 東京の それと 似て ゐ まして 興味 あ 

る ものでした 0  U ン ドン 大火の 後で、 有名なる 建築家 クラスト ファ ー レンが、 其の 餘燼 未だ 消え 
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ざる 中に 大々 的 復興 計 畫を樹 て k 之れ を當 局に 進言した が、 後藤 子のと 同じ やうに 矢張り 用ゐら 

れ なかった？ 唯 一 つ 見上げた こと は、 大火 後斷然 木造 建築 を廢 した 一 事です。 之れ は ゾ.. ト ン市 

民の 方が、 東京 市民より 金 持で あつたと 云 ふ もの か、 或は えらかった と 云 ふ もの か、 實に 英斷を 

やった ものであります。 (昭和 一一 一年 一月 一日、 n 本 消防 新聞) 
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火災 研究の 基本 材料 S 話〕 


一 昨年から 日々 起った 東京の 火災 地 點を地 圏に 書 人れ て 研究して ゐ ますが、 未だ/,^ 發 表する 

までに は 行きません。 併し 斯様に 一 昨年の 分と 昨年の 分と を 較べ て 見る と、 火災の 多く ある 場所 

などに、 同じ やうな 線が 現 はれて 居ります が、 之れ が もっと ハツ キリして 來 ると、 此處は 地勢の 

關 係で 斯様に 火事が 多い ので あると か、 此 處は氣 流の 關 係で 延燒し 易い の だと か、 色々 の 原因 關 

係 も 判って 來る だら うと 思って 居ります。 それ 等の ことが 明かに なって 来れば、 消防の 配置な ど 

も 合理的に すると か、 色々 な 防禦 方法 も考へ 得べき だと 思 ひます が、 何しろ 正確な 好い 材料が 得 

難いので、 思 ふやう に 進み ませぬ、 今の 處 では、 人口の 密度の 線と 火災 度数との 線が、 平行まで 

に は 行かぬ が、 近似の 線 を 現 はして 居る ので、 此の 兩 者の 關係は 相當に 深い ものが あると 考 へら 

れる 程度です。 

消防 研究に 資する 火災 調査の 方式と 云って、 別に 新しい 型で なくと も 普通に 行って 居る こと を、 
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確實 に記錄 してお けば {Hi いと 思 ひます。  . 

( 一 ) 發 火の 時刻と 鎭 火の 時刻。 

(二) 燒失 面積 11 之れ が 調査 困難で あったら、 燒 失戶數 又は 楝數。 

(三) 風の 方向。 

(四) 燒失區 域の 略圖。 

火災の ある 度 毎に、 此の 燒失 l5il 域の 略圖を 作製して おく こと、 澤 山の 中には 斯様な 火災 は どの 

様な 場所に 起る とか 火先き は 何れの 方に 向く とか、 其の 町の 特長の 燃え 方な どが 表 はれて、 犬い 

に參考 になります。 

(五) 火元の 種類 別。 

(六) 火元の 位置と 延燒 との 關係. - 

若し 出来る ことなら、 之れ も 火事が あった 時に、 作って おくと 宜 いと 思 ひます、 特に 消防が 注 

意 を 要する 事項な どが、 之れ によって 見出され ると 思 ひます。 

(七) 火災の 季節 を 知る ために、 月別の 發火 度數。 

(八) 晴天 績 きの 調べ 11 其の 火災の 日の 以前に、 幾日 晴天が 績 いたかの 調査。 

之れ も 甚だ 大切な こと だと 考 へます。 此の 調査 をして 見る と 解ります が、 火災 は 屹度お 天氣の 
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續 いた 後 は 多い ものです。 卽ち喑 天が 繽 けば、 それだけ 危險 率が 增加 する こと を 示す ものです。 

此等 のこと を記錄 してお いて、 各地 方 的に 氣象 的の ものが 判る と、 消防に 從事 する 人に も、 一朝 

盲 事の 際に、 はっきりした 見當が 付く ことになると 考 へられます。 單に 今日は 風が 無い からと 云 

つても、 其 前に 長い間お 天氣續 きで あれば、 凡てが 乾燥して 居る から、 決して 安心 は 出来ません „ 

また 今日は 多少 風が あつたに しても、 昨日まで 長く. m 續 きであった としたら、 餘り あわてる こと 

もない やうな 譯 です。 

アメリカ では 森林 火災 を 防止す るた めに、 翌日の 濕度を 役所で 豫 報して 居る 處 もあります。 价 

し 穴 ェ氣の 濕度計 だけで は、 正確と は 申されない。 それ は 落葉の 表面が 乾いて ゐて も、 底の 方が 濕 

つて 居る かも 知れない。 卽ち燃 燒物自 體の濕 度と さ 氣の濕 度と は必， f しも 同一 ではない。 故に 眞 

實の濕 度 を 知る に は、 下草の 重量 を衡 つて 見る のが 一 番確實 な 方法 だとして あります。 

ですからお 天 氣の續 いた 日 數の關 係に よって、 家屋 や ごみ 溜めな どの 濕度 にも 差が あるので、 

それが 發 火度數 ゃ延燒 率に、 相 當な關 係 を 有する こと だと 思 はれます。 . 

各地 方の 消防 組が、 それく 各地 方の 火災に 就て 右の やうな 基本 材料 を 集めて 研究した 上、 其 

地の 火災の 方 則 や 特色 を 見出す ことが 出来たら、 火災の 度 毎に、 其の 防禦 法 等に つき、 一遍 一遍 

惑 はなく とも 濟む やうな ことか も 知れぬ。 (昭和 五 年 一月 一日、 日本 消防 新聞) . 
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伊豆 地震 S 話〕 

11 直 後 調 杏 11 

地震の 波 は 一 帶に傳 はるが、 地震に 因る 損害 は 衝動に よって 起る ので、 その 衝動の 起る 範圍は 

極く 狭い 地帶 だけに 限られて 居り その 地 帶は帶 狀を爲 して 居る。 (帶狀 とはいへ、 それから 種々 

の 形の 枝 はいくつ も 分れて 出て 居る) 

その 帶の やうな 所 は 地殼の 一種の 繼 211 の やうな 所で、 いつの 地震で も大體 さう いふ 所が やられ 

る 事に きまって 居る やうで ある。 故に さう いふ もの をよ く 調べて おけば、 後日い ろ/ \» の 工事 を 

すると か、 都市 計畫 をす ると かの 設計す る 時に、 そのつ もりで 用意 すれば よいので ある。 

どうい ふ 所が その 繼目 であるか 大體 わかって 居れば、 三角測量 とか 水準測量 とかで 時々 そこ 

の 測量 を 行へば、 その 結果から およそ この 邊が繼 目 であらう との 見當も 付く わけで あるから、 な 

ほその h に 石 本 君の 傾斜計と か、 その他い ろくの 器械 を用ゐ て、 その 邊の 運動 を 終始 監視して 

居る ことが 重 要の こと、 思 ふ。 
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しかし 古い 地震の 跡 は、 調べよう としても 仲々 本 當の事 はわから ない ものであるから、 地震の 

ある 度 毎に、 出来るだけ さう いふ 調査 並に 研究 を 完全に やって おかないと いけない と 思 ふ。 たと 

へば 今囘の 丹那の 地震の 如き も、 あの 地方の 測量な ど は、 今 早く やって おかないと、 拾て 置く と 

つながりが わから なくなつ てし まふと 思 ふ。 

地震 學 者から 考へ ると、 日本の 爲に 非常に 重要と 考 へる かやうな 事 も、 地震 學者 以外の 人 はさ 

つばり 問題に せられな いのは、 まことに 殘念な 事と 思 ふので ある。 

(昭和 五 年 十二月 五日、 報知 新聞) 
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大地震と 光り物 〔談 話〕 


昔から 大地震の 時に、 さや 地面に 光り物が 見える とい ふ 事 は、 古い 記錄に 非常に 澤 山あって、 

地震 研究所 囑 託の 早 稻田 中學の 武者 金吉 君に、 一 寸 調べ て もらった 所で も 五十 件 位 も ある。 新し 

い 所では 關東 大地震、 その 翌年 一月の 地震、 丹 後の 大地震、 今度の 伊豆の 地震 等 大概の ひどい 地 

震に ある。 日本で 一 番 古いの は 貞觀十 一年 (一 千 六十 一 一年 前) 陸 奥の 大地震の 時に 見えた とい ふ 

ので、 三代 實錄に 「流 光如 晝隱 映」 とうまい 言葉で いって ゐる。 西洋で も 大地震の 時には、 ほと 

んど 大概の 時に 見えて 居る やうで、 古い 所で それらし いもの は 耶蘇 紀元前 何百 年 前からの 記錄に 

ある。 

科學 者の 調べた ので は、 一九 一 一年に ドイツ 地方に 可な りな 地震が あつたが、 その 時に 地震 學 

者が 調べた 結果に も ある。 ところが これまでの 擧者は 古い 記錄は 信用し なかったり、 信用しても 

それが 電光で あると か、 火事と か、 あるひ は キャンプの 光 だと かいふ 位に 考 へて 居り、 殊に 近年 
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では、、 送電線の 接觸發 火で あらう と考 へるな ど、 あまり 問題に して 居ない ので ある。 實際 また 近 

年で は、 送電線 接觸 による 發 火の 場合 や、 雷雨の 場合な どもあった。 けれども ドイツの 學 者の 調 

ベで は、 これ 等の 事 だけで は、 どうも 說 明され ない とい ふので、 疑 ひを存 して 居る が、 しかし ほ 

とん ど 大部分の 學者は 依然 問題に して 居ない ので ある。 

ところが 今度の 伊豆の 地震に ついて、 どうも あちこちが 光が 現 はれた とい ふ 話で、 殊に 私自身 

の 友人で、 私の 信用す る 物理 學者ゃ 氣象舉 者で 見た 人が 少なくも 六 人ば かり ある。 さう して その 

方々 の 話 を刖々 に 聞いて 綜合す ると、 實に 符節 を 合 はせ る やうに なって 居る。 それから 武者 君が 

近縣の 中等 學 校の 校長さん に M 會 して、 材料 を 集めた 所が、 「光 を 見た」 とい ふ 報告が、 千 葉縣か 

ら 靜岡縣 にわた つて 約 五 百 件 ある。 

その 結果 並に、 當 日の 氣象狀 態 を 併せて 考へ ると、 その 光 は ほ 部 的に 高壓 線の 接觸 による もの 

もあった かも 知れない が、 多くの 人の 見た もの は それでない、 また 普通の 意味の 雷の 電光で もな 

い。 さう して 相當 高い 所の {仝氣 が、 眞 空 放電に 類した 光り 方 をした とい ふ 事 は、 どうも 確實 であ 

るら しい 0  .. 

それと くらべ て 過去の 古今東西の 記錄 をよ く 比較して 見る と、 その 中には 今度の 澤 山の 實 見者 

のい つて 來て 居る 事から 推定され る 現象と、 符節 を 合 はせ る やうな ものが 非常に 多く、 私 はこの 
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h は、 地震の 研究 上 可な  >  り 注 H! すべき 現象で、 これ を 研究して 見たい と 思って 居る。 從 つて 若 

し讀 者の 中で この 現象 を 見られた 人 は、 成る ベ く 詳細に 御 通知 一.- されたら 後日の 爲に 非常に 有難 

い 事と 田 S ふ 0  (昭和 五 年 十二月 十一 一一 日、 報知 新聞) 


706 


話談 及演講 


地震に 伴 ふ 光の 現象 5 き 


大地震の 時に、 何 か 光る もの を 見た とい ふ ことがある。 以前から 變だ なと 思って ゐた。 人間が 

祌經 過敏に なった のかと も 思へ るが、 一人が 云 ひ 出した のなら 鬼に 角、 多 數が云 ふこと であれば 

1 概 にけ なすこと も 出来ない。 

また 大地震の 時に、 { 仝 や 地面に 光り物が 見える とい ふこと は、 古い 記錄 にも 相當澤 山あって、 

地震 研究所 囑 託の 武者 君に 一 寸 調べ て 貰った 所で も 五十 件 位 も ある。 

日本で 一 番 古いの は 貞觀十 一年 (千 六十 一 一年 前) 陸 奥の 大地震の 時に 見えた とい ふので、 三代 

實錄に 「流 光如 晝隱 映」 と、 うまい 言葉で いって ある。 安政 地震の 時には 一 層 人の 注意 を 引いた 

やう だ。 新し. い 所では 關東 大地震、 その 翌年 一月 ひ 地震、 丹 後の 大地震、 今度の 伊豆の 地震 等、 

大概の ひどい 地震に は ある。 

西洋の 方で も、 段々 調べて 見る と、 カントが 地震の 光 を 見た こと や、 すっと 古い 處 では ギリ シ 
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ァで、 紀元前 三 七三 年の 大地震に 光の 見えた の も あり、 日本の 昔の 人と 同じ やうな こと を 記錄し 

て ゐる。 尤も 人間が 同じ 動物で あるから に は、 左樣 あるべき 害で ある。 

科學 者の 調べた ので は、 一九 一 一年に ドイツ 地方に 可な りな 地震が あつたが、 その 時に 地震 擧 

者が 調べた 結果に も ある。 ところが 是 までの 學者 は、 古い 記錄は 信用し なかったり、 信用しても 

それが 電光で あると か、 火事と か、 或は キャンプの 光 だと かいふ 位に 考 へて 居り、 殊に 近年で は 

送電線の 接觸發 火で あらう と考 へるな ど、 あまり 問題に して 居ない ので ある。 實際 また 近年で は、 

送電線 接觸 による 發 火の 場合 や 雷雨の 場合な どもあった。 けれども ドイツの 舉 者の 調べで は、 こ 

れ 等の 事 だけで は、 どうも 說 明され ない とい ふので、 疑 ひを存 して ゐ るが、 しかし ほとんど 大部 

分の 學者は 依然 問題に して 居ない ので ある。 

ところが 今度の 伊豆の 地震に ついて どうも 彼方此方で、 其の 光が 現 はれた とい ふ 話で、 近縣の 

中等 學 校の 校長さん に照會 して 見た所が 「光 を 見た」 とい ふ 報告が 約 七 百 件 も ある。 

殊に 私自身の 友人で 之れ を 見た とい ふ 者が 何十 人と ある、 其 中には 私の 信用す る 物理 學者 ゃ氣 

象學 者で 見た 人が 數人 ある。 

而 して その 光り 方 を 聞いて 見る と、 可なりまち^-でぁって、 半分 は 心理 學の 方に 屬す るかと 

も 思 はれる。 併し 斯様な 事の 正視 は百パ ー セ ントの 正確さ を 求める の も 困難ら しい ことで あるが、 
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同時に 百パ ー セン ト 間違 へる と いふ こと も 難 かし いこと である。 

故に 見た 人の 話 を判斷 して 之れ を 統計的に 觀す るの 外 はない が、 今の 處の 感じ だけで は、 その 

光が 左の 二通り あるら しい。 

( 一 ) よほど 赤い 色で ュ ッ クリ 光る。 

(二) 電光の やうな 光で 時間が 短 かい。 

また この 光 を 見た とい ふ範圍 は、 東 は 房 州の 安房 郡から、 西 は靜岡 附近 位で ある。 

是 迄の 「火事 說」 であるが、 地震 早々 火事の 起る わけ もない、 それに は 多少な り 時を經 ねばな 

らぬ。 「電光 說」 に 就て は、 藤 原 博士に 御 願 ひして 伊豆 地方に 其の 當時 雷雨で もなかつ たか 調べ て 

頂いた が、 二十 五日の 晚 は何處 にもなかった。 二十 六日の 晚 になって 關西 地方に あつたと いふ こ 

と 。「送電線であった かも 知れない とい ふ說」 昔 は電氣 がなかった から、 此の 說は 出なかった らう 

が、 今 は 前述の 如く 此の 說も 出る ので ある けれど、 七 百 人の 中にはない。 「山崩れの 時で はない 

かとの 說」 も あるが、 若し 之れ を 房 州から 見た とすると、 其の 光 は關東 地震の 時に 東京が 燒 けた 

位の 火で あらねば ならぬ。 

斯様に 考 へて 來 ると、 吾々 の 材料 を 以てして は、 外の 事で 之れ を說 明しょう とすると 餘 程む づ 

かしい。 が、 地震が して 空が 光る とい ふこと が考 へらる、 か、 と 云へば、 それ は考 へらる、 こと 
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で、 地上 五十 米の 邊に眞 空 放電の あり：：^ ぃ處が あるし、 之れ は穴ェ 中の 放電で ある、 空が 光る とい 

ふこと である、 と 言 ふ 方が 簡單 に說 明が 出來 るかと も 思 はれる。 

どうも 古今東西の 記錄を 比較して 見る と、 其の 中には 今度の 實 見者の 云 ふ 事から 推定され る 現 

象と、 符節 を 合 はせ る やうな ものが 多く、 私 はこの 現象 は、 地震の 硏究 上、 可な り 注目すべき 現 

象で、 これ を 研究して 見たい と 思って 居る。 從 つて 若し 讀 者の 中で、 此の 光 を 見られた 人 は、 成 

るべ く 詳細に 御 通知 下されたら 幸 ひで ある。 (昭和 六 年 一月  一 =3、  n 本- 新聞) 
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山火事の 警戒 は 不連續 線 S き 


私の 鄕里は 高 知 市外の 江ノ 口村で あるが 其邊の 山で はよ く^ 火事が あって、 子供の 時に も厦 -、 

その 恐ろしい 光景 を 見た し、 中學 時代に は 一度 山火事に 追 はれて、 危ぃ 目に 遭った こと さへ ある。 

それで 私 は 年少の 時から 此の 山火事に 就て 印象が 深いので あるが、 今日で も 高知縣 は全國 中特刖 

に 山火事が 多い 縣の やうで ある。 

米 園の カリフ オル 二 ァ邊 では、 森林 火災と 氣象狀 態との 關係 等に 就て 研究され て 居る やうで あ 

るが、 我國 では まだ 此 等の 事に 就て 餘り 研究され て 居らぬ ので、 私は豫 てより 此點 にっき 研究 を 

志して 居る が、 どうも 同じ 日に 各地で 山火事が 起る ことが 餘 りに 著しい から、 數年 前より 新聞の 

切拔 通信に より 山火事に 關 する 切拔を 集め、 之に 依 h  R 々の 囘數 を記錄 して 見た。 之れ が 科學的 

研究の 材料に なるや 否やに 就て は 疑問が あるか も 知れぬ が、 統計 學 上に 於て は 研究の 材料と なる 

こと を 確かめた。 それに 依って 見る と、 同じ 日に 山火事が 十 箇所 以上 も 起って ゐる ことが、 年に ハ 


一 囘かー ー囘は ある。 

そこで 先づ 此の 著しい 山火事の 多い 日に 就て、 其 日の 前後に 於け る 氣象狀 態 を、 少し 許り 調べ 

て 見た。 年數が 少ない からま だ確實 だとい ふわけ に は 行かぬ が、 天 氣圖に 就て 之れ を 研究して 見 

ると、 總て 不連績 線が 北西から 日本へ 迫って 来て、 本道 を 通過す る 場合に、 不連續 線の 兩 側に 山 

火事が 頻發 するとい ふこと が 判った。  • 

不連續 線と いふの は、 氣溫に 著しい 差が あり、 風の 方向と、 其の 方向の 兩 側で 正 反對の 風が あ 

り、 其 上で は 風が 非常に 強く、 溫 度と 風と が速績 しない 現象 を呈 して ゐる狀 態で、 三 四月の 頃に、 

なま 暖かい 南から 吹く 強いから つ 風の 時には、 不逑續 線が 本道の 上に 迫って 來て 居る ので ある。 

天 氣圖に 就て 之れ を觀 ると、 此の 不連績 線の か、 つて 居る 場合に、 山火事が 著しく 多い。 

例へば 昭和 六 年 五月 五日から 七日までの 天 氣圖に 就て 觀 ると、 五日の 午後 六 時に、 不連績 線が 

宗谷 海峡から 西の方へ 發 して 滿洲を 斜めに 西南へ 通過し 日本の 太平洋 岸で 南風が 强く なって ゐた。 

其 頃に 本州で は 四 箇所に 山火事 を 出して ゐる。 同 六日 午後 六 時の 天氣 圖で觀 ると、 其の 不連鑌 線 

が、 もっと 東南の 方に せり 出して 來て 居り、 日本海の 北西 岸に 沿うて 走って 居る。 其の 時刻 顷に 

は、 本州で 十 箇所から 山火事が 起って 居る。 同 七日の 午後 六 時になる と、 不連績 線が 丁度 千島 か 

ら 本州 を縱斷 して、 九州の 北方 を 通過した。 其の 頃 は 幸 ひに も 本州の 西 半から 日本海 岸に かけて 
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は 不連續 線の 爲に 雨が 降った ので、 火 は 消えたら しいが、 雨の ない 本州で は 此の間に 十七 箇所の 

山火事が あった 事に なって ゐる。 

それと 同じ やうな 例 を、 も 一つ 擧げ ると、 昭和 三年 三月 十九 日から 二十 一日に 至る 期間で ある 0 

此の 場合 も 不連續 線 は 略、、 同 is? 經 過を迎 つて、 愈-、 それが 日本 を 通過す る 時には、 本州で 十五 

箇所に 山火事が 起って 居た。 

斯樣 なわけ であって、 其 他の 場合で もが、 右の 二 例 ほど ハツ キリして はゐ ない けれど、 不 車1讀 

線の 爲に 山火事が 多い とい ふこと は 疑 ひない。 

それから 山火事の 最も 盛であった 1 一日 乃至 三日間の 種々 だる 氣象 要素と、 其 日に 先 だつ 前 三日 

間の 氣象 要素と を 比較 研究して 見た。 處が、 かねて 豫 想した こと は、 其の 前 三日間に 比べて、 火 

事の 盛であった 三日間 は ( 一 ) 風が 特に 強いだら うとい ふこと (二) 濕 度が 特に 少ないだ らうと 

いふ ことであった。 然るに 全國の 一等 測候所の 觀 測に 據る平 均した 結果に 就て 之を觀 ると、 意外 

にも、 前 三日間と、 火事の 盛であった 當該 三日間との 風速 並に 濕 度の 差 は、 それほど 著しく はな 

い。 非常に 著しい こと は 氣溫の 差で あり、 空 氣の溫 度の 差であった。 如何なる 時と 雖も、 前 三日 

間に 比して、 當該 三日間 (二期 平均 -—— 卽ち 二十 四時 平均) の 方が 火事の ある 日に は 著しく 氣 a 脏 

が 高い C 之れ が 著しい 現象で ある ことが 統計に 表 はれて 居る。 就中、 一 日中の 最高 氣 の 寺、 卽 
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ち 日中で 一 番氣溫 の 高い 攝氏ー 一十 度 を 超過した る 場合に 火事が 多い ことにな つて ゐる。 

併し 前述の 前 三日間と 當該 三日間との 風速の 差が 無い とい ふ 事 は、 して 此の間に 風速が 強く 

ない とい ふ 事で はない。 此點を 誤解して はならぬ。 不述績 線が 迫って 來る 間に 强ぃ 風が 吹き 績ぃ 

たこ ともあれば、 不連續 線が 通過した 後に 强ぃ 風が 吹いた こと も あり、 また 火事の 起った 時刻 は 

新聞の 記事に 依る もので、 決して 正確と は 一一 一一 n ひ 得ない から、 此 等の 點は輕 々に斷 する わけに は 行 

かぬ。 

正午 頃の 最高 氣溫の 時に 著しく 火事が 多い とい ふの は ( 一 ) 其 顷には 人々 が 山に 澤山 登って 居 

る 時で あり、 人間の 活動が 盛な 時で あるから、 焚火な ども 多い ことが 原因と なって 居る であらう 

し (二) また 一方から 觀 ると、 氣溫が 最高で ある こと は、 其 爲に濕 度が 減って 來て 居る とい ふ 事 

でも あり (三) 風の 强 いのは ざっと 正午 頃と なって 居る 關 係から、 風 も 重要なる 原因と 數へ 得る 

であらう。 

山火事の 原因に 就ての 研究 は、 先づ敍 上の やうな わけで あるが、 之れ を 要約す ると、 其の 原因 

は 何時でも 有る に は ある けれど、 火事の 種子 を 蒔いても 適 當の條 件がなければ 火事に はならぬ も 

のであって、 其の 適 當の條 件と いふ. の は  . 

一、 氣象狀 態 11- 卽ち 春季 三月 乃至 五月の 頃、 不述續 線の 通過す る ことが 重要なる 原因と なつ 


714 


てゐる こと o 

二、 統計の 結果、 氣溫の 上：： 升が 最も 至大の 原因と なって ゐる こと。 

である. - 故に 不速續 線が 迫って 來て、 氣溫 が攝氏 二十 度 近くな つた 場合に は 各地 方の 行政 宫廳ゃ 

消防 組 等で、 特に 警報で も發 して 之れ を 警戒す る やうに すれば、 山火事 は 相 當に豫 防す る ことが 

出來、 其の 災害 は 之れ を 低減す る ことが 出來 ると いふ 結論になる。 

仉し 之れ は 本州 內 のこと であって、 北海道、 樺 太、 臺灣等 は 別で ある。 

(昭和 七 年 一月 一日、 日本 消防 新聞，) 


シべ リア の 大山 火事 〔談 話〕 


山火事の ことで 調べて 居る と、 中には 色々 與 味の ある 話 も あるが、 山火事で 最も 大き いのは シ 

ベ リアに あった もの だ。 

それの あつたの は 一 九 一 五 年で ある、 地下 ニメ  — トルの 泥炭に 燃え付いて、 途に 其の 火事 は 其 

冬に 雪の下で 年 越 をした。 そして それが 爲に、 地下に 道が 出来た。 

其の 火事の 煙が 擴 がった 面積 は、 歐羅 巴の 三分の 二と いふ 大きな 廣さ であり、 其の 煙が 地を蔽 

うて ゐた 期間が 約 二 箇月に 1 り、 百メ  — トル 先 は 見えぬ 狀 態であって、 煙の ために 河の 船 は 通行 

停止、 鐵道も 運輸が 困難と なった こと もあった。 

マリン スク とい ふ處 では、 煙の ある 處へ 細かい 小： g が 降った 爲に、 その 煙が 濃厚と なった ので、 

獵師の 中には 窒息した 者が あり、 また 草木 は 枯れ、 家畜 は 死ぬ ので 食物が 無くなった。 

鳥 群 は 死んで しま ふし、 蜜蜂 や 昆蟲の 類まで、 或る 場所で は 皆無と なった 處も ある。 


色々 な 動物が 燒け 死んで、 其の 骸が 彼方此方に 見出され、 リス や 熊の 尻尾な ども 散らばって 居 

た。 

さう かと 思 ふと 嘗て 野獸 など は 居なかった 處へ、 澤 山の 野獸が 出て 來 たやうな 事も あり、 可の 

流木の 上に は、 リス や 熊な どが 這 上がって ゐ るの も 見えた と いふ。 

そして 此の 燒失 面積 は 丁度 プ II シァの 半分 位に 亙って 居り、 其の 損害 高 は 十三 億 マルクと 計上 

したと、 或る 科學雜 誌に 記して あった。 流石に 廣大な シベリア だけに、 山火事で も 其の 大きさが 

^ばれる。 (昭和 七 年 四月 十五 曰、 日本 消防 新聞) 


不述續 線と 溫 度の 注意で 山火事 を豫防 3 話-一 


これからの 三月 四月 五月 は 山火事が 多くて 損害の 多い 季節で ある。 大正 十四 年 三月 十 一 日な ど 

は 午前 十 一 時 前後に、 東 は 靜岡縣 から 西 は 九州に わたって 太平洋に 向って 南面して 居る 地方に、 

一時に 五十 何箇 所に 山火事が 起った。 こんな 事 は 珍ら しい 事で あるが、 しかし 我國 では この 三月 

間が 毎年 山火事の 最も 多い 季節で、 その 發火 時刻 はまた 正午 頃に 最も 多い。 

この 山火事の 莫大な 損害が 豫防 出來れ ばと 考 へたので、 統計的に 研究して 見た が、 濕度、 風速 

等の 影響で 山火事の 起る 事 も 多い らしい が、 ■ これらの 物と 山火事との 關係は 複雑で、 研究が. is:- か 

なか 厄介で、 一番 簡單に 解る の は 不連續 線と 氣溫と 山火事との 關係 である。 山火事 は 元來が 人間 

の 不注意に よって 起る ので あるから、 この 二つの 物と 山火事との 關 係が 解れば、 これによ つて 警 

報で も發 する 事が 出来れば、 山火事の 莫大の 損害 も、 餘 程の 程度まで 防禦 出来ようと 思 ふ。 

我々 の 行った 統計の 仕方で は、 この 我國で 山火事の 一番多い 三月 四月 五月の 季節に は、 不速續 


線が 日本海の 方から 進んで 來て、 日本の 陸地 を 越えて 太平洋の 方へ 抜ける、 さう いふ 時に 日本 全 

國ー齊 に 山火事の 起る 場合が 多い。 それからもう 一 つ は その 日の 最高 氣溫 が攝氏 二十 度を越え る 

場合、 若しくは 夕方 午後 六 時 頃の 溫 度が 攝氏 十五 度を越え る 場合に、 山火事が 全 國ー齊 に 起る 事 

が 多い。 特に 前日の 晚溫 度が 攝氏 十五 度を越え、 翌日 も 同様なら 山火事 は あちこちに 起る。 故に 

この 季節に は 不連績 線が 日本海の 方から 段々 日本へ 接近して 來る 時に 特によ く 山中での 火の元に 

注意し、 また 溫 度が この 危 險な溫 度、 卽ち 十五 度 二十 度と いふ やうな 溫 度に 近づいた 時には 特に 

山中での 火の元に 注意 すれば、 餘程 の 程度 ま で この 季節の 山火事 は豫 防出來 て 損害 を少 なくす る 

事が 出来ようと 思 ふ。 これからの 山火事の 季節に は、 各方 面で 特に この 事に 注意され て 損害 を少 

なくして 戴き 度い。 (低 氣壓が 日本 を 通る 時日 本に 火事が 多い 事 は、 九州 大學の 鈴 木淸太 郞氏ダ 

研究され て 居る、 我々 の 研究 は それと 聯關 して 居る ものである) (昭和 八 年 二月 十一 一一 日、 報知 新聞) 


室 戶の奇 現象 S 話〕 


土 陽 新聞に 御 連載の 窒戶岬 方面 被害に 關 する 記事 有益なる 資料と して 愛讀 致しました、 右に 就 

き 是非共に 示敎に 預かり 度き 件が 御座いまして 御 伺 ひ 申 上げる 次第で 御座います。 小生 東京 帝國 

大學 地震 研究所の 所員と して 前に 地震の 際に 觀ら る、 發光 現象 又 東北 津浪の 際に 生じた 發光 現象 

に關 して 若干 未熟の 研究 をした 事が あり、 その やうな 引合から 古 來往々 記錄 されて ゐる 暴風 時の 

光 現象に も 興味 を 持って 居りました、 今囘 貴下の 御 記述 中に r ト ウジが 立った」 云々 の 事項 を拜 

見して 多大の 與味を 喚起され た 次第で 御座います、 もし 右 現象に 關 してもう 少し 詳細の 資料 を 得 

られ k ば 學術上 有益なる 事と 存じます。 漁民 等の 觀察 にて は 中々 要領 を 得難き 事と は 存じます が 

もし 御 聞 取に なった 箇條の 細大の 記錄を 頂戴す る 事 を 得ば 大 幸と 存じます。 

一 、 光の 見えた 時刻と、 その 繼績 時間 (瞬間 的 か 持 續的か 間歇 的 か 等) 見えた 囘數は 一 囘か數 

间。 


一、 光 は 海水 中卽ち 海面 下 か、 海面 上より 發し たか、 或は 空中より 發 する 如く 見えた か 一 

一、 光の 發 した 光源と 思 はる、 場所の 位置、 又 方角、 その 廣さ (數町 四方 か、 數里 四方？)、 一 

光源 は 一 箇所 か數 箇所 か  一 

一、 光の 強さ、 色 合、 光った 部分が 一様に 光る やうに 見えた か、 斑 又は ii 狀に 見えた か ^ 

一、 光 を 見た 人の 位置、 見た 人の 職業 大凡の 年配、 教育 程度  一 

その外  一 

右箇條 中には 旣に贵 稿 中に 明示され てゐる もの もあります が 念の 爲幷 記しました。  ， 

一 

(昭和 九 年 十月 二十日、 土 陽 新聞) 


第七卷 補遺 
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遣 捕 卷七第 


手帳の 中より 二 句 

大正 七 年 八月 二十日 夜 

稻妻ゃ 妻 は 芝居 の 夜もすがら 〔第 ±lii 三 莨き 0 

大正へ 年 十二月 十二 日 〔第 十三 卷 一七 八 頁 照〕 

拾 ひ 得し 命 を 惜し _ む 火燒哉  
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酔 ^  (季題 別) 


秋の 都 

天 文 

稻 妻 稻妻ゃ 妻 は 芝居の 夜 もす が 


冬 の 都 

人 事 

炬 ^拾 ひ 得し 命 を 惜しむ 火 健哉大 A 
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遗捕卷 七 第 


S 澧 寺 


手帳の 中より 

遠山に 殘る雪 

枯 芝に 生ふ董 

さすらへの 旅 衣 

ひるが へす 春の 風 

广 昭和 二 年) L 笫 十一 一一 卷四七 九頁參 照〕 
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手帳の 中より 

か あか あ 鴉に 日が 暮れり や 

峯 のお 寺に 灯が ともる  . 

月の す k きが 招いても 

坊やの 母さん 歸り やせぬ 

(昭和 十 年) 〔笫 十一 一一 卷七 一一 一三 頁參 照；！ 
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遣 浦' さ • 七笫 


禾  歌 


手帳の 中より 七十 五 首 

六 年 五月 十日 石 原 君に 

藍色に すみて 風な き 湖の 上に 眞 白き 船の 波 を. S>{ き 行く 

綠萌 ゆる 湖の 畔 りの 草原に あまた 群れ 居て うたげす る 見 ゆ 

紅の もすそ 折りし き 草原に うれしむ 乙女 等 ひれふる が 見 ゆ 

隧道 を 出 づれば 春の 國 ありぬ 李 かをりて 遠き 湖 見 ゆ 

外 國の春 は 淋しき しか は あれ ど 此の 國の 春に 心 慰む 

彼の 國の春 はとはな り 君が 歌の 林檎の 圜は吾 も 見 つらめ 

谷 蔭の 葡萄畑 をめ ぐらして 石垣 低く 木戶斜 なり 

眉に せまる 峯の 氷河に 夕日して 綠の谷 はすで に 暮れ く 


72? 


汽車の 窓に 迫りて 黑き 樅の 木の 梢に 高く 

靴の 上に 靴 足袋 はきて 氷の 野に 行き 惱む 


氷の 野に 憩 ひて あれば 底知れぬ 

まのあたり 氷河の 見 ゆる 一 つ 家 


五月 十六 日 藤 原块平 君に 

我 は 世の 幸 を こそ 思へ いか なれ 

風なくて ひなげし の 花 そと 散り 

我れ 死なば 人 や は 笑 ふかくて あ 

我が 病 癒えで 此儘 あれ かしと 思 

泥 鉢の 土 を やぶりて もえ 出づる 

我が 胸に 溢る 、血潮 思 ふ 儘 土に 

文よ めば 心 慰む さは あれ ど 文よ 


氷の 奥に 

の 庭に 憩 


水 河 か ^ る 見 ゆ 

人 を 見れば を かし も 

r 第 七 卷四五 九頁參 照〕 

水 音 聞 ゆ 

へ ば 汗 を さまり ぬ 

(大正 六 年) 〔第 十三 卷 一 七 一 頁參 照〕 


ば 世の 人な ベ て 我に つれな き 

ぬ緣の 日向の 金魚の 鉢に 

れば人 や は 憎む さも あらば あれ 

ふ 夕の なきに しも あらす 

二葉 を 見れば 心 うれしむ 

注がば 心安から め 

むの みぞ 餘り 淋しき 
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(大正 六 年) 〔第 十三 卷 一 七 ニ頁參 照〕 


七 年 七月 三日 

我が 庭に ふさ はしき もの は 萩 芒 律 も ありて 心の 

我が 好む 秋の 草々 植ゑ 了へ て 見れば うれしき さ 

宵闇の 書齋 に 入れば 窒の內 に 籠る 木の香の ひた 

棚の 上に 並ぶ 書物の 靑き 赤き も 美しと 思 ふ 春の 

新しき 敷物し きて 二日 三日 うれしく は あれ ど 心 

七月 三日の つ き 

我が 植 うる ^ 白获 女郎花 子等 は うれしみ 水 注ぐ 

何もな き 庭 を 佗びし み草植 うと 瘦せ たる 土 を 掘 

荒 庭の 土 掘り 居れば 色 " の 物が 出で 来て 心伦び 

草植 うと 土 掘りく だく 餓の 先に 二 つ になり て朽 

へ 大正」 


ま X 

れど 

と 迫 

夜 の 

落 居 

な， り 


に 

淋しき 

り 来る 

灯に 

ぬ 


だ 


も 


し さ 

ちた る 小 櫛 

ハ年) 〔第 十一 一一 卷 一 七 二 頁 參照〕 
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七 年 十 一 月 一 

さやかなる 焰の音 

I > う — ヽ と 力す 力 

鼓 瑯の綠 美しき 爐 

スト— ヴに足 をの 

ス ト ー ヴに文 見て 

たのし さは ス -.^ — 

外つ 國の ありし 團 

スト— ヴの燃 ゆる 

スト— ヴの 燃えさ 


夕 待 


十一月 十 

雨 淋しき 頃 を 

き 夕げ のむ し 


日夜 蚩曰 齋のガ ス スト— ヴ 

を 聞き 居れば 文讀む 

に 燃 ゆる 火の 音に 夜 

の 中に 赤く 燒 けたる 

ばして 火の 中 を 見 詰 

居れば 妻 も 来て 好め 

ヴの 火の 燃 ゆるへ に 

築も樂 しかれ ど 我家 

は 樂し戶 の 外に. g し 

かるな ベ に 風 ありて 


の 11 にて 

からに 心 落 居る 

の 寂寞 は 胸に しみ 入る 

柱 並み居る 

めて 居れば 冬は樂 しき 

る 菓子に うまき 茶 を \ ^みぬ 

好める 畫帳 ひろげ 見る とき 

の爐 火に しく もの はなし 

ぶく 夜 は 更に 樂 しき 

壁に 生けた る 菊の 葉う ごく 

(大正 六 年) 〔第 十三 卷ー 七三 頁參 照〕 


一 人 居て 妻 待つ とい へば 早歸 り來ん 

ろ 眼に 浮びて. m の 大路 を 急ぎ 歸り來 る 
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遣 補 卷七第 


紅の 鮪の 肉 は 美しき に 防風の 綠 大根の 雪 

(大正 六 年， ：- f 第 十一 11 卷 一 七 四頁參 照〕 

浴室 (大正 八、 1 一月 十三 日) 

ベ コ 一一 ァの 霜に 枯る、 が 悲し さに 湯殿に 澄き て眺 むる 今日は 

〔第 七 卷四六 ニ頁參 照〕 

湯浴み 果て X 手桶に さめし 湯 を 少し 小鉢の 草に 流して やりぬ 

〔同 前〕 

湯煙り に 籠れる 糠の 香 を かげば い とけな き 日 の 故里 戀し 

〔同 前〕 

湯煙り に 窓の がらす は 曇り つ -.-p; り 落つ る 溫き露 はも 

〔同 前〕 

湯煙り の 禍卷き 上る 湯の 上の 小 窓の 外 は 雪 ふりしきる 

〔同 前 〕 

硝子 戶は 露に くもりぬ おろく に 映る 驅は 我が 現し 身 か 
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〔同 前〕 

据 風呂の 火口 ゆ 炭の こぼれ 落ちて 光る と 見れば やがて 消えけ り 

〔同 前〕 

硝子 戶に兒 等が 描きし 指の あとの 父の 似 額の 鬚 見れば 悲し 

〔同 前〕 

何となく 心に しむ も 冬の 夜の 湯船に 汽車の 笛 聞く 今夜 

うら & に 澄む 溫 泉の 湯船の 湯の 中に 朝日 さしけ り 山の 峡間の 

おのが じ \ 物 云 ひ 歌ふ錢 湯の 片隅に 我は默 りて 居たり 

番臺の 湯屋の 娘に もら ひたる 釣錢の 銅貨 は つめた かりけ り 

〔も. P  〕 

越えて 來し 幾日の 船路し ぬび つ X 湯殿の 窓 ゆ 湯 見る 今 は 

二 年の 旅路 は 果て \ 今 こ i の 風呂に はいりぬ 日本の 風呂に - 

絡え て 久しき 我家の 風呂に 入り 居れば いとけ なき 子が 物 云 ひに 來る 

(大正 八 年) 〔第 十三 卷 一 七 四頁參 照〕 
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遺 補 卷七第 


幼稚園に 見知らぬ 子等と 群れ遊ぶ 我 子 を 見れば 胸 迫り 来る 

〔第 七 卷四六 一一 一頁參 照〕 

幼稚園に たまく 來 たり 人の子の 中に 交じりて 我 子が 居る も 

〔同 前；" 

いたいけ に 小さき 人の 國に來 て 何 か はしらす 淚 流しぬ 

〔同 前〕 

子供 等の 手拍子と りて 歌うた ふかた へ に 我は淚 ふき 居り 

〔同 前〕 

幼稚園の 遊びの 庭の 片隅に 猿 も かひけ りに くき 小 猿 を 

〔同 前〕 

敎 場の 壁に かけた る 子供 等の 繪を 見て 居たり 淚 流し て 

〔同 前〕 

幼稚園に 子 を 達り 来て 春寒き 梅^く 門の 屮も視 きぬ 

(大正 八 年) 〔同前、 第 十一 一 一卷ー 七 五頁參 照〕 
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大正 八 年 五月 一 ョ 

子供 等と 晝餐 をし 居れば 窓の 外 を もの 騷 しく 電車 は 通る 

子供 等 は 皿の 蘧 をめ づら かにう ちま もりつ 乂 フ ォ ー クを 取らす 

北！：： なる 食卓に して 母と 娘の 唯 ひそ やかに 物 食 ひ 居たり 

ナ フ キ ンをこ 、だ 干した る 物干の 下 は 土 辨に蔦 生 ひ 茂る 

近き 都 大路に 若葉 i 明 ゆる 並木の 名 を 子等に 敎へ つ.^ 

公園の 人 を 許さぬ 芝の ヒ に黑大 一 匹 ころがりて 居り 

此の わたり 人 疎らなる 杉 木立 小暗き なべ に 木每花 さく 

園丁 は 樹薩の 土 を 掘り 居たり 溢れる 土の 否 は 迫り 來る 

一き 棚の 下に 集 ひて 人 あまた 藤 は 見やらす 鲤を 見て 居る 

金 鷄を追 ひ 退けて 誇りが に簡 鳥の 雄 は 羽ばたき しけり 

人の子に 物 云 ふが ごと 物 云 ひぬ 搵は 猿に 餌 を やりな がち 

(大 八 年) 〔笫 十三 卷 一 七 六頁參 照〕 


〇 
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羽蟻 燒 くと 石油 を 注ぐ 木の 株の 割目の 中に 蠢く 羽蟻 

木の 株に 注ぐ 油の 光る 中に 黑く かたまりし 蟲の躬 あはれ 

• (大正 十 年 50  〔第 十一 一一 卷ニ五 五頁參 照〕 

「雪 子の 日記」 から  . 

退院 も 間近くな りし 枕邊 に^き 殘 りたる シク ラメ ン の 花 

(昭和 七 年 十二月：) 〔第 十六 卷 三 一一 一七 頁參 照〕 


第 十五 卷 補遺 


遺補卷 五十 第 


七 A  (捕 遣 七 〇) 

明治 三十 七 年頃 本鄉 ffi 駒 込 千 駄木町 五 七 夏 目 金 之 助 氏へ 〔捲 はがき 投函 せずにあった もの〕 

〔输 の餘 白に〕 

昨夜から ひどく 熟が 出まして 今日 もま ださめ ません。 いろんな 美しい 幻像 や 恐し い 錯覺が 眼の 

前に チラく する 様です 之れ を鎗 葉書に したら 面白いだ ろうと 思 ふけれ 共 起 直って かく 勇 氣がぁ 

りません。 

二月 七日 

体溫 四 〇、 四 

四 五 A  (補遺 七 一 ) 

明治 四十 二 年 三月 十一 日 木 シン ガポ ー ル より 〔給 はがき 明治 四十 二 年 五月 二十 七日 「國民 新聞」 より〕 

印度人の 皮膚 は 印度の 天地に よく 調和して 居る とい ふ 事を發 見し ました。 

七0<" (補 遣 七 二) 

明治 四十 二 年 五月 四日 火 ミラノより 〔檢 はがき 明治 四十 二 年 五月 二， v 七日 「國民 新聞」 より J 

昨日 はゼ ノバに て カム ボ サン トの 墓場 を 見、 今日は ミランに て 大迦藍 を 見物 致し 候。 伊太利の 

新綠は 美しく 屋根の 赤 瓦 も 美しく 御座 候。 
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七 一一 A  (補 遣 t 三) 

明治 四十 二 年 五月 六日 木 午後 三時 伯林より 「給 はがき 明治 四十 二 年 五 n 二十 七日 「國民 新聞」 より〕 

今朝 伯林 安^。 唯今 チア ガル テンの 茶店に て 樂隊を 聞き 乍ら 紅茶 を 一杯 飲み 候。 暇 を 得 候 はぐ 

瑞 西の 印象 錄 でも 差 出度と 思 居候。 

二 五 4JA  (補 遣 七 四) 

大正 二 年 九月 二十 五日 木 川 W 鐵彌 氏へ 〔昭和 八 年 十一月 「浦 門 川 E 先生 仝 集」 より〕 

謹；^;: 陳者御 母堂 樣久 御病氣 の 處御 養生 不被 爲叶遂 に 御 永眠 被 遊 候 由 本日 の 朝日 新聞紙 上 に 

て 承知 致 驚 入 申 候 御 一 同樣御 愁傷 御 落 膽の程 御 遙察申 上 候 小弟 も 先日 父 を 亡 ひ 候が 生前 は 始終 遠 - 

隔 致し 居り 何時 迄 も 存生 致す 様の 心 持に て刖 段の 扶養 も盡 さす 今更 殘 念に 存 居候 貴兄に は 平素よ 

り 御 孝養 厚く 候 事故 左様の 御 遺憾 も 少 か る ベ くと 存候 へ 共 御 胸中 色 え 御 推察 申 上候樣 の 次第に 御 

米 候 

先 は 右 不取敢 御吊詞 迄匆. -申述 候 不備 

九月 廿 五日  寺 田 寅彥拜 

川 田 大兄 玉 机下  . 

二 九 七 A  <. 補 遣 七 五) 
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遣 捕卷五 


大正 六 年 十一月 〔印刷せ る はがき〕 

謹；^:: 先般 妻 寛 子 死去 之 節 は 早速 御 懇篤なる 御 吊 慰 を 辱う し 御 厚情の 段 一 同 深謝 一能 在 候 今般 忌 

明に 付 不取敢 御 禮申ヒ 度 如 此に御 坐 候 敬具 

七-一九 A  (補遺 七 六) 

大正 十二 年 十月 本郷 _ぉ 駒 込^ 町 ニー 一より 〔印刷せ る もの〕 

震災に つき 御懇に 御見舞 下さいまして 難 有う 御 坐い ました。 厚く 御禮申 上げます。 私 方で は 幸 

に 一同 無事に 災難 を 免れ、 住家に も 格別の 損害 もな く、 其 後 も 皆々 障りな く暮 して 居ります から 

何卒 御 安心 下さいます やうに 御 願 致します、 早く 御 返事 御 禮を申 上げる 害でした が、 震災 調査の 

ため 日々 出歩いて 居り ましたの で 取 紛れ 意外の 御無沙汰に 打 過ぎました。 どうか 御 宥しを 願 ひま 

す。 

右お くれながら 御 禮迄申 上げます。 

一三 四 四 A  Oi 遗七 七) 

昭和 六 年 111 月 十九 B 木 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 米國 加州 パサディナ 市 高嶺 俊 夫 氏へ 〔昭和 十一 年 一一 一月 「w 心 

想」 より〕 

一 番 愉快な の は 花屋の 店先 デバ ー ト の花賣 場な どが 急に 目立って 百花 競妍の 狀を呈 して 來た事 

で 之 を 見る といよ- 春が 来たと 思って 子供の 様な 喜び を 感じます。 
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庭の 方 はま だ 丁子の 外 は荅が 固くて 一 向 春ら しく もありません が 箱に 植えた ヒア シン スゃ チュ 4 

1 リップ はもう 疾に土 を 破って ニ寸 位の 綠を 天に 向って 流出 させて 居ります。 それで 楓の 美しい 7 

淺綠の 若芽が 吹き出す の ももう さう 遠い 事で は あるまい と 思 はれます。 

一三 六 九 A  (補 遣 七 八) 

昭和 六 年 七月 二十 八 B 火 和 蘭ゥト レヒト、 ホテル ペイ バ 高嶺 俊 夫 氏へ 〔うつし〕 

御手 紙 難 有 拜見致 候。 ゥ トレ ヒトに 暫く 旅装 を 解かれ 候 由 小生 も 一 度參り 市外の 氣象台 を參觀 

した 事 を 想 出し 候 へ 共 他は茫 乎と し て 正に 夢の 如き 記憶し か 無 之 候。 

盛んに 空中 御 飛行の 樣子拜 承 此れ は 少しば かり 羨し く 存じ 居候。 航空 研究所の 新築 落成式 を 先 

日擧 行せ し 際 同所 創立 以來 最故參 の 所員の 名 を讀み 上げて はパチ くと 拍手す ると 云 ふ 妙な シ ー 

ン あり、 其 際 小生の 名前 も讀 上げられし 由 (小生 はこ わい から 欠席し ましたが) 鬼 も 角 もさう 云 

ふ 肩書 を 持ちながら 一度 も 飛行の 味 を 知らぬ の は 一種の 職務 怠慢で はない かと も考へ 居り 候處貴 

兄に 先鞭 をつ けられい よく 顏色 なき 事と 相 成 候。 

小生の 生活 は 依然 如舊で 時ぶ 何の 爲に 生きて 居る のか 分らなくなる 事が あります がさう かと 云 

つて 死にた く は 少しもない のでなる ベ く 自分で 自分 を 胡麻 化して 今に 何 かい 、ことがある かも 知 

れんと 云 ふ 事に に 一て 美人 を 天の 一 方に 望む やうな 心 持で 其 日く を暮し 居候。 

どうも 胃の せいか 毎夜 明 方に いやな 夢ば かり 見る のが 閉口に 有 之 候。 今朝 はなんでも 三人 共謀 

で 誰れ か を 暗殺す る ことにな つて 短刀 を懷に 入れて 出かけた のが どうしても 其逐 行が いやで 堪ら 


遣捕卷 


すそれ を 止めれば 仲間へ の 義理が 立た す 犬に 煩悶して 居る 中に 眼が さめよ くく 考へ て 見る とそ 

れが 夢であった ので 始めて 安心し 事實 でなかった 事 を 天に 感謝した いやうな 氣が 致し 候。 前日 ス 

ピノ ザの 事 を 讀んで 彼が 暗殺され 相になる 事に 神經を 刺激され たのが 一 因 をな した かと 思 はれ 候 

〔中略〕 

夏 は 不相変 何 處へも 行かす に 天氣の い 、晚は 神 田 上野と ぶらくし 割引 映画で も 見て は 人世の 

はかな さ を 嘆 じつ 、寢 てし まふ 事と 存じ 居候。 

やっと 天氣 になり 同時に 暑くな つたが それでも 例年と は 比較に ならぬ 凉 しさに て暮 しょく 但し 

米 は 高くなる 事と 存候。 

子供に 海水浴 を ねだられ どうした もの かと 研究 中に 有 之 候。 此れが 毎年 夏になる と 襲来して 來 

る 一 大低氣 圧に 有 之 候。 草. -。 

一四  一二 A  (補遺 七 九) 

昭和 六 年 十二月 II 一十 B 水 午後 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 府 F 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 一一 一四 武者 金 

吉 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 御手 紙 難 有 拜謝致 候、 御 病 氣其後 如何 哉 何卒 御大 事に 願 上 候 

宇 土 半嶋の 地震 は晝 間にて 殘念、 尤も 餘り 材料が 增 して は 大兄 を 忙殺させる かも 不知と 存候好 

笑、 

いづれ 明年 拜 眉の 上 万よ 可 申述候 不盡 
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十二月： t: 八 n 

一四 mllA  (補 遣 八 〇) 

昭和. p 年 三月 一一 IB 木 午後 八 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉氏 

へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 宫 崎の 魚類の デ ー ク 大変に 面白く 拜見 致しました。 寫 した 上で 御 

返し 致します。」 先日 Galli の paper 中で 讀ん でから 申 t げ ると 御 約束した のが、 何の 問題で 

あつたか、 すっかり^ 忘れ 致しまして。 紙片 を はさんであった 處を 見ても 思 出せす 汗顔の 至で あ 

ります。 どうい ふ 点の 問題でした か、 どうかもう 一度 御 しらせ を 願 ひます。 

右 御禮旁 草え 不盡 

三 月 三 日 

一四 五 二 A  (補 遣 八 一) 

昭和. P 年 六月 IB 水 午前 八 時 —十二時 本 靠區駒 込 曙 町 二 四より 府： 卜 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉氏 

へ 

謹啓 先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 いよく  15- 搞 完成の 由 大慶と 存じます、 

扱て 本日 「むし 倉 日記」 とい ふ 本 (信 濃 敎育會 編、 長 野 巿信濃 毎日 新聞社 發賫、 定價 七十 五. 戔) 

をの ぞいて 居たら 其 五三 頁に 地震の 時 「陽氣 とい ふて 地中より 火玉の 如き もの 出る 事 あり」 云々 
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遣被卷 五十 第 


の 記事 あり。 御 參考迄 こ 

吾^ r の 記事 あり 其 中に 

ほ 詩、 眷何 f  t 在 is^snHO:u" 

^にお aif つ あで れ まませ ひもし 右 新聞の ありさうな I 心ず^! STSI やま、 す 

右二 件 御 報 迄 草よ 

五月 卅 一 日 

武者 金吉樣  寺 田寅彥 

二 仲 「地震」 の 貴 槁拜見 致しました 

一四 五 二  B  (補 遣 八 二) 

昭和 セ年 六月 一 B 水 r;^  二 時 $區駒§ 町 二 四より 府ド杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 一一 i 武者 金吉氏 

(^便 追加) 

同 一  五 頁に 「大 養の 時 强く薩 の 如く 光りて 鳴、 地震し けりと 云。 l^^ll  i 

PHP 光 n: 漏： pf,l--sfpaM 見 


4 
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右 追加 迄 草.. 

六月 一日 

一六 七 六 A  Ci 遣， へ 三) 

昭和 八 年 九月 九日 土 田 中茂德 氏へ 〔はがき 昭和 十一 年 三月 「思想」 より〕 

謹啓 御無沙汰して 居ります。 扱て 發光 動物 中で Cypridina とい ふ もの X 事が 大分 研究され て 

居る やうです が、 此れ は どんな 動物で しゃう か、 叉 日本で も 得られる もので しゃう か、 御 示敎願 

はれ \ ば大 幸と 存じます。 右 要 事の み、 草々 不 1： 血 

一八 二 五 A  (捕 遣 八 四) 

昭和 九 年 五月 十日 木 午前 八 時-十二時 本 郷區駒 込-啜 町 二 四より 麻布 區新堀 町 g:^ 藤泰丸 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 凾^ 大火に 關 する 文献 四 件 御 送 被 下 難 有 拜見致 候 貴重なる 參考 資料と して 熟讀致 度と 存 

居候 右 不取敢 御 禮迄匆 々申述 候 不盡 

五月 九日 

ニー  八 九 (： 補 遣 八 五) 

昭和 十 年 十二月 =IB 火 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 祌 W 區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 小 林 男 氏へ 〔代 ffio 

拜； ^"昨日 は大變 結構な もの を 頂戴 致し 誠に 有難う ござ ゐ ました。 然し 何分に も 病中の 食 眛の倒 
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遣 補卷五 


錯 にて 充分がん 味す る ことが 出来す 殘 念でした が、 御 親切の 志 は大變 有難う 存じます。 尙御 親切 

に 甘へ て 一 つお 願 ひしたい 事が あります。 夫 は 苺の シャ ー ベ ット叉 は 之が 無ければ 苺の アイス ク 

リ— ムが 欲しくて、 銀座 邊を 探して 居ります が 未だ 見つかりません。 一 流の レストラン 等で はも 

う 出て ゐる かもしれ ません。 若し 御心當 があって どこに 有る かが 解れば 一 寸御 電話に て 御知らせ 

願 へ れ ば大變 有難く 存じます。 甚は千 疋屋邊 にもう 出て 居ります ので 家で つくって つくれぬ こと 

も 無いで せう が、 到底 滿 足な もの は出來 ぬと 思 ひます。 

先 は御禮 並に 御 願まで 早々 

昭和 十 年 十一 一月 三日  寺 田寅彥 代理 

一一 I 八 六 A  (補 遣 八 六) 

年次 不詳 (明治 四十、 四十 一 年 顷？) 安藤 廣太郞 氏 へ 〔昭和 十 一 年 三月 「思想」 より〕 

謹啓 扨て 熱線 吸 收實驗 の 結果 取調べ 候處 (表 ある も 省略す) 此の 如く 不 確なる 結果 故餘り 信用 

出来す 候、 殊に 光源 は ラム プ故 なほ 更 太陽の 場合に は 適せす 候、 其 他の リ テラ チュ ァ ー も 調べ 候 

へ 共餘り snf.lusive ならす、. 寧ろ 使用すべき ガラス 板に つき 日光に て 直接 實驗の 上 厚さ を 定め 

た 方が 宜 敷かと 被存 候、 今度 參 上の 節 日光 あれば 試 驗の上 決定 致 度と 存候、 先 は 右 不取敢 用事 迄 

草々 
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明治 十 一 年 (1878) 

十一月 一 一十 八日 東京 市 麴町區 平 河 町 三 丁目で 生れた。 父 は 利 正、 母 は龜。 最後に 生れた 唯 一 人の 男子 

である。 長 姉 钩は旣 に 別 役 俊 夫に 嫁し、 次 姉 幸 は 後に 伊野部 正褒に 嫁し、 季の姉 茂 尾 は 夭折し 

た。 父 は 宇賀 氏、 寺 田家の 養子と なった。 高知縣 士族で 陸軍 會計 監督。 河 村雨 谷に 學んだ 文人 

畫を かき 雅號を 五雲と いった。 又 茶の湯 を嗜み 流儀 は 裏千家であった。 西南 戰 役に 從軍後 東京 

に假寓 して ゐた。 寺 田家 は 代 々高 知に あった。 

明治 十二 年 0873  二 歳 

父が 名 古屋鎭 臺會計 部長 に轉 任に なった ので 同地へ 移った。 

明治 十四 年 assn 四 歳 

父 は 熊本鎭 臺へ轉 任に なり 單身 赴任した。 祖母、 母、 姉と 共に 鄕里 高知大 川筋の 家へ 移った" これ 

から 四 年の 間 父に 逢はなかった。 

明治 十六 年 六歲 


土 佐 郡 江 ノロ 小學 校へ 入學 した。 . 

明治 十八 年 0885) 八歲 

父が 東京の 陸軍 士官 學校會 計 部長に 轉任 になった ので 一家 上京し、 織町區 中六番 町に 住んだ。 番町 

小學 校に 通った U 

明治 十九 年 (1 ま 6) 九 歳 

父が 返 役に なり、 五月 東海道 を 人力 率に 乘 つて 高 知へ 歸 つた" 言語が ちが ふので 村童に いぢめ られ 

た 0 

明治 二士 一年 (1889)  ±ー 歳 

十二月 祖母 政が 七十 四 歳で 死去した。 

明治 二十 四 年 (1891) 十四 歳 

肺尖 カタル を ゎづら つた。 

十二月 頃 顯徵鏡 を 買って 莨った。 ， 

明治 二十 五 年 (1892) 十五 歳 

病氣 のた め 前年から 休學 して ゐ たの を 二月 頃から 登校す る やうに なった。 

八 月 髙知縣 立 尋常 中學 校へ 人學 した。 中學に 入って から 「佳人の 奇遇」 「經國 美談」 「歸 省」 など を 

讀み、 又 「レ- ミゼ ラブ ル」 や 「リンカ ー ン傳」 などに 印象 を 受けた。 

明治 一 一十 六 年 ai) 十六 歳 

十二月 一つ 年上の 甥 別役勵 夫と 共に 室戶 崎へ 旅行した。 

明治 二十 九 年 a§6) 十九 歳 


七 月 中學を 卒業して 熊 本の 第五 高等 學校 第二 部へ 入學 した 父の 意見に 依り 將來 工科 又は 農科 を修 

める ためで ある U 

九 月 熊 本の 習學 寮に 入った リ 

此 年長 崎に 遊んだ リ 

高等 學校在 學中夏 H 漱 石に 英語 を學 び、 俳句 を敎 はった。 又、 田 丸卓郞 に理學 を學ん だ。 

明治 三十 年 (1897;-  二 ト 歳 

七 月 二十 II 日 阪井重 季の女 夏 子と 結婚した。 

明治 三十 一年 a89s)  二十 一歳 

五 月 九日 田 丸 卓郞を 訪ひゲ アイ ォ リンの 彈 奏を聽 いた。 十九 日八圓 八十 錢を 投じて ゲ アイ オリ ンを 

購ひ、 龍 田 山へ 登って これ を 弄んだ。 

九 月 特待生に 選定され た。 

十 月 S 目漱 石の 家に 運座の 催が あって 出席した。 句 稿は徽 石に 依って 「ホ トト ギス」 「日本 新聞」 等 

に 寄せられた〕 これが 俳句の 發 表された 最初で ある。 

明治 三十 二 年 (1899)  二士 一歳 

九 月 東京 帝 國大學 理科 大學 物理 學 科へ 入 學 した。 父の 希望 は 工科で あつたが、 高等 學 校在學 中に 理 

科 志望の 決心 を 固め 父の 同意 を 得た ので ある。 上京して 谷 中の 寺に 下宿した = 上京 後 間もなく 

夏目漱 石の 紹介に よって 根 岸に 正 岡 子規 を 訪ねた。 

ひ 牛  十月 r ホトト ギス」 に 短文 「星」 〔第一 卷三ー 頁〕 が 十一月、 「祭」 〔笫 ー卷 一一 一二 頁〕 が揭 載され た。 

I や  これが 文章の 發 表された 最初で ある。 
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九 五 二 


後に 本 郷西片 町に 家 を 持った。 

理科 大學に 於て は 田中舘 愛橘、 長 岡 半 太 郎等に 學ん だ。 

明治 三十 三年 (1900)  二士 一一 歳 

九 月 八日 夏目漱 石が ィ. ギリスへ 留學 の途に 上った。 

「ホ トト ギス」 に 短文 「車」 〔第一 卷三五 頁 J が 掲載され、 正 岡 子規の 賞 讚 を 受けた。 

十 月 r ホトト キス」 に 「窮理 日記」 【第一 卷 一一 一八 頁〕 が揭 載され た。 此の頃 は 「牛 頓」 の 名 を 用 ひて 

ゐた。 

明治 三十 四 年 (1901) 二十 四 歳 

月 妻 夏 子 は病氣 のた め 鄕里高 知へ 歸り種 崎で 療秦に 努めた。 

月 二十 六日 種 崎に 於て 長女 子が 生れた リ 

月 休暇に て 歸省中 肺尖 カタル を ゎづら ひ、 十六 日 高 知縣須 崎の 濱へ 療秦に 行った。 此のた め 一 年 

間休學 した U 

十二月 三十日 高 知へ 歸り 越年した。 

明治 三十 五 年 0900  二十 五 歳 

一 月 十九 日須 崎に 行った。 四月まで 療養 を續 け、 其 後 高 知の 自宅へ 歸 つた。 健康 を 恢復した ので 新 

學 年から 出校す る こ ととな つた。 

八 月 末 上京し、 小石 川 直 原 町 十六 番地 鹽谷 方に 假寓 した。 

九 月 初の 一週間 餘り江 之島逗 子に 遊んだ。 

十九 日 正 岡 子規が 枝した。 二十 一日の 葬儀に は大龍 寺へ 行って 燒 香した。 


みかつ さ く ま 

十一月 十五 日 妻 夏 子が 死去した。 翌日 郷里に 向 ひ、 十九 日 初 月村久 萬の 墓所に 埋葬した。 神葬で ある „ 

二十 六日 鄕里を 立ち、 二十 八日 東京へ 歸 つた。 

士 一月 末 興 律から 修善 寺へ 數曰 遊んだ。 修善 寺で レ ー リ ー の 「音響 學」 を眈讀 した。 

明治 三十 六 年 (1903)  二十 六 歳 

一 月 二十四日 夏目漱 石が 西洋から 歸 つた。 其 翌日 漱石 を訪ひ ロンドンの 話な ど を 聞いた U これから 

屢、、 其の 家に 出入した。 

■ 七 月 大學を 卒業して 大學院 に 入り、 實驗 物理 學を 研究した。 

文部 i 悟 火豫防 調査 會 から 海水 振動の 調査の ため 高知縣 下へ 出張 を委囑 され、 十四日 東 11 を 立 

つて 十七 日 高 知へ 着いた。 翌日 墓參 した。 二 千 二日 本 多 光太郎 を 高 知に 迎へ、 其 翌日 手 結 三 軒 

茶屋に 觀測 器械 を据 付け、 靜 振の 觀測を 始めた。 二十四日 本 多の 歸京 を途 つた。 

八 月 三日まで 觀 測を續 け、 此日高 知へ 歸 つた。 

九日 須 崎へ 行って § を 行った〕 愛知 敬 一 、 田 中 茂穗、 甥 別 役 順が！ 1： 行した。 

二十 八日 與津に 行き、 兰 十日 更に 上の 加 江に 行き 一泊し、 三十 一日 須 崎へ 戾 つた。 

九 月 三日 須 崎から 高 知の 家へ 歸 つた。 

十一 日 高 知 を 立ち 十三 日 東京の 宿へ 着いた。 

明治 三十 七 年 (1904)  二十 七 歳 

一 月 鄕 里に 歸省中 新年 を迎 へた。 日露の 關 係が 切迫して 来た。 

年  二十日 高 知 を 立ち、 二十 九日 東京へ 着いた。 

F  二月 十七 日 ml 泉の 噴出 を觀 測す るた め 熱 海に 赴き、 伊豆山、 湯 河原へ も 行った。 
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十 九 七- 


三  月 二十四日 震災 豫防 調査 會の 委鵷に 依り、 本 多 光太郎と 共に 熱 海へ 行った。 . 

四 月 二十 三日 數學 物理 學會で 「ジ ッ ト によりて 生ずる 毛管 波に 就て」 を發 表した。 

六月 十一 日 同 學會で 「熱 海 間歇 泉の 調査」 (本 多 光太郎) を發 表した。 

月 二十 一 日 震災 豫防 調査 會の委 鴨に 依り 宮城 山形 新 潟三縣 下へ 出張した リ 

月 東京 帝 國大學 理科 大學 講師 を^ 託された。 

月 十五 日數學 物理 學會で 「ti= 叉の 共嗚 箱に 就て」 及び 「驗潮 器の 記 錄に表 はるる 小波 動に 就て」 

C. 本 多 • 吉 E 吉，) を發 表した。 

*  (  V の 中の 人名 は 共同研究 者で ある。 以 -ト歐 文の 場合 も同樣 である。 

〔この 年刊 行され た 論文。 以： 卜 此の 欄に 記す もの は 總て寺 £  {贝彥4^ 集 (科 學篇) Scie 義 C  Papers に收 めら 

れてゐ る。〕 

Oil  the  caf-illary  Klr51c  on  IVIerclll.y  Produced l)y  a  Jet  l-ulae. 

Oil  t-llp  Geysel-  5  Atami.  (K.  HcasA) 

A  Note  on  Resonance  Box. 

On  thie  secondary  uudula-tions  ot  ocejslic  "Tine.  (K.  HONr>,\,  f.  YosnlDA, ) 

A  Tide  RectiAer,  or  an  Instrument  for  Elhllinatin,!?  the  T-idul  clom!5nents  from  Tide-gauge 

yiagrams. 

明治 三十 八 年 (i90ro  二十 八 歳 

一 月漱 石の 「吾輩 は 猫で ある」 が 「ホ トト， ギス」 に 出た。 

一一 月 十五 日漱 石の 家に 文章 會の 催が あって 高濱虛 子、 坂 本 四方 太 其 他が 會し、 虚 子が 漱 石の 「幻の 


譜年 


盾」 を讀ん だ。 此 等の 影響 を 受けて 小品 文 を 書く やうに なった。 

十八 日數學 物理 學會で 「ー靑 學 小引」 を發 表した。 

三 月 十八 日 同 學會で 「音 學 小引 (つ き)」 を發 表した。 

四 月 r ホトト ギス」 に 「團 栗」 〔第一 卷 五八 頁〕 が 掲載され た。 

六 月 「ホ トト ギス」 に 「龍舌蘭」 〔第一 卷六六 頁〕 が搨 載され た。 

七 月 八日 數學 物理 學會で 「磁場に 於け る 彈性係 數の變 化に 就きて」 (本 多) を發 表した。 

八 月 十二 日鄉 里に 於て 濱ロ眞 澄の 女寬 子と 結婚の 式を擧 げた。 

十八 日 高 知 を 立ち 單身 上京した。  _ 

九 月 三十日 數學 物理 學會で 「昔 學 小引」 を發 表した。 

十一月 十八 日 同 學會で 「熟 海 間歇 泉の 變動」 (本 多) を發 表した。 

士 一月 鄕 里から 妻を迎 へて 小石 川 區原町 十二 番地に 家 を 持った。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

Acoustica-1  Notes,  vibl^at-ion  of  Resonance-k-ox. 

Acoiistical  Notes,  tlie  Resistance  of  Af>erts.e  of  a  C!ylhi<lriciil  Kesonatol.. 

On  the  Change  of  Elastic  Constants  of  Ferromagnetic  Substances  l>y  Ma^netizatioa.  f. 

On  tlje  whistle  rroduce-l  一 jy  tlie  \、ibration  of  ;i  Liquid  Drof-  and  Its  Ajipucatioii. 

clljulg-c  of  tlie  Geyser  oi  Atanii.  F.  HONDA) 

L-issajous-s  FMgures  .hy  T-csk  Oscillation. 
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A  JpolalMsatlon  pa-ttel.r-. 

An  Acoustical  Method  for  the  Demonstration  of  the  Majjnetism  of  Liquids. 

高知縣 下の 龍卷に 就て 

明治 三十 九 年 C50G)  二十 九 歳 

二 月 十七 日數學 物理 學會で r 磁氣に 及ぼす 歪力の 效果と 付 磁に伴 ふ 彈性係 數の變 化との 關係」 (本 

多) を發 表した。 

四 月 一 曰 震災 豫防 調査 會の委 S に 依り 熱 海へ 出張し、 三曰歸 京した。 

二十 一 日數學 物理 學會で 「尺八に 就て」 を發 表した。 

五 月 靑山千 駄ケ谷 方面の 井戸が 著しく 減水した の を 田中舘 愛橘の 委嘱に 依り 本 多 光太郎と 共に 調査 

した 0 

震災 豫防 調査 會 から 地震 事項 調査 を囑 託された。 

八 月 十日 原 町 十 番地へ 轉 居した。 

十 月 「ホ トト ギス」 に 「鼠」 〔第一 卷七四 頁〕 が 掲載され た。 

漱 石の 面會 日が 木曜の 三時から と 定められた。 この 時 23? 來松根 東洋 城、 森 田 草 平、 鈴 木 三重 吉、 

野村傳 四、 野間眞 綱、 皆 川 眞拆、 野 上臼 川、 小 宮豐隆 等と 知った。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

J_i®Jcts  of  stress  on  Magnetization  and  Its  Reciprocal  Relations  to  the  Change  of  Elastic 

constants IJy  Magnetization.  (K.  HONDA) 

on  syalcuh-a-ti. 


譜年 


Notes  on  Seiches,  dalculatlon  of  Period  and  Determination  of  Nodes 

op  tlie  vilbration  of  a  will-  Floating  on  a  Liquid  Sm-face. 

OJSlcal  Illusious  on  Electric  F-an. 

明治 四十 年 (1907:) 三十 歳 

一 月 十五 日長 男 東 一が 生れた。 

r ホトト ギス」 に 「森の 繪」 「第 一 卷八ニ 頁」 が 掲載され た。 

一一 月 「ホ トト ギス」 に 「枯 菊の 影」 〔第一 卷八六 頁〕 が揭 載され た。 

四 月 六日 數學 物理 學會で 「潮汐の 副 振動」 (本 多 . 石 谷 傳市郞 ：) を發 表した 0, 

夏 目-被 石が 朝日 新聞社に 入社した。 

六 月 八日 數學 物理 學會で "On  the  Transversal  vibl.aticn  of  Wooden  plates-- を發 表した。 

七 月 二十 一日 伊豆 大 島に 出張し 火口 附近に 於て 暫く 觀 測に 從 事した。 

九 月 此 頃から 朝日 新聞へ 匿名で 「話の種」 〔笫 六卷 一一 一 五 九 頁， 以 1^〕 とい ふ 短文 1^ 書き、 翌年 七月 頃 ま 

で に 凡そ 百篇 ばかり 揭 載され た。 

十 月 二十 六日 農 商務省から 農事 試驗 場に 於け る 種 藝に關 する 試 驗を囑 託された。 

r ホ トト. ギス」 に 「やもり 物語」 〔第一 卷九八 頁〕 が揭 載され た。 

十 一 月 十九 日 東京 地 學協會 例會で 「潮汐の 副 振動」 〔第 八卷四 一 頁〕 を 講演した。 

牝年 東京 物理 學校 講師 を委囑 された。 翌年 辭 した。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

Acoustical  Investig-ation  of  tlio  Ja-Jla-llese  ； Ba-mboo  TMl〕e,  syalillhati- 
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On  the  Secondary  Undulations  of  oceanic  Tides.  (Jc  Honda,  D.  isitani) 

〇n  the  Secondary  Undulations  cf  oceanic  Tides,  (w.  Honda,  Y.  Yoshida,  D.  isitani) 

On  the  ^Transverse  vibrations  of  .wooden  ；? J-atef! 

pel-ccpt-ion  of  Kelief  by  JVICrKK-ular  visiou. 

明治 M 十一 年 a908) 三十 一歳 

一 月 鄉 里に 新年 を迎 へ、 七日 父母の 金婚式の 祝宴が あった。 十五 日 東京へ 歸 つた。 

「ホ トト ギス」 に藪柑 子の 名で 「障子の 2lm」 〔第一 卷ー 〇 七 頁〕 が揭 載され た。 これから 此種 

の 小品 文に は 此の 名 を 用 ひる やうに なった。 

一 一 月 十五 日數學 物理 學會で "； Note  on  the  Oscillation  of  Liquid  iii a  ci-.slar  Vessel" を發 表し 

たし 

四 月 「ホ トト. ギス」 に 「伊太利 人」 r 第一 卷ー 一三 頁〕 が揚 載され た。 

六 月 六日 數學 物理 學會で 「太鼓に 就て」 を發 表した。 

卜 月 一日 理學 博士の 學位 を授與 された。 

十日 夏目漱 石に 招かれ 小宮 豐隆、 野 上：！： 川、 鈴 木 三重 吉 と共に 玉 川へ 遠足した。 

「ホ トト. ギス」 に 「花 物語」 〔第一 卷 ニニ 頁〕 が揭 載され た。 

十二月 十九 日數學 物理 學會で 「氣壓 の 勾配と 地震の 頻度との 關 係に 就て」 を發 表した 0 

二十 三日 宇宙物理 學 研究の ため 滿ニ箇 年間 ドイツ 及び ィ ギリ ス へ 留學を 命ぜられた。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

Note  on  a  Method  of  Constructing  Contour  Lines  of  Oscillating  L-iquid  Surface. 
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Ttie  Volca-Ilo  of  Oshima,  Its  Past  and  I-l.esent,  (s.  NAKAMUls,  I).  ISITANI) 

Note  on  Vibration  of  Drum. 

some  :?tlotograf-lls  of  Projectiles  in  Fli^llt.  (M.  OKOCITI)  ， 

On  the  Motion  of  projectile  after  p-elletl.ation.  (M.  OKOC ョ) 

On  the  Kehitiou  between  Seismic  P>equency  and  ISC 一 5r  Gradient. 

明治 四十 二 年 0509) 三十 二 歳 

一 月 十二 日 東京 帝 國大學 理科 大學 助教授に 任命され た。 

「ホ トト ギス」 に 「まじよりか 皿」 「第一 卷ー 四 〇 頁〕 が 掲載され た。 

二 月 十六 日 次男 正 二が 生れた。 

十七 日 農 商務省 か ら 漁業 基本 調査に 關 する 事項 を 鶴 託された。 ， J れが 水産 の 研究 に關 係した 初 

めで ある。 

三 月 十八 日留學 のた め 農事 試 驗場囑 託 を 解かれた。 

二十 七日 留學 のた め 東京 を出發 した。 二十 九日 神戶 から ドイツ 汽船 プリンツ . ルド ヸッ ヒ號に 

乘り 込んだ。 

四 月 二十日 從七 位に 敍 せられた。 

五 月 六 曰 ベルリンへ 着いた。 直ちに ベルリン 大學に 人り、 ァ ドルフ. シュ ミットの 地球 物理 學、 プ 

ランクの 一 般 物理 學、 ヘルマン の氣 象學、 キ ー ビゥッ の. S 中電 氣學、 ル— ベン ス の 輪講、 ベ ン 

クの 地理 學等 を聽講 した。 

八 月 十八 日 ベルリン を 立って 北 ドイツ、 n シァ、 北歐 への 旅に 向った。 十九 曰 ダンチヒの 高等 工業 ：： 


學校を 見て ケ ー 一一 ッ ヒスべ ルヒ へ 出た。 一 一十 日 同地の 楠 物 生理 學敎 室、 物理 學敎 室、 天文 臺等 

を 見た。 二十 二日べ テル ブルダに 着、 二十 三日 プル コヮ 天文 臺を 見に 行った。 二十四日べ テル 

ブ ル グ の氣 象臺、 大學へ 行った。 二十 五日 朝 ヘルシングフォルスへ 着き、 物理 學敎 室、 氣 象臺、 

天文 臺へ 行った。 二十 六日 同地 を 立ち、 二十 七日 スト 了ク ホルムへ 着いた。 氣 象臺、 大學等 を 

見、 町の 見物 もして 二三 日 滞在した。 三十日 ウプサラへ 行って 物理 學敎 室に オン クス トレ ー ム 

を訪 ひ、 氣象臺 で ヒルデブランド ソンに 會 つた。 三十 一 日夜 此處を 立った。 

九 月 二日 ナルゲ イクに 着いた。 四日 同地 發、 水路 ベルゲンへ 向った 。八日 ベルゲン 着、 氣象臺 其 他 

を見學 した。 九日べ ルゲ ンを 立って クリス チ ァ 二 ァ へ 着いた。 十日 同地の 大學に ビヤ ー ク ネス 

を 訪ねた。 ステ ルメル、 ビルケ ランドに も會 つた。 十二 日コ ペン ハ ー ゲン 着、 諸 所見 物して 十 

三日 大學に クリス チ アン.. セン、 クヌ ー ド セン を 訪ねた。 十四日 キ ー ル着、 海洋 氣象 臺、 航海 學 

校 等 を 見、 十七 日夜 アムステルダムへ 着いた。 十八 日大 學にゼ ー マン を 訪ねた。 氣 象臺、 リ ー 

クス . ムゼゥ ム等を 見て、 十九 曰 ライデンに 到着した。 二十日 大學に オン ネス を訪 ひ、 博物館 

等 を 見て ハ ー グに 向った。 同地の 氣象臺 等 を 見て、 二十 三日 フランクフルトへ 着いた。 二十 四 

日ゲ ーテ • ハウ ス等を 見て ベ ル リン へ歸 つた。 

十 月 此 月から ヘルマンの 一 般 氣象學 及び 氣象學 輪講、 ヘル メルト の 地球の 形狀、 シ -ー ミ ト の地磁 

氣學 及び 地球 物理 學 輪講、 ベ ン ク の 地學、 ル ー ベン ス の 物理 學 輪講 等 を聽講 した。 

十二月 冬期休暇に ォ ー スト リアから イタリアへ 旅行した。 すな はち 二十 一日 ベルリン を 立って ゥ. -," 9 

ンへ 行った。 二十 二 曰 氣象臺 に 行き ハ ン に會っ た。 大學 物理 學敎 室に 行つ てェ クスナ ー に會っ 

た。 二十 三日 再び 大學へ 行った。 二十四日 同地 を 立ち ゲ エネ チアへ 着いた。 ゲ" ネ チア を 見て 
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譜年 


二十 六日 口 ー マ 着、 二十 七日 口，' マ大學 及び 天文 臺を 見た。 二十 八 B  口  — マ 見物、 二十 九日 ァ 

ルバ ノ行、 三十日 ナポリ 行、 三十 一 曰 ソルフ ァ+; ラへ 行った。 かくて この 地に 越年した。 

〔この 年刊 行され た 論文〕  * 

地震の 頻度と 氣壓の 勾配との 關 係に 就て 

明治 四十 三年 (1910) 三十 三 歳 

一 月 一日 ゲ エス ゲイ ォ へ 登った。 二日 フィレンツェ へ 行き、 博物館 其 他 を 見た。 三日 夜 同地 發、 五 

日 ベルリン へ歸 着した。 

夏目漱 石へ 宛てた 手紙が 「朝日 新聞」 へ揭 載され、 翌年へ わたって 數囘に 及んだ 〔「先生 へ の 通 

信」、 第一 卷ー 四 九 頁 以下〕。  . 

四 月 五日 震災 豫防 調査 會の 委嘱に 依り ロンドンに 赴き、 同會 から ロンドン 會へ 出品した 地震 器 

械 類の 据 付の 世話 をした。 

五 月 九日 ナショナル. フィジカル-ラボ ラトリ を見學 した。 

下旬に ベ ル リンへ 歸 つた。 

此 月から ヘルマン の 理論 氣象學 及び 氣象學 輪講、 ペンクの 一 般地學 及び 地理 學 輪講、 シ ュ ミ ク 

トの 地殼の 物理 學 及び 地球 物理 學 輪講、 ル— ベン ス の 物理 學 輪講 等 を聽講 した。 

九 月 南 ドイツ 及び スゥ イスへ 旅行した。 九日 ベルリン 發、 十日 バ ー ゼルを 經てジ ュネ， ゲ着。 十一 

日 シャモ 二 ー に 行き モンタン ゲ" ー ル の 氷河 を 見た。 十二 日 ジュネ ー ゲ に歸 り、 天文 臺、 大學、 

ジ ュ ヌゲォ ァ 工場 等 を 見た。 十三 日べ ル ンに 行って 一 泊し 十四日 同地 大學を 見た。 十五 日チ ュ 

1 リ ッ ヒに 行き、 大學を 訪ねた が 職員 はお ほむね 不在であった。 十七 日 スト ラス ブル グに 行き、 
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大學の 物理 學敎 室、 地質 學敎 室、 天文 臺、 ボ " シ ュ 工場 等 を 訪ね、 また 氣象臺 で ヘル ゲゼル に 

會 つた。 十八 日 ニュル ンべ ルグに 行き 同地 を！ 3^ 物し、 ミ ユンへ ンを經 てべ ル リンへ 歸 つた。 

十 弓 十七 日ゲッ ティン ゲンへ 移った。 同地の 大學 では フォ ー ク トのボ テン シ アル 論、 ウイ ー ヘル ト 

の 測量 學、 熱 カ學、 地球 物理 學 演習 及び 數理 物理 學ゼ ミナ ー ル、 リ ー ケ の數理 物理 學ゼ ミ ナ ー 

ル、 アン ゲン ハイス タ ー の {4! 中 電氣學 等 を聽講 した。 

漱 石の 修善 寺の 大患 を此 地で 聞いた。  . 

〔こ の 年刊 行され た 論文」 

Reply  to  Prof. にご chi-s  Kecml.k.  (M.  OKOCHI) 

明治 四十 四 年 (1911) 三十 四 歳 

一 月 外 國遊學 中歐米 各國に 於け る 地 象 物理 學に關 する 事項 取調 を委囑 すとの 辭令を 受けた。 

二月 十一 日 パリへ 行った。  . 

三 月 十六 日パ リを 立ち ブ リュッ セル に 行き ゥ ッ クル 天文 臺を 見學 などして、 三十日 W ン ドンへ 着い 

た 0 

四 月 二十四日 オック スフ ォ， ドへ 行った。 二十 六日 ワット リントンに ダイン スを 訪ねた。 同日 スト 

ラッ トフ ォ ，ド こ 到つ て 一 泊し、 二十 七日 シ H 1 クス ビア . ハウ スを 見て マン チ エスタ ー へ 行 

つ，. こ 0  二 卜 八 曰ラザ ー フォ ー ド、 ガイ ガ ー、 シュ スタ， に會 つた。 更に グラス ゴ ー 等 を 巡歷し 

た。  » 

五 月 十日 汽船 カイゼル. ヸル ヘルム-デル. ゲロ， -セ 號に乘 つて サザ ンプ トン を 出帆し アメリカに 

4? つた。 十六 日 一一 ュ ー ョ ー ク へ 着いた。 ァ メリ 力で 諸 所 を見學 して 歸朝 の途に 就いた。 
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譜年 


六 月 二十 二日 撗濱へ 着いた。 

七 月 三十日 正 七 位に 叙せられ た。 

十 月 十九 日 農 商務省から 水產 講習 所に 於け る 海洋 學に關 する 研究 事項の 囑託を 追加され た。 

十一月 物理 學 第三 講座 擔任、 物理 學 第二 講座 分擔を 命ぜられた。 ■ 

此月本 郷區向 ヶ岡 彌生町 一 一番 地に 居 を 定めた。 

明治 四十 五 年 • 大正 元年つ. sl;o 三十 五歲 

一 月 末 三 崎へ 出張した。 

二 月 十七 日 數學 物理 學鲁で "sccondal.y  Undulation  of  Ti-les  Caused Iby  Cyclonic  Stoi-ms 

發 表した。 

小 田 原へ 出張した。 

三 月 三 崎 及び 柿 岡へ 出張した。 

四 月 蒲 郡に 行き 水産 講習 所の 隼 丸に 搭乘 i に從 事した。 

一 一十 四日 中央 氣象臺 の 全 國氣象 協議 會に 於て 海洋 學の 講義 を 開き 五月 一 日 終了した。 

五 月 十二 日 次女 彌 生が 生れた。 .， 

七 月 六日 數學 物理 學會で "On  the  Vdocity  of  Se;i-\Vavcs を發 表した。 

十一 月 二十 五日 日本 天文 學會 例會に 於て 「地球 內 部の 構造に 就て」 〔第 八 卷七八 頁」 を 講演した。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

Secou 二 a.ry  ITn(lula-l-k-ns  :f  Ti 二 Caused  by  Cyclonic  slcrrns. 

OS  tlie  <elocitv  of  sea-waves. 


大正 二 年 (1913) 三十 六 歳 

一 月 著書 "Umi  no  Buturigak 一 r" 〔第 十卷 一一 一 三 一一 一 頁〕 が 出版され た。 前年 氣象臺 に 於て 講義した も 

ので ある。 

五 月 三日 數學 物理 學會で .*on  tlio  Transmission  of  X-Rays  tlaroi お ぱ Crystals" を發 表した。 

八 月 十七 日 父 利 正が 高 知の 自邸で 死去した。 病 は 急性 腹膜炎であった。 享年 七十 七。 

十 月 十日 從六 位に 敍 せられた。 

一 一十 四日 京都に 行き、 翌日 京都 帝 國大學 上 加 茂 § 所 を見學 した。 

十二月 水產 講習 所で 「各種 綱絲 類の 腐朽に 就て」 及び 「綱 類 腐敗に 關 する 試驗」 を發 表した。 

歸 省墓參 した。 

〔こ の 年刊 行され た 論文 ，一 

X-Rays  and  Crystals. 

On  the  T-ransmlssion  2  X-K: 一 ..vs  through  crvst-a-ls. 

大正 三年 CS14) 三十 七 歳 

一 月 南 硫黄 島 附近に 噴火が あって 新 島が 現出し、 その 視察 を委囑 された。 

二 月 七日 軍艦 高 千 穗に乘 組んで 南 硫黄 島 方面へ 向った。 十六 日 視察 を 終へ て歸 京した。 

三 月 一 日雜子 測候所の 驗潮儀 据付を 見 分に 行った。 

四 月 十八 曰 三 崎へ 觀 測に 行った。 

長女 貞 子が 高 知の 縣立 高等 女學 校へ 入學 した。 

六 月 六日 數學物 匿 學會で -Deformation  of  Kock-Salt  Crystal" 及び "Molecular  Structure 
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of  Alum"" を發 表した。 

七 月 初歸 省し、 十七 日 父の 一周年 忌 を 一箇月 繰 上げて 行った。 二十 八日 高 知の 家 を引拂 ひ、 翌日 母 

と 長女 を 伴って 東京に 向った。 八月 一日 東京へ 着いた。 

八 月 二十 八日 水產 講習 所の 用件で 小 田 原へ 行った。 

九 月 十五 日 宇宙物理 學の 講義 を 開始した。 

長女 貞 子が 三輪 田 高等 女學 校へ 轉 校した。  . 

十 月 十 ョ小田 原へ 出張した。 

十一月 二十 一 日數學 物理 學會で "Note  on  the づ illl.nal  Variation  of  Barometric  Pressure" を 

發 表した。 

此年 及び 翌年 は水產 講習 所で 海洋 學 研究の 囑 託の 他に、 物理 學 講義 及び 實 驗を囑 託され て ゐた。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

〇n  a  Typical  :por5  of  Isobars.  • 

Deformation  of  wocksalt  drystal. 

On  tlie  Molecular  s^tructurc  of  Common  Alum. 

綱 類 腐敗に 關 する 試 驗 (川 合 角 也 . 布目 孜) 

各種 綱絲 類の 腐朽に 就て 

新 島に 就て 

年  筑波 山の 氣溫に 就て 

き 大正 四 年 (S15) (三十 八 歳) 
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二 月 二十 七日 三女 雪 子が 生れた。 

著書 「地球 物理 學」 が 出版され た。 

三 月 水產 講習 所で 「網に 對 する 水の 抵抗の 研究」 を發 表した。 

m 月 二十 六 曰 東京 地 學協會 總會で 「ァ イソ スタン ー に 就て」 〔笫 八卷 一 六 四 頁〕 を 講演した。 

六 月 五 曰數學 物理 學會で "On  the  Jfoise  of  wren-king  Sea-AVave  " を發 表した。 

七 月 末から 八月 初へ かけて 逗 子へ 保養に 行った。 

九 月 十四日 氣象學 の 講義 を 開始した。 

二十 三日 及び 三十日 水產 講習 所で 漁業 基本 調査 講習 生の ために 「海流に 關 する ブ よ ルク ネス、 

サン ドス トレ ー ム 及び ヘランド. ハンゼン の 理論」 〔第 八卷 一八 二 ほ〕 を 講演した。 

十 月 一 日 正 六 位に 敍 せられた。 

十一 月 二十日 數學 物理 學會で "ご 11 the  Distrihllticn  of  cycksic  Precipitation" を發 表した。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

On  tlie  Noise  of  BrealduM  sea-.\v.aves  and  some  optica-1  Analogies. 

On  the  Distribution  of  tlie  Cyclonic  precipitations. 

網に 對 する 水の 抵抗の 研究 (第 一 次 報告) (關极 磯 古 . 野 崎 知 之) 

海 鳴に 就て 

大正 五 年 (1£G) 三十 九 歳 

一 月 「科學 と 文藝」 に 「科學 の 目指す ところと 藝 術の 目指す 處」 〔「科 學 者と 藝術 家」、 第一 卷 ニー.  二 

頁〕 が 掲載され た。 
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H 月 三日 數學 物理 學會で 「地球 物理に 關 する 二三の 調査」 (赏驗 物理 三年 生)、 「粗鬆 面の 反射に 就 

て」 及び 絲の或 性質」 を發 表した。 

四日 保秦 のた め 熱 海に 行き 六日 歸 京した。 

十七 日 海事 水產 博覽會 審査官 を § 託された。 

五 月 十八 日 震災 豫防 調査 會委員 を 仰せつ けられた。 

六 月 三日 數學 物理 學會で "Apparent  Periodicities  of  Accidental  Phenomena" を發 表した。 

七 月 十八 日 館 山へ 出張し、 二十日 歸 京した。 

一 一十 六日 千 葉 縣の大 原へ 行き 暫く 滞在した。 

十 月 二十 一 日數學 物理 學會で "On  the  Pulsatory  Vibrations  of  Terrestrial  Magnetism" を發 

表した。 

十一月 十八 日 東京 帝 國大學 理科 大學 教授に 任命され、 物理 學 第三 講座 擔任を 命ぜられた。 

十二月 初め E 潰瘍 を 病む。 

九日 夏 0 漱 石が 歿した。 

*  〔 〕 の 中 は單行 本へ 收錄 される とき 改められた 題で ある。 從 つて < ^集 では 此の 題 を 採って ある。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

On  the  Distribution  of  Cyclonic  rveclJDitatlor-  in  Jaaan.  (T-.  Yokota,  S.  otuki) 

Ap>!mrent  i】erlocucitles  of  Acci<lental  r-llesolnena. 

年  on  tlie  Pulsatory  Variations  of  Terrest-rial  JVIagnetisni. 

0 大正 六 年 (1917) 四十 歳 
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一 月 「微石 全集」 の 編輯 委員と なった。 

二 月 「^稀」 の 夏 目漱石 追悼 號に 短歌 「思 ひ 出る ま X」 「第 七卷 四 五八 頁〕 が揭 載され た。 

三 月 二十 三日 航空 學 調査 委員 を 命ぜられた。 

四 月 一 日數學 物理 學會で "Some  r-roblems  in  Meteorology" を發 表した。 

六 月 二日 同學 倉で "On  In-CJruhlr  A.sselnlblil 突 of  plllscH  and  J.ts  Actios  on  Resonators,  I: 

を發 表した。 

七 月 一 日帝國 學士院 より 「ラウ ュ映畫 の實驗 方法 及其說 明に 關 する 研究」 に對し 恩賜 賞 を授與 され 

た 0 

二十 五日 長女 ま 子 長男 東 一 を 述れて 郷里へ 歸り、 八月 十 三 日まで 滞在した。 

十 月 九日 妻 寛 子が 死去した。 

二十日 從 五位に 敍 せられた。 

十二月 十五 日數學 物理 學會で "Geophysical  Notes" を發 表した。 

二十 一日 妻の 遺骨 を携 へて 鄉 里に 赴き、 二十 二日 埋葬、 二十四日 歸 京の 途に 就いた。 

此年 本鄕曙 町に 新築 を 始めた。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

On  Rapid  Periodic  Variations  of  T-errest-l.ial  M.agnetisnl. 

On  Irr ヌ ti-ulal-  Asse51)lage  of  JPulses  and  Its  Act-ion  on  resonators.  I. 

or-  Diurnal  .variation  of  Ba-l.oBetric  Pressure.  (IVL  Kikuti,  J.  TUKAMOTO) 

Geo で liysical  Notes.  L  On  the  T-emperature  Distritstion  of  a  pond- 


so 


大正 七 年 (1918) 四十 一歳 

一一 月 二十 一日 數學 物理 學會で 特別 講演と して 「^子 構造 概觀」 を 講演した。 

四 月 一 日航穴^！學調充委員を兒ぜられ、 航{ へ, 一 研究所 兼勤 を 命ぜられた。 

二日 數學 物理 學會 で" Igtability  of  Liquid  Film: 及び "Structure  of  Spark" を發 表した o 

七日 本 郷曙町 卜 三番 地の 新居へ 移った。 (昭和 二 年 一月、 番地が 二十 四 番地に 變更 された。) 

七 月 六日 數學 物理 學會で "On  the  Frequency  of  Earthquakes" を發 表した。 

八 月 六日 酒井紳 子と 結婚した。 

九日 水產 講習 所の 海洋 調査 擔當官 會議の 席上で 「寒暖計に 就て」 を 講演した。 

「中央 公論」 に 「津 田靑楓 君の 畫と南 畫の藝 術的價 値」 〔第 一 卷 二八 四 頁〕 が搨 載され た。 

九 月 十日 物理 學 第一 講座 分擔を 命ぜられた。 一般 物理の 講義 を受 持った。 

十一 月 十六 日數學 物理 學會で "EtFect  of  Topography  CP  Precipitation  in  Japan" を發 表した。 

士 一月 「跪 柿」 に 「蛙の 鳴聲」 一： 第 一 卷三ー 三 頁〕 が褐 載され た。 

冬から 胃の 工合が 良くなかった。 

〔この 年刊 行され た 論文 J  • 

On  th-e  FJ-equslcv  of  EartllqlKllcef^  an 二  A.llied  pllenomensl. 

大正 八 年 (1919 一  四十 二 歳 

二 月 十五 日數學 物理 學會で **0n  t】le  Analosrv  of  the  T-emp>eratul.e  Variation  of  Nova  Aqui- 

年  lae  and  the  Frequency  Variation  of  After-slscks  of  Eal.tl お ua に es  *" を發 表した。 

三 月 長女 貞 子が 三輪 田 高等 女 學校を 卒業した。 
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T  ET  二 曰數學 物理 舉會 で" meteorological  Notes.: 及び" Ou  Radioactive  Transformations 

を發 表した。 

長男 東 一 が 東京 府立 第三 中學校 へ 入學 した。 

六 月 二十 六日 水產 講習 所 海洋 調査 律 Ms 官會議 の 席上で 「深海 水 溫と風 IS びに 日照との 關係」 を 講演 

した 0 

七 月 十八 日 物理 學 第一 講座 分擔を 免ぜられた。 

八 月 二十日 逗 子へ 行った。 

, 二十 六日 松原 湖へ 行き 二十 九日 歸 京した。 

十 nr 十八 曰數學 物理 學會で "On  the  Sound  of  Aeroplane  in  Flight" 及び A  Note  on  l^hoto- 

phoresis" を發 表した。 

十一 月 十五 日國民 美術 協會で 「雲の 話」 〔第 十六 卷 11 五三 頁〕 を 講演した。 

十二月 五 曰 大學で 胃潰瘍の ため 吐血した。 直ちに 大學 病院に 入院した。 次第に 快方に 向 ひ、 二十 八日 

退院し、 自宅で 靜 養した。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

On  the  Analogy  of  the  ,Tesperatul;e  variation  of  Nova  Aquilae  and  the  Frequency  v^an- 

ation  of  tlie  After-Slioclfs  of  Eartliquakes. 

Oil  a-  IVTodel  of  l^Eldloslct.i\d  i\.to3s. 

Barometric  Gradient,  and  Eartllo-ualie  Frequency.  一 IVIASUZAWA) 

On  the  Effect  of  TOPOMral3hy  on  the  Precipitation  in  Jap>an.  (M..  Isimoto,  M.  Imamuka; 
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On  tis  Sound  of  Aeroplane  isd  the  ^^^drr^c^c  of  .wind. 

On  photof>llol.esis. 

. 氷の 表面に 現 はれる 扇形の 模樣 

大正 九 年 (ISO) 四 十三 歳 

此年は 學校を 休んで 靜秦に 努め、 眞鍋嘉 一 郎學士 の 診療 を 受けた。 

一 月 メ ー テル リンクの 「小犬の 死」 「偶然の 殿堂」 r 劎 の頌」 「蜜蜂の 生活」 等を讀 み、 何 か 書いて 

みようかと 思 ふに 至った 0 

三 月 「漉 柿」 に 「病院の 夜 明の 物音」 〔第 一 卷三ニ 七 頁」 が 掲載され た。 

五 月 「ァ ララ ギ」 に 「病室の 花」 〔第一 卷 一一 ニー 一三 頁〕、 「新 小說」 に 「電車と 風呂」 〔第一 卷 一二 四 五 頁〕 

が 掲載され た。 

六 月 十日 正 五位に 敍 せられた。 

「中央 公論」 に 「丸 善と 三越」 〔第 一 卷ー 一一 五 四 頁 ：1、 「漉 柿」 に 「旅日記から」 「第 一 卷五ニ 五 頁 

以下〕 が揭 載され 始めた。 

此頃ゥ イリ アム ニン ュ ，ー ムス、 エマ— ソン、 チェ ホフ、 ス ティ ゲン ソンの 「キド ナップ ト」、 

力 ー ライルの r サ ー タ ー . リザ ー タス」、 イプセン 等 を讀ん だ。 

八 月 以降 小 宮豐隆 と 隔月に 「^柿」 の卷頭 短文 を 執筆し、 歿前 病中に 及んだ。 

九 月 「中央 公論」 に 「自畫 像」 〔第 一 卷三八 〇 頁〕 が 掲載され た。 

此頃 は讀書 をしたり 隨筆を 書いたり する ほかに、 氣象學 上の 計算な ど を 行 ふやう になり、 風の 

日 變化を 調べ 始めた。 
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十 一 月 「中央 公論」 に 「小さな 出来事」 〔第一 卷 W 一 一  頁〕 が揭 載され、 初めて 吉村 冬彥の 筆名が 用 ひ 

られ た。 これから 隨 筆に は 此名を 使 ふやう になった。 「改造」 に 「鸚賴 の イズム」 〔第一 卷四三 

九 H:-、 「中央 美術」 に 「帝展 を 見ざる の 記」 〔第一 卷 SISIHIla ；〕 が揭 載され た。 

「物理 學 序說」 〔第 九卷三 頁〕 の 稿 を 起した。 . 

一 一 十五 日藥術 研究 會議會 員 を 仰せ つ けられた。 

士 一月 一 不 三日 物理 舉 第三 講座 擔任を 免ぜられ、 高 ig 氣象學 の 研究に 從 事すべし との 辭令を 受けた。 

大正 十 年 (Igl) 四十 四 歳 

此 年も靜 養を續 けたが 次第に 元氣を 恢復して、 隨 S の ほか、 氣象學 上の 計算 を 行ったり、 「口 ー マ 

. 字 世界」 等に も 多く 筆 を 執り、 又 油繪を 始めて 病後の 保養に 寫 生に 出掛けた りした。 

一 月 「東京 日日 新聞」 に 「淺 草紙」 〔第 一 卷 八页， i、 「中央 公論」 に 「芝 刈」 〔第 一 卷四六 五 頁〕、 

「改造」 に 「球根」 「第 一 卷 i: 八 三 頁〕、 「^ 柿」 に 「舂 塞」 〔第 一 卷 SI 九 六 頁〕、 「電氣 と 文藝」 に 

「文學 の 中の 科 學的耍 素」 〔第 一 卷五 〇 三頁〕 が 掲載され た。 

三 月 「電氣 と 文藝」 に 「漫畫 と 科學」 f 第一 卷 五一 七 頁〕 が褐 載され た。 

四 月 次男 正 二が 京 北中學 校へ 入學 した。 

「中央 公論」 に 「厄年と etc.J 「第 一 卷五七 一 頁： 一、 「新 文學」 に 「春 六 題」 〔第 一 卷 五へ 九 頁〕 

が 掲載され た。 

五 月 二十 七日 甥 別 役 亮が富 山 縣福野 町に 於て 死去した。 

「電氣 と 文藝」 に r 簑蟲と 蜘蛛」 「第 一 卷六 〇 一 頁〕 が揭 載され た。  . 

七 月 十一 日航 タ- 研究所 所員に 任ぜられた。 
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「解放」 に 「蜂が 團子を こしら へる 話」 〔第一 卷六 〇 九 頁 y 「中央 公論」 に 「田園 雜感」 「第一 

卷六 一 」rK〕 が揭 載され た。  - 

九 月 三十日 動 四 等に 敍 せられ 寶章を 授けられた。 

十 月 大宮、 浦 和、 尾久 等へ 數囘寫 生に 出掛けた。 

「改造」 に 「アイ ンシ ュ タイン」 r 第二 卷 一 ヒ 12 が揭 載され た。 

十一月 七日 初めて 出校し 氣象學 演習 を 開始した。 

玉 川へ 寫 生に 行つ た。 又 東上 線の 成 滑 へ 行って 此邊へ 隱！！ を 作り 度 い と考 へ た。 

「思想」 に 「鼠と 猫」 「第二 卷四 〇 頁〕 が褐 載され た。 

十二月 「明星」 に 「或る日の 經驗 J  〔第二 卷六九 頁〕 が揭 載され た。 

此 頃から 松 根 東洋 城、 小 宮豐隆 と每月 ー囘づ \ 「俳句 を 通しての 漱石 研究」 の會を 始めた。 

大正 十 一 年 ( i92tn 四十 五 歳 

一 月 十八 日 水 童 講習 所の 海洋 調査 擔當官 會議の 席上で 「海水の ァ ル カリ-一 チ J 調査 方法」 を 講演し 

た 0 

「中央 公論」 に 「寫生 紀行」 「第二 卷七九 頁〕、 「思想」 に 「笑」 〔第二 卷ー 〇 八 頁〕、 「改造」 に 

「案内 者」 「第二 卷ー 二 四 K,l、 「朝日 新聞」 に 「斷 水の 曰」 〔第二 卷ー BI  一  K〕 が揭 載され た。 

此 月から 翌年 七月まで  ー| 漱石 俳句 硏究」 が 「溢 柿」 に 連載され た。 

一一 月 二十 三ョ志 村へ 地所 を 見に 行った。 

三 月 十一 日數學 物理 學會で "On  the  Resultants  of  Wind" を發 表した。 

十二 日 志 村の 地所 を 測量し、 十三 日賈 人れ て 登記した。 
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一 一十三 日 測地 學委員 會委員 を 仰せつ けられた。 

「明星」 に 「夢」 「第二 卷 一 五 二 K〕 が褐 載され た。 

四 月 十日 氣象學 講義 を 始め、 十七 日 氣象學 演習 を 始めた。 

「解放」 に 「マルコボ n から」 〔第二 卷 一 五八 頁〕、 「東京 朝 曰 新聞」 に 「蓄音機」 〔第二 卷 一 六 

六 頁」 が褐 載され た。  . 

五 月 六日 數學 物理 學會で "Solar  Activity  and レ tn さ spheric  pressure" を發 表した。 

「明星」 に 「亮の 追憶」 〔第二 卷ー 八べ 頁〕、 「中央 公論」 に 「 一 つの 思考 實驗」 〔第二 卷ニ 〇 へ 

H  i が揭 載され た。 

六 月 三日 數學 物理 學會で "On  the  reriodic  Fluctuations  of  Convection  Current  With  a  Hint. 

on  the  origin  of  Sunspot  Cycle" を發 表した。 

八 月 四日 航空 船に 關 する 調査 を 海軍省から 嘱託され た。 

「明星」 に 「斷 片」 r 第二 卷ニ 四四 頁 ，j、 「解放」 に 「神 田 を 散歩して」 〔第二 卷ニ四 九 頁〕 が揭 

載され た。 

九 月 十六 日數學 物理 藥會で "On  the  Ii2narkal>k>  Relation  IJetween  tlae  Yearly  p-requency  of 

fCarthquak な s  and  Solar  Activity  : 及. ぴ " On  the  In0uence  of  the  Distriljution  cf  the 

Kolar  Activities  uf-on  Terrestrial  Atmosf-here  " を. 鼓 表した 0 

「& 柿」 に 「秋の 歌」 〔第二 卷ニ六 二 ヌ、〕、 「思想」 に 「電 率の 混 維に 就て」 〔第二 卷ニ六 五 頁〕、 

「中央 公論」 に 「雜 記」 〔第二 卷三 ニニ  K〕 が揭 載され た。 

十 月 十六 日 物理 學 第三 講座 擔任を 命ぜられた。 
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十一月 アイ ンシュ タインが 来朝して、 其の 講義 を 聞き、 歡迎會 に 列し、 寶生會 の 招待へ も 同行した。 

一 一十 四日 航空 用語 調査 委員 を 命ぜられた。 

*  「明星」 に 「異 鄉」 〔第二 卷 二八 〇 頁： 一 が揭 載され た。 

此の 年末から 弘田 龍太郞 について ゲ アイ オリ ンを 習った。 

〔この 年刊 行され た 論文. 1 

On  Kcsulksts  of  Wind. 

solar-  Activity  and  At.lllosJ,-lr,n-ic  Pressure. 

schlr  Fiicukie  an-l  T-l.;l(-k  of  cyclcne. 

Jntluences  of  一 Viud,  Air  ，rell-JX> 一. iltu-.L-  an 一  1 Solar  Radiation  ujion  Sea  メ Vatcr  Telnfsnlture. 

(JIN  T-MN  Liu,  S.  YAMAGUrl) 

On  t-lle  Dairiial  \^ln;ltlt>n  of  \Viii<is  5  Ditt-el.ent  Coastal  Stilt-k3s  oi  J; ぶ， 5n.  (T.  KOIJAYASI) 

On  perlcdjc  l..-hlculat-loIls  oi  cslvectlou  currents  二 \  itli ； i Ihnt  on  tIK-  o^-.^-s  cf ひ un-sl,,-ots 

C!ycle. 

氣象學 上の 問題に 群 (Group) の槪 念を應 用す る 事の 可能性に 就て 

大正 十二 年 (1923) 四十 六 歳 

一 月 二十 六日 水産 講習 所の 海洋 調査 擔當官 會議で 「水 溫 比重に 關 する 二三の 事項」 を 講演した。 

志 村の 家が 出来て、 爾後 日曜な どに 時々 出掛けた。 

年  「中央 公論」 に 「雜 記」 〔第二 卷ー 一一 〇 三 頁」、 「女性」 に 「子猫」 〔第二 卷三三 五 頁〕、 「解放」 に 

P  「浮世 繪の 曲線」 〔第二 卷三五 二 頁〕 等が 褐 載され、 又 隨筆集 「冬彥 集」 が 出版され た。 
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二 月 八日 新 宿 園に 松 根 東洋 城と 會し 「日本 文 學の諸 斷片」 の 第一 として 「連句」 の 研究 を 始め、 其 

の 筆記 を 「ia 柿」 へ述 載した 「第 十六 卷四ヒ 九 頁〕。 小 宮豐隆 も 歸朝後 加 はり、 約 一 年に 及ん 

£0 

十七 日數學 物理 學會で "On  Gust-illess  of ン Vinds" を發 表した。 

「藪柑 子 集」 が 出版され た。 

四 月 二日 數學 物理 學會で ： Meteorological ス otes,  Part  J  and  II" を發 表した。 

六 月 十三日航穴^！船に關する調査^託を解かれた。 

八 月 「明星」 に 「或る 幻想曲の 序」 L. 第二 卷三六 五 頁」、 「思想」 に r 廿四年 前」 〔第二 卷 一一 一六 九 頁〕 

が揭 載され た。 

九 月 一日 二 科會展 覽會を 見物 中、 大地震に 遭った。 

大震 後、 それに 關聯 した 學問 上の 種々 の 問題の 調査に 從 事した。 燒跡 視察、 震 火災 當 時の 旋風 

. 調査 等の ため 東京 市内 諸 所 を 巡った。 

十 月 十三 日粕 壁へ、 十四日 鎌 倉、 十五 日 小 田 原 國府津 へ 視察に 行った。 

十九 日 下志津 飛行 學 校へ 行った。 . 

一 一十 四日 大學が 震災 後 初めて 開校に なり、 ；  一 4> 五日 氣象學 の 講義 を 始めた。 

「週刊 朝日」 に r 鑪 1^」 〔第二 卷 四ー 三 H〕 が 掲載され た。 

十 一 月 二日 十-むに ひ ズ，パぼ 復興 委員 會で 「旋風に 就て」 「第 十六 卷六六 五 頁〕 を 講演した。 

十二月 三 日航； けで 「九月 一日 二日に 起り たる 旋風に 就て」 を發 表した。  . 

一 一 十三 日 帝 國議會 を 見 に 行った。 
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譜年 


二 


七 

九 


月 

月 


月 


〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

on ひ ome.  Remarkable  Kelatioas  betwc-en  the  .i、early  \Hariations  of  Terrt?strial  pllenomena 

and  Solar  Activities. 

大正 十三 年 a924〕 四十 七 歳 

「文化 生活の 基礎」 に 「石油 ラム プ」 〔第二 卷 一一 一七 六 页〕. が揭 載され た。 

十六 日數學 物理 學會で 「九月 一 日 二日の 旋風に 就て」 を發 表した。 

「女性 改造」 に 「解かれた 象」 「第二 卷 三べ 三 頁〕、 「潮音」 に 「伊吹山の 句に 就て」 〔第 七卷 n 

六 七 loo が褐 載され た。 

一 日數學 物理 舉會で "Explosion  of  Hydrogen  Mixture"  (K.  Yumoto,  M.  godai) を、 

三日 "Meteorological  Not.es  " を發 表した。 

長男 東 一 が 第 一 高等 學校 へ 入學 した。  . 

「中央 公論」 に 「雜 記」 〔第二 卷三九 〇 頁〕 が 掲載され た。 

十七 日 地質 學會で 「大正 十二 年 九月 一 日の 地震に 就て」 〔第 八卷三 一 五 頁〕 を 講演した。 

理化舉 研究所の 研究員と なった。 

改造 社 「大正 大震 火災 誌」 に 「地震 雜感」 f 第二 卷 四〇 三 が 掲載され た。 

「週刊 朝日」 に 「據 暦」 〔第二 卷？ 九 頁〕 が 掲載され た。 

一 日 消防 茶話 會で 「火災と 氣 象との 關係」 〔第 十六 卷六八 二 頁〕 を 講演した。 

「東京 日日 新聞」 に 「流言 輩 語」 〔第二 卷四ニ 九 頁〕 が褐 載され た。 

三十日 長女 虞 子が 森 博 通へ 緩した。 


五 月 


月 

月 


十 月 
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「明星」 に 「二 科會展 覽會 雜感」 〔笫ニ 卷四三 四 頁」 が揭 載され た。 

十一月 海軍省から 航空 船 爆破の 原因調査 を委囑 され、 其の 研究に 着手した。 

「理 學部會 誌」 に 「池」 I, 第二 卷 urn 一一 頁」 が揭 載され た。 

大震災の 後 健康 iH. 良く、 多く 專 門の 仕事に 没頭し、 文筆の 方 は 比較的 少なかった が、 松 根 東洋 

城、 小 宮豐隆 と 速 句 を 作り riffi 柿」 に發 表した。 後 東洋 城と 兩吟晚 年に 及んだ。 

大正 十四 年 (1925」 四十 八歲 

三 月 航空 船 爆破の 原因に 關 する 研究 結果 を 海軍へ 報告した。 

四 月 三日 數舉- 物理 舉<| 曰で "lieporl.  on  Some  ベ JJerillK-Ilts  JVItuIe  l)y  students-- を發 表した o 

次女 彌 生が 東京 府立 第 一 高等 女學 校へ 人學 した。 

五 月 二日 數學 物理 舉會で 「燃 燒の 傳播に 就て」 を發 表した。 

二十 五日 航空 學 談話 會で 「アルミ-一 ゥ ム 塗料 を 施した 布片の 電氣的 性質」 を發 表した。 

六 月 二十 七日 帝 國學士 院會員 を 仰せつ けられた。 

「木星」 に 「中 村彝 氏の 追憶」 一，： 第二 卷四五 A K」 が揭 載され た。 

七 月 r 漱；； ： 俳句 研究」 (松枞 . 小宮) が 出版され た。 

八 月 一 日從四 位に 敘 せられた。  - 

此頃セ 口 を i 貝 ひ、 酒井悌 につ いて 習 ひ 始めた。 又 フレンチ-ホル ンを @； ひ、 日曜な どに 志 村の 

家で 吹いた。 コルネット も 買った。 

十 月 「明星」 に 「二 科會其 他」 〔第二 卷四六 二 頁〕 が揭 載され た。  . 

十 一 月 十 g: 日 震災 豫防 評議 會 評議 負 を 仰せ つけられた。 
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「中央 公論」 に 「路傍の 草」 〔第二 卷四 六べ 頁〕 が 掲載され た。 

十二月 十一 一日 帝國學 士院で --Mechanism  of  Ll.ghtning  Discharge"  (u.  Nakaya,  K!.  yumoto) を發 

表した。 

十九 日數學 物理 學會で *"0n  Fluid  Motions"  (：K.  HATTOKI) を發 表した。 

一 一十 四日 勳 三等に 敍 せられ 瑞寶章 を 授けられた。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

Effect  of  Topograf-hy  ou  Gustiness  cf  .\viruls.  (K:.  〇MAE,  Y.  JVIITUHASI) 

相模灣 海底 變 化の 意義 並に 大地 K の 原因に 關 する 地球 物理 學的 考察 

相模灣 から 起った 津 浪の傳 播に關 する 調査報告 (山 口 生 知) 

大正 十二 年 九月 一 日 二日の 旋風に 就て 

地震波 傳播の 異常に 就て 

大正 十五 年 • 昭和 元年 n9 に；，) 四十 九 歳  , 

一 月 二十日 東京 帝 國大學 地震 研究所 所員に 補せられ た。 

二十四日 磁氣觀 測 所の 地所 檢 分の ため 柿 岡へ 行った。 

此頃 核澤武 雄と 共に 汎 太平洋 學 術會議 へ 出す 本邦 地震 i の 原稿 整理に 從 事した。 

一 一 月 八 日航 穴ュ學 談話 會で r 琉體の 運動に 關 する 二三 の實驗 (第 一 報)」 を發 表した。 

三 月 十三 曰數學 物理 學會で "On  the  sltects  of  Winds  on  Sell-Level: (s.  YAMAGUTI) を發表 

した 0 

四 月 三日 同學余 1! で "Reports  on  Some  ExlxM-ilnents  on  Motions  of  Fluid,  Made  b>y  stu- 
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dents" を發 表した c 

五 月 二十日 長女 森 直 子に 男子 博芳が 生れた。 

六 月 六日 母龜が 本鄉曙 町の 家で 死去した。 享年 八十 四で ある。  • 

十一 一 曰 帝國學 士院で "ン rl.cli miliary  Mote  on  the-  Form  Jmd  Structure  of  Ibng  spark: 

(u.  NAKAYA) 及. び " prcjlagation  cf  COBhustioIl  in  Ghlsecus レ vlixtlu.e"  (K.  YUMOTC) を 

發 表した。 

二十 二日 地震 研究所 談話 會で 「砂の 崩れ 方の 話」 及び 「不規則な 衝撃に 依る 振動 體の 振動」 を 

發 表した。 

七 月 二十 七日 母の 遺骨 を 守って 鄕 里へ 赴き、 二十 九日 埋葬した。 

八 Mn^ 七日 鄕 里から 東京へ 歸 つた。 

二十 三日 長女 貞 子の 夫 森 博 通の 病 を 松 本に 見舞 ひ 翌日 歸 京した。 

三十 一 日遛 原に 行き 松 根 東洋 城と 會 した。 翌日 歸 京した。 

十一月 一 日航 签學 談話 會で 「水の 運動に 關 する 實驗」 (服 部 邦 5R) を發 表した。 

十一 一月 二十 一 日 地震 研究所 談話 會で r 彈性 波の 實驗 (第 一 報)」 (坪 井忠 二) を發 表した。 

此 年から 理學 部で 「物理 學に 於け る 統計的 現象」 及び 「火災 論」 の 講義 を 始めた。 前者 は 昭和 十 年 

まで、 後者 は 昭和 四 年まで 續 けられた。 

此 年から 月  一 平均 東洋 城と 諸 所に 會合述 句 を 作った。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

Mecliauisui  of  Lightning  Luscharge.  (u.  Nakaya, 一ん. YUMOTO) 
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譜年 


some  Exj>en ョ ents  on  spa-rli  Discharge  in  Heterogeneous  Media—A  Hint  on  the  Mechan- 

ism of  L-i^htning  Discharge,  (u.  Nakay チ K.  YUMOTO) 

A  tllstol-lcju  Sk:etch  of  the  Development  of  f.-eismoloo.v  in  Japan.  (T-.  IVIATUZAWA) 

Some  Experiments  on  Motion  of  Fluids,  part-  I,  II,  III.  (K;.  HATTOKI) 

on  tt-e  ssects  of  AVinds  on  Sea-Level. (s.  YAMAGUTI) 

A  rvelinlinal.y  Note  on  the  Form  and  structure  of  Loug  S で iu.lc.  (u.  NAKAYA) 

rl.opa お it.ioii  of  comlwustioll  in  Gaseous  Mixture.  (K:.  YUMOTO) 

昭和 二 年 (lis- ) 五十 歳 

一 月 「明星」 に 「斷 片」 〔第二 卷四八 六 H」 が揭 載され た。 

二 月 二十 七日 物理 學 第二 講座 分擔を 命ぜられた。 

三 月 十日 理學部 勤務 を 免せられ、 地震 研究所 所員 專任 となった。 なほ 理學 部で は 授業 擔任 として 特 

別 講義 を受 持った。 

十二 日帝國 學士院 で" Oil  TherBcelectl.ic  and  Electro  一- htil.lnal  Properties  of  ； nism-tll 

Single  Crystal" (T.  TSUTSUI) を發 表した。 

十五 日 地震 研究所 談話 會で 「砂の 崩れ 方の 話」 (宮部^51巳) を發 表した。 

si 月 二 曰 數學ぉ 理學會 で "Some  Kxptn-inlents  OS  Periodic  Form  of  Ckmvection  Currents 

(中期 學生 ) を 鼓 表した。 

十二 曰 帝國學 士院で "<>n  Thennoelec-tl-ir  1>1K>1105SUI  cf  Thin  Metallic  Films"  (s.  TA- 

NAKA,  S.  KSABA) を發 表した。 
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十九 日 地震 研究所 談話 會で 「地球の 激震 帶と其 長 週期 移動」 (宮 部) を發 表した。 

長男 東 一は 東京 帝 國大學 理學部 物理 學 科へ、 次男 正 二 は靜岡 高等 學 校へ、 三女 雪 子 は 三輪 田 高 

等 女學校 へ それぞれ 入學 した。 

五 月 十二 日 帝國學 士院で --on  a  Long  Period  :Flu--tuation  in  Latitude  of  the  Macroseismic 

z§e  of  the  Harth  "  9.  MIYABE) を發 表した。 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「彈性 波の 實驗 (第二 報，)」 (：^ 井) 及び 「日本海 岸の 島 列に 就て」 

を發 表した。 

三十 日航 穴 H 學 談話 會で 「風の 短 週期 變 化に 就て」 (： 玉 野 光男) を發 表した C 

六 月 二十 一 日 地震 研究所 談話 會で 「沿岸 島 列に 就て」 及び 「島 弧の 生成に 關 する 實驗」 (宮 部) を 

發 表した。 

七 月 一日 甥^ 野 部 重彥が 死去した ため 二日 出立して 鄉 里に 行き 六日 歸京 した。 

十二 日 帝國學 士院で "<>n  tl- つ Vortical  Mot-ion  of  PMuid  Produced  by  Ttotating  Body" 

(K.  IIATTOKI) を發 表した。 

十八 日 仙臺に 行き、 十九 日 小 宮豐隆 と 松 島に 遊んだ。 巖寺、 五大堂 を 見て パ ー ク ホテルに 投 

じ 月 を 待って 連句 を 作った。 二十日 仙臺の 東北 帝國大 學金屬 材料 研究所 等 を 見て、 二十 一日 歸 

京した。 

八 月 三十 一日 小 宮豐隆 、松 根 東洋 城、 isw 靑 M と鹽 1^ に 遊び 擺の湯 明 賀屋に 泊って 連句 を 作った。 

九 月 二日 鹽 原から 歸 京した" 

二十日 地震 研究所 談話 會で 「土 佐 南海 岸の 汀線 變 化に 就て」 「岸 上冬彥 . 小 平 孝 雄) 及び 「統計 
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譜年 


地震 學に 於け る Schwankung の 理論の 應用」 (岸 上 • 河 角廣) を發 表した。 

「思想」 に 「備忘 錄」 〔第二 卷四九 二 頁〕. が揭 載され た。 

十 月 十二 曰. ffm 國 P 士院で "Formation  of  Periodic  CJolumnar  Vortices  t>y  Convection" 及 

.ぴ " Residual  "Thermoelectric  Plienomeua  of  Af>f>sirently  Homogeneous  AVire "  (T. 

TSUTSUI,  M.TAMAIS) を發 表した。 

十四日 水產 講習 所の 海洋 調査 擔當官 會議で 「大氣 の 運動に 就て」 を 講演した。 

十八 日 地震 研究所 談話 會で 「彈性 波の 實驗 (笫 一一 一報)」 (坪 井)、 「微動 遮 斷に關 する 堀の 效果」 

(坪 井) 及び 「砂の 崩壞に 就て」 (>:: 部) を發 表した。 

十一月 十五 日 地震 研究所 談話 會で 「本邦に 於け る 近年の 山 崩の 分布」 を發 表した。 

「思想」 に 「怪異 考」 「第二 卷五 二へ 頁〕、 r 靈山 美術」 に 「昭和 二 年の ニ科會 と美 術院」 〔第二 

卷五四 〇 頁〕 が搨 載され た。 

十二月 十二 日 帝國學 士院で "On  the  Meohanis ョ of  Formation  of  Step-Faults  in  Sand-Layers 

!A  T-ossible  Analogy  wit-h  S 一 ijj  ttasls  in  Deformed  Metallic  Crystals"  (N.  MIYAaE) 

を發 表した。 

「理 學部會 誌」 に 「人の 言葉— 自分の 言葉」 「第二 卷五四 七 頁〕 が揭 載され た。 

此頃 アイヌ 語 辭典、 マ レ ー 語 辭典で 土 佐の 地名の 語源 を搜す こと を 試みた。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

On  Tt-el.moerectric  ami  JRlectrotherm;il  prof-erties  of  ； Bismuth-  Single  Crystal. (T.  TSUTSUI) 

Exf^erimentttl  F-tu 二 y  on  the  comt-ustion  of  IVIixtures  of  Hydrogen  witli  All-  or  oxyMen  5 
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Eudiietel-. {K.  Yumoto,  a.  NAKAYA) 

On  Ths.soele (； trie  phenomena  of  Thin  IVIetallic  Films,  (s.  Tanaka,  S.  kusaba) 

On  a  Long  Period  Fluctuation  in  Latitude  of  the  Macroseismic  Zone  of  the  Earth.  (N. 

On  tl5  Vortical  Motion  of  suid  Produced  by  Rotating  wody.  (K.  HATTORI) 

Some  KXJSrirllents  on  Motion  of  I つ luids.  r-al.t  IV.  (K;.  HATTRI) 

Intro 一 hlf.ucn 14  the  Paper  Experimental  Studies  on  Elastic  .waves"  by  Ch.  Tsuboi. 

On  a  Zone  of  Islands  Frii だ in;?  二 le  Japan  Sea  Coast  With  ;i  I)iscliicn  on  its  Possible 

origin. 

•Formation  of  Periodic  coluclIKlr  Vortices Ibv  ccnvectisl. 

Residual  Thel.l=oele(.tric  P11210111ella  cf  >\pparclltly  Honsgenecus  Wire.  (T.  TSUTSS,  IVL 

TAMANO) 

Oil  the  Mi-duslsm  of  Fol.alation  of  Step-Faults  in  stsd  Layers.-IA  Possible  Analogy  with 

Sli づ Kands  in  L-efol.med  IVtetallic  Crystals.  (N.  MiY ヒ s) 

昭和 三年 (1928,} 五十一 歳 

1 月 十七 日 地震 研究所 談話 會で 「關東 地震に 關係 せる 地殼の 移動に 就て」 (せ：： 部) を發 表した。 

「大阪 朝日 新聞」 に 「日本 樂 器の 名 稱と 外國 との 關係」 〔「日本 樂 器の 名 稱」、 笫ニ卷 五 五三 頁」、 

「土 佐 及 土 佐 人」 に 「土 佐の 地名」 〔第一) 卷 五六 〇 頁〕 が 掲載され た。 

一 一 月 十二 曰 帝國學 士院で "Ou  the  Vertical  Displacement  of  the  Sea  Bottom  in  sagasi  way 
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it 年 


Discovered  after  1111-  Great  K;want6  Eartliquake  of  1923,"  "  Oii the  Hol.izontill 

.cisljlactinlents  oi  tlie  s.imary  T-l.igon2netrical  IPoiuts  Discovered  after  the  Kwalls 

Eilrt-bquals"  (N.  JMIYABE) 及び "On  the  Geophysical  significance  of  the  Crustal 

Movement 力 ound  ;lfr>r  till-  (ireat-  K;lrth-l=:lke  of  Inus " を發 表した n- 

三 月 十二 日 帝國學 士院で "<>11 21 JiTc ノ！ pillar  Mode  of  Spherical  rldpagation  of  Fk ョ (K. 

YUMOTO) を發 表した o 

一 一十 日 地 K 研究所 談話 會で 「丹 後地 震に 於け る 地殼變 動に 就て」 aoc 部) 及び r 關東 地震と 海面」 

(山 口  ) を發 表した 0 

二十 一 曰 測地 學 委員 會の 用件で 象 潟へ 向って 出發 した。 二十 二日 酒 田に 一泊、 二十 三日 新津へ 

一泊し、 二十 11 日會津 を 經て歸 京した。 これ は 嘗て 同 委員 會へ飛 島の 位置 を 時々 測定す る こと 

を 提案した ものが 具體 化した ためで ある。 

「思想」 に 「比較 言語 學に 於け る 統計的 研究 法の 可能性に 就て」 「第二 卷 五六- 一が 掲載され 

た 0 

四 月 十二 曰 帝國學 士院で "Oil  Gllstim-ss  of  Winds"  (M.  Tamano,  K.  NlsInA) を發 表した。 

二十 三日 航空 學 談話 會で rccnmM-tion に 依る 渦流」 を發 表した。 

二十四日 地震 研究所 談話 會で 「丹 後地 震と 地殼變 動」 (宮 部) を發 表した。 

1a 月 十二 日 帝國學 士院で "Km-ct.  of  ;in  Jr-.eg-ular  Success i on  cf  Iiiipul ル es  upon  ;i  Si ョ pie  vi- 

hl.ating- syst-21  lilts  uea-l.iug  upon  seislncjlletry  "  (u.  N.\KAYA)， -*  Relation  Ibetween  Ho- 

rizontal Deformatisl  and  post-sois ョ ic  Vertical  Displacement  of  Earth  Crust  whicli  Ac- 
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comf-anied  the  Tanjjo  wp^^^^o-cp^ro : (Is.  IVUYABE),  "On  the  Horizontal  Displacements 

of  warth  〇rus1i  produced  lay  the  Tango  EEU.thquake  "  (N.  MIYABE) 及. び " postlseisml.c 

Slow  .v^ertical  Displacement  of  Earth  CVust  and  Isostasy:  (N.  MIYAWE) を發 表した。 

一 一十 二日 地震 研究所 談話 會で 「丹 後地 方 地殼變 動」 (is  . 東庄 一一 一郎) 及び 「火山の 形に 就て」 

(東) を發 表した。 

「漉 柿」 に 「羽 越 紀行」 〔第 七 卷四ニ 一  頁 j が揭 載され た。 

「淑石 全集 附錄 月報」 に 「夏 目先 生の 俳句と 漢詩」 〔第 七 卷四七 二 頁〕 が 掲載され た。 

六 月 十二 日 帝國學 士院で "Vertical  sis づ lacernents  of  Sea  Bed  off  tlie  Coast  of  thie  Tan^o 

力 arl-hqllake づ istrict"  (s.  IIIGASI) を發 表した。 

十九 日 地震 研究所 談話 會で 「氣壓 と 海水 面」 及び 「地震と 海底 變動」 を發 表した。 

七 月 三日 同 談話 會で r 橫壓に 依る 砂 厨の 崩壞」 (宫 部) 及： ひ 「島 弧の 形状に 就て」 を發 表した。 

十一 一 曰 帝國學 士院で " つ n  a  Characteristic  Mo  一 e  of づ eformation  of  Sea  wed  -、  (s.  HIGASI) 

を發 表した。 

九 月 八日 妻 を 伴 ひ 那須溫 泉に 行き 山樂に 一泊した。 九日 應 原に 行き 福 渡の 和 泉屋に 一泊して 十日 歸 

京した。 

二十 五日 地震 研究所 談話 會で 「地 K 史料の 調査 へ 第 一 報)」 及び 「地震 帶に 就て」 を發 表した。 

「日本 及 日本人」 に 「子規の 追憶」 〔第二 卷六 〇〇K〕、 「理 學部會 誌」 に r スパ ー ク. 一 〔第二 卷 

六 〇 五 頁 J が揭鉞 された。 

十 月 十二 曰 帝國學 士院で "Ignition  of  Gas  l)v  Sparli  and  Its  Dep-endency  on  thie  Nature  of 
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Spark"  (K.  YUMOTO) 及び " cn  the  Kffect  of  Cyclone  llpcn  Sea  Level" (s、  \AMAGUTI) 

を發 表した。 

十一月 二十 六日 航空 學 談話 會で 「液體 に 浮游す る 粉末と 液との 相對 運動に 就て」 (玉 野」 を發 表した。 

「理科 教育」 に 「雜 感」 L 第二 卷六 一 〇 頁〕、 「靈山 美術」 に 「二 科 狂 想 行進曲」 〔第二 卷六 一 四 

頁〕 が揭 載され た。 

此 頃から 映畫を 見る やうに なった。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

Experimental  Studies  on  Fo ニー-  § 二  sl".uctul.e  of  sparked  rl-  L  (u.  NAKAYA) 

Some  Experiments  on  Periodic  Colunmar  Forms  of  Vortices  cied  by  Convection,  (seel 

Yoar  St 一 Id 一-一一 ts  of  pl-yMicH,  rhysisl  lustitut,,  T-liyo  Imperila  university) 

Experimental  8tll-lics  on  Form  and  Structure  of  Sparks.  Part  IL  (IL  NAKAYA) 

On  the  Vertical  IMsp 一 iment-  the  Sea  Bottom  in  Sagami  Bay  Discovered  after  the 

Gl-ea^  Kwiuit ひ Kill.thquillic  of 19, 」3. 

On  th 一-  Horizontal  Disphicemeuts  of  the  rl.imary  Trigonometrical  roiuts  Discovered 

;lfl-2-  tho  Icwans  Earsquake.  (N.  MIYAHE) 

On  the  二 eophysisl  signifi-ce  of  the  cikll  Movement  Found  after  the  Grst  Earth- 

quake of  ^s. 

, Experiments  on  the  Mods  of  sli こ f  p  rl  of  Granular  Mi  Floating  SI 

Liqui-l,i  Some  Allplical-km  to  Geo づ liysical  pllencmesa.  (N.  MIYABK) 
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On  an  Irregular  Moele  of  Spherical  prof*a^atlon  of  p-lamc.  (w.  YUMOTO) 

Ex づ eriinental  Stuflies  OS  F-orIn  anci  Struckire  of  Sparks,  part-  III.  (u.  NAKAYA) 

On  Gustiness  of  winds.  (M.  TAMATS,  ^.  NISIDA) 

ESect  of  an  Jrregdlar  E,UJCCession  of  Inllslses  u で on  p  sis づ】 e  vi^ratin^  system. I wear- 

ing UIJOU  ^.^e】smo3et-ry.  (IJ.  NAKAYA) 

On  tlie  Horizontal  DLSPlacements  of  ICarthi Cr 一】 st  produced  by  TanJ^O  EarttsuaJS.  (N.  IVII- 

Relation  between  Horizontal  reformation  and  Iwostseismic  Vertical  rMsphtcenlent  of  Eart ぱ 

Crust  wiiich  ACC031>anied  the  Tango  Harthquajie.  (N.  INIIYAWE) 

Postseisinic  Slow  .vertical  r>is;p】acenlent  of  Eal.tll  Crust  and  Isostasy.  (N.  IVIIYAHE) 

Experimental  t.-tudies  on  l^cnn  and  x^.w-c^-p^^6  of  yjxu.ks.  I》art  FV ノ  (u.  Nakaya,  r.  \ama- 

^o^^^^p^  Disf>lacements  of  Sea  Bed  oil-  the  (〕cast  of  tlie  Tan^o  Earthquake  uist-rict.  (s. 

HIGASI) 

On  ii  Characteristic  IVISle  of  Deformatitm  of  Sea  wed.  (s.  HIGASI) 

Jixperirnents  ou  the  .Effect,  of  an  Irregular  Succession  of  Ispulses  Uf5n  a  hirup*le  vi- 

brating Systetn.  (IT.  ； NAR!AYA) 

On  the  .Fluctuiltion  of  Seti  Le づ el  IDefcre  and  after  the  Great  want  6  Ea-rthqlualke,  1923 i 

Ettect  of  <Jyclones.  (s.  YAMAGIJTI) 
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.Iwnit-lon  01  Gas Iby  SISrk  and  Its  Dependency  on  ttie  Nature  of  Sparlc.  (K.  YUMOTO) 

On  the  EfEect  of  Cyclone  Up5n  Sea  Level. (s.  YAMAGUTI) 

On  the  Meclnanlsm  of  Glidinsr  SJJal.k- 

砂 層の 崩壊に 關 する 實驗 (： 第 一 報) (宫 部) 

岸 上冬彥 • 小 平 孝 雄 著 「土 佐 海岸に 於け る地殼 表面の 高低に 就て」 へ の 追記 

土佐國 南海 岸の 地形に 就て 

風の 息に 就て (玉 野 光男. 西 m 弘毅) 

昭和 四 年 CS29) 五十二 歳 

一 月 「東京 朝日 新聞」 に 「年賀状」 一： 第三 卷 一 頁」、 「改造」 に 「化物の 進化」 r 第三 卷ぺ 直〕 が 掲載 さ 

れた。 

三 月 十一 一 曰 帝國學 士院で "Ignition  of  Combustible  Gas  with  Thl.ee-part  Spark  "  (K.  YUMOTO, 

K.  YAMAMOTO) を發 表した。 

十九 日 地震 研究所 談話 會で 「砂 層の 崩 壞に關 する 實驗」 (^c 部) を發 表した。 

四 巧 一 日水產 講習 所の 囑託を 解かれ、 新たに 出来た 水 竜 試驗 場に 於て 物理 學 及び 海洋 學に關 する 調 

査を囑 託された。  - 

十六 日 地震 硏究所 談話 會で 「火山の 形 (第二 報：)」 を發 表した。 

「帝 國大學 新閜」 に 「數學 と 語學」 r 第三 卷ニ六 Is が揭 載され た。 

「萬 華 鏡」 が 出版され た。 

五 月 十二 曰 帝函學 士院で "On  the  Effects  -f  the  "Vapours  of  Halogen  Compounds  upon  tla ひ 
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IPoriii au 二  structlu.e  of  Ibn«  snarls--  (u.  Nakaya,  R.  yamamoto) を發 表した o 

六 月 十二 日 帝國學 士院で "91 the  Forms  of  Voicanos  " を發 表した。 

十七 日航 本： 學 談話 會で 「金屬 薄膜に 關 する 二三の 實驗」 (E 中 信〕 を發 表した。 

十八 日 地震 研究所 談話 會で 「丹 後 震災地 附近に 於け る 地 殼の變 動」 (宮 部) を發 表した。 

七 月 「大阪 朝日 新聞」 に 「驗潮 旅行 斷片」 〔「夏」、 第一 一一 卷ー 五一 頁〕 が褐 載され た。 

八 月 十五 日 谷川 温泉へ 行った。 

二十 六日 小宮 豐隆、 岩波 茂 雄と 輕 井澤へ 行った。 

「東京 朝日 新聞」 に 「デバ ー トの 夏の 午後」 〔「夏」、 第三 卷 一四 二 頁 J が揭 載され た。 

九 月 「思想」 に 「さまよへ る ユダヤ人の 手記より」 〔第三 卷 一二三 K〕 、「世界 思潮 講座」 に 「ル クレチ 

ウスと 科學」 〔第三 卷四四 頁」 が揭 載され た。 

十 月 十二 曰 帝國學 士院で rDefonnation  of  ^^^ro  Hp-A^^  cl.ust  and  Topographical  Features 

(N. 1VI1YA3:) を發 表した。 

十五 日 地震 研究所 談話 會で 「櫻 島の 地形 變化」 部) 及び 「石油の 生成と 火山 作用」 を 發表レ 

た 0 

十一 月 十九 日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「火山灰の 接觸 作用」 (平 E 森 一一 一) を發 表した。 

「帝 國大學 新聞」 に 「野球 時代」 「第三 卷ー 一七 H〕 が揭 載され た。 

十二月 十七 日 地震 研究所 談話 會で r 關東 地方に 於け る 地 殼の變 動」 (宮 部) を發 表した。 

〔こ の 年刊 行され た 論文 J 

Experimental  Studies  on  ^0^.5  and  Structure  of  s】〕arks.  Part  V,.  (u.  Nakaya,  E.  yamam_!>to)- 
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Experimental  Jllvestis-tjor -。 ミ tl6  t て -. 

f )  ^  go 崖 厦 of  i  Mi  s  Lateral  piure.  (N. 

A  Long  I)eriod  Fluctuation  in  Latitl】r-P  of  fl5  : . - . 

T  . + -…，  に titu ュ e  of  the  fi  Activity  on  the  Earth.  (N  MIYABE) 

Igmti  of  Combustible  Gis  with  Three-Part  sm-.k  p.  v  -  ) 

On  the  Forms  of  Volcanos. 

I)eformati2a  of  the  E-lrf- 一-  ，vl】i  -5 i r，  ， 

n 1  rs?  i  Joponphical  Features.  (N  J^IIYABE) 

w 昭和 五 年 五十 三 歳 

一 月 六日 長女 貞 子の 夫 森 博 通が 死去した。 


お 

4 


十二 日 地震 研究所 談話 會で 「本邦 火山活動の 緯度 分布に 就て」 及び 「溫 泉の 熱に 就て」 を發表 

した G 

二  H? 十二 日 帝國學 士院で "Cnistal  Disl-ur  一一； U1C つ in  1〈  一  V;5t6  l)istl.icts  "  (MIYABK) 及び" Oii tlie 

l.teln-tion  hetw2 に i tlie  Divenrence  of  Honzclltal  Disjilaceiiients  of  ，rrigoIlolnetncal 

Points  and  the  Vertical  Displacements  of  the  Earth  Crust" を發 表した。 

十七 日航 {4i 學 談話 會で 「パラ. ヂゥム 膜の 龜 裂に 就て」 (E 中) を發 表した。 

十八 日 地震 研究 听 談話 會で 「三角 點 移動の 意義に 就て」 を發 表した。 

「文藝春秋」 に 「二つの 正月」 〔第一 一一 卷ー 二 五 頁〕 が 掲載され た。 

三 月 「改造」 に "に？. 1- stlKliorum  " 〔第三 卷 一 三 一 頁〕 が 掲載され た。 

次女 彌 生が 府立 第一 高等 女 學校を 卒業した。 なほ 二 年間 同校 高等科 英文科に 學ん だ。 

四 月 十二 日 帝國學 士院で " F-urther  Studies  on  T-eriodic  c!olunlns-  Vortices  rl.oduced  一 oy 

convection"-  (M.  T:AMANO) を發 表した „ - 

十五 日 地震 研究所 談話 會で 「山崩れに 就て (第二 報)」 (宮 部) を發 表した。 

次男 正 二が 東京 帝 國大舉 文 學部獨 逸文 學 科へ 入 學 した。 

六 月 十二 日 帝國學 士院で " rl.elinlinary  Kxlsri ョ ents  on  tlie  M021S  of  Propa や atiou  of  sur- 

face combustion-- を發 表した。 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「土地の 垂直 運動と 地形との 關係」 (お 部) を發 表した。 

七 月 「大阪 朝日 新聞」 に 「地圖 をた どる」 〔「夏」、 第三 卷 一 四 五 頁〕 が褐 載され た。  . 

八 月 「東京 朝日 新聞」 に 「暑さの 過去帳」 〔「夏」、 第三 卷 一 四 七 頁〕 が揭 載され た。 
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九 n; 七日 神奈 川縣秦 野へ 地震の 跡 を 見に 行った。 -  一 

十五 日 正 §： 位に 叙せられ た。  - 

十六 日 地震 研究所 談話 會で 「山 崩の 調査 (第一 一一 報)」 ({s 部) を發 表した。  ； 

「思想」 に 「映畫 時代」 一 第三 卷 一 五 四 頁〕 が揭 載され た。 

十 月 二， II 九日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「火山灰の 吸着 作用 (n こ (平 m  ： 内ケ峪 ^郎) を發 表し 一 

た 0  一 

十一月 二十 九日 5- 豆 地震の 被害 状況 視察の ため 三 島へ 行った。  ： 

「帝 國大學 新聞」 に 「映賓 雜感」 一， 第三 卷四 〇〇頁〕 が揭 載され た。 

此 頃から 水口 幸縻 について ゲ アイ オリ ンを習 ふやう になった。 

十二  十二 日 帝阈學 士院で "〇n  Luminous  tMienomena  Acconlpanyinw  Earthquakes-- を發 表し 

た o 

十六 日 地震 研究所 談話 會で 「地震に 伴 ふ 光の 現象」 を發 表した。  一 

岩波 講座 「物理 學 及び 化 學」 に r レ ー リ ー 卿」 「第三 卷 一 七べ 頁〕 が揭 載され た。 

此 頃から 航签 研究所の 出勤日の 金曜の 歸途 銀座 邊に松 根 東洋 城と 會 して 述句を 作り、 i 空 研究所 

の 駒 場移轉 と共に 新 宿 方面に 會 合した。 初め 不二 家、 後 モナミで、 後者 は 最後までの 會 所であった Q 一 

〔こ の 年刊 行され た 論文，. 1 

-On  the  ISTature  of  Destructive  Epl.tllqualces. 

Criistal  Disturlbance  in  Kwant6  Districts.  . 

On  tlie  Relation  Ix-tween  the  Fhvel.genc (-  of  Horissnt-al  oisf-lacenlents  of  Trlgonolnetrical 


45 


Points  iind  the  Vertical  Displuce ョ ents  of  the  Earth  Crust. 

:Projcction  of  Lslg  Spark  upon  the  Yellow  Spot  of  the  Rctma. 

Further  Studies  on  Periodic  columnar  Vortices  Produced  by  Convection.  (M.  TAMANO) 

Experimental  stu-lf  on  Fci  au<l  Structure  of  Sparks,  rl  VIL  (u.  N.akaya,  R.  Yama- 

MOTO) 

rrclimii-y  Experiiuts  on  the  Modes  of  Propagation  of  Surface  Combustion. 

Oil  the  Ileal-  Generated  by  the  Deformation  of  tho  Earth  Crust. 

cs  lAlsillous  rhellcslena  A.CC05I)anyiIlg  Eart-llqlualses. 

spal.k の 光 像 を 網膜に 投射す る 際に 生ずる 生理 光學 的效果 

沿 面 燃 燒に關 する 豫備 的實驗 

地形 圖に 於け る 傾斜 勾配 分布の 統計的 研究方法に 就て 

昭和 六 年 (1931) 五十 四 歳  - . , ； 

一 月 「中央 公論」 に 「時事 雜感」 〔第一 一一 卷 ニニ 六 頁」、 「鄕 土」 に 「火山の 名に 就て」 〔第三 卷ニ四 四 

頁」 が 掲載され た。 

一一 月 十七 曰 地震 研究所 談話 會で 「三 島 町の 被害に 就て」 (宮 部) を發 表した。 

三 月 九日航{八^^學談話會で 「パラギゥム膜の龜裂に就て (第ニ報)」 (田中) を發表した 

十七 曰 地 R 研究所 談話 會で 「島 弧の 曲率に 就て (第二 報ヒ 及び 「一一 一島 町の 被害に 就て」 を發表 

した 0 

「漉 柿」 に 「述句 雜^」 〔第 七卷 W 七 五 頁〕 が揭 載され 始めた。 
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四 月 十三 曰 帝國 學士院 で" or-  tt-e  curvature  of  Islands  Arc  and  Its  Relation  to  th-e  L-atitude 

及、、 ひ "On  Heterogeneous づ istrihution  of  Houses  Destroyed  by  Earth-quals -* (N.  MIYABE) 

を發 表した。 

二十 一 日 地震 研究所 談話 會で 「地震と 雷雨との 關係」 を發 表した。 

「科 學」 に 「日常 身邊の 物理的 諸問題」 「第三 卷ニ五 七 頁〕 が 掲載され た。 

服 部 報公會 常置 委員 を委囑 された。 

五 月 二十 八日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「火災の 物理 學的 研究 (第一 報 ど (內ケ 崎) 及び 「固體 の 

破 壞に關 する 二三の 考察」 を發 表した。 

r 文藝卷 秋」 に 「映 畫雜 記より」 〔「映 畫雜 感」、 第一 一一 卷四 〇 五頁〕 が 掲載され た。 

六 月 十二 日 帝國學 士院で " Aiuilogy  of  Crack  and  Electron" を發 表した。 

十六 日 地震 研究所 談話 會で 「ヮ レメ に 就て」 を發 表した。 

「家庭」 に 「風呂の 寒暖計」 r 「家庭の 人へ. 一、 第一 一一 卷ー 一一 〇 四 頁〕、 「時事 新報」 に 「映 畫雜 記」 

〔「映 畫雜 感」、 第一 一一 卷四 "一 〇 頁， 一 が褐 載され た。 

七 月 七日 地震 研究所 談話 會で 「地震 群に 就て」 を發 表した。 

八 月 此 頃から 玉 を 突く やうに なった。 

九 月 十五 日 地震 研究所 談話 會で 「深 川に 於け る メタン 冗斯 湧出 地」 (宮 部) を發 表した。 

「維 味」 に 「靑衣 童女 像」 r 第三 卷ニ」 ハ七 頁〕 が褐 載され た。 

十. 月 「科 學」 に 「量的と 質的と 統計的と」 「第一 一一 卷ニ七 二 H〕、 「中央 公論」 に 「映畫 雜感」 〔第三 卷 

四 二 七 n.J が 掲載され た。  * 
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飜譯 「史的に 見た る 科學的 宇宙 觀の 變遷」 が 出版され た。  ♦  化 

十一月 十一 一日 帝國學 士院で "Relation  between  Frequencies  cf  Earthquuke  ilu(l  Thundel.stors" 

を發 表した。  . 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「三 鷹 菱形 基線の 變 化と 地震 頻度」 を發 表した。 

二十 五日 理化學 研究所 學術講 會で 「硝子 板の 割 H  (1)」 (平 m  . 山 本 龍 三.) 及び 「山林 火災 

と 不速續 線」 -内ケ 崎.) を發 表した。 

「帝 國大學 新聞」 に 「天然の 藝術. 『ァ フ リカ は 語る』」 〔「映 畫 雑感」、 第三 卷四 一 七 頁」、 「大阪 

朝日 新聞」 に 「カメラ を 提げて」 〔第一 一一 卷 二八 六 頁」 が揭 載され た。 

十一 一月 十五 日 地震 研究所 談話 會で 「三 廳 菱形 基線の 變 化と 關東 地方 地震の 頻度との 關係 (續 報)」 を發 

表した。 

「理 學部會 誌」 に 「蓑 田 先生」 「第三 卷ニ九 五 HJ、 「家庭」 に 「こ はい もの、 征服」 〔「家庭の 人 

へ」、 第三 卷 一二 〇 八 頁〕、 「日本 放途 協會 調査 時報」 に 「ラ ギオ • モ ンタ ー ジ ュ」 〔第一 一一 卷ー 一一 一 一一 一 

頁〕、 「維 味」 に 「青磁の モ ンタ ー ジ ュ」 〔第一 一一 卷ー 一一 一 九 HJ が揭 載され た。 

此頃 頻りに 寫眞 撮影 を 試みた。 次の 年の 六月 出版され た 「續 冬彥 集」 に は插續 として 自作の 寫眞を 

用 ひて ゐ る。 

(こ の 年刊 行され た 論文 1 

On  tlie  cln-vatm-e  of  islands  Arc. 

Experimental  Studies  on  I-orm  and  Structure  of  Spark,  part-  VIn.(u.  Nakaya,  R.  yamamo.to) 

On  the  Curvature  of  Islands  .Arc  and  Its  Relation  to  the  liatitude. 


譜年 


On  Heterlnis  Distribution  cf  Hon  I ぼ roved  bv  F ミー 一 

Analogy  of  i  I  f  0 ぎ  it  s  rrthqie.  (N.  MIy.i) 

巧. y^ical  rail 臺 cf  。。nlf 一一 一  さ f  (H. ま f  H) 

i  cra(-】s  and  Fissures ITileir  physisl  N.Km. ヌ- 1 r^- . 

If  I  Thill  .  f  i  If. 

Act 一 on  of  volcg 一 c  Ash  i  I- ミー- is  csoilsiA  Hint  on ま n  : 

Oil  FIS.  (M.  IISI  K.  Y  一 Mi.3)  ぽ ong 一 n  of  Japaie  Tertiary 

昭和 七 年 0532) 五十 五歲 

一 月 灣！： r ::: む"； C.  -  f  a  I  fl  f 

rt^if 究所談響で 「謹と 漁獲」 is を 震した。 

il ニーぎ、 「輩 界」 に 「鐘爵 外の 鐘靈」 

一一 月 s;;upp"i;^:rl、  I に 「映畫の世界像」 

載され. た。 I」 ？ 首』 絲撗 錄」 〔『手首』 S 題-一 、第一 S 一 一一 七 SJ が if 
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三 月 十二 日 帝國學 士院で "Earthquakes  and  Fisheries" を發 表した。 

長男 東 一が 大學を 卒業した。 三女 雪 子が 三輪 田 高等 女 學校を 卒業して、 翌月 文化 學院へ 入學し 

た。 

「帝 國大學 新聞」 に 「映畫 『三文 ォ ベラ』 その他」 「「映 畫雑. S ご、 第三 卷四 ニニ 頁〕 が褐 載され 

た 0 

M 月 四日 小 田 原から 長 尾 峠に 遊んだ。 

長男 東 一 が 北海道 帝 國大學 理學部 助手 を 命ぜられた。 

「セル パ ン」 に 「千人針」 〔第三 卷コ 一九 六 頁〕 が褐 載され た。 

五 月 十二 曰 帝國學 士院で "Change  of  Depth  in  the  way  of  Tosa: を發 表した。 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「與津 より. S 本に 至る 水準 檢測 成果」 及び 「土 佐 沿岸 海底の 變化」 

を發 表した 0 

二十 五日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「椿の 花の 落ち 方に 就いて」 (內 ケ^) 及び 「水晶 球の 打擊 

像」 r 平 田 • 山 本) を發 表した。 

「帝 國大學 新聞」 に 「俳味 ある フ ランス 映畫 —『自由 を 我等に』 を 見て」 〔「映 書： 雜 感」、 第三 卷 

四 四 ヒ页〕 が 掲載され た 0 

六 月 六日 航空 學 談話 會で 「中 {41 坊， 錘状 流水 柱の 生成」 (E 中 • 价藤 疆 自) を發 表した。 

二十 一 日 地震 研究所 談話 會で 「牛 島の 傾斜と 地殻の 剛性」 (せ § 及び 「地震の 分布と 觀測所 

の 分布」 を發 表した。 

「績 冬彥 集」 が 出版され た。 
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■IT や 


「東京 朝日 新聞」 に 「生ける 人形」 〔第一 一一 卷四六 四 頁〕 が揭 載され た。 

七 月 十二 日 帝國學 士院で "Tilting  and  Strength  of  Earth-S  Crust"  (N.  MIYABE) を發 表した。 

ァ 月 「文 學」 に 「チュ ー インガム」 〔第一 11 卷四七 七 頁〕、 岩波 講座 「日本 文學」 に 「映 畫藝 術」 〔第三 

卷四八 七 頁〕、 「公民教育」 に 「敎 育映畫 につ いて」 「第三 卷 五一 1 一六 頁〕、 改造 社 「俳句 講座」 に 

「天文と 俳句」 〔第 七 卷五四 六 頁〕 が揭 載され た。 

九 月 二十 二日 田 丸 卓郞が 歿した。 

一 一 十九 日 東京 を 立 つて 札幌へ 向った。 

十 月 一 日札幌 着。 三、 四、 五の 三日 北海道 帝國大 學理學 部で 地球 物理 學に關 する 講義 を 行った。 六 

日 札幌を 立ち 七日 歸 京した。 珍ら しい 大 旅行であった。 

十八 日 地震 研究所 談話 會で 「地 磁氣の 分布と 曰 本の 構造」 を發 表した。 

「中央 公論」 に 「烏瓜の 花と 蛾」 〔第三 卷五四 五 頁〕 が搨 載され た。 

十 一 月 十二 曰 帝國學 士院で "On  the  Result  of  Revision  of  Precise  Levelling  along  the  PaciSc 

Coast  t5m  okitu  to  Kusimoto,  -i  " 及び "Tls  Result  of  the  Recent  Revison  of  Precise 

levelling  on  tlie  Route  from  T-oliyo  to  Hllzimi  via  T-illiasaki  and  Suwa  "  ( N.MIYABE) 

を發 表した。 

十八 日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨 流しの 現象」 (内 ケ畤. ) を發 表した。 

「鐵 塔」 に 「札幌 まで」 〔第三 卷 五六 一 頁〕、 「週刊 朝日」 に 「ステッキ」 「第三 卷五七 四 頁〕、 

「キネ マ 旬報」 に 「音 樂 的映畫 としての 『ラブ . ミ. トウ ナイト』」 〔第一 一一 卷五 八 〇 頁〕、 改造 

社 「俳句 講座」 に 「俳諧の 本質的 概論」 〔第 七 卷五五 九 頁〕 が揭 載され た。 


51 


十二月 七日 三女 雪 子が 怪我 をして 九日 大學 病院へ 入院した。 

十七 日 動 一 一等に 叙せられ 瑞寶章 を 授けられた。 

二十日 地震 研究所 談話 會で 「北上 川に 就て」 及び 「地 磁氣の 分布と H 本の 構造 (續 報)」 を發表 

した 0 

「唯物論 研究」 に .rtr フ . ノ ー ル其 他」 〔第三 卷 五八 七 頁〕、 改造： a 「俳句 講座」 に 「夏 目漱石 

先生の 追憶」 〔第一 11 卷五九 二 頁〕、 「理 學部會 誌」 に 「田 丸 先生の 追憶」 〔第一 一一 卷六 〇 九 頁〕、 r 鐵 

塔」 に 「言葉の 不思議」 〔第 四卷 ニニ 九 頁 以ド〕 が 掲載され た。 最後の もの は 翌年 も數囘 同誌に 

揭 載され た。 

此 頃から 藤 岡 由 夫、 坪井忠 二と 共に 合奏 を 始めた。 

.2 の 年刊 行され た 論文」 

Action  of  Volcanic  Ashes  on  Oils—A  Ilint  on  tl->  :l-ij^in  :f  Japam-pe  rl-t-l.olellRU 

On  swarul  Eartllq-uilkes. 

〇nlcks  PrcKiuced  on  t-llc-  slll.f  ucc  of  tlclecH-lcs  dv  VThd】n4T ァ】 >jvrJ<.  (IVI.  IIIIHAT レ, K.  YAMA- 

Deformation  of  the  llhombic  ； Base  Lines  at  Mitaka  im 二  Kal-thqllilkes  in  K;want6. 

Mh-roscopi(-  Cracks  ； Produced Iby  Electric  srsrk. 

lBarth-】ua.lu,s  aud  Fislierles-  I. 

On  Some  ； probable  InSuence  of  Earthquakes  Uy5n  Ipislsries. 

reformation  oi the  Rhombic  Base  Lines  at  Mitaka  and  Eartljquals  Freq-uency  in  Fcwisti ひ 
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譜年 


Districts. 

:Forest.  sres  ； ind  weathers.  (T.  UTIGASAKI) 

water- Jet-  Affected liy  Tobacco  Suioke. 

Oltiange  of  Depth  in  tihe  way  of  T-osa. 

T-iltinw  and  stl.en^tll  of  Earth*s  Crust.  -^.  MIYABE) 

Preliniinary  Report  on  IVIicrosco で ic  ow.„s^  UJSU  tlie  Surface  oi  Dielectrics,  IVoduced  by 

Gliding  SJS-rk  (M.  Hikata,  R.  yamamoto) 

Fol-2vor(l  to  the  raps- " 〇n  Hollow  spindle-s;har-ed  Liquid  Jet" Ijy  K.  Ito. 

On  the  Result  of  Revision  of  Precise  Levelliug  illong-  the  Pacific  Coast  from  Okitu  to  IKU- 

simoto,  532. 

Tlie  Result  of  tile  Rucent  Revision  of  Precise  Levelling  on  tlie  Route  from  TolSyo  to  Hu- 

zimi  via  Takasaki  and  Suwa.  (N.  MIYABE) 

On  the  Motion  of  a  Peculiar  "ryxje  of  Body  p\.llling-  ^-^^.CCK^^  Air  camellia  JPlower. 

(T.  Utig  -.saki) 

秦 野に 於け る 山 崩 (宮 部) 

昭和 八 年 (533) 五十六 歳 

一 月 十二 日 帝國學 士院で ： Distribution  of  Terrestrial  Magnetic  Elements  and  the  Structure 

of  t-he  Eal.th-S  Crust  in  Jap-an" 及び i  Kit-akilmi  River  tMain  and  Its  Geophysical 

SigniScance" を發 表した 0 
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四 


-十 三日 三女 雪 子が 退院した。 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「四國 に 於け る 山 崩の 方向 性」 及び 「日本の ゼォ イドに 就て」 を發 

表した。 

「應用 物理」 に 「鐘に 置る」 〔第 四卷 一 頁〕、 r 鐵塔」 に 「北氷洋の 氷の 破れる 音」 〔第 四卷五 頁〕、 

"sciential に " Ima き of  slysiral  World  in  Cinematography" 〔第 四卷 一 一 頁〕、 人 

公論！ に 「重 兵衞 さんの 一 家」 〔第 四 卷ニ四 頁〕、 「帝 國大學 新聞」 に r 铅を かじる 蟲」 〔第 四卷 

三 t 頁〕、 「藏前 新聞」 に 「鎖骨」 〔第 四 卷四ニ 頁〕、 「映畫 評論」 に 「 -ー ュ ー ス映畫 と 新聞， 記事」 

「第 四 卷五七 頁〕 が 掲載され た。 . 

月 二十 六日 熱 海へ 行った。 

「科 學」 に 「自然界の 縞 模樣」 一 第 S 卷六六 頁 J、 「鐵 塔」 に 「藤の 實」 r 第 四 卷へ六 頁〕、 「中央 

公論」 に 「銀座 アル プ ス 一 「第 四 卷九ニ 頁〕、 I 經濟 往来」 に 「珈琲 哲學 序說」 「第 四卷 一 一 四 頁〕. 

が 掲載され た。 

月 「改造」 に 「空 想 曰錄」 〔第 四卷  一 ニニ 頁」、 「帝 國大學 新聞」 に 「映畫 雜感」 〔第 四卷 一 四 一一 一 頁〕 

が 揭 載され た。 

月 卜 一 日航 签 評議 會 臨時 評議員 を 仰せ つ けられた。 

卜 二 曰 帝國學 士院で Result  of  the  Precise  Levelling  along  the  Pacific  coast-  from  K ひ ti 

to  Kagosima,  1932: を發 表した。 

次男 正 二が 大學を 卒業した。 

「理 學界」 に 「物質 群と して 見た 動物 群」 「第 四卷ー 五べ 頁： 一、 「文 學靑 年」 に 「病院 風景」 〔第 
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四卷 一 六 三 頁 J、 「文藝 ii 思 匠」 に 「猿の 顔」 〔第 s: 卷 一七 ー卷， -、 「曰 本放途 協會 調査 時報」 に 「ラ 

ギオ 雜感 「第 四 卷 一 七三 頁〕 が搨 載され た。 

五 月 十六 日 地震 研究所 談話 會で 「統計に 闲る 地震 豫 知の 不確定 度」 を發 表した。 

二十 五日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨汁 皮膜の 硬化に 及ぼす 電解質の 影響」 (內ケ 崎)、 「墨汁 

粒子の 毛管 電氣 現象」 (： 山 本. >  及び 「藤の 實の 射出され る 物理的 機構」 (平 E  • 內ケ 崎) を發表 

した 0  . 

「鐵 塔」 に 「津浪 と 人間」 〔第 四卷 一 八 二 頁」、 「映畫 評論」 に 「耳と 目」 〔第 四卷 一 九 一 頁 一 が 

掲載され た。 

六 月 十二 曰 帝國學 士综で .* 〇n  a  Measure  of  Uncertainty  Regarding  tJae  Prediction  of  Earth- 

quals  Based  on  statistics- 一  を發 表した。 

二七日 地震 研究所 談話 會で 「地震と 漁獲 (第三 報)」 及び 「津波の 光 現象に 就て」 を發 表した。 

「中央 A ム論」 に 「蒸發 皿」 〔第 四卷 一 九九 頁， 1、 「東京 朝日 新聞」 に 「， 記錄狂 時代」 〔第 四卷ニ 一 

六 1HU が搨 載され た。 

「柿の 種」 が 出版され た。 

七 月 二 卜 八日 淺間 山麓 星野溫 泉へ 行った。 二十 九日 鬼 押出へ 行った。 

八 月 初め 一日； 東京へ 歸り、 十三 日 再び 星 野. へ 行った。 十五 日 地震 研究所 淺間 支所の 落成式に 列席し 

た。 十六 日 地震 研究所の 人達と 鬼 押出へ 行った。 二十 一 日 東京へ 歸 つた。 

「科 學」 に 「感覺 と 科學」 〔第 四卷 ニニ 五 頁〕、 「週刊 朝日」 に 「涼味 數題」 〔第 四 卷ニ五 〇 頁〕、 

「中央 公論」 に 「錯 覺數 題」 「第！：^^ニ五九頁〕、 「文 學」 に 「神話と 地球 物理 學」 r 第 四 卷ニ七 
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六 頁〕 が 掲載され た。 ， 

九 月 二十 三日 地震 研究所の 入 達と 鎌 倉 江 之 島 方面へ 行った。 

「鐵 塔」 に 「學 間の 自由」 〔第 四 卷 二八 一 頁〕、 「改造」 に 「試驗 管」 〔第 四卷 二八 七 頁」、 「經濟 

往来」 に 「輕 井澤」 〔第 四卷ー 一一 〇 六 頁〕、 岩波 講座 「世界 文學」 に 「科舉 と 文學」 〔第 四卷三 一 ベ 

頁 J が揭 載され た。  . 

卜 月 卜 二日 帝國學 士院で --Luminous  rhenomeua  Accompanyhig  Destructive  sea-wilves- 

を發 表した。 

十四日 妻 を 伴 ひ^ 香 保に 遊び 十六 日歸 京した。 

此 頃から 時 々郊外に ドライ ゲを 行った。 此月 二十 二日に 奥 多 摩へ、 二十 九日 浦 和、 志 木 方面へ 

一 了った。 

r 鐵荅ー に 「科學 者と あたま」 f 笫 s 卷ー 一一」 ハー 一一 s、 「週刊 朝日」 に 「淺間 山麓より」 〔第 四卷 一一 一 

七 一 頁. 1、 「中央 公論」 に 「沓掛 より」 〔第 四 卷三 t 九 KJ、 「中央 美術」 に 「二 科 展院展 急行 瞥見 

記」 〔第 四卷 一一 一九 五 頁 J、 「文藝 評論」 に 「K から Q まで」 「第 四卷四 〇 一一 一 頁〕 が 掲載され た。 

「物質と 言葉」 が 出版され た。  • 

十 一 月 十七 曰 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨汁 粒子の 電氣的 諸 性質 (續報 ご (山 本 . 渡 部) を發^ L 

た 0  - 

二十 一 日 地震 研究所 談話 會で 「相 模灣 底の 變 化に 就て」 を發 表した。 

「文藝春秋」 に 「猿 蟹 合 戰と桃 太郞」 r 第 四卷四  一 二 頁〕、 「帝 國大學 新聞」 に 「人魂の 一 つ ひ 場 

合」 「第11^!$=1四  一 ， ^頁〕、 「漩 柿」 に 「俳諧 瑰談」 「第 七卷 五八 六 頁〕 が 掲載され た。 


56 


B 日"" *t~ 


,H 一月 十一 日航 空學 談話 會で 「達 直に 吊された 絲を 熱する ときに 生ずる 上昇 力と 之に 及ぼす ssf の 瓦 

斯」 (竹內 能忠) を發 表した。 

「中央 公論」 に 「伊香保」 〔第 四 卷四ニ 四 頁〕、 「文 藝」 に 「異質 ^ 作用」 〔第 四卷四 四 二 頁 j が 

褐 載され た。 

「蒸發 皿」 及び 「地球 物理 學」 r 坪 井) f. 第 八 卷三三 三 頁〕 が 出版され た。 

〔こ の 年刊 行され た 論文〕 

Distribution  of  Terrestrial  INtagnetic  elements  and  Structure  of  EartlVs  Crust  iii Jillsn. 

ivitakiuni  liivel-  Plain  and  Its  Geophysical  signittcance. 

liesult  of  the  Precise  Levelling  along  the  Pacific  Coast  from  K:6ti  to  wagosima,  1932. 

On  ;i JVIeafnu-e  of  Uncertainty  Regarding  the  "Prediction  of  Earthquake  Based  on  Statistics. 

on  the  MechauislB  of  sp-ontaneous  Expulsion  ot  メ Vistarhi  Seeds.  (M.  HSATA,  T\  UTIGA- 

SAKI) 

Foreword  to  the  pa-per  " Thermill  〇onvection  of  Liqukl,  Ladeii  with  some  powder-*  .hy 

Y.  IIu づ IN? 

Earthquake  an-l ； Fislieries.  II. 

.UI350UH  rhenom31a  Accornp5-nyill^  Destructive  sejl-.\vilves  (l-slami). 

Experimental  Studies  on  Colloid  Nature  of  Chinese  Black  Ink.  IPart  I.  (R.  Yamamoto,  T. 

WATANABH) 

霜柱の 融解に よる 地面の 縞模樣 
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昭和 九 年 U934) 五十 七 歳 

一 月 九日 日本 學術 振興 會 委員 を委麵 され 第 四 部 常置 委員 會委 員と なった。 

十二 日 帝國學 士院で "cn  ph-ysical  Properties  of  Chinese  wlack  Ink"  (K.  Yamamoto,  T. 

WATANABE) を發 表した。 

十六 日 地震 研究所 談話 會で 「東北 地方の 地形に 就て」 を發 表した。 

「中央 公論」 に 「初冬の 日記から」 L 笫四卷 四 五 五 頁〕、 「朝日 新聞」 に 「猫の 穴 掘り」 〔第 四卷 

a 七三 頁」、 「東 炎」 に 「思 出 草」 〔第 四 卷四八 一 頁〕、 「朝日 新聞」 に 「踊る 線條」 〔第 ii 卷四八 

六 頁〕、 「文 學」 に 「徒然 草の 鑑賞」 〔第 四 卷四九 〇 頁〕 が 掲載され た。 

二 月 十二 日 帝國學 士院で "Oil a  Regularity  in  Topographical  Features  of  Nol.th-East  Japan  " 

を發 表した。 

二十日 地震 研究所 談話 會で 「粉末 堆 層の 破 壞に關 する 實驗」 を發 表した。 

「文 體」 に 「雜 記帳より」 〔第 四卷五 〇 二 頁〕、 「大阪 毎日 新聞」 に 「ある 探偵 事件」 〔笫 四卷五 

〇 八 頁〕 が 掲載され た。 

三 月 十二 日 帝國學 士院で "cn  the  Modes  of  Fracture  of  a  Layer  of  Powder  Mass"  (T.  WATA- 

NABE) 及び " On  the  Physical  Meaning-  of  Periodic  Structure  in  Eal.th-S  Crust" を發表 

した。 

「經濟 往来」 に 「變 つた 話」 〔第 四卷五  一 二 頁〕、 「俳句 研究」 に 「i 墳談」 〔第 七卷 五八 八 頁〕 

が 掲載され た。 

四 月 十五 日 玉 川へ、 二十 二日 柏 壁 方面へ ドライ ゲを 行った 0 
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譜年 


十七 日 地震 研究所 談話 會で 「大陸 は收 縮す る？」 及び 「中 國の 地形」 を發 表した。 

「改造」 に r 學 位に 就て」 〔第 四卷五 二八 頁〕、 「中央 公論」 に r ジャ ー ナ リズム 雜感」 〔第 四卷 

五 四 四 頁」、 「帝 國大學 新聞」 に 「科學 に 志す 人へ」 L 笫四卷 五六 三 頁〕 が褐 載され た。 

五 月 六日 八 王子 方面へ ドライ ゲを 行った。 

十二 日 帝國學 士院で "Revision  of  Precise  ； Levelling  along.  R.  Tenl.yfl,  from  simosuwa 

to  R:akegawa,  1934"  (N.  MiYABE) 及び "On  the  Stability  of  Continental  Crust" を發表 

した c 

二十四日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨汁の 諸 性質」 (第三 報)」 〈山 本 • 渡 部 >  及び 「割れ目と 

生命」 を發 表した。 

「中央 公論」 に 「函 館の 大火に 就て」 〔第 四 卷五七 0 頁) が揭 載され た。 

六 月 十九 日 地震 研究所 談話 會で 「日本海の 深さ」 を發 表した。 

「中央 公論」， に 「マ ー カス . ショ ー と レビ ュ ー 式敎 育」 一. 第四卷 五八 八 頁〕、 「心境」 に 「庭の 追 

憶」 〔第 四卷六 〇 五 頁〕、 「キネ マ 旬報」 に 「映 畫雜 記」 〔「映 畫雜 感」、 第五 卷  一 ニニ 頁 •」 が 掲載 さ 

れた。 

七 月 三日 地震 研究所 談話 會で 「地 殼變 動と 溫泉」 を發 表した。 

十二 日 帝國學 士院で "ilot  8prings  and  Deformation  of  Earth-S  Crust" を發 表した レ 

同日 次 姉 伊野部 幸が 死去した。 

二十め 日 星野溫 泉に 行き 三十日まで 滞在した。  - 

「東京 日日 新聞」 に 「『豆』 と 哲人 ビ タ ゴ ラ ス の 最期」 〔「ピ タゴ ラス と 豆」、 笫五卷 一 頁〕、 
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「セル パン」 に 「モダン - アイ をと ほした 『山中 常 盤』— 山中 常 盤の 映畫的 手法」 〔「山中 常 盤 

双紙」、 第五 卷六 頁〕 が揭 載され た。 

八 月 十三 曰 再び 星 野へ 行き 暫く 滞在した。 十四日 小 諸に 遊んだ。 

「週刊 朝日」 に 「夕 « と 夕風」 〔第五 卷 一 〇 頁〕、 「行動」 に 「廳を 貰 ひ 損なった 話」 〔第五 卷 一 

五 頁〕、 「文藝春秋」 に 「觀點 と 距離」 〔第五 卷 一 ベ 頁〕、 「中央 公論」 に 「喫煙 四十 年」 〔第五 卷 

二三 頁〕、 「旅と 傳說」 に 「初 旅」 〔第五 卷三九 頁〕、 「文 學」 に 「雜 記帳より」 〔第五 卷四 一一 一 頁〕、 

「專 賣協會 誌」 に 「ゴル フ隨行 記」 〔 第五 卷五三 頁〕、 「東 炎」 に 「子規 自筆の 根 岸 地圖」 〔第五 

卷六 〇 頁〕 が揭 載され た。 

九 月 五 3 星 野へ 行き 七日 歸 京した。 

二十 九日 上 高地へ 行き 十月 一日 歸 京した 3 

f 中 失 公論」 に 「藤棚の 蔭から」 〔第五 卷六五 頁〕、 r 藏前 新聞」 に 「鳶と 油揚」 〔第五 卷八四 頁」、 

「俳句 研究」 に 「明治 册ニ 年頃」 〔第五 卷九 〇 頁〕、 「文 學界」 に 「映畫 雜感」 〔第五^!^  一  二 九 頁〕、 

「東京 朝日 新聞」 に 「地圖 を 眺めて」 〔第五^|^1九五夏〕 が榻 載され た。 

十 月 二十 一日 我 孫子 方面へ ドライ ゲを 行った。  . 

二十四日 水 產試驗 場の 海洋 學 談話 會で r 曰 本 海 海底の 形態」 を 講演した。 

「映畫 評論」 に 「映畫 雜感」 T 第五 卷 一 一一 一七 頁〕、 「科學 知識」 に 「疑問と 空想」 「第五 卷 一 五 一 

頁〕 が揭 載され た。 

十一 ST 十二 曰 帝國學 士院で "Results  cf  wevision  of  Precise  Levelling  in  T6holiU  Districts 

(N.  MIYABE) を發 表した。 
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十五 日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨汁の 諸 性質 i 第 IT 報)」 (山 本 . 渡 部) 及び 「二三の 生理 

光學的 現象」 (山 本 . 渡 部〕 を發 表した。 

二 4- 日 地震 研究所 談話 會で 「珊瑚礁に 就て」 を發 表した。 

「中央 公論」 に 「破片」 〔第五 卷 一 五 七 頁〕、 「經濟 往来」 に 「天災と 國防」 「第五 卷 一 七」 ハ 頁〕、 

「俳句 研究」 に 「俳句の 型式と 其 進化」 〔第 七卷六 〇 二 頁〕 が褐 載され た。 

十二月 十二 曰 帝國學 士院で --vertical  Movement  of  Earth*s  Crust  and  Growth  of  Coral  Reef  " 

を發 表した。 

「文 學」 に 「家鴨と 猿」 〔第五 卷 一 八 九 頁 / 「野鳥」 に 「嶋 突き」 〔第五 卷 一 九九 頁〕、 「短歌 研 

究」 に 「追憶の 冬 夜」 「第五 卷ニ 〇 四 頁〕 が 掲載され た。 

「觸 媒」 が 出版され た。 

〔この 年刊 行され た 論文〕 

On  Physical  prop-erties  of  Chinese  ； Black  Inlc.  Part  L  一 R.  Yamamoto,  T.  .watanabe) 

On  a  Keg-ularitv  in  Tof-ographical  Features  of  ,Nol.th-East  Ja!>an. 

On  the  Modes  of  IVacture  of  a  ； Layer  of  po.v¥.(ler  Mass.  (T.  WATANABE) 

on  tlie  Physical  Meilnill^  of  Periodic  Structure  in  Earth-S  Crust. 

Revision  of  Precise  Lrtvelllny-  alon ぬ R.  Tcnl.yll,  ircnn  Shiiosuwa  to  ivakega 一 va, ISM. 

(N.  MIYABE) 

On  tlae  staL-ility  of  Continriit.al  Crust. 

Hot  sprint^s  and  Deforniation  of  Eal.ttl-S  crusti. 
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On  Batlay metrical  Features  of  the  Japan  Sea- 

Result  of  Revision  of  Precise  Levelling  in  T6hoku  Districts.  (N.  MIYABE) 

Vertical  Movement  of  Ekrtll-S  Crust  and  Growth- o£l.coral  Keef. 

On  ,xonle  〇f>wcal  IllusloDS.  (R-.jpk  amamoto,  T.  avatanabe) 

生物と 割れ目 

麥 畑の 地面に 現 はれる 弧状 線模樣 

割れ目と 生命 

天氣の 週期に 關 する 俗說の 一 例 

昭和 十 年 a935) 五十八 歳 

一 月 「文藝春秋」 に 「夢 判斷」 〔第五 卷ニ 一  三 頁 J、 「都 新聞」 に 「新春 偶語」 〔第五 卷ニ 一  し 頁 J、 「 一 

橋 新聞」 に 「新年 雜俎」 〔第五 卷ニ  ニニ 頁〕、 「時事 新報」 に 「相撲」 〔第五 卷ニ  二八 頁〕、 「實驗 治 

療」 に 「追憶の 醫師 達」 〔第五 卷 ニー 一一  六 頁〕、 改造 社 「日本 文學 講座」 に 「西 鶴と 科學」 〔第五 卷 

二 四 一 頁〕、 「中央 公論」 に 「自由 畫稿」 〔第五 卷三 一 四 頁 以下〕 が揭 載され た。 最後の もの は 五 

月まで 連載され た。 

二 月 十九 日 地震 研究所 談話 會で 「水準 線路の 昇降と 温泉の 分布」 (，宮 部) を發 表した。 

「思想」 に 「殿 風 維 俎」 〔第五 卷ニ六 〇 頁〕、 「漉 柿」 に 「詩と 官能」 〔第五 卷ニ七 五 頁」、 「野鳥」 

に 「鴉と 唱歌」 〔第五 卷 二八 〇 頁 1、 「セル パン」 に 「映畫 1」 〔第五 卷四 一 五 頁〕、 「高 知 新聞」 

に 「人間で 描いた is 樣」 .「 映畫雜 感」、 第五 卷四 二三 頁〕 が揭 載され た。 

一二 月 十工. 曰 帝國學 士院で "Hot-  sin. ぼ ま and  Deformatiou  of  Earth-S  Crust"  (N.  MIYABE) を發 
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譜年 


表した。 

四 月 十六 日 地 K 研究所 談話 會で r コ 口 イドと 地震 學 1 第-報)」 を發 表した。 

「帝 國大學 新聞」 に 「最近の 映畫に 就て. i 的な 情味な ど を」 〔「映 畫雜 感」、 第五 卷四 二べ 頁〕、 

「& 袖」 に 「映畫 雜感」 〔第五 卷 in 二三 頁〕 が褐 載され た。 

五 月 二十 三日 理化學 研究所 § 講演會 で 「割れ目と 生命 - 第二 報)」 (渡 部，) 及び 「墨汁の 諸 性質 (第 

i 報ヒ (山 本 - 渡 都) を發 表した。 

「文 學」 に 一. 物賣 りの 聲」 〔第五 卷 二八 三 頁〕、 理 學部會 「輻射」 に 「伯林 大學」 〔第五 卷ニ九 一 一一 

頁〕、 「大阪 朝日 新聞」 に 「五月の 唯 i」 〔第五 卷 三つ 頁〕、 「映 畫 評論」 に 「映畫 雜感」 「第 

五卷 11 三， ベ 頁〕 が 掲載され た 0 

ナ 月 十二 日 帝國學 士院で " Cataphoresis  of  Chinese  Ink  in  Water  containinsT  Deuterium 

Oxide  (R.  YAMAMOTO) 及び "Relation  l-etween  Topography  ； ind  Vertical  Displace- 

ment of  Eilrth-S  Crust"  (N.  MIYABE)J を發 表した。 

十七 日靜 岡へ 地震の 跡 を 見に 行った。 

「短歌 研究」 に 「箱 根 熱 海 バス 紀行」 〔第五 卷 一一 一九」 ハ 頁〕、 r 經濟 往来」 に r 隨筆 難」 〔第-..:;.^&11： 

〇 六 頁〕、 r& 柿」 に 「映 畫 雜感」 「第五 卷四四 二 頁〕 が 掲載され た 0 

七 月 十七 日 星 野 温泉へ 行った 。十八 日南輕 井澤へ、 十九 日 上田へ 行った。 

一文 學」 に 「B 教授の 死」 〔第五 卷四四 八 頁〕、 「中央 公論」 に 「災難 雜考」 〔第五 卷四 尸、 0 頁〕、 

「映畫 と 演藝」 に 「僕 流の 見方で」 〔「映 畫雜感 J、 第五 卷四 七べ 頁〕 が 掲載され た。 

「螢光 板」 が 出版され た。 
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八 月 SI 日 東京へ 歸 つた。 

十四日 星 ヶ岡 茶寮の 漱石 全集 相談 會に 出席した。 

十五 日 星 野へ 行き、 地震 研究所の 人達と 鬼 押出へ 行った。 十七 日輕 井澤へ 行き、 車で 離山へ 登 

つた。 十八 日 車で 峯の 茶屋まで 行き それから 小淺 間へ 登った。 二十 一 日 東京へ 歸 つた。 

三十日 星 野への 途、 上野から 輕 井澤まで 東洋 城と 同行、 車中で 歌仙 を 作った。 

三十 一 日北輕 井澤へ 行った。 

「文藝春秋」 に 「海水浴」 〔第五 卷四八 三 頁」、 「文 學」 に 「絲 率」 〔第五 卷四九 二 頁〕、 「セル パ 

ン」 に 「映畫 と 生理」 〔第五 卷五 〇 一 頁〕、 「溢 柿」 に 「映賓 雜感」 〔第.五^!^五〇七頁〕 が 掲載 さ 

れた。 

九 月 一日 輕 井澤へ 行き 愛宕山へ 登った" 

二日 星 野から 東京へ 歸 つた。  . 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「淺問 火山 爆 發實見 記」 を發 表した。 

腰部に 疼痛が 起り 病床に 就いた。 溝 淵 博士 の 診察 を 受けた。 

「婦人 之 友」 に 「靜岡 地震 被害 見學 記」 〔第五 卷五 一 六 頁〕、 「家庭」 に 「高原」 「第五 卷五ニ 六 

頁〕、 「東京 朝日 新聞」 に 「小淺 間」 〔第五^^五ーーー三頁〕 が 掲載され た。 

十 月 一 日從 三位に 叙せられ た。 

此月 高木 博士の 診察 を 受けた。 脊椎 骨に 損傷の ある ことが 知られた。 十七 日から 絕對寢 たきり 

にした 0 

「龅 柿」 に 「映畫 雜感」 〔第五^1^-五五五頁〕、 「登山と スキ ー」 に 「雨の 上 高地」 〔第五 卷 五六 0 
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页」、 岩波 講座 「東洋 思潮」 に. 「日本人の 自然 觀」 〔第五^！^：五人九頁」、 改造 社 「俳句 作法 講座」 

に 「俳句の 精神」 「第 ヒ卷六 〇 九 頁〕 が揭 載され た。 

十一月 十九 日 理化學 研究所 學術 講演 會で 「墨汁の 諸 性質 I 第 六 報)」 (山 本 • 渡 部) 〔代 讀〕 を發 表した。 

三女 雪 子が 靑木滋 へ 嫁した。 

此 月島藺 博士の 診察 を 受けた。 疼痛 は身體 各所に 現 はれる やうに なった。 

「文 學」 に 「小 爆發ニ 件」 〔第五 卷六 〇， 九 頁〕、 「中央 公論 一 に 「三 斜晶 系」 - 第五 卷六 一 九 頁〕、 

「思想」 に 「埋もれた 激石傳 記 資料」 〔第五 卷六三 五 頁 J が褐 載され た。 

十一 一月 三日 日本 學術 振興 會第四 特別委 員會 委員 を委囑 された。 

十七 日 地震 研究所 談話 會で 「宮 古— 靑森間 地穀の 垂直 變動」 (宮 部) 〔代 讀〕 を發 表した。 

二十 七日 長男 東 一 と 小野禮 子の 婚約が 成った。 

病勢 次第に 募り、 三十 一 日 午後 零時 二十 八 分 歿した。 病 は 轉移性 骨 腫瘍であった。 

此日 特旨 を はて 位 一級 追陞 せられ 正三位に 敍 せられ、 旭日 重 光章 を 授けられた。 "きき くま 

告別式 は 昭和 十 一 年 一 月 六日 谷中齋 場に 於て 神式 を 以て 行 はれた。 墓 は 鄉里高 知 市外 初 月村久 萬に 

ある 0 

〔この 年刊 行され た 論文〕  . 

Hot  Springs  and  TDeforluatioll  of  Karth-S  Crust.  II.  (N.  MIYABK) 

F に Xperim2】tal  Studies  on  Colloid  N:itim>  of  Chinese  Black  Ink.  ral.t  II,  (K.  YAMAMOTP  、r 

catapboresis  of  Chinese  luk  hi  一 V;lt2-  Containing  Deutel.icm  Oxide.  (R  YAMAMOTO) 
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iJelatioD  between  TopograJ^Fy  a.nd  Vertical  Displacenient  of  Earth-S  ows^.  (N.  MIYABM) 

ColloWs  and  seissology. 

Geographical  Distrilstion  of  JKOt  and  Mineral  lsp>rin^s  and  Deformation  of  Earth-S  Crust. 

(N.  MIYABE)  . 

phs^slcal  Morf>t510^y  of  〇010l】r  ^pattern  of  sose  I>OTnestic  AniBals,  (T-.  WATANABK) 

淺間山 小 爆 發のニ 例に 就て 

〔昭和 十 一 年に 刊行され た 論文〕 

EXJSriRlents  on  Radial  Cracks  produced  by  :pel-cussion  UJX5  Glass  IMate さ itii  Initial 

Thermal  Strain. 

ct-ustal  Deforrnation  aloni^:  th の Line  of  Levels  from  Miyals  to  Aomori. 
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本 卷には 書籍 批評、 序文、 推薦、 應問、 雜、 雜 記帳、 スケッチブック、 斷片、 作文、 雲の， 

日本 豪の 諸 斷片、 講演 及 談話、 並 • 七卷補 遣、 第 十五 卷補遣を 收め、 ほかに 年譜、 總目錄 を 

添へ た。 年譜 は 編輯 者の 一 人 (矢 島) が これ を 作った。 

「『俳諧師』 に 就て」 は 高 濱虚子 氏の 著書に ついて 書かれた もので、 藪柑 子の 名 を 以て 明治 四 

十二 年 二月 九日 「國民 新聞」 へ揭 載され た。 

「牵 If 讀む」 は 伊藤 牵夫 氏の 歌集に ついて 書かれた も ので、 本名 を 以て 大正 十 年 一 

月 「ァ ララ ギ， 一 第 十四 卷第 一 號に褐 載され た。 

「『氷 魚』 を讀 みて」 は 島 木赤彥 氏の 歌集の 批評で、 寺 田藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 一一， 月 「ァ 

ララ ギ」 第 十四 卷 第三 號に揭 載され た。  ■ 


「『地 懐』 を讀 みて」 は 橋 田東聲 氏の 歌集の 批評で、 寺 田藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 七月 「覇 

王樹 J 第三 卷第 六號 「地懷 批評 號」 に揭 載され た。 

「『あらたま』 雑感」 は齋 藤茂吉 氏の 歌集の 批評で、 寺 田藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 十月 r ァ 

ララ ギ」 第 十四 卷第十 號に揭 載され た。  - 

「赤 彥童謠 集」 は 島 木赤彥 氏の 「童 誰 集」 について 書かれた もので、 本名 を 以て 大正 十一 年 七 

月 「ァ ララ ギ」 第 十五 卷第七 號に揭 載され た。 同誌で は 「赤 彥童謠 集 諸 消息」 の 題 下に 諸家の 評 

と共に 載って ゐる。 「赤 彥童謠 集」 の 題 は 今度 假 につけた ものである。 

「藤 原 博士の 『雲』」 は 本名 を 以て 昭和 四 年 六月 二十四日 「新 愛知」 へ揭 載され た。 「物質と 

言葉」 に收 めら れてゐ る C 

「『芭蕉 連句の 根本 解說』 に 就て」 は 太 田 水 穂 氏の 著書の 批評で、 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 六 

年 一 月 三十日 「東京 朝日 新聞」 に 掲載され た。 

「地震と 光り物 11 武者 金吉著 『地震に 伴 ふ發光 現象の 研究 及び 資料』 紹介」 は 本名 を 以て 昭 

和 八 年 三月 十七 日 「東京 朝日 新聞」 に 掲載され た。 「物質と 一一 百 葉」 に收 めら れてゐ る。 

「岡 田 博士の 『測 候琪 談』」 は 本名 を 以て 昭和 八 年 四月 十六 日 「時事 新報」 に揭 載され た。 「物 

質と 首 葉」 に收 めら れてゐ る。  . 


「I 『世界 映畫藝 術發達 史』」 は 映画評 論 社 同人 編著 同書の 批評で、 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 八 

年 九月 二十 二日 「東京 朝日 新聞」 に 掲載され た。 「蒸 發皿」 に收 めら れてゐ る。 

「科擧 的 文學の 一例」 は 佐 藤 春 夫 氏纂述 「維納の 殺人 容疑者」 について *1 かれた もので、 吉村 

彥の名 を 以て 昭和 八 年 十月 一— 三日 「東京 朝日 新聞」 に 掲載され た。 「螢光 板」 に收 めら れて 

ゐる。 

「ギリシャと ス カン ディナ ギヤ」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 二月 十二 日 「帝 國大畢 新聞」 

第五 一 三 號に揭 載され た。 新聞で は 「本當 の 旅の 味 •—— 『ギリシャと ス カン ディナ ギヤ』 11 安倍 

能 成 氏の 旅行記」 となって ゐる。 「登 光 板」 に牧 めら れてゐ る。 

「『西洋 拜見』 を讀ん で」 は钍ー 一郎 氏の 著書の 評で、 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 四月 1 一十三 日 

「東京 朝日 新聞」 に揭 載され た。 「螢光 板」 に收 めら れてゐ る。 

「小 泉 八 雲 祕稿畫 本 『妖魔 詩 話』」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 十月 二十 九日 「帝 國大舉 新 

聞」 第五 四 七 號に揭 載され た。 「螢光 板」 に收 めら れてゐ る。 

「靑楓 の果實 蔬菜 描寫」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 九 年 十 一 月津 田靑楓 氏の 「線描 蔬菜 花卉 第 

後 ニ畫 集」 に 掲載され た。 「螢光 板」 に收 めら れてゐ る。 

「『漱 石 操 記』 について」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 昭和 十 年 六月 十日 「帝 國大擧 新聞」 第五 八 一 號 


に 掲載され た。 新聞で は 「『漱 石襍記 J I 豐隆の 新著に ついて」 となって ゐる。 「螢光 板」 に收 

めら れてゐ る 0 

序文に は此處 に：^ めた もの \ ほかに r*Tadao  Tanpensya" の -Hasigak で が あるが、 これ は 

n 1 マ 字の 卷 (第 十 卷ニ六 八 頁) に牧 めら れてゐ るので、 本 卷には 重出し なかった。 

「推薦」 は 種々 の 書物の 推薦の ために 書かれた ものである。 但し 一 篇は展 覽會の 推薦 辭 である- 

「應 問」 は雜誌 新聞 等で 種々 の 問題 を 設けて 意昆を 求めた のに 應へ たもので ある。 

「雜」 の 部の 「旋風 研究の 爲」 は 本名 を 以て 大正 十三 年 十月 十三 日 「東京 朝日 新聞」 の 「さが 

して ゐる もの」 とい ふ 欄に 揭載 された ものである。 

「研究者の 對立」 は 地震 擧 人の 名 を 以て 昭和 五 年 十二月 五日 「東京 朝日 新聞」 の 「鐵 箒」 欄へ 

投じた ものである。 

「自作 年譜」 は 昭和 六 年 八月 改造 社發 行の 「現代 日本 文學 全集」 の 「吉村 冬 彥篇」 に 掲載され 


たもので ある。 

ナ こ 「『ァ イン 、ン ユタ イン』 前書」 は 「アイ ンシュ タイ ン， 一 とい ふ 文 を著 書 r 觸媒」 へ 牧 める とき 附 

けた ものである。  P 

「纏 研究所の パ ネルへ」 は 地震 研究所の 創立 十 周年 記念に 同 研究所に 掲げられた ものである。 

「1 の 言葉」 は I が 次女 彌 生さん のノ  — ト ブックに 書いて 與へ たもので、 題も| の もので 

其 他 は 短冊、 色紙、 著書に 書き 附け たもの 等 を 此處へ 集めた。 

. 「雜記 帳」 の 部の 「おぼえ 帳 (明治 三十 一 年頃)」 は 和ず 緣 合せて 震に 「おぼえ 帳」 と 書か 

れ ものである。 長 恨 歌な ど を筆寫 した 部分 を 省き、 其 他 全部 收 めた。 

1 帳 はしがき (明治 三士 一年)」 は 「根 岸 庵 を訪ふ 記」 「東上 記」 「半日 ある 記 一 (何れも 第 一 

卷 所收) 等の 書かれて ゐる雜 記帳の はじめに 書かれた ものである。  ， 

「詩歌 艸稿 (明璧 十五 年)」 は明靈 十四 年から 三十 五 年へ かけて 須 崎で 謹 中に 使 はれて 

i  ；! は雜 記帳で、 「詩歌 艸稿」 と 題の 附 いて ゐる ものである。 此 處に敉 めた 「嵐」 の ほか 「鴨つ き- 

？カ へり」 (第一 卷所 收) 其 他の ものが 書かれて ゐる。 此 處へ妆 めた 「嵐」 は 「ホト トギス 二 


發 表した 「嵐」 (第一 卷 所收) の 最初の 稿で あらう と 思 はれる。 

「ノ  — ト から (ァ ドルフ： ンュ ミツ ト敎授 の 海洋 攀)」 は 明治 四十 一 一年 著者が ベ ル リン へ 着い 

て 間もなく 同大 學に 於て 聽講 した ノ ー トの 最初のと ころで ある。 講義 筆記 は總て 省略した が、 最 

初の 部分の、 日記と して 興味 ある 處を 少し 抄出して おいた。 

「實 測の 結果 を 曲線に て 現 はす 事 (大正 三年)」 は 恐らく 水産 講習 所に 於け る 講義の 概要 を 書い 

たもので はない かと 思 はれる。 

, 「雜 記帳 (大正 四 年頃)」 は 「知と 疑」 「物質と H ネル ギ—」 「科 學 上に 於け る權 威の 價 値と 弊 

害」 (第 一 卷 所收) 等と 一 緒に 書かれて ゐる もので、 それらと 同時代の もので あらう。 

一— 雜 記帳 (大正 九 年)」 は 大正 九 年の 病氣 中に 使 はれて ゐ たもので、 此 處に牧 めた もの」 ほかに 

は 【病中 記」 (笫 一 卷 所敉) や 「病室の 花」 「電車と 風呂」 の 草稿な どが ある。 

「雑記帳 (大正 九 年頃)」 は 矢張り 同じ 頃 マッハ ゃジ H 1 ム ス等 を讀ん だとき の覺ぇ 書で ある。 

「震 火災 調査 (大正 十二 年)」 は大震 火災に 關 する 調査の ノ ー ト であって、 「手帳 (大正 四— 十 

二 年)」  <: 第 十一 一一 卷三 〇 五 以下) の 後半 及び 「手帳 "大正 十二 1 十四 年頃)」 (同 三 八 七 頁 以下) の 前半 

と關聯 する もの である。 

「雜 記帳 『地名 • 方言』 (昭和 1 一年 頃)」 は 「地名 . 方言」 と 表記され て ゐる雜 記帳で、 其 中の 


二箇所 を 抄出した。 その他の 部分 は 例へば 「土 佐の 地名」 (第二 卷 所收) の 材料と なった もの 等が 

書かれて ゐる。 

「北海道 大擧に 於け る 講演 草稿 (昭和 七 年)」 は 昭和 七 年 十月 北海道 帝國大 學理學 部で 行った 

地球 物理 學の 講義の 要旨 を 書いた ものである。 

「雪 子の 日記 (昭和 七 年 十 I 一月— 昭和 八 年 一 月)」 は 著者の 三女 雪 子さん が 怪我 をして 大學病 

院へ 入院して ゐた 際、 著者が 雪 子さん の 日記と して III いた ものである。 「雪 子の 日記」 とい ふ 題 

は 假に附 けた ものである。 

「雜 記帳 (昭和 九 年)」 は 昭和 九 年の 夏、 主に 星野溫 泉に 滞在中 書かれた ものと 思 はれる。. 

r スケッ チブッ ク」 は數 冊の 中から 纏まった 文 をな すと ころ を總 て此處 へ收錄 した。 

r 斷片」 は 原稿用紙 や 小さな 紙片に »1 かれた もの 等 を 集めた ものである。 

後 「作文」 の 最初の もの 「日月 は 普通名詞 ナ ルカ 固有名詞 ナ ルカ」 は 中學校 時代と 思 はれる が 年 

f 月を詳 かにし ない。  7 


「感情と 道理」 「新年」 「時計」 は 二部 一年 甲 組と 書かれて 居り、 高等 學 校の 一年のと きの もの 

である。 

「科 學之發 達」 「科學 に 於け る 想像力の 用」 は 二部 二 年 甲 組と 記されて ゐ るから、 同じく 高等 

擧校ー 一年のと きの ものである。 

「元 且ノ 記. 一 は 明治 三十 一 年の ものである。 

「雲の 話」 は 大正 八 年 十 一 月 十五 日國民 美術 協會に 於て 行った 講演で、 大正 九 年 八月 「美術 月 

報」 第一 卷第 十二 號に揭 載され た。 これ は 著者が 校閱 して 加筆した ものであるから、 他の 講演と 

1 應區 別して 取扱った。 著者の 殁後 出版され た r 橡の 15 に收錄 されて ゐる。 

「日本 文 學の諸 斷片」 は 大正 十一 一年 七月から 大正 十四 年 六月に 至る まで 十一 ー囘に 亙って 「漉 柿」 

に 連載され たもので ある。 最後の 一 項 「連句 (™)」 は 今度 初めて 發 表される ものである。 

「講演 及 談話」 として 牧め たもの は總て 著者の 校閱を 經てゐ ない ものである。 從 つて 明瞭 を缺 

くと ころも あり、 筆記の 誤 も あると 思 はれる が、 出来るだけ それら を 正し、 此處 へ收錄 した。 


「吾が 中學 時代の 勉強 法」 (談話) は 明治 四十 一 年士 一月 「中擧 世界」 第 十 一 卷第 十六 號に揭 載 

された ものである。  . 

「極度の 寒さ」 (談話) は 明治 四十 一年 十二月 二十四日 「東京 朝日 新聞」 に 掲載され たもので あ 

る。 なほ 「寒さの 極點」 と 題して 同年 十二月 二十 七日 及び 二十 八日 高 知の 一 土 陽 新聞」 に 掲載 さ 

れ たもの が あるが、 それ は 此の 「東京 朝日 新聞，」 からの 轉載 である。 

「漱石 先生 俤 草」 は 大正 八 年 八月 「漉 柿」 第 六十 四 號に揭 載され たもので ある。 

「夏 目先 生の 自然観」 (談話 リ は 大正 十 一年 十二月 九日 「東京 朝日 新聞 一 に 掲載され たもので あ 

る 0 

「座談」 (談話：) は 「寺 田 寅彥氏 座談」 と 題して 大正 十一 一年 一 月 「ホ トト ギス」 第 廿六卷 第四號 

に 掲載され たもので ある。 

r ゥ H ゲナ ー の 大陸 移動 說， 一は 日本 天文 舉會に 於け る 講演であって、 大正 十一 一年 七月 r 理 擧界」 

第廿 一 卷第七 號に揭 載され たもので ある。 

「旋風に 就て」 は 大正 十二 年 十 一 月 I 一日 土木 學會 帝都 復舆 調査 委員 會に 於け る 講演であって、 

後 中 村淸ニ 博士の 「九月 一 日の 大 火災に 於け る 火の 流れに 就て」 に續 いて 行 はれた ものである。 本 

で 

文中に 中 村 先生の 御 話 云々 と あるの は 其の ことで ある。 
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一 火災と 氣 象の 關係」 は 大正 十三 年 九月 一 日 東京 消防 茶話 會 第三 囘例會 に 於け る 講演で、 同年 

十月 十五 日 「日本 消防 新聞」 に 掲載され たもので ある。 

「火災 論の 講義に 就て」 (談話：) は 大正 十五 年 一月 一日 「日本 消防 新聞」 に揭 載され たもので あ 

る 0 

「ロンド ン 大火と 東京 大火 一 (談話) は 昭和 三年 一月 一日 「日本 消防 新聞」 に揭 載され たもので 

ある。 

「火災 研究の 基本 材料」 i 話) は 昭和 五 年 一月 一日 「日本 消防 新聞」 に揭 載され たもので ある C 

「伊豆 地震」 (談話) は 昭和 五 年 十二月 五日 「報知 新聞」 に 掲載され たもので ある。 

「大地震と 光り物」 (談話) は 昭和 五 年 十二月 十三 日 「報知 新閒 J に 掲載され たもので ある。 

「地震に 伴 ふ 光の 現象」 (談話) は 昭和 六 年 一月 一日 「日本 消防 新聞」 に 掲載され たもので ある。 

「山火事の 警戒 は 不連續 線」 (談話) は 昭和 七 年 一月 一日 「日本 消防 新聞」 に揭 載され たもので 

ある。 

「シベリアの 大山 火事」 (談話：) は 昭和 七 年 四月 十五 日 「日本 消防 新聞」 に揭 載され たもので あ 

る 0  . 

「不 連續 線と 溫 度の 注意で 山火事 を豫 防」 (談話) は 昭和 八 年 二月 十三 日 「報知 新聞」 に 掲載 さ 
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記 後 


れ たもので ある。 

「窒 戶の奇 現象」 (談話) は 談話 形式 書簡と して 昭和 九 年 十月 二十日 「土 陽 新聞」 に 掲載され た 

ものである。 

此の ほかに 「地中 內 部の 構造」 と 題し 文責 在 記者と して 大正 四 年 六月 及び 七月 「中學 世界」 第 

十八 卷七號 及び 九 號に揭 載され たもの が あるが、 其の 內容は 科學雜 暴の 部に 收 めた 「地球 內 部の 

構造に 就て」 f 第べ 卷七八 頁) と 全く 同 一 であるから 省略した。 

また、 隨 筆の 部に 收 めた 「『薪 柑子 集』 執筆 當 時の 追憶」 は 本卷の 談話の 部に 收 むべき もので あ 

つた。 順序 は 前記 「p ン ドン 大火と 東京 大火」 の 次に 入るべき である。 此處に 訂正 旁々 附記して 

おく。 

編輯 者 
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高層 氣象 の 研究 (n) 

地球の 剛性に 關 する 學說 

航空に 危險 なる 氣 流の 狀態 


一九 八 七 七 
—七 九 七 一 


五 三 


一 八 
〇 一 


六 五 
四 三 


四 三 二 

ハ- 二  ^ 


U レ ^plll 量 と .t4-  y ブ 

南 硫黃島 附近 の 海中に 湧出せ る 

新 島に 就て 

新 島 探檢記 

X 線の 迥折 現象と 物 貧の 

內部 構造 

ァ イソ スタン ー に 就て 

0^ に 關す るブ H ルク. ス、 

サン ドス トレ —ム 及びへ ラン 

ド- ハン ゼ ン の 理論 

雨 雪の 荷電 並に 雷雨 電氣の 生 H 

砂の 話 

原子 9 構造に 關 する 學說 

原子核に 就て 

太陽 面の 變 動と 地球上の 天氣 0 


第-へ & =3 

2 口 

同 


太陽 面の 變 動と 地球上の 天氣 5) 

同 

分子の 會 合に 就て  „!: 

海底に 於け る 土砂の 移動に 就て M 

氣象雜 a  同 

波 の 音  ：！： 

大正 十二 年 九月 一 日の 


地震に 就て 

地球 物理 學 (寺 田 寅 *s.5fr 井忠 二) 

物理 學序說 飜譯 

物理 學序說 

飜譯 

事實 の選擇 (ボアン カレ—) 

偶 狭 i  (ポアンカレ I) 

史的に 見た る 科學的 宇宙 觀の 

MM  (ァ I レニウス) 

ROOMAZI  NO  1VTAKI 

IMOJRONO  BUNSYOO  第卜卷 


liikiu  同  一一 一 

Nozen  11。 Han;i  Ira;  s 

Tukimis6  ^  五 

Kagami  no  nakano  K-ao 同  t 

EhaMakl  M  一 一 

Hyozan  no  Hanasi  M  一  六 

Sy ひち vatii  no  ffiai ku  M  1 九 

Tenmu  ni  natta  snnta-r ひ no 

Hanasi  同  一二 

ICokoromoti  司  一二 一一 


第 ，へ 三 一 五 

N.  三  一二三 


第九卷 


四 五 

五 九 


2? 


八 九 
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同 同 同 同 同 同 [^g 同 同 同 同 同 


八 八 七 七 七 六 六 五 五 四 四 三 
三 二 六 五 二 五 四 ベニ 六 一 六 


nc lonneru  第 h. 

Tikyfi  no  Rekisi  N 

Ame  no 〇to  M 

Hito  wo  kuu  XJma  M 

Hilu>Ki  to  T-enld  ^ 

Kaze  no  Dorvolul  no  Riv. ひ H 

Boin  no  Bunseki  N 

,,\5e  to  Konoha  N 

Hosi  no  Ookisa  wo  hakaru 

Mlchehcm  no  liono  M 


I)ime づ no  i\lyakud ひ to  Tunaml 

T-UKl  no  Hyonien  iio  .Ana 

to  JBa-loldan 15  A-to  M 

Kandanlsi  k>  Ondo  no 

Midu  no  naka  de  t-iiyoi  Oto 

wo  dasu  sikals  同 

Hana  no  Ana  M 

Tetu  no  Harigane  VP  wo 

no  Kensa  同 

DenziJu-say ひ de  Hiine  yn 

Hikoki  no  IVIirisinil さ  0 


Unii  no  MaKanl  huklait-a 

atarasii  Sima  第 卜^  三 二 

Nawa  ya  J.to  no  Kusas  T〈ot〇 

ni  tuite 

Tabi  no  Omoide  kara 

sora-  no  Himitu 

Dimen  no  Agarl-sa^ari 

Tatumaki 110  tranasi 

T-aifHlraita  wo  motoniete 

yomeru  utla 

Natu ョ e  Sensei 

Uta 

X-sen  to  K^essystai 

JParis  no  Hizy ひ bue 

nazlrnete  Massolal  sis  ni 

atta  Toki  同  へ 九 

Talssyo  no  TotnKosi  to  Koso 

no  IKaze  同  九 六 

T-aiy ひ Is  Kokuten  to  Til〈yfl 

no  Tenld  同  一 〇 五 

urni  do  sols  ni  22  niairu 


ニニ 二  〇〇〇5 九九 九九 九 八 八 /人 八 八 七 

七 四 二 七 五一 八 五三 一九 七 五 四一 九 六 四 二  


六 六 五 四 四 三 三 二 一 一  〇 〇 〇 九九 八  八 
/\  ニニ 四 〇 六 二 六 四 一九 四 一七 二 九  六 


00(11  sin 110  ol〈orlkiu"l 


.kwaxisurll  hitotuno 

Syfikisci  第十卷 

I\iisu  no  Simatu  同 

wolal^wiltll  no  Hare  同 

Hakiiri  no  Hari  同 

0:VI〇T，rA  K;rrr 二  同 

Nin 努 n  no  Tugo  同 

I\i6ty6  同 

Kloreni  no  Yot>&tyusya  同 

Yozyc-d6raku  同 

Sugoroliu  no  Siii  同 

Yopparai  no  Yukue  同 

Hasiken  同 

Suziirne  no  t^a こ  同 

Jgaloi  to  Iz づ utu  N 

Hil〈5ki  to  Nin^en  nc  IViimi 同 

otc  no  SinkirS  同 

Tanuki  no  waratlKl ミニ 一  同 

Tumaranu  ICoto  同 


40L-0-pcndc  15  ;B;iku<liin  第. 1 卷 

Tetild  ga  :Nirlgen  no  Ivckoro 

tlikoki  to  xc^^a^^^^  同 

T^tlal 11c lvlusen-(lcllsln  同 

r)isin  no  Yoh ひ ノ va  二 rkini 

ぼ？  H 

1-kin  500  En  nc  Sat6  H 

Tilil.ilul  to  Taiy(>>  iio  ； Nilrl- 

(hljrakuka  no  Siiaiku  \vo 

sikensuru  KJkai  问 

Hatud61d  nashio  nikoki  同 

Zihen  no  ISioku  H 

Yosioka  I 〈一 5 15  cmcidr  M 

I〈\vanto-tulo  no  H-^c^  to 

kondo  no  IMsm  H 

H^^^^d  no  liarawa^til  M 

Kfiki  no  nakii 一 5  Kwaibu 二 1 问 

llilslg-alu  同 
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23  S  3     ニニ 二： n——  Ji.  ih  ih  ih         三 三 

五八 四 九 五 二 〇 五 七  八 四 =〇  H. = 

一七 五 三 七三 九 五一 九 五一 七 一七 九  三 〇 


明明 明明 明明 明明 明 明明 明明 明 

填 北 ffi 治 治 治 治 治 '冶 治 '冶 治 科 '冶 治 治 m 治 
地 遊 四 三 三 三 三 三 三 三 學三三 ニニ 二 日 
利 旅 紀十十 十 十 十 十 十 十 十 者 十 十 十 十 十 ^ 
及 行 行 ニー 九 八 七 六 五 四 三の ニー 九 六 五 _ 
び 記 年年 年年 年年 年年 年 日 年年 年年 年 g ビ 


s; 治 四十 三年 

填 地 利 及び 伊太利 (つ a 

ヘッベル. テア テル 

アル ゲマ イネ. エレクト リツ 

テ— ッ . ゲゼルシャフト 

ツエ ン卜 ラル. テレ フンケ ン 

スタチ オン 

ナショナル • フィジカル . ラ 

ボラ トリ ー 

端 西 及び 南獨逸 

明治 四十 四 年 

JtHi VS- lialiscll-cheEisclK-s 

J-nstit-ut lu  G5tt-lngen 

明治 四十 四 年 (補 3 

明治 四十 五 年 

大正 一一 一年 

大正 四 年 

大正 五 年 

大正 六 年 

大正 七 年 

大正 八 年 

大正 九 年 

大正 十 年 


第 十 一 卷 四 六 七 

^  四 七 一 


同 


四 七  一二 

M 七 五 

四 七 九 

四 八 一 


第 ヤー 卷 五 〇  一二 

第 十二 卷  一 0 五 九 

第 十一 卷 五 〇 七 

同 

同 

第 十二 卷 


五二七 

六 〇 七 

六 六 五 

七 一 五 


九 五 

一 五 九 

三 一 五 


gaku  第十卷 

UMI  NO  wu,ruKIOlAK;u 同 


- 、き 

(補遺) 

(補 遣) 

記 


第 十二 卷 

第 十 一 卷 

同 

同 

同 


伊太利 
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m 

同 同 g 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 第 

H  小 

記  卞 

卷 

四 四 四 四 四 四 三 三 ニニ  ニニ  ニニ  ニニ  二  

八 七 五 四 二 〇 八 〇 六 六 四 三 ニニ  〇 七 五  〇 

. 一 三 九 五三 七 七 五 九 七 一九 九 五 a 三 九  五 —— t 


昭 昭昭昭 昭昭昭 昭大大 大大大 
和 和 和 和 和 和 和 和 正正 年 正正 
十九 八 七 穴 五三 二十 十 十 十 十 
年年 年年 年年 年年 五 四 三 ニー 

年 4S 年年 年 


一  八 八 八 七 七 六 六 六 六 六 五 五 四 
〇 九 七 六 四 四 三  /人 四 一八 四 九九 六 四 一八 〇 四 
な 三 一 2l 五三 五一  七 一七 一  1 三 三 2i>  三： iL 三 九 


大正 二  — 三年 

大正 三年 

大正 三— 四 年 

大正 五— 十 一 年顷 

大正 六 年 以降 

大正 六 年 

大正 六— 十一 11 年 

大正 七 —十四 年 

大正 七 年頃 ー 十年顷 

大正 八 年 (口  I マ 字壞中 B 記) 

大正 八 年 

大正 九 年頃— 昭和 四 年頃 

大正 十 年 (口，" マ 字 IS 中 B 記) 

大正 十 一 年 

大正 四- . 十二 年 

大正 十二— 十四 年頃 

大正 十二 年 (口-マ 字壞中 B 記) 

大 fi;- 十三 年 (nl,- マ 字壞中 B 記) 

大正 十四 年 (口  — マ 字壞中 B 記) 

大正 十五 年 • 昭和 元年 (口  I 

昭和 二 年 (口- マ 字壞中 B 記) 

昭和 ニ年顷 


手 帳 

明治 一一 一十 六 年 

明治 三十 六— 三十 七 年 

.i-,p- 三十 九 年 

w-r は 11 十 年 七— 八月 

叫： ^四 十二 年 

g 15 四十 三— 四十 四 年 

明治 四十 四 年 

明治 四十 四 年 


第 十二 卷 

同 . 

同 


第 十三 卷 

同 

同 


14 


錄目總 


同 同 同 同 同 同 第 
十 

四 


九 三 〇 六 三 二一 


同 

同 同 

间 

PI 第 

十 

卷 

五 

五 五 

五 

五 

四 四 

四 

〇 

〇 

九 八 

五 

三 七 

七 

五 

五 五 

明明 明明 明明 明 
正正 正正 正正 正正 正正 正正 正正 正 治 治 治 治 治 治 冶 治 

十 十 十 十九 八 七 七 六 六 五 四 三 二 元 四 四 四 四 四 四 四 四 
 ■ 年；^ 年年 年年 年年 年年 

年年へ  へへ 
袖  補 補 


遺 


五 四 四 三 三 ニニ 一 
年年 年生 年年 年年 

へハ  へ 

m 補 補 袖 
遺 遣 追 遣 


第 笫第同 同 第 第 第 第 同 同 同 同 同 


五 四 五  四 五 四 五 
卷卷卷       卷 卷卷卷 

九 四 九 三 ニニ 九 一九  "一- 

三 五 S 四 四 一三 九 三 七 六 五 五 五 五 _  _ 
五 四 四 五 七 七 二 五  九 七 六 四 九 /\ 一九 


第 同 

第 第 第 第 

笫 

同 

第 

十 

十 十 十 十 

十 

十 

四 

五 四 五 四 

五 

四 

卷 

卷 卷 卷 卷 

卷 

卷 

一 九 

九 一八 一 

八 

五 二 

一四 八 〇 

五 

四 九 

/人一 九 二 

〇 

四 

昭和 三年 (口  - マ字壞 中日 記) 

昭和 四 年 (口-マ 字 懐中 B 記) 

昭和 四年顷 

昭和 五 年 (口-マ 字壞中 B 記) 

昭和 五 I 九 年 

昭和 六 年 (CI マ字壞 中日 記) 

昭和 六年顷 

昭和 六年顷 ー 九年顷 

昭和 六— 七年顷 

昭和 七 年 (口  I マ 字壞中 B 記) 

昭和 八 年 (口  I マ 字 S 中日 記) 

昭和 九 年 (口-マ 字 Is 中日 記) 

大正 十一 年— 昭和 十 年 

昭和 十 年 (BI マ字壞 中日 記) 

書 簡 

明治 十七 年 

明治 十^ 年 

S 治 三十 六 年 

明治 一一 一十 七 年 

§ ^治 三 十八 年 

明治 一一 一十 九 年 

明治 四十 年 
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第 

问 ffi] 同 同 

同 

同 

同 同 

同 第 第 

笫第第 第 第 第 第 第 

第 第 

十 十 

十 十 十 t 十 十 十 十 

十 十 

五 四 

五 四 五 四 五 四.-: E 四 

五 四 

卷 

卷 卷 卷卷卷 卷卷卷 

# 卷 

七 

八 九 七 五 

九 八 

九/人 九 七 九 六 九 六 

九 五 

四 五 〇 四 

八 

七 

九 七 

五 七 

五一 四 五 四 八 三 

三 五 

七 九九 二 

五 

九 

六 七 

一七 七 

五 八 五 五 二 四 九 八 

七 五 

雜 


八 七 七 七 六 六 五-五 五 四 四 三 三 三 ニニ  

-〇 七 五 —— t  二 九 五 〇 六ニぺ 五一 九 一 六 一 五 三 一 


大正 十二 年 

大正 十二 年 (補遺) 

大正 十三 年 

大正 十一 一一 年 (補き 

大正 十四 年 

大正 十四 年 (補遺) 

大正 十五 年 

大正 十五 年 (補遺) 

昭和 二 年 

昭和 二 年 (補遺) 

昭和 一一 一年 

昭和 一一 一年 (補遺) 

昭和 四 年 

昭和 五 年 

昭和 六 年 

昭和 七 年 

昭和 八 年 

昭和 九 年 

昭和 十 年 

昭和 十 年 (補遺) 

年> グ 不詳 

浦 遣 


書籍 批評  第 十ぺ卷 

「俳諧師」 に 就て  同 

左 千 夫馱集 を讀む  同 

「氷 魚」 を讀 みて  同 

「地 懐」 を讀 みて  同 

「あらたま」 雜感  同 

「赤 彥童謠 集」  同 

藤 原 博士の 「雲」  M 

「笆 燕 連句の 极本 解說」 に 就て 同 

地震と 光り物  同 

岡 田 博士の 「測 候 璃談」  同 

縱 「世界 映畫 藝術發 達史」 同 

科學的 文學の 一例  M 

「ギリ シャ とスカ ン ディナ ヰャ」 同 . 

「西 作 1^ 見」 を 讀んで  同 

小 泉 八 雲 祕稿畫 本 「妖魔 詩 話」 同 

靑楓の 果赏蔬 茱描寫 

「漱石 機 記」 について  同 

序文  同 

r 夂， ー彥 集」 自序  同 

「藪枇 子 集」 自序  同 
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词同同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 


六 四 四 四 三 三一 一一 一一  

三 七五三 九 六 八 四 ニー 〇〇〇〇 九九 九九 九 八 八 
三 九 三 九 三 三 九 三 九 三 八 五三 一九 七 五 四 一九 八 


*t      4:7  4-'  "tr  — tr  —し- —/ ヽ Ji. / ヽ ンく ンヽ ―,、 z ぐ r-C  z く  / ヽ ンヽ メヽ 

二一 — 〇〇〇 九九 九九 八 六 五 五 四 四 四 三 
〇 八 六 一七 四 二 九 六 PJ} ニニ 五八 一九 七三 五 


「萬 華 鏡」 自序  第 十六 八 五 

「現代 日本 文學仝 集」 吉村 冬彥篇 

の 序詞 

「綾 冬彥 集」 自序 

「柿の 種」 自序 

「稀の 種」 扉 裏へ 

「物質と 言葉」 自序 

「蒸 發皿」 自序 

「觸 姊」 自序 

「螢光 板」 自序 

神 谷尙志 「ひとりし づ か 」 序文 

f3 溪綠 太郎 rm 母嶽」 再版 序文 

土 井 八 枝 「土 佐の 方言」 序文 

推薦 

應問 

雜 

雑記帳 

スケッチ ブ ッ ク 

斷片 

作文 

雲の 話 

日本 文學の 諸斷片 

講演 及談 He 


吾が 中學 時代の 勉强法 

極度の 寒さ 

漱石 先生 悌草 

ヌ乂 目先 生の 自然 觀 

座談 

ゥ ヱゲナ I の 大陸 移動 說 

旋風に 就て 

火災と 氣 象との 關保 

火災 論の 講義に 就て 

n ン ドン 大火と 東京 大火 

「鼓 柑子 集」 執筆 常時の 追憶 

火災 研究の 基本 材料 

伏 豆 地震 

大地震と 光り物 

地震に 伴 ふ 光の 現象 

山火事の 眷戒は 不連緩 線 

シベリアの 大山 火事 

不連續 線と？，！ 度の 注意で 出火 

事 を豫防 

室 戶の奇 現象 


第 十六 卷 


同 

第二 卷 

第 十六 卷 

同 
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昭和 十三 年 一 月 五日 印 刷 

昭和 十一 一一 年 一 月 十日 發 行 


寺 EE 寅 彥仝集 文學篇 第 十六 卷 
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